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第 1 章   

青年期の友人関係における親密化過程

研究の理論的背景  
 

 

第 1 節  本 章 の 目 的  

 

本 章 で は 、 青 年 期 に と っ て 重 要 な 対 人 関 係 の 一 つ で あ る 友 人 関 係

の 特 徴 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 、 さ ら に 友 人 関 係 が 適 応 感 に 及 ぼ す

影 響 を 明 ら か に し た 先 行 研 究 を 概 観 し 、 本 研 究 の 理 論 的 背 景 を 明 ら

か に す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

 

第 2 節  青 年 期 の 友 人 関 係 の 特 徴 に 関 す る 先 行 研 究  

 

広 辞 苑 に よ る と「 友 人・友 達 」と は 親 し く 交 わ っ て い る 人 を 指 す 。

ま た 、 社 会 心 理 学 用 語 辞 典 に よ る と 友 人 関 係 （ f r i e n d s h i p） と は 、

互 い が 博 愛 と 親 密 感 で 結 合 さ れ て い る 関 係 で あ り 、 職 場 の 同 僚 、 親

族 の 関 係 と は 異 な り 、 全 く 任 意 の 関 係 で あ る と さ れ て い る （ 木

村 , 1 9 8 7）。 人 は 生 ま れ た と き か ら 、 さ ま ざ ま な 対 人 関 係 の 中 で 、 生

活 を し て い る 。 児 童 期 ま で の 生 活 の 中 心 が 家 庭 で あ る の に 対 し 、 青

年 期 で は 、 そ れ ま で の 児 童 期 と 比 べ 、 家 庭 と 徐 々 に 距 離 を 置 き 、 親

か ら 心 理 的 に 独 立 し 、 社 会 や 文 化 の 影 響 を よ り 能 動 的 に 受 け る 時 期

で あ る （ 宮 下 , 1 9 9 5 )。 し た が っ て 友 人 関 係 に お け る 関 係 の 構 築 お よ

び 関 係 の 継 続 に 関 す る 観 点 に つ い て も 、 児 童 期 で 重 要 な 関 係 で あ る

親 子 関 係 と は 違 い 、 任 意 で あ り 自 発 的 で あ る 故 に 友 人 と 親 密 に な っ

て い く 過 程 の 検 討 は 青 年 に と っ て 重 要 な 意 味 を 持 つ と 考 え ら れ る 。

本 節 で は 、 第 1 に 青 年 期 の 友 人 関 係 全 般 に つ い て 重 要 性 と 意 義 に つ

い て 、 第 2 に 青 年 期 の 友 人 関 係 の 中 で も 同 性 友 人 関 係 の 特 徴 に つ い

て 論 じ て い く 。 さ ら に 青 年 期 の 中 で も 高 校 か ら 大 学 へ 移 行 す る 際 の

友 人 関 係 に つ い て 、 先 行 研 究 を 概 観 し 、 青 年 期 の 友 人 関 係 研 究 の 理

論 的 背 景 に つ い て 検 討 し て い く 。  

 

( 1 )  青 年 期 の 友 人 関 係 全 般 に 関 す る 研 究  

 

( 1 ) - 1  青 年 期 に 友 人 関 係 の 重 要 性 と 機 能  

青 年 期 に 友 人 関 係 を 持 つ こ と の 重 要 性 に つ い て 様 々 な 指 摘 が あ る 。



2 

 

宮 下 （ 1 9 9 5 ) は 青 年 に と っ て 友 人 の 意 味 と い う 観 点 か ら 次 の よ う な

３ 点 を 指 摘 し て い る 。 ま ず 第 1 に 自 分 の 不 安 や 悩 み を 打 ち 明 け る こ

と に よ り 情 緒 的 な 安 定 感 が 得 ら れ る こ と 、 第 2 に 、 自 己 を 客 観 的 に

見 つ め る こ と が で き る と い う こ と 、 第 3 に 人 間 関 係 が 学 べ る と い う

こ と で あ る 。 す な わ ち 友 人 関 係 で は 対 等 な 関 係 で あ る が 故 に 、 楽 し

い こ と だ け で な く 、 辛 い こ と や ト ラ ブ ル を 避 け る こ と は で き な い 。

し か し な が ら そ の よ う な 状 況 を 経 験 す る こ と で 人 間 と し て 、 し て 良

い こ と と 悪 い こ と 、 人 に 対 す る 思 い や り や 配 慮 の 心 を 学 べ る と い う

点 に 重 要 な 意 味 が 存 在 す る と い え る 。 ま た 友 人 関 係 と 恋 愛 関 係 は 共

に 個 人 の 意 思 に よ っ て 選 び 築 か れ る 関 係 で あ る が 、

R a n d s & L e v i n g e r ( 1 9 7 9 ) に よ る と 、 特 に 友 人 関 係 は 、 他 の 個 人 的 関

係 よ り も 対 等 的 で 、 形 式 ば ら な い 関 係 で あ る と 述 べ て い る 。 遠 矢

( 1 9 9 6 )も 同 様 に 、友 人 関 係 は お 互 い の 立 場 の「 対 等 性 」、関 係 構 築 の

「 自 発 性 」、お 互 い が 影 響 し あ う「 相 互 的 互 恵 性 」に 特 徴 付 け ら れ た

関 係 と い え る と 指 摘 し た 上 で 、 個 人 次 第 で い く ら で も 拡 充 可 能 で 柔

軟 性 が あ る が 、 一 方 で 脆 い 側 面 も 備 え て い る こ と を 指 摘 し た 。 例 え

ば 、 佐 野 ・ 黒 石 ( 2 0 0 6 )は 、 友 人 と の 競 争 場 面 の 実 験 に 参 加 し た 協 力

者 に 、 相 手 （ 友 人 ） に 対 す る 感 情 や 認 知 を 面 接 調 査 で 検 討 し た と こ

ろ 、 親 し い 友 人 を 想 定 し た 群 で 競 争 を 経 験 す る こ と に よ っ て 、 関 係

の 崩 壊 へ の 懸 念 や 相 手 に 対 す る 不 安 感 情 を 報 告 し た 。 す な わ ち 、 現

代 の 友 人 関 係 で は 、 相 手 と の 葛 藤 を 経 験 す る よ う な 場 面 は 、 そ の 関

係 に 悪 影 響 を 予 測 し 、「 脆 さ 」 を 感 じ る 可 能 性 が あ る 。  

ま た 、 友 人 関 係 の 脆 さ に つ い て 「 関 係 解 消 」 に 注 目 し た 研 究 ( 本

田 , 2 0 0 7 )で は 、 友 人 関 係 は 恋 人 関 係 と 同 様 に 青 年 期 の 重 要 な 対 人 関

係 で あ る に も か か わ ら ず 、 友 人 関 係 の 関 係 解 消 に 焦 点 を 絞 っ た 研 究

が 少 な い こ と を 指 摘 し 、 友 人 関 係 解 消 経 験 が 友 人 関 係 の 満 足 度 や 孤

独 感 に 及 ぼ す 検 討 を 行 っ た 。そ の 結 果 、協 力 者 の 約 4 5％ が 親 し い 友

人 と の 関 係 解 消 を 経 験 し て い た 。 す な わ ち 、 青 年 が 友 人 関 係 で ポ ジ

テ ィ ブ な 側 面 だ け で な く 、 葛 藤 や 辛 さ を 経 験 し て い る こ と を 示 す 結

果 で あ る 。 ま た そ の 解 消 経 験 の 直 後 の 感 情 に は 、 否 定 的 な 側 面 も あ

る が 、 肯 定 的 な 感 情 も 生 起 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 結

果 は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 の プ ロ セ ス に も 解 消 経 験 が 影 響 を 与 え る 可

能 性 が あ る 。 さ ら に 男 性 の み 、 解 消 経 験 で 生 じ た 否 定 的 な 感 情 が 、

現 在 の 友 人 関 係 の 満 足 感 を 低 め 、 孤 独 感 を 高 め る 結 果 を 示 し た 。 こ

の 結 果 に つ い て 、 本 田 ( 2 0 0 7 )は 女 性 の 方 が 、 辛 い 出 来 事 を 経 験 し た

時 に う け る 周 り か ら の サ ポ ー ト が 多 い こ と (福 岡・橋 本 , 1 9 9 7 )を 指 摘

し た 知 見 か ら 、 男 性 の み で 、 関 係 解 消 経 験 の 影 響 が 残 っ た も の と 考

察 し て い る 。  

一 方 松 井（ 1 9 9 0）は 友 人 関 係 の 機 能 と し て 、友 人 関 係 が 個 人 の 心

理 的 健 康 や 発 達 、 行 動 に 与 え る 影 響 に 注 目 し 、 3 つ の 機 能 を 指 摘 し
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て い る 。 第 1 に 友 人 の 関 わ り に よ っ て 青 年 が 様 々 な 不 安 や 問 題 を 解

消 し 、 ス ト レ ス を 発 散 す る 「 安 定 化 機 能 」、 第 2 に 家 族 以 外 の 他 者

と の 付 き 合 い 方 の ス キ ル に つ い て 友 人 関 係 を 通 し て 学 習 す る 「 社 会

的 ス キ ル の 学 習 機 能 」、 第 3 に 青 年 が 見 習 い 、 自 分 も そ う な り た い

と 思 う 手 本 、発 達 的 な モ デ ル と し て の「 モ デ ル 機 能 」で あ る 。ま た 、

M a e d a & R i t c h i e ( 2 0 0 3 ) は 友 人 関 係 の 概 念 に つ い て 、 日 本 と ア メ リ カ

の 青 年 に つ い て C o l e & B r a d a c ( 1 9 9 6 ) の 友 人 関 係 の 概 念 に 関 す る 指

標 を 使 用 し 比 較 し て い る 。 そ の 結 果 、 文 化 を 超 え た 共 通 の 概 念 と し

て 「 一 緒 に い る こ と を 楽 し む こ と 」、「 自 分 を 理 解 し て く れ る こ と 」

が 見 出 さ れ 、 一 方 で 日 本 の 青 年 に 特 徴 的 な カ テ ゴ リ ー と し て 「 い い

意 味 で の ラ イ バ ル 」、「対 等 に 他 者 を 扱 う こ と 」「 関 係 に お け る 快 適 さ

（ 気 楽 な 関 係・長 い 時 間 を 一 緒 に 過 ご す 人 ）」に 関 す る 概 念 が 存 在 す

る こ と を 指 摘 し た 。 す な わ ち 友 人 関 係 の 機 能 や 概 念 を 概 観 す る と 、

日 本 の 青 年 に と っ て 友 人 が 存 在 す る こ と は 、 自 己 の 成 長 、 情 緒 的 安

定 、 人 間 関 係 の ル ー ル 習 得 等 の 様 々 な 側 面 に 影 響 を 与 え て い る こ と

が う か が え る 。  

 

( 1 ) - 2  友 人 関 係 へ の 期 待 と サ ポ ー ト  

現 代 の 青 年 は 友 人 関 係 に お い て 、 相 手 に 対 し て ど の よ う な 期 待 が

あ る の だ ろ う か 。 F r a n k e l ( 1 9 9 0 ) は 青 年 期 前 期 の 仲 間 関 係 の 友 人 に

対 し て 求 め る も の に は 、 感 情 的 サ ポ ー ト や 援 助 が あ る こ と を 指 摘 し

て い る 。 和 田 ( 1 9 9 3 )は L a  g a i p a ( 1 9 7 9 )に よ る 友 人 関 係 期 待 の 項 目 を

一 部 修 正 し 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 友 人 に 対 す る 期 待 と し て 青 年

期 で は 、友 人 に 対 し て 言 い た い こ と が 言 い 合 え る「 真 正 さ 」、「 協 力 」

す る こ と 、 相 手 を 「 尊 重 」 す る こ と を 望 ん で お り 、 こ れ ら の 期 待 が

青 年 期 の 友 人 関 係 で は 重 視 さ れ る 側 面 で あ る こ と が 伺 え る 。 ま た 中

学 生 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 （ 和 田 , 1 9 9 6） で は 、「 自 己

向 上 」「 真 正 さ 」 は 大 学 生 で 重 視 さ れ 、「 共 行 動 」 は 中 学 生 で そ の 期

待 が 高 い こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の 結 果 に つ い て 和 田 ( 1 9 9 6 )は 青 年

期 の 友 人 関 係 の 特 徴 に つ い て 、 児 童 期 の 「 生 活 の 友 」 の 関 係 か ら 青

年 期 後 期 で は 「 心 の 友 」 に 変 化 し て い る こ と を 示 す も の だ と 考 察 し

て い る 。 こ の 点 に 関 連 し て 、 青 年 期 の 中 で も 大 学 生 が 友 人 か ら 受 け

る サ ポ ー ト の 重 要 性 を 指 摘 す る 多 く の 研 究 が あ る 。 嶋 ( 1 9 9 1 )は 、 大

学 生 に と っ て 友 人 関 係 に お け る 心 理 的 、 問 題 解 決 、 娯 楽 関 連 の 様 々

な サ ポ ー ト 源 が 重 要 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 友 人 の ソ ー シ ャ

ル ・ サ ポ ー ト の 効 果 が 大 学 新 入 生 の 心 理 的 適 応 に 及 ぼ す 影 響 に 注 目

し た 福 岡 ( 2 0 0 0 ・ 2 0 0 7 ) は 入 学 6 カ 月 後 の 一 時 点 に よ る 研 究 ( 福

岡 , 2 0 0 0 )、お よ び 入 学 3 か 月 後 と 9 カ 月 後 の 縦 断 的 研 究（ 福 岡 , 2 0 0 7）

の 結 果 か ら 、 友 人 か ら の サ ポ ー ト が 、 青 年 の 精 神 的 健 康 を 支 え る 効

果 が あ る こ と を 示 し た 。 ま た 、 吉 岡（ 2 0 0 1） は 友 人 関 係 に 期 待 す る
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理 想 と 現 実 の ズ レ が 少 な い こ と が 友 人 関 係 の 満 足 感 を 高 め る こ と 、

ま た 梅 本 ( 1 9 8 8 )は 、 友 人 関 係 へ の 期 待 で 重 視 し て い る 側 面 と 現 実 の

親 し い 友 人 が 期 待 当 て は ま る 人 物 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。 以 上

の よ う に 青 年 が 友 人 関 係 に 期 待 す る も の に 注 目 し 、 期 待 や サ ポ ー ト

が 友 人 関 係 に 及 ぼ す 影 響 や 効 果 に つ い て 様 々 な 研 究 か ら 指 摘 さ れ て

き た 。  

 

( 1 ) - 3  青 年 期 の 友 人 関 係 に お け る 発 達 的 変 化 と 性 差  

青 年 期 の 中 で も 中 学 生 か ら 大 学 生 で は 、 そ の 成 長 過 程 の 中 で 、 友

人 関 係 の 諸 側 面 で 変 化 す る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 落 合 ・ 佐 藤

（ 1 9 9 6）や 長 沼 ・ 落 合（ 1 9 9 8）は 、中 学 生 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 を 調 査

協 力 者 と し 、 同 性 の 友 達 と の つ き あ い 方 が 年 齢 と と も に ど の よ う に

変 化 す る の か を 検 討 を し て い る 。 そ れ に よ る と 青 年 期 の は じ め に は

「 浅 く 広 く か か わ る つ き あ い 方 」 が 多 く み ら れ 、 そ の 付 き 合 い 方 は

年 齢 と 共 に 減 っ て い く 。 反 対 に 「 深 く 狭 く か か わ る つ き あ い 方 」 は

年 齢 が 増 す と 多 く な っ て い く こ と を 明 ら か に し て い る 。榎 本（ 1 9 9 9）

は 中 学 生 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 を 調 査 協 力 者 と し 、 友 人 と の 関 係 に つ い

て 外 面 的 な 「 活 動 的 側 面 」 と 内 面 的 な 「 感 情 的 側 面 」 の 2 側 面 か ら

発 達 的 な 変 化 を 明 ら か に し て い る 。 そ れ に よ る と 、 活 動 的 側 面 に お

い て 、 男 性 で は 、 友 人 と 遊 ぶ 関 係 か ら お 互 い を 尊 重 す る 関 係 に 変 化

し 、 女 性 で は 、 友 人 と の 類 似 性 に 重 点 を 置 い た 関 係 か ら 、 他 者 を 入

れ な い 絆 の 強 い 関 係 を 経 て 、 お 互 い を 尊 重 す る 関 係 に 変 化 す る こ と

を 明 ら か に し た 。 一 方 で 感 情 的 側 面 に 関 し て は 発 達 的 変 化 が あ ま り

見 ら れ な い と 報 告 し て い る 。 さ ら に 「 欲 求 の 側 面 」 の 発 達 的 変 化 に

つ い て は 、 互 い の 個 性 を 尊 重 す る 欲 求 は 学 校 段 階 が 進 む に つ れ て 高

ま る こ と を 明 ら か に し て い る （ 榎 本 , 2 0 0 0）。  

青 年 期 の 友 人 関 係 で は 、 そ の 発 達 的 変 化 と と も に 性 差 が 存 在 す る

こ と が 様 々 な 研 究 か ら 明 ら か に な っ て い る 。 和 田 ( 1 9 9 3 )に よ る と 、

大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 の 中 で 、 友 人 関 係 の 中 で 友 人 に 望 む も の で

は 性 差 が あ る こ と を 指 摘 し て い る 。 男 性 で は 、 女 性 よ り も 一 緒 に 行

動 す る と い う 「 共 行 動 」 を 重 視 し 、 女 性 で は 男 性 よ り も 悩 み を 打 ち

明 け る と い っ た 「 自 己 開 示 」 や 互 い に 甘 え ら れ る と い っ た 「 相 互 依

存 」 を 重 視 す る と い う 。 さ ら に 、 女 性 の 方 が 恐 怖 、 不 安 、 幸 福 、 平

静 な 状 態 に あ る と き に そ の よ う な 情 動 の 状 態 を 相 手 に 開 示 す る と い

う 。 ま た 、 前 述 の 友 人 関 係 の 発 達 的 変 化 を 明 ら か に し た 榎 本 ( 1 9 9 9 )

も 、 発 達 的 変 化 が 見 出 さ れ た 活 動 的 側 面 に お い て 、 男 女 差 が あ る こ

と を 指 摘 し て い る 。 男 性 で は 、 中 高 生 で 、 一 緒 に 行 動 す る 「 共 有 行

動 」が 主 で あ り 、女 性 で は 中 学 生 で は 仲 が い い こ と を 確 認 し あ う「 親

密 確 認 行 動 」、高 校 生 で は 他 者 を 入 れ な い 絆 で 関 係 を 作 る「 閉 鎖 的 行

動 」 と い う 行 動 が 主 で あ る が 、 大 学 生 に な る と 男 女 と も に 互 い の 相
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違 点 を 認 め 合 い 、 尊 重 し あ う 「 相 互 理 解 活 動 」 変 化 し て い く 。 つ ま

り 、 大 学 生 の 段 階 に お け る ま で の 行 動 に 差 が あ る と い う 。 ま た 、 感

情 的 側 面 で は 、発 達 的 変 化 は あ ま り 認 め ら れ な か っ た が 、男 性 で は 、

ラ イ バ ル 意 識 や 葛 藤 が 女 子 よ り も 強 く 、女 性 で は 信 頼・安 定 や 不 安・

懸 念 が 男 性 よ り も 強 く 感 じ て い る こ と を 確 認 し た 。 さ ら に 榎 本

( 2 0 0 0 )に よ る 欲 求 と の 関 連 の 研 究 で は 、 欲 求 は 全 般 的 に 女 性 が 男 性

よ り 高 く 、 友 人 と の 共 有 ・ 協 調 の 関 係 の 中 で 互 い に 求 め る も の が 強

い と い う 特 徴 が あ る と い う 。  

 

( 1 ) - 4  青 年 期 の 友 人 関 係 に お け る 同 性 友 人 関 係 と 異 性 友 人 関 係  

友 人 関 係 で は 、 異 性 友 人 と 同 性 友 人 の 両 方 が 存 在 す る が 、 そ の 特

徴 に は 差 異 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ て き た 。 高 坂 ( 2 0 1 0 )は 、 同 性

友 人 と 異 性 友 人 に 対 す る 関 係 期 待 に つ い て 性 別 に 検 討 し て い る 。 そ

の 結 果 、 男 性 の 異 性 友 人 お よ び 同 性 友 人 と 女 性 に お け る 異 性 友 人 で

は 、「 積 極 的 交 流 （ 一 緒 に い て 楽 し い 存 在 ）」 を 強 く 望 ん で い る の に

対 し 、女 性 で は 、同 性 友 人 に 対 し て は 、「積 極 的 交 流 」だ け で な く「 信

頼・支 援（ 困 っ た と き に 頼 れ る 存 在 ）」も 強 く 期 待 し て い た 。す な わ

ち 、 女 性 は 男 性 よ り も 同 性 友 人 に 対 し 助 け る 存 在 と し て の 期 待 を 持

っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。丹 野・松 井 ( 2 0 0 6 )  は 、友 人 関 係 機

能 を 「 友 人 関 係 が 、 個 人 の 内 的 適 応 に 与 え る 影 響 、 お よ び 内 的 適 応

に 果 た し て い る 役 割 」 と 定 義 し 項 目 を 選 定 し て い る が 、 本 田 ( 2 0 0 8 )

は 、 丹 野 ・ 松 井 ( 2 0 0 6 )の 項 目 を 使 用 し 、 異 性 関 係 と 同 性 関 係 の 友 人

関 係 機 能 に つ い て 比 較 し て い る 。 そ の 結 果 、 関 係 機 能 の 全 て の 領 域

で 、 異 性 友 人 よ り も 同 性 友 人 の 得 点 が 高 く 、 同 性 友 人 が 、 異 性 友 人

に 比 べ て 多 く の 友 人 関 係 機 能 を 有 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。  

ま た 青 木 ( 1 9 9 3 ) は 、 様 々 な 領 域 の 日 本 語 版 自 己 開 示 質 問

( E S D Q - 4 4；榎 本 , 1 9 8 7 )を 使 用 し て 、大 学 生 の 身 近 な 他 者 へ の 役 割 を

比 較 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 対 話 内 容 の 全 領 域 に つ い て 、 第 1 位

で 選 択 さ れ て い る の は 同 性 友 人（ 男 性 3 7 . 5％：女 性 5 1 . 5％ ）で あ り 、

異 性 友 人 の 選 択 率 (男 性 1 . 0％ ： 女 性 0 . 8％ )は 非 常 に 低 い 。こ の 結 果

は 、 相 談 相 手 と し て 、 大 学 生 の 多 く が 同 性 友 人 を 選 択 し て い る 結 果

で あ り 、 同 性 友 人 と 異 性 友 人 の 役 割 の 差 異 が 明 ら か に さ れ た も の で

あ る 。 自 己 開 示 に 関 連 し て 高 木 浩 人 ( 2 0 0 6 )は 大 学 生 の 自 己 開 示 と 孤

独 感 の 関 連 に つ い て 、 自 己 開 示 相 手 が 異 性 友 人 ・ 同 性 友 人 で あ る こ

と が 孤 独 感 を 減 少 さ せ る 要 因 と し て 寄 与 し て い る こ と を 明 ら か に し

た 。 ま た 、 同 性 友 人 と 異 性 友 人 で は 、 自 己 開 示 内 容 に 差 異 が あ る こ

と も 示 し 、 そ の 役 割 の 差 異 が あ る こ と も 示 し た 。  

異 性 友 人 関 係 の 発 達 的 変 化 に つ い て 、 大 井 ・ 宮 本 ( 2 0 0 9 )は 、 中 学

生 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 の 比 較 を 行 っ て い る 。 大 学 生 は 、 異 性 友 人 関 係

と の 行 動 面 が 中 学 ・ 高 校 生 よ り も 有 意 に そ の 頻 度 が 増 し て い る こ と
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を 示 し 、 大 学 と い う 自 由 な 環 境 の 中 で 異 性 友 人 と の か か わ り が 増 え

て い る と 指 摘 し た 。 そ の 一 方 で 、 大 学 生 で は 中 学 生 よ り も 全 般 的 な

異 性 関 係 に 対 す る 不 安 や 緊 張 感 が 増 す こ と も 示 さ れ て お り 、 異 性 友

人 と の 関 係 に つ い て 、 同 性 友 人 と は 異 な る ア ン ビ バ レ ン ト な 側 面 が

抽 出 さ れ て い る 。  

以 上 の 先 行 研 究 か ら 、 中 学 ・ 高 校 と は 違 い 、 自 由 な 環 境 に い る 大

学 生 に と っ て 異 性 友 人 が 重 要 な 対 人 関 係 の 一 つ で あ る こ と は う か が

え る 。 し か し な が ら 、 上 記 の 先 行 研 究 で 指 摘 し た よ う に 両 者 に は 質

の 違 い が 見 出 さ れ て い る こ と か ら 、 本 邦 の 友 人 関 係 研 究 の 多 く の 知

見 が 同 性 友 人 に 限 定 し て い る (和 田 , 1 9 9 3・ 榎 本 , 1 9 9 9・ 2 0 0 0 他 )。本

論 文 に つ い て も 同 性 友 人 の み を 研 究 対 象 と 限 定 す る 。 し た が っ て 以

下 の 内 容 は 主 と し て 同 性 友 人 に 取 り 扱 っ た 研 究 に 限 定 し 、 論 じ て い

く 。  

 

( 2 )  青 年 期 の 同 性 友 人 関 係 の 特 徴 に 関 す る 研 究  

  

( 2 ) - 1  複 数 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係  

先 述 の と お り 、 友 人 関 係 の 特 徴 は 恋 人 関 係 と は 違 い 関 係 を 拡 充 す

る こ と が 可 能 で あ る （ 遠 矢 , 1 9 9 6）。 す な わ ち 、 青 年 期 の 友 人 関 係 が

複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と が 予 測 さ れ る 。友 人 関 係 研 究 で は 、

一 番 親 し い 友 人 と の 1 対 1 の 関 係 性 に と ど ま ら ず 、サ ー ク ル 内 の 友

人 関 係 や ク ラ ス （ ゼ ミ ・ 学 部 学 科 ） の 友 人 関 係 と い っ た 集 団 と し て

の 友 人 関 係 に も 注 目 す る 視 点 が 求 め ら れ る 。 青 年 期 の 恋 愛 関 係 と 友

人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 縦 断 的 調 査 で 比 較 し た 研 究（ 多 川・吉 田 , 2 0 0 2）

で は 、 友 人 関 係 よ り も 青 年 期 の 恋 愛 関 係 の 影 響 力 の 強 さ を 示 唆 し た

が 、 こ の 考 察 と し て 多 川 ら ( 2 0 0 2 )は 、 恋 愛 関 係 で は 対 象 と な る 人 物

と の 二 者 関 係 が 非 常 に 重 要 で あ る の に 対 し 、 友 人 関 係 で は 二 者 関 係

以 外 の 複 数 対 人 関 係 が 影 響 し て い る た め で は な い か と 指 摘 し て い る 。

松 田（ 2 0 0 0）に よ る と 友 人 関 係 は 複 数 で あ る が 故 に 、状 況 に 応 じ て

友 人 を 選 択 す る こ と が 可 能 と な る こ と を 指 摘 し 、 現 代 青 年 の 新 し い

友 人 関 係 の あ り 方 で あ る と 指 摘 し て い る 。 神 山 ・ 清 水 ( 2 0 0 5 )は 、 友

人 イ メ ー ジ 法 と い う 投 影 法 に よ っ て 大 学 生 の 友 人 に 対 す る イ メ ー ジ

を 捉 え る 検 討 を 行 っ た が 、 こ の 手 法 で は 、 最 大 5 名 の 友 人 を 想 起 す

る こ と が 協 力 者 に 求 め ら れ る が 、 5 人 を 想 定 し た も の が 約 5 割 で あ

り 、1 人 を 想 定 し た 協 力 者 は 、1 4 1 名 中 1 名 の み で あ っ た 。内 藤 ( 2 0 0 7 )

は 同 性 の 親 友 と 同 性 の 友 人 数 を そ れ ぞ れ 回 答 さ せ て い る が 、 そ の 結

果 、同 性 の 親 友 の 人 数 は 平 均 で 4 . 0 4 人 で あ り 、同 性 の 友 人 の 人 数 は

平 均 で 4 0 . 4 5 人 で あ っ た 。渡 辺 ( 2 0 0 7 a )も 、大 学 １ 年 生 の 調 査 協 力 者

に 同 性 の 友 人 数 を 回 答 さ せ た が 、男 性 で は 4 5 . 1 4 人 、女 性 で は 5 4 . 2 7

人 の 友 人 が 存 在 す る と 回 答 し て い る 。 友 人 関 係 は 複 数 関 係 で 構 成 さ
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れ る が 故 に 、 研 究 対 象 を ど の よ う に 定 義 づ け す る か が に 重 要 な 視 点

と な り 、 ま た 親 密 さ の レ ベ ル に よ っ て そ の 意 味 づ け が 異 な る こ と が

指 摘 さ れ て い る （ 和 田 , 1 9 9 3； 吉 岡 , 2 0 0 1）。 複 数 友 人 関 係 を 研 究 対

象 と す る こ と は 、 デ ー タ 収 集 の 煩 雑 さ か ら 検 討 さ れ る こ と が 少 な い

が 、 複 数 の 友 人 関 係 を 全 体 と し て 捉 え 、 形 成 過 程 を 抽 出 す る 視 点 が

望 ま れ る 。  

 

( 2 ) - 2  友 人 関 係 で の 親 密 性  

友 人 関 係 の 親 密 性 の 捉 え 方 に も 研 究 者 間 に 様 々 な 見 解 が あ る 。 山

中 ( 1 9 9 4） は 、 ① 友 人 に 対 し て ど の 程 度 親 し い と 感 じ て い る か 、 ②

友 人 と ど の 程 度 関 わ っ て い る の か 、 ③ 友 人 の ラ ベ ル と し て 「 顔 や 名

前 を 知 っ て い る 程 度 」 か ら 「 最 も 親 し い 同 性 の 友 人 」 ま で を 7 段 階

で 評 定 さ せ る 3 つ の 指 標 か ら 、 親 密 性 を 捉 え て い る 。 下 斗 米

( 1 9 9 0 , 1 9 9 2 a , 1 9 9 6 , 1 9 9 9 , 2 0 0 0 ) は 、 親 密 化 過 程 を 捉 え る 段 階 と し て 、

「 親 友 」「 友 達 」「 顔 見 知 り 」 の 3 群 を 設 定 し 、 調 査 協 力 者 に そ の 段

階 を 選 択 さ せ る こ と で 親 密 性 を 捉 え て い る 。 ま た 行 動 面 の 指 標 か ら

親 密 性 を 捉 え よ う と す る 研 究 と し て 、 久 保 ( 1 9 9 3 ) は R C I

（ R e l a t i o n s h i p  C l o s e n e s s  I n v e n t o r y ） 尺 度 を 使 用 し 、 お 互 い に 影

響 を 及 ぼ す 程 度 と 頻 度 お よ び 2 人 で 行 う 行 動 の 多 様 性 か ら 親 密 性 を

捉 え る 検 討 を 行 っ て い る 。  

一 方 、 友 人 関 係 に お け る 親 密 性 を 心 理 的 距 離 と い う 概 念 で 捉 え よ

う と す る 研 究 （ 山 口 ・ 土 屋 ・ 藤 本 ， 1 9 9 6； 天 貝 , 1 9 9 6 藤 井 , 2 0 0 1 a）

で は 、 心 理 的 距 離 を 二 者 間 の 親 密 度 ・ 親 和 性 ・ 新 近 感 の 度 合 い や 程

度 を 表 す 概 念 （ 山 口 ・ 土 屋 ・ 藤 本 ， 1 9 9 6）、 ま た は 、 他 者 と 親 密 さ

の 程 度 と 他 者 と の 融 合 の 程 度 の 両 面 か ら 成 り 立 つ 概 念 （ 天 貝 , 1 9 9 6）、

親 密 度 度 や 依 存 度 と い っ た 自 己 が 他 者 と の 間 で 認 知 す る 心 理 的 な 距

離 (藤 井 , 2 0 0 4 )で あ る と 説 明 し て い る 。心 理 的 距 離 の 測 定 方 法 と し て

は 、 第 1 に 、 天 貝 ( 1 9 9 6 )・ 美 山 ( 2 0 0 3 )は 、 自 分 を 中 心 と し て 9 . 5 c m

の 線 分 の 中 で 、 相 手 の 位 置 を 投 影 さ せ る 方 法 、 ま た 山 口 ら ( 1 9 9 6 )は

あ る 特 定 の 相 手 （ 例 え ば 父 親 ・ 母 親 ） を 1 と 規 定 し た 時 に 、 調 査 対

象 を 1 0 段 階 評 定 の ど こ に 位 置 す る か を 回 答 さ せ る 方 法 で の 測 定 し

て い る 。 第 2 に 藤 井 ( 2 0 0 1 a )は 、 自 由 記 述 に よ り 、 友 人 と の 心 理 的

距 離 と の 取 り 方 を 収 集 し 、そ の 構 造 を 明 ら か に し て い る 。そ の 結 果 、

心 理 的 距 離 に は 相 手 と の 関 係 で の 「 近 い -遠 い 」・「 柔 軟 さ - 固 定 的 」

と い う 2 次 元 が 存 在 す る こ と を 明 ら か に し た 。  

美 山（ 2 0 0 3）は 、大 学 生 活 に お け る 友 人 関 係 に お け る 心 理 的 距 離

は 、 大 学 入 学 後 知 り 合 っ た 友 人 と 学 外 で の 付 き 合 い に 発 展 す る と 、

大 学 内 の み の 付 き 合 い を 続 け て い る 場 合 よ り も 相 手 と の 心 理 的 距 離

が 小 さ く な る こ と か ら 、 親 密 度 が 高 ま る こ と を 示 し た 。 す な わ ち 、

大 学 生 活 の 中 で の 友 人 と の 親 密 性 は 、 固 定 的 な も の で は な く 、 時 間
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の 経 過 の 中 で 変 動 す る 様 相 を と ら え る 視 点 が 望 ま れ る 。  

 

( 2 ) - 3  友 人 関 係 に お け る 感 情  

対 人 感 情 と は 、 特 定 の 他 者 に 対 し て 個 人 が も っ て い る 比 較 的 持 続

的 な 感 情 傾 向 で あ る 。 人 に 対 す る 感 情 で あ る が 、 自 己 に 対 す る 感 情

や 集 団 に 愛 す る 感 情 を 含 ま ず 特 定 の 他 者 に 対 す る 感 情 を 指 す （ 深

田 , 1 9 8 7）。 ま た 、 齊 藤 ( 1 9 8 5 )は 対 人 関 係 の 相 互 作 用 過 程 に お い て 、

相 手 の 人 に 対 し て 持 っ て い る 感 情 傾 向 を 対 人 感 情 と 定 義 し て い る 。

内 田 ( 1 9 9 0 )は 青 年 が 日 常 的 に 接 す る 対 人 関 係 に 向 け ら れ る ま た は 、

関 係 の 中 で 感 じ る 個 人 の 感 情 に つ い て 、 測 定 す る 対 人 関 係 尺 度 を 開

発 し た 。 こ の 尺 度 は 、 肯 定 的 感 情 と し て 充 実 感 ・ 解 放 感 ・ 幸 福 感 ・

連 帯 感 、 否 定 的 感 情 と し て 孤 独 感 ・ 疎 外 感 ・ 憂 う つ 感 ・ 焦 り の 感 情

か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 尺 度 に 関 し て は 、 友 人 関 係 に 関 す る 感 情

に 限 定 し 、適 用 す る 検 討 も さ れ て い る (加 藤 , 2 0 0 6 )。ま た 松 田 ( 2 0 0 8 )

は 、 友 人 に 対 す る 不 安 感 情 が 現 実 と 理 想 の 友 人 関 係 に お け る ズ レ に

影 響 す る こ と を 検 討 す る た め に 、 多 面 的 に 友 人 に 対 す る 不 安 感 情 を

測 定 す る 尺 度 を 開 発 し た 。 中 高 生 を 対 象 と し た 結 果 、 友 人 に 拒 否 さ

れ る こ と の 不 安 、 グ ル ー プ 関 係 の 輪 を 乱 す こ と へ の 不 安 、 グ ル ー プ

関 係 か ら 離 脱 す る こ と へ の 不 安 が 抽 出 さ れ 、 全 体 的 傾 向 と し て 、 不

安 感 情 が 高 い こ と 及 び 低 い こ と は 友 人 関 係 を 積 極 的 に 築 か ず 、 中 程

度 の 不 安 を 抱 え た 群 で の 活 発 な 友 人 関 係 の 構 築 が 確 認 さ れ た 。  

津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ・ 今 川（ 1 9 8 4）は 、対 人 関 係 に お い て 生 起 す る 感

情 項 目 9 6 項 目 を 収 集 し 、 対 人 感 情 の 構 造 の 検 討 を 行 っ て い る 。 分

析 の 結 果 、 対 人 感 情 に は 、「 受 容 － 拒 否 」 と 「 保 護 － 依 存 」 の 2 次

元 の 構 造 が あ る こ と 、ま た ク ラ ス タ ー 分 析 に よ っ て 、「反 感 」、「 保 護 」、

「 甘 え・依 存 」、「 懸 念 」、「 情 愛 」、「 優 越 感 」、「 畏 怖 」、「 負 い 目 」、「 一

体 感 」、「 尊 敬 」、「 信 頼 」、「 接 近 」 の 1 2 個 を 見 出 し て い る 。 さ ら に

津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ・ 今 川 （ 1 9 8 5） は 、 対 象 人 物 と し て 家 族 （ 父 ・ 母 ・

祖 父 母 ・ 兄 弟 ）、 い と こ 、 大 学 の 接 触 頻 度 の 高 い 先 生 、 高 校 3 年 生

時 の 担 任 の 先 生 、 先 輩 、 後 輩 、 同 性 の 友 人 、 お よ び 異 性 の 友 人 ・ 恋

人 を 対 象 と し て 想 定 さ せ 、 こ れ ら の s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 対 す る 対

人 感 情 の 構 造 と し て 因 子 構 造 の 検 討 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 対 人

感 情 の 構 造 と し て 、「 一 体 感 ・ 信 頼 」「 保 護 ・ 情 愛 」、「 畏 怖 ・ 尊 敬 ・

負 い 目 」、「 優 越 感・反 感 」の 4 因 子 を 抽 出 し て い る 。ま た 齊 藤（ 1 9 8 5・

1 9 9 0）は 対 人 感 情 項 目 と し て「 好 意 」、「 慈 悲 」、「 優 越 」、「 軽 蔑 」、「 嫌

悪 」、「 恐 怖 」、「 劣 等 」、「 特 別 な 感 情 の な い 人 」 を 抽 出 し て い る 。 さ

ら に 榎 本（ 1 9 9 9）は 友 人 へ の 感 情 的 側 面 と し て 、「信 頼・安 定 」、「 不

安 ・ 懸 念 」、「 独 立 」、「 ラ イ バ ル 意 識 」、「 葛 藤 」 の 5 因 子 を 抽 出 し て

い る 。 榎 本 ( 1 9 9 9 )と 津 村 ら （ 1 9 8 5） の s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 限 定 し

た 対 人 感 情 の 共 通 点 か ら 、友 人 関 係 に 特 有 の 感 情 と し て 、「 信 頼 感 ・
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安 定 感 ・ 一 体 感 」 と い っ た よ う な 、 友 人 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な 感 情

と 、 友 人 関 係 の 特 徴 が 「 対 等 性 」 や 「 自 主 性 」 で あ る が 故 に 脆 さ を

象 徴 す る 「 葛 藤 ・ ラ イ バ ル 意 識 ・ 負 い 目 ・ 優 越 感 」 等 の 友 人 関 係 に

不 安 を 感 じ る よ う な ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 も 生 起 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 

ま た 、 測 定 項 目 の 特 徴 と し て 、 榎 本 ( 1 9 9 9 )・ 松 田 ( 2 0 0 8 )の 研 究 で

は 、 友 人 へ の 感 情 の 項 目 に つ い て 、 具 体 的 な 感 情 を 伴 う 行 動 を 示 す

と 思 わ れ る 項 目 も 含 ま れ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。 一 方 、 津 村 ら

( 1 9 8 4 他 )の 項 目 で は 一 般 的 な 対 人 関 係 全 般 を 対 象 と し て い る た め 、

具 体 的 な 文 章 で は な く 、 形 容 詞 を 使 用 し た 項 目 が 選 定 さ れ て い る の

が 特 徴 で あ る 。  

 

( 2 ) - 4  友 人 関 係 に お け る 活 動 ・ 行 動 面  

友 人 関 係 に お い て 、さ ま ざ ま な 行 動 を 共 に す る こ と が そ の 関 係 の

在 り 方 に 影 響 を 与 え る 研 究 が 多 く 示 さ れ て い る 。 楽 し み 喜 び の 活 動

に お い て 友 人 と 一 緒 に 多 く の 経 験 を す る こ と は 、 友 人 関 係 に お け る

満 足 度 を 有 意 に 高 め る こ と ( H a y s & O x l a y, 1 9 8 6 ; J o n e s , 1 9 9 1 ) 、 ま た

H a y s ( 1 9 8 9 ) は 、 親 密 な 友 人 ( C l o s e  f r i e n d s ) と 親 し い 友 人 ( C a s u a l  

f r i e n d s ) と の 比 較 か ら 、 よ り 親 密 な 友 人 に 対 す る 相 互 作 用 の 頻 度 が

高 い こ と を 示 し て い る 。 ま た 親 し い 友 人 に 対 し て は 、 感 情 的 及 び イ

ン フ ォ ー マ ル な サ ポ ー ト を 多 く 提 供 す る こ と も 示 し た 。  

対 人 行 動 と は 、 特 定 の 他 者 に 対 し て 個 人 が 取 る 行 動 で あ る ( 深

田 , 1 9 8 7）。今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 ・ 林（ 1 9 8 4・ 1 9 8 5）は 一 般 的 行 動 と し

て 収 集 し た 項 目 8 8 項 目 の 因 子 構 造 の 検 討 を 行 い 、 5 5 項 目 に つ い て

「 親 和 」、「優 越 」、「依 存 」、「支 配 」、「敵 対 」「拒 否 」、「服 従 」、「友 好 」、

「 礼 儀 」の 9 因 子 を 抽 出 し て い る 。齊 藤（ 1 9 9 0）は 対 人 行 動 を 特 定

の 他 者 に 対 し て 一 定 の 対 人 感 情 を 有 す る 個 人 が そ の 他 者 に 対 面 し た

時 、生 じ る 行 動 と 定 義 し 、「支 配 的 行 動 － 服 従 的 行 動 」と「 親 和 的 行

動 － 拒 否 的 行 動 」 の 2 次 元 を 基 本 と す る 対 人 行 動 の 円 環 図 式 を 提 案

し 、「支 配 的 」、「援 助 的 」、「親 和 的 」、「依 存 的 」、「服 従 的 」、「回 避 的 」、

「 拒 否 的 」、「 攻 撃 的 」 の 8 つ の 行 動 に 分 類 し て い る 。 榎 本 （ 1 9 9 9）

は 友 人 と の 活 動 的 側 面 と し て 自 由 記 述 の 収 集 か ら 、 互 い を 尊 重 す る

「 相 互 理 解 活 動 」、友 人 と の 類 似 性 に 重 点 を 置 い た「 親 密 確 認 活 動 」、

友 人 と 遊 ぶ 行 動 で あ る「 共 有 行 動 」、他 者 を 入 れ な い 絆 を 持 つ「 閉 鎖

的 行 動 」 の 4 因 子 を 抽 出 し て い る 。 ま た 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の

先 行 研 究 に お い て も 、 行 動 面 の 指 標 を 用 い た 研 究 が な さ れ て い る 。

山 中 （ 1 9 9 4 ） は 予 備 調 査 に お い て 友 人 関 係 の 行 動 的 側 面 に つ い て

A l t m a n＆ Ta y l o r（ 1 9 7 3）の 社 会 的 浸 透 理 論 の「 広 さ 」の 領 域 と し て

「 C o m p a n i o n s h i p 」、「 C o m m u n i c a t i o n 」、「 C o n s i d e r a t i o n 」、

「 A f f e c t i o n」 の 4 領 域 を 設 定 し 、「 深 さ 」 の 次 元 と し て こ れ ら 4 領

域 の 項 目 を「 顔 見 知 り 程 度 の 友 達（ レ ベ ル 1）」、「会 え ば 話 を す る 程
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度 の 友 達 （ レ ベ ル 2）」、「 あ る 程 度 親 し い 友 達 （ レ ベ ル ３ ）」、「 最 も

親 し い 友 達（ レ ベ ル 4）」に 分 類 す る 行 動 チ ェ ッ ク リ ス ト 1 0 2 項 目 を

作 成 し た 。 さ ら に 石 田 （ 1 9 9 8） は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 に 関 連 す る 行

動 の 側 面 を 抽 出 す る た め に 、 大 学 に 入 学 し て か ら 知 り 合 っ た 友 人 に

対 し て 行 う 行 動 と し て 、 そ の 友 人 と 出 会 っ た と き か ら 現 在 に 至 る ま

で に 行 っ た 行 動 と し て 自 由 記 述 さ せ 、 抽 出 し た 8 1 項 目 に つ い て 因

子 構 造 に よ る 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 「 共 行 動 」、「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 」、「 学 習 行 動 」 の 3 因 子 を 抽 出 し て い る 。 項 目 に 関 す る 特 徴 と

し て 今 川 ら ( 1 9 8 4 他 )・ 齊 藤 ( 1 9 9 0 )の 項 目 は 、あ ら ゆ る 対 人 関 係 に も

生 じ う る 一 般 的 行 動 全 般 を 収 集 し て い る の に 対 し 、 榎 本 ( 1 9 9 9 )・ 山

中 ( 1 9 9 4 )・ 石 田 ( 1 9 9 8 )の 収 集 し た 項 目 は 、 青 年 期 の 友 人 関 係 で の み

該 当 す る と 考 え ら れ 、具 体 的 行 動 を 収 集 し て い る と い う 特 徴 が あ る 。 

ま た 、現 代 の 友 人 の「 希 薄 さ 」や「 表 面 的 関 係 」の 特 徴 か ら 、崔 ・

新 井 ( 1 9 9 8 )は 友 人 に 対 し 、 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 表 出 を 制 御 す る 頻 度 と

友 人 関 係 満 足 感 お よ び 精 神 的 健 康 の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 全 体 的 傾 向 と し て 、 友 人 に 対 し て ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 の 表 出 を 強

く 抑 制 す る と 、 友 人 関 係 の 満 足 感 や 精 神 的 健 康 に 望 ま し く な い 影 響

を 与 え る こ と を 示 し 、 友 人 関 係 に お い て ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 を あ る 程

度 行 動 面 で 示 す こ と が 、友 人 関 係 に お い て 必 要 で あ る こ と を 示 し た 。

す な わ ち 、 友 人 に 対 す る 行 動 面 の 指 標 と し て 、 ネ ガ テ ィ ブ な 側 面 も

測 定 す る 視 点 が 望 ま れ る 。  

 

( 2 ) - 5  友 人 関 係 に お け る 関 係 認 知  

関 係 認 知 と は 、 個 々 の 人 間 が 自 己 を 取 り 巻 く 他 者 と の 対 人 関 係 に

対 す る 認 知 構 造 で あ る（ 林・今 川・津 村・大 坊 ，1 9 8 4；廣 岡 ，1 9 9 3）。

林 ら （ 1 9 8 4） は 、 夫 と 妻 、 医 者 と 患 者 、 看 守 と 囚 人 な ど 全 部 で 6 0

の 二 者 関 係 を 取 り 上 げ 、 関 係 性 を 示 す 特 性 語 と そ の 対 語 を 両 極 と し

て 評 定 さ せ 、「 緊 密 な 関 係 － 表 面 的 な 関 係 」、「気 楽 な 関 係 － 緊 張 に 満

ち た 関 係 」、「 公 的 ・ 課 題 志 向 的 関 係 － 私 的 情 緒 的 関 係 」、「 上 下 の 関

係 － 対 等 な 関 係 」、「 協 調 的 関 係 － 競 合 的 関 係 」 の 5 因 子 を 抽 出 し て

い る 。ま た s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 限 定 し た 因 子 構 造 の 検 討 で は 、「緊

密 な 結 合 － 表 面 的 な 結 合 」、「 対 等 な 関 係 － 非 対 等 な 関 係 」、「 競 争 的

関 係 － 協 調 的 関 係 」、「 情 緒 的 結 合 － 理 性 的 結 合 」 の 4 因 子 を 抽 出 し

て い る（ 林・今 川・津 村 ・大 坊 ， 1 9 8 5）。ま た 、清 水・大 坊（ 2 0 0 5）

は 関 係 性 認 知 を「 人 が 関 係 性 を 認 識 し て も つ 認 知 的 表 象 」と 定 義 し 、

こ の 中 に は 、 関 係 の 現 在 と の 状 態 や 将 来 の 予 測 な ど も 含 ま れ て い る

と 指 摘 し 、 恋 愛 関 係 の 関 係 性 認 知 と し て 得 ら れ た 「 重 要 性 」、「 緊 張

感 」、「 不 確 実 性 」、「 活 発 性 」 の 各 因 子 と 関 係 評 価 の 関 連 を 検 討 し て

い る 。 そ の 結 果 、 関 係 性 認 知 の 「 重 要 性 」 が 関 係 へ の 満 足 度 、 愛 着

度 、重 要 度 で あ る 関 係 評 価 の 各 項 目 と 最 も 関 連 が 強 い こ と を 示 し た 。
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さ ら に 清 水 ・ 金 政 ・ 谷 口 （ 2 0 0 6） は 先 述 の R C I（ 久 保 , 1 9 9 3 )を 使 用

し 、 友 人 と の 接 触 頻 度 、 行 動 の 多 様 性 （ 行 動 項 目 を チ ェ ッ ク さ せ る

こ と で 幅 広 さ を 測 定 ）、友 人 か ら 受 け る 影 響 度 を 測 定 し た 。そ の 結 果 、

友 人 と の 多 様 な 行 動 を よ り 幅 広 く 深 く 行 っ た 場 合 、 友 人 と の 関 係 性

認 知 が 高 く 良 好 で あ る も の に 変 化 さ せ る こ と を 示 し た 。 す な わ ち 、

関 係 認 知 は 、 先 述 の 感 情 面 や 行 動 面 と 密 接 に 関 わ る こ と を 示 す 結 果

で あ る 。  

 

( 2 ) - 6  現 代 青 年 の 友 人 関 係 の 特 徴  

和 田 ・ 林 ( 2 0 0 8 )は 1 9 8 2 年 か ら 2 0 0 2 年 の 2 0 年 間 の 同 性 友 人 関 係

の 変 化 を 比 較 検 討 し 、 同 性 友 人 に 対 す る 期 待 に は 変 化 が な い が 、

2 0 0 2 年 の 友 人 関 係 で は 、 2 0 年 前 に 比 べ 、 友 人 と の 相 互 的 行 動 が 減

り 、 友 人 と 一 緒 に い る 時 の 気 分 に つ い て 緊 張 や 回 避 の 傾 向 が 強 い こ

と を 示 し た 。藤 井 ( 2 0 0 1 b )は 、同 性 友 人 関 係 で は 、孤 独 は 避 け た い が

深 く か か わ る こ と を 避 け る 心 理 的 距 離 が 存 在 す る こ と を 示 し た 。 橋

本 ( 1 9 9 7 )は 青 年 に お け る 対 人 関 係 の 理 想 的 な ス タ イ ル と は 、「集 団 内

で ス ム ー ズ に 関 係 を 形 成 し 、 関 係 に 積 極 的 に 関 与 し つ つ も 、 個 人 の

価 値 観 や プ ラ イ バ シ ー を 侵 害 せ ず 、 葛 藤 は 極 力 回 避 す る 」 こ と で あ

る こ と を 示 し た 。 さ ら に 近 年 、 友 人 関 係 に お い て 表 面 的 な 円 滑 な 関

係 を 求 め る 傾 向（ 橋 本 , 2 0 0 0；岡 田 , 1 9 9 3・ 1 9 9 5・ 2 0 0 2；小 塩 ，1 9 9 8；

上 野 ・ 上 瀬 ・ 松 井 ・ 福 富 , 1 9 9 4） や 友 人 関 係 に お い て 無 関 心 で あ る

傾 向 ( 松 永 ・ 岩 元 , 2 0 0 8； 中 園 ・ 野 島 , 2 0 0 3 )が 指 摘 さ れ て い る 。 岡 田

（ 1 9 9 3・ 1 9 9 5）は 、青 年 期 の 友 人 関 係 に は 互 い の 内 面 を 開 示 す る こ

と な く 、 傷 つ け な い よ う に 接 し 、 表 面 的 で 円 滑 な 関 係 を 築 く 傾 向 が

あ る こ と を 指 摘 し 、表 面 的 な 面 白 さ を 志 向 す る「 群 れ 関 係 群 」・友 人

に 気 を 使 い な が ら 接 す る「 気 遣 い 関 係 群 」・深 い 関 わ り 合 い を さ け る

「 関 係 回 避 群 」 が あ る こ と を 示 し た 。 こ の 結 果 は 時 代 が 移 り 行 く 中

で 友 人 関 係 の あ り 方 が 変 化 し 、 希 薄 化 し て い る 傾 向 が あ る こ と を 示

し て い る と い え よ う 。 そ の 一 方 で 理 想 的 な 友 人 関 係 に つ い て は 「 本

音 で 付 き 合 う こ と 」 を 志 向 す る こ と （ 松 永 ・ 岩 元 , 2 0 0 8）、 ま た 岡 田

（ 1 9 9 9）も 現 代 青 年 は 現 実 で は 希 薄 な 関 係 を 持 ち な が ら 、表 面 的 な

関 係 を 肯 定 し て い る わ け で な く 、 友 人 と の 内 面 的 な 関 係 を 求 め て い

る こ と を 示 し 、 現 代 の 特 徴 と さ れ て い る 関 係 性 に 現 代 青 年 が 満 足 し

て い る わ け で は な い こ と を 指 摘 し て い る 。 ま た 、 齊 藤 ・ 藤 井 ( 2 0 0 9 )

は 、 現 代 の 青 年 の 友 人 関 係 の 特 徴 で あ る 「 表 面 的 関 係 」 と 、 ま た 従

来 の 友 人 関 係 の 特 徴 で あ る 「 内 面 的 関 係 」 の 両 面 に 注 目 し 、 2 つ の

側 面 が 充 実 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 友 人 と の 関

係 に お い て 「 表 面 的 」 と 「 内 面 的 」 の 両 側 面 を 認 知 し て い る 青 年 が

存 在 し 、 こ の 群 に お け る 充 実 感 が 高 か っ た 。 こ の 群 が 果 た し て 、 適

応 的 な 友 人 関 係 を 形 成 し て い る か の 議 論 は 残 る も の の 、 少 な く と も
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「 表 面 的 関 係 」 が 青 年 に と っ て ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 だ け を 与 え る わ け

で は な い こ と を 示 す も の で あ る 。 現 代 社 会 に お け る 青 年 期 の 友 人 関

係 の 特 徴 も 捉 え つ つ 、 大 学 入 学 後 の 大 学 生 が ど の よ う な 友 人 関 係 を

形 成 し て い く の か を 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

( 2 ) - 7  大 学 入 学 後 の 新 友 人 と 旧 友 人 に お け る 友 人 関 係  

先 に 述 べ た よ う に 、 友 人 関 係 の 特 徴 の 一 つ は 、 複 数 の 対 人 関 係 で

構 成 さ れ る こ と だ が 、 こ の 点 に 関 連 し て 大 学 入 学 後 に 新 た に 形 成 さ

れ る 友 人 関 係 は 、 そ の 以 前 に 築 い て き た 友 人 関 係 の 在 り 方 を 反 映 す

る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。ま た 新 し い 友 人 関 係 が ス タ ー ト す る 際 に 、

先 行 す る 関 係 が 消 滅 す る わ け で な く 、 同 時 進 行 的 に 関 係 が 存 在 す る

こ と も 多 く 、 互 い の 関 係 が ど の よ う に 推 移 し て い く の か の 検 討 も 重

要 な 視 点 で あ る 。 し た が っ て 、 大 学 入 学 時 の 友 人 形 成 の 検 討 の 際 に

古 く か ら の 友 人 （ 以 下 旧 友 人 と す る ） と 新 し い 友 人 （ 以 下 新 友 人 と

す る ）と の 関 わ り の あ り よ う の 検 討 す る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て き た（ 中

村 ・ 浦 , 2 0 0 0； 和 田 , 2 0 0 1）。 和 田 （ 2 0 0 1） に よ る 入 学 6 ヵ 月 後 に 行

っ た 調 査 の 結 果 で は 、 旧 友 人 の 方 が 新 友 人 よ り 親 密 で あ る こ と 、 新

友 人 に 対 し て は 身 近 な 友 人 と し て の 期 待 が 現 れ る こ と 、 ま た 旧 友 人

と 新 友 人 は 相 補 的 な 機 能 を 持 っ て い る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 さ ら

に 多 川（ 2 0 0 6）は 女 子 短 大 生 を 対 象 と し 、新 旧 友 人 の と の 関 わ り を 、

大 学 入 学 年 の 5 月 時 点 と 9 月 時 点 の 2 回 の 調 査 で 検 討 し て い る 。そ

の 結 果 、 夏 休 み 直 後 の 調 査 に お い て も 旧 友 人 と の 行 動 的 な 親 密 度 は

高 く 、 少 な く と も 入 学 後 6 ヶ 月 程 度 で は 、 友 人 関 係 で 旧 友 人 と の 関

係 の 影 響 が 強 い こ と が う か が え る 結 果 を 示 し た 。和 田（ 2 0 0 1）は 大

学 1・ 2 先 生 を 対 象 と し た 調 査 に お い て 、 新 友 人 と 旧 友 人 の ２ 名 に

対 し 先 述 の 友 人 関 係 期 待 1 0 項 目 を 評 価 さ せ て い る 。 そ の 結 果 、 新

友 人 に 対 し て は 、旧 友 人 よ り も「 情 報 」「協 力 」「共 行 動 」を 重 視 し 、

旧 友 人 は 新 友 人 よ り も 「 自 己 向 上 」「 真 正 さ 」「 自 己 開 示 」 を 重 視 し

て い る こ と を 明 ら か に し た 。 故 に 大 学 生 が 旧 友 人 と 新 友 人 に 対 し て

相 補 的 な 役 割 を 期 待 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。 す な わ ち 新 旧 友

人 に は 付 き 合 い 期 間 の 差 異 が あ り 親 密 さ の 程 度 に も 差 異 が あ る 。 身

近 な 存 在 で 付 き 合 い 期 間 の 浅 い 新 友 人 に 対 し て は 、 情 報 を く れ る こ

と や 自 分 と の 類 似 点 を 期 待 し 、 付 き 合 い の 長 い 旧 友 人 に は よ り 深 い

関 係 を 期 待 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 役 割 が 存 在 す る こ と を 示 す 結 果 で

あ る 。 以 上 の 結 果 は 、 親 密 さ の 程 度 や 付 き 合 い の 長 さ に よ っ て 友 人

関 係 機 能 が 異 な る こ と を 示 し た 結 果 と も い え る 。 こ の 点 に 関 連 し 、

丹 野 ( 2 0 0 7 )は 、 友 人 関 係 機 能 を 「 接 触 頻 度 は 高 い 友 人 」 と 「 普 段 の

接 触 頻 度 は 低 い が 親 密 な 友 人 」 の 差 異 を 検 討 し 、 接 触 頻 度 の 高 い 友

人 に は 、 日 常 生 活 で 行 動 を 共 有 す る 機 能 を 、 ま た 接 触 頻 度 の 低 い が

親 密 な 友 人 に は 安 心 感 が あ り 、 長 く 持 続 す る 関 係 の 機 能 が あ る こ と
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を 示 し た 。 堀 ・ 島 津 ( 2 0 0 5 )は 、 大 学 生 の ソ ー シ ャ ル ス キ ル が 大 学 内

の 友 人 と 大 学 外 の 友 人 へ の サ ポ ー ト 知 覚 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し 、 大

学 入 学 後 の 新 入 生 で は 大 学 内 の 友 人 に 対 す る サ ポ ー ト 知 覚 に お い て

友 人 と の 親 密 さ を 維 持 し 、 強 化 す る ス キ ル が 影 響 し て い る が 、 大 学

外 の 友 人 に 対 す る 有 意 な 影 響 力 を 示 さ な か っ た 。 こ の 結 果 の 考 察 と

し て 、 掘 ら ( 2 0 0 5 )の 調 査 協 力 者 の 多 く が 入 学 時 に 親 元 を 離 れ る と い

う 居 住 状 況 と 大 学 入 学 前 の 友 人 の 場 合 に は 対 人 関 係 が 成 熟 し て い る

こ と か ら 、ス キ ル が 影 響 し な か っ た と 説 明 し て い る 。以 上 の 結 果 は 、

旧 友 人 関 係 が 、 新 友 人 関 係 を 形 成 す る 段 階 及 び 関 係 が 維 持 さ れ て い

る 段 階 に お い て も 存 在 し う る 関 係 で あ り 、 新 友 人 と は 異 な っ た 機 能

を 有 す る 関 係 で あ る こ と が う か が え る 。  

ま た 、 旧 友 人 関 係 か ら 新 友 人 関 係 へ の 移 行 す る 視 点 に 関 す る 研 究

も 存 在 す る 。 ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト 提 供 の 視 点 に お い て 大 学 入 学 後

5 月 ～ 6 月 に は 新 環 境 の サ ポ ー ト 者 と 旧 環 境 の サ ポ ー ト 者 が 融 合 す

る 段 階 で あ る こ と (古 川・藤 原・井 上・石 井 , 1 9 8 3；H a y s＆ O x l e y, 1 9 8 6 )、

ま た 飯 島 ・ 川 口 ・ 伊 藤 ( 1 9 9 5 )は 1 年 生 の 6 月 に は 、 新 環 境 の 同 性 ・

異 性 ・ 先 輩 と い う 関 係 に サ ポ ー ト 対 象 を 移 行 さ せ て い る こ と を 示 し

た 。 一 方 で 大 学 入 学 後 も な お 旧 友 人 を 強 く 思 う 感 情 は 大 学 入 学 後 の

孤 独 感 を 高 め る こ と が 示 さ れ て い る ( P a u l  &  B r i e r, 2 0 0 1 )。 ま た 五 十

嵐 ・ 吉 田 ( 2 0 0 3 )は 大 学 新 入 生 の 孤 独 感 に 与 え る 影 響 に つ い て 、 新 旧

友 人 と の 関 係 性 及 び 携 帯 メ ー ル の 使 用 が 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し 、 入 学

後 に 知 り 合 っ た 友 人 へ の メ ー ル の 送 信 数 が 孤 独 感 を 低 め 、 入 学 前 の

友 人 と の メ ー ル に つ い て 、 重 要 で あ る と 認 知 す る こ と が 孤 独 感 を 高

め る こ と を 示 し た 。こ れ ら 結 果 か ら 、大 学 入 学 後 の 新 入 生 に と っ て 、

新 し い 環 境 で の 新 し い 対 人 関 係 を 構 築 す る こ と が 大 学 適 応 感 に 好 ま

し い 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。 大 久 保 ( 2 0 0 5 )は 、 社 会 的 ス キ ル の

能 力 が 、 大 学 入 学 直 後 の 適 応 感 に は 影 響 を 示 し た が 、 夏 休 み 後 の 測

定 で は 影 響 し な か っ た 。 こ の 結 果 は 、 高 校 ま で に 獲 得 さ れ た ス キ ル

が 、 移 行 後 の 様 々 な 環 境 変 化 に は 対 応 し き れ な い こ と を 示 す も の で

あ る 。 石 田 ( 2 0 0 3 )は 、 大 学 入 学 後 の 友 人 ネ ッ ト ワ ー ク 変 化 と し て 、

新 旧 友 人 及 び 、大 学 内 外 の 友 人 の 友 人 を 対 象 と し 、大 学 入 学 1 ヶ 月・

3 か 月 月 後 の 相 互 作 用 に 頻 度 で は 大 学 内 外 の 新 友 人 が 多 い こ と 、 大

学 1 か 月 後 に 認 知 さ れ た 旧 友 人 の 人 数 は 3 か 月 後 に お い て も 減 少 し

な い こ と を 示 し た 。 こ の 結 果 は 、 大 学 入 学 直 後 の 新 友 人 と の 積 極 的

な 友 人 関 係 の 形 成 が な さ れ る 一 方 で 旧 友 人 と の 安 定 し た 関 係 の 継 続

を 示 す も の で あ る 。 さ ら に 、 高 校 か ら 大 学 進 学 時 の 移 行 時 に お け る

友 人 関 係 の 縦 断 的 調 査 ( B o h n e r t ,  A i k i n s  &  E d i d i n ,  2 0 0 7 ) に よ る と 、

移 行 1 0 か 月 後 で は 、 協 力 者 の 半 数 が 、 新 し い 環 境 で 出 会 っ た 友 人

を 親 し い 友 人 と し て 選 択 し た 。 一 方 で 残 り の 半 数 は 高 校 時 代 の 友 人

が 引 き 続 き 一 番 の 友 人 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 ま た 、 新 し
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い 友 人 を 選 択 し た 群 の 友 人 関 係 に お け る 活 動 の 頻 度 と 広 さ が 高 ま っ

て い た 。  

以 上 の こ と か ら 、 複 数 友 人 関 係 を と ら え る 視 点 と し て 、 大 学 入 学

移 行 後 に 形 成 さ れ る 友 人 関 係 と 入 学 以 前 に 形 成 さ れ た 友 人 関 係 の 在

り 方 を 考 慮 し 、 新 し く 形 成 さ れ る 友 人 関 係 へ の 影 響 を 検 討 す る 視 点

が 求 め ら れ る 。  

 

 

第 3 節  青 年 期 の 友 人 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 に 関 す る 先 行

研 究  

 

親 密 化 過 程 （ c l o s e  r e l a t i o n s h i p  p r o c e s s ） と は 、 人 と 人 が 出 会 い

互 い に 親 し く な る 過 程 で あ る（ 松 井 , 2 0 0 5）。岡 田 ( 2 0 0 8 a )は 友 人 関 係

場 面 で 起 こ る イ ベ ン ト を 自 由 記 述 で 回 答 を 求 め 、 収 集 し た 。 そ の 結

果 、 友 人 と の 再 会 、 関 係 の 形 成 、 関 係 の 親 密 化 、 活 動 の 共 有 と い っ

た 関 係 の 親 密 化 に 関 連 す る ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 と 関 連 す る イ ベ ン ト の

他 に も 、 友 人 に 対 し て の 印 象 の 変 化 、 関 係 の 悪 化 や 約 束 事 の 不 履 行

と い う 関 係 に お い て 、 不 快 や 不 安 の 感 情 と 関 連 す る よ う な イ ベ ン ト

も 抽 出 さ れ た 。 こ の 結 果 は 友 人 関 係 の 親 密 化 が 直 線 的 に 進 行 し て い

く も の で は な く 、複 雑 な 過 程 が 存 在 す る こ と を 示 唆 す る も の で あ る 。 

本 節 で は 、親 密 化 過 程 に お い て 提 唱 さ れ て い る「 段 階 理 論 」と「 関

係 性 の 初 期 分 化 現 象 」 に つ い て 、 先 行 研 究 を 概 観 し 検 討 し て い く 。

さ ら に 、 友 人 関 係 研 究 お よ び 親 密 化 過 程 の 研 究 で 使 用 さ れ る 研 究 方

法 に つ い て 先 行 研 究 の 研 究 法 を 概 観 し 、 複 数 対 人 関 係 を 特 徴 と す る

友 人 関 係 と し て 親 密 化 過 程 研 究 を 検 討 す る 意 義 と 研 究 手 法 に つ い て

論 じ て い く 。  

 

( 1 )  友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 先 行 研 究  

 

( 1 ) - 1  段 階 理 論 に お け る 親 密 化 過 程 研 究  

親 密 化 過 程 を 説 明 す る 「 段 階 理 論 （ s t a g e  t h e o r y）」 で は 、 親 密 化

の 進 展 に 伴 い 、 段 階 を 設 定 し そ の 段 階 ご と に 質 的 に 異 な る 相 互 作 用

や 行 動 が と ら れ る こ と を 仮 定 し て い る 。  

友 人 関 係 を 中 心 に 親 密 な 関 係 の 全 般 に 関 す る 親 密 化 過 程 の 代 表 的

な 段 階 理 論 と し て ま ず 第 1 に A l t m a n＆ Ta y l o r（ 1 9 7 3） の 社 会 的 浸

透 理 論 が あ げ ら れ る 。 こ の 理 論 で は 、 ま ず 第 1 に 対 人 関 係 の 進 展 に

関 し て 「 広 さ（ b r e a d t h）」 と 「 深 さ（ d e p t h）」 と い う 2 次 元 を 仮 定

し 、 対 人 関 係 が 進 展 す る に つ れ 、 狭 い 領 域 で の 表 面 的 な 相 互 作 用 か

ら 広 い 領 域 で の 親 密 な 相 互 作 用 へ と 段 階 的 か つ 系 統 的 に 進 行 し て い

く こ と を 仮 定 し て い る 。 こ の 理 論 で は 自 己 開 示 に よ る 関 係 発 展 を モ
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デ ル 化 し て お り 、 未 知 の 2 人 が 自 己 開 示 を 行 い 、 ま た そ の 領 域 を 深

め て い る こ と で 2 人 の 関 係 が 親 密 化 し て い く と 説 明 し て い る 。 第 2

に 対 人 関 係 の 進 展 は 相 互 作 用 か ら 予 想 さ れ る 報 酬 と コ ス ト の 量 と 質

に 大 き く 依 存 し て い る 。 つ ま り 、 現 在 の 評 価 と 将 来 の 予 測 が 繰 り 返

し な さ れ 、 そ れ が 好 ま し い も の で あ れ ば 、 そ の 関 係 は 進 展 す る と 仮

定 す る も の で あ る 。  

L e v i n g e r & S n o c k ( 1 9 7 2 ) の モ デ ル で は 人 と 人 が 出 会 っ て か ら の 対

人 関 係 の 発 展 段 階 と し て 、 2 人 が い か な る 条 件 の 下 で よ り 親 し い 関

係 に な る か を そ の 移 行 過 程 と 移 行 を 促 進 す る 要 因 を 検 討 す る こ と に

重 点 に お き 、 4 段 階 に 分 け て い る 。 レ ベ ル 0 の 「 相 互 的 未 知 段 階 」

で は 、 お 互 い 相 手 の 存 在 に 気 づ い て い な い 段 階 、 レ ベ ル １ の 「 一 方

的 気 づ き 段 階 」 は ど ち ら か 一 方 が 気 づ き 注 目 す る よ う に な る 段 階 で

あ り 、 対 象 人 物 の 表 面 的 な 魅 力 が 次 の 段 階 へ と 進 む 大 き な 要 因 と な

る 。 レ ベ ル ２ の 「 表 面 的 接 触 段 階 」 は 、 初 め て 2 人 が 直 接 接 触 を 持

つ 段 階 で あ り 、 挨 拶 な ど の 表 面 的 接 触 が 行 わ れ る 。 レ ベ ル ３ の 「 相

互 的 接 触 段 階 」 で 、 2 人 の 間 に 相 互 依 存 関 係 が 生 じ る 。 こ の 段 階 で

の 2 人 の 相 互 作 用 が 深 ま る 要 因 と し て 価 値 観 の 共 有 、 共 感 、 同 情 な

ど が 必 要 で あ り 、 相 互 的 接 触 段 階 は さ ら に 浅 い 交 わ り （ 知 り 合 い ）、

中 程 度 の 交 わ り （ 友 人 ）、 深 い 交 わ り （ 親 友 ・ 恋 人 ） の 3 段 階 に 分

け ら れ て い る と さ れ て い る 。  

本 邦 で 段 階 理 論 を 支 持 す る 下 斗 米 （ 1 9 9 2 b） は 、 段 階 理 論 に は 自

己 開 示 、 類 似 性 と 異 質 性 の 認 知 、 役 割 行 動 の 遂 行 の 3 点 が 重 視 さ れ

る こ と を 示 し 、「 親 密 化 過 程 の 三 位 相 説 」 を 提 唱 し て い る 。 下 斗 米

（ 1 9 9 6）は 親 密 化 過 程 と は 、自 己 開 示 の 交 換 を 通 し て 、当 事 者 間 の

類 似 ・ 異 質 性 を 認 知 す る こ と 、 ま た 現 段 階 に お け る 課 題 解 決 に 必 要

な 役 割 行 動 を 遂 行 す る よ う に 期 待 し 合 い 、 さ ら に 互 い の 相 互 依 存 性

を 高 め 影 響 力 を 増 す 過 程 で あ る と 定 義 付 け 、そ の 検 証 を 試 み て い る 。 

第 1 に 自 己 開 示 に 関 し て は 、下 斗 米（ 1 9 9 2 a）が 各 段 階 理 論 を 概 観

し 、 関 係 が あ る 段 階 を 迎 え る と 自 己 開 示 が 互 い の 人 物 の 情 報 交 換 の

手 段 と し て 重 要 で あ る 点 で 共 通 す る と 指 摘 し て い る 。 ま た 丹 野 ・ 下

斗 米 ・ 松 井（ 2 0 0 5）に よ る と 自 己 開 示 量 は 親 密 に な る と 様 々 な 領 域

で 増 加 す る こ と を 明 ら か に し 、 中 期 段 階 で は 関 係 深 化 の た め に 自 己

開 示 願 望 ・ 自 己 開 示 義 務 が 増 加 す る こ と 、 後 期 段 階 で は 互 い の 類 似

点 と 相 違 点 を 認 知 す る 自 己 開 示 義 務 が 増 加 す る こ と を 明 ら か に し た 。

第 2 に 類 似 ・ 異 質 性 の 認 知 に 関 し て 下 斗 米（ 1 9 9 0）は 親 密 度 が 深 ま

る ほ ど 、 態 度 や 意 見 ・ 恋 愛 ・ 能 力 ・ 人 格 ・ 友 人 関 係 ・ 身 体 や 容 姿 に

関 し て 自 己 開 示 が 高 ま る こ と 、 そ の 自 己 開 示 の 高 ま り に 伴 い 、 態 度

や 意 見 ・ 趣 味 や 嗜 好 ・ 学 業 ・ 友 人 関 係 ・ 身 体 や 容 姿 に 関 し て 類 似 ・

異 質 性 認 知 も 高 ま る こ と を 示 し た 。 第 3 に 役 割 行 動 の 遂 行 に 関 し て

は 、下 斗 米（ 1 9 9 6・ 1 9 9 9・ 2 0 0 0）が 、友 人 関 係 に お け る 親 密 段 階 に
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よ っ て 役 割 行 動 の 遂 行 に 関 す る 差 異 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 親 密

化 し て い く 過 程 に お い て そ れ ぞ れ の 時 期 ご と に 固 有 の 課 題 が 存 在 し 、

解 決 す る た め の 各 役 割 行 動 度 の 期 待 度 が 変 化 す る こ と （ 下 斗

米 , 1 9 9 9）、 顔 見 知 り 段 階 ・ 友 達 段 階 に 比 べ 、 親 友 段 階 で は 、 既 存 の

役 割 行 動 を 適 切 に 遂 行 す る こ と が 相 対 的 に 重 要 視 さ れ る こ と 、 ま た

そ れ ぞ れ の 段 階 に お い て 葛 藤 原 因 と し て 顕 在 化 さ れ や す い 役 割 行 動

と 顕 在 化 さ れ に く い 役 割 行 動 が 存 在 す る こ と を 明 ら か に し て い る

（ 下 斗 米 , 2 0 0 0）。  

以 上 の 結 果 か ら 、段 階 理 論 を 支 持 す る 先 行 研 究 で は 、各 段 階 に お

け る 課 題 や 行 動 を こ な す こ と が 次 の 親 密 化 す る 段 階 に 進 む 条 件 と さ

れ て い る こ と が 伺 え る 。  

 

( 1 ) - 2  関 係 性 の 初 期 分 化 に お け る 親 密 化 過 程 研 究  

B e r g  &  M c Q u i n n（ 1 9 8 6） は 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 段 階 的 プ ロ

セ ス で は な く 、 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 は 、 初 期 段 階 に お い て 後 に 親

密 に な れ る 関 係 と 表 面 的 な ま ま で 終 わ る 関 係 の 分 化 が 生 じ て い る と

主 張 し て い る 。諸 井 ( 1 9 8 6 )は 、大 学 新 入 生 は 4 月 ~ 7 月 に か け て 大 学

内 で の 人 間 関 係 の 形 成 を 活 発 に 行 う こ と を 指 摘 し て い る 。 こ の よ う

に 二 者 の 親 密 化 が 関 係 の 初 期 に 決 定 さ れ る と さ れ る 「 関 係 性 の 初 期

分 化 現 象 （ e a r l y  d i f f e r e n t i a t i o n  o f  r e l a t e d n e s s ； B e r g  & C l a r k ,  

1 9 8 6）」 に 注 目 し た 研 究 で は 、 親 密 な 関 係 と 表 面 的 な 関 係 の 分 化 を

関 係 の 初 期 段 階 か ら 二 者 を 追 跡 す る 縦 断 的 な 研 究 （ B e r g ,  1 9 8 4 ；

H a y s ,  1 9 8 4 , 1 9 8 5 ； 中 村 , 1 9 8 9； 山 中 , 1 9 9 4） に よ っ て 明 ら か に し て

き た 。B e r g（ 1 9 8 4）は 大 学 新 入 生 の 同 性 の ル ー ム メ イ ト と の 関 係 に

お い て 、出 会 っ て 2 週 間 時 点 で の 関 係 の 満 足 度 が 6 カ 月 後 の 満 足 度

や 親 密 さ を 予 期 す る こ と 、中 村（ 1 9 8 9）は 知 り 会 っ て 1 ヶ 月 後 の 相

手 と の 相 互 作 用 の 頻 度 が 5 か 月 後 の 相 手 と の 親 密 さ を 判 別 す る こ と 、

山 中（ 1 9 9 4）は 、友 人 と の 出 会 い 1 週 間 後 の ご く 初 期 段 階 に 注 目 し 、

出 会 い か ら 2 週 間 目 に は 、 関 係 の 初 期 分 化 が 生 じ て い る こ と を 明 ら

か に し た 。 さ ら に 、 入 学 ８ ヶ 月 後 で も 初 期 分 化 が 出 会 い か ら 2 週 間

後 で 予 測 可 能 で あ る こ と が 縦 断 的 調 査 の 中 で 明 ら か に さ れ て い る

（ 山 中 ・ 廣 岡 ， 1 9 9 4）。 各 研 究 の 測 定 時 期 に よ り 分 化 時 期 の 差 異 は

見 ら れ る も の の 、 関 係 形 成 初 期 の 友 人 関 係 の あ り 方 が の ち の ち の 関

係 に 影 響 を 与 え 、親 し い 友 人 関 係 を 形 成 す る こ と を 示 す も の で あ る 。 

一 方 で 貝 瀬（ 1 9 9 6）は 同 一 調 査 協 力 者 を 対 象 と し て 、友 人 に 対 す

る 大 学 1 年 生 か ら 大 学 3 年 生 に お け る 印 象 変 容 と 親 密 度 に 注 目 し て

追 跡 的 研 究 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 分 析 対 象 者 の う ち 7 割 が 3 年

目 ま で に 入 学 当 時 の 最 も 印 象 の 良 い 友 人 を 変 化 さ せ て い る こ と を 明

ら か に し 、 ま た 大 学 3 年 生 の 時 に 、 初 期 の 印 象 の 良 か っ た 友 人 を 変

化 さ せ て い な い 群 と 印 象 の 良 い 友 人 が 変 化 し た 群 で は 選 択 人 物 に 対
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す る 親 密 度 に は 、差 異 が な い こ と を 示 し て い る 。さ ら に 渡 辺（ 2 0 0 7 b）

1 ) は 、 大 学 新 入 生 を 対 象 と し 、 入 学 後 3 ヶ 月 間 に 3 回 の 質 問 紙 調 査

を 行 っ た が 、 そ の 際 対 象 友 人 を 固 定 せ ず 、 各 調 査 時 点 で の 最 も 親 し

い 友 人 を 選 択 さ せ 評 定 さ せ る 手 続 き を と っ た 。そ の 結 果 、約 4 5％ の

協 力 者 が 3 回 の 調 査 で 同 じ 友 人 を 選 択 し て い た 。つ ま り こ の 群 で は 、

3 週 間 目 の 1 番 親 し い と い う 認 知 が 3 ヵ 月 後 ま で 続 い て い た 可 能 性

が あ り 、 山 中 ( 1 9 9 4 )ら の 指 摘 し た 関 係 の 初 期 分 化 の 存 在 を 示 唆 す る

も の で あ る 。一 方 で 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )の 結 果 か ら は 、初 期 の 印 象 よ り 親 し

い と 認 知 し た 友 人 が 出 現 し た 調 査 協 力 者 が 約 5 5％ い る と い う こ と

も 確 認 さ れ た 。 ま た 、 1 - 2 回 目 調 査 時 点 間 よ り も 2 - 3 回 目 調 査 時 点

間 で 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た 率 が 高 ま っ て お り 、 入 学 後 2、 3 ヶ 月 の

間 に 、 友 人 関 係 が 安 定 し て き て い る 傾 向 も 伺 え る 。 と は い え 、 2 回

目 か ら 3 回 目 に か け て な お 、約 3 3 %が 最 も 親 し い 友 人 を 変 え て い た

と い う 事 実 は 、 少 な く と も 大 学 入 学 後 2 - 3 ヶ 月 の 間 に 知 り 合 っ た 友

人 関 係 は 、 多 く の 場 合 、 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 友 人 を 選 択 し て い る

状 況 、 ま た 一 番 親 し い 友 人 が 過 程 で 変 化 す る ケ ー ス の 存 在 を 確 認 す

る も の で あ っ た 。 ま た 、 内 藤 ( 2 0 0 7 )は 、 大 学 入 学 後 知 り 合 っ た 人 物

に 対 し て 、 知 り 合 っ て か ら の 期 間 と 親 し く な っ て か ら の 期 間 の 両 方

を 回 答 さ せ る 手 法 を 採 用 し て い る 。 そ の 結 果 、 知 り 合 っ て か ら 親 し

く な る ま で の 期 間 に は 約 7 カ 月 の 期 間 が 存 在 し て い る こ と を 示 し た 。 

こ れ ら の 先 行 研 究 の 結 果 は 、 時 間 の 経 過 の 中 で 、 初 期 の 印 象 が 良

く 、 そ の ま ま 友 人 関 係 を 継 続 さ せ て い る 場 合 と 出 会 い の 時 期 に 好 印

象 を 持 っ た 人 物 よ り も 好 意 を 持 つ 人 物 が 出 現 す る 場 合 の 2 つ の 可 能

性 を 示 唆 す る も の と い え よ う 。  

 

( 2 )親 密 化 過 程 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因  

 

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 研 究 で は 、 第 1 に 、 居 住 状 況 や 出 会 い の 状

況 の 偶 発 的 要 因 が そ の 親 密 化 に 関 わ る 要 因 と し て 検 討 さ れ て き た 。  

N e w c o m b（ 1 9 6 1）は 入 寮 生 の 親 密 化 過 程 を 入 寮 時 か ら 継 続 的 に 調 査

し た 研 究 の 中 で 、 入 寮 当 初 に は 部 屋 の 近 さ な ど の 近 接 要 因 が 影 響 を

し て い た こ と を 指 摘 し 、 そ の 後 時 間 経 過 に 伴 い 、 類 似 し た 態 度 を も

つ も の 同 士 が 親 し く な る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 大 学 入 学 直 後 に

調 査 を 行 っ た 糟 谷 （ 2 0 0 5）・ 佐 藤 ・ 菊 池 ・ 畑 山 （ 2 0 0 4） の 友 人 関 係

形 成 の 先 行 研 究 の 中 で は 、 入 学 か ら 4 月 下 旬 ま で の 期 間 で 友 人 形 成

が 活 発 に 行 わ れ 、「 席 の 近 さ 」「 入 学 ガ イ ダ ン ス ・ 共 通 授 業 で の 出 会

い 」 な ど 、 偶 発 的 要 因 の 影 響 を 受 け る こ と を 明 ら か に し て い る 。 山

中 （ 1 9 9 5） も 親 密 化 過 程 に お い て 「 居 住 状 況 （ 下 宿 で あ る こ と ）」

や 「 同 じ 授 業 の 受 講 」 が 友 人 関 係 成 立 の 契 機 と な る こ と を 指 摘 し て

い る 。  
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第 2 に 、 相 手 の 魅 力 や 自 身 の 利 便 性 が 友 人 と し て 選 ぶ 理 由 と し て

検 討 さ れ て き た 。 小 塩 ( 2 0 0 2 )は 自 己 愛 傾 向 と 友 人 選 択 理 由 と の 関 連

を 検 討 し て い る が 、大 学 生 が 友 人 と 親 し く な っ た 理 由 を 分 類 す る と 、

「 相 手 の 性 格 」、 自 分 と 近 い 存 在 で あ る こ と を 理 由 と す る 「 近 接 」、

利 便 性 や 援 助 を し て く れ る 存 在 を 意 味 す る「 自 己 の 利 益 」、相 手 の 魅

力 的 で 尊 敬 で き る 「 相 手 の 能 力 」 が 抽 出 さ れ た 。  

第 3 に 、 友 人 に 対 す る 感 情 面 や 行 動 面 と い っ た 相 互 作 用 的 側 面 が

友 人 関 係 の 発 展 や 継 続 に 関 わ る 要 因 と し て 検 討 さ れ て き た 。 内 藤

( 2 0 0 7 )に よ る と 、 関 係 を 維 持 す る た め に は 接 触 頻 度 が 重 要 で あ る こ

と が 指 摘 さ れ て い る 。山 中（ 1 9 9 8）は 入 学 式 後 の 3 日 後 に 測 定 さ れ

た 関 係 の 分 化 に つ い て 好 意 度 に 関 し て は 持 続 せ ず 、 行 動 面 で は 持 続

し た こ と を 明 ら か に し 、 友 人 の 親 密 化 過 程 を 内 的 な 状 態 で あ る 認

知 ・ 感 情 レ ベ ル と 顕 在 し て い る 行 動 レ ベ ル で は 、 親 密 化 で 異 な る プ

ロ セ ス が 生 じ て い る 可 能 性 を 示 唆 し た 。 ま た 女 性 で は 、 出 会 っ て か

ら 2 週 間 の う ち に あ ら ゆ る 領 域 の 行 動 を 対 象 人 物 と 行 な う こ と 、 男

性 で は 1～ 2 週 間 に 対 象 人 物 と 一 緒 に 活 動 や 経 験 を 共 有 す る こ と が

友 人 と 親 密 に な る た め に は 重 要 で あ る と い う 性 差 を 見 出 し て い る

（ 山 中 , 1 9 9 4）。 前 述 の H a y s ( 1 9 8 4 , 1 9 8 5 )は 、 二 者 関 係 に お い て 共 有

行 動 、 援 助 や サ ポ ー ト の 提 供 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 感 情 の 4 つ の

領 域 の 推 移 を 検 討 し 、 行 動 面 や 感 情 面 の 相 互 作 用 が 、 親 し い 関 係 に

発 展 す る 重 要 な 側 面 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。 さ ら に 関 係 の 分 化

を 予 測 す る 要 因 と し て 、 B e r g（ 1 9 8 4）は 自 己 開 示 、対 等 性 、一 般 的

報 酬 の 相 互 作 用 が 影 響 す る こ と 、 中 村 （ 1 9 8 9） は 、 自 己 開 示 等 の 行

動 面 の 他 に も 、 感 情 面 や 関 係 関 与 性 も そ の 判 別 に 寄 与 す る こ と を 明

ら か に し た 。 ま た 高 木 麻 未 ( 2 0 0 6 )は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 関 係

形 成 時 と 関 係 深 化 時 に 行 わ る 行 動 を 自 由 記 述 で 収 集 し て い る 。 そ の

結 果 、 形 成 時 に は 、 積 極 的 に 友 人 に 話 し か け る 行 動 と 、 相 手 か ら 話

し か け ら れ る の を 待 つ 消 極 的 行 動 が 多 く 抽 出 さ れ 、 そ の き っ か け に

差 異 が あ る こ と を 示 し た 。 ま た 深 化 時 に は 、 会 話 す る こ と や 行 動 を

共 に す る こ と が 多 く 抽 出 さ れ た が 、 深 化 時 の 会 話 や 行 動 の 頻 度 が 多

い 群 の 友 人 関 係 満 足 度 が 高 い こ と を 示 し た 。 す な わ ち 、 親 密 化 過 程

に お い て 、 友 人 関 係 で 重 視 さ れ る 相 互 の 行 動 が 変 化 す る 可 能 性 を 示

し て い る 。 O s w a l d ,  C l a r k  &  K e l l y ( 2 0 0 4 )は 、友 人 関 係 が 始 ま り 終 わ

る ま で の 過 程 の 中 で 、 友 人 関 係 が 維 持 さ れ る た め に 行 わ れ る 行 動 の

重 要 性 を 指 摘 し 、 尺 度 の 開 発 と 友 人 関 係 段 階 の 差 異 を 検 討 し た 。 そ

の 結 果 友 人 関 係 に お い て 、そ の 関 係 を 維 持 す る 行 動 に は 、「 積 極 的 関

わ り 」、「 協 力 」、「 自 己 開 示 」、「 共 有 行 動 」 の 4 因 子 が 存 在 す る こ と

を 示 し 、 親 友 段 階 の 友 人 と の 行 動 が 、 親 し い 友 人 お よ び 知 り 合 い 程

度 の 友 人 よ り も そ の 頻 度 が 多 く 、 ペ ア デ ー タ に よ る 自 己 報 告 か ら は

友 人 同 士 の 行 動 の 頻 度 に つ い て 類 似 性 が 高 い こ と が 明 ら か に さ れ た 。 
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第 4 に 山 中（ 1 9 9 6）は 関 係 の 初 期 分 化 に 関 す る 条 件 と し て 個 人 差

要 因 に 注 目 し 、 個 人 の 社 会 的 ス キ ル 、 信 頼 感 等 が 友 人 と の 親 密 化 過

程 に 影 響 す る こ と を 指 摘 し て い る 。 ま た 石 田 （ 1 9 9 8 , 2 0 0 3） は 個 人

的 要 因 と し て シ ャ イ ネ ス を 取 り 上 げ 、 シ ャ イ な 人 は 親 密 化 が 進 行 し

に く い こ と を 明 ら か に し た 。  

以 上 に よ う に 、 こ れ ま で の 親 密 化 に 及 ぼ す 影 響 の 検 討 で は 、 居 住

状 況 ・ 入 学 時 の 出 会 い の 状 況 と い っ た よ う な 環 境 的 ・ 偶 発 的 要 因 、

友 人 に 対 す る 感 情 面 、 行 動 頻 度 や 自 己 開 示 等 の 二 者 の 相 互 作 用 に 関

す る 要 因 、さ ら に 、社 会 的 ス キ ル・シ ャ イ ネ ス 等 の 個 人 的 特 性 要 因 、

ま た 友 人 の 選 択 理 由 と し て は 友 人 の パ ー ソ ナ リ テ ィ や 利 便 性 に よ る

理 由 が 示 さ れ 、 友 人 関 係 の 形 成 ・ 継 続 ・ 維 持 に 関 わ る 要 因 が 各 研 究

の 視 点 に よ っ て 明 ら か に さ れ て き た 。 こ れ ら の 親 密 化 過 程 に 影 響 を

及 ぼ す 要 因 を 検 討 し て き た 研 究 は 、 主 と し て 重 要 な 1 名 の 友 人 を 対

象 と し て い る 特 徴 が あ る 。  

対 象 友 人 と の 相 互 作 用 が 親 密 化 に 影 響 す る と い う 直 接 的 要 因 に 加

え て 、 こ れ ま で の 知 見 で 明 ら か に さ れ て き た 生 活 環 境 面 の 指 標 、 入

学 以 前 に 形 成 さ れ た 友 人 関 係 の 在 り 方 や 入 学 時 の 状 況 の 指 標 、 個 人

差 要 因 を 検 討 す る と と も に 、 複 数 対 人 関 係 を 対 象 と し た 新 し く 形 成

さ れ る 友 人 関 係 の 継 続 に 関 わ る 要 因 を 検 討 す る 視 点 が 求 め ら れ る 。  

 

( 3 )  友 人 関 係 研 究 及 び 親 密 化 過 程 研 究 に お け る 研 究 手 法  

 

友 人 関 係 研 究 や 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に し て き た 研 究 の

手 法 は 、 そ の 多 く が 、 質 問 紙 法 を 使 用 し て い る 。 そ の 際 、 友 人 と し

て 「 特 定 の 個 人 」 の 特 徴 や 協 力 者 と の 関 係 の 様 相 を 明 ら か に す る た

め に 1 名 を 想 起 さ せ る 方 法（ 山 中 ， 1 9 9 4）と 友 人 関 係 の 全 般 的 な 特

徴 を 明 ら か に す る た め に 複 数 の 友 人 関 係 全 体 を 想 定 す る 方 法（ 榎 本 ，

1 9 9 9； 落 合 ・ 佐 藤 , 1 9 9 5）、ま た 相 互 の 関 係 を 明 ら か に す る た め に ペ

ア デ ー タ を 使 用 し た 研 究 （ O s w a l d ,  C l a r k  &  K e l l y， 2 0 0 4） に 大 別

さ れ る 。 こ れ ら の 量 的 な 研 究 ア プ ロ ー チ に よ っ て 、 現 代 の 青 年 の 友

人 関 係 の 特 徴 や あ り 方 が 明 ら か に さ れ て き た と い え よ う 。 先 述 の よ

う に 多 川 ・ 吉 田（ 2 0 0 2） は 、 友 人 関 係 で は 二 者 関 係 以 外 の 対 人 関 係

が 強 く 影 響 し て い る こ と を 指 摘 し て い る が 、質 問 紙 に よ る 手 法 で は 、

複 数 の 対 人 関 係 を 網 羅 的 に か つ 継 続 的 に 把 握 す る こ と に 限 界 が あ る

と い え よ う 。  

一 方 、本 邦 で の 友 人 関 係 研 究 に お け る 質 的 研 究 で は 、難 波（ 2 0 0 5）

が 「 仲 間 」 の 位 置 付 け を 友 達 ・ 親 友 と の 比 較 か ら 面 接 調 査 の 発 話 に

よ っ て 明 ら か に し て い る 。 ま た 水 野 （ 2 0 0 4） は 、 青 年 期 の 協 力 者 が

信 頼 で き る 友 人 を ど の よ う に と ら え て い る の か を グ ラ ウ ン デ ッ ド ・

セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ を 使 用 し 面 接 調 査 の 発 話 か ら 検 討 し た 。 さ ら
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に 大 嶽 ( 2 0 0 7 )は 、 女 子 中 学 生 の 学 級 集 団 に 存 在 す る 1 グ ル ー プ に 注

目 し 、 対 人 関 係 の 様 相 を 面 接 調 査 か ら 捉 え る 試 み を 行 っ て い る 。 9

人 グ ル ー プ の 協 力 者 に 対 し 、 半 構 造 化 面 接 を 実 施 し た が 、 得 ら れ た

逐 語 か ら は 、 友 人 関 係 が 二 者 関 係 に と ど ま ら ず 、 複 数 の 対 人 関 係 に

お い て 個 人 の 多 様 で 複 雑 な 認 知 が 存 在 す る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 友

人 関 係 研 究 以 外 で も 面 接 法 を 使 用 し た 研 究 が あ る 。 半 澤 ( 2 0 0 2 )は 大

学 生 活 の 意 味 付 け の 変 容 を 捉 え る た め に 、 大 学 新 入 生 を 対 象 に 4 回

の 縦 断 的 面 接 調 査 を 行 っ て い る 。 面 接 調 査 を 採 用 し た 理 由 と し て 、

質 問 紙 調 査 に お け る 研 究 者 が 設 定 し た 大 学 生 活 の 意 味 づ け の み な ら

ず 、 個 人 の 文 脈 に 基 づ く 記 述 を 抽 出 で き る と 指 摘 し て い る 。 橋 本

( 1 9 9 7 )も 同 様 の 指 摘 か ら 、 面 接 法 の 有 用 性 を 説 明 し て い る 。  

親 密 化 過 程 研 究 に お け る 山 中 （ 1 9 9 5・ 1 9 9 8） の 調 査 で は 、 女 性 8

名 と い う 小 集 団 の 中 で の 入 学 3 日 後 か ら の 縦 断 的 な 調 査 の 中 で 個 々

人 が 何 を 基 準 と し て 友 人 選 択 を 行 い 、 そ の 友 人 お よ び 、 小 集 団 内 の

構 成 員 と の ど の よ う な 関 わ り を 行 っ て い る か を 面 接 調 査 と 好 意 度 評

定 及 び 行 動 頻 度 に よ り 質 的 な ア プ ロ ー チ を 試 み て い る 。 面 接 調 査 か

ら は 、 関 係 の ご く 初 期 段 階 で 特 定 と の 人 と の イ ン フ ォ ー マ ル ・ グ ル

ー プ を 形 成 し て い る こ と 、 親 し い 人 物 と 関 係 成 立 に 関 し て 何 ら か の

類 似 性 を 理 由 と し て あ げ て お り 、 将 来 の 関 係 の 親 密 可 能 性 が ご く 初

期 段 階 に 決 定 さ れ て し ま う 可 能 性 を 示 唆 し た 。 以 上 の よ う に 友 人 関

係 研 究 お よ び 親 密 化 過 程 研 究 に お い て 、 本 邦 で は 質 的 に ア プ ロ ー チ

し た 研 究 は 少 な い が 、 量 的 研 究 で は 捉 え き れ な い 詳 細 な 描 写 を 可 能

と し て き た 。 質 的 研 究 で は 、 協 力 者 数 の 確 保 や そ の 分 析 方 法 の 煩 雑

さ 、 ま た 結 果 に お け る 一 般 化 や 理 論 化 の 難 し さ と い う 問 題 点 を 抱 え

て い る が 、 一 方 で 、 質 的 研 究 で は 現 実 に 密 着 し た い き い き と し た 情

報 を 含 ん で い る こ と が 長 所 で あ る （ や ま だ ， 2 0 0 4）。 先 述 の 通 り 、

友 人 関 係 は 複 数 の 対 人 関 係 の 相 互 作 用 が 重 要 で あ り 、 ま た 、 複 数 対

人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 詳 細 を 明 ら か に す る た め に も 質 的 ア プ ロ ー チ

は 有 用 な 手 法 で あ る と 考 え る 。  

具 体 的 な 有 用 性 と し て 、 質 的 ア プ ロ ー チ を 導 入 す る こ と で 、 第 1

に 一 番 親 し い 友 人 と そ の 共 通 友 人 関 係 を 同 時 に 抽 出 で き る こ と 、 第

2 に 過 程 の 中 で 生 じ る 相 互 作 用 に つ い て 、 量 的 な 測 定 で は そ の 抽 出

に は あ る 程 度 の 制 約 と 限 界 が 生 じ る が 、 質 的 な ア プ ロ ー チ で は 、 自

由 度 の 大 き い 手 法 で あ る た め 、 相 互 作 用 の 質 的 な 生 き 生 き と し た 場

面 も 抽 出 さ れ る こ と の 2 点 が 期 待 さ れ る 。  
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第 4 節  友 人 関 係 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 先 行 研

究  

 

近 年 大 学 生 の 不 適 応 が 、 大 き な 問 題 と な っ て い る 。 大 島 ( 2 0 0 7 )は

本 邦 の 大 学 生 に お け る 学 生 相 談 の 傾 向 に つ い て 、 学 生 相 談 機 関 で の

相 談 が 増 加 し て い る こ と (大 島 ・ 青 木 ・ 駒 米 ・ 楡 木 ・ 山 口 , 2 0 0 7 )、学

生 の 多 様 化 が 進 む 中 で 、 対 応 が 難 し い ケ ー ス も 多 く 報 告 さ れ て い る

こ と を 示 し て い る 。 大 学 生 が 抱 え る ス ト レ ス の 問 題 や 精 神 的 健 康 の

維 持・促 進 は 大 学 に と っ て も 重 要 な 課 題 で あ り（ 西 河・坂 本 , 2 0 0 5）、

積 極 的 な 予 防 的 ア プ ロ ー チ や 心 理 教 育 プ ロ グ ラ ム を 導 入 す る 試 み が

増 加 し て い る (及 川 ・ 坂 本 , 2 0 0 7・ 2 0 0 8 )。ま た 、小 塩 ・ 桐 山 ・ 願 興 寺

( 2 0 0 6 )は 、 1 9 8 8 年 か ら 2 0 0 6 年 度 の 大 学 新 入 生 を 対 象 に 学 校 生 活 の

悩 み を 調 査 し 、2 0 0 0 年 以 降 の 学 生 で 、悩 み を 抱 え て い る と の 回 答 が

増 加 し 、特 に 2 0 0 5 年 と 2 0 0 6 年 度 の 入 学 生 で は 多 か っ た こ と を 明 ら

か に し た 。 悩 み の 内 容 別 の 検 討 の う ち 、 対 人 関 係 の 悩 み で は 、 毎 年

家 族 に 関 す る 悩 み は 全 体 の 2％ 前 後 で あ る が 、友 人 関 係 に つ い て は 、

2 0～ 2 4％ 程 度 が 悩 み を 抱 え 、 恋 愛 関 係 に つ い て も 1 0～ 1 3％ の 学 生

が 悩 み を 報 告 し て い る 。 ま た 、 高 井 ( 2 0 0 8 )は 、 人 間 関 係 に 関 す る 悩

み に 限 定 し 、 大 学 生 に よ る 調 査 を 行 い 、 全 体 の 3 割 が 友 人 関 係 の 悩

み を 挙 げ て い る こ と を 明 ら か に し た 。  

本 節 で は 、 第 1 に 大 学 入 学 の 移 行 期 と 大 学 適 応 感 に 関 す る 知 見 、

第 2 に 学 校 適 応 感 ・ 大 学 適 応 感 に 関 す る 研 究 、 第 3 に 友 人 関 係 と 大

学 生 活 へ の 適 応 感 に 関 す る 研 究 を 概 観 し 、 大 学 生 を 対 象 と し た 研 究

に お い て 適 応 感 を 扱 う 意 義 と 友 人 関 係 が 適 応 感 に 影 響 を 与 え る 知 見

に つ い て 論 じ て い く 。  

 

( 1 )  大 学 入 学 へ の 移 行 と 適 応 感 に 関 す る 研 究  

 

( 1 ) - 1  大 学 生 活 と 適 応 感 に 関 す る 視 点  

南 ・ 山 口 （ 1 9 9 2） に よ る と 青 年 に と っ て 大 学 進 学 時 に は 、 大 学 生

活 と い う 新 し い 環 境 に 適 応 し つ つ 、 対 人 関 係 に お い て も 大 き な 質 的

な 変 化 や 移 行 期 を 迎 え る こ と を 指 摘 し て い る 。  

半 澤 ( 2 0 0 2 )は 大 学 生 活 へ の 適 応 を 考 え る 視 点 と し て 、 大 学 生 が 大

学 生 活 に 対 し ど の よ う な 意 味 づ け を 行 う か に 注 目 し 、 大 学 新 入 生 の

4 月 ～ 7 月 に 4 回 の 面 接 調 査 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 大 学 生 活 へ

の 個 人 が 重 要 と 捉 え る 側 面 は 生 活 の 中 で 変 容 し て い く も の で あ り 、

そ の 意 味 づ け に 対 し 、 実 際 の 行 動 に 移 行 で き る か が 、 大 学 生 活 へ の

適 応 に つ な が っ て い く こ と を 示 し た 。鶴 田（ 2 0 0 2）は 大 学 生 が 学 年

よ っ て 、 大 学 で の 過 ご し 方 や 人 間 関 係 が 変 化 す る こ と に 注 目 し 「 大

学 生 活 サ イ ク ル 」 の 視 点 を 提 案 し て い る 。 こ れ は 、 学 年 の 移 行 に 伴
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う 心 理 的 課 題 を 理 解 す る た め に 、 大 学 生 活 を 「 入 学 期 （ 入 学 後 1 年

間 ）」、「 中 間 期 （ 大 学 2－ 3 年 ）」「 卒 業 期 （ 卒 業 前 1 年 間 ）」 に 区 分

し 、 そ れ ぞ れ の 心 理 的 特 徴 を 比 較 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 全 体 的

な 心 理 的 特 徴 と し て 、 第 1 に 入 学 期 に は 、 大 学 入 学 後 の 新 し い 状 況

に 立 ち 向 か う 課 題 が 存 在 し 、 新 し い 生 活 に 適 応 で き な い 時 に は 、 過

去 の な じ ん だ 習 慣 や 古 い 友 人 関 係 へ の 逃 避 が 生 じ や す い こ と を 指 摘

し て い る 。 続 い て 中 間 期 の 生 活 が 安 定 し て き た 段 階 で は 自 分 を 見 つ

め 、 真 の 適 応 へ と 至 る 時 期 を 迎 え る 。 さ ら に 最 終 段 階 で あ る 卒 業 期

に は 、 卒 業 研 究 や 就 職 な ど 現 実 的 な 課 題 と 学 生 生 活 の ま と め と 将 来

へ の 不 安 か ら 混 乱 が 生 じ や す い 時 期 で あ る と 指 摘 し て い る 。 小 嶋

（ 1 9 9 8）は 中 学 ・ 高 校 へ の 進 学 と は 違 い 、高 校 か ら 大 学 へ の 進 学 に

つ い て は 、「新 し い 学 生 生 活 へ の 移 行 」ば か り で な く 、大 学 生 活 で も

さ ま ざ ま な 出 会 い ・ 経 験 ・ カ リ キ ュ ラ ム を 通 し て の 「 新 し い 価 値 観

へ の 移 行 」、ま た 卒 業 を 控 え 就 職・進 学 へ の「 社 会 人 へ の 移 行 」へ と

環 境 的 枠 組 み の な か で さ ま ざ ま な 選 択 が 強 い ら れ る こ と を 指 摘 し て

い る 。 ま た 、 奥 田 ・ 川 上 ・ 坂 田 ・ 佐 久 田 ( 2 0 1 0 )は 、 大 学 4 年 間 の 大

学 生 活 充 実 度 に つ い て 、 横 断 的 デ ー タ と 縦 断 的 デ ー タ の 両 方 か ら 得

ら れ た 知 見 か ら 、 そ の 推 移 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 4 回 生 で 最 も 充

実 度 が 高 ま る こ と 、 1 - 2 回 生 で は 、 充 実 度 が ほ と ん ど 変 化 し な い こ

と が 明 ら か に し た 。  

こ の 点 に 関 連 し て 、 大 学 生 の 適 応 過 程 を 検 討 す る た め は 、 大 学 生

活 の 初 期 の 様 相 に と ど ま ら ず 、 4 年 間 に お け る 過 程 を 縦 断 的 に 検 討

す る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る こ と か ら も（ 安 藤・廣 岡・小 川・坂 本 ・

吉 田 , 2 0 0 1；植 村・小 川・吉 田 , 2 0 0 1；吉 田・橋 本・安 藤・植 村 , 1 9 9 9；

奥 田 ・ 川 上 ・ 坂 田 ・ 佐 久 田 , 2 0 1 0）、 大 学 ４ 年 間 と い う 大 学 生 活 全 般

へ の 適 応 感 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

( 1 ) - 2  大 学 入 学 へ の 移 行 で 生 じ る 変 化  

青 年 期 の 中 で 高 校 を 卒 業 す る 際 に は 様 々 な 進 路 の 選 択 肢 が あ る 。

大 学 進 学 や 就 職 で は 生 活 環 境 に も 大 き な 変 化 が 生 じ 、 友 人 関 係 に も

影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。 卒 業 、 進 学 時 に は 青 年 期 の 友 人 関 係 が

大 き く 変 化 す る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る （ O s w a l d  &  C l a r k ,  2 0 0 3  ;  

和 田 , 2 0 0 1 )。山 本（ 1 9 9 2）は 、ラ イ フ サ イ ク ル や ラ イ フ コ ー ス の 中

で 生 起 す る 変 化 の 過 程 を 「 人 生 移 行 」 と 定 義 し 、 人 生 の 出 来 事 や 移

動 等 に よ っ て 環 境 が 変 わ る こ と を 「 環 境 移 行 」 と 定 義 し て い る 。 人

生 移 行 に は 入 学 ・ 卒 業 ・ 就 職 ・ 結 婚 ・ 退 職 等 社 会 の 大 多 数 の 人 々 が

経 験 し 、 本 人 も 予 期 し て い る 移 行 と 不 治 の 病 に お け る 死 の 宣 告 や 愛

す る 人 の 死 ・ 災 害 な ど 突 発 的 に 起 こ る 出 来 事 が あ る 。 後 者 は 予 期 で

き な い 事 態 で あ る の で 、 一 般 的 に 本 人 や 周 り に 与 え る イ ン パ ク ト も

大 き い と い わ れ て い る が 、前 者 の よ う に 予 期 で き る 移 行 で あ っ て も 、
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移 行 の 前 後 で は 大 き な 変 化 が 生 じ る の で 、 個 人 に と っ て は 衝 撃 が 大

き い こ と も あ る と い わ れ て い る 。 異 な る 環 境 へ の 移 行 が 新 し い 環 境

へ う ま く 適 応 で き る か 、 も し く は 適 応 に 失 敗 し て 何 ら か の 不 都 合 な

事 態 を 引 き 起 こ し て し ま う か の 分 岐 点 で あ り 、 危 機 的 な 状 況 に 陥 る

危 険 性 を 含 ん で い る と い わ れ て い る 。  

和 田（ 1 9 9 2）は 大 学 新 入 生 の 住 居 形 態 が 孤 独 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検

討 し 、 男 性 で は 自 宅 生 よ り も 下 宿 生 で 孤 独 感 を 感 じ て い る こ と を 明

ら か に し た 。 高 校 時 代 ま で の 友 人 と 進 路 が 違 う た め に 、 疎 遠 に な る

可 能 性 も あ り 、 大 学 で 新 し い 人 間 関 係 を 築 く こ と が 重 要 と な る と 考

え ら れ る 。 諸 井 ( 1 9 8 6 )は 、 下 宿 群 が 新 環 境 の 友 人 形 成 活 動 を 活 発 に

行 う の に 対 し 、 自 宅 群 で は 、 入 学 以 前 の 形 成 さ れ た 友 人 関 係 を 維 持

す る 傾 向 が 示 さ れ た 。 ま た 大 学 進 学 で は な い が 、 中 高 一 貫 校 で の 高

校 入 学 時 の 内 部 進 学 生 と 外 部 入 学 生 の 友 人 選 択 を 事 例 的 に 検 討 し た

研 究 で は 、 外 部 入 学 生 の 友 人 選 択 は 流 動 的 で あ り 、 内 部 生 で は 定 着

し て い る こ と を 示 し て い る （ 植 村 ， 2 0 0 3）。 ま た 川 上 ・ 坂 田 ・ 佐 久

田 ・ 奥 田 ( 2 0 0 4 )は 高 校 か ら の 大 学 へ の 内 部 進 学 生 （ 内 部 生 ） と 外 部

か ら の 入 学 生 （ 外 部 生 ） の 比 較 か ら 、 外 部 生 が よ り 、 新 し い 友 人 関

係 の 構 築 に 対 し て 積 極 的 で あ り 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 参 加 に つ い

て 、 交 友 関 係 を 形 成 す る 機 会 と し て の 期 待 が あ っ た が 、 居 住 状 況 に

つ い て は 、 そ の 差 異 が 有 意 で は な か っ た 。 渡 辺 ( 2 0 0 7 a )の 結 果 で も 、

大 学 1 年 生 の 居 住 環 境 は 友 人 関 係 と の 諸 側 面 に は 大 き な 影 響 を 示 さ

な か っ た 。 居 住 環 境 と 友 人 関 係 に 関 す る 結 果 に 一 貫 性 が な い こ と に

つ い て は 様 々 な 要 因 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 大 学 の 立 地 条 件 や 、 先

述 の 通 り 内 部 進 学 者 の 人 数 構 成 に よ り そ の 状 況 が 大 き く 変 動 す る 可

能 性 が あ る 。 し た が っ て 調 査 対 象 の 地 域 特 性 を 的 確 に 把 握 し た 上 で

調 査 す る こ と が 望 ま れ る 。  

さ ら に 近 年 、 大 学 入 学 後 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 重 要 性 が 指 摘 さ

れ て い る (川 上・坂 田・佐 久 田・奥 田 , 2 0 0 4；西 村・石 崎 , 2 0 0 8；奥 田 ・

川 上 ・ 坂 田 ・ 佐 久 田 , 2 0 0 3； 坂 田 ・ 佐 久 田 ・ 奥 田 ・ 川 上 , 2 0 0 7； 佐 久

田・奥 田・川 上・坂 田 2 0 0 3・ 2 0 0 8 )。坂 田 ら（ 2 0 0 7）・佐 久 田 ら ( 2 0 0 8 )

は 、 大 学 入 学 後 に 行 わ れ る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 効 果 は 、 単 に 友 人

関 係 を 深 め る 場 と し て の 役 割 だ け で な く 、 大 学 及 び 所 属 学 科 へ の 帰

属 感 を 高 め 、 大 学 生 活 の 充 実 度 に も 影 響 す る こ と を 指 摘 し た 。 こ の

よ う に 青 年 が 新 し い 環 境 に う ま く 適 応 す る た め に は 、 友 人 関 係 の 形

成 が 大 き な 影 響 を 与 え 、 そ の 契 機 と し て 学 校 に よ る オ リ エ ン テ ー シ

ョ ン の 存 在 が 大 き い こ と を 示 す も の で あ る 。  
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( 2 )  大 学 適 応 感 に 関 す る 研 究  

 

( 2 ) - 1  適 応 及 び 適 応 感 に 関 す る 概 念  

近 年 、 大 学 新 入 生 が 高 校 か ら 大 学 へ の 移 行 に 伴 い 、 環 境 の 変 化 が

入 学 後 の 不 適 応 の 問 題 と 関 連 す る こ と が 指 摘 さ れ て い る （ 丹

羽 , 2 0 0 5）。 そ の た め 、 適 応 に 関 わ る 要 因 を 検 討 し た 先 行 研 究 （ 東 ・

浅 川 ・ 古 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 2； 水 子 ・ 寺 嵜 ・ 金 光 ， 1 9 9 8； 諸 井 , 1 9 8 6） は

多 数 存 在 す る 。 適 応 と は 個 体 が 物 理 的 ・ 社 会 的 環 境 と の 間 で 様 々 な

心 身 機 能 が 円 滑 に な さ れ る 関 係 を 築 い て い く 過 程 で あ り 、 個 人 と 環

境 の 関 係 を 示 す 概 念 で あ る ( 福 島 , 1 9 8 9； 佐 々 木 , 1 9 9 2 )。 不 適 応 と は

こ の よ う な 環 境 と 個 体 と の 調 和 関 係 が 乱 れ た 状 態 を 指 す （ 小

林 , 2 0 0 3）。 小 林 ( 2 0 0 3 )は 学 校 不 適 応 を 「 児 童 ・ 生 徒 と 学 校 環 境 と 合

わ な い こ と 」と 定 義 し て い る 。ま た 近 年 は 、学 校 不 適 応 を 広 く 捉 え 、

学 校 生 活 の 慢 性 的 な 不 快 感 や 心 理 的 苦 痛 を 感 じ て い る 状 態 を 指 す よ

う に な っ て き て い る 。 適 応 感 ・ 不 適 応 感 は 適 応 ・ 不 適 応 の 概 念 に つ

い て 個 人 が 感 じ る 主 観 的 な も の と し て 捉 え ら れ て い る 研 究 も 存 在 す

る （ 谷 井 ・ 上 地 , 1 9 9 4 ）。 ま た 大 久 保 ・ 青 柳 ( 2 0 0 5 ) ・ 石 田 ( 2 0 0 9 ) は 、

「 学 校 適 応 」 と い う 用 語 に は 、 2 つ の 視 点 が あ る こ と に 注 目 し て い

る 。第 1 に 学 校 に お け る 環 境 に お け る 課 題 に 対 し て ど の よ う に 対 処

し て い く の か 視 点 と 第 2 に そ れ ら の 課 題 に 対 面 し た 時 の 主 観 的 な 評

価 、 認 知 、 感 情 に 対 す る 視 点 で あ る 。 石 田 ( 2 0 0 9 )は 、 中 学 生 の 学 校

適 応 に つ い て 、 後 者 の 主 観 的 な 適 応 状 態 に 視 点 を お い た 多 面 的 か つ

簡 便 な 学 校 適 応 感 尺 度 を 作 成 し た 。 そ の 結 果 、「 友 人 関 係 」「 学 習 関

係 」「 学 校 全 体 」「 教 師 関 係 」 の 4 因 子 構 造 を 見 出 し て い る 。 以 上 の

よ う に 、 適 応 の 概 念 の 捉 え 方 は 多 岐 に わ た っ て い る 。 ま た 、 大 学 適

応 と い う 概 念 に つ い て 東 ・ 浅 川 ・ 古 川 ・ 吉 田 ( 2 0 0 2 )は 「 大 学 生 の 大

学 と い う 環 境 が 心 理 的 調 和 に あ っ て 大 学 か ら の 要 請 へ の 適 合 と 大 学

生 の 欲 求 や 自 発 的 ・ 創 造 的 な 行 動 が 、 と も に 実 現 さ れ る 均 衡 状 態 」

で あ る と 説 明 し 、 浅 川 ・ 古 川 ・ 竹 原 ( 2 0 0 5 )は 「 個 人 が 積 極 的 ・ 能 動

的 に 大 学 環 境 に 働 き か け 、 自 発 的 ・ 積 極 的 に 行 動 す る と と も に 、 大

学 か ら の 要 請 へ の 適 合 も 行 わ れ る こ と 」 で あ る と 説 明 し て い る 。  

本 研 究 の 対 象 は 大 学 生 で あ る た め 、 以 降 は 大 学 生 活 に お け る 適

応 ・ 適 応 感 に 限 定 し 、 大 学 生 活 へ の 適 応 ・ 適 応 感 を 測 定 す る 様 々 な

尺 度 を 先 行 研 究 か ら 幅 広 く 概 観 し て い く 。  

 

( 2 ) - 2  大 学 適 応 感 の 測 定  

東・浅 川・古 川・吉 田（ 2 0 0 2）は 大 学 適 応 感 の 先 述 の 定 義 に 従 い 、

B a k e r  &  S i r y k （ 1 9 8 4 ） の 作 成 し た F S A （ F r e s h m a n  S c a l e  f o r  

A d j u s t m e n t）を 邦 訳 し 大 学 生 活 適 応 感 尺 度 を 作 成 し 、日 本 の 女 子 大

学 生 を 対 象 に 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、「 他 者 か ら の 評 価 」「 学 習 意
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欲 」「 対 友 人 関 係 」「 抑 う つ 感 」「 精 神 的 疲 労 感 」「 対 教 師 関 係 」 の 6

因 子 構 造 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 大 久 保 ・ 青 柳 （ 2 0 0 3・ 2 0 0 5）

は 、 適 応 感 に つ い て 「 個 人 が 環 境 と 適 合 し て い る と 意 識 し て い る こ

と 」 と 定 義 し 、 先 行 研 究 に お け る 大 学 生 活 の 適 応 感 に 関 す る 尺 度 に

は 、 対 人 関 係 や 学 業 な ど の 要 因 の 集 合 と し て の 適 応 感 を 測 定 し て い

る こ と を 指 摘 し た 。 そ の 上 で 、 適 応 本 来 の 意 味 で あ る 個 人 と 環 境 の

関 係 の 視 点 か ら の 尺 度 の 検 討 を 行 い 、「 居 心 地 の 良 さ 」「 課 題 ・ 目 的

の 存 在 」「 被 信 頼 ・ 受 容 感 」「 劣 等 感 の な さ 」 か ら 構 成 さ れ る 青 年 用

適 応 感 尺 度 を 開 発 し た 。 さ ら に 亀 岡 ( 2 0 0 6 )は 適 応 を 「 個 人 と 環 境 の

関 係 」 を 示 す 概 念 で あ る と 説 明 し 、 場 所 へ の 愛 着 を 環 境 へ の 適 応 を

示 す 「 愛 着 感 尺 度 」 を 開 発 し て い る 。 ま た 泰 ( 2 0 0 0 )は 居 場 所 に つ い

て 物 理 的 な ス ペ ー ス と 心 理 的 な 状 態 の 両 方 を 含 む も の と 定 義 し て い

る 。 古 市 ・ 玉 木 ( 1 9 9 4 )学 生 生 活 の 楽 し さ を 測 定 す る 尺 度 と し て 学 校

生 活 享 受 感 尺 度 の 作 成 を 試 み て い る 。 こ の 尺 度 に は 全 般 的 な 「 学 校

へ の 楽 し さ 」 を 測 定 す る 項 目 が 多 く 、 中 学 校 ・ 高 等 学 校 と 幅 広 く 適

用 さ れ て い る が（ 石 本・久 川・齊 藤・上 長・則 定・日 潟・森 口 , 2 0 0 9）、

松 尾 ・ 佐 藤 ( 2 0 0 3 )に よ る 大 学 生 へ の 適 用 も 実 現 し て い る 。 一 方 で 藤

井（ 1 9 9 8）は 大 学 生 が 学 生 生 活 に お い て 感 じ て い る 不 安 を 測 定 す る

こ と が 学 校 不 適 応 の 発 見 に つ な が る と 指 摘 し 、 大 学 生 活 不 安 尺 度 を

作 成 し た 。 藤 井 ( 1 9 9 8 )は 、 大 学 生 活 不 安 尺 度 の 作 成 に 際 し 、 1 年 生

か ら 4 年 生 の 学 生 に 対 し 、 不 安 度 を 測 定 し て い る が 、 ま た 1 年 時 の

不 安 度 が 3・ 4 年 生 の 時 の 不 安 度 よ り も 高 い こ と を 示 し て い る 。 ま

た 、 川 上 ( 2 0 0 6 )は 藤 井 ( 1 9 9 8 )の 大 学 生 活 不 安 尺 度 を 使 用 し 、 女 子 大

学 生 の 新 入 生 に 対 し 、 3 年 間 の デ ー タ を 収 集 し 比 較 し て い る が 、 そ

の 結 果 、 大 学 生 活 に お け る 不 安 は 、 年 度 に 関 わ ら ず 安 定 し て 抽 出 さ

れ る こ と を 確 認 し て い る 。 藤 井 ( 1 9 9 8 )が 作 成 し た 大 学 生 活 不 安 尺 度

は 、 大 学 生 活 と い う 特 定 の 環 境 に お け る 主 観 的 な 不 適 応 状 態 を 意 味

す る 測 度 で あ る 。 こ の 尺 度 の 充 分 な 信 頼 性 が 確 保 さ れ 、 妥 当 性 も 示

さ れ て い る こ と か ら 、 多 く の 研 究 に お い て 、 こ の 尺 度 が 使 用 さ れ て

い る（ 川 上 , 2 0 0 6；水 野・田 積・炭 谷・多 胡 , 2 0 0 7；西 村・石 崎 , 2 0 0 8；

小 塩 , 2 0 0 5 a； 田 中 ・ 菅 , 2 0 0 7・ 2 0 0 9； 山 田 , 2 0 0 6）。 ま た 、 大 学 生 活

に お け る 適 応 を 精 神 的 健 康 の 観 点 か ら 測 定 す る 研 究 も 多 く 存 在 す る 。

佐 久 間 ・ 柴 原 ・ 村 上 ( 2 0 1 0 )は 大 学 生 の 学 校 適 応 過 程 に つ い て 精 神 的

健 康 度 に 関 す る 指 標 を 用 い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 入 学 時 と 1 年 次

前 期 （ 7 月 ） の 縦 断 的 比 較 に お い て 、 集 中 力 の 欠 如 や 億 劫 さ を 示 す

情 緒 面 の 指 標 が 、 1 年 次 前 期 （ 7 月 ） に 不 安 定 な 方 向 に 得 点 さ れ て

い る こ と が 明 ら か に し た 。 こ の 結 果 か ら 、 適 応 に 至 る ま で の プ ロ セ

ス は 直 線 的 な 推 移 で は な い た め 、 継 時 的 な 測 定 が 必 要 で あ る と 述 べ

て い る 。  

ま た 、 適 応 と の 関 連 が た び た び 指 摘 さ れ る 精 神 的 健 康 度 を 指 標 と



26 

 

し 、 精 神 健 康 調 査 票 （ G e n e r a l  H e a l t h  Q u e s t i o n n a i r e  ； 以 下 G H Q

と 表 記 す る ）を 使 用 し 検 討 す る 研 究 は 多 数 存 在 す る (赤 木・石 垣・井

上 , 2 0 0 9； 河 村 , 2 0 0 4； 松 永 ・ 岩 元 , 2 0 0 8； 坂 本 ・ 末 木 ・ 反 町 , 2 0 0 8 )。

G H Q は 主 に 精 神 的 健 康 の ス ク リ ー ニ ン グ を 目 的 と し て 開 発 さ れ た

尺 度 で あ り 、 ス ト レ ス 強 度 の 評 価 や 神 経 症 の 発 見 に 有 効 と さ れ て い

る ( G o l d b e r g , 1 9 7 9 )。G H Q は 当 初 6 0 項 目 か ら な る 尺 度 と し て 開 発 さ

れ た が 、後 に 、 3 0・ 2 8・ 1 2 項 目 の 短 縮 版 が 開 発 さ れ 、個 人 や 集 団 に

対 し 、 短 時 間 に か つ 簡 便 に 測 定 可 能 で あ る 。  

以 上 の よ う に 大 学 適 応 感 に 関 し て は そ の 定 義 に 従 い 、 様 々 な 側 面

か ら の 測 定 が な さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 差 異 は 研 究

目 的 に 依 存 し て お り 、 適 応 感 に 関 わ る 要 因 に 応 じ た 項 目 の 採 用 も し

く は 、 項 目 の 選 定 が 必 要 と な る で あ ろ う 。  

 

( 2 ) - 3  大 学 適 応 感 に 関 す る 性 差  

大 学 生 や 専 門 学 校 生 の 適 応 感 に 関 す る 性 差 に つ い て は 、 こ れ ま で

多 く の 研 究 で 女 性 の 適 応 感 が 男 性 よ り も 高 い こ と が 示 さ れ て い る 。

例 え ば 、 大 久 保 ( 2 0 0 5 )で は 、 青 年 用 適 応 感 尺 度 に つ い て 、 男 性 よ り

も 女 性 の 方 が 、 学 校 生 活 の 居 心 地 の 良 さ や 受 け 入 れ ら れ て い る 感 覚

を 高 く 評 定 し て い た 。 佐 藤 ・ 菊 池 ・ 畑 山 ( 2 0 0 4 )は 、 全 体 的 傾 向 と し

て 女 性 が 男 性 よ り も 友 人 関 係 の 満 足 度 や 、 大 学 生 活 の 楽 し さ と い っ

た 大 学 へ の 適 応 感 が 高 い こ と を 示 し た 。高 島・清 水・五 十 嵐・平 尾 ・

中 村 ( 2 0 0 3 )・ 高 島 ・ 五 十 嵐 ・ 平 尾 ・ 清 水 ・ 中 村 ( 2 0 0 4 )は 、 専 門 学 校

生 の 学 校 適 応 感 の 適 応 感 の 性 差 に つ い て 検 討 し 、高 島・清 水 ら ( 2 0 0 3 )

の 1 年 時 の 測 定 で は 、女 性 の 適 応 感 は 男 性 よ り も 高 か っ た が 、高 島・

五 十 嵐 ら ( 2 0 0 4 )の 2 年 時 の 測 定 で は 、 性 差 が な い こ と を 示 し た 。 一

方 で 、 大 学 適 応 に 関 わ る 性 差 が 見 ら れ な い 研 究 も あ る 。 諸 井 ( 1 9 8 4 )

は 女 性 の 下 宿 群 に お い て 男 性 よ り も 孤 独 感 が 低 い こ と を 示 し た が 、

2 年 後 の 諸 井 ( 1 9 8 6 )の 研 究 で は 性 差 は 明 ら か に さ れ な か っ た 。 ま た

和 田 ( 1 9 9 8 )は 、 大 学 生 の ス ト レ ス 対 処 に 関 す る 調 査 で 、 孤 独 感 や 精

神 的 健 康 に は 性 差 が 見 ら れ な い こ と を 指 摘 し 、 さ ら に 藤 井 ( 1 9 9 8 )は

大 学 生 活 不 安 尺 度 に つ い て 、 性 差 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 大 学 生

活 の 不 適 応 感 に は 性 差 は 見 ら れ な い が 、 日 常 生 活 と 自 分 へ の 評 価 に

関 わ る 不 安 度 が 男 性 よ り も 女 性 の 方 が 高 か っ た 。こ れ ら の 結 果 か ら 、

全 体 的 傾 向 で は 、 女 性 の 方 が 適 応 感 を 高 く 評 定 し て い る が 、 測 定 時

期 、 測 定 内 容 に よ り 適 応 感 に 性 差 が 示 さ れ な い 可 能 性 も あ る 。  

 

( 3 )  友 人 関 係 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響  

 

小 嶋 ( 1 9 9 8 )は 大 学 生 の 面 接 か ら 、 大 学 生 活 へ の 適 応 は 、 入 学 が 高

校 時 代 の 希 望 ど お り だ っ た と い う 側 面 だ け で な く 、 友 人 と の 関 係 や
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新 し い 環 境 に 対 し て 積 極 的 に 対 応 で き る か が 大 き く 関 わ っ て く る こ

と を 明 ら か に し た 。 南 ・ 山 口（ 1 9 9 2） は 大 学 入 学 と い う 環 境 移 行 期

に お い て 新 し い 環 境 に あ っ た 対 人 ネ ッ ト ワ ー ク を 再 構 成 す る こ と は 、

新 し い 環 境 で の 生 活 を 適 応 的 に 過 ご す 上 で 重 要 で あ る こ と を 指 摘 し

て い る 。ま た 梅 本（ 1 9 9 2）は 大 学 進 学 に 見 ら れ る 特 有 の 環 境 変 化 の

個 人 差 に 注 目 し 、 入 学 後 早 い 時 期 に 新 し い 人 間 関 係 は 大 学 全 般 の 印

象 や 評 価 に 関 わ り が あ る こ と 、 ま た 自 宅 外 の 学 生 は 入 学 後 1 人 暮 ら

す こ と へ の 開 放 感 が あ り 、 友 人 の 獲 得 が で き た 者 は 大 学 生 活 に よ り

肯 定 的 な イ メ ー ジ を 持 っ て い る こ と を 明 ら か に し た 。 一 方 で 友 人 関

係 と 不 適 応 の 関 係 に 注 目 し た 研 究 も 存 在 す る 。 青 年 期 の 中 学 ・ 高 校

の 女 学 生 を 対 象 と し た 調 査 で は 、 希 薄 的 な 友 人 関 係 は 学 校 適 応 感 に

望 ま し く な い 影 響 を 与 え る こ と を 明 ら か に し た（ 石 本・久 川・齊 藤 ・

上 長 ・ 則 定 ・ 日 潟 ・ 守 口 , 2 0 0 9）。 ま た 橋 本 （ 2 0 0 0） も 大 学 生 を 対 象

と し た 調 査 か ら 浅 い 関 係 を 好 み 、 気 遣 い を す る こ と が 精 神 的 健 康 の

低 さ や 対 人 ス ト レ ス を 高 め る こ と を 明 ら か に し た 。 す な わ ち 、 友 人

関 係 の 不 満 足 感 や 表 面 的 で 希 薄 な 友 人 関 係 が 形 成 さ れ 、 そ の 状 態 が

維 持 さ れ る こ と は 大 学 生 活 に と っ て マ イ ナ ス の 影 響 を 与 え 、 不 適 応

を も た ら す こ と が 想 定 さ れ る 。  

先 述 と お り 、 松 井 （ 1 9 9 0） は 友 人 関 係 の 機 能 と し て 、「 安 定 化 機

能 」 を 指 摘 し て い る 。 特 に 高 校 か ら 大 学 へ の 進 学 時 に は 、 青 年 に と

っ て 様 々 な 環 境 の 変 化 が 生 じ る た め 、 友 人 関 係 が 環 境 の 変 化 に よ っ

て 生 じ る ス ト レ ス を 緩 和 し 、 新 環 境 へ の 不 安 を 取 り 除 く 重 要 な 役 割

が 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。ま た 鶴 田 ( 2 0 0 2 )の「 大 学 生 活 の サ イ ク ル 」

の 区 分 を 友 人 関 係 に 注 目 し て 概 観 す る と 、「入 学 期 」に は 、新 し い 人

間 関 係 を 構 築 す る 課 題 が 存 在 し 、「中 間 期 」に は 、学 生 生 活 の 中 で い

か に 対 人 関 係 を 広 げ 、深 め る こ と が で き る か の 課 題 が 存 在 し 、「 卒 業

期 」 に は 、 研 究 室 内 に お け る 上 下 関 係 や 卒 業 時 の 友 人 と の 別 れ が 課

題 と な る こ と を 指 摘 し 、 大 学 生 活 の サ イ ク ル 内 で 、 友 人 関 係 を 中 心

と す る 対 人 関 係 に 関 す る 課 題 が 変 化 す る こ と を 示 し た 。  

神 山 ・ 清 水 ( 2 0 0 5 )は 投 影 的 手 法 に よ る 友 人 イ メ ー ジ 法 と 質 問 紙 調

査 に よ る 大 学 適 応 感 尺 度 の 関 連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 選 択 し

た 最 大 5 名 ま で の 友 人 の う ち 上 位 3 位 ま で 友 人 と 大 学 適 応 感 の 関 連

が 示 さ れ た こ と か ら 、 複 数 友 人 関 係 の 存 在 が 、 大 学 適 応 感 を 促 進 す

る こ と を 示 し た 。 松 永 ・ 岩 元 ( 2 0 0 8 )は 現 代 青 年 の 特 徴 で あ る 、 友 人

関 係 に 希 薄 的 傾 向 の あ る 「 無 関 心 群 」 や 周 り の 友 人 と の 気 遣 い や 深

ま り を 保 ち つ つ も 、周 り に 影 響 さ れ な い こ と が 特 徴 の「 独 立 群 」で 、

深 い 友 人 と の 付 き 合 い を 志 向 す る 「 本 音 群 」 よ り も 、 精 神 的 健 康 度

が 低 い こ と を 示 し て い る 。松 尾・佐 藤 ( 2 0 0 3 )は 、大 学 生 を 対 象 と し 、

古 市 ら（ 1 9 9 4）の 学 校 享 受 感 尺 度 と 友 人 関 係 認 知 及 び 教 師 関 係 認 知

と の 関 連 を 検 討 し 、 友 人 関 係 認 知 と 学 校 享 受 感 に は 、 有 意 な 正 の 相
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関 が み ら れ る が 、 教 師 関 係 認 知 と の 関 連 は 見 ら れ な か っ た 。 同 様 に

大 久 保 ( 2 0 0 5 )も 友 人 と の 関 係 認 知 が 、 適 応 感 に 影 響 を 与 え る こ と を

示 唆 し た 。 鈴 木 ・ 寺 嵜 ・ 金 光 ( 1 9 9 8 )は 友 人 関 係 の 期 待 の 高 い こ と は

友 人 関 係 の 満 足 感 の 高 さ に 影 響 す る こ と 、 ま た 友 人 関 係 の 満 足 感 が

高 い こ と は 自 尊 心 を 高 め 、 日 常 生 活 で 感 じ る 否 定 的 な 感 情 を 低 め る

こ と を 明 ら か し た 。 田 口 ・ 盛 ・ 大 谷 （ 2 0 0 4） も 友 人 関 係 の 満 足 度 が

高 い こ と は 学 校 で 過 ご す 安 堵 感 を 高 め 、 孤 独 感 を 低 め る こ と を 示 し

た 。 さ ら に 、 新 入 生 の 適 応 に つ い て 、 新 し い 環 境 で の 新 し い 友 人 関

係 に お け る 質 的 な 側 面 が 形 成 さ れ る こ と が 大 学 生 活 へ の 適 応 を 高 め

る こ と が 面 接 調 査 か ら も 明 ら か に さ れ て き た（ B u o t e ,  P a n c e r ,  P r a t t ,  

A d a m s ,  L e f c o v i c h ,  P o l i v y  &  Wi n t r r e ,  2 0 0 7 ）。 す な わ ち 、 こ れ ら の

先 行 研 究 か ら 、 大 学 生 活 が 楽 し い ・ 満 足 し て い る ・ 充 実 し て い る と

感 じ る 側 面 に は 、 大 学 生 が 経 験 す る 様 々 な 対 人 関 係 の 中 で も 、 友 人

関 係 の あ り 方 が 重 要 な 側 面 と し て 寄 与 す る こ と を 示 唆 す る も の で あ

る 。さ ら に 、岡 田 ( 2 0 0 8 b )は 親 密 な 友 人 関 係 の 形 成・維 持 過 程 の 動 機

モ デ ル を 提 案 し て い る 。 友 人 関 係 を 形 成 す る 動 機 付 け は 、 友 人 関 係

の 形 成 維 持 へ の 影 響 が あ り 、 さ ら に 、 友 人 関 係 の 形 成 ・ 維 持 の 段 階

で 行 わ れ る 友 人 関 係 行 動 （ 援 助 行 動 ・ 自 己 開 示 ） を 通 し て 、 適 応 に

影 響 を 与 え る と い う 3 段 階 の モ デ ル を 提 案 し て い る 。 こ の モ デ ル で

は 適 応 の 支 え と な る 親 密 な 友 人 関 係 が 形 成 ・ 維 持 さ れ る プ ロ セ ス を

動 機 付 け の 観 点 か ら 捉 え よ う と す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 自 律 的

な 動 機 付 け が 、 友 人 と の 積 極 的 な 関 わ り を 促 進 し 、 そ の 結 果 、 適 応

が 高 ま る こ と を 想 定 し た モ デ ル と い え る 。 以 上 の 先 行 研 究 か ら 、 大

学 入 学 後 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お い て 、 過 程 の 様 相 が 大 学 生 活

の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 視 点 が 求 め ら れ る 。  

 

 

第 5 節  本 章 の ま と め  

 

本 節 で は 、第 2 節 か ら 第 4 節 で 概 観 し た 本 論 文 に か か わ る 先 行 研

究 か ら 得 ら れ た 知 見 を ま と め 、 本 論 文 に お け る 問 題 の 所 在 に 関 す る

視 点 を 検 討 し て い く 。  

第 1 に 青 年 期 と い う 発 達 段 階 に お い て 、友 人 関 係 が 青 年 の 生 活 に

お い て 様 々 な 側 面 で 重 要 な 意 味 を 持 つ こ と に つ い て 、概 観 し て き た 。

先 行 研 究 に よ っ て 、 明 ら か に さ れ た 知 見 は 、 様 々 な 対 人 関 係 の 中 で

も 、 こ の 時 期 の 青 年 に と っ て 重 要 な 意 味 を 持 つ 友 人 関 係 が ど の よ う

に 形 成 ・ 維 持 さ れ る か を 明 ら か に す る 視 点 が 重 要 で あ り 、 ま た 友 人

と の 様 々 な 相 互 作 用 の 中 で 社 会 の 中 で 生 き て い く ル ー ル を 身 に つ け 、

自 己 の 成 長 に 寄 与 し て い る こ と を 示 し た 。 ま た 、 大 学 生 に と っ て の

友 人 関 係 は ポ ジ テ ィ ブ な 友 人 関 係 を 認 知 す る こ と 、 友 人 か ら の ソ ー
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シ ャ ル ・ サ ポ ー ト を 認 知 す る こ と が 、 青 年 の 心 理 的 適 応 に 大 き な 影

響 を 示 す 結 果 も 多 く 示 さ れ て き た 。 そ の 一 方 で 、 友 人 関 係 で 生 じ る

ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 や 「 脆 さ 」 に 関 す る 側 面 も 確 認 し た 。 ま た 大 学 入

学 時 と い う 時 点 に 注 目 す る と 、進 学 と い う 環 境 変 化 が 存 在 す る た め 、

新 し い 友 人 と の 関 係 形 成 に は ポ ジ テ ィ ブ な 経 験 だ け で な く 、 不 安 感

と い っ た 等 な ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 を 抱 く 可 能 性 も あ り 、 新 友 人 に 対 し

て の 行 動 ・ 活 動 面 ま た 関 係 を ど の よ う に 認 知 し て い る の か に つ い て

検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 大 学 生 の 友 人 関 係 研 究 で は 、 関 係 で の

相 互 作 用 の 頻 度 や 質 の み に 注 目 す る の で は な く 、 大 学 生 に と っ て 生

活 の 基 盤 と な る 大 学 進 学 時 の 生 活 状 況 や 学 校 カ リ キ ュ ラ ム を 把 握 し

た 視 点 が 重 要 視 さ れ る こ と 、 ま た 複 数 対 人 関 係 が 同 時 期 に 存 在 す る

可 能 性 か ら 、 入 学 以 前 の 友 人 関 係 の 存 在 に も 焦 点 を 当 て 、 検 討 す る

必 要 が あ る 。 こ れ ら の 点 を 考 慮 し た 上 で 、 大 学 生 の 友 人 関 係 研 究 を

検 討 す る こ と で 、 こ れ ま で 検 討 さ れ る こ と が 少 な か っ た 二 者 関 係 に

と ど ま ら な い 友 人 関 係 を 研 究 す る 意 義 が 明 ら か に な る こ と が 期 待 さ

れ る 。  

第 2 に 、親 密 化 過 程 に お け る 先 行 研 究 で は 、段 階 理 論 (下 斗 米 , 1 9 9 0

他 )や 関 係 性 の 初 期 分 化 現 象 (山 中 , 1 9 9 4 他 )の 理 論 に 基 づ き 、 友 人 関

係 に お け る 過 程 の 様 相 が 明 ら か に さ れ て き た 。 段 階 理 論 で は 、 友 人

関 係 の 親 密 化 が そ の 時 点 時 点 で の 関 係 性 の 評 価 に 依 存 し て お り 、 関

係 形 成 初 期 の 影 響 力 の 持 続 性 を 仮 定 し て い な い 。 調 査 協 力 者 が 想 定

し た 友 人 に 対 し 、 調 査 時 点 で の 親 密 度 を 測 定 し 、 そ の 分 割 し た 親 密

段 階 を 元 に 、 役 割 行 動 ・ 自 己 開 示 へ の 影 響 を 検 討 し た 横 断 的 研 究 が

中 心 で あ る と い う 特 徴 が あ げ ら れ る 。 一 方 で 、 関 係 性 の 初 期 分 化 で

は 、 二 者 関 係 が 継 続 し て い て い く 中 で 友 人 が 変 化 す る こ と 、 対 人 関

係 状 況 に 何 ら か の 変 化 が あ っ た と し て も 関 係 形 成 初 期 の 様 相 の 影 響

力 が の ち の ち の 関 係 に 影 響 力 を 与 え る と 仮 定 し 、 対 象 人 物 １ 名 と の

関 係 性 を 縦 断 的 調 査 の 中 で 捉 え た 研 究 が 中 心 で あ る と い う 特 徴 が あ

る 。大 学 入 学 と い っ た よ う な 、進 学 時 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を「 段

階 理 論 」 と 「 関 係 性 の 初 期 分 化 」 に 当 て は め て 考 え た 場 合 、 友 人 の

中 に は 、 入 学 直 後 に 出 会 っ た と き に は そ れ ほ ど よ い 印 象 で は な か っ

た が 、 時 間 が た つ に つ れ て 徐 々 に 親 し く な っ て い く 友 人 も い れ ば 、

出 会 っ て す ぐ の 印 象 が よ く そ の ま ま 親 し い 友 人 関 係 を 続 け て い る と

い う 友 人 の ど ち ら も 存 在 す る こ と が 想 像 さ れ る 。 こ の 予 測 に 従 う と

前 者 で は 「 段 階 理 論 」 が 支 持 さ れ 、 後 者 は 「 関 係 性 の 初 期 分 化 」 は

支 持 さ れ る 。 し か し な が ら 、 初 期 の 友 人 の よ い 印 象 が な く 、 し ば ら

く 友 人 関 係 と し て 進 展 し な く と も 、何 ら か の 経 験 を 共 有 す る こ と で 、

親 し い 友 人 に な る こ と や 、 初 期 の 印 象 が 良 く と も そ の 後 の 印 象 が 変

化 す る 可 能 性 も あ る 。 両 者 の 理 論 に 共 通 す る 視 点 と し て 、 従 来 の 親

密 化 過 程 研 究 で は 多 く の 場 合 、 対 象 友 人 を 1 名 に 限 定 し て い る と い
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う 点 が あ げ ら れ る 。 す な わ ち 、 複 数 の 友 人 関 係 に 焦 点 を 当 て 親 密 化

過 程 を 明 ら か に し よ う と す る 際 に は 、 両 者 の 理 論 に 当 て は ま ら な い

パ タ ー ン も 存 在 す る の で は な い か 。 し た が っ て 、 第 1 に 両 者 の 理 論

の 各 観 点 に 従 い 過 程 の 様 相 を 検 討 す る こ と 、 第 2 に 理 論 の ２ 者 択 一

的 な 議 論 で は な く 両 者 の 視 点 を そ れ ぞ れ 取 り 入 れ つ つ 、 複 数 友 人 関

係 の 親 密 化 過 程 を 捉 え る と い う 2 つ の 視 点 の 方 向 性 が 必 要 で あ る と

考 え る 。  

以 上 の 議 論 か ら 、友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 検 討 す る 際 に は 、留 意

す べ き 点 が い く つ か 存 在 す る と 考 え る 。 第 1 に 先 述 の と お り 、 友 人

関 係 の 特 徴 で あ る 二 者 関 係 に と ど ま ら な い 複 数 の 対 人 関 係 を 考 慮 す

る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 初 期 の 対 象 人 物 よ り も 好 意 を 持 て る 人 物 の

登 場 の 可 能 性 や 先 行 の 友 人 関 係 が 新 し く 形 成 す る 後 続 の 友 人 関 係 に

及 ぼ す 影 響 の 可 能 性 を 考 慮 し 、 協 力 者 と の 複 数 の 友 人 関 係 を 抽 出 し

た 上 で 、 中 村 （ 1 9 8 9）・ 山 中 （ 1 9 9 4） の 実 施 し た よ う な 実 際 の 時 間

的 推 移 を 考 慮 し た 追 跡 的 調 査 の 方 法 を 採 用 す る こ と は 必 要 不 可 欠 で

あ ろ う と 考 え る 。 第 2 に こ れ ま で の 友 人 関 係 研 究 お よ び 親 密 化 過 程

研 究 で は 、 こ れ ま で の 知 見 が 主 と し て 質 問 紙 法 に よ る 量 的 ア プ ロ ー

チ に よ り 明 ら か に し て き た 。 し か し な が ら 複 数 対 人 関 係 を 抽 出 す る

目 的 に は 質 的 ア プ ロ ー チ も 有 用 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る こ と か

ら （ や ま だ , 2 0 0 4）、 複 数 の 関 係 を ダ イ ナ ミ ク ス に 捉 え る 視 点 、 時 間

的 プ ロ セ ス を 考 慮 し た 上 で 、 親 密 化 過 程 を 量 的 ア プ ロ ー チ と 質 的 ア

プ ロ ー チ を 組 み 合 わ せ た 試 み を 実 施 す る こ と で 新 た な 親 密 化 過 程 の

モ デ ル が 提 案 で き る こ と が 期 待 さ れ る 。  

ま た 先 行 研 究 で は 、親 密 化 に お け る 形 成 ・ 維 持 ・ 発 展 に か か わ る

要 因 の 検 討 も な さ れ て き た 。 友 人 関 係 研 究 に お い て 、 友 人 に 対 す る

感 情 面（ 榎 本 , 1 9 9 9）・行 動 面 を 取 り 上 げ た 研 究（ 榎 本 , 1 9 9 9； 落 合 ・

佐 藤 , 1 9 9 6； 岡 田 , 1 9 9 3）、 前 述 の 親 密 化 過 程 で の 行 動 面 の 検 討 を 試

み る 研 究 （ 山 中 , 1 9 9 8； H a y s , 1 9 8 4 , 1 9 8 5） で は 、 親 し い 友 人 に 限 定

し た 感 情 面 や 行 動 面 の 指 標 を 集 め 、 使 用 し て い る 。 し か し 親 密 化 過

程 研 究 で 出 会 い の 初 期 に 知 り 合 っ た 友 人 は 、親 し い 友 人 で は あ る が 、

出 会 っ て か ら の 期 間 が 非 常 に 短 い 関 係 で あ り 、 親 し い 友 人 に 限 定 さ

れ た 指 標 だ け で は な く 、 よ り 幅 広 い 対 人 関 係 に 対 応 可 能 な 指 標 を 用

い る こ と も 重 要 な 視 点 で あ る と 考 え る 。  

第 3 に 、 大 学 適 応 感 に 関 す る 研 究 で は 、 近 年 大 学 生 の 適 応 ・ 不 適

応 が 、 大 き な 問 題 と な っ て お り 、 大 学 生 活 の 適 応 に つ い て 、 初 期 の

様 相 に と ど ま ら ず 、 4 年 間 に お け る 過 程 を 縦 断 的 に 検 討 す る 必 要 性

が 指 摘 さ れ て き た（ 安 藤・廣 岡・小 川・坂 本・吉 田 , 2 0 0 1 他 ）。ま た 、

適 応 と い う 概 念 に 対 す る 定 義 は 様 々 で あ り 、 多 岐 に わ た る 測 定 が な

さ れ て き た 。 本 研 究 は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 大 学 適 応 と の 関 連

を 明 ら か に す る 目 的 か ら 、 そ の 適 応 感 は 、 生 活 全 般 と そ の 主 観 的 感



31 

 

情 を 幅 広 く 捉 え た 概 念 が 適 切 で あ る と 考 え る 。 し た が っ て 、 東 ・ 浅

川 ・ 古 川 ・ 吉 田 ( 2 0 0 2 )の 「 大 学 生 の 大 学 と い う 環 境 が 心 理 的 調 和 に

あ っ て 大 学 か ら の 要 請 へ の 適 合 と 大 学 生 の 欲 求 や 自 発 的 ・ 創 造 的 な

行 動 が 、と も に 実 現 さ れ る 均 衡 状 態 」の 定 義 を 本 論 文 で も 採 用 す る 。  

既 存 の 適 応 感 を 測 定 す る 尺 度 は 多 く 存 在 し 、 ま た 東 ら ( 2 0 0 2 )の 適

応 感 に 関 す る 定 義 は 幅 広 い た め 、 既 存 の 尺 度 の 項 目 に は 東 ら ( 2 0 0 2 )

の 定 義 に 当 て は ま る 項 目 内 容 も 存 在 す る 。 ま た 東 ら ( 2 0 0 2 )の 研 究 で

は 、 女 子 学 生 に 限 定 し た 上 で の 尺 度 の 構 成 で あ る た め 、 再 検 討 す る

必 要 も あ る だ ろ う 。 し た が っ て 、 そ の 他 の 先 行 研 究 か ら 得 ら れ た 知

見 も 参 考 に し 、 尺 度 内 容 に つ い て 再 構 成 を し て い く 視 点 も 重 要 で あ

る 。 大 学 適 応 感 に つ い て も 、 親 密 化 過 程 同 様 に 一 時 点 の 様 相 で は 、

大 学 生 活 の 一 部 分 の 適 応 感 し か 捉 え ら れ な い 。 す な わ ち 、 適 応 感 を

大 学 生 活 全 般 の 過 程 と し て 捉 え 、 親 密 化 過 程 と の 関 連 を 明 ら か に す

る こ と で 、 教 育 ・ 学 校 現 場 へ の 有 益 な 提 言 が 可 能 と な る と 考 え る 。  

 

註 )  

 

1 ) 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )は 、2 0 0 6 年 4 月 ～ 7 月 に 、3 0 4 名 の 調 査 協 力 者 に 対 し 、

3 回 の 追 跡 調 査 を 行 っ た 。本 論 文 の 調 査 協 力 者 は 、渡 辺 ( 2 0 0 7 b )の デ

ー タ の 一 部 で あ る 。  
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第 2 章   

本論文の目的・構成  
 

 

第 1 節  問 題の 所在  

 

第 1 章 で 明 ら か に さ れ て き た 知 見 か ら 本 研 究 の 目 的 に つ な が る 問

題 の 所 在 に つ い て 3 つ の 観 点 か ら 述 べ る 。  

第 1 に 、 青 年 期 の 友 人 関 係 研 究 全 般 に 関 す る 研 究 を 概 観 し た 。 従

来 の 研 究 で は 青 年 期 に お け る 友 人 関 係 の 重 要 性 を 明 ら か に す る た め

に 、 友 人 関 係 の 機 能 （ 松 井 ， 1 9 9 0）、 友 人 へ の 期 待 （ 和 田 ， 1 9 9 3）、

友 人 に と の 付 き 合 い 方（ 落 合 ・ 佐 藤 ， 1 9 9 6）等 に 関 す る 多 く の 知 見

が 明 ら か に さ れ て き た 。  

第 2 に 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 研 究 を 概 観 し 、「 関 係 性 の 初 期 分

化 （ 山 中 , 1 9 9 4 他 ）」 や 「 段 階 理 論 （ A l t m a n＆ Ta y l o r , 1 9 7 3 他 ）」 の

両 視 点 に よ る 検 証 か ら 二 者 関 係 が 進 展 す る メ カ ニ ズ ム が 明 ら か に さ

れ て き た こ と を 確 認 し た 。 一 方 で 友 人 関 係 の 特 徴 と し て 、 多 く の 場

合 複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ て い る こ と が 指 摘 さ れ て き た （ 遠 矢 ，

1 9 9 6）が 、友 人 関 係 研 究 や 親 密 化 過 程 の 多 く の 従 来 の 研 究 で は 、友

人 を 1 名 に 限 定 し た 手 続 き を 使 用 し た 上 で 、そ の 過 程 が 検 討 さ れ て

き た こ と （ 山 中 , 1 9 9 4 他 ） を 確 認 し た 。 し た が っ て 、 よ り 現 実 場 面

の 生 き 生 き と し た 青 年 期 の 友 人 関 係 を 明 ら か に す る こ と 、 さ ら に 、

複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 に 注 目 し 、 そ の 過 程 を 明 ら か

に す る た め に 、 こ れ ま で 検 討 さ れ る こ と が 少 な か っ た 複 数 友 人 関 係

を 同 時 的 に 抽 出 し 、 か つ 入 学 当 初 か ら の 追 跡 的 研 究 を 適 用 す る こ と

で 、 大 学 生 活 全 般 に 渡 る 青 年 期 の 友 人 関 係 を 明 ら か に す る 視 点 が 必

要 で あ る 。  

第 3 に 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 関 す る 研 究 に つ い て は 、 大 学 生 活 の

適 応 感 は 、 入 学 当 初 の み な ら ず 青 年 の そ の 後 の 人 生 に も 大 き な 影 響

を 与 え る 可 能 性 が あ り 、 近 年 の 大 学 教 育 現 場 に お い て も 大 き な 関 心

事 で あ る (大 島 , 2 0 0 7 他 )。 し た が っ て 、 本 邦 で も 適 応 感 に 関 す る 研

究 も 多 く 、 大 学 生 活 と 適 応 感 の 関 連 や 適 応 感 に 関 わ る 要 因 と し て 大

学 生 の 友 人 関 係 の 在 り 方 が 影 響 す る こ と (小 嶋 , 1 9 9 8 他 )が 明 ら か に

さ れ て き た 。 ま た 入 学 時 か ら 大 学 生 活 の 過 程 の 中 で 適 応 感 が 変 動 す

る こ と （ 安 藤 ら , 2 0 0 1 他 ） を 確 認 し た 。 し た が っ て 、 大 学 生 活 全 般

に 渡 る 青 年 期 の 友 人 関 係 と 大 学 生 活 へ の 適 応 感 を 明 ら か に す る 視 点

が 必 要 で あ る 。  
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第 2 節  本 論文 の目 的と 構成  

 

( 1 )  本 論 文 の 目 的  

  

本 論 文 で は 、 前 節 で 述 べ た 問 題 の 所 在 を 踏 ま え 、 本 論 文 の 目 的 は

以 下 の 2 点 で あ る 。 第 1 に 、大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 複 数

の 友 人 関 係 の 過 程 と し て 捉 え 、 長 期 的 な 追 跡 的 研 究 か ら 既 存 の 二 者

関 係 に お け る 親 密 化 過 程 理 論 に 囚 わ れ な い 過 程 を 明 ら か に す る こ と

で あ る 。第 2 に 第 1 の 目 的 で 明 ら か に さ れ る 複 数 友 人 関 係 で 構 成 さ

れ る 親 密 化 過 程 が 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る

こ と で あ る 。  

本 論 文 で は 、 4 つ の 実 証 的 な 研 究 か ら 上 記 2 点 の 目 的 を 検 討 し て

い く が 、 以 下 に は 、 各 章 で 明 ら か に す る 目 的 を 述 べ る 。  

 研 究 1 の 目 的 は 、 友 人 関 係 が 複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と の 背

景 の 一 つ と し て 、 大 学 入 学 す る 前 の 友 人 関 係 （ 旧 友 人 ） と 大 学 に 入

学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 関 係 （ 新 友 人 ） が 同 時 期 に 存 在 し て い る こ と

に 注 目 し 、 入 学 当 初 か ら 、 両 者 の 関 係 を 追 跡 的 に 比 較 検 討 す る こ と

か ら 、 大 学 生 活 で の 両 者 の 関 係 の 推 移 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 研 究 2 の 目 的 は 、大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に つ い て 、

二 者 関 係 に と ど ま ら な い 過 程 を 抽 出 す る 必 要 が あ る こ と を 確 認 す る

た め に 、「一 番 親 し い 友 人 」が 大 学 生 活 の 中 で 、ど の よ う に 選 択 さ れ

て い く の か の 過 程 と 選 択 に 関 わ る 要 因 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。

ま た 、「 一 番 親 し い 友 人 」が 、選 択 さ れ る 過 程 に つ い て 質 的 な 検 討 か

も 加 え 、 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 研 究 3 の 目 的 は 、研 究 1 お よ び 研 究 2 で 明 ら か に さ れ る 複 数 で 構

成 さ れ る 大 学 生 の 友 人 関 係 に つ い て 、 そ の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す

る こ と で あ る 。 複 数 の 対 人 関 係 を 追 跡 的 に 明 ら か に す る こ と は 、 従

来 の 質 問 紙 調 査 の 量 的 検 討 の み で 抽 出 す る こ と へ の 限 界 が あ る こ と

が 想 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 複 数 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る

た め に 、「回 想 的 調 査 面 接 法 」を 採 用 し 、手 続 き を 確 立 す る こ と 目 的

と す る 。 ま た 複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の パ タ ー ン を 明 ら か に す る

類 型 化 を 提 案 す る た め に 探 索 的 検 討 と 適 用 を 行 う 。  

 研 究 4 の 目 的 は 、第 1・ 2・ 3 の 目 的 で 明 ら か に さ れ る 大 学 生 の 複

数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 と そ の 親 密 化 過 程 が 大 学 生 活 の 適

応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 第 1 に 、 本 研

究 で は 、 複 数 友 人 関 係 の 背 景 の ひ と つ と し て 注 目 し た 新 旧 友 人 関 係

と 適 応 感 、第 2 に 新 友 人 の 友 人 選 択 過 程 と 適 応 感 、第 3 に 複 数 友 人

関 係 の 親 密 化 過 程 と 適 応 感 と の 関 連 を 明 ら か に し て い く 。  

以 上 の 目 的 を 実 証 的 に 検 討 し て い く た め に 、 本 論 文 で は 、 大 学 入

学 時 か ら 大 学 入 学 1 年 後 ま で の 5 回 の 追 跡 的 な 質 問 紙 調 査 、手 続 き
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の 検 討 を 含 め た 3 回 の 面 接 調 査 、 大 学 生 活 の 適 応 感 の 項 目 の 収 集 と

測 定 に お け る 2 回 の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。  

一 連 の 調 査 を 実 施 す る こ と で 、 追 跡 的 調 査 に よ る 量 的 ア プ ロ ー チ

と 面 接 調 査 に よ る 質 的 ア プ ロ ー チ の 両 面 か ら 複 数 対 人 関 係 の 親 密 化

過 程 が 検 討 可 能 と な る 。 量 的 ア プ ロ ー チ で は 、 追 跡 的 調 査 を 適 用 す

る こ と で 、 友 人 関 係 の 全 体 的 な 推 移 を 捉 え る 視 点 を 提 供 す る 。 ま た

質 的 ア プ ロ ー チ で あ る 面 接 調 査 で は 、二 者 関 係 の 親 密 化 過 程 の 中 で 、

影 響 関 係 に あ る と 想 像 さ れ る 共 通 友 人 グ ル ー プ の 過 程 も 同 時 に 抽 出

す る こ と で 複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明

ら か に す る こ と が 可 能 と な る 。こ の 2 つ の ア プ ロ ー チ を 組 み 合 わ せ

る こ と で 、 こ れ ま で 検 討 さ れ る こ と が 少 な か っ た 大 学 時 代 に 形 成 さ

れ る 友 人 関 係 全 般 の 親 密 化 過 程 が 明 ら か に さ れ る こ と が 期 待 さ れ る 。

さ ら に 、 本 研 究 で 明 ら か に さ れ る 親 密 化 過 程 と 友 人 関 係 の 大 学 生 活

へ の 適 応 感 を 測 定 し そ の 関 連 を 検 討 す る こ と で 、 単 時 点 の 友 人 関 係

と 適 応 感 の 関 連 だ け で な く 、 大 学 時 代 に 経 験 し た 友 人 関 係 全 般 と 適

応 感 の 関 連 を 明 ら か に す る こ と が 可 能 と な る 。こ の 一 連 の 研 究 か ら 、

青 年 期 の 対 人 関 係 で 重 要 視 さ れ て い る 友 人 関 係 研 究 へ の 有 用 な 提 言

と 近 年 議 論 の 対 象 と な っ て い る 教 育 現 場 に 大 学 適 応 ・ 不 適 応 に 関 連

し て 友 人 関 係 が 与 え る 影 響 の 知 見 を 提 供 で き る も の と 考 え る 。  

 

 

（ 2） 本 論 文 の 構 成  

 

論 文 の 構 成  

本 論 文 の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

第 1 章 で は 、 青 年 期 の 友 人 関 係 の 特 徴 （ 第 1 節 ）、 友 人 関 係 の 親

密 化 過 程 （ 第 2 節 ）、 さ ら に 友 人 関 係 が 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 （ 第 3

節 ） に 関 す る 先 行 研 究 を レ ビ ュ ー し 、 本 論 文 の 問 題 意 識 に つ な が る

理 論 背 景 を 整 理 し 、 研 究 の 着 眼 点 を 述 べ て き た 。  

第 2 章 で は 、 第 1 章 の 理 論 的 背 景 を 踏 ま え て 、 本 論 文 の 問 題 所 在

を 明 ら か に し 、 研 究 の 目 的 及 び 構 成 を 述 べ て き た 。  

第 3 章 で は 、第 1 の 目 的 を 検 討 す る た め に 、第 1 に 5 回 の 追 跡 調

査 に お い て 選 択 さ れ た 新 友 人 と 旧 友 人 に つ い て 各 指 標 の 推 移 を 比 較

す る 。 具 体 的 に は 、 山 中 ( 1 9 9 4 )の 関 係 の 親 密 さ の 指 標 に 加 え 、 対 人

感 情 （ 津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ・ 今 川 ； 1 9 8 5）、 二 者 関 係 認 知 （ 林 ・ 今 川 ・

津 村 ・ 大 坊 ； 1 9 8 4）、 対 人 行 動 （ 今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ； 1 9 8 4） の

比 較 に 加 え （ 第 2 節 ）、 友 人 関 係 期 待 （ 4 回 目 調 査 時 点 の み 測 定 ,和

田 ； 1 9 9 3） の 指 標 （ 第 3 節 ） も 合 わ せ て 検 討 す る 。  

第 4 章 で は 、 第 2 の 目 的 を 検 討 す る た め に 、新 友 人 の 各 調 査 で 選

択 し た 「 一 番 親 し い 友 人 」 の 選 択 状 況 に 注 目 し 、 各 指 標 に 及 ぼ す 影
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響（ 第 2 節 ）お よ び 友 人 選 択 に 及 ぼ す 要 因（ 第 3 節 ）の 検 討 を す る 。

各 指 標 は 第 3 章 で 使 用 し た 項 目 と 同 じ も の を 使 用 す る 。 ま た 、 大 学

生 の 「 一 番 親 し い 友 人 」 の 選 択 状 況 に つ い て 質 的 な 検 討 （ 第 4 節 ）

も 加 え る 。  

第 5 章 で は 、第 3 の 目 的 を 検 討 す る た め に 、回 想 的 調 査 面 接 を 実

施 し 、 親 密 化 過 程 を 検 討 す る 。 第 1 に 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き を 検

討（ 第 2 節 ）し 、第 2 に 親 密 化 過 程 の 分 類（ 第 3 節 ）を 試 み た 上 で 、

類 型 化 の 適 用 （ 第 4 節 ） を 検 討 す る 。  

第 6 章 で は 、第 4 の 目 的 を 検 討 す る た め に 、大 学 生 活 の 適 応 感 に

関 す る 指 標 の 検 討 と 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 大 学 生 活 の 適 応 感 に 及

ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。 第 1 に 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 関 す る 項 目

の 収 集 し た 上 で 項 目 を 選 定 し 、 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討 （ 第 2 節 ） を

行 う 。 第 2 に 、 第 3～ 5 章 で 明 ら か に さ れ た 友 人 関 係 お よ び 親 密 化

過 程 と 選 定 し た 適 応 感 項 目 の 関 連 を 検 証 （ 第 3 節 ） す る 。 さ ら に 、

適 応 感 得 点 の 推 移 と 面 接 調 査 か ら 抽 出 し た 発 話 か ら 質 的 な 検 討 （ 第

4 節 ） を 加 え る 。  

第 7 章 で は 、第 3 章 か ら 第 6 章 ま で の 本 論 文 の 一 連 の 研 究 か ら 得

ら れ た 知 見 か ら 、大 学 4 年 間 に お け る 追 跡 的 調 査 と 回 想 的 調 査 面 接

に よ っ て 明 ら か に さ れ た 大 学 生 の 複 数 友 人 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 、

お よ び 大 学 生 活 の 適 応 感 に お よ ぼ す 影 響 に つ い て の 知 見 を 整 理 し た

上 で 、 本 研 究 の 意 義 と 今 後 の 展 望 に つ い て 論 じ て い く 。  

最 終 章 で あ る 第 8 章 で は 要 約 と し て 、 各 章 を 集 約 し 記 す 。  

 

研 究 の 調 査 概 要  

第 3 章 か ら 第 6 章 に 使 用 す る 調 査 概 要 と 使 用 す る デ ー タ を 示 し た

も の を Ta b l e 2 - 2 - 1 に 示 す 。尚 、本 研 究 で は 、そ れ ぞ れ の 分 析 内 容 に

応 じ て 、 協 力 者 の デ ー タ を 最 大 限 に 使 用 し た 。 し た が っ て 追 跡 的 検

討 に つ い て も 、 調 査 時 点 の 採 用 に よ り 協 力 者 数 が 異 な る こ と を こ こ

に 明 記 し て お く 。 分 析 に 使 用 し た 調 査 及 び 協 力 者 数 を Ta b l e 2 - 2 - 2

に 示 す 。  

第 3 章 第 2 節 で は 、 第 1 回 目 質 問 紙 調 査 （ 2 0 0 6 年 4 月 下 旬 ） ～

第 5 回 目 調 査（ 2 0 0 7 年 5 月 中 旬 ）の 入 学 3 週 間 目 ～ 1 年 1 ヶ 月 後 ま

で の 5 回 の 調 査 を 使 用 す る 。 調 査 協 力 者 は 、 5 回 の 調 査 に 参 加 し た

11 5 名 （ 男 性 2 9 名 ・ 女 性 8 6 名 ） で あ る 。 第 3 節 で は 、 第 4 回 目 質

問 紙 調 査 （ 2 0 0 6 年 11 月 上 旬 ） を 使 用 す る 。 調 査 協 力 者 は 、 1 9 0 名

（ 男 性 5 0 名 ・ 女 性 1 9 0 名 ） で あ る 。  

第 4 章 の 第 2 節 と 第 3 節 で は 第 1 回 目 質 問 紙 調 査 （ 2 0 0 6 年 4 月

下 旬 ） ～ 第 5 回 目 調 査 （ 2 0 0 7 年 5 月 中 旬 ） の 5 回 の 調 査 を 使 用 す

る 。調 査 協 力 者 は 、 5 回 の 調 査 に 参 加 し た 11 5 名（ 男 性 2 9 名・女 性

8 6 名 ）で あ る 。第 4 節 で は 、第 1 回 目 ・第 5 回 目 質 問 紙 調 査・ 第 6
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回 目 面 接 調 査 ( 2 0 0 9 年 7 月 ～ 11 月 )の 5 回 の 調 査 を 使 用 す る 。 調 査

協 力 者 は 、 3 回 の 調 査 に 参 加 し た 8 0 名 （ 男 性 2 2 名 ・ 女 性 5 8 名 ）

で あ る 。  

第 5 章 の 第 2 節 で は 、第 1 回 目 予 備 面 接 調 査 ( 2 0 0 7 年 11 月 ~ 2 0 0 8

年 1 月 )を 使 用 す る 。調 査 協 力 者 は 、 1 5 名 (男 性 4 名 ・ 女 性 11 名 )で

あ る 。 第 3 節 で は 、 第 2 回 目 予 備 面 接 調 査 ( 2 0 0 8 年 7 月 ~ 9 月 )を 使

用 す る 。 調 査 協 力 者 は 、 3 1 名 (男 性 7 名 ・ 女 性 2 4 名 )で あ る 。 第 4

節 で は 、第 6 回 目 面 接 調 査 を 使 用 す る 。調 査 協 力 者 は 、 1 0 4 名 (男 性

3 1 名 ・ 女 性 7 3 名 )で あ る 。  

第 6 章 の 第 2 節 で は 、第 3 回 目 予 備 面 接 調 査 ( 2 0 0 9 年 7 月 )を 使 用

す る 。調 査 協 力 者 は 、 9 3 名 (男 性 2 3 名・女 性 7 0 名 )で あ る 。第 3 節

で は 、 第 6 回 目 面 接 調 査 を 使 用 す る 。 調 査 協 力 者 は 、 1 0 4 名 (男 性

3 1 名 ・ 女 性 7 3 名 )で あ る 。 一 部 の 分 析 に つ い て は 、 第 1 回 目 ~第 6

回 目 調 査 を 使 用 し 、6 回 の 全 て の 調 査 に 参 加 し た 5 3 名 (男 性 1 4 名 ・

女 性 3 9 名 )の デ ー タ （ 第 3 節 2） お よ び 第 1 回 目 ・ 第 5 回 目 質 問 紙

調 査 ・ 第 6 回 目 面 接 調 査 ( 2 0 0 9 年 7 月 ～ 11 月 )の 3 回 の 調 査 に 参 加

し た 8 0 名 （ 男 性 2 2 名 ・ 女 性 5 8 名 ） の デ ー タ （ 第 3 節 4） を 使 用

す る 。 第 4 節 で は 、 第 6 回 目 面 接 調 査 を 使 用 す る 。 調 査 協 力 者 は 、

1 0 4 名 (男 性 3 1 名 ・ 女 性 7 3 名 )で あ る 。  
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Table2-2-1.調査概要と各研究で使用する調査の一覧

（第5章）

質問紙 調査1：2006年　4月

第
4
節

質問紙 調査2：2006年　6月

質問紙 調査3：2006年　7月

質問紙 調査4：2006年　11月

第
3
節

質問紙 調査5：2007年　　5月

第
4
節

面接
予備調査1：2007年11月

～1月

第
2
節

面接  
予備調査2：2008年7月～

10月

第
3
節

質問紙 予備調査3：2009年　7月

第
2
節

面接・質問

紙
調査6：2009年7月～11月

第
4
節

第
4
節

第
3
・
4
節

は、同一協力者が含まれるデータであることを示す。

調査 研究3　 研究4 

第
2
節

第
2
節
・
第
3
節

研究1

第
3
・
4
節

研究2

（第3章） （第4章） （第6章）
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Table2-2-2 研究で使用した調査協力者数の詳細一覧

使用調査（Table2-

2-1参照）
調査協力者数

調査１

調査2

調査3

調査4

調査5

第3章 第3節 調査4
190名（男性50名・

女性190名）

調査１

調査2

調査3

調査4

調査5

調査1

調査5

調査6

第5章 第2節 予備調査１
15名（男性4名・女

性11名）

第5章 第3節 予備調査2
31名（男性4名・女

性11名）

第5章 第4節 調査6
104名（男性31名・

女性73名）

第6章 第2節 予備調査3
93名（男性23名・女

性70名）

第6章 第3節1・3・5 調査6
104名（男性31名・

女性73名）

調査１

調査2

調査3

調査4

調査5

調査6

調査1

調査5

調査6

第6章 第4節 調査6
104名（男性31名・

女性73名）

115名（男性29名・

女性86名）研

究

1

第3章 第2節

第4章 第2節・第3節

研

究

3

研

究

4

53名（男性14名・女

性39名）
第3節2第6章

第4章 第4節

研

究

2

80名（男性22名・女

性58名）

115名（男性29名・

女性86名）

第6章 第3節4
80名（男性22名・女

性58名）
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第 3 章  研究 1 大学生の新旧友人関係

に関する追跡的研究 １ ）  

 

 

第 1 節  研 究 1 の 目的   

 

研 究 1 で は 、友 人 関 係 が 複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と の 背 景 の

一 つ と し て 、 大 学 入 学 す る 前 の 友 人 関 係 （ 旧 友 人 ） と 大 学 に 入 学 後

に 知 り 合 っ た 友 人 関 係 （ 新 友 人 ） が 同 時 期 に 存 在 し て い る こ と に 注

目 し 、入 学 当 初 か ら 、両 者 の 関 係 を 追 跡 的 に 比 較 検 討 す る こ と か ら 、

大 学 生 活 に お け る 両 者 の 関 係 の 推 移 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し

た 。  

 大 学 新 入 生 を 対 象 に し た 追 跡 的 調 査 を 実 施 し 、 各 調 査 時 点 で 新 友

人 と 旧 友 人 の 一 番 親 し い 友 人 を そ れ ぞ れ 選 択 し て も ら う こ と 、 ま た

そ の 選 択 友 人 に 対 す る 評 定 を し て も ら う と い う 手 続 き を 採 用 す る 。  

具 体 的 な 目 的 は 以 下 の と お り で あ る 。大 学 生 の 友 人 関 係 に お い て 、

新 友 人 と 旧 友 人 に 対 す る 各 評 定 を 追 跡 的 に 比 較 す る こ と を 第 1 の 目

的 と す る 。 ま た 、 新 旧 友 人 に 対 す る 関 係 期 待 の 差 異 と 認 知 構 造 を 明

ら か に す る こ と を 第 2 の 目 的 と す る 。  

 

 

第 2 節  新 友人 と旧 友人 にお ける 友人関 係の 追跡 的検 討  

 

（ 1） 目 的 と 仮 説  

 

第 2 節 の 目 的 は 、入 学 3 週 間 後 か ら 入 学 1 年 1 か 月 後 ま で の 5 回

の 追 跡 的 調 査 に お い て 、 新 友 と 旧 友 人 の 親 密 さ 、「 対 人 感 情 」「 二 者

関 係 認 知 」「対 人 行 動 」の 各 指 標 の 推 移 を 検 討 す る こ と で あ る 。親 密

化 過 程 の 段 階 理 論 ( A l t m a n＆ Ta y l o r , 1 9 7 3 他 )に 従 え ば 、 親 密 化 過 程

で は 、 対 人 関 係 が 進 展 す る に つ れ 狭 い 領 域 で の 表 面 的 な 相 互 作 用 か

ら 広 い 領 域 で の 親 密 な 相 互 作 用 へ と 段 階 的 か つ 系 統 的 に 進 行 し て い

く こ と が 予 測 さ れ る 。 ま た 和 田 ( 2 0 0 1 )は 、 新 友 人 と の 関 係 形 成 に つ

い て 、 付 き 合 い の 長 く 親 密 で あ る 旧 友 人 と の 関 係 が 背 景 と な る こ と

を 指 摘 し て い る 。以 上 の 知 見 か ら 以 下 の 3 つ の 仮 説 を 検 証 し て い く 。 

 

仮 説 １  入 学 1 年 1 か 月 後 の 新 友 人 に 対 す る 親 密 さ の 程 度 は 入 学

3 週 間 後 よ り も 高 く 評 定 さ れ る 。  

仮 説 2  旧 友 人 に 対 す る 親 密 さ は 新 友 人 よ り も 高 く 評 定 さ れ る 。  
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仮 説 3  新 し い 友 人 関 係 の 背 景 と な る 旧 友 人 の 各 評 定 （ 親 密 さ ・

感 情 ・ 認 知 ・ 行 動 ） が 新 友 人 へ の 評 定 に 影 響 を 与 え る 。  

 

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1 調 査 協 力 者  

北 海 道 内 の 大 学 １ 年 生 を 対 象 と し 、 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 1 回 目

の 調 査 参 加 者 は 2 2 7 名 で あ り 、 以 下 2 回 目 は 1 8 6 名 、 3 回 目 は 2 0 4

名 、 4 回 目 は 1 9 0 名 、 5 回 目 は 2 4 3 名 で あ っ た 。 1 回 目 か ら 5 回 目

ま で の 調 査 参 加 協 力 者 数 の 詳 細 を Ta b l e 3 - 2 - 1 に 示 す 。1 回 目 に お け

る 平 均 年 齢 は 1 8 . 2 3 歳（ S D＝ . 6 3  ）で あ っ た 。本 節 で は 5 回 の 調 査

全 て に 参 加 し た 11 5 名（ 男 性 2 9 名・女 性 8 6 名 ）を 分 析 対 象 と し た 。  

 

 

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

1 回 目 調 査 の 実 施 は 2 0 0 6 年 4 月 下 旬 で あ り 、 以 下 ２ 回 目 は 2 0 0 6

年 6 月 上 旬 、3 回 目 は 2 0 0 6 年 ７ 月 上 旬 、4 回 目 は 2 0 0 6 年 11 月 上 旬 、

5 回 目 は 2 0 0 7 年 5 月 中 旬 に 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 回 数 は 全 5 回 で

あ っ た 。  

 

( 2 ) - 3  質 問 紙 の 内 容  

質 問 紙 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ っ た 。 質 問 紙 の 構 成 と し て 、 付 き

合 い 期 間 が 長 く 友 人 に 対 す る 評 価 ・ イ メ ー ジ が 定 着 し て い る と 考 え

ら れ る 旧 友 人 の 評 定 が 、 知 り 合 っ て か ら の 期 間 が ま だ 浅 い 新 友 人 に

対 す る 評 定 に 影 響 す る こ と を 考 慮 し て 、第 1 に 新 友 人 に 関 し て 各 項

目 に 回 答 し て も ら っ た 後 、 旧 友 人 に 関 し て 回 答 し て も ら っ た 。 第 2

回 目 調 査 時 点 の 質 問 紙 を 資 料 A と し て 添 付 す る 。  

 

( 2 ) - 3 - 1  基 本 的 属 性 お よ び 居 住 状 況  

年 齢・学 籍 番 号 と 性 別 に つ い て 選 択 さ せ た 。住 居 状 況 に つ い て は 、

現 在 と 大 学 入 学 前 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 「 1． 親 と 同 居 」「 2． 一 人 暮

ら し 」「 3． 寮 ・ 下 宿 」「 4． そ の 他 」 の 4 項 目 か ら 当 て は ま る も の を

T a b l e . 3 - 2 - 1 　 １ 回 目 か ら ５ 回 目 の 参 加 状 況 （ 人 数 ）
１ 回 目 ２ 回 目 ３ 回 目 ４ 回 目 ５ 回 目

（ 2 0 0 6 年 4 月 下 旬 ）（ 2 0 0 6 年 6 月 上 旬 ）（ 2 0 0 6 年 7 月 上 旬 ）（ 2 0 0 6 年 1 1 月 上 旬 ）（ 2 0 0 7 年 5 月 中 旬 ）

男性 75 57 58 50 74

女性 152 129 146 140 169

計 227 186 204 190 243
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選 択 さ せ 、「 4． そ の 他 」 の 場 合 に は 具 体 的 な 居 住 状 況 を 自 由 記 述 さ

せ た 。  

     

( 2 ) - 3 - 2  同 性 友 人 の イ ニ シ ャ ル の 記 入  

「 新 友 人 」 と し て 大 学 に 入 学 し て か ら 知 り 合 っ た 人 で 一 番 親 し い

同 性 友 人 を 、 ま た 「 旧 友 人 」 と し て 大 学 に 入 学 す る 前 に 知 り 合 っ た

人 で 一 番 親 し い 同 性 友 人 を 想 起 す る よ う に 教 示 し た 上 で 、 そ れ ぞ れ

の イ ニ シ ャ ル を 記 入 さ せ た 。 ま た 、 2 回 目 以 降 の 調 査 で は 、 前 回 選

択 し た 友 人 と 同 じ 人 物 を 想 起 し た か を 確 認 す る た め に 「 1． 同 じ 人

物 」「 2． 違 う 人 物 」「 3． 覚 え て い な い 」 の 3 項 目 か ら 当 て は ま る も

の を 選 択 さ せ た 。  

   

( 2 ) - 3 - 3  選 択 友 人 と の 関 係  

友 人 と 出 会 っ た 場 所  

① 新 友 人 と 出 会 っ た 場 所 を 「 1． 同 じ 大 学 の 同 じ 学 科 」「 2． 同 じ

大 学 の サ ー ク ル・部 活 」「 3． 1、 2 以 外 の 同 大 学 内 」「 4．同 じ ア ル バ

イ ト 先 」「5．そ の 他 」の 5 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選 択 さ せ 、「 5．

そ の 他 」 の 場 合 に は 具 体 的 に 出 会 っ た 場 所 を 自 由 記 述 さ せ た 。 ② 旧

友 人 と 出 会 っ た 場 所 を 「 1． 同 じ 高 校 」「 2． 同 じ 小 ・ 中 学 校 」「 3．

同 じ ア ル バ イ ト 先 」「 4．そ の 他 」の 4 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選

択 さ せ 、「 4． そ の 他 」 の 場 合 に は 具 体 的 に 出 会 っ た 場 所 を 自 由 記 述

さ せ た 。   

知 り 合 っ て か ら の 期 間  

① 新 友 人 と 知 り 合 っ て か ら の 期 間 を「 1．１ 週 間 以 上 2 週 間 未 満 」

「 2． 2 週 間 以 上 3 週 間 未 満 」「 3． 3 週 間 以 上 1 ヶ 月 未 満 」「 4． 1 ヶ

月 以 上 2 ヶ 月 未 満 」「 5． 2 ヶ 月 以 上 3 ヶ 月 未 満 （ ２ 回 目 調 査 以 降 追

加 ）」「 6． 3 ヶ 月 以 上 6 ヶ 月 未 満（ 4 回 目 調 査 以 降 追 加 ）」「 7． 6 か 月

以 上 1 年 未 満 （ 4 回 目 調 査 以 降 追 加 ）」「 8． 1 年 以 上 （ 5 回 目 調 査 以

降 追 加 ）」の 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選 択 さ せ た 。② 旧 友 人 と 知 り

合 っ て か ら の 期 間 を 「 1． 3 ヶ 月 未 満 」「 2． 3 ヶ 月 以 上 6 ヶ 月 未 満 」

「 3．６ ヶ 月 以 上 １ 年 未 満 」「 4．１ 年 以 上 ３ 年 未 満 」「 5． 3 年 以 上 6

年 未 満 」「6．6 年 以 上 」の 6 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選 択 さ せ た 。  

友 人 と の 接 触 頻 度  

① 新 友 人 と 直 接 会 う 頻 度 を 「 1． ほ と ん ど 毎 日 」「 2． 1 週 間 に 4

日 以 上 」「 3． 1 週 間 に 2・ 3 日 以 上 」「 4． 1 週 間 に 1 日 程 度 」「 5． 1

週 間 に 1 日 未 満 」の 6 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選 択 さ せ た 。② 旧

友 人 と 直 接 会 う 頻 度 を 「 1． ほ と ん ど 毎 日 」「 2． 1 週 間 に 4 日 以 上 」

「 3． 1 週 間 に 2・ 3 日 以 上 」「 4． 1 週 間 に 1 日 程 度 」「 5． 2 週 間 に 1

日 程 度 」「 6． １ ヶ 月 に １ 日 程 度 」「 7． １ 年 に １ 日 程 度 」「 8． ほ と ん

ど 会 う こ と は な い 」 の 8 項 目 か ら 当 て は ま る も の を 選 択 さ せ た 。   
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電 話 や メ ー ル で 接 触 頻 度  

友 人 と 電 話 や メ ー ル で 連 絡 し 合 う 頻 度 を「 1．ほ と ん ど 毎 日 」「 2．

1 週 間 に 4 日 以 上 」「 3． 1 週 間 に 2・ 3 日 以 上 」「 4． 1 週 間 に 1 日 程

度 」「 5． 1 週 間 に 1 日 以 下 」「 6． 電 話 や メ ー ル は し な い 」 の 6 項 目

か ら 新 友 人 ・ 旧 友 人 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 当 て は ま る も の を 選 択 さ

せ た 。  

旧 友 人 の 現 在 の 生 活 状 況 （ 旧 友 人 に 関 し て の み 回 答 を 求 め た 。）  

旧 友 人 が 現 在 ど の よ う な 環 境 で 生 活 し て い る か を 、「 1． 他 大 学 ・

専 門 学 校 に い る 」「 2． 同 じ 大 学 ・ 同 じ 学 科 に い る 」「 3． 同 じ 大 学 ・

他 学 科 に い る 」「 4． 就 職 し て い る （ ア ル バ イ ト を 含 む ）」「 5． 浪 人

し て い る （ 予 備 校 生 ）」「 6． そ の 他 」 の 4 項 目 か ら 当 て は ま る も の

を 選 択 さ せ 、「 6． そ の 他 」 の 場 合 に は 具 体 的 に ど の よ う な 環 境 で 生

活 し て い る か を 自 由 記 述 さ せ た 。  

 

( 2 ) - 3 - 4  関 係 の 親 密 さ の 測 定  

関 係 の 親 密 を 測 定 す る 尺 度 と し て 山 中（ 1 9 9 4）の 指 標 を 使 用 し た 。

以 下 の 3 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。  

好 意 度  

新 友 人 ・ 旧 友 人 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ ど の 程 度 好 感 を 持 っ て い る か

に つ い て 「 1． 全 く 好 感 が 持 て な い ＝ 1 点 」 か ら 「 7． 非 常 に 好 感 が

持 て る ＝ 7 点 」 ま で の 7 段 階 で 評 定 さ せ た 。  

関 係 関 与 度  

新 友 人 ・ 旧 友 人 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ ど の 程 度 深 く 関 わ っ て い る か

に つ い て 「 1． 非 常 に 浅 く 付 き 合 っ て い る ＝ 1 点 」 か ら 「 7． 非 常 に

深 く 付 き 合 っ て い る ＝ 7 点 」 ま で の 7 段 階 で 評 定 さ せ た 。   

関 係 の ラ ベ リ ン グ  

新 友 人 ・ 旧 友 人 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ ど の 程 度 親 し い か に つ い て 7

段 階 で 評 定 さ せ た 。 評 定 尺 度 上 に は 「 顔 見 知 り ＝ 1 点 」、「 会 え ば 話

す 関 係 ＝ 3 点 」、「 あ る 程 度 親 し い 友 人 ＝ 5 点 」、「 非 常 に 親 し い 友 人

＝ 7 点 」 と い っ た 関 係 の ラ ベ ル を 示 し た 。 2、 4、 6 点 に は 何 も 示 さ

れ て い な か っ た 。  

 

( 2 ) - 3 - 5  対 人 感 情 の 測 定  

津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ・ 今 川 （ 1 9 8 5） の 対 人 感 情 項 目 1 8 項 目 の う ち 、

大 学 生 の 友 人 関 係 に お け る 対 人 感 情 項 目 と し て 適 す る と 判 断 し た

1 6 項 目 を 使 用 し た 。削 除 し た 項 目 は「 負 い 目 を 感 じ る 」「恐 れ 多 い 」

の 2 項 目 で あ る 。 新 友 人 ・ 旧 友 人 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 項 目 に 示 し

た 感 情 を ど の 程 度 感 じ て い る か を「 1．決 し て そ う 感 じ な い ＝ １ 点 」

か ら「 7．と て も 強 く 感 じ る ＝ 7 点 」ま で の 7 段 階 で 評 定 さ せ た 。津

村 ら （ 1 9 8 5） は 、 s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 対 す る 対 人 感 情 の 構 造 と し
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て 、「一 体 感・信 頼 」「保 護・情 愛 」「畏 怖・尊 敬・負 い 目 」「優 越 感 ・

反 感 」 の 4 因 子 を 抽 出 し て い る 。 ま た 、 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )は 、 本 論 文 と

同 じ 項 目 を 使 用 し 、「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 」「 拒 否 感 情 」 の 2 因 子 を 抽 出

し て い る 。  

 

( 2 ) - 3 - 6  関 係 認 知 の 測 定  

林 ・ 今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 （ 1 9 8 4） の 二 者 関 係 認 知 項 目 3 0 項 目 の う

ち 、 調 査 協 力 者 の 回 答 の 負 担 を 考 慮 し て 、 各 因 子 で 因 子 負 荷 量 が 高

く 、 か つ 大 学 生 の 友 人 関 係 に お け る 関 係 認 知 項 目 と し て 適 す る と 判

断 し た 1 4 項 目 を 抜 粋 し て 使 用 し た 。 新 友 人 ・ 旧 友 人 と そ れ ぞ れ に

つ い て 、 関 係 性 を 示 す 特 性 語 と そ の 対 語 を 両 極 と し た 、 7 段 階 の 尺

度 評 定 上 で 評 定 さ せ た 。 林 ら は 、 対 人 関 係 で 想 定 し う る 様 々 な 6 0

の 関 係 概 念 を 想 定 し 、二 者 関 係 認 知 の 構 造 と し て 、「緊 密 な 関 係 － 表

面 的 な 関 係 」「 気 楽 な 関 係 － 緊 張 に 満 ち た 関 係 」「 公 的 ・ 課 題 志 向 的

関 係 － 私 的 ・ 情 緒 的 関 係 」「 上 下 の 関 係 － 対 等 な 関 係 」「 協 調 的 関 係

－ 競 合 的 関 係 」 の 5 因 子 を 抽 出 し て い る 。 ま た 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )は 、 本

論 文 と 同 じ 項 目 を 使 用 し 、「 親 密 な 関 係 」・「 理 性 － 感 情 的 関 係 」の 2

因 子 を 抽 出 し て い る 。  

 

( 2 ) - 3 - 7  対 人 行 動 の 測 定  

今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 ・ 林 （ 1 9 8 4） の 対 人 行 動 5 5 項 目 の う ち 、 調 査

協 力 者 の 回 答 の 負 担 を 考 慮 し て 、 各 因 子 か ら 大 学 生 の 友 人 関 係 に お

け る 対 人 行 動 項 目 と し て 適 す る と 判 断 し た 2 4 項 目 を 抜 粋 し て 使 用

し た 。 新 友 人 ・ 旧 友 人 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 項 目 に 示 し た 行 動 を ど

の 程 度 行 う か を 「 1． め っ た に し な い ＝ 1 点 」 か ら 「 5． い つ も す る

= 5 点 」ま で の 5 段 階 で 評 定 さ せ た 。今 川・津 村・大 坊・林（ 1 9 8 5）

は 、「親 和 」「優 越 」「依 存 」「支 配「 敵 対 」「拒 否 」「服 従 」「友 好 」「礼

儀 」 の 9 因 子 を 抽 出 し て い る 。 本 研 究 で は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 に お

け る 行 動 で あ る こ と を 考 慮 し て 「 礼 儀 」 因 子 の 項 目 は 削 除 し て 使 用

し た 。 ま た 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )は 、 本 論 文 と 同 じ 項 目 を 使 用 し 、「 主 張 的 行

動 」・「 親 和 的 行 動 」・「 回 避 的 行 動 」 の 3 因 子 を 抽 出 し て い る 。  

 

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1 親 密 度 得 点 の 算 出 と 「 対 人 感 情 」「 関 係 認 知 」「 対 人 行 動 」 の

因 子 構 造 の 検 討  

( 3 ) - 1 - 1  親 密 度 得 点 の 算 出  

山 中 （ 1 9 9 4） の 関 係 の 親 密 さ 3 項 目 の 1 次 元 性 の 確 認 を す る た め

に 新 友 人 お よ び 旧 友 人 別 お よ び 調 査 時 点 別 に 3 項 目 に 対 し て そ れ ぞ
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れ 主 成 分 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 累 積 説 明 率 か ら い ず れ も 1 成 分

が 採 用 で き 、成 分 の 重 み も 全 て の 指 標 に お い て . 8 0 0 以 上 と 大 き い こ

と 、 ま た そ れ ぞ れ の α 係 数 も . 8 1 6～ . 8 7 2 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

よ っ て 、本 研 究 で は 、二 者 関 係 の 親 密 さ の 評 定 と し て 、「好 意 度 」・「 関

係 関 与 度 」・「 関 係 の ラ ベ リ ン グ 」の 3 指 標 の 評 定 平 均 値 を 友 人 種（ 新

友 人 ・ 旧 友 人 ） 別 お よ び 調 査 時 点 別 に 算 出 し 、 親 密 度 得 点 と し た 。  

 

( 3 ) - 1 - 2  対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 因 子 構 造 の 検 討  

新 友 人 お よ び 旧 友 人 に 対 す る 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 各

側 面 の 構 造 を 明 ら か に す る た め に 因 子 構 造 の 検 討 を 行 っ た 。第 1 に

新 友 人 お よ び 旧 友 人 別 に 、 ま た 調 査 時 点 別 に 因 子 構 造 を 確 認 し た 。

そ の 結 果 、対 人 感 情 に つ い て は 、す べ て の 調 査 及 び 友 人 種（ 新 友 人 ・

旧 友 人 ） に つ い て 、 2 因 子 構 造 を 確 認 し 、 因 子 の 意 味 的 内 容 も 同 様

の 項 目 で 説 明 さ れ て い た（ 資 料 B 参 照 ）。二 者 関 係 認 知 で は 、1 次 元

の 構 造 ま た は 、3 因 子 構 造 が 抽 出 さ れ た（ 資 料 C 参 照 ）。対 人 行 動 で

は 、 2 因 子 構 造 ま た は 、 3 因 子 構 造 が 抽 出 さ れ た（ 資 料 D 参 照 ）。対

人 感 情 で は 、 削 除 さ れ る 項 目 の 差 異 や 項 目 の 因 子 負 荷 量 の 順 番 に 差

異 が 見 ら れ た が ほ ぼ 同 じ 構 造 が 得 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 二 者 関 係

認 知 と 対 人 行 動 で は 、 各 調 査 別 及 び 友 人 種 に よ り 、 複 数 の 構 造 を 確

認 し た が 、 共 通 す る 因 子 も 多 く 抽 出 さ れ た こ と を 確 認 し た 。 本 研 究

の 目 的 は 、新 旧 友 人 の 5 回 の 調 査 時 点 の 推 移 を 検 討 す る こ と で あ り 、

比 較 の た め に は 共 通 し た 構 造 を 抽 出 す る こ と が 必 要 と な る 。 し た が

っ て 、 以 下 の 分 析 で は 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 各 項 目 に お

け る 新 友 人 に 対 す る 評 定（ 5 回 分 ）と 旧 友 人 に 対 す る 評 定（ 5 回 分 ）

の 評 定 平 均 値 を 求 め 、 因 子 分 析 を 行 っ た 。  

な お 、友 人 関 係 で は 性 差 が 指 摘 さ れ て い る が（ 和 田 , 1 9 9 3）が 、性

別 の 検 討 に つ い て は 男 性 の 分 析 対 象 者 が 2 9 名 と 少 数 で あ る た め 、

分 析 不 可 能 と 判 断 し 検 討 し な か っ た 。  

 

対 人 感 情  

対 人 感 情 尺 度 1 6 項 目 に 対 し て 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。

共 通 性 の 値 が 低 い「 1 6．義 理 を 感 じ る 」を 削 除 し た 上 で 、主 因 子 法 ・

P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 い 、 固 有 値 の 減 衰 状 況 か ら 2 因 子

解 を 採 用 し た 。ま た 2 つ の 因 子 間 の 相 関 は - . 1 6 と ほ ぼ 直 交 し て い た

た め 、主 因 子 法・ Va r i m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 再 度 行 い 、 1 5 項 目

で の 解 釈 を 採 用 し た（ Ta b l e 3 - 2 - 2 参 照 ）。累 積 寄 与 率 は 5 8 . 0 7％ で あ

っ た 。 第 1 因 子 は 、「 2． や さ し く し た い 」「 1 5． 好 き 」 な ど 友 人 に

対 し 前 向 き で ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 に 関 す る 内 容 で あ る こ と か ら 「 ポ ジ

テ ィ ブ 感 情 」因 子 と 命 名 し た 。第 2 因 子 は「 4．反 発 を 感 じ る 」、「1 0．

軽 べ つ を 感 じ る 」 な ど 、 友 人 に 対 し て 距 離 感 を 持 ち 拒 否 感 を 示 す 感



45 

 

情 に 関 す る 内 容 で あ る こ と か ら 、「拒 否 感 情 」因 子 と 命 名 し た 。項 目

全 体 の 信 頼 性 係 数 （ α ） は α ＝ . 8 4 4、 第 １ 因 子 「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 」

は α ＝ . 9 1 5、第 2 因 子「 拒 否 感 情 」は α ＝ . 8 0 3 で あ り 、ほ ぼ 十 分 な

信 頼 性 を 示 し た 。  

 

 

二 者 関 係 認 知  

関 係 認 知 尺 度 1 4 項 目 に 対 し て 主 因 子 法 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た 。

共 通 性 の 値 が 低 い 「 9． 単 純 な － 複 雑 な 」 を 削 除 し た 上 で 、 主 因 子

法 ・ P r o m a x 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 い 、 複 数 の 因 子 に 負 荷 量 の 高

い 「 1 .協 同 的 － 競 争 的 」「 1 4 .緊 張 し た － リ ラ ッ ク ス し た 」 を 除 き 、

固 有 値 の 減 衰 状 況 か ら 3 因 子 解 を 採 用 し た（ Ta b l e 3 - 2 - 3 参 照 ）。尚 、

回 転 前 の 3 因 子 で 11 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 6 1 . 9 0％ で あ っ

た 。 第 1 因 子 は 「 4 .永 続 的 な － 一 時 的 な 」、「 1 2． 安 定 し た － 不 安 定

な 」 な ど 、 友 人 と の 関 係 の 深 さ に 関 す る 程 度 を 示 す 内 容 で あ る こ と

か ら 、「 深 さ の 関 係 認 知 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 2 因 子 は 「 1 3 .上 下 関

係 の あ る -上 下 関 係 の な い 」、「 2． 対 等 な － 対 等 で は な い 」 な ど 、 友

人 と の 関 係 に つ い て 対 等 さ の 程 度 を 示 す 内 容 で あ る こ と か ら 、「対 等

性 の 関 係 認 知 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 3 因 子 は 「 11． 感 情 的 な － 理 性

的 な 」、「 6． 冷 静 な － 情 熱 的 な 」 の 友 人 と の 関 係 に お い て 感 情 の 程

度 を 示 す 内 容 で あ る こ と か ら「 感 情 的 な 関 係 認 知 」因 子 と 命 名 し た 。

項 目 全 体 の 信 頼 性 係 数 （ α ） は α ＝ . 8 6 7、 第 １ 因 子 「 関 係 の 深 さ 」

は α ＝ . 9 0 1、 第 2 因 子 「 関 係 の 対 等 さ 」 は α ＝ . 8 0 3、 第 3 因 子 「 関

係 に お け る 感 情 」は α ＝ . 5 6 2 で あ り 、第 １・２ 因 子 で は 、ほ ぼ 十 分

な 信 頼 性 を 示 し た が 、 第 3 因 子 の 信 頼 性 は 低 か っ た 。  

Ⅰ Ⅱ h 2

2やさしくしたい .840 -.144 .726
15好き .833 -.161 .719
12かわいい .798 -.021 .637
11信頼できる .792 -.355 .753
6尊敬したい .744 -.105 .565
9励ましたい .736 .068 .546
1親しみを感じる .716 -.331 .622
5甘えたい .702 .254 .558
8一体感がもてる .666 -.043 .446
13助けて欲しい .651 .358 .552

4反発を感じる .024 .913 .833
10軽べつを感じる -.072 .816 .671
3こわい .021 .648 .421
7優越感を感じる -.051 .604 .367
14負けたくない -.111 .531 .295

因子寄与 5.764 2.947
寄与率（％） 38.430 19.647
信頼性係数（α ） .915 .803

第1因子＝ポジティブ感情

第2因子＝拒否感情

Table3-2-2.　対人感情の因子構造（主因子法・バリマックス
回転）



46 

 

 

 

対 人 行 動  

対 人 行 動 尺 度 2 4 項 目 に 対 し て 主 因 子 法・P r o m a x 回 転 に よ る 因 子

分 析 を 行 な っ た 。 固 有 値 の 減 衰 状 況 か ら ３ 因 子 解 を 採 用 し 、 因 子 負

荷 量 の 低 い 「 7 ． 妥 協 す る 」 を 除 く 2 3 因 子 で の 解 釈 を 採 用 し た

（ Ta b l e 3 - 2 - 4 参 照 ）。尚 、回 転 前 の 3 因 子 で 2 3 項 目 の 全 分 散 を 説 明

す る 割 合 は 5 7 . 7 2％ で あ っ た 。 第 1 因 子 は 「 9 .協 力 す る 」、「 1 7． 親

切 に す る 」 な ど 友 人 に 対 す る 行 動 と し て 友 好 や 親 密 さ を 示 す 行 動 を

示 す 内 容 で あ る こ と か ら 、「 親 和 的 行 動 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 2 因

子 は「 1 2．忠 告 す る 」、「 2 0．指 導 す る 」な ど 友 人 に 対 す る 行 動 と し

て 直 接 に 拒 否 や 支 配 す る 行 動 を 示 す 内 容 で あ る こ と か ら 「 主 張 的 行

動 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 3 因 子 は 「 2 2． 避 け る 」、「 1 4． 無 視 す る 」

な ど 友 人 に 対 す る 行 動 と し て 、 距 離 を と り 、 回 避 す る 行 動 を 示 す 内

容 で あ る こ と か ら 「 回 避 的 行 動 」 因 子 と 命 名 し た 。 項 目 全 体 の 信 頼

性 係 数 （ α ） は α ＝ . 9 0 0、 第 １ 因 子 「 親 和 的 行 動 」 は α ＝ . 8 9 6、 第

2 因 子「 主 張 的 行 動 」は α ＝ . 8 9 5、第 3 因 子「 回 避 的 行 動 」は α ＝ . 8 2 5、

で あ り 、 ほ ぼ 十 分 な 信 頼 性 を 示 し た 。  

　 　
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

4永続的な-一時的な .953 -.146 .046
12安定した-不安定な .877 .031 -.146
3深い-浅い .842 -.147 .140
10快的な-不快な .649 .198 .009
8気楽な-落ち着かない .620 .178 .020
7誠意に満ちた-偽りのある .461 .322 -.050

13上下関係のある-上下関係のない .210 -.970 -.056
2対等な-対等ではない .156 .698 -.061
5敵対的な-友好的な -.244 -.610 -.002

6冷静な-情熱的な -.035 -.162 -.694
11感情的な-理性的な .005 -.110 .639
　

因子寄与 4.599 　 3.547 1.357

α .901 .803 .562

因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .585 .303
Ⅱ 　 　 .148

Table3-2-3.　二者関係認知の因子構造（主因子法・プロマックス回転）

第1因子＝深さの関係認知

第2因子＝対等性の関係認知

第3因子＝感情的な関係認知
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全 調 査 協 力 者 の 因 子 構 造 か ら 得 ら れ た 「 対 人 感 情 」 2 因 子 （ ポ ジ

テ ィ ブ 感 情 ・ 拒 否 感 情 ）、「 関 係 認 知 」 3 因 子 （ 深 さ の 関 係 認 知 ・ 対

等 性 の 関 係 認 知 ・ 感 情 的 な 関 係 認 知 ）、「 対 人 行 動 」 3 因 子 （ 親 和 的

行 動 ・ 主 張 的 行 動 ・ 回 避 的 行 動 ） に つ い て そ れ ぞ れ の 因 子 の 項 目 数

に 違 い が あ る た め 、 各 因 子 の 評 定 平 均 値 を 算 出 し 、 以 下 の 分 析 で 使

用 す る こ と と し た 。 ま た 、 関 係 認 知 の 尺 度 得 点 に 関 し て は 、 得 点 の

高 い 方 向 が よ り 「 深 い 関 係 」「 対 等 な 関 係 」「 感 情 的 な 関 係 」 で あ る

こ と を 示 す よ う に す る た め に 項 目 № 2、 3、 4、 7、 8、 1 0、 11、 1 2 を

項 目 の 評 定 を 逆 転 し 扱 う こ と と し た 。  

上 記 で 算 出 し た 親 密 度 得 点 、 対 人 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動

の 各 評 定 平 均 値 の 性 差 を 検 討 す る た め に 、 性 を 被 験 者 間 要 因 、 調 査

時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 、 各 時 点 の 各 評 定 値 （ 新 旧 友 人 別 に

検 討 ） を 従 属 す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。 時 点 の 推 移 は 、 次 節

の 検 討 内 容 と な る た め 、 こ こ で は 、 性 要 因 の 関 わ る 結 果 の み を 記 述

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

9 協 力 す る . 8 8 6 - . 1 2 2 - . 0 6 2
1 7 親 切 に す る . 8 7 5 - . 1 5 1 . 0 7 7
3 頼 り に す る . 8 6 4 - . 0 7 6 . 1 1 0
1 9 助 け を も と め る . 7 4 3 . 1 5 5 . 1 0 6
2 3 う ち と け る . 7 4 1 - . 0 0 6 - . 2 7 2
8 仲 良 く す る . 7 0 9 - . 0 9 0 - . 3 6 7
2 4 援 助 す る . 6 2 7 . 2 2 5 . 0 4 4
1 1 甘 え る . 6 0 8 . 0 6 9 . 2 3 9
1 6 一 緒 に 遊 ぶ . 4 3 8 . 2 4 3 - . 0 9 0
1 謝 る . 4 1 8 . 1 2 9 . 2 4 3

1 2 忠 告 す る . 0 8 7 . 8 8 8 - . 2 2 9
2 0 指 導 す る - . 0 1 8 . 8 3 5 - . 0 8 0
1 3 反 抗 す る - . 0 6 6 . 8 0 5 . 1 2 8
4 命 令 す る - . 1 2 9 . 7 9 7 . 0 4 1
2 1 意 地 を は る . 0 7 3 . 6 9 7 . 1 2 5
2 自 慢 す る . 1 4 7 . 6 2 8 . 0 5 1
5 不 平 を 言 う - . 0 5 6 . 6 2 2 - . 0 3 0

2 2 避 け る . 0 2 6 - . 1 6 6 . 9 7 1
1 4 無 視 す る . 0 1 5 - . 0 8 6 . 9 1 2
6 他 人 行 儀 に ふ る ま う - . 1 1 2 . 1 6 3 . 6 2 3
1 0 軽 べ つ す る - . 0 0 5 . 3 6 6 . 4 6 1
1 8 自 分 の た め に 利 用 す る . 0 6 5 . 2 5 5 . 4 1 3
1 5 服 従 す る . 1 3 4 . 2 5 5 . 4 1 1

因 子 寄 与 5 . 6 8 6 6 . 5 1 1 5 . 0 4 7
α . 8 9 6 . 8 9 5 . 8 2 5

因 子 相 関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 . 3 1 5 - . 1 2 4
Ⅱ 　 　 . 5 7 0

T a b l e 3 - 2 - 4 . 　 対 人 行 動 の 因 子 構 造 （ 主 因 子 法 ・ プ ロ マ ッ ク ス 回
転 ）

第 1 因 子 ＝ 親 和 的 行 動

第 2 因 子 ＝ 主 張 的 行 動

第 3 因 子 ＝ 回 避 的 行 動
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す る 。  

そ の 結 果 、 い ず れ の 評 定 値 に お い て も 、 性 と 時 点 の 有 意 な 交 互 作

用 は 見 ら れ な か っ た 。 親 密 度 得 点 で は 新 旧 友 人 と も 性 の 有 意 な 主 効

果 が 見 ら れ ( 新 友 人 ： F ( 1 , 11 3 ) = 5 . 7 6 , p < . 0 5 ； 旧 友 人 ：

F ( 1 , 11 3 ) = 5 . 4 8 , p < . 0 5 )、 男 性 よ り も 女 性 の 方 が 友 人 に 対 す る 親 密 さ

の 程 度 が 高 か っ た 。  

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 、新 旧 友 人 と も 性 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ (新

友 人 ： F ( 1 , 111 ) = 3 2 . 7 4 , p < . 0 0 1 ； 旧 友 人 ： F ( 1 , 11 3 ) = 6 7 . 4 5 , p < . 0 0 1 ) 、

男 性 よ り も 女 性 の 方 が 友 人 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 が 高 か っ た 。 

新 友 人 に 対 す る 拒 否 感 情 で は 性 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

( F ( 1 , 111 ) = 5 . 0 4 , p < . 0 5 )、 女 性 よ り も 男 性 の 方 が 友 人 に 対 す る 拒 否 感

情 得 点 が 高 か っ た 。  

深 さ の 関 係 認 知 と 対 等 さ の 関 係 認 知 で は 、 新 旧 友 人 と も 性 の 有 意

な 主 効 果 が 見 ら れ (深 さ 新 友 人 ： F ( 1 , 111 ) = 1 0 . 4 1 , p < . 0 1 ； 深 さ 旧 友

人：F ( 1 , 11 3 ) = 1 2 . 7 4 , p < . 0 1；対 等 さ 新 友 人：F ( 1 , 111 ) = 2 3 . 4 6 , p < . 0 0 1；

対 等 さ 旧 友 人： F ( 1 , 11 3 ) = 1 2 . 4 3 , p < . 0 1 )、男 性 よ り も 女 性 の 方 が 友 人

に 対 す る 深 さ や 対 等 さ の 関 係 認 知 得 点 が 高 か っ た 。  

親 和 的 行 動 で は 、 新 旧 友 人 と も 性 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ 新 友

人 ： F ( 1 , 11 3 ) = 1 5 . 6 4 , p < . 0 0 1 ； 旧 友 人 ： F ( 1 , 11 3 ) = 1 2 . 6 5 , p < . 0 1 ) 、 男

性 よ り も 女 性 の 方 が 親 和 的 行 動 得 点 が 高 か っ た 。性 別 の 5 回 の 調 査

時 点 の 平 均 値 を Ta b l e 3 - 2 - 5 に 示 す 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 各 評 定 に は 性 差 が あ る こ と が 確 認 さ れ た が 、 本

研 究 で 男 性 2 9 名 、女 性 8 6 名 と 人 数 に バ ラ つ き が あ る た め 、以 下 の

分 析 で は 、 性 の 要 因 に つ い て は 検 討 し な い 。  

 

 

 

( 3 ) - 2  新 友 人 と 旧 友 人 に 対 す る 親 密 度 、 お よ び 「 対 人 感 情 」「 二 者

関 係 認 知 」「 対 人 行 動 」 の 各 評 定 平 均 値 の 推 移  

 

友 人 種 別 （ 新 旧 友 人 ） お よ び 調 査 時 点 （ 5 調 査 時 点 ） に よ っ て 、

友 人 に 対 す る 親 密 度 ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 に 差 が 見 ら れ

る か を 検 討 す る た め に 、 友 人 種 別 ・ 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立

変 数 、友 人 に 対 す る 各 評 定 平 均 値 を 従 属 変 数 と す る 2× 5 の 2 要 因 の

分 散 分 析 を 行 っ た 。 各 時 点 及 び 新 旧 友 人 別 の 評 定 平 均 値 を

Table3-2-5 .新旧友人に対する各評定における性別の平均値（5回の評定の推定周辺平均）

ポジティブ 拒否 深さ 対等さ 感情的 親和的 主張的 回避的

男性 5.18 3.99 2.31 5.00 5.43 3.97 2.93 1.60 1.32

女性 5.54 4.95 1.98 5.45 6.67 4.13 3.41 1.60 1.22

男性 6.10 4.16 2.25 5.72 5.76 4.31 3.22 1.83 1.29

女性 6.40 5.51 2.12 6.20 6.32 4.38 3.65 1.82 1.20

新

友
人

旧
友
人

親密度得点
対人感情 二者関係認知 対人行動
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Ta b l e 3 - 2 - 6 に 示 す 。  

 

( 3 ) - 2 - 1  親 密 度 得 点 に お け る 検 討  

 親 密 度 得 点 で は 、 そ の 結 果 、 友 人 種 別 お よ び 時 点 の 有 意 な 主 効 果

が 見 ら れ た が （ 友 人 ： F ( 1 , 11 4 ) = 3 8 . 0 5 , p < . 0 0 1 ・ 時 点 ：

F ( 4 , 4 5 6 ) = 7 4 . 9 4 , p < . 0 0 1）、 友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が

見 ら れ た た め （ F ( 4 , 4 5 6 ) = 2 0 . 9 5 , p < . 0 0 1）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点

別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は い ず れ も 旧

友 人 へ の 親 密 度 得 点 が 新 友 人 へ の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 ま た

友 人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 5 回 目 の 得 点 が 1 回 目 ・ 3 回

目 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 旧 友 人 で は 、 調 査 時 点 に よ る 差

異 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

( 3 ) - 2 - 2  対 人 感 情 に お け る 検 討  

 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 、 友 人 種 別 お よ び 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら

れ た が （ 友 人 ： F ( 1 , 11 2 ) = 1 3 . 6 2 , p < . 0 0 1 ・ 時 点 ：

F ( 4 , 4 4 8 ) = 2 4 . 7 3 , p < . 0 0 1）、 友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が

見 ら れ た た め （ F ( 4 , 4 4 8 ) = 2 . 5 8 , p < . 0 5）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点 別

に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は 1 回 目 か ら 4

回 目 調 査 時 点 に お け る 旧 友 人 へ の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 が 新 友 人 へ の

得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 有 意 な 差 は 見 ら

れ な か っ た 。 ま た 友 人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 5 回 目 の 得

点 が 1・ 3・ 4 回 目 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、旧 友 人 で は 、調

査 時 点 に よ る 差 異 は 見 ら れ な か っ た 。  

 拒 否 感 情 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

（ F ( 4 , 4 4 8 ) = 6 . 2 9 , p < . 0 0 1）、1 回 目 調 査 時 点 に お け る 拒 否 感 情 得 点 が 、

2・ 4・5 回 目 の 得 点 よ り も 低 く 、3 回 目 調 査 時 点 に お け る 得 点 が 、4・

5 回 目 の 得 点 よ り も 低 か っ た 。  

 

( 3 ) - 2 - 3  二 者 関 係 認 知 に お け る 検 討   

深 さ の 関 係 認 知 で は 、 友 人 種 別 お よ び 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら

れ た が （ 友 人 ： F ( 1 , 11 2 ) = 2 4 . 9 1 , p < . 0 0 1 ・ 時 点 ：

F ( 4 , 4 4 8 ) = 6 2 . 7 7 , p < . 0 0 1）、 友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が

見 ら れ た た め（ F ( 4 , 4 4 8 ) = 6 . 5 6 , p < . 0 0 1）、友 人 種 別 、及 び 調 査 時 点 別

に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は す べ て の 調 査

時 点 に お け る 旧 友 人 へ の 関 係 の 深 さ 得 点 が 新 友 人 へ の 得 点 よ り も 有

意 に 高 か っ た 。 ま た 友 人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 5 回 目 の

得 点 が そ の 他 の 調 査 時 点 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 旧 友 人 で

は 、 調 査 時 点 に よ る 差 異 は 見 ら れ な か っ た 。  

対 等 性 の 関 係 認 知 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が
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（ F ( 4 , 4 4 8 ) = 6 . 7 2 , p < . 0 0 1）、友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が

見 ら れ た た め （ F ( 4 , 4 4 8 ) = 2 . 5 4 , p < . 0 5）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点 別

に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は 1 回 目 か ら 4

回 目 調 査 時 点 に お け る 旧 友 人 へ の 関 係 の 対 等 さ 得 点 が 新 友 人 へ の 得

点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 有 意 な 差 は 見 ら れ

な か っ た 。  

感 情 的 な 関 係 認 知 で は 、 友 人 種 別 お よ び 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見

ら れ た が （ 友 人 ： F ( 1 , 11 2 ) = 1 2 . 8 0 , p < . 0 1 ・ 時 点 ：

F ( 4 , 4 4 8 ) = 5 . 2 5 , p < . 0 0 1）、友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見

ら れ た た め （ F ( 4 , 4 4 8 ) = 2 . 9 0 , p < . 0 5）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点 別 に

単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は 1・ 2・ 3・ 5 回

目 調 査 時 点 に お け る 旧 友 人 へ の 関 係 の 感 情 得 点 が 新 友 人 へ の 得 点 よ

り も 有 意 に 高 か っ た が 、 4 回 目 調 査 時 点 で は 有 意 な 差 は 見 ら れ な か

っ た 。  

 

( 3 ) - 2 - 4  対 人 行 動 に お け る 検 討  

親 和 的 行 動 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が （ 時 点 ：

F ( 4 , 4 5 6 ) = 2 4 . 7 4 , p < . 0 0 1）、 友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が

見 ら れ た た め（ F ( 4 , 4 5 6 ) = 5 . 5 7 , p < . 0 0 1）、友 人 種 別 、及 び 調 査 時 点 別

に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 調 査 時 点 別 の 検 討 で は 1 回 目 か ら 4

回 目 調 査 時 点 に お け る 旧 友 人 へ の 親 和 的 行 動 得 点 が 新 友 人 へ の 得 点

よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 有 意 な 差 は 見 ら れ な

か っ た 。 ま た 友 人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 5 回 目 の 得 点 が

そ の 他 全 て の 調 査 時 点 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、旧 友 人 で は 、

1 回 目 調 査 時 点 で の 得 点 が 3・ 4・ 5 回 目 調 査 時 点 の 得 点 よ り も 有 意

に 高 く 、ま た 2 回 目 調 査 時 点 の 得 点 が 5 回 目 の 得 点 よ り も 有 意 に 高

か っ た 。  

主 張 的 行 動 で は 、 友 人 種 別 お よ び 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た

が（ 友 人： F ( 1 , 11 4 ) = 1 0 . 3 5 , p < . 0 1・時 点： F ( 4 , 4 5 6 ) = 2 4 . 6 9 , p < . 0 0 1）、

友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め

（ F ( 4 , 4 5 6 ) = 3 . 0 6 , p < . 0 5）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点 別 に 単 純 主 効 果

の 検 定 を 行 っ た 。調 査 時 点 別 の 検 討 で は 1・ 2・ 3 回 目 調 査 時 点 に お

け る 旧 友 人 へ の 主 張 的 行 動 得 点 が 新 友 人 へ の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か

っ た が 、 4・ 5 回 目 調 査 時 点 で は 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。ま た 友

人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 １ 回 目 の 得 点 が そ の 他 全 て の 調

査 時 点 の 得 点 よ り も 有 意 に 低 く 、 2 回 目 は 4・ 5 回 目 よ り も 低 く 、 3

回 目 は 5 回 目 よ り も 低 か っ た 。旧 友 人 で は 調 査 時 点 に よ る 差 異 は 見

ら れ な か っ た 。  

回 避 的 行 動 で は 友 人 種 別 と 調 査 時 点 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た

た め （ F ( 4 , 4 5 6 ) = 3 . 6 1 , p < . 0 1）、 友 人 種 別 、 及 び 調 査 時 点 別 に 単 純 主
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効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 友 人 種 別 の 検 討 に お い て 新 友 人 で は 、 １ 回 目

調 査 時 点 の 回 避 的 行 動 得 点 が 4・ 5 回 目 の 得 点 よ り も 有 意 に 低 か っ

た が 、 旧 友 人 で は 調 査 時 点 に よ る 差 異 は 見 ら れ な か っ た 。  

 

 

 

 

( 3 ) - 3  新 友 人 と 旧 友 人 に 対 す る 親 密 度 、 お よ び 「 対 人 感 情 」「 二 者

関 係 認 知 」「 対 人 行 動 」 の 潜 在 曲 線 モ デ ル に よ る 検 討  

 

新 旧 友 人 に 対 す る 5 時 点 の 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対

人 行 動 の 各 平 均 評 定 値 に つ い て 、 １ 次 の 成 長 曲 線 を 仮 定 し 、 潜 在 曲

線 モ デ ル に よ っ て 切 片 と 傾 き を 推 定 し た 。潜 在 曲 線 モ デ ル の 特 徴 は 、

① 切 片 と 傾 き で 縦 断 的 な 得 点 を 予 測 で き る こ と 、 ② 切 片 や 傾 き は 個

人 ご と に 異 な る 確 率 点 数 で あ る こ と 、 ③ 切 片 や 傾 き の 平 均 値 を 求 め

る こ と で 集 団 全 体 の 傾 向 を 把 握 す る こ と が 可 能 な こ と で あ る ( 小

塩 , 2 0 0 5 b )。本 研 究 の 目 的 は 、新 旧 友 人 の 評 定 の 推 移 を 検 討 す る と と

も に 、新 旧 友 人 の 双 方 の 影 響 力 を 検 討 す る こ と で あ る 。し た が っ て 、

新 旧 友 人 そ れ ぞ れ の 潜 在 曲 線 モ デ ル を 作 成 後 、 両 モ デ ル を 同 時 に 分

析 し 、 新 友 人 → 旧 友 人 お よ び 旧 友 人 → 新 友 人 の 双 方 の 影 響 力 を 仮 定

し 、 探 索 的 に パ ス を 想 定 し た 。 分 析 に は A m o s 1 6 . 0 を 使 用 し た 。  

潜 在 曲 線 モ デ ル は 、 縦 断 的 な 調 査 に お い て 、 得 点 の 1 次 の 直 線 的

T a b l e . 3 - 2 - 6 . 　 新 友 人 と 旧 友 人 の 各 評 定 値 の 推 移 と S D お よ び F 値

F値
上段＝時点の主効果

中段＝友人種の主効果

下段＝交互作用

親密度 5.30 5.46 5.38 5.46 5.63 6.41 6.36 6.36 6.28 6.21 7 4 . 9 4***

( . 9 5 ) ( . 8 6 ) ( . 9 1 ) ( . 9 7 ) ( . 8 2 ) ( . 7 8 ) ( . 7 3 ) ( . 7 4 ) ( . 7 2 ) ( . 8 5 ) 3 8 . 0 5***

2 0 . 9 5***

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 4 . 5 9 4 . 7 8 4 . 6 7 4 . 6 2 4 . 9 9 5 . 2 8 5 . 1 8 5 . 2 2 5 . 0 8 5 . 0 9 2 4 . 7 3***

( 1 . 1 1 ) ( . 9 8 ) ( 1 . 1 2 ) ( 1 . 1 0 ) ( . 9 9 ) ( 1 . 0 6 ) ( 1 . 0 8 ) ( 1 . 1 0 ) ( 1 . 1 4 ) ( 1 . 1 0 ) 1 3 . 6 2***

2 . 5 8*

拒否感情 1.82 2.00 2.13 2.26 2.06 1.94 2.21 2.17 2.21 2.17 6 . 2 9***

( . 9 0 ) ( . 9 4 ) ( . 9 1 ) ( 1 . 0 7 ) ( . 8 8 ) ( . 8 9 ) ( 1 . 0 9 ) ( . 9 9 ) ( 1 . 0 4 ) ( . 8 9 ) 0 . 3 2

1 . 9 7

深 さ の 関 係 認 知 5 . 2 1 5 . 3 6 5 . 3 4 5 . 3 2 5 . 5 8 6 . 0 7 6 . 0 3 6 . 1 5 6 . 0 5 6 . 0 9 6 2 . 7 7***

( . 8 9 ) ( . 8 7 ) ( . 9 5 ) ( . 9 6 ) ( . 8 3 ) ( . 8 1 ) ( . 8 3 ) ( . 7 6 ) ( . 8 2 ) ( . 8 6 ) 2 4 . 9 1***

6 . 5 6***

対等性の関係認知 5.81 5.99 5.98 5.83 5.97 6.17 6.22 6.22 6.15 6.12 6 . 7 2***

( . 9 3 ) ( . 8 4 ) ( . 9 9 ) ( 1 . 0 1 ) ( . 9 0 ) ( . 9 5 ) ( . 9 9 ) ( . 9 7 ) ( . 9 7 ) ( . 9 3 ) 2 . 9 1

2 . 5 4*

感 情 的 な 関 係 認 知 4 . 0 1 4 . 0 9 4 . 0 9 4 . 1 9 4 . 0 6 4 . 4 6 4 . 3 0 4 . 3 0 4 . 3 8 4 . 3 8 5 . 2 5***

( . 6 0 ) ( . 8 5 ) ( . 9 0 ) ( 1 . 0 3 ) ( . 8 9 ) ( . 9 9 ) ( . 9 7 ) ( 1 . 0 6 ) ( 1 . 0 1 ) ( 1 . 0 4 ) 1 2 . 8 0**

2 . 9 0*

親和的行動 3.16 3.28 3.26 3.25 3.48 3.68 3.61 3.53 3.47 3.41 2 4 . 7 4***

( . 6 8 ) ( . 6 2 ) ( . 7 3 ) ( . 7 5 ) ( . 6 6 ) ( . 6 3 ) ( . 6 6 ) ( . 7 1 ) ( . 7 3 ) ( . 7 2 ) 3 . 1 5

5 . 5 7***

主張的行動 1.38 1.55 1.60 1.70 1.75 1.81 1.89 1.84 1.80 1.79 2 4 . 6 9***

( . 4 8 ) ( . 5 8 ) ( . 5 8 ) ( . 6 7 ) ( . 6 1 ) ( . 6 4 ) ( . 7 1 ) ( . 7 3 ) ( . 6 5 ) ( . 6 4 ) 1 0 . 3 5**

3 . 0 6*

回避的行動 1.16 1.24 1.26 1.30 1.26 1.16 1.23 1.24 1.25 1.22 2.15

(.24) (.44) (.41) (.56) (.35) (.31) (.38) (.40) (.48) (.36) 0.01

3 . 6 1**

（ 　 　 　 ） 内 は S D

新友人 旧友人

1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目 1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 5 回 目

* * *p< . 0 0 1 　 　 * *p< . 0 1 　 　 *p< . 0 5
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な 傾 き を 仮 定 す る モ デ ル で あ る た め 、 傾 き か ら 各 時 点 の 観 測 変 数 へ

の パ ス 係 数 に つ い て 1 回 目 調 査 時 点 を「 0」、2 回 目 調 査 時 点 を「 1」、

3 回 目 調 査 時 点 を「 2」、4 回 目 調 査 時 点 を「 3」、5 回 目 調 査 時 点 を「 4」

と い っ た よ う に 固 定 す る も の で あ る 。 し か し な が ら 、 本 研 究 の い ず

れ の 変 数 に お け る 分 析 で も 、 適 合 す る モ デ ル を 得 ら れ な か っ た 。 本

研 究 の 各 評 定 値 の 推 移 は 、 先 述 の 分 散 分 析 の 結 果 か ら 、 必 ず し も 直

線 的 な 推 移 を 示 し て い な か っ た 。 し た が っ て 、 適 合 す る モ デ ル を 作

成 す る た め に 、 非 線 形 曲 線 を 想 定 し 、 パ ス 係 数 の 固 定 に つ い て 、 1

回 目 調 査 時 点 を 「 0」、 5 回 目 調 査 時 点 を 「 1」（ ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の み

1 回 目 調 査 時 点 を 「 1」、 5 回 目 調 査 時 点 を 「 0」 と 設 定 し た 2 ）。） と

し 、 そ の 他 の パ ス の 固 定 を 外 す 手 法 を 用 い た （ 豊 田 , 2 0 0 3）。 ま た 、

適 合 度 を 上 げ る た め に 修 正 指 数 を 参 考 に し 、 必 要 な 誤 差 共 分 散 を 導

入 し た 。各 モ デ ル に お け る 新 旧 友 人 に 対 す る 5 回 の 評 定 平 均 値 の 潜

在 曲 線 モ デ ル に お け る 推 定 値 の 一 覧 表 を Ta b l e 3 - 2 - 7 に 示 す 。  

 

 

 

( 3 ) - 3 - 1  親 密 度 得 点 に お け る 検 討  

親 密 度 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 6 ) = 4 0 . 9 1 , n . s .  ・ C F I = . 9 9・

R M S E A = . 0 4 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 5 . 3 3、 傾 き は . 2 9 で あ り 、 旧 友 人 の 切

T a b l e 3 - 2 - 7 . 新 旧 友 人 に 対 す る 5 回 の 評 定 平 均 値 の 潜 在 曲 線 モ デ ル に お け る 推 定 値 （ 非 標 準 化 推 定 値 ）

新 切 片 →
旧 切 片

新 切 片 ⇔
旧 切 片

新 傾 き →
旧 傾 き

新 切 片 →
旧 傾 き

旧 切 片 →
新 切 片

旧 傾 き →
新 傾 き

旧 切 片 →
新 傾 き

新 傾 き ⇔
旧 傾 き

親 密 度 . 3 3*** .41*

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 . 5 9*** .64***

拒 否 感 情 . 8 7*** 1.65+

深 さ の 関 係 認 知 . 2 0*** .79***

対 等 さ の 関 係 認 知 . 7 1*** .48** .79*

理 性 - 感 情 的 な 関 係 認 知 . 4 6*** .11*

親 和 的 行 動 . 7 3*** .83**

主 張 的 行 動 . 1 7** 1.09***  

回 避 的 行 動 　 . 7 0*** 1.15*

新 傾 き →
1 回 目

新 傾 き →
2 回 目

新 傾 き →
3 回 目

新 傾 き →
4 回 目

新 傾 き →
5 回 目

旧 傾 き →
1 回 目

旧 傾 き →
2 回 目

旧 傾 き →
3 回 目

旧 傾 き →
4 回 目

旧 傾 き →
5 回 目

親 密 度 . 0 0 . 2 5 . 4 2* . 6 9*** 1.00 .00 .50*** .62** .90* 1.00

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 1 . 0 0 . 6 0*** .92*** .75*** .00 1.00 .47* .54** .33* .00

拒 否 感 情 . 0 0 1 . 0 1** 1.71*** 1.96*** 1.00 .00 1.24*** 1.34*** 1.64*** 1.00

深 さ の 関 係 認 知 . 0 0 . 3 5* . 6 1*** .76*** 1.00 .00 .60*** .70*** 1.06** 1.00

対 等 さ の 関 係 認 知 . 0 0 . 6 5*** .99*** .82*** 1.00 .00 1.41*** 1.41*** .78** 1.00

理 性 - 感 情 的 な 関 係 認 知. 0 0 1 . 0 4*** 1.37*** 1.36*** 1.00 .00 1.62** 1.86** .97** 1.00

親 和 的 行 動 . 0 0 . 4 3*** .57*** .49*** 1.00 .00 .41*** .69*** .88** 1.00

主 張 的 行 動 . 0 0 . 5 3*** .81*** 1.03*** 1.00 .00 1.44*** 2.39** 1.62*** 1.00

回 避 的 行 動 . 0 0 2 . 7 4** 3.45** 3.77** 1.00 .00 1.72** 2.83** 3.48* 1.00
***p<.001 **p<.01 *p<.05
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片 は 4 . 6 9、傾 き は - . 3 0 で あ っ た 。ま た 新 友 人 の 切 片 と 傾 き の 相 関 係

数 は - . 1 8 で 有 意 で あ っ た 。新 友 人 の 切 片 か ら 旧 友 人 へ の 切 片 に 対 す

る 影 響 力 は . 3 3（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ り 、 新 友 人 の 傾 き

か ら 旧 友 人 へ の 傾 き に 対 す る 影 響 力 は . 4 1（ 非 標 準 化 推 定 値；p < . 0 5）

で あ っ た 。  ( F i g u r e 3 - 2 - 1 参 照 )。  

 

 

( 3 ) - 3 - 2  対 人 感 情 に お け る 検 討  

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 7 ) = 6 2 . 7 5 , p < . 0 1・

C F I = . 9 7・ R M S E A = . 0 8 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 4 . 9 6、 傾 き は 5 . 0 5 で あ り 、 旧 友 人 の

切 片 は - . 5 2、傾 き は . 2 2 で あ っ た 。ま た 新 友 人 の 切 片 と 旧 友 人 の 切 片

の 相 関 係 数 は . 5 9 で 有 意 で あ っ た 。 旧 友 人 の 傾 き か ら 新 友 人 へ の 傾

き に 対 す る 影 響 力 は . 6 4 （ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1 ） で あ っ た 。  

( F i g u r e 3 - 2 - 2 参 照 )。  

拒 否 感 情 得 点 に お け る 適 合 度 は 、χ 2 ( 3 5 ) = 5 4 . 7 4 , p < . 0 5・C F I = . 9 7・

R M S E A = . 0 7 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 1 . 8 4、 傾 き は . 1 9 で あ り 、 旧 友 人 の 切

片 は . 3 4、傾 き は - . 3 0 で あ っ た 。新 友 人 の 切 片 か ら 旧 友 人 へ の 切 片 に

対 す る 影 響 力 は . 8 7（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ り 、 新 友 人 の

傾 き か ら 旧 友 人 へ の 傾 き に 対 す る 影 響 力 は 1 . 6 5（ 非 標 準 化 推 定 値 ；

p < . 1 0） で あ っ た 。 ( F i g u r e 3 - 2 - 3 参 照 )。  

 

新・親密度１
5.33(.49) 4.69

旧・親密度1

新・親密度2
.33

旧・親密度2

新・親密度3 ‐ .18 旧・親密度3

.18

新・親密度4
.41

旧・親密度4

.10

新・親密度5
.29(.39) ‐.30

旧・親密度5

Figure3-2-1.　新旧友人に対する親密度得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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( 3 ) - 3 - 3  二 者 関 係 認 知 に お け る 検 討   

深 さ の 関 係 認 知 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 7 ) = 7 5 . 3 1 , p < . 0 0 1  ・

C F I = . 9 3・ R M S E A = . 1 0 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 5 . 1 8、 傾 き は . 3 4 で あ り 、 旧 友 人 の 切

片 は 6 . 0 7、傾 き は - . 0 1 で あ っ た 。ま た 新 友 人 の 切 片 と 旧 友 人 の 切 片

の 相 関 係 数 は . 2 0 で 有 意 で あ っ た 。 旧 友 人 の 傾 き か ら 新 友 人 へ の 傾

き に 対 す る 影 響 力 は . 7 9 （ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1 ） で あ っ た 。  

( F i g u r e 3 - 2 - 4 参 照 )。  

対 等 さ の 関 係 認 知 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ

2 ( 3 4 ) = 5 4 . 6 3 , p < . 0 5  ・ C F I = . 9 6・ R M S E A = . 0 7 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 5 . 8 0、 傾 き は - 4 . 6 7 で あ り 、 旧 友 人 の

切 片 は 2 . 0 3、傾 き は - . 0 3 で あ っ た 。旧 友 人 の 切 片 か ら 新 友 人 へ の 傾

き に 対 す る 影 響 力 は . 7 9（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 5） で あ っ た 。 ま た

新 友 人 の 切 片 か ら 旧 友 人 へ の 切 片 に 対 す る 影 響 力 は . 7 1（ 非 標 準 化 推

定 値 ； p < . 0 0 1）、 新 友 人 の 傾 き か ら 旧 友 人 へ の 傾 き に 対 す る 影 響 力

は . 4 8（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 1） で あ っ た ( F i g u r e 3 - 2 - 5 参 照 )。  

理 性 - 感 情 的 な 関 係 認 知 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ

2 ( 3 4 ) = 6 1 . 5 3 , p < . 0 1  ・ C F I = . 9 4・ R M S E A = . 0 9 で あ っ た 。  
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新・ポジティブ5
5.05 (.87 ) .22(.38)

旧・ポジティブ5

Figure3-2-2.　新旧友人に対するポジティブ感情得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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Figure3-2-3.　新旧友人に対する拒否感情得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 4 . 0 1、 傾 き は - 2 . 0 0 で あ り 、 旧 友 人 の

切 片 は 4 . 4 5、傾 き は - . 0 8 で あ っ た 。ま た 新 友 人 の 傾 き と 旧 友 人 の 傾

き の 相 関 係 数 は . 11 で 有 意 で あ っ た 。 旧 友 人 の 切 片 か ら 新 友 人 へ の

傾 き に 対 す る 影 響 力 は . 4 6（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ っ た 。

( F i g u r e 3 - 2 - 6 参 照 )。  
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Figure3-2-4.　新旧友人に対する深さの関係認知得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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Figure3-2-5.　新旧友人に対する対等さの関係認知得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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Figure3-2-6.　新旧友人に対する感情的な関係認知得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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( 3 ) - 3 - 4  対 人 行 動 に お け る 検 討   

親 和 的 行 動 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 6 ) = 7 6 . 3 7 , p < . 0 0 1 ・

C F I = . 9 6・ R M S E A = . 1 0 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は . 4 5、 傾 き は 3 . 7 0 で あ り 、 旧 友 人 の 切

片 は . 5 4、傾 き は - . 2 6 で あ っ た 。旧 友 人 の 切 片 か ら 新 友 人 へ の 切 片 に

対 す る 影 響 力 は . 7 3（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ り 、 旧 友 人 の

傾 き か ら 新 友 人 へ の 傾 き に 対 す る 影 響 力 は . 8 3（ 非 標 準 化 推 定 値 ；

p < . 0 1） で あ っ た 。 ( F i g u r e 3 - 2 - 7 参 照 )。  

主 張 的 行 動 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 6 ) = 11 0 . 2 8 , p < . 0 0 1  ・

C F I = . 9 1・ R M S E A = . 1 4 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 1 . 3 8、 傾 き は . 3 0 で あ り 、 旧 友 人 の 切

片 は 1 . 8 1、 傾 き は . 0 1 で あ っ た 。 ま た 新 友 人 の 切 片 と 旧 友 人 の 切 片

の 相 関 係 数 は . 1 7 で 有 意 で あ っ た 。 旧 友 人 の 傾 き か ら 新 友 人 へ の 傾

き に 対 す る 影 響 力 は 1 . 0 9（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ っ た 。  

( F i g u r e 3 - 2 - 8 参 照 )。  

回 避 的 行 動 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ 2 ( 3 4 ) = 1 6 0 . 2 8 ,  p < . 0 0 1  ・

C F I = . 8 1・ R M S E A = . 1 8 で あ っ た 。  

推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は . 3 5、傾 き は . 0 0 で あ り 、旧 友 人 の 切 片

は 1 . 1 7、 傾 き は . 0 2 で あ っ た 。 旧 友 人 の 切 片 か ら 新 友 人 へ の 切 片 に

対 す る 影 響 力 は . 7 0（ 非 標 準 化 推 定 値 ； p < . 0 0 1） で あ り 、 旧 友 人 の

傾 き か ら 新 友 人 へ の 傾 き に 対 す る 影 響 力 は 1 . 1 5（ 非 標 準 化 推 定 値 ；

p < . 0 5） で あ っ た 。  ( F i g u r e 3 - 2 - 9 参 照 )。  
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Figure3-2-7.　新旧友人に対する親和的行動得点の潜在曲線モデル（非標準化推定値）
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( 4 )  考 察  

 

本 章 で は 、 5 回 の 追 跡 調 査 に お い て 、 各 調 査 時 点 で の 「 一 番 親 し

い 新 旧 友 人 」 の 評 定 を 追 跡 す る こ と か ら 、 新 旧 友 人 そ れ ぞ れ の 推 移

と 差 異 、 及 び 双 方 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 比 較 検 討 し た 。 各 結 果 の 考

察 を 述 べ た 上 で 、 最 後 に 仮 説 の 可 否 に つ い て 論 じ て い く 。  

 

( 4 ) - 1  対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 因 子 構 造 と 性 差  

第 １ に「 対 人 感 情 」・「 関 係 認 知 」・「 対 人 行 動 」の 各 指 標 に つ い て 、

全 調 査 協 力 者 の 新 友 人 お よ び 旧 友 人 に 対 す る 評 定 を 統 合 し 、 親 し い

友 人 に 対 す る 全 体 の 構 造 と し て 検 討 し た 。  

「 対 人 感 情 」で は「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 」・「 拒 否 感 情 」の 2 因 子 が 見

出 さ れ た 。こ の 結 果 は 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )と 因 子 構 造 、項 目 構 成 、信 頼 性 に

つ い て 、 ほ ぼ 同 じ 結 果 が 得 ら れ た 。 津 村 ら ( 1 9 8 5 ) の s i g n i f i c a n t  

o t h e r s に 限 定 し た 因 子 構 造 の 検 討 で は 、対 人 感 情 の 構 造 と し て 4 因

子 を 抽 出 し て い る が 、津 村 ら の「 一 体 感・信 頼 」「保 護・情 愛 」は 本

論 文 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 に 、「畏 怖・尊 敬・負 い 目 」う ち「 尊 敬 し た い 」

の み ポ ジ テ ィ ブ 感 情 に 、「 畏 怖 ・ 尊 敬 ・ 負 い 目 」「 優 越 感 ・ 反 感 」 の

そ の 他 の 項 目 は 本 研 究 の 「 拒 否 感 情 」 に 集 約 さ れ た 。 津 村 ら の 研 究
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で も s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 限 定 し た 構 造 の 検 討 で あ っ た が 、 対 象 は

家 族 、 い と こ 、 大 学 の 先 生 、 先 輩 ・ 後 輩 、 同 性 の 友 人 、 お よ び 異 性

の 友 人 ・ 恋 人 と い っ た 異 性 や 上 下 関 係 が 存 在 す る 本 研 究 よ り も 幅 広

い 対 象 に 対 す る 結 果 で あ る 。 本 研 究 で は 、 同 性 の 最 も 親 し い 新 友 人

と 旧 友 人 に 対 す る 評 定 の み で あ り 、 対 象 人 物 の 範 囲 は 極 め て 狭 く 、

感 情 の 構 造 が 分 化 さ れ な か っ た も の と 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 甘 え た

い 、 か わ い い と い っ た 「 保 護 ・ 情 愛 」 の 感 情 や 負 い 目 を 感 じ る 、 尊

敬 し た い と い っ た 「 畏 怖 ・ 尊 敬 ・ 負 い 目 」 の 感 情 は 先 生 と の 関 係 、

両 親 と の 関 係 、 先 輩 後 輩 関 係 と い っ た 上 下 関 係 が 存 在 す る 場 合 に 分

化 す る 感 情 で あ る と 考 え ら れ る 。 同 性 友 人 関 係 の 特 徴 の ひ と つ は お

互 い の 立 場 の「 対 等 性 」で あ る た め (遠 矢 , 1 9 9 6 )、こ れ ら の 感 情 は 分

化 さ れ ず 、 友 人 に 対 し て 「 ポ ジ テ ィ ブ 」 な 感 情 を 示 す 程 度 と 、 友 人

に 対 し て「 拒 否 」の 感 情 を 示 す 程 度 に 統 合 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

渡 辺 ( 2 0 0 7 b )は 入 学 3 週 間 目 ～ 3 カ 月 目 ま で の 入 学 当 初 の 検 討 で あ り 、

本 章 の デ ー タ は 、 １ 年 １ ヶ 月 後 ま で の 追 跡 デ ー タ で あ り 調 査 期 間 の

差 異 が あ る が 、 友 人 に 対 す る 感 情 は 、 少 な く と も 入 学 1 年 後 の 新 旧

友 人 に 対 し て 、 安 定 し た 構 造 が 見 ら れ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま

た 、因 子 分 析 の 結 果 に よ る 信 頼 性 係 数 も 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )と 変 わ ら な い 高

い 値 を 得 て い る 。本 研 究 で は 、入 学 3 週 間 後 に 出 会 っ た 新 友 人 か ら 、

付 き 合 い 期 間 の 長 い 旧 友 人 ま で 、 幅 広 い 友 人 の 測 定 を 対 象 と す る た

め 、 一 般 的 な 他 者 へ の 感 情 を 採 用 し た 。 こ の 尺 度 の 採 用 に よ っ て 、

友 人 関 係 特 有 の 感 情 面 を 全 て 網 羅 す る こ と が で き な か っ た 可 能 性 へ

の 課 題 は 生 じ た が 、 友 人 関 係 で 出 会 い の 初 期 か ら 生 じ る 感 情 面 を 抽

出 で き 、 ま た あ る 程 度 の 期 間 で 継 続 的 に 測 定 可 能 な 感 情 面 を 捉 え る

こ と が で き た と 考 え る 。  

「 関 係 認 知 」で は 「 深 さ の 関 係 認 知 」・「 対 等 性 の 関 係 認 知 」・「 感

情 的 な 関 係 認 知 」 因 子 の 3 因 子 が 見 出 さ れ た 。 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )に お け

る 「 親 密 な 関 係 認 知 」 の 因 子 が 、 本 論 文 で は 、「 深 さ 」「 対 等 性 」 に

分 化 し た 。林 ら ( 1 9 8 4 )の「 緊 密 － 表 面 」「気 楽 － 緊 張 」「上 下 － 対 等 」

「 協 調 － 競 合 」の う ち 、本 論 文 で は 、「上 下 ‐ 対 等 」が「 対 等 性 の 関

係 認 知 」 に 、 そ の 他 の 内 容 が 「 深 さ の 関 係 認 知 」 に 統 合 さ れ た 。 両

因 子 の 因 子 間 相 関 は . 5 8 5 と 高 い も の の 、各 因 子 の 信 頼 性 が 高 く 、因

子 の 解 釈 も 可 能 で あ っ た 。 本 論 文 の 協 力 者 が 一 番 親 し い 友 人 に 対 す

る 関 係 認 知 に は 、 関 係 の 「 深 さ 」 に 関 す る 認 知 と 関 係 の 「 対 等 さ 」

に 関 す る 認 知 が 両 方 存 在 す る こ と を 意 味 す る も の で あ る 。 渡 辺

( 2 0 0 7 b )や 本 論 文 で は 調 査 協 力 者 の 負 担 を 考 え 、各 因 子 の 因 子 負 荷 が

高 い 項 目 を 抜 粋 し 、ま た 林 ら ( 1 9 8 4 )の 研 究 で 使 用 さ れ た 特 性 語 が 2 0

年 以 上 前 に 使 用 さ れ た も の で あ る こ と か ら 現 代 の 大 学 生 が 友 人 関 係

と の 関 係 認 知 と し て 回 答 に 適 す る と 判 断 し た 項 目 の み 1 4 項 目 を 使

用 し て い る 。 そ の た め 、 林 ら と は 同 じ 因 子 構 造 が 得 ら れ な か っ た と
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考 え ら れ る 。ま た 、林 ら ( 1 9 8 5 )は s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 限 定 し た「 関

係 認 知 」構 造 の 検 討 も 行 っ て い る が 、そ の 結 果 、「気 楽 － 緊 張 」関 係

は 抽 出 さ れ な か っ た 。 林 ら は こ の 考 察 と し て 、 一 般 的 な 対 人 関 係 で

は 自 分 に と っ て「 内 」側 の 関 係 と「 外 」側 の 関 係 認 知 が 存 在 す る が 、

s i g n i f i c a n t  o t h e r s に 対 象 を 限 定 し た 場 合 、「 内 」 の 中 の み の 関 係 で

あ る た め こ の 因 子 が 抽 出 さ れ な か っ た と 報 告 し て い る 。 本 論 文 の 結

果 で も「 気 楽 ‐ 緊 張 」の 項 目 は 、「深 さ 」の 認 知 に 含 ま れ て い る こ と

か ら 、 林 ら ( 1 9 8 5 )の 結 果 を 支 持 す る も の で あ る 。 一 方 で 感 情 的 な 程

度 を 示 す 関 係 認 知 は 、渡 辺 ( 2 0 0 7 b )と 同 様 に 独 立 の も の と し て 抽 出 さ

れ た 。  

「 対 人 行 動 」 で は 「 親 和 的 行 動 」・「 主 張 的 行 動 」・「 回 避 的 行 動 」

の 3 因 子 が 見 出 さ れ た 。 こ の 結 果 は 渡 辺 ( 2 0 0 7 b )と 因 子 構 造 、 項 目

構 成 、 信 頼 性 に つ い て 、 ほ ぼ 同 じ 結 果 が 得 ら れ た 。 今 川 ら ( 1 9 8 4 )は

一 般 的 行 動 5 5 項 目 に つ い て 9 因 子 を 抽 出 し て い る が 、本 研 究 で は 、

対 等 な 大 学 生 の 友 人 関 係 で 行 動 が 生 起 し な い と 思 わ れ る 「 礼 儀 」 の

因 子 項 目 を 削 除 し 、8 因 子 の 中 か ら 代 表 的 な 2 4 項 目 を 選 び 使 用 し た 。

そ の 結 果 、 今 川 ら の 「 親 和 」「 依 存 」「 友 好 」 は 本 研 究 の 「 親 和 的 行

動 」に 集 約 さ れ た 。ま た 今 川 ら の「 敵 対 」は 本 研 究 の「 主 張 的 行 動 」

に 、「服 従 」は 本 研 究 の「 回 避 的 行 動 」に 相 当 す る が 、そ の 他 の「 優

越 」「支 配 」「拒 否 」は 、項 目 に よ っ て 本 研 究 の「 主 張 的 行 動 」と「 回

避 的 行 動 」に 項 目 に よ っ て そ れ ぞ れ 組 み 込 ま れ る 結 果 と な っ た 。「主

張 的 行 動 」 と 「 回 避 的 行 動 」 に は 中 程 度 の 正 の 因 子 間 相 関 ( . 5 7 0 )が

見 出 さ れ て い る 。 す な わ ち 2 つ の 因 子 が 、 協 力 者 の 中 で 似 た よ う な

認 知 が な さ れ て い る 可 能 性 が あ る 。 友 人 に 項 目 内 容 を 比 較 す る と 、

「 主 張 的 行 動 」 は 忠 告 す る 、 反 抗 す る な ど 直 接 的 で 積 極 的 な 関 わ り

を 、「回 避 的 行 動 」は 無 視 す る 、避 け る な ど 、友 人 と の 距 離 を 保 つ 消

極 的 な 関 わ り を 示 す 行 動 と 捉 え ら れ る 。 両 因 子 と も 親 し い 友 人 に 対

す る 行 動 項 目 と し て 、 否 定 的 、 拒 否 的 側 面 を 反 映 し つ つ も 、 積 極 的

な 関 わ り を も つ 行 動 か 、 消 極 的 な 関 わ り を も つ 行 動 が 親 し い 友 人 と

の 付 き 合 い に 中 で は 別 次 元 の 側 面 と し て 分 化 し た も の と 考 え ら れ る 。

ま た「 関 係 認 知 」同 様 に 項 目 を 抜 粋 ( 5 5 項 目 →24 項 目 )し て い る こ と

も 、 先 行 研 究 と 同 じ 構 造 が 得 ら れ な か っ た 要 因 と し て 考 え ら れ る 。  

次 に 、上 記 の 因 子 構 造 か ら 得 ら れ た 各 評 定 平 均 値 に つ い て 、性 差

の 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 親 密 さ の 程 度 ・ ポ ジ テ ィ ブ 感 情 ・ 深 さ と

対 等 さ の 関 係 認 知 ・ 親 和 的 な 行 動 に つ い て い ず れ も 女 性 の 得 点 が 男

性 よ り も 高 く 、 新 友 人 に 対 す る 拒 否 感 情 は 男 性 の 方 が 高 か っ た 。 榎

本（ 1 9 9 9）に よ る と 、男 性 で は 、ラ イ バ ル 意 識 や 葛 藤 が 女 子 よ り も

強 く 、 女 性 で は 信 頼 ・ 安 定 や 不 安 ・ 懸 念 が 男 性 よ り も 強 く 感 じ て い

る こ と を 報 告 し て い る 。 本 研 究 で は 、 女 性 が 男 性 よ り も 友 人 に 対 し

て 、 全 般 的 に ポ ジ テ ィ ブ な 指 標 で あ る 親 密 さ ・ 親 し み を 示 す 感 情 や
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認 知 ・ 行 動 面 を 高 く 評 定 し て お り 、 榎 本 ( 1 9 9 9 )の 知 見 を 一 部 支 持 し

た 。 拒 否 感 情 （ 新 友 人 の み ） は 男 性 の 方 が 女 性 よ り も 高 く 認 知 し て

お り 、 新 し く 出 会 っ た 友 人 に 対 し て 、 男 性 で は 女 性 よ り 反 発 感 や 優

越 感 を 抱 い て お り 、 こ の 性 差 が 親 密 化 過 程 に も 影 響 す る 可 能 性 が あ

る 。  

一 方 で 感 情 的 な 認 知・主 張 的 行 動・回 避 的 行 動 に つ い て 性 差 が 見

ら れ な か っ た 。 本 研 究 で は 男 性 の 協 力 者 が 少 な い た め 、 こ の 結 果 を

一 般 化 す る こ と は 難 し い と 考 え る が 、 友 人 関 係 研 究 で は 性 差 が 指 摘

さ れ て い る た め 、 今 後 は 性 別 の 検 討 が 課 題 と な る 。  

 

( 4 ) - 2  親 密 度・対 人 感 情・関 係 認 知・対 人 行 動 の 新 旧 友 人 関 係 の 推

移  

第 2 に 、 親 密 さ の 程 度 及 び 「 対 人 感 情 」「 関 係 認 知 」「 対 人 行 動 」

の 各 因 子 に お け る 評 定 平 均 値 に つ い て 、大 学 入 学 3 週 間 目 か ら 大 学

入 学 1 年 1 か 月 後 の「 一 番 親 し い 友 人 」に 対 す る 評 定 の 推 移 を 新 旧

友 人 の 観 点 か ら 比 較 し た 。  

親 密 さ の 推 移 で は 、 一 貫 し て 旧 友 人 へ の 親 密 さ の 程 度 が 新 友 人 よ

り も 高 く 、 旧 友 人 へ の 親 密 さ の 程 度 は 高 い 数 値 で 安 定 し て い る こ と

が 明 ら か に な っ た 。ま た 、 新 友 人 の 得 点 は 1 年 1 か 月 後 に 入 学 初 期

段 階 及 び 大 学 3 か 月 後 よ り も 有 意 に 高 く 、一 番 親 し い 友 人 に 対 す る

親 密 さ が 時 間 の 推 移 に し た が い 、 高 ま っ て い く こ と が 明 ら か に な っ

た 。 ま た 、 二 者 関 係 認 知 の 深 さ の 関 係 認 知 に お い て も 、 親 密 さ の 推

移 と 同 様 に 、 旧 友 人 と の 関 係 に つ い て 一 貫 し て 、 新 友 人 よ り も 深 く

認 知 し て お り 、新 友 人 に 対 す る 認 知 で は 、5 回 目 調 査 時 点 に お い て 、

そ の ほ か の 調 査 時 点 よ り も 関 係 が よ り 深 ま っ た と 認 知 し て い る こ と

が 明 ら か に な っ た 。 新 友 人 へ の 親 密 さ や 二 者 関 係 に お け る 深 さ の 認

知 は 、知 り 合 っ て か ら 1 年 間 の 付 き 合 い の 中 で よ り 高 ま っ て い く も

の で あ る が 、 そ れ で も な お 、 古 く か ら の 友 人 に 対 す る 高 く 安 定 し た

親 密 さ や 深 さ の 認 知 に は 及 ば な い も の で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 

対 人 感 情 に お け る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 、二 者 関 係 認 知 の 対 等 性 の 認 知 、

対 人 行 動 の 親 和 的 行 動 得 点 で は 、 1 回 目 か ら 4 回 目 に お け る 指 標 の

比 較 で は 、 い ず れ も 旧 友 人 に 対 し て の 得 点 が 高 か っ た が 、 5 回 目 調

査 時 点 に お け る 新 旧 友 人 間 の 差 が 見 ら れ な か っ た 。 す な わ ち 、 友 人

に 対 し て 優 し く し た い と い っ た 感 情 や 、 関 係 が 対 等 で あ る こ と の 認

知 、協 力 す る と い っ た 友 人 に 対 す る 親 和 的 な 行 動 は 、新 友 人 と の 日 々

と も に 過 ご す 生 活 の 中 で 、 よ り 旧 友 人 に 対 す る 評 価 に 近 づ い て い く

過 程 を 示 す も の で あ る 。 特 に 、 入 学 当 初 行 っ て い た 親 和 的 な 行 動 の

頻 度 は 、 同 大 学 内 の 付 き 合 い 頻 度 の 高 い 新 友 人 で は 時 間 の 経 過 と と

も に 高 ま り 、 旧 友 人 に 対 し て は 、 相 対 的 に 減 少 し て き た こ と を 示 し

て お り 、 具 体 的 な 行 動 面 に つ い て 、 新 旧 友 人 に 対 し て 行 動 頻 度 の 変
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容 が 、 他 の 指 標 に 比 べ て 、 顕 著 に 示 さ れ た 。  

拒 否 感 情 、 お よ び 二 者 関 係 認 知 の 感 情 的 な 関 係 認 知 で は 、 い ず れ

の 友 人 に 対 し て も 、 入 学 直 後 よ り も 入 学 1 年 後 の 拒 否 感 情 が 、 高 ま

り 、 感 情 的 な 認 知 が 増 し て い た 。 ま た 、 感 情 的 な 認 知 に つ い て は 、

旧 友 人 と の 関 係 に つ い て 、 新 友 人 よ り も 感 情 的 な 認 知 を し て い た 。

時 間 の 経 過 と と も に 、 友 人 に 対 す る 感 情 面 や 関 係 を 認 知 す る 側 面 に

つ い て 感 じ る 程 度 が 変 動 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 拒 否 感 情

の 項 目 内 容 は 「 反 発 感 」・「 軽 蔑 」・「 ラ イ バ ル 意 識 」 に 関 す る 内 容 が

含 ま れ て い る 。 1 年 間 の 間 に 様 々 な 経 験 を 共 有 す る 中 で 、 初 期 に は

抱 く 程 度 が 低 か っ た よ う な 感 情 面 の 変 化 を 示 す も の で あ る 。 友 人 関

係 の 形 成 か ら 推 移 で は 、 よ り 親 し く な り ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 や 認 知 が

増 す と い う 側 面 と ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 面 も 若 干 強 く 認 知 さ れ る よ う に

変 動 す る と い う 別 の 側 面 も 明 ら か に さ れ た 。  

対 人 行 動 の 主 張 的 行 動 で は 、 大 学 入 学 半 年 後 ( 4 回 目 )に は 、 新 旧

友 人 の 頻 度 の 差 が 見 ら れ な く な り 、 新 友 人 に 対 す る 主 張 的 行 動 の 頻

度 が 、 大 学 入 学 1 年 1 か 月 後 （ 5 回 目 ） で は 、 他 の 調 査 時 点 よ り も

高 ま っ て い た 。 時 間 の 推 移 と と と も に 、 主 張 的 行 動 の 頻 度 が 増 え て

い く こ と が 明 ら か に な っ た 。 注 意 す べ き 点 と し て 主 張 的 行 動 の 項 目

内 容 は 忠 告 す る 、 反 抗 す る な ど 直 接 的 で 積 極 的 で ネ ガ テ ィ ブ な 関 わ

り 合 い の 行 動 で あ る と 考 え ら れ る が 、 全 体 的 傾 向 と し て 評 定 平 均 値

は 低 く 推 移 し て い た 。 新 旧 友 人 間 お よ び 新 友 人 の 調 査 時 点 間 に 有 意

差 が 見 ら れ た と は い え 、 親 し い 友 人 の 関 係 の 中 で 行 動 頻 度 が 低 い 行

動 で あ る こ と を 考 慮 す べ き で あ る 。 よ っ て 、 こ れ か ら 新 し い 友 人 関

係 を 築 い て い く 新 友 人 に 対 し て は 、 よ り 主 張 的 行 動 の 頻 度 が 低 く 、

特 に 出 会 っ て 3 週 間 の 初 期 段 階 で は 、行 動 頻 度 が 低 か っ た と 考 え ら

れ る 。 し か し な が ら 、 主 張 的 行 動 を 行 う 頻 度 が 高 ま る こ と は 親 密 な

友 人 関 係 の 付 き 合 い の 中 で 必 ず し も ネ ガ テ ィ ブ な 方 向 だ け に 作 用 す

る も の で は な い 可 能 性 が あ る 。 同 性 友 人 関 係 の 特 徴 の ひ と つ は お 互

い の 立 場 の「 対 等 性 」で あ る (遠 矢 , 1 9 9 6 )。本 研 究 で 旧 友 人 の 方 が 新

友 人 よ り も 行 動 頻 度 が 多 い こ と が 示 さ れ た こ と は 、 付 き 合 い が 長 く

安 定 し て い る 関 係 の 旧 友 人 に 対 し て は 「 対 等 」 な 関 係 が 確 立 さ れ て

い る が 故 に 、「忠 告 」・「 反 抗 」・「 自 慢 」と い っ た 主 張 的 関 わ り を 行 う

こ と が 可 能 と な る 関 係 で あ る 可 能 性 を 示 唆 し 、 頻 度 が や や 増 し た も

の と も 考 え ら れ る 。 新 友 人 に 対 し て も 時 間 の 経 過 の 中 で 知 り 合 い 期

間 が 長 く な り 、 主 張 的 行 動 を 行 う 頻 度 も 出 会 い の 初 期 段 階 よ り も 増

し て き た も の と 考 え ら れ る 。  

回 避 的 行 動 で は 新 友 人 で 4・ 5 回 目 調 査 時 点 の 行 動 頻 度 が 1 回 目

よ り も 高 い こ と が 示 さ れ た 。 回 避 的 行 動 の 評 定 平 均 値 は 全 体 的 に 低

く 、 有 意 差 が 見 ら れ た と は い え 、 親 し い 友 人 の 関 係 の 中 で は ま ず 行

動 頻 度 が 非 常 に 低 い 行 動 で あ る こ と を 考 慮 す べ き で あ る 。 前 述 の よ
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う に 、 1 回 目 調 査 時 点 は 、 新 友 人 と の 関 係 は も ち ろ ん の こ と 、 旧 友

人 と の 関 係 に お い て も 、 高 校 を 卒 業 し 別 環 境 で の 生 活 が そ れ ぞ れ ス

タ ー ト し て い る 可 能 性 が あ り 、 新 た な 関 係 の 出 発 地 点 で あ る 。 こ の

よ う な 関 係 の 出 発 点 に お い て 「 避 け る 」、「 無 視 す る 」 と い っ た 回 避

的 行 動 を 多 く 行 う こ と は ど ち ら の 友 人 関 係 の 形 成 ・ 再 構 成 が 進 展 し

な い 可 能 性 が あ り 、 い ず れ の 関 係 に お い て も 頻 度 が 低 い と い う 結 果

に つ な が っ た も の と 考 え ら れ る 。  

 

( 4 ) - 3  親 密 度・対 人 感 情・関 係 認 知・対 人 行 動 の 新 旧 友 人 関 係 の 推

移 と 影 響 関 係 の 検 討  

 第 3 に 、 同 一 協 力 者 の 時 系 列 デ ー タ を 使 用 し 潜 在 曲 線 モ デ ル を 採

用 す る こ と か ら 、 新 旧 友 人 に 推 移 モ デ ル が 適 合 す る の か を 検 討 し 、

さ ら に そ の 推 移 モ デ ル の 中 で 、 新 旧 友 人 関 係 に 双 方 の 影 響 関 係 を 探

索 的 に 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 親 密 度 ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 の 対 等 さ

と 感 情 的 な 認 知 の モ デ ル で は 、 傾 き の パ ス に 自 由 度 を 与 え る 等 の 改

良 に よ り ほ ぼ 満 足 で き る 適 合 度 に 達 し た 。一 方 で 、関 係 認 知 の 深 さ 、

及 び 対 人 行 動 の モ デ ル は や や 適 合 度 が 劣 る も の で あ っ た 。 こ の 結 果

に つ い て は 、 各 評 定 の 推 移 が 一 次 関 数 的 な 直 線 的 な 推 移 で は な か っ

た た め 、 モ デ ル の 適 合 が 高 ま ら な か っ た と 考 え ら れ る 。  

 新 旧 友 人 の 切 片 と 傾 き に 関 す る 影 響 関 係 の パ ス に つ い て は 、 ① 新

友 人 か ら 旧 友 人 へ の パ ス 、 ② 旧 友 人 か ら 新 友 人 へ の パ ス 、 ③ 双 方 向

の パ ス の 3 パ タ ー ン が 抽 出 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 探 索

的 に パ ス を 想 定 し 、 有 意 な パ ス の み を 設 定 し 、 最 終 的 に 最 も 適 合 度

が 高 い モ デ ル を 採 用 し た 。全 体 的 傾 向 と し て 、対 人 行 動 の モ デ ル (親

和 的・主 張 的 ・回 避 的 )で は 、初 期 値（ 切 片 ）お よ び 変 動（ 傾 き ）の

旧 友 人 か ら 新 友 人 へ の 正 の 影 響 力 が 示 さ れ た 。 こ の 結 果 は 、 古 く か

ら の 知 り 合 っ て い る 旧 友 人 に 対 す る 行 動 の 頻 度 が 協 力 者 に と っ て の

友 人 に 対 す る 行 動 の ベ ー ス と な り 、 そ れ が 新 友 人 と の 新 た な 関 係 で

も そ の 影 響 を 反 映 さ せ て い た 可 能 性 が あ る 。 一 方 で 、 親 密 度 ・ 拒 否

感 情 ・ 対 等 さ の 関 係 認 知 の 3 つ の モ デ ル で は 、 初 期 値 （ 切 片 ） お よ

び 変 動 （ 傾 き ） の 新 友 人 か ら 旧 友 人 へ の 正 の 影 響 力 が 示 さ れ た 。 知

り 合 っ た ば か り の 新 友 人 に 対 し て の 親 密 度 や 対 等 さ の 初 期 値 、 及 び

そ の 変 動 は 、 旧 友 人 へ の 評 定 に 影 響 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 す

な わ ち 初 期 段 階 か ら 新 友 人 に 対 し て 親 密 さ を 持 つ こ と 、 対 等 な 人 間

関 係 で あ る こ と は 旧 友 人 と の 大 学 入 学 直 後 の 関 係 に 影 響 を 与 え 、 そ

の 変 動 に つ い て も 新 友 人 に 対 す る 親 密 度 や 対 等 さ の 認 知 の 伸 び が 、

旧 友 人 に 対 す る 評 定 の 伸 び に も 影 響 し て い た 。 一 方 で 拒 否 感 情 は 、

友 人 に 対 す る 反 発 感 や ラ イ バ ル 心 と い っ た 内 容 で あ る が 、 親 密 度 と

対 等 な 関 係 の 認 知 と い っ た よ う な ポ ジ テ ィ ブ な 内 容 の モ デ ル と 同 様

の 影 響 関 係 が 得 ら れ た こ と は 興 味 深 い 知 見 で あ る 。 先 に 述 べ た よ う
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に 、 拒 否 感 情 は 新 旧 友 人 と も に 入 学 直 後 よ り も 1 年 後 で 、 こ の よ う

な 感 情 を や や 強 く 感 じ て い た 。 入 学 し て 1 年 が 経 過 し 、 大 学 生 活 に

対 し て の 緊 張 感 は 、 初 期 よ り も 少 な く な り 安 定 し た 段 階 で あ ろ う 。

新 友 人 と 関 係 に お い て も 初 期 の 段 階 で は 生 起 し に く か っ た 反 発 感 の

よ う な 感 情 が 徐 々 に 表 出 す る よ う に な っ た と い う 伸 び が 旧 友 人 へ の

感 情 面 の 伸 び に も 反 映 す る 結 果 と し て 示 さ れ た も の で あ る 。 ポ ジ テ

ィ ブ 感 情 と 深 さ の 関 係 認 知 で は 、 新 旧 友 人 の 初 期 値 は 双 方 向 の 影 響

が 示 さ れ 、 旧 友 人 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 と 深 さ の 関 係 認 知 の 伸 び が 新 友

人 の 評 定 の 伸 び に 影 響 し て い た 。 友 人 に 対 し て の 信 頼 感 や 親 し さ の

感 情 や 、 友 人 の 関 係 に つ い て 深 さ を 認 知 す る 指 標 の 初 期 値 や そ の 推

移 は 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 で 重 要 な 要 因 で あ る と 考 え ら れ る が 、 伸

び に つ い て 旧 友 人 か ら 新 友 人 に 有 意 な 正 の 影 響 が 示 さ れ た こ と は 、

旧 友 人 と の 関 係 で 培 っ て い る 認 知 の 推 移 が 新 友 人 の 評 定 に 反 映 す る

こ と を 示 し た 。 ま た 、 対 等 さ の 認 知 と 、 感 情 的 な 認 知 の 旧 友 人 に 対

す る 初 期 値 が 、 新 友 人 の 伸 び に 影 響 を 与 え て い た 。 旧 友 人 に 対 す る

第 1 回 目 の 評 定 が 高 い ほ ど 新 友 人 に 対 し て よ り 対 等 だ と 感 じ 、よ り

感 情 的 だ と 感 じ る 認 知 の 伸 び に 影 響 を 示 す 結 果 で あ る 。 入 学 直 後 に

感 じ て い た 旧 友 人 へ の 認 知 が 、 そ の 後 の 新 友 人 の 評 定 の 推 移 に 影 響

を 与 え て い る こ と を 示 し た 。  

潜 在 曲 線 モ デ ル つ い て は 、 縦 断 的 な デ ー タ に つ い て 予 測 可 能 な こ

と や 切 片 や 傾 き の 平 均 値 を 求 め る こ と で 集 団 全 体 の 傾 向 を 把 握 す る

こ と が 可 能 な こ と で あ る た め (小 塩 , 2 0 0 5 b )、 本 研 究 の よ う な 時 系 列

デ ー タ で は 、 有 用 な 手 法 で あ る と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 分 析

の 前 提 が 直 線 的 な 伸 び を 示 す こ と で あ り 、 本 研 究 で は 、 い く つ か の

修 正 を 必 要 と し た 。 そ の 結 果 、 解 釈 が 難 し い モ デ ル も が 存 在 し た こ

と も 事 実 で あ る 。 今 後 の 課 題 と し て モ デ ル の 改 良 が 望 ま れ る 。  

 

( 4 ) - 4  仮 説 の 検 証  

 以 上 の 考 察 を 踏 ま え 、 本 章 で 提 示 し た 仮 説 の 検 証 を 行 っ て い く 。 

「 仮 説 1  入 学 1 年 1 か 月 後 の 新 友 人 に 対 す る 親 密 さ の 程 度 は 入

学 3 週 間 後 よ り も 高 く 評 定 さ れ る 。」 は 5 回 目 の 親 密 度 得 点 が 1・ 3

回 目 の 得 点 よ り も 高 ま っ て い た こ と か ら 、 支 持 さ れ た 。 ま た 新 友 人

に 対 す る 評 定 に つ い て は ポ ジ テ ィ ブ な 側 面 だ け で な く 、 拒 否 感 情 や

主 張 的 行 動 と い っ た 一 見 友 人 に 対 す る 感 情 ・ 行 動 面 と し て は ネ ガ テ

ィ ブ な 側 面 に つ い て も そ の 評 定 が 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。  

「 仮 説 2  旧 友 人 に 対 す る 親 密 さ は 新 友 人 よ り も 高 く 評 定 さ れ る 」

は 旧 友 人 に 対 す る 親 密 さ は 新 友 人 と 比 べ 、 安 定 し 高 い 値 を 示 し て い

た た め 、 支 持 さ れ た 。 和 田 ( 2 0 0 1 )・ 多 川 ( 2 0 0 6 )で は 入 学 6 カ 月 後 の

旧 友 人 に 対 す る 親 密 さ の 高 さ を 示 し て い る が 、 本 研 究 で は 、 入 学 1

年 を 経 過 し た 段 階 で の 旧 友 人 へ の 高 い 親 密 さ を 維 持 し て い る こ と を
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明 ら か に し た 。  

「 仮 説 3  旧 友 人 の 各 評 定 が 新 友 人 へ の 各 評 定 に 影 響 を 与 え る 。」は  

潜 在 曲 線 モ デ ル を 使 用 し た 分 析 に よ り 検 証 さ れ た 。 そ の 結 果 全 体 的

傾 向 と し て 、 友 人 に 対 す る 行 動 面 は 古 く か ら の 友 人 の 頻 度 が 新 友 人

へ の 行 動 に 正 の 影 響 を 与 え 、 親 密 さ ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 で は 、 そ

の 指 標 に よ り 、 身 近 な 新 友 人 へ の 評 定 が 旧 友 人 へ の 評 定 に 正 の 影 響

を 与 え て い る 指 標 と 双 方 向 お よ び 新 友 人 か ら 旧 友 人 に 正 の 影 響 を 与

え る 指 標 が そ れ ぞ れ 得 ら れ た こ と か ら 、 仮 説 は 一 部 支 持 さ れ た 。 新

旧 友 人 関 係 は 、 古 く か ら の 旧 友 人 関 係 が 新 友 人 関 係 に 影 響 を 与 え る

だ け で な く 、 双 方 に 影 響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

 

第 3 節  友 人関 係期 待に おけ る新 旧友人 の比 較検 討  

 

( 1 )  目 的 と 仮 説  

 

第 3 節 の 目 的 は 、入 学 7 カ 月 後 に 測 定 し た「 友 人 関 係 期 待 」 お い

て 、 新 旧 友 人 に 対 す る 友 人 関 係 に 期 待 す る も の の 差 異 を 明 ら か に す

る こ と で あ る 。 ま た 、 新 旧 友 人 の 関 係 期 待 に つ い て 、 そ の 認 知 構 造

に つ い て も 比 較 検 討 す る 。 和 田 ( 2 0 0 1 )は 、 新 旧 友 人 の 友 人 関 係 期 待

に つ い て 、 大 学 1 - 2 年 生 を 対 象 と し 11 月 に 測 定 し 新 旧 友 人 の 関 係

期 待 を 比 較 し て い る 。 そ の 結 果 、 新 友 人 に は 「 情 報 」「 協 力 」「 共 行

動 」 を 重 視 し 、 旧 友 人 は 新 友 人 よ り も 「 自 己 向 上 」「 真 正 さ 」「 自 己

開 示 」 を 重 視 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。 本 節 で も 、 3 回 目 の 調

査 時 点 ま で に 測 定 し て き た 指 標 だ け で な く 、 友 人 関 係 期 待 と い う 新

た な 視 点 を 追 加 し 、 新 旧 友 人 の 差 異 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。

和 田 ( 2 0 0 1 )と 同 時 期 の 測 定 を す る こ と で 、 適 切 な 比 較 が 可 能 と な る

こ と を 想 定 し 、大 学 1 年 生 の 11 月 (第 4 回 目 調 査 時 点 )で 測 定 し 、以

下 の 仮 説 を 検 証 す る 。  

 

仮 説  新 友 人 と 旧 友 人 へ の 関 係 期 待 は 異 な る も の で あ る 。 新 友 人

で は 身 近 な 友 人 と し て の 「 情 報 」「 協 力 」「 共 行 動 」 の 期 待 が 、 旧 友

人 に は 「 自 己 向 上 」「 自 己 開 示 」「 真 正 さ 」 の 深 い 付 き 合 い と し て の

関 係 期 待 が 重 視 さ れ る 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1 調 査 協 力 者  

北 海 道 内 の 大 学 １ 年 生 を 対 象 と し 、 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 友 人 関

係 期 待 の 検 討 に つ い て は 、第 4 回 目 調 査 デ ー タ を の み を 測 定 し た た
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め 、 1 9 0 名 （ 男 性 5 0 名 ・ 女 性 1 9 0 名 ） を 分 析 対 象 と し た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

2 0 0 6 年 11 月 上 旬 に 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。  

 

( 2 ) - 3  質 問 紙 の 内 容  

 5 回 の 追 跡 的 調 査 に 使 用 し た 質 問 紙 の 共 通 項 目 に つ い て は 、 第 2

節 で 記 載 済 み で あ り 、 第 3 節 で は 使 用 し な い た め 詳 細 を 割 愛 す る 。 

 

( 2 ) - 3 - 1  友 人 関 係 期 待 （ 4 回 目 調 査 時 点 の み 回 答 ） の 測 定  

和 田 ( 1 9 9 3）に よ る 同 性 の 友 人 関 係 に 望 む も の 1 0 領 域 (協 力 、情 報 、

類 似 、 自 己 向 上 、 敏 感 さ 、 共 行 動 、 真 正 さ 、 自 己 開 示 、 尊 重 、 相 互

依 存 ） を 使 用 し 、 新 旧 友 人 と の 関 係 に つ い て 、 そ れ ぞ れ も っ と も 重

要 だ と 思 う 領 域 を 1 位 に 、 以 下 1 0 位 ま で 順 位 を つ け さ せ た 。  

友 人 関 係 に 対 す る 期 待 項 目 を 資 料 E と し て 添 付 す る 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  新 友 人 と 旧 友 人 に お け る 友 人 関 係 期 待 の 差 異  

第 4 回 目 調 査 時 点 で 実 施 し た 友 人 関 係 期 待 の 項 目 を Ta b l e 3 - 3 - 1 に 示

す 。  

 

 

 

友 人 関 係 期 待 に お け る 各 領 域 で 、 新 旧 友 人 に 対 す る 期 待 の 順 位 に

差 が 見 ら れ る か を 検 討 す る た め に 、 各 領 域 別 に 符 号 検 定 を 行 っ た

（ Ta b l e 3 - 3 - 2 参 照 ）。そ の 結 果 、「共 行 動 ( Z＝ - 3 . 7 0、 p＜ . 0 0 1）」で は

新 友 人 へ の 期 待 が 旧 友 人 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。一 方 、「自 己 開 示 ( Z

＝ - 3 . 1 4、p＜ . 0 1）」・「 尊 重 ( Z＝ - . 2 . 6 8、p＜ . 0 1）」「 真 正 さ ( Z＝ - . 1 . 2 6、

p＜ . 1 0）」で は 旧 友 人 へ の 期 待 が 新 友 人 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。よ っ

て「 共 行 動 」で は 新 友 人 の 、ま た「 自 己 開 示 」「尊 重 」で は 旧 友 人 の

質問項目 領域名

1 互いに協力し合える。困ったとき助けてくれる。 協力
2 話題が豊富で楽しい。自分の知らないことを教えてくれる。 情報
3 趣味や好みが一致している。性格が似ている。 類似
4  いろいろな面で刺激を与えてくれる。自分を向上させてくれる。 自己向上
5 よく気がつく。自分の気持ちを察してくれる。 敏感さ
6 何かにつけ、一緒に行動できる。いつも一緒にいる。 共行動
7 言いたいことが言い合える。利害関係なく付き合える。 真正さ
8 悩みをうちあけることができる。何でも話してくれる。 自己開示
9 自分を必要としてくれる。互いの個性を尊重しあえる。 尊重

10 互いに役に立つことができる。甘えられる。 相互依存

Table3-3-1．友人関係期待10領域の項目内容
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期 待 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

 

 

 

( 3 ) - 2  新 友 人 と 旧 友 人 に お け る 友 人 関 係 期 待 の 認 知 構 造  

次 に 、 友 人 関 係 期 待 1 0 領 域 に お け る 新 旧 友 人 へ の 認 知 構 造 を 検

討 す る た め に 、多 次 元 尺 度 法 ( A L S C A L）を 使 用 し た 。は じ め に 、 1 0

領 域 の 各 領 域 間 に お け る 順 位 差 の 絶 対 値 を 算 出 し 、 調 査 協 力 者 別 に

距 離 行 列 を 作 成 し 分 析 に 使 用 し た 。 新 旧 友 人 と も 解 釈 可 能 性 を 考 慮

し 、 2 次 元 解 釈 を 採 用 し た 。 適 合 度 指 標 は 新 友 人 で は R 2 ＝ . 2 8・

S t r e s s = . 3 4、 旧 友 人 で は R 2＝ . 2 9・ S t r e s s = . 3 1 で あ っ た 。 新 旧 友 人

と の 関 係 期 待 の 各 領 域 の 布 置 を F i g u r e 3 - 3 - 1 に 示 す 。 新 旧 友 人 へ の

関 係 期 待 に お い て 「 情 報 と 類 似 」、「 敏 感 さ と 自 己 向 上 」 が い ず れ の

友 人 に つ い て も 近 い 位 置 に 布 置 さ れ 、 共 通 し た 認 知 構 造 で あ る こ と

が 明 ら か に な っ た 。ま た 新 友 人 で は「 情 報・類 似・ 協 力 」「 真 正 さ ・

共 行 動・自 己 開 示 」「自 己 向 上・敏 感 さ 」が 近 く に 布 置 さ れ て い る が 、

旧 友 人 の 布 置 は 新 友 人 に 比 べ 、 単 独 項 目 で の 布 置 が 多 か っ た 。  

 

 

Table3-3-2．新旧友人の友人関係期待10領域の順位
協力 情報 類似 自己向上 敏感さ 共行動 真正さ 自己開示 尊重 相互依存

旧友人＜新友人：順位 61 66 69 77 78 54 85 97 88 70
新友人＜旧友人：順位 74 81 74 72 75 101 63 57 55 63

同順位 55 43 47 40 37 35 42 36 47 57

符号検定（Z値） -1.03 -1.16 -0.33 -0.33 -0.16 -3.70 -1.26 -3.14 -2.68 -0.52
p値 .302 .248 .738 .743 .872 .000 .084 .002 .007 .603
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( 4 )  考 察   

 

( 4 ) - 1  新 旧 友 人 に 対 す る 友 人 関 係 期 待  

本 節 で は 、 新 旧 友 人 に 対 す る 友 人 関 係 期 待 の 差 異 を 期 待 順 位 の 差

異 と 布 置 構 造 の 観 点 か ら 検 討 を 行 っ た 。 順 位 付 け に よ っ て 新 旧 友 人

の 差 異 を 検 討 し た と こ ろ 、 同 じ 生 活 環 境 で 時 間 を 共 有 す る こ と の 多

い 新 友 人 に 対 し て は 、「一 緒 に 行 動 す る こ と 」が 、一 方 で 出 会 っ て か

ら の 期 間 が 長 く 、 深 い 信 頼 関 係 が 築 か れ て い る と 考 え ら れ る 旧 友 人

に 対 し て は 、新 友 人 に 比 べ て 、「自 己 開 示 す る こ と 」、「言 い た い こ と

が 言 い 合 え る 関 係 」「 自 分 を 必 要 と し て く れ る 」な ど の 関 係 を 重 視 し

て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 結 果 は 新 友 人 に は 日 常 生 活 で 頼

り に な る 存 在 と し て の 期 待 が あ り 、 旧 友 人 に 対 し て は よ り 内 面 を 重

視 す る 深 い 関 係 を 期 待 し て い る こ と が う か が え る 結 果 で あ る 。  

さ ら に 本 研 究 で は 、 多 次 元 尺 度 法 を 使 用 し 、 そ の 布 置 か ら 新 旧 友

人 の 関 係 期 待 の 構 造 も 明 ら か に し た 。 各 領 域 へ の 期 待 の 順 位 が 近 け

れ ば 、 そ の 領 域 同 士 が 近 い 位 置 に 布 置 さ れ て い る 。 新 旧 友 人 と も に

「 情 報 と 類 似 」「敏 感 さ と 自 己 向 上 」は 近 く に 布 置 さ れ 、親 し い 友 人

に 対 す る 共 通 し た 認 知 構 造 が 得 ら れ た 。ま た 新 友 人 で は 、「協 力 」が

「 情 報 と 類 似 」と 、「共 行 動 」が「 自 己 開 示 と 真 正 さ 」と 近 い 位 置 に

布 置 さ れ た が 、 旧 友 人 の 「 協 力 」 や 「 共 行 動 」 の 布 置 は 、 他 の 領 域

と は 単 独 の 位 置 に 布 置 さ れ た 。 こ の 差 異 は 、 付 き 合 い 方 の 差 異 で あ

る た め と 考 え ら れ る 。「協 力 」や「 共 行 動 」が 付 き 合 い 頻 度 等 、生 活

環 境 の 共 有 度 に 関 連 す る 期 待 で あ る た め 新 友 人 の 場 合 他 の 領 域 と 近

い 認 知 構 造 が 得 ら れ た も の と 考 え ら れ る 。 旧 友 人 へ の 関 係 期 待 1 0

項 目 の 布 置 は 、新 友 人 と 比 べ て 、項 目 間 の 距 離 が 大 き か っ た 。「協 力 」

や 「 共 行 動 」 の 期 待 項 目 離 れ た 位 置 に 布 置 さ れ た 。 旧 友 人 の 場 合 に

は 、 様 々 な 付 き 合 い 方 が 想 定 さ れ る 。 例 え ば 、 大 学 入 学 時 に 遠 距 離

に 存 在 す る 関 係 と な り 直 接 的 な 相 互 作 用 が 年 に 数 回 の 友 人 関 係 、 近

く の 環 境 に 存 在 し て い る が 大 学 入 学 以 前 よ り も 付 き 合 い 頻 度 が 減 っ

て い る 友 人 関 係 、 比 較 的 近 く の 環 境 の 中 で 交 流 を 続 け て い る 友 人 関

係 等 様 々 な 友 人 関 係 の 状 況 が 想 定 さ れ る 。 ま た 旧 友 人 は 新 友 人 よ り

も 付 き 合 い が 長 く 、 す で に 深 い 関 係 を 築 い て い た 可 能 性 が 高 い 。 旧

友 人 の 場 合 、 付 き 合 い 方 の 個 人 差 と 関 係 の 深 さ が あ る た め に 、 各 協

力 者 は 友 人 に 対 し て 関 係 期 待 の 差 異 を 明 確 に 認 知 し 、 そ の 構 造 が 単

独 の 布 置 と い う 結 果 に 示 さ れ た と 想 像 さ れ る 。 す な わ ち 旧 友 人 で は

期 待 項 目 が そ れ ぞ れ 別 の 次 元 と し て 認 知 さ れ 、 存 在 し て い る こ と を

示 す 結 果 で あ る 。  

本 節 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。 友 人 関 係 期 待 の 測 定 に つ い て 本 研 究

で は 協 力 者 の 回 答 へ の 負 担 を 軽 減 す る た め に 、1 0 個 の 項 目 内 容 に つ

い て 1 位 か ら 1 0 位 ま で 順 位 を つ け て も ら う 手 続 き を 採 用 し た 。 一
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方 和 田 ( 2 0 0 1 )は 、項 目 同 士 を 一 対 比 較 さ せ る こ と で 評 定 さ せ て い た 。

得 ら れ た 結 果 は 先 行 研 究 を お お む ね 支 持 す る も の で あ っ た が 、 関 係

期 待 1 0 項 目 は い ず れ も 友 人 関 係 で 重 要 な 期 待 で あ り 、 優 劣 を 決 め

る こ と が 協 力 者 に と っ て 回 答 し に く い 手 続 き で あ っ た こ と が 懸 念 さ

れ る 。 し た が っ て 、 今 後 の 課 題 と し て 手 続 き の 工 夫 が 望 ま れ る 。  

 

( 4 ) - 2  仮 説 の 検 証  

「 仮 説  新 友 人 と 旧 友 人 へ の 関 係 期 待 は 異 な る 。 新 友 人 で は 身 近

な 友 人 と し て の「 情 報 」「協 力 」「共 行 動 」の 期 待 が 、旧 友 人 に は「 自

己 向 上 」「 自 己 開 示 」「 真 正 さ 」 の 深 い 付 き 合 い と し て の 関 係 期 待 が

重 視 さ れ る 。」 に つ い て 検 証 し て い く 。 和 田 （ 2 0 0 1） の 結 果 と 比 較

す る と 、 す べ て の 項 目 で は な い が 、「 共 行 動 」「 真 正 さ 」「 自 己 開 示 」

で は 、 同 様 の 結 果 を 得 た 。 し た が っ て 仮 説 は 一 部 支 持 さ れ た 。 和 田

( 2 0 0 1 )で は 、 大 学 1 - 2 年 生 が 対 象 で あ り 、 本 研 究 で は 、 1 年 生 の み

が 対 象 で あ っ た 。 ま た 、 先 述 の 課 題 で 述 べ た よ う に 、 測 定 方 法 も 異

な っ て い た 。 こ の よ う な 差 異 が あ っ た と し て も 和 田 ( 2 0 0 1 )の 結 果 を

一 部 支 持 で き た こ と で 、 そ の 新 旧 人 に 対 す る 期 待 に は 、 安 定 し 、 異

な る 認 知 と し て 抽 出 さ れ る も の で あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

 

 

第 4 節  研 究１ の考 察  

  

第 2 節 と 第 3 節 か ら 得 ら れ た 結 果 か ら 研 究 1 の 考 察 を 行 う 。  

本 章 で は 、 第 １ に 大 学 入 学 後 の 大 学 生 に 対 し 、 追 跡 的 調 査 か ら 、

一 番 親 し い 新 旧 友 人 に 対 す る 評 定 を 比 較 し 、 そ の 推 移 を 明 ら か に し

た 。そ の 結 果 、全 体 的 傾 向 と し て 、 入 学 3 週 間 か ら 入 学 1 年 1 か 月

後 で は 、 い ず れ の 調 査 時 点 で も 旧 友 人 に 対 す る 親 密 さ や ポ ジ テ ィ ブ

な 関 係 を 認 知 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 友 人 関 係 期 待

の 指 標 か ら 、 新 友 人 と 旧 友 人 で は 、 そ の 友 人 に 対 し て 期 待 す る も の

が 異 な っ て お り 、ま た 認 知 構 造 も 異 な る と か ら 、和 田（ 2 0 0 1）が 指

摘 す る よ う に 、 相 補 的 な 役 割 が 存 在 す る こ と が 明 ら か に な っ た  

大 学 入 学 1 年 1 か 月 後 （ 5 回 目 調 査 ） の 比 較 で は 、 4 つ の 指 標 で

新 旧 友 人 に そ の 差 が 見 ら れ な か っ た 。 つ ま り 、 入 学 １ 年 程 度 が 経 過

し 、 旧 友 人 に 比 べ 、 日 々 の 日 常 生 活 で 一 緒 に 過 ご す 時 間 の 長 い 一 番

親 し い 新 友 人 に 対 す る 認 知 が 、 旧 友 人 に 対 す る 認 知 と 変 わ ら な い も

の に 変 化 し つ つ あ る こ と を 示 す 結 果 で あ る 。 新 友 人 に 対 す る 各 評 定

の 全 体 的 傾 向 で は 、 親 密 さ や ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 、 深 さ や 対 等 的 な 関

係 認 知 、親 和 的・主 張 的 行 動 が 、徐 々 に 高 ま っ て い る 傾 向 が 示 さ れ 、

一 方 、 旧 友 人 に 対 し て は 親 和 的 行 動 で は 、 少 し ず つ そ の 頻 度 が 減 っ

て い る こ と が 明 ら か に な っ た も の の 、 全 体 的 傾 向 と し て は 、 そ の 親
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密 さ や ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 ・ 認 知 の 変 動 が 少 な く 、 安 定 し た も の で あ

る こ と を 示 唆 し た 。 旧 友 人 に 対 す る 安 定 し た 親 密 な 認 知 つ い て は 、

そ の 要 因 の 一 つ と し て 協 力 者 の 居 住 状 況 や 現 在 の 付 き 合 い 方 の 特 徴

が あ げ ら れ る 。本 論 文 の 協 力 者 の 7 3％ が 親 と 同 居 し 、自 宅 か ら 通 学

す る 学 生 で あ っ た 。 す な わ ち 、 大 学 進 学 前 の 居 住 状 況 の ま ま 、 新 生

活 を 送 っ て い る 事 実 を 示 す 。 こ の 結 果 か ら 身 近 に 旧 友 人 が い る 協 力

者 が 身 近 に 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 電 話 や メ ー ル ・ イ ン タ ー

ネ ッ ト 上 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 可 能 な 時 代 で あ る 。 進 学 と い う 環

境 の 変 化 に よ り 、 以 前 よ り も 旧 友 人 と の 付 き 合 い 頻 度 が 減 っ た と し

て も 、 上 記 の よ う な 要 因 か ら 旧 友 人 に 対 し て は 変 わ ら な い 認 知 が 持

続 す る 結 果 に つ な が っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 新 旧 友 人 の 影 響 関 係 を

検 討 し た と こ ろ 、 全 般 的 な 傾 向 と し て 顕 在 的 な 友 人 に 対 す る 行 動 面

は 古 く か ら の 友 人 の 頻 度 が 新 友 人 へ の 行 動 に 正 の 影 響 を 与 え て い た

こ と が 明 ら か に な っ た 。 一 方 で 内 面 的 な 親 密 さ ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認

知 で は 、 そ の 指 標 に よ り 、 身 近 な 新 友 人 へ の 評 定 が 旧 友 人 へ の 評 定

に 正 の 影 響 を 与 え て い る 指 標 と 双 方 向 お よ び 新 友 人 か ら 旧 友 人 に 正

の 影 響 を 与 え る 指 標 が そ れ ぞ れ 確 認 さ れ た 。 新 旧 友 人 関 係 は 、 古 く

か ら の 旧 友 人 関 係 が 新 友 人 関 係 に 影 響 を 与 え る だ け で な く 、 双 方 に

影 響 を 与 え つ つ 存 在 し て い る 状 況 が 明 ら か に な っ た 。  

ま た 、入 学 半 年 後 に 測 定 し た 、友 人 関 係 で 期 待 す る も の に つ い て 、

そ の 期 待 の 順 位 と 布 置 構 造 か ら 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 新 友 人 と 旧 友

人 に お い て 、 そ の 期 待 に 差 異 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 新 友 人

に 対 し て は 、「一 緒 に 行 動 す る こ と 」が 、一 方 で 出 会 っ て か ら の 期 間

が 長 く 、 深 い 信 頼 関 係 が 築 か れ て い る と 考 え ら れ る 旧 友 人 に 対 し て

は 、新 友 人 に 比 べ て 、「自 己 開 示 す る こ と 」、「言 い た い こ と が 言 い 合

え る 関 係 」「 自 分 を 必 要 と し て く れ る 」 な ど の 関 係 を 重 視 し て お り 、

布 置 構 造 に つ い て も 、 新 友 人 で は 、 各 領 域 が い く つ か の カ テ ゴ リ に

ま と ま っ た の に 対 し 、 旧 友 人 に 対 し て は 1 0 領 域 が そ れ ぞ れ 個 々 に

布 置 さ れ て い た 。 新 友 人 と の 関 係 の 特 徴 は 、 常 に 学 校 生 活 に お い て

接 す る 頻 度 が 高 く 、 友 人 関 係 に お い て も 期 待 が 、 日 々 の 生 活 の 具 体

的 な 友 人 と の 付 き 合 い と 関 連 し 評 定 さ れ た の に 対 し 、 旧 友 人 は 、 進

学 に よ り 付 き 合 い 方 に は 個 人 差 が あ り 、 ま た 古 く か ら の 付 き 合 い を

反 映 し た 親 し さ や 安 定 し た 認 知 の 中 で 評 定 さ れ て い る た め 、 個 々 の

期 待 が 別 次 元 の も の と し て 布 置 さ れ た も の と 推 定 さ れ る 。  

 旧 友 人 の 存 在 に つ い て は 、 旧 友 人 を 強 く 思 う 感 情 や 相 互 作 用 は 大

学 入 学 後 の 孤 独 感 を 高 め る こ と 五 十 嵐 ・ 吉 田 , 2 0 0 3 ； P a u l  &  

B r i e r , 2 0 0 1 )、ま た 、旧 友 人 関 係 の 在 り 方 が 新 友 人 関 係 に も 反 映 す る

こ と （ 和 田 , 2 0 0 1） が 示 さ れ て き た 。 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 は 、 新

旧 友 人 関 係 は 少 な く と も 入 学 1 年 後 ま で は 、そ れ ぞ れ の 関 係 期 待 を

持 ち 、 新 旧 友 人 へ の 各 評 定 が 変 動 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ま た 一 方
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の 関 係 が 他 方 の 関 係 に 反 映 さ れ る だ け で な く 、 双 方 向 に 影 響 し 合 う

関 係 と し て 存 在 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

 

第 5 節  本 章の まと め  

 

本 章 で は 、 大 学 新 入 生 が 新 し い 友 人 関 係 を 形 成 す る 際 に 、 新 友 人

関 係 の み を 追 跡 す る の で は な く 、 複 数 友 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と の

背 景 の 一 つ と し て 、 入 学 す る 前 か ら の 知 り 合 っ て い る 旧 友 人 関 係 に

も 注 目 し 、 両 者 の 関 係 を 追 跡 的 に 比 較 す る こ と を 目 的 と し た 。  

第 1 に 大 学 新 入 生 に 対 し て 、 5 回 の 追 跡 調 査 を 行 っ た 。 そ の 際 、

一 番 親 し い 大 学 入 学 後 の 友 人 （ 新 友 人 ） と 大 学 入 学 前 に 知 り 合 っ た

一 番 親 し い 友 人 （ 旧 友 人 ） を 、 毎 回 の 調 査 で 選 択 さ せ 、 比 較 検 討 し

た 。第 2 節 の 結 果 、入 学 か ら 1 年 1 ヶ 月 間 の 追 跡 的 調 査 で は 、全 体

と し て 旧 友 人 に 対 す る 安 定 し た 親 密 さ や 関 係 認 知 、 ポ ジ テ ィ ブ な 感

情 を 確 認 し た 。 そ の 一 方 で 、 新 友 人 に 対 し て は 、 時 間 の 経 過 と と も

に 、 親 密 度 が 増 し 、 深 さ や 対 等 性 の 関 係 認 知 が 高 ま り 、 親 和 的 行 動

や 主 張 的 行 動 の 頻 度 が 増 し て い た 。 こ の 結 果 か ら 、 出 会 い 初 期 か ら

の 親 密 化 過 程 で は 、 親 密 さ や 、 友 人 に 対 す る 感 情 、 関 係 認 知 が 少 し

ず つ 高 ま り 、 行 動 面 の 頻 度 も 高 ま る こ と を 示 し た 。 ま た 、 新 旧 友 人

関 係 の 各 評 定 は 双 方 向 へ の 影 響 関 係 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ た こ

と か ら 、 個 々 の 推 移 状 況 と 双 方 の 評 定 が 影 響 し 合 う と い う 両 側 面 の

特 徴 を 確 認 し た 。 第 3 節 の 結 果 で は 、 友 人 に 対 す る 期 待 に は 、 新 旧

友 人 へ の そ れ ぞ れ の 期 待 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 新 旧 友 人 の

差 異 は そ の 付 き 合 い 期 間 に 応 じ た 親 し さ の レ ベ ル の 差 異 と い う 観 点

だ け で は な く 、 接 触 頻 度 が 高 く 、 日 々 の 生 活 で 常 に 接 し て い る 可 能

性 が 高 い 友 人 と 、 古 く か ら の 付 き 合 い を 経 験 し て い る 友 人 に は 、 関

係 に 対 す る 期 待 や 機 能 面 の 認 知 構 造 に も 差 異 が あ る 可 能 性 を 示 唆 し

た 。  

新 旧 友 人 関 係 は 、 双 方 に 影 響 を 与 え つ つ 同 時 期 に 存 在 す る も の で

あ る 。 そ の 時 間 的 推 移 の 中 で 各 友 人 に 対 す る 評 定 は 変 動 し 、 そ の 関

係 期 待 に は 、 明 ら か な 差 異 を 認 知 し て い る こ と が 本 章 の 検 討 に よ り

実 証 さ れ た 。  

 

註）  

 

1 )こ の 研 究 の 一 部 は 「 渡 辺 舞 ( 2 0 0 9 ) .  新 旧 友 人 へ の 友 人 関 係 期 待 が

友 人 関 係 に 及 ぼ す 影 響  北 星 学 園 大 学 大 学 院 論 集 , 1 2 , 1 2 3 - 1 4 0 .」 に

て 発 表 さ れ た 。  
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2 ) 潜 在 曲 線 モ デ ル の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 傾 き の パ ス に つ い て 他 の 変 数

同 様 に 、 1 回 目 調 査 時 点 を 「 0」、 5 回 目 調 査 時 点 を「 1」と 設 定 し た

と こ ろ 、 2 回 目 ・ 3 回 目・ 4 回 目 の パ ス が 負 の 値 (有 意 で は な い 値 )を

示 し 、 モ デ ル と し て 成 立 し な か っ た 。 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 1 回 目 調 査

時 点 を「 1」、 5 回 目 調 査 時 点 を「 0」と 設 定 し た と こ ろ 、適 合 度 の 良

い モ デ ル を 得 る こ と が で き た た め 、 こ の モ デ ル を 採 用 し た 。  
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第 4 章  研究 2 大学生の一番親しい友

人の選択に関する追跡的研究 1） 2）  

  

 

第 1 節  研 究 2 の 目 的   

 

研 究 2 で は 、 本 研 究 の 各 調 査 時 点 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 を 選 択 し

て も ら う 手 続 き に よ り 明 ら か に さ れ る 新 友 人 の 友 人 選 択 に 注 目 し 、

大 学 生 に よ る 新 友 人 の 選 択 の 推 移 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。 本

研 究 で は 、 調 査 時 点 間 で 同 じ 友 人 を 選 択 す る こ と ま た は 友 人 を 変 更

す る こ と を 「 友 人 選 択 」 と 定 義 し 、 以 下 で 使 用 し て い く 。 具 体 的 に

は 、 第 1 に 、 調 査 時 点 に よ っ て 、 大 学 生 の 一 番 親 し い 友 人 に 対 す る

友 人 選 択 状 況 を 明 ら か に し た う え で 、 友 人 選 択 が 各 評 定 に 及 ぼ す 影

響 を 検 討 す る 。 ま た 5 回 の 調 査 時 点 の 推 移 に つ い て 、 協 力 者 を 4 群

パ タ ー ン に 分 類 し 、 5 回 の 評 定 値 の 推 移 状 況 を 検 討 す る 。 第 2 に 友

人 選 択 に 関 わ る 要 因 に つ い て 検 討 す る 。第 3 に 大 学 1 年 時 か ら 4 年

時 の 一 連 の 調 査 か ら 大 学 生 活 全 般 に わ た る 友 人 選 択 状 況 を 明 ら か に

す る 。  

 

 

第 2 節  友 人 選 択 が 友 人 関 係 の 評 定 に 及 ぼ す 影 響 の 検 討  

 

( 1 )  目 的 と 仮 説  

 

第 2 節 の 目 的 は 、 新 友 人 に つ い て 、 各 調 査 時 点 に お け る 友 人 選 択

の 推 移 の 検 討 、 お よ び 各 調 査 時 点 に お い て 選 択 さ れ た 友 人 へ の 評 定

の 推 移 を 検 討 し て い く こ と を 目 的 と す る 。  

二 者 の 親 密 化 が 関 係 の 初 期 に 決 定 さ れ る と さ れ る 「 関 係 性 の 初 期

分 化 現 象 （ e a r l y  d i f f e r e n t i a t i o n  o f  r e l a t e d n e s s ； B e r g  & C l a r k ,  

1 9 8 6）」 に 従 っ て 以 下 の 仮 説 を 検 証 す る 。  

 

仮 説 ： 入 学 当 初 に 選 択 し た 友 人 を 変 更 し な い 協 力 者 の 初 期 の 親 密

さ は 、 後 に 友 人 を 変 更 す る 協 力 者 よ り も 高 く 評 定 さ れ る 。  
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( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

北 海 道 内 の 大 学 １ 年 生 を 対 象 と し 、 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。 1 回 目

の 調 査 参 加 者 は 2 2 7 名 で あ り 、 以 下 2 回 目 は 1 8 6 名 、 3 回 目 は 2 0 4

名 、 4 回 目 は 1 9 0 名 、 5 回 目 は 2 4 3 名 で あ っ た 。 第 2 節 で は 5 回 の

調 査 全 て に 参 加 し た 11 5 名（ 男 性 2 9 名・ 女 性 8 6 名 ）を 分 析 対 象 と

し た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

1 回 目 調 査 の 実 施 は 2 0 0 6 年 4 月 下 旬 で あ り 、 以 下 ２ 回 目 は 2 0 0 6

年 6 月 上 旬 、3 回 目 は 2 0 0 6 年 ７ 月 上 旬 、4 回 目 は 2 0 0 6 年 11 月 上 旬 、

5 回 目 は 2 0 0 7 年 5 月 中 旬 に 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 回 数 は 全 5 回 で

あ っ た 。  

 

( 2 ) - 3  質 問 紙 の 内 容  

質 問 紙 の 内 容 は 、 第 3 章 第 2 節 で 記 載 済 み で あ る た め 、 詳 細 に つ い

て は 割 愛 す る 。  

( 2 ) - 3 - 1  基 本 的 属 性 お よ び 住 居 状 況  

( 2 ) - 3 - 2  同 性 友 人 の イ ニ シ ャ ル の 記 入  

「 新 友 人 」 と し て 大 学 に 入 学 し て か ら 知 り 合 っ た 人 で 一 番 親 し い

同 性 友 人 を 、 ま た 「 旧 友 人 」 と し て 大 学 に 入 学 す る 前 に 知 り 合 っ た

人 で 一 番 親 し い 同 性 友 人 を 想 起 す る よ う に 教 示 し た 上 で 、 そ れ ぞ れ

の イ ニ シ ャ ル を 記 入 さ せ た 。 ま た 、 2 回 目 以 降 の 調 査 で は 、 前 回 選

択 し た 友 人 と 同 じ 人 物 を 想 起 し た か を 確 認 す る た め に 「 1． 同 じ 人

物 」「 2． 違 う 人 物 」「 3． 覚 え て い な い 」 の 3 項 目 か ら 当 て は ま る も

の を 選 択 さ せ た 。  

( 2 ) - 3 - 3  選 択 友 人 と の 関 係  

友 人 と 出 会 っ た 場 所 ・ 知 り 合 っ て か ら の 期 間 ・ 友 人 と の 接 触 頻 度 ：  

電 話 や メ ー ル で 接 触 頻 度 ・ 旧 友 人 の 現 在 の 生 活 状 況 に つ い て 回 答 を

求 め た 。  

( 2 ) - 3 - 4  関 係 の 親 密 さ の 測 定  

好 意 度 ・ 関 係 関 与 度 ・ 関 係 の ラ ベ リ ン グ の 3 項 目 を 使 用 し た 。  

( 2 ) - 3 - 5  対 人 感 情 の 測 定  

津 村 ・ 大 坊 ・ 林 ・ 今 川 （ 1 9 8 5） の 対 人 感 情 項 目 1 8 項 目 の う ち 、

1 6 項 目 を 抜 粋 し て 使 用 し た 。  

( 2 ) - 3 - 6  関 係 認 知 の 測 定  

林 ・ 今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 （ 1 9 8 4） の 二 者 関 係 認 知 項 目 3 0 項 目 の う

ち 、 1 4 項 目 を 抜 粋 し て 使 用 し た 。  

( 2 ) - 3 - 7  対 人 行 動 の 測 定  
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今 川 ・ 津 村 ・ 大 坊 ・ 林 （ 1 9 8 4） の 対 人 行 動 5 5 項 目 の う ち 、 2 4 項

目 を 抜 粋 し て 使 用 し た 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  一 番 親 し い 友 人 の 選 択 状 況  

本 研 究 で は 5 回 に わ た る 追 跡 的 調 査 を 行 っ た が 、 そ の 際 対 象 友 人

を 固 定 せ ず 、 各 調 査 時 点 で の 最 も 親 し い 友 人 を 選 択 し 、 評 定 し て も

ら う 手 続 き を と っ た 。調 査 協 力 者 が 友 人 を 前 回 の 人 物 と「 違 う 人 物 」

と 回 答 し て い て イ ニ シ ャ ル が 一 致 し て い る 場 合 は 分 析 か ら 基 本 的 に

除 外 し た 。 本 人 確 認 が デ ー タ の 性 質 に 影 響 を 与 え て い る か の 検 証 を

行 っ た 上 3 ) で 、「 同 じ 人 物 」と 回 答 し て い て イ ニ シ ャ ル が 不 一 致 の 場

合 は 、違 う 人 物 を 選 択 し た と 判 断 し 、「 覚 え て い な い 」と 回 答 し た 場

合 に は 、 イ ニ シ ャ ル の 一 致 状 況 を 採 用 し た 。  

「 1 - 2 回 目 」、「 2 - 3 回 目 」、「 3 - 4 回 目 」、「 4 - 5 回 目 」 の 友 人 選 択 状

況 を Ta b l e 4 - 2 - 1 に 示 す 。 新 友 人 に つ い て 、 1 回 目 の 調 査 時 点 か ら 5

回 目 の 調 査 時 点 ま で 一 貫 し て 同 じ 友 人 を 選 択 し た 調 査 協 力 者 は 2 9

名 （ 2 5 . 2 2％ ） で あ っ た 。 な お 結 果 ( 3 ) - 2 の 分 析 で は 、 調 査 時 点 間 で

同 じ 友 人 を 一 番 親 し い 友 人 と し て 選 択 し た 群 を「 一 致 群 」、調 査 時 点

間 で 一 番 親 し い 友 人 を 変 更 し た 群 を 「 不 一 致 群 」 と し て 扱 う こ と と

す る 。  

尚 、 旧 友 人 に 関 し て は 、 各 時 点 間 で 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た 協 力 者

が 、約 7 0％ ～ 7 8％ 前 後 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。第 3 章 で 、旧 友 人

に 対 す る 安 定 し た 感 情 ・ 認 知 ・ 行 動 面 の 時 点 推 移 も 確 認 さ れ た こ と

か ら 、 本 章 で は 、 新 友 人 に 対 す る 友 人 選 択 の み に 焦 点 を 絞 り 、 以 下

の 分 析 を 進 め て い く 。  

 

新 友 人 の 選 択 を 変 更 し た 不 一 致 群 に つ い て 、 新 し く 選 択 し た 友 人

と の 知 り 合 っ た 時 期 に つ い て 確 認 を し た と こ ろ 、 2 回 目 の 友 人 選 択

を 変 化 さ せ た 5 3 名 中 4 名 ( 7 . 5％ )だ け が 、 1‐ 2 回 目 調 査 期 間 中 に 新

た に 知 り 合 っ た 友 人 を 選 択 し て い た 。 以 下 、 3 回 目 の 友 人 選 択 を 変

化 さ せ た 4 0 名 中 4 名 ( 1 0 . 0％ )、4 回 目 の 友 人 選 択 を 変 化 さ せ た 3 6 名

中 8 名 ( 2 2 . 2 2％ )、5 回 目 の 友 人 選 択 を 変 化 さ せ た 4 9 名 中 6 名 ( 1 2 . 2％ )

が 、 調 査 期 間 中 に 新 た に 知 り 合 っ た 友 人 を 選 択 し た こ と が 明 ら か に

1-2回目 2-3回目 3-4回目 4-5回目 1-2回目 2-3回目 3-4回目 4-5回目

62 75 79 66 80 90 85 88

(53.91) (65.22) (68.70) (57.39) (69.57) (78.26) (73.91) (76.52)

53 40 36 49 35 25 30 27

(46.09) (34.78) (31.30) (42.60) (30.43) (21.74) (26.09) (23.48)

（　）＝％

同じ人物(一致)

違う人物(不一致)

Table4-2-1. 新友人と旧友人の人物選択状況（N=115）
新友人 旧友人
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な っ た 。  

 

 

( 3 ) - 2  各 調 査 時 点 間 の 友 人 選 択 に よ る 友 人 へ の 各 評 定 推 移 の 検 討  

 

( 3 ) - 2 - 1  1 - 2 回 目 調 査 時 点 間 の 検 討  

新 友 人 の 1 - 2 回 目 の 友 人 選 択 状 況（「 一 致：同 じ 人 物 を 選 択 」・「 不

一 致：違 う 人 物 を 選 択 」）に よ っ て 1 - 2 回 目 の 親 密 度 得 点・対 人 感 情・

二 者 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 評 定 に 差 異 が あ る か を 検 討 す る た め に 、

友 人 選 択 を 被 験 者 間 要 因 、 1 - 2 回 目 の 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独

立 変 数 、 友 人 へ の 各 評 定 平 均 値 を 従 属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析

を 行 っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 2 参 照 ）。  

そ の 結 果 、 親 密 度 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

（ F ( 1 , 1 1 3 )＝ 4 . 1 9 , p< . 0 5）、 2 回 目 の 親 密 度 得 点 （ 5 . 4 6 点 ） が 1 回 目 の

得 点 （ 5 . 3 0 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 対 人 感 情 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情

得 点 で は 、時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が（ F ( 1 , 11 3 )＝ 6 . 7 0 , p < . 0 5）、

時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 , 11 3 ) ＝

6 . 7 0 , p < . 0 5）、 時 点 及 び 、 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。

不 一 致 群 で は ２ 回 目 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 （ 4 . 8 5 点 ） が １ 回 目 の 得

点 （ 4 . 4 8 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た が 一 致 群 で は 時 点 に お け る 有 意

な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

二 者 関 係 認 知 の 深 さ の 関 係 認 知 及 び 対 等 性 の 関 認 知 得 点 で 、 時 点

の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ 深 さ ： F ( 1 , 1 1 3 ) ＝ 4 . 1 4 , p< . 0 5 、 対 等 性 ：

F ( 1 , 11 3 )＝ 4 . 4 7 , p< . 0 5）、 い ず れ の 得 点 も 2 回 目 の 得 点 （ 深 さ ： 5 . 3 5

点・対 等 性： 5 . 9 9 点 ）が 1 回 目 の 得 点（ 深 さ： 5 . 2 1 点・対 等 性： 5 . 6 7

点 ） よ り も 高 か っ た 。 対 人 行 動 の 親 和 的 行 動 ・ 主 張 的 行 動 ・ 回 避 的

行 動 得 点 で 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ 親 和 ： F ( 1 , 11 3 ) ＝

6 . 3 6 , p < . 0 1 、 主 張 ： F ( 1 , 11 3 ) ＝ 1 6 . 4 7 , p< . 0 0 1 、 回 避 ： F ( 1 , 11 3 ) ＝

4 . 0 6 , p < . 0 5）、 い ず れ の 得 点 も 2 回 目 の 得 点 （ 親 和 ： 3 . 2 8 点 ・ 主 張 ：

1 . 5 5 点・回 避： 1 . 2 4 点 ）が 1 回 目 の 得 点（ 親 和： 3 . 1 6 点・主 張： 1 . 3 8

点 ・ 回 避 ： 1 . 1 6 点 ） よ り も 高 か っ た 。 そ の 他 の 指 標 で は 、 有 意 な 主

効 果 及 び 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。  
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( 3 ) - 2 - 2  2 - 3 回 目 調 査 時 点 の 検 討  

新 友 人 の 2 - 3 回 目 の 友 人 選 択 状 況 （ 一 致 ・ 不 一 致 ） に よ っ て 2 - 3

回 目 の 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 各 評 定 に

差 が あ る か を 検 討 す る た め に 、 友 人 選 択 を 被 験 者 間 要 因 、 2 - 3 回 目

の 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 、 友 人 へ の 各 評 定 平 均 値 を 従

属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 3 参 照 ）。  

そ の 結 果 、 親 密 度 得 点 と 二 者 関 係 認 知 の 深 さ の 関 係 認 知 で は 、 友

人 選 択 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ 親 密 度 ： F ( 1 , 1 1 3 )＝ 5 . 9 8 , p< . 0 5・ 深

さ： F ( 1 , 11 3 )＝ 4 . 1 7 , p < . 0 5）、い ず れ の 得 点 も 一 致 群 の 得 点（ 親 密 度 ：

Table.4-2-2.　新友人の1-2回目の友人選択別評定平均値とSDおよびF値

F値
上段＝時点の主効果

中段＝友人選択の主効果

下段＝交互作用

親密度 5.31 5.28 5.46 5.47 4.44*

(.87) (1.04) (.91) (.81) 0.01

0.21

 

ポジティブ感情 4.68 4.48 4.72 4.85 6.70*

(1.06) (1.16) (1.02) (.94) 0.05

4.19*

拒否感情 1.89 1.74 2.15 1.83 2.88

(.95) (.86) (.97) (.89) 2.87

0.79

深さの関係認知 5.23 5.18 5.31 5.42 4.14*

(.82) (.98) (.88) (.86) 0.03

1.22

対等性の関係認知 5.94 5.67 6.00 5.99 4.47*

(.86) (.99) (.85) (.83) 2.91

 1.07

感情的な関係認知 4.06 3.95 4.13 4.05 0.81

(.62) (.58) (.63) (1.07) 0.83

0.03

親和的行動 3.18 3.13 3.32 3.25 6.36***

(.68) (.69) (.62) (.63) 0.30

0.05

主張的行動 1.39 1.36 1.62 1.46 16.47***

(.48) (.47) (.64) (.50) 1.05

2.47

回避的行動 1.16 1.15 1.26 1.22 4.06*

(.21) (.26) (.43) (.46) 0.14

0.21

（　　　）内はSD

1回目 2回目

***p<.001　　*p<.05

一致 不一致 一致 不一致
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5 . 5 5 点 ・ 深 さ ： 5 . 4 6 点 ） が 、 不 一 致 群 の 得 点 （ 親 密 度 ： 5 . 1 8 点 ・ 深

さ ： 5 . 1 4 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 そ の 他 の 指 標 で は 、 有 意 な 主

効 果 及 び 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。  

 

 

( 3 ) - 2 - 3  3 - 4 回 目 調 査 時 点 の 検 討  

新 友 人 の 3 - 4 回 目 の 友 人 選 択 状 況 （ 一 致 ・ 不 一 致 ） に よ っ て 3 - 4

回 目 の 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 評 定 に 差

異 が あ る か を 検 討 す る た め に 、 友 人 選 択 を 被 験 者 間 要 因 、 3 - 4 回 目

の 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 、 友 人 へ の 各 評 定 平 均 値 を 従

属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 4 参 照 ）。  

Table.4-2-3.　新友人の2-3回目の友人選択別評定平均値とSDおよびF値

F値
上段＝時点の主効果

中段＝友人選択の主効果

下段＝交互作用

親密度 5.59 5.23 5.52 5.13 1.33

(.85) (.85) (.93) (.82) 5.98*

0.06

 

ポジティブ感情 4.89 4.58 4.77 4.48 1.89

(.96) (1.00) (1.00) (1.15) 2.53

0.04

拒否感情 1.97 2.05 2.10 2.18 2.32

(.91) (1.02) (.89) (.95) 0.20

0.01

深さの関係認知 5.49 5.10 5.42 5.17 0.00

(.81) (.92) (.91) (1.01) 4.17*

0.83

対等性の関係認知 6.11 5.78 6.05 5.84 0.00

(.79) (.90) (.95) (1.07) 2.99

 0.57

感情的な関係認知 4.13 4.01 4.07 4.13 0.09

(.88) (.80) (.89) (.93) 0.04

1.33

親和的行動 3.34 3.19 3.31 3.17 0.16

(.60) (.65) (.72) (.74) 1.42

0.03

主張的行動 1.50 1.63 1.57 1.67 1.70

(.51) (.70) (.56) (.61) 1.13

0.17

回避的行動 1.21 1.30 1.21 1.35 0.82

(.37) (.55) (.34) (.52) 2.15

0.58

（　　　）内はSD 　*p<.05

2回目 3回目

一致 不一致 一致 不一致
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そ の 結 果 、 二 者 関 係 認 知 に お け る 感 情 的 な 関 係 認 知 得 点 で は 、 時

点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が （ F ( 1 , 11 3 ) ＝ 4 . 9 9 , p < . 0 5 ）、 時 点 と 友

人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 , 11 3 ) ＝ 9 . 5 2 , p < . 0 1 ）、

時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 不

一 致 群 に お い て 4 回 目 の 感 情 的 な 関 係 認 知 得 点 （ 4 . 4 6 点 ） が 3 回 目

（ 3 . 9 3 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た が 一 致 群 で は 時 点 間 の 有 意 な 差 は

見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 対 人 行 動 の 主 張 的 行 動 得 点 で 時 点 の 有 意 な

主 効 果 が 見 ら れ（ F ( 1 , 11 3 )＝ 5 . 4 6 , p < . 0 5）、 4 回 目 の 得 点（ 1 . 7 0 点 ）が

3 回 目 の 得 点 （ 1 . 6 1 点 ） よ り も 高 か っ た 。 そ の 他 の 指 標 で は 、 有 意

な 主 効 果 及 び 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。  

 

Table.4-2-4.　新友人の3-4回目の友人選択別評定平均値とSDおよびF値

F値
上段＝時点の主効果

中段＝友人選択の主効果

下段＝交互作用

親密度 5.45 5.22 5.49 5.38 1.53

(.87) (.99) (1.04) (.82) 0.96

0.57

 

ポジティブ感情 4.66 4.59 4.63 4.59 0.05

(1.08) (1.18) (1.15) (1.00) 0.08

0.03

拒否感情 2.08 2.29 2.24 2.31 0.88

(.81) (1.08) (1.06) (1.09) 0.68

0.51

深さの関係認知 5.40 5.12 5.38 5.19 0.09

(.83) (1.12) (.99) (.88) 1.81

0.38

対等性の関係認知 6.07 5.72 5.90 5.68 1.50

(.88) (1.18) (1.06) (.89) 2.48

 0.50

感情的な関係認知 4.16 3.93 4.07 4.46 4.99*

(.99) (.69) (1.01) (1.02) 0.23

9.52**

親和的行動 3.32 3.15 3.27 3.21 0.00

(.70) (.79) (.78) (.71) 0.68

1.17

主張的行動 1.57 1.67 1.63 1.85 5.46*

(.57) (.60) (.52) (.92) 1.76

1.31

回避的行動 1.21 1.38 1.25 1.42 1.07

(.31) (.56) (.42) (.77) 3.56

0.01

（　　　）内はSD 　**p<.01    　*p<.05

3回目 4回目

一致 不一致 一致 不一致
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( 3 ) - 2 - 4  4 - 5 回 目 調 査 時 点 の 検 討  

新 友 人 の 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 状 況 （ 一 致 ・ 不 一 致 ） に よ っ て 4 - 5

回 目 の 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 評 定 に 差

異 が あ る か を 検 討 す る た め に 、 友 人 選 択 を 被 験 者 間 要 因 、 4 - 5 回 目

の 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 、 友 人 へ の 各 評 定 平 均 値 を 従

属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 5 参 照 ）。  

親 密 度 得 点 で は 、時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が（ 時

点 :  F ( 1 , 1 1 3 )＝ 6 . 9 8 , p< . 0 1・ 友 人 選 択 :  F ( 1 , 1 1 3 )＝ 4 . 7 9 , p< . 0 5）、 時 点 と

友 人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め（ F ( 1 , 1 1 3 )＝ 5 . 6 6 , p< . 0 1）、

時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 4

回 目 調 査 時 点 に お い て 一 致 群 の 親 密 度 得 点 （ 5 . 6 7 点 ） が 不 一 致 群

（ 5 . 1 6 点 ）よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、5 回 目 調 査 時 点 で は 友 人 選 択 に

よ る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 不 一 致 群 に お い て 5 回 目 の 親

密 度 得 点 （ 5 . 5 5 点 ） が 4 回 目 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 一 致 群 で は

時 点 間 に お け る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

対 人 感 情 に お け る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見

ら れ た が （ F ( 1 , 1 1 1 ) ＝ 1 9 . 3 4 , p< . 0 0 1）、 時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互

作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 , 1 11 ) ＝ 4 . 9 5 , p< . 0 5）、 時 点 お よ び 友 人 選 択

別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 4 回 目 調 査 時 点 に お い

て 一 致 群 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 （ 4 . 8 1 点 ） が 不 一 致 群 （ 4 . 3 6 点 ） よ

り も 有 意 に 高 か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 友 人 選 択 に よ る 有 意 な

差 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 友 人 選 択 の 両 群 に お い て 5 回 目 の ポ ジ テ

ィ ブ 感 情 得 点 が 4 回 目 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 拒 否 感 情 で は 、 時 点

の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ（ F ( 1 , 1 1 1 )＝ 5 . 6 8 , p< . 0 5）、4 回 目 の 拒 否 感 情

得 点 （ 2 . 2 6 点 ） が 5 回 目 の 得 点 （ 2 . 0 6 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 

二 者 関 係 認 知 に お け る 深 さ の 関 係 認 知 で は 、 時 点 と 友 人 選 択 の 有

意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が （ 時 点 :  F ( 1 , 1 11 ) ＝ 11 . 7 4 , p < . 0 1 ・ 友 人 選 択 :  

F ( 1 , 11 1 ) ＝ 5 . 7 0 , p< . 0 5）、 時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ

た た め （ F ( 1 , 1 11 ) ＝ 4 . 3 1 , p< . 0 5 ）、 時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効

果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 4 回 目 調 査 時 点 に お い て 一 致 群 の 深

さ の 関 係 認 知 得 点 （ 5 . 5 4 点 ） が 不 一 致 群 （ 5 . 0 2 点 ） よ り も 有 意 に 高

か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 友 人 選 択 に よ る 有 意 な 差 は 見 ら れ な

か っ た 。 ま た 不 一 致 群 に お い て 5 回 目 の 深 さ の 関 係 認 知 得 点 （ 5 . 4 6

点 ） が 4 回 目 よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 一 致 群 で は 時 点 間 に お け る

有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。 対 等 性 の 関 係 認 知 で は 、 時 点 と 友 人 選

択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 , 11 1 ) ＝ 6 . 1 4 , p< . 0 5）、 時 点

お よ び 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 4 回 目

調 査 時 点 に お い て 一 致 群 の 対 等 性 の 関 係 認 知 得 点 （ 6 . 0 4 点 ） が 不 一

致 群 （ 5 . 5 4 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た が 、 5 回 目 調 査 時 点 で は 友 人

選 択 に よ る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。 ま た 不 一 致 群 に お い て 5 回
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目 の 対 等 性 の 関 係 認 知 得 点 （ 5 . 9 4 点 ） が 4 回 目 よ り も 有 意 に 高 か っ

た が 、 一 致 群 で は 時 点 間 に お け る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。 感 情

的 な 関 係 認 知 で は 、 時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た

め （ F ( 1 , 1 11 ) ＝ 7 . 0 2 , p< . 0 1）、 時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に 単 純 主 効 果 の

検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 不 一 致 群 に お い て 4 回 目 の 感 情 的 の 関 係

認 知 得 点 （ 4 . 4 1 点 ） が 5 回 目 の 得 点 （ 3 . 9 8 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ

た が 、 一 致 群 で は 時 点 間 に お け る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

対 人 行 動 に お け る 親 和 的 行 動 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

た が （ F ( 1 , 11 3 ) ＝ 2 2 . 6 3 , p< . 0 0 1）、 時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互 作 用

が 見 ら れ た た め （ F ( 1 , 11 3 ) ＝ 5 . 3 8 , p < . 0 5 ）、 時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に

単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 4 回 目 調 査 時 点 に お い て 一 致 群 の 親 和

的 行 動 得 点 （ 3 . 3 8 点 ） が 不 一 致 群 （ 3 . 0 7 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た

が 、5 回 目 調 査 時 点 で は 友 人 選 択 に よ る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。

ま た 友 人 選 択 の 両 群 に お い て 5 回 目 の 親 和 的 行 動 得 点 が 4 回 目 よ り

も 有 意 に 高 か っ た 。 回 避 的 行 動 で は 、 時 点 と 友 人 選 択 の 有 意 な 交 互

作 用 が 見 ら れ た （ F ( 1 , 11 3 ) ＝ 4 . 9 5 , p < . 0 5 ）。 時 点 お よ び 友 人 選 択 別 に

単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た が 、 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た 。 主 張 的

行 動 で は 有 意 な 主 効 果 及 び 交 互 作 用 は み ら れ な か っ た 。  
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( 3 ) - 3  5 回 の 調 査 時 点 に お け る 友 人 選 択 パ タ ー ン に よ る 検 討  

 

( 3 ) - 3 - 1  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 再 構 成  

 

次 に 、 新 友 人 の 5 回 の 友 人 選 択 状 況 に つ い て 、 前 半 （ 1 - 2 回 目 ）

と 後 半 ( 4 - 5 回 目 )の 選 択 状 況 か ら 、 参 加 協 力 者 を 4 群 に 分 け 、 グ ル

ー プ 群 に よ る 友 人 へ の 各 評 定 の 推 移 を 比 較 検 討 し て い く 。  

第 1 に 、 5 回 の 調 査 時 点 に お け る イ ニ シ ャ ル の 記 入 状 況 を

Ta b l e 4 - 2 - 6 に 示 す 。 1 - 2 回 目 及 び 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 に つ い て 、 同

T a b l e . 4 - 2 - 5 . 　 新 友 人 の 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 別 評 定 平 均 値 と S D お よ び F 値

F値
上段＝時点の主効果

中段＝友人選択の主効果

下段＝交互作用

親密度 5.67 5.16 5.69 5.55 6.98**

(.92) (.98) (.79) (.87) 4 . 7 9*

5 . 6 6 * *

 

ポ ジ テ ィ ブ 感 情 4 . 8 1 4 . 3 6 5 . 0 0 4 . 9 1 1 9 . 3 4 * * *

( 1 . 0 7 ) ( 1 . 1 0 ) ( . 9 4 ) ( 1 . 0 4 ) 2 . 2 7

4 . 9 5*

拒 否 感 情 2 . 1 6 2 . 4 0 2 . 1 0 2 . 0 1 5 . 6 8*

( 1 . 0 5 ) ( 1 . 0 9 ) ( . 8 7 ) ( . 9 2 ) 0 . 2 3

3 . 1 7

深 さ の 関 係 認 知 5 . 5 4 5 . 0 2 5 . 6 5 5 . 4 6 1 1 . 7 4 * *

( . 8 5 ) ( 1 . 0 3 ) ( . 8 0 ) ( . 8 5 ) 5 . 7 0*

4 . 3 1 *

対 等 性 の 関 係 認 知 6 . 0 4 5 . 5 4 5 . 9 7 5 . 9 4 3 . 0 7

( . 9 1 ) ( 1 . 0 7 ) ( . 9 3 ) ( . 8 7 ) 3 . 0 2

 6 . 1 4 *

感 情 的 な 関 係 認 知 4 . 0 3 4 . 4 1 4 . 1 1 3 . 9 8 3 . 3 6

( 1 . 0 0 ) ( 1 . 0 3 ) ( . 8 0 ) ( . 9 9 ) 0 . 6 5

7 . 0 2 * *

親 和 的 行 動 3 . 3 8 3 . 0 7 3 . 5 1 3 . 4 4 2 2 . 6 3 * * *

( . 7 3 ) ( . 7 5 ) ( . 6 1 ) ( . 7 2 ) 2 . 3 9

 5 . 3 8 *

主 張 的 行 動 1 . 6 2 1 . 8 1 1 . 7 4 1 . 7 6 0 . 4 1

( . 5 1 ) ( . 8 4 ) ( . 6 2 ) ( . 6 0 ) 1 . 0 7

2 . 3 5

回 避 的 行 動 1 . 2 2 1 . 4 2 1 . 2 8 1 . 2 4 1 . 2 8

( . 3 0 ) ( . 7 7 ) ( . 6 3 ) ( . 3 4 ) 1 . 2 6

4 . 9 5 *

（ 　 　 　 ） 内 は S D * * * p < . 0 0 1   　 * *p< . 0 1     　 *p< . 0 5

4 回 目 5 回 目

一 致 不 一 致 一 致 不 一 致
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人 物 を 一 番 の 友 人 と し て 選 択 し た 群 を 「 前 後 半 一 致 群 ( n = 4 0 )」、 1 - 2

回 目 が 同 人 物 を 、 4 - 5 回 目 を 違 う 人 物 を 選 択 し た 群 を 「 前 半 一 致 ・

後 半 不 一 致 群 ( n = 2 2 )」、 1 - 2 回 目 が 違 う 人 物 を 、 4 - 5 回 目 を 同 じ 人 物

を 選 択 し た 群 を「 前 半 不 一 致・後 半 一 致 群 ( n = 2 6 )」、1 - 2 回 目 及 び 4 - 5

回 目 の 友 人 選 択 に つ い て 違 う 人 物 を 選 択 し た 群 を 「 前 後 半 不 一 致 群

( n = 2 7 )」 と し た 。  

 

 

 

上 記 で 再 統 合 し た 新 友 人 の 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 （ 4 群 ） に よ る 5

回 の 調 査 時 点 に お け る 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 ・ 対 人

行 動 の 評 定 の 推 移 を 検 討 す る た め に 、 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 を 被 験 者

間 要 因 、 5 回 の 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 、 友 人 へ の 各 評

定 平 均 値 を 従 属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。  

 

( 3 ) - 3 - 2  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 親 密 度 得 点 の 推 移  

親 密 度 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た た め （ F ( 4 , 4 4 4 )

＝ 4 . 1 1 , p< . 0 1）、 B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 5 回 目 調 査

時 点 の 親 密 度 得 点 が 、1 回 目・ 3 回 目 調 査 時 点 よ り も 高 か っ た 。友 人

選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果 （ F ( 3 , 1 11 ) ＝ 1 . 5 8 , n . s .）、 お よ び 時 点 と 友 人

選 択 グ ル ー プ 群 の 交 互 作 用 （ F ( 1 2 , 4 4 4 )＝ 1 . 2 4 , n . s .） は 有 意 で は な か

っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 7 参 照 ）。  

Table4-2-6. 新友人の5回の調査時点における友人選択状況

型 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
各パターンの

人数
各群の人数

 
1 A A A A A 29
2 A A B B B 5
3 A A A B B 2
4 A A B C C 4

5 A A A A B 9
6 A A B B C 3
7 A A A B C 5
8 A A B C D 5

9 A B B B B 18
10 A B C C C 6
11 A B B C C 0
12 A B C D D 2

13 A B B B C 6
14 A B C C D 3
15 A B B C D 6
16 A B C D E 12

前後半一致群

前半一致・後半不一

致群

前半不一致・後半一

致群

前後半不一致群

註）アルファベットは人物の選択状況を示す。アルファベットの変化は、調査時点間で友人を変化させたことを示す。

40

22

26

27
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( 3 ) - 3 - 3  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 対 人 感 情 の 各 評 定 値 の 推 移  

対 人 感 情 に お け る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 、 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主

効 果 は 、有 意 で は な か っ た ( F ( 3 , 1 0 9 )＝ . 6 0 , n . s . )。ま た 時 点 の 有 意 な

主 効 果 が 見 ら れ た が （ F ( 4 , 4 3 6 ) ＝ 7 . 4 2 , p < . 0 0 1）、 時 点 と 友 人 選 択 グ

ル ー プ 群 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 2 , 4 3 6 ) ＝

2 . 2 5 , p < . 0 1）、時 点 及 び 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を

行 っ た 。 各 時 点 の 検 討 で は 、 い ず れ の 時 点 で も 友 人 選 択 グ ル ー プ 群

の 有 意 な 主 効 果 を 見 ら れ な か っ た 。 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別 の 検 討 で

は 、「前 後 半 一 致 群 」と「 前 半 一 致・後 半 不 一 致 群 」の 時 点 に お け る

有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ 、B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 の 結 果「 前 後 半 一 致

群 」 で は 、 5 回 目 調 査 時 点 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 が 1・ 2・ 3 回 目 の

得 点 よ り も 高 か っ た 。 ま た 、「 前 半 一 致 ・ 後 半 不 一 致 群 」 で は 5 回

目 調 査 時 点 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 得 点 が 2・ 4 回 目 の 得 点 よ り も 高 か っ

た ( Ta b l e 4 - 2 - 8 参 照 )。  

拒 否 感 情 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た た め （ F ( 4 , 4 3 6 ) ＝

5 . 2 1 , p < . 0 0 1）、 B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 3 回 目 と 4 回

目 の 調 査 時 点 の 親 密 度 得 点 が 、 1 回 目 の 調 査 時 点 よ り も 高 か っ た 。

友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果 （ F ( 3 , 1 0 9 )＝ 2 . 0 0 , n . s .）、 お よ び 時 点 と

友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 交 互 作 用 （ F ( 1 2 , 4 3 6 )＝ 1 . 4 1 , n . s .） は 有 意 で は

な か っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 9 参 照 ）。  

 

Table4-2-7.人物選択パターン別の親密度得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

前後半一致 5.32 5.51 5.53 5.69 5.73
(.86) (.92) (.83) (.86) (.72)

前半一致・後半不一致 5.32 5.36 5.27 5.12 5.73
(.91) (.93) (1.14) (.92) (.86)

前半不一致・後半一致 5.31 5.76 5.51 5.64 5.63
(.86) (.68) (1.06) (1.03) (.89)

前後半不一致 5.25 5.20 5.11 5.20 5.41
(1.20) (.83) (.59) (1.04) (.86)

計 5.30 5.46 5.38 5.46 5.63
(.95) (.86) (.91) (.97) (.82)

（　　）はSD
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( 3 ) - 3 - 4  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 二 者 関 係 認 知 の 各 評 定 値 の 推

移  

二 者 関 係 認 知 に お け る 深 さ の 関 係 認 知 で は 、 友 人 選 択 グ ル ー プ 群

の 主 効 果 は 、 有 意 で は な か っ た ( F ( 3 , 1 0 9 ) ＝ 1 . 1 6 , n . s . ) 。 ま た 時 点 の

有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が （ F ( 4 , 4 3 6 ) ＝ 5 . 3 6 , p < . 0 0 1）、 時 点 と 友 人

選 択 グ ル ー プ 群 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め （ F ( 1 2 , 4 3 6 ) ＝

2 . 0 7 , p < . 0 5）、時 点 及 び 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を

行 っ た 。 各 時 点 の 検 討 で は 、 4 回 目 調 査 時 点 で 友 人 選 択 グ ル ー プ 群

の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が 、 多 重 比 較 の 結 果 は グ ル ー プ 群 の 有 意

な 差 は 見 ら れ な か っ た 。友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別 の 検 討 で は 、「前 後 半

一 致 群 」 と 「 前 半 一 致 ・ 後 半 不 一 致 群 」 の 時 点 に お け る 有 意 な 主 効

果 が 見 ら れ 、 B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 の 結 果 「 前 後 半 一 致 群 」 で は 、

5 回 目 調 査 時 点 の 深 さ の 関 係 認 知 得 点 が 1・ 2・ 3 回 目 の 得 点 よ り も

高 か っ た 。 ま た 、「 前 半 一 致 ・ 後 半 不 一 致 群 」 で は 5 回 目 調 査 時 点

の 深 さ の 関 係 認 知 得 点 が 4 回 目 の 得 点 よ り も 高 か っ た ( Ta b l e 4 - 2 - 1 0

参 照 )。  

 対 等 さ の 関 係 認 知 で は 、時 点 及 び 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果 は 、

有 意 で は な か っ た (時 点： F ( 4 , 4 3 6 )＝ 1 . 8 9 ,  n . s .・グ ル ー プ： F ( 3 , 1 0 9 )

Table4-2-8.人物選択パターン別のポジティブ感情得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 単純主効果の結果

前後半一致 4.59 4.73 4.72 4.94 5.11
(1.04) (.89) (.97) (.89) (.91)

前半一致・後半不一致 4.70 4.55 4.62 4.39 5.27
(1.07) (1.17) (1.40) (1.20) (1.02)

前半不一致・後半一致 4.51 4.96 4.71 4.63 4.83
(1.22) (1.12) (1.24) (1.28) (.97)

前後半不一致 4.45 4.74 4.46 4.33 4.63
(1.13) (.73) (.92) (1.04) (.99)

計 4.56 4.75 4.64 4.62 4.96
(1.10) (.97) (1.11) (1.10) (.98)

（　　）はSD

5回目＞1・2・3回目

5回目>2・4回目

Table4-2-9.人物選択パターン別の拒否感情得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
前後半一致 1.76 2.22 2.27 2.27 2.27

(.78) (.97) (.87) (.93) (.92)
前半一致・後半不一致 2.15 2.08 2.25 2.49 2.02

(1.18) (1.00) (1.14) (1.16) (1.09)
前半不一致・後半一致 1.38 1.88 1.83 1.98 1.85

(.51) (1.03) (.64) (1.20) (.75)
前後半不一致 2.09 1.78 2.19 2.33 2.01

(.98) (.76) (.94) (1.04) (.77)
計 1.83 2.01 2.14 2.26 2.06

(.91) (.95) (.91) (1.07) (.89)
（　　）はSD
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＝ . 4 8 , n . s . )。 時 点 と 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ

た た め （ F ( 1 2 , 4 3 6 ) ＝ 1 . 9 3 , p < . 0 5）、 時 点 及 び 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別

に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 各 時 点 の 検 討 で は 、 4 回 目 調 査 時 点

で 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ 、 Tu k e y の 多 重 比 較

の 結 果 、「前 後 半 一 致 群 」の 得 点 が「 前 半 一 致・後 半 不 一 致 群 」の 得

点 よ り も 高 か っ た 。友 人 選 択 グ ル ー プ 群 別 の 検 討 で は 、「前 半 一 致 ・

後 半 不 一 致 群 」 の 時 点 に お け る 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が 、 多 重 比

較 の 結 果 、時 点 間 の 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た  ( Ta b l e 4 - 2 - 11 参 照 )。 

感 情 的 な 関 係 認 知 で は 、 時 点 及 び 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果 、

時 点 と 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 交 互 作 用 は い ず れ も 有 意 で は な か っ た

(時 点： F ( 4 , 4 3 6 )＝ 1 . 0 9 ,  n . s .・グ ル ー プ： F ( 3 , 1 0 9 )＝ . 8 7 , n . s .  ・交 互

作 用 ： F ( 1 2 , 4 3 6 )＝ 1 . 5 8 ,  n . s .； Ta b l e 4 - 2 - 1 2 参 照 )。  

 

 

 

Table4-2-10.人物選択パターン別の深さの関係認知得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 単純主効果の結果

前後半一致 5.07 5.29 5.33 5.50 5.63
(.74) (.81) (.83) (.76) (.73)

前半一致・後半不一致 5.40 5.22 5.10 4.99 5.66
(.84) (.95) (1.20) (.94) (.87)

前半不一致・後半一致 5.33 5.44 5.62 5.60 5.68
(.91) (.90) (.94) (.97) (.90)

前後半不一致 5.03 5.40 5.17 5.06 5.30
(1.04) (.84) (.78) (1.11) (.82)

計 5.19 5.33 5.31 5.32 5.57
(.88) (.86) (.93) (.96) (.82)

（　　）はSD

5回目＞1・2・3回目

5回目>4回目

Table4-2-11.人物選択パターン別の対等さの関係認知得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 単純主効果の結果

前後半一致 5.84 5.98 5.99 6.14 6.08
(.82) (.87) (1.03) (.82) (.85)

前半一致・後半不一致 6.02 5.94 5.76 5.41 6.11
(.91) (.81) (1.23) (.95) (.69)

前半不一致・後半一致 5.65 5.87 6.13 5.90 5.82
(1.02) (.89) (.89) (1.03) (1.04)

前後半不一致 5.68 6.10 5.91 5.65 5.80
(.98) (.76) (.84) (1.17) (.99)

計 5.79 5.98 5.96 5.83 5.96
(.92) (.83) (.99) (1.01) (.90)

（　　）はSD

4回目調査時点：前後半一
致＞前半一致・後半不一致
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( 3 ) - 3 - 5  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 二 者 関 係 認 知 の 各 評 定 値 の 推

移  

対 人 行 動 に お け る 親 和 的 行 動 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見

ら れ た た め（ F ( 4 , 4 4 4 )＝ 1 0 . 3 5 , p< . 0 0 1）、B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 を 行 っ

た と こ ろ 、 5 回 目 調 査 時 点 の 親 和 的 行 動 得 点 が 、 そ の 他 全 て の 調 査

時 点 よ り も 高 か っ た 。 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果 （ F ( 3 , 11 1 ) ＝

1 . 0 9 , n . s .）、お よ び 時 点 と 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 交 互 作 用（ F ( 1 2 , 4 4 4 )

＝ 1 . 2 9 , n . s .） は 有 意 で は な か っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 1 3 参 照 ）。  

主 張 的 行 動 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た た め

（ F ( 4 , 4 4 4 )＝ 1 6 . 8 2 , p< . 0 0 1）、B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、5

回 目 調 査 時 点 の 主 張 的 行 動 得 点 が 、 1・ 2・ 3 回 目 調 査 時 点 よ り も 高

く 、 4 回 目 調 査 時 点 の 得 点 が 1・ 2 回 目 査 時 点 よ り も 高 く 、 3 回 目 調

査 時 点 の 得 点 が 1 回 目 調 査 時 点 よ り も 高 か っ た 。 友 人 選 択 グ ル ー プ

群 の 主 効 果（ F ( 3 , 1 11 )＝ . 6 1 , n . s .）、お よ び 時 点 と 友 人 選 択 グ ル ー プ 群

の 交 互 作 用（ F ( 1 2 , 4 4 4 )＝ 1 . 1 4 , n . s .）は 有 意 で は な か っ た（ Ta b l e 4 - 2 - 1 4

参 照 ）。  

回 避 的 行 動 得 点 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た た め

（ F ( 4 , 4 4 4 )＝ 3 . 7 8 , p < . 0 1）、B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 4 ・

5 回 目 調 査 時 点 の 回 避 的 行 動 得 点 が 、1 回 目 調 査 時 点 の 得 点 よ り も 高

か っ た 。友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 主 効 果（ F ( 3 , 1 1 1 )＝ . 9 9 , n . s .）、お よ び

時 点 と 友 人 選 択 グ ル ー プ 群 の 交 互 作 用 （ F ( 1 2 , 4 4 4 )＝ 1 . 0 5 , n . s .） は 有

意 で は な か っ た （ Ta b l e 4 - 2 - 1 5 参 照 ）。  

 

 

 

Table4-2-12.人物選択パターン別の感情的関係認知得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
前後半一致 3.92 4.14 4.00 4.14 4.05

(.49) (.61) (.67) (.85) (.76)
前半一致・後半不一致 4.32 4.11 4.20 4.52 4.23

(.76) (.69) (.85) (.88) (1.08)
前半不一致・後半一致 3.98 3.88 4.12 3.87 4.19

(.39) (1.16) (1.30) (1.18) (.87)
前後半不一致 3.93 4.20 4.07 4.31 3.78

(.73) (.95) (.83) (1.15) (.89)
計 4.01 4.09 4.08 4.19 4.05

(.61) (.86) (.91) (1.03) (.89)
（　　）はSD
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( 4 )  考 察  

 

第 2 節 で は 、5 回 の 追 跡 調 査 に お い て 、調 査 協 力 者 に と っ て の「 一

番 親 し い 新 友 人 」 を 選 択 さ せ る 手 続 き か ら 、 新 友 人 選 択 状 況 と そ の

評 定 の 推 移 を 検 討 し た 。 各 結 果 の 考 察 を 述 べ た 上 で 、 最 後 に 仮 説 の

可 否 に つ い て 論 じ て い く 。  

 

Table4-2-13.人物選択パターン別の親和的行動得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
前後半一致 3.18 3.35 3.34 3.45 3.51

(.60) (.58) (.67) (.63) (.63)
前半一致・後半不一致 3.19 3.26 3.22 3.18 3.57

(.82) (.68) (.86) (.79) (.84)
前半不一致・後半一致 3.15 3.39 3.41 3.27 3.50

(.72) (.70) (.78) (.88) (.60)
前後半不一致 3.11 3.10 3.05 2.98 3.33

(.68) (.52) (.64) (.72) (.60)
計 3.16 3.28 3.26 3.25 3.48

(.68) (.62) (.73) (.75) (.66)
（　　）はSD

Table4-2-14.人物選択パターン別の主張的行動得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
前後半一致 1.34 1.60 1.62 1.72 1.79

(.41) (.58) (.59) (.48) (.62)
前半一致・後半不一致 1.49 1.66 1.55 1.81 1.77

(.60) (.75) (.61) (.92) (.63)
前半不一致・後半一致 1.29 1.45 1.57 1.46 1.65

(.40) (.51) (.61) (.52) (.61)
前後半不一致 1.43 1.48 1.66 1.82 1.76

(.53) (.51) (.51) (.78) (.60)
計 1.38 1.55 1.60 1.70 1.75

(.48) (.58) (.58) (.67) (.61)
（　　）はSD

Table4-2-15.人物選択パターン別の回避的行動得点の平均値の推移とSD

　 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
前後半一致 1.15 1.19 1.22 1.24 1.28

(.20) (.27) (.26) (.28) (.35)
前半一致・後半不一致 1.17 1.39 1.36 1.39 1.30

(.23) (.61) (.54) (.71) (.37)
前半不一致・後半一致 1.10 1.19 1.19 1.20 1.28

(.13) (.27) (.26) (.34) (.39)
前後半不一致 1.22 1.25 1.31 1.44 1.20

(.34) (.60) (.57) (.83) (.30)
計 1.16 1.24 1.26 1.30 1.26

(.24) (.44) (.41) (.56) (.35)
（　　）はSD
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( 4 ) - 1  新 友 人 の 友 人 選 択 状 況 の 推 移  

本 論 文 で は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 追 跡 的 調 査 か ら 捉 え る こ と

を 目 的 と し て い る が 、 そ の 際 、 各 調 査 時 点 一 番 親 し い 友 人 を 固 定 せ

ず に 、 各 時 点 で の 一 番 親 し い 友 人 に 対 す る 各 評 定 を さ せ る 手 続 き を

使 用 し た 。 こ の 手 法 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 過 程 で 一 番 親 し い と

協 力 者 が 選 択 す る 友 人 が 変 容 す る 可 能 性 の 有 無 、 及 び そ の 変 容 の 様

相 を 捉 え る こ と を 可 能 と し た 。  

本 論 文 の 調 査 協 力 者 が 選 択 し た 一 番 親 し い 友 人 が 、 5 回 の 調 査 期

間 中 に ど の よ う な 変 容 す る の か を 検 討 し た 。 全 調 査 協 力 者 中 、 初 期

に 選 択 し た 友 人 を 5 回 の 調 査 期 間 中 、 一 度 も 変 化 さ せ な か っ た 調 査

協 力 者 は 約 2 5％ で あ っ た 。こ の 群 で は 、少 な く と も 入 学 3 週 間 目 の

1 番 親 し い と い う 認 知 が 1 年 1 ヵ 月 後 ま で 続 い て い た 可 能 性 が あ る 。 

一 方 で 本 研 究 の 手 続 き を 使 用 し た 結 果 、 初 期 の 印 象 よ り 親 し い と

認 知 し た 友 人 が 出 現 し 、 少 な く と も 1 回 以 上 「 一 番 親 し い 友 人 」 を

変 化 さ せ た 調 査 協 力 者 が 約 7 5％ い る と い う こ と も 確 認 さ れ た 。ま た 、

1 - 2 回 目 調 査 時 点 よ り も 2 - 3 回 目 調 査 時 点 、 3 - 4 回 目 調 査 時 点 で 、

同 じ 友 人 を 選 択 し た 率 が 高 ま っ て い た が 、 4 -5 回 目 調 査 時 点 の 友 人

選 択 で は 、同 じ 友 人 の 選 択 率 が 約 5 7％ で あ り 、友 人 が 変 化 し た 率 が

高 ま っ た 。こ の 期 間 に は 冬 休 み・春 休 み の 長 期 休 み 期 間 を 経 て お り 、

進 級 し 、 新 た な 授 業 選 択 や 活 動 の 広 ま り 、 友 人 と の 様 々 な 相 互 作 用

を 経 験 す る こ と で 、 親 し い 友 人 が 変 化 し た 可 能 性 を 示 唆 す る も の で

あ っ た 。 友 人 を 変 更 し た 不 一 致 群 に つ い て 、 新 し く 選 択 し た 友 人 と

知 り 合 っ た 時 期 を 確 認 し た と こ ろ 、 調 査 期 間 中 に 新 た に 出 現 し た 友

人 の 割 合 は 、 1 0％ ～ 2 0％ で あ っ た 。新 友 人 は 多 く の 場 合 同 じ 大 学 内

で 選 択 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 8 0％ 以 上 が 、 入 学 当 初 に そ の 存 在

を 認 知 し て い て 、 後 に 親 し い 友 人 と し て 選 択 さ れ て い た こ と が 明 ら

か に な っ た 。 す な わ ち 、 1 年 間 の 追 跡 的 研 究 の 中 で 一 番 親 し い 友 人

を 変 化 さ せ る 群 の 存 在 は 、 多 く の 場 合 、 入 学 当 初 か ら 複 数 の 友 人 関

係 で 構 成 さ れ て い る か 、 も し く は 複 数 の 異 な る 友 人 関 係 グ ル ー プ を

有 し て お り 、 幅 広 い 選 択 の 中 で 、 一 番 親 し い 友 人 が 変 化 す る ケ ー ス

の 存 在 を 明 ら か に し た 。 そ の 一 方 で 、 友 人 を 変 化 さ せ た も う 一 つ の

可 能 性 と し て 、 大 学 入 学 後 1 年 間 で 、 新 た に 選 択 し た 友 人 と 知 り 合

っ た こ と で 、 親 し い 友 人 関 係 が 変 化 し た 群 も 存 在 し て い た 。 少 な く

と も 親 し い 友 人 を 変 化 さ せ た 群 は 、 親 し い 友 人 を 一 度 も 変 化 さ せ な

か っ た 群 よ り も 、 入 学 か ら 1 年 間 の 間 に 活 発 な 友 人 関 係 を 経 験 し た

可 能 性 が あ る 。  

 

( 4 ) - 2  友 人 選 択 よ る 親 密 さ の 程 度 、「 対 人 感 情 」「 関 係 認 知 」「 対 人

行 動 」 の 時 点 間 の 推 移  

第 2 に 友 人 選 択 よ る 、親 密 さ の 程 度 、「 対 人 感 情 」「関 係 認 知 」「対
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人 行 動 」 の 推 移 を 検 討 し た 。  

1 - 2 回 目 の 時 点 間 の 友 人 選 択 に よ る 各 評 定 の 推 移 に 差 が み ら れ る

か の 検 討 を 行 っ た 。 親 密 度 得 点 ・ 深 さ の 関 係 認 知 ・ 対 等 性 の 関 係 認

知 ・ 対 人 行 動 の 全 て の 因 子 に つ い て 、 新 友 人 の 入 学 初 期 段 階 で は 、

友 人 選 択 に よ っ て 親 密 さ の 程 度 に 差 異 は 見 ら れ ず 、 一 貫 し て 入 学 2

ヶ 月 後 （ 2 回 目 ） の 値 が 確 認 さ れ た 。 つ ま り 、 友 人 と 出 会 っ て 間 も

な い 段 階 で は 、 友 人 の 選 択 状 況 が 得 点 に は 影 響 せ ず 、 全 体 と し て の

「 一 番 親 し い 友 人 」 に 対 す る 評 定 と し て 、 入 学 か ら 友 人 と 過 ご し た

期 間 の 長 さ が 、 親 密 さ を 高 め 、 関 係 の 深 さ や 対 等 性 の 認 知 を 高 め 、

行 動 の 頻 度 を 増 す こ と を 示 す も の で あ る 。 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 で は 、 友

人 を 変 化 さ せ た 群 の み で 、 2 回 目 の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 が 高 ま る 結 果 を

得 た 。 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 は 、 信 頼 感 や 優 し く し た い な ど 、 友 人 が 好 印

象 で あ る こ と を 示 す 感 情 面 の 指 標 で あ る 。 入 学 直 後 よ り も 新 た な 好

印 象 の 友 人 を 選 択 し た と い う こ と が 他 の 指 標 に 比 べ て 表 出 さ れ や す

い 指 標 で あ る 可 能 性 が あ る 。 そ の 他 の 指 標 で は 、 友 人 選 択 の 主 効 果

は み ら れ な い こ と か ら 、 入 学 当 初 の 友 人 選 択 が 各 評 定 に 及 ぼ す 影 響

は 少 な い こ と が 明 ら か に な っ た 。 入 学 当 初 の 友 人 形 成 は 、 一 人 の 友

人 の み と 出 会 う ケ ー ス だ け で は な く 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や サ ー ク

ル 活 動 で 集 団 の 中 で 友 人 と 出 会 う 可 能 性 も あ る 。 大 学 入 学 3 週 間 目

と 大 学 入 学 1 か 月 後 に お け る 友 人 選 択 は 、 友 人 形 成 時 期 に あ た る と

推 測 さ れ 、「一 番 親 し い 友 人 」は 様 々 な 出 会 い の 中 で 選 択 さ れ た 可 能

性 が 高 い 。 す な わ ち 、 こ の 段 階 で の 一 番 と い う 基 準 が 、 協 力 者 の 中

で は 明 確 な も の で は な く 、 時 間 の 推 移 が 全 体 の 友 人 関 係 と し て の 評

定 に 影 響 し た と 考 え ら れ る 。  

2 - 3 回 目 の 調 査 時 点 間 で は 、 親 密 度 得 点 と 深 さ の 関 係 認 知 の 得 点

で 友 人 選 択 の 主 効 果 が 有 意 で あ り 、 一 貫 し て 同 じ 友 人 を 選 ん だ 群 の

親 密 度 や 深 さ の 認 知 が 高 い こ と か ら 、 同 友 人 を 選 択 し た 場 合 に は 安

定 し た 高 い 親 密 感 や 深 さ の 認 知 が あ る こ と 、 一 方 で 、 入 学 2 - 3 カ 月

目 に 友 人 を 変 化 さ せ た 群 で は 、 初 期 の 友 人 よ り も 親 し い 友 人 が 出 現

し た も の の 、 そ の 友 人 へ の 親 密 度 や 深 さ の 認 知 が 高 ま っ て い な か っ

た 。 ま た そ の 他 の 指 標 で は 、 時 点 ・ 友 人 選 択 の 主 効 果 は み ら れ な か

っ た 。 入 学 2 - 3 ヶ 月 目 は 、 前 期 の 中 盤 か ら 後 半 に 当 た る 。 こ の 時 点

間 で 同 じ 友 人 を 選 択 し た の は 全 体 の 約 6 5％ で あ り 、そ の 友 人 と の 関

係 が 安 定 し て い る こ と を 示 し た が 、 そ の 一 方 で 、 友 人 を 変 え た 群 に

お い て 、親 密 さ や 深 さ の 認 知 に 変 化 が 見 ら れ な い こ と は 、諸 井 ( 1 9 8 6 )

が 指 摘 す る よ う に 、 入 学 3 か 月 後 の 間 は 友 人 形 成 が 活 発 段 階 で あ る

群 が 存 在 し 、 初 期 に 出 会 っ た 友 人 以 外 の 友 人 関 係 が 新 た に ス タ ー ト

し て い る 段 階 で あ っ た 可 能 性 も あ る 。  

3 - 4 回 目 の 調 査 時 点 間 で は 、 主 張 的 行 動 に お い て 、 友 人 選 択 に 関

わ ら ず 、 主 張 的 行 動 の 頻 度 が 4 回 目 調 査 時 点 で 増 し て い た 。 ま た 、
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感 情 的 な 関 係 認 知 で は 、 4 回 目 で 友 人 を 変 え た 群 で の 感 情 的 な 認 知

が 高 ま っ て い た 。3 - 4 回 目 の 時 点 間 に は 、夏 休 み 期 間 を 含 ん で い る 。

す な わ ち 、 不 一 致 群 は 夏 休 み 前 に 選 択 し た 友 人 を 夏 休 み 後 に 変 更 し

た こ と を 意 味 す る 。 夏 休 み 後 は 、 授 業 の 選 択 が 変 化 し 、 ま た 、 新 た

な る 関 係 が ス タ ー ト す る 可 能 性 も あ る 。 ま た 夏 休 み の 間 に 、 友 人 間

で 大 学 生 活 以 外 の 学 外 で の 付 き 合 い を 経 験 し た 可 能 性 が あ る 。 あ る

程 度 大 学 生 活 に 慣 れ て き た 時 点 で 、 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 を 変 え る

こ と が 、感 情 的 な 認 知 の 変 動 に 特 に 影 響 す る こ と を 示 す も の で あ る 。 

4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 に お い て は 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た か 、 違 う 友

人 を 選 択 し た か に よ っ て 多 く の 評 定 で そ の 変 動 が 確 認 さ れ た 。 親 密

度 得 点 ・ 二 者 関 係 認 知 の 全 て の 因 子 に お い て 友 人 選 択 に よ る 差 異 が

見 ら れ た 。 両 調 査 で 同 じ 友 人 を 選 択 し た も の は 、 評 定 値 に 差 異 が 見

ら れ な い が 、 友 人 を 変 え た 者 は 、 入 学 1 年 1 ヶ 月 後 （ 5 回 目 ） で 選

択 し た 友 人 に 対 す る 親 密 さ ・ 深 さ の 認 知 ・ 対 等 性 の 認 知 が 有 意 に 増

し 、 感 情 的 な 認 知 が 低 下 し て い た 。 ま た 、 入 学 7 ヵ 月 後 （ 4 回 目 ）

の 親 密 度 得 点 ・ ポ ジ テ ィ ブ 感 情 ・ 二 者 関 係 認 知 の 全 て の 因 子 ・ 親 和

的 行 動 で は 次 回 に 友 人 を 変 化 さ せ る か 否 か で 評 定 平 均 値 に 差 異 が 見

ら れ た 。 す な わ ち 、 5 回 目 の 友 人 選 択 で 同 じ 友 人 を 選 択 す る 群 は 、

友 人 を 変 更 す る 群 に 比 べ て 4 回 目 の 得 点 が 高 く 推 移 し て い た 。 4 - 5

回 目 の 友 人 選 択 に は 、 他 の 調 査 時 点 間 と 若 干 異 な る 状 況 が 想 定 さ れ

る 。 3 回 目 調 査 時 点 ま で は 、 前 期 期 間 中 の 講 義 ス ケ ジ ュ ー ル が 変 わ

ら な い 中 で の 友 人 選 択 で あ っ た 。 3 - 4 回 目 で は 、 夏 休 み と い う 長 期

休 み 期 間 と 後 期 の 新 た な 講 義 ス ケ ジ ュ ー ル も 存 在 し た が 、 通 年 科 目

等 も 多 く 進 学 段 階 に 比 べ る と 変 化 は 少 な い 。 一 方 、 4 - 5 回 目 は 、 冬

休 み ・ 春 休 み と い っ た 長 期 休 み 期 間 に 加 え 、 2 年 生 に 進 学 し そ の 授

業 選 択 も 多 岐 に わ た り 、 専 門 科 目 の 選 択 、 資 格 の 方 向 性 な ど 、 将 来

の 進 路 に 向 け 、 第 1 の 重 大 な 岐 路 を 迎 え る 時 期 で あ る 。 友 人 選 択 に

も こ の 様 な 状 況 が 関 わ っ て く る こ と が 想 像 さ れ る 。 ま た 入 学 生 活 が

落 ち 着 い た 中 で 、 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で も 「 一 番 」 と い う 基 準 が 協

力 者 の 中 で 明 確 に な っ て き た 可 能 性 が あ る 。 そ の 結 果 、 友 人 を 変 化

さ せ た 群 の 変 更 前 友 人 と 変 更 後 の 友 人 に 対 す る 指 標 の 変 動 が 他 の 調

査 時 点 よ り も 明 確 に 表 れ た と 考 え る 。 本 節 の 結 果 か ら 新 学 年 に 進 級

す る 段 階 に お け る 友 人 選 択 が 友 人 に 対 す る 様 々 な 評 定 の 推 移 に 影 響

を 与 え る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

( 4 ) - 3  友 人 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 親 密 さ の 程 度 、「対 人 感 情 」「関 係

認 知 」「 対 人 行 動 」 の 時 点 間 の 推 移  

第 3 に 、 協 力 者 を 5 回 の 調 査 時 点 の 友 人 選 択 状 況 を も と に 、 入 学

直 後 （ 入 学 3 週 間 目 ～ 2 ヶ 月 後 ） の 友 人 選 択 と 、 入 学 半 年 ～ 入 学 1

年 後 の 友 人 選 択 状 況 を も と に 4 群 に 再 グ ル ー プ 化 し た 。 新 友 人 の ５
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回 の 調 査 時 点 に お け る 友 人 選 択 過 程 で は 、 5 回 の 調 査 期 間 中 、 一 度

も 変 化 さ せ な か っ た 調 査 協 力 者 が 最 も 多 く 、 2 9 名 ( 2 5 . 2％ )で あ り 、

以 下 1 - 2 回 目 の み 友 人 を 変 化 さ せ た 協 力 者 1 8 名 ( 1 5 . 7％ )、毎 回 友 人

を 変 化 さ せ た 協 力 者 1 2 名 ( 1 0 . 4％ )と 続 い た 。し か し な が ら 、そ の 他

の パ タ ー ン に も 数 名 ず つ の 協 力 者 が 存 在 し 、 全 体 的 印 象 と し て 、 友

人 選 択 推 移 に は 様 々 な パ タ ー ン が 存 在 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

先 述 の 時 点 間 別 （ 1 - 2 回 目 ・ 2 - 3 回 目 ・ 3 - 4 回 目 ・ 4 - 5 回 目 ） の 検

討 で は 、 入 学 直 後 の 友 人 選 択 で は 、 友 人 選 択 の 要 因 に よ っ て 評 定 が

変 動 す る こ と は 少 な い が 、 入 学 半 年 ～ 入 学 1 年 後 の 友 人 選 択 の 要 因

は 、 多 く の 評 定 の 変 動 が 影 響 し て い た こ と が 明 ら か に な っ た 。 時 点

間 の み の 検 討 で は そ の 他 の 時 点 間 と の つ な が り が 推 定 で き な い が 、

特 徴 あ る グ ル ー プ 群 に つ い て 5 回 の 調 査 時 点 を 一 度 に 分 析 す る こ と

で 、 友 人 選 択 パ タ ー ン に よ る 各 評 定 の 推 移 の 特 徴 を 抽 出 す る こ と が

目 的 で あ っ た 。 9 つ の 評 定 の う ち 、 友 人 選 択 グ ル ー プ に 関 す る 要 因

に よ る 指 標 の 推 移 に 差 異 が み ら れ た の は 、 対 人 感 情 に お け る 「 ポ ジ

テ ィ ブ 感 情 」、二 者 関 係 認 知 に お け る「 深 さ の 関 係 認 知 」お よ び「 対

等 さ の 関 係 認 知 」の 3 評 定 で あ っ た 。「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 」と「 深 さ の

関 係 認 知 」 で は 、「 前 後 半 一 致 群 」 の 時 点 に よ る 変 動 が 確 認 さ れ 、 5

回 目 の 調 査 時 点 の 得 点 が 1・ 2・ 3 回 目 よ り も 高 か っ た 。 他 群 で は こ

の よ う な 傾 向 は 確 認 さ れ な か っ た 。1 回 目 ～ 5 回 目 の 得 点 の 推 移 を 概

観 す る と 、他 群 に く ら べ て こ の 群 の 特 徴 は 、直 線 的 で は な い も の の 、

入 学 直 後 よ り も 得 点 が 高 ま っ て い る こ と で あ る 。 4 - 5 回 目 に お け る

有 意 な 差 が み ら れ て い な い こ と か ら 、 入 学 半 年 後 ( 4 回 目 )に 選 択 し

た 友 人 に 対 し て は 、 す で に 安 定 し た ポ ジ テ ィ ブ 感 情 や 深 さ の 認 知 が

存 在 す る こ と を 示 す も の で あ っ た 。「 前 後 半 一 致 群 」と 対 照 的 な 変 動

を 示 し た の が 「 前 半 一 致 ・ 後 半 不 一 致 群 」 だ っ た 。 ポ ジ テ ィ ブ 感 情

で は 、2 回 目・ 4 回 目 よ り も 5 回 目 の 得 点 が 、ま た 深 さ の 関 係 認 知 で

は 4 回 目 よ り も 5 回 目 の 得 点 が 高 か っ た 。 こ の 群 の 特 徴 は 、 4 回 目

の 得 点 が 、 調 査 時 点 の 中 で 一 番 低 い 値 を 示 し て お り 、 5 回 目 の 得 点

が 高 く 評 定 さ れ て い る こ と で あ る 。 こ の 群 は 、 4 - 5 回 目 に は 友 人 選

択 を 変 化 さ せ て い る が 、 同 じ 4 - 5 回 目 に 変 化 を さ せ て い る 「 前 後 半

不 一 致 群 」 で は こ の よ う な 変 動 は 確 認 さ れ て い な い 。 先 述 の 時 点 間

で の 検 討 で も 「 4 - 5 回 目 不 一 致 群 」 の 得 点 の 変 動 が 確 認 さ れ た が 、

こ の 2 つ の 指 標 に つ い て は 、「 前 半 一 致・後 半 不 一 致 群 」の 様 相 が 時

点 間 の 変 動 に 大 き な 影 響 を 与 え て い た こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の

群 は 少 な く と も 入 学 直 後 の 友 人 選 択 で は 同 じ 友 人 を 選 択 し て お り 、

す な わ ち 、 一 見 す る と 入 学 直 後 か ら 順 調 な 友 人 関 係 を ス タ ー ト さ せ

て い る よ う で あ る 。 こ の 友 人 選 択 状 況 は 「 前 後 半 一 致 群 」 と 同 様 で

あ る 。 し か し な が ら 、 後 半 の 調 査 時 点 に 至 る ま で の 友 人 選 択 は 様 々

だ が 、 4 回 目 に 選 択 し た 友 人 へ の 評 定 が 低 く 、 結 果 と し て 5 回 目 の
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友 人 選 択 を 変 化 さ せ た 可 能 性 が あ る 。 大 学 2 年 生 に 進 学 し 5 回 目 に

選 択 さ れ た 友 人 に は 、 よ り 強 い ポ ジ テ ィ ブ 感 情 と 深 い 関 係 認 知 を 評

定 し て い る こ と か ら 、 少 な く と も 入 学 半 年 の 間 に 「 一 番 」 だ と 認 知

し て い た 友 人 よ り も 進 学 し た 段 階 に は 、 よ り 印 象 の 良 い 友 人 が で き

た こ と を 示 す 結 果 で あ る 。「 対 等 さ の 関 係 認 知 」で は 、 4 回 目 の 調 査

時 点 に パ タ ー ン に よ る 差 異 が 明 ら か に さ れ 、「前 後 半 一 致 群 」の 得 点

が「 前 半 一 致・後 半 不 一 致 群 」の 得 点 よ り も 高 か っ た 。「前 後 半 一 致

群 」 は 4 回 目 の 時 点 で 対 等 さ を 強 く 認 知 し 、 5 回 目 で も 同 じ 友 人 を

一 番 の 友 人 と し て 選 択 す る が 、「前 半 一 致・後 半 不 一 致 群 」で は 、前

者 よ り も 対 等 さ の 認 知 を 低 く 評 定 し 、 そ の 結 果 友 人 選 択 を 変 化 さ せ

る と い う こ の 2 群 の 特 徴 を 示 す 結 果 を 得 た 。3 つ の 指 標 に 関 し て は 、

全 般 的 な 傾 向 と し て 、「 前 後 半 一 致 群 」「 前 半 一 致 ・ 後 半 一 致 群 」 の

特 徴 的 な 得 点 推 移 が 明 ら か に さ れ 、 そ の 推 移 に 影 響 を 与 え て い る の

は 、 こ の 2 群 に お け る 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 で あ る こ と が 明 ら か に な

っ た 。  

そ の 他 6 つ の 評 定 に は 選 択 グ ル ー プ 群 に よ る 評 定 の 変 動 は 見 ら れ

な か っ た 。 こ の 結 果 は 、 グ ル ー プ 群 の 再 グ ル ー プ 化 の 方 法 の 手 続 に

お け る 問 題 点 が 考 え ら れ る 。 本 節 で は 11 5 名 の 全 協 力 者 を 、 グ ル ー

プ 化 す る こ と を 目 標 と し た た め 、 1 - 2 回 目 と 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 状

況 の み を グ ル ー プ 化 す る 際 の 基 準 に 使 用 し た 。 し た が っ て 、 各 群 に

は 、2 - 3 回 目・3 - 4 回 目 の 友 人 選 択 に は 、言 及 し て い な い 。そ の 結 果 、

6 つ の 評 定 の 変 動 に は 差 が 見 ら れ な い と い う 結 果 に 至 っ た も の と 考

え る 。  

 

( 4 ) - 4  仮 説 の 検 証  

本 節 の 仮 説 で あ る 「 入 学 当 初 に 選 択 し た 友 人 を 変 更 し な い 協 力 者

の 初 期 の 親 密 さ は 、 後 に 友 人 を 変 更 す る 協 力 者 よ り も 高 く 評 定 さ れ

る 。」 に つ い て 検 証 し て い く 。  

5 回 の 調 査 時 点 で 友 人 を 変 更 す る こ と な く 同 じ 友 人 を 選 択 し た 協

力 者 が 確 認 さ れ た こ と は 、 山 中 ( 1 9 9 4 )ら の 指 摘 し た 関 係 の 初 期 分 化

の 存 在 を 示 唆 す る も の で あ る 。 し か し な が ら 仮 説 と な る １ 回 目 の 親

密 さ を は じ め と し た 各 評 定 に つ い て 友 人 選 択 が 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し

た と こ ろ 、 友 人 選 択 に よ る 評 定 の 差 異 は 示 さ れ な か っ た 。 し た が っ

て 仮 説 は 支 持 さ れ な か っ た 。 ま た 、 友 人 選 択 の パ タ ー ン 別 の 検 討 で

も 、 １ 回 目 の 評 定 に は 各 群 の 評 定 に は 差 異 が み ら れ な か っ た 。 し た

が っ て 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た こ と の 意 味 に は 、 2 つ の 解 釈 が 可 能 と

な っ た 。 す な わ ち 、 特 に 初 期 の 段 階 の 友 人 の 選 択 は 、 第 1 に 初 期 分

化 に よ っ て 、 同 じ 友 人 が 選 択 さ れ た 可 能 性 と 第 2 に 最 初 に 選 択 し た

友 人 以 外 に 親 し い 友 人 が 出 現 し な か っ た た め の 選 択 の 両 面 が 存 在 す

る 可 能 性 が あ る 。  
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第 3 節  友 人 選 択 に 関 わ る 要 因 の 検 討  

 

( 1 )  目 的  

 

本 節 の 目 的 は 、 各 調 査 時 点 間 の 友 人 選 択 に 及 ぼ す 影 響 要 因 を 明 ら

か に す る こ と で あ る 。 第 1 章 で 述 べ た よ う に 、 先 行 研 究 で は 、 親 密

化 に か か わ る 要 因 に つ い て 、 友 人 関 係 の 相 互 作 用 ・ 親 密 さ ・ 感 情 に

関 す る 側 面 に 加 え さ ま ざ ま な 指 標 が 検 討 さ れ て き た 。 本 研 究 で は 、

友 人 に 対 す る 親 密 さ 、 感 情 ・ 認 知 の 評 定 、 お よ び 行 動 の 頻 度 に 加 え

て 、 性 差 の 検 討 、 ま た 環 境 的 側 面 と し て 居 住 状 況 、 さ ら に 、 具 体 的

な 相 互 作 用 の 量 的 側 面 と し て 、 付 き 合 い 頻 度 と メ ー ル や 電 話 の 頻 度

を 変 数 と し て 加 え る 。 こ れ ら の 変 数 を 同 時 に 検 討 す る こ と で 、 時 点

の 推 移 に 従 い 、 友 人 選 択 に か か わ る 要 因 を 明 ら か に し て い く 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者   

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

( 2 ) - 3  質 問 紙 の 内 容  

調 査 協 力 者 ・ 調 査 時 期 ・ 質 問 紙 の 内 容 は 、 第 3 章 お よ び 第 4 章 第 2

節 で 記 載 済 み で あ り 、 本 節 は 同 デ ー タ を 使 用 す る た め 、 詳 細 を 割 愛

す る 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  友 人 選 択 に 関 わ る 要 因 の 検 討  

各 調 査 時 点 間 （ 1 - 2 回 目 ・ 2 - 3 回 目 ・ 3 - 4 回 目 ・ 4 - 5 回 目 ） の 友 人

選 択 に 及 ぼ す 要 因 を 検 討 す る た め に 、 数 量 化 Ⅱ 類 に よ る 検 討 を 行 っ

た（ Ta b l e 4 - 3 - 1 参 照 ）。説 明 変 数 は 、性・住 居 状 況・ 付 き 合 い 頻 度 ・

電 話 メ ー ル の 頻 度 お よ び 新 友 人 に 対 す る 親 密 度 ・ 対 人 感 情 、 関 係 認

知 、 対 人 行 動 の 各 評 定 値 を 使 用 し た 。 な お 、 新 友 人 の 付 き 合 い 頻 度

と 電 話 メ ー ル の 頻 度 は 、 協 力 者 の 人 数 状 況 を も と に 協 力 者 の 人 数 が

ほ ぼ 同 人 数 に な る よ う に 3 群 に 統 合 し 、 対 人 感 情 、 関 係 認 知 、 対 人

行 動 お よ び 親 密 度 の 各 指 標 に つ い て は 、 平 均 値 ± 0 . 5 S D を 基 準 と し

て 3 群 （ 抵 ・ 中 ・ 高 群 ） に 再 カ テ ゴ リ 化 し た 。  

 

( 3 ) - 1 - 1  1 - 2 回 目 の 友 人 選 択 に 関 わ る 要 因  

1 回 目 の 友 人 に 対 す る 各 指 標 を 説 明 変 数 、1 - 2 回 目 の 友 人 選 択 状 況

を 基 準 変 数 と す る 数 量 化 Ⅱ 類 を 行 っ た 。 な お 、 説 明 変 数 は 一 括 投 入

法 を 採 用 し た 。  
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数 量 化 Ⅱ 類 の 結 果 、 判 別 率 は 6 7 . 8 3％ だ っ た 。 同 じ 友 人 を 選 択 し

た 協 力 者 の 判 別 関 数 の 平 均 値 は . 4 4、友 人 を 変 化 さ せ た 協 力 者 の 平 均

値 は 、 - . 5 1 で あ っ た 。 判 別 に 寄 与 す る 有 意 な 偏 相 関 係 数 を 示 し た の

は 、1％ 水 準 で 、「性 」、「接 触 頻 度 」で あ り 、5％ 水 準 で 、「住 居 状 況 」

で あ っ た 。 カ テ ゴ リ ス コ ア の 大 き さ か ら 1 回 目 調 査 時 点 で 住 居 状 況

が 独 り 暮 ら し や 下 宿 で の 生 活 で あ る こ と 、 ま た 週 に 4 - 6 日 の 中 程 度

の 接 触 頻 度 で あ る こ と が 、 2 回 目 の 調 査 で も 同 じ 友 人 を 選 択 す る 要

因 で あ っ た 。 ま た 男 性 は 2 回 目 の 調 査 で 新 友 人 を 変 化 さ せ る 要 因 と

し て 寄 与 し て い た 。  

 

( 3 ) - 1 - 2  2 - 3 回 目 の 友 人 選 択 に 関 わ る 要 因  

数 量 化 Ⅱ 類 の 結 果 、 判 別 率 は 6 8 . 7 0％ だ っ た 。 同 じ 友 人 を 選 択 し

た 協 力 者 の 判 別 関 数 の 平 均 値 は . 3 0、友 人 を 変 化 さ せ た 場 合 は 、 - . 5 6

で あ っ た 。 判 別 に 寄 与 す る 有 意 な 偏 相 関 係 数 を 示 し た の は 、 5％ 水

準 で 「 電 話 や メ ー ル で の 付 き 合 い 頻 度 」「 深 さ の 関 係 認 知 」「 主 張 的

行 動 」 で あ っ た 。 カ テ ゴ リ ス コ ア の 大 き さ か ら 、 主 張 的 行 動 の 頻 度

が 低 い こ と が 3 回 目 の 調 査 で も 同 じ 友 人 を 選 択 す る 要 因 で あ っ た 。

ま た 、新 友 人 と 中 程 度 の 電 話 や メ ー ル で の 付 き 合 い 頻 度 で あ る こ と 、

深 さ の 関 係 認 知 が 低 い こ と 、 主 張 的 行 動 が 多 い こ と が 3 回 目 の 調 査

で 新 友 人 を 変 化 さ せ る 要 因 と し て 寄 与 し て い た 。  

 

( 3 ) - 1 - 3  3 - 4 回 目 の 友 人 選 択 に 関 わ る 要 因  

数 量 化 Ⅱ 類 の 結 果 、 判 別 率 は 7 6 . 5 2％ だ っ た 。 同 じ 友 人 を 選 択 し

た 協 力 者 の 判 別 関 数 の 平 均 値 は . 3 1、友 人 を 変 化 さ せ た 場 合 は 、 - . 6 9

で あ っ た 。 判 別 に 寄 与 す る 有 意 な 偏 相 関 係 数 を 示 し た の は 、 1％ 水

準 で 、「 感 情 的 な 関 係 認 知 」、「 主 張 的 行 動 」 で あ り 、 5％ 水 準 で 「 親

密 度 」 で あ っ た 。 カ テ ゴ リ ス コ ア の 大 き さ か ら 、 3 回 目 調 査 時 点 で

の 感 情 的 な 関 係 認 知 が 高 い こ と が 4 回 目 の 調 査 で も 同 じ 友 人 を 選 択

す る 要 因 で あ っ た 。 ま た 、 親 密 度 が 低 く 、 中 程 度 の 主 張 的 行 動 が 行

う こ と が 4 回 目 の 調 査 で 新 友 人 を 変 化 さ せ る 要 因 と し て 寄 与 し て い

た 。  

 

( 3 ) - 1 - 4  4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 に 関 わ る 要 因  

数 量 化 Ⅱ 類 の 結 果 、 判 別 率 は 8 4 . 0 7％ だ っ た 。 同 じ 友 人 を 選 択 し

た 協 力 者 の 判 別 関 数 の 平 均 値 は . 5 5、友 人 を 変 化 さ せ た 場 合 は 、 - . 7 2

で あ っ た 。 判 別 に 寄 与 す る 有 意 な 偏 相 関 係 数 を 示 し た の は 、 1％ 水

準 で 、「 接 触 頻 度 」「 電 話 や メ ー ル で の 接 触 頻 度 」「 親 密 度 」「 感 情 的

な 関 係 認 知 」 で あ り 、 5％ 水 準 で 「 拒 否 感 情 」 で あ っ た 。 カ テ ゴ リ

ス コ ア の 大 き さ か ら 、 4 回 目 調 査 時 点 で の 中 程 度 の 接 触 頻 度 で 、 電

話 や メ ー ル の 頻 度 が 高 い こ と 、 親 密 度 が 高 い こ と が 5 回 目 の 調 査 で
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も 同 じ 友 人 を 選 択 す る 要 因 で あ っ た 。 ま た 、 感 情 的 な 関 係 認 知 が 高

い こ と 、 拒 否 感 情 が 高 い こ と が 5 回 目 の 調 査 で 新 友 人 を 変 化 さ せ る

要 因 と し て 寄 与 し て い た 。  

 

Table4-3-1.新友人の各時点間における友人選択に及ぼす要因

ｎ 偏相関 ｎ 偏相関 ｎ 偏相関 ｎ 偏相関

性 (1.17) .23
** (0.01) .00 (0.21) .04 (0.11) .04

男性 -.87 29 -.01 29 -.15 29 .08 29

女性 .29 86 　 .00 86 .05 86 　 -.03 84

住居状況 (0.87) .19* (0.03) .01 (0.02) .00 (0.60) .19

親と同居 -.23 84 .01 84 .00 84 .16 83

一人暮らし・寮 .63 31 -.02 31 .01 31 -.44 30

出会い場所 (0.03) .00 (0.55) .01 (0.26) .05 (0.02) .08

同学科内 .00 99 -.15 84 .06 88 .01 81

同学科以外 .02 16 .40 31 -.20 27 -.02 32

接触頻度 (1.03) .24
** (0.58) .09 (0.72) .13 (0.90) .30

**

低(週４日未満） -.41 19 -.41 33 .50 36 -.40 33

中(週４-６日） .61 46 .17 51 -.15 49 .50 46

高（毎日） -.41 50 .12 51 -.21 30 -.29 34

電話・メール (0.93) .17 (1.20) .20* (0.80) .15 (0.88) .28**

低(週１日未満） -.41 46 .15 40 .59 62 -.22 27

中(週２-３日） .09 40 -.87 24 -.14 24 -.39 41

高（週４日以上） .52 29 .33 51 -.22 29 .49 45

親密度 (0.58) .09 (0.38) .06 (1.13) .21* (1.03) .28**

低 .32 33 -.01 41 -.64 29 .06 24

中 -.03 49 .23 31 .49 46 -.47 50

高 -.27 33 -.15 43 -.10 40 .56 39

ポジティブ感情 (0.57) .12 (0.27) .04 (1.19) .19 (0.12) .03

低 .21 41 -.17 37 .45 38 -.04 32

中 -.35 38 .06 41 .19 43 -.04 44

高 .13 36 .10 37 -.75 34 .08 37

拒否感情 (0.25) .06 (0.62) .10 (0.67) .14 (0.76) .22*

低 .07 44 -.33 41 -.24 44 -.05 39

中 -.14 44 .10 41 .43 35 .36 41

高 .11 27 .29 33 -.13 36 -.40 33

深さの関係認知 (0.25) .05 (1.25) .21* (0.17) .03 (0.63) .15

低 -.17 35 -.82 38 -.03 42 -.01 38

中 .07 37 .43 38 .11 34 .29 41

高 .08 43 .38 39 -.01 39 -.34 34

対等性の関係認知 (0.55) .10 (0.32) .06 (0.87) .16 (0.62) .16

低 .22 38 .03 31 -.63 29 -.30 25

中 -.32 30 -.16 46 .20 45 -.15 44

高 .02 47 .17 38 .23 41 .32 44

感情的な関係認知 (0.64) .12 (1.06) .12 (1.35) .24** (1.16) .34**

低 -.19 19 -.36 24 -.19 26 .09 27 　

中 -.10 71 -.04 75 -.20 72 .35 58

高 .44 25 .71 16 1.15 17 -.81 28

親和的行動 (0.13) .02 (0.56) .09 (0.46) .09 (0.38) .10

低 .06 38 -.01 32 .02 31 .03 32

中 -.01 47 -.21 51 -.20 48 -.17 47

高 -.07 30 .34 32 .26 36 .21 34

主張的行動 (0.82) .17 (1.46) .20* (1.09) .23** (0.54) .14

低 -.53 35 .63 33 .50 48 .09 45

中 .21 58 -.02 58 -.59 42 .17 40

高 .28 21 -.82 24 .02 25 -.38 28

回避的行動 (0.70) .12 (0.39) .07 (0.48) .08 (0.52) .11

低 -.04 61 -.12 58 .14 59 -.07 50

中 -.29 28 .27 35 .01 30 -.07 48

高 .40 26 -.10 22 -.33 26 .45 15

正準相関係数 .47 .41 　 .47 .63

判別係数‐同友人選択 .44 .30 　 .31 .55

判別係数‐別友人選択 -.51 -.56 　 -.69 -.72

判別率（％） 67.83 68.70 　 76.52 84.07

（　　　）内はRangeを示す 　 　 　 p **<.01 p *<.05

1-2回目 2-3回目 3-4回目 4-5回目
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（ 4） 考 察  

 

本 節 で は 、 数 量 化 Ⅱ 類 の 結 果 か ら 、 友 人 選 択 に 関 わ る 要 因 の 検 討

を 行 っ た 。 友 人 に 対 す る 親 密 度 を は じ め と し た 、 各 評 定 に 加 え 、 先

行 研 究 で 親 密 化 に 関 わ る 要 因 と し て 指 摘 さ れ て い る 居 住 状 況

(N e w c o m b , 1 9 6 1；山 中 , 1 9 9 5 ら )や 接 触 頻 度 (内 藤 , 2 0 0 )を 考 慮 し 、こ

れ ら の 変 数 も 加 え 分 析 し た 。 1 - 2 回 目 の 友 人 選 択 に 寄 与 す る 変 数 は

性 、 居 住 状 況 、 友 人 と の 接 触 頻 度 で あ り 、 友 人 に 対 す る 親 密 度 や そ

の 他 の 評 定 値 は 影 響 し な か っ た 。 こ の 結 果 は 友 人 関 係 形 成 時 に 座 席

の 近 さ 等 の 要 因 が 寄 与 す る こ と を し た 先 行 研 究（ 糟 谷 , 2 0 0 5；佐 藤 ・

菊 池 ・ 畑 山 , 2 0 0 4）を 支 持 す る も の で あ っ た 。 2 - 3 回 目 の 友 人 選 択 で

は 、 電 話 ・ メ ー ル の 頻 度 、 深 さ の 関 係 認 知 、 主 張 的 行 動 が 、 そ の 判

別 に 寄 与 し て お り 、 3 - 4 回 目 の 友 人 選 択 で は 、 親 密 度 、 感 情 的 な 関

係 認 知 、 主 張 的 行 動 の 各 ３ つ の 変 数 が 、 そ の 判 別 に 寄 与 し て い た 。

4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 に 寄 与 し た 変 数 は 、 接 触 頻 度 、 電 話 ・ メ ー ル の

頻 度 、 親 密 度 、 拒 否 感 情 、 感 情 的 な 関 係 認 知 の 5 変 数 で あ っ た 。 接

触 頻 度 が 週 4 - 6 日 で 、 電 話 や メ ー ル の 頻 度 が 週 に 4 日 以 上 の 場 合 、

5 回 目 で も 同 じ 友 人 を 選 択 し て い た 。 週 に 4 - 6 日 の 接 触 頻 度 は 、 休

日 以 外 の 大 学 内 の 生 活 で の 接 触 頻 度 に 相 当 す る と 考 え ら れ 、 大 学 入

学 2 ヶ 月 後 の 時 点 で 大 学 内 で の 行 動 を 共 有 し 、 電 話 や メ ー ル で の 連

絡 も 週 4 回 以 上 と い う 高 頻 度 で 接 し て い る 場 合 、 同 じ 友 人 を 選 択 す

る 要 因 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 4 回 目 調 査 時 点 で の 親 密 度 が 高 い

場 合 に 5 回 目 調 査 時 点 で 同 じ 友 人 を 選 択 し 、 拒 否 感 情 が 高 く 、 感 情

的 な 認 知 が 高 い 場 合 に は 、 5 回 目 で 友 人 の 選 択 を 変 え て い た 。 4 回

目 調 査 時 点 は 、 入 学 後 半 年 以 上 経 過 し 1 年 の 後 期 で あ る 。 こ の 時 期

の 友 人 に 対 す る 親 し さ の 高 さ は 、 そ の 後 半 年 後 で あ る 進 級 し た 段 階

に お い て も 、 同 じ 友 人 を 選 択 す る 要 因 し て 寄 与 す る こ と を 示 し た 。

一 方 で 、 入 学 半 年 後 に そ の 友 人 と の 関 係 を 感 情 的 で あ る と 高 く 認 知

し 、 拒 否 感 情 を 高 く 持 っ て い る こ と は 、 そ の 友 人 を 選 択 し な い こ と

に 寄 与 す る も の で あ っ た 。 拒 否 感 情 に つ い て は 、 そ の 感 情 の 程 度 が

中 程 度 で あ る こ と が 、 次 回 の 友 人 選 択 で 同 じ 友 人 を 選 択 し て い た 。

拒 否 感 情 の 時 点 間 の 推 移 で は 、 新 友 人 に 対 し て 、 入 学 当 初 よ り も そ

の 得 点 が 高 ま り 、 親 し い 友 人 に 対 し て も 「 反 発 感 情 」 や 「 優 越 感 」

が 付 き 合 い 中 で 生 じ る 感 情 で あ る こ と を 明 ら か に さ れ て き た が 、 数

量 化 Ⅱ 類 の 結 果 か ら は 、 高 い レ ベ ル の 拒 否 感 情 を 持 つ こ と は 友 人 を

変 化 さ せ る 要 因 で あ り 、 中 程 度 の 拒 否 感 情 を 認 知 す る こ と が 友 人 を

変 わ ら ず 選 択 す る 要 因 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 新 井 ( 1 9 9 8 )の

あ る 程 度 友 人 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 表 出 は 、 友 人 関 係 の 満 足 度 や 精 神 的

健 康 に 必 要 で あ る こ と を 示 す 知 見 と 一 致 す る も の で あ る 。「 感 情 的 認

知 」 に つ い て は 、 3 - 4 回 目 と 4 - 5 回 目 の 友 人 選 択 に い ず れ も 寄 与 す
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る 要 因 で あ っ た が 、 そ の 影 響 す る 方 向 性 が 逆 転 し て い る 。 3 - 4 回 目

の 1 年 時 前 半 か ら 後 半 に 移 行 す る 段 階 で は 、 感 情 的 な 認 知 が 高 い こ

と が 、 ま た 4 - 5 回 目 の 入 学 1 年 時 後 半 か ら 2 年 時 の 進 学 の 段 階 で は

冷 静 な 関 係 認 知 が 高 い こ と が 、 同 じ 友 人 を 選 択 す る 要 因 と し て 寄 与

し て い た 。1 年 生 の 前 半 で は 、新 し く 出 会 っ た 友 人 関 係 で あ る た め 、

「 感 情 的 」 と い っ た よ う な 動 的 で 刺 激 あ る 関 係 が 、 同 じ 友 人 を 選 択

す る 方 向 に 関 連 し て い た 可 能 性 が あ る 。 一 方 で 1 年 生 の 後 半 に は 、

大 学 生 活 に も 慣 れ て き た こ と 、 ま た 長 期 の 休 み を 経 て 友 人 関 係 に 対

し て も 、 前 期 の 段 階 よ り も そ の 「 冷 静 さ 」 を 感 じ て い る こ と が 親 密

化 の 過 程 で 得 ら れ た 関 係 認 知 で あ り 、「冷 静 さ 」を 感 じ た 二 者 関 係 で

は 、 半 年 後 に も 同 じ 友 人 を 選 択 す る 結 果 に 結 び つ い た も の と 考 え ら

れ る 。  

判 別 率 の 推 移 で は 1 - 2 回 目 調 査 時 点 で は 、 約 6 8％ 、 2 - 3 回 目 で は

約 6 9％ 、3 - 4 回 目 で は 約 7 7％ 、4 - 5 回 目 で は 約 8 4％ で あ り 、時 間 の

経 過 に 従 い 、 本 研 究 で 採 用 し た 多 く 変 数 が 友 人 選 択 に 寄 与 す る 要 因

と な っ て い き 、 判 別 に 寄 与 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 す な わ ち 、

大 学 入 学 直 後 で は 、 直 接 的 な 行 動 頻 度 や 新 生 活 に 影 響 す る 住 居 状 況

と い っ た 内 容 が 、 友 人 選 択 に 及 ぼ す 要 因 で あ り 、 友 人 に 対 す る 認 知

感 情 、 具 体 的 な 行 動 内 容 で は 友 人 は 選 択 さ れ て い な い こ と を 意 味 す

る 。 し か し な が ら 、 新 し い 生 活 に も 落 ち 着 い て き た 段 階 の 友 人 選 択

に つ い て 、 様 々 な 指 標 が 選 択 に 寄 与 す る よ う に な っ た こ と は 、 友 人

を 選 択 す る 際 に 、 多 角 的 な 判 断 が な さ れ て い る こ と を 示 す 結 果 で あ

り 、 そ の 多 角 的 な 判 断 が 、 判 別 率 の 高 ま り に も つ な が っ て い る も の

と 考 え る 。  

 

 

第 4 節   大 学 4 年 間 の 追 跡 的 研 究 に よ る 友 人 選 択 の 検 討  

 

( 1 )  目 的  

 

第 4 節 で は 、 大 学 入 学 時 （ 1 回 目 質 問 紙 調 査 ： 以 下 T 1）、 大 学 2

年 時（ 5 回 目 質 問 紙 調 査 ： 以 下 T 2）で は 質 問 紙 調 査 の デ ー タ を 、大

学 4 年 時（ 6 回 目 面 接 調 査： 以 下 T 3）で は 面 接 調 査 の デ ー タ を 使 用

す る が 、 T 3  時 点 の 面 接 調 査 の 発 話 か ら 大 学 4 年 間 に お け る 「 一 番

親 し い 友 人 」の 選 択 過 程 状 況 の 分 類 を 試 み る こ と を 目 的 と す る 。尚 、

回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き お よ び 分 析 は 第 5 章 の 内 容 で あ る た め 、 本

章 で は 説 明 を 割 愛 す る 。 す で に 第 2 節 で は 、 11 5 名 の 協 力 者 に つ い

て 、 入 学 1 年 間 に お け る 質 問 紙 調 査 に よ る 友 人 選 択 状 況 を 明 ら か に

し て き た 。そ の 結 果 、約 2 5％ の 協 力 者 が 一 貫 し て 同 じ 友 人 を 選 択 し

て い る 一 方 で 、約 7 5％ の 協 力 者 は 調 査 期 間 中 少 な く と も 1 回 以 上 友
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人 を 変 更 さ せ て い る 。T 3 調 査 時 点 で は 、大 学 4 年 時 に 一 番 親 し い と

選 択 さ れ た 友 人 が 、 大 学 1 年 時 、 お よ び 2 年 時 に 既 に 選 択 ま た は 認

知 さ れ て い た 友 人 で あ っ た か の 確 認 す る こ と 、 ま た 現 在 の 関 係 に つ

い て 回 答 し て も ら う こ と で 、 大 学 生 の 大 学 4 年 間 に わ た る 友 人 選 択

状 況 を 明 ら か に し て い く 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

T 3 調 査 時 点（ 第 6 回 目 面 接 調 査 ）に 参 加 し た 1 0 4 名（ 男 性 3 1 名 ・

女 性 7 3 名 ） の 大 学 4 年 生 の う ち T 1  ・ T 2（ 1 回 目 及 び 5 回 目 質 問

紙 調 査 ） も 含 め 3 回 の 調 査 全 て に 参 加 し た の は 8 1 名 で あ っ た 。 こ

の う ち 1 名 は 、T 1 調 査 と T 2 調 査 の イ ニ シ ャ ル の 友 人 の 特 定 が 不 可

能 で あ っ た た め 、 分 析 か ら 除 外 し た 。 し た が っ て 、 イ ニ シ ャ ル の 確

認 が 可 能 で あ っ た 8 0 名 （ 男 性 2 2 名 ・ 女 性 5 8 名 ） を 分 析 対 象 と し

た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

調 査 時 期 は 、 T 1： 2 0 0 6 年 4 月 下 旬（ 第 1 回 目 質 問 紙 調 査 ）、 T 2：

2 0 0 7 年 5 月 中 旬 （ 第 5 回 目 質 問 紙 調 査 ）、 T 3  ： 2 0 0 9 年 7 月 ～ 11

月 （ 第 6 回 目 面 接 調 査 ） の 3 回 で あ っ た 。  

 

( 2 ) - 3  手 続 き  

T 1・ T 2 時 点 の 質 問 紙 調 査 で は 、 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 一 番 親

し い 友 人 1 名 （ 以 下 新 友 人 と す る ） と 大 学 入 学 前 に 知 り 合 っ た 友 人

1 名 （ 以 下 旧 友 人 と す る ） の イ ニ シ ャ ル を 記 入 さ せ る 手 続 き を 使 用

し た 。ま た T 3 時 点 の 面 接 調 査 で は 、現 時 点 で の「 一 番 親 し い 友 人 」

を 選 択 さ せ 、親 密 化 過 程 を 回 想 さ せ た 上 で 、最 後 に T 1 お よ び T 2 時

点 で の イ ニ シ ャ ル と の 一 致 す る 友 人 で あ る か を 確 認 し て も ら っ た 。

ま た 、T 3 時 点 で 、T 1 お よ び T 2 時 点 で 異 な る 友 人 を 選 択 し て い た 場

合 に は 、 協 力 者 の 了 解 の 範 囲 で 友 人 選 択 過 程 の エ ピ ソ ー ド や T 1・

T 2 時 点 で 選 択 し た 友 人 と の 現 在 の 関 係 を 回 答 し て も ら っ た 。 な お 、

本 節 で は 使 用 し な い T 1～ T 3 時 点 の 調 査 内 容 に つ い て は 詳 細 を 割 愛

す る 。 ま た 、 本 節 で は 新 友 人 の デ ー タ の み を 使 用 す る 。  
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( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  友 人 選 択 状 況  

T 1～ T 3 時 点 に お け る 新 友 人 の 選 択 状 況 を 表 1 に 示 す 。T 1～ T 3 時

点 に お い て 、 一 貫 し て 「 一 番 親 し い 友 人 」 が 変 化 し な か っ た 「 Ⅰ ：

無 変 更 型 」 は 2 3 . 7 5％ （ 1 9 ケ ー ス ） で あ っ た 。 こ の ケ ー ス で は 、 初

期 の 出 会 い 直 後 に 選 択 し た 「 一 番 親 し い 友 人 」 が 、 大 学 2 年 時 、 大

学 4 年 時 （ 現 在 ） の 調 査 で も 同 じ 相 手 を 選 択 し た こ と を 示 す 結 果 で

あ り 、 大 学 4 年 間 の 生 活 全 般 に お い て も 、「 一 番 親 し い 友 人 」 が 変

化 し な い 協 力 者 の 存 在 を 確 認 し た 。 そ の 一 方 で 、 調 査 時 点 間 で 1 回

以 上 親 し い 友 人 の 選 択 を 変 更 し た 「 変 更 型 (Ⅱ ～ Ⅴ 型 )」が 7 6． 2 5％

（ 6 1 ケ ー ス ）で あ り 、ま た 、毎 回 親 し い 友 人 の 選 択 を さ せ る「 Ⅴ ：

変 更 型 」が 4 1 . 2 5％（ 3 3 ケ ー ス ）で 、 最 も 多 か っ た （ Ta b l e 4 - 4 - 1 参

照 ）。  

 

 

 

( 3 ) - 2  友 人 選 択 過 程 の 状 況  

大 学 4 年 間 の 友 人 選 択 に つ い て 、 協 力 者 が 選 択 し た 友 人 選 択 の 状

況 を 面 接 調 査 （ T 3） か ら 確 認 し た 。  

「 Ⅰ ： 無 変 更 型 」 1 9 ケ ー ス 中 2 ケ ー ス の み が 、 T 1 時 点 か ら 共 通 の

友 人 が 存 在 せ ず 、 選 択 友 人 と の 二 者 関 係 の 中 で 選 択 さ れ て い た こ と

が 確 認 さ れ た 。 残 り 1 7 ケ ー ス で は 複 数 人 数 で 構 成 さ れ る 共 通 友 人

グ ル ー プ 関 係 の 中 で 、 T 1～ T 3 時 点 に お い て 一 貫 し て 、 同 友 人 を 選

択 し て い た 。 T 1～ T 3 時 点 で 、 少 な く と も 1 回 以 上 友 人 選 択 が 変 化

し た 「 変 更 型 （ Ⅱ ～ Ⅴ 型 ）」 の 6 1 ケ ー ス の う ち 、 共 通 友 人 グ ル ー プ

人数

Ⅰ（A→A→A） 無変更型 19
 

Ⅱ（A→A→B） 変更型（T1・ T2一致型） 11

Ⅲ（A→B→B） 変更型（T2・ T3一致型） 11

Ⅳ（A→B→A） 変更型（T1・ T3一致型） 6

Ⅴ（A→B→C） 変更型（T1・T2・T3すべての時点で変更） 33

型

註 ） ア ル フ ァ ベ ッ ト は 親 し い 友 人 を 示 す 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト の 差 異 は 、 時 点 間 で 友 人 選 択 が

変 化 し た こ と を 示 す 。

T a b l e 4 - 4 - 1 . 　 T 1 ～ T 3 時 点 に お け る 友 人 選 択 状 況
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関 係 に あ る 複 数 友 人 関 係 の 中 で 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 が 変 化 し た の

が 2 6 ケ ー ス で あ り 、残 り の 3 5 ケ ー ス で は 、初 期 に 選 択 し た 友 人 関

係 と 接 点 の な い 他 の 友 人 関 係 で 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 し て い た

（ Ta b l e 4 - 4 - 2 参 照 ）。  

 

 

 

( 4 )  考 察  

 

本 節 の 対 象 と な る 3 回 の 調 査 に 8 1 名 中 、第 1 回 目（ T 1）、お よ び

第 5 回 目 調 査（ T 2）に 質 問 紙 に 記 入 し た イ ニ シ ャ ル の 人 物 の 特 定 が

不 可 能 で あ っ た 協 力 者 は 、1 名 の み で あ り 、そ の ほ か 8 0 名 の 協 力 者

に つ い て は 、 大 学 入 学 当 初 に 選 択 し た 友 人 の 属 性 や 選 択 し た 理 由 、

ま た そ の 友 人 が 面 接 調 査 の 回 想 の 中 で 出 現 し た 友 人 で あ る か 否 か も

含 め て 、 報 告 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 こ の 結 果 は 回 想 に よ る 面 接

調 査 と 1 - 2 年 時 の 質 問 紙 調 査 の 整 合 性 を 確 認 で き る と と も に 、 こ の

一 連 の 調 査 全 体 と し て の 信 頼 性 を 示 す 結 果 で あ る 。 回 想 的 な 手 続 き

は 、 記 憶 の 歪 み や 消 失 が 課 題 と な る が 、 追 跡 調 査 で 選 択 し た 友 人 の

イ ニ シ ャ ル と 面 接 で 回 想 さ れ た 友 人 関 係 の 一 致 状 況 は 確 認 で き た こ

と は 、 量 的 ア プ ロ ー チ と 質 的 ア プ ロ ー チ の 組 み 合 わ せ る 研 究 手 法 の

一 定 の 有 用 性 を 示 す 結 果 で あ る 。  

本 研 究 で は 、 各 調 査 時 点 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 を 選 択 さ せ る 手 続

き に よ り 、 大 学 生 の 大 学 生 活 に お け る 友 人 関 係 に お い て 一 番 親 し い

友 人 の 選 択 の 変 容 を 検 討 し た 。そ の 結 果 、大 学 1 年 時 の 入 学 当 初（ T 1

調 査 ） に 一 番 親 し い と 選 択 し た 友 人 を 大 学 2 年 の 5 月 （ T 2 調 査 ）、

大 学 4 年 時 の 面 接 調 査 ( T 3  調 査 )で 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た 協 力 者 は 、

約 2 3％ で あ っ た 。 ま た 、 同 一 友 人 を 選 択 し た 1 9 名 中 2 名 は 共 通 す

る 友 人 は 存 在 せ ず 二 者 関 係 で あ る こ と を 確 認 し た 。 そ の 他 の 1 7 名

の 協 力 者 は 、 共 通 の 友 人 関 係 の 存 在 を 認 知 し た 上 で 、 同 一 友 人 を 選

二者関係専心型 グループ内同人物選択型 グループ内選択変化型 別友人関係選択型

T 1 ～ T 3 の 推 移 で 常 に 一 番 親 し い 友
人 が 変 化 せ ず 、 ま た 共 通 の 友 人 関 係
も 確 認 さ れ な い 型

T 1 ～ T 3 の 推 移 で 常 に 一 番 親 し い 友
人 が 変 化 せ ず 、 ま た 共 通 の 友 人 関 係
も 確 認 さ れ る 型

T 1 ～ T 3 の 推 移 で 一 番 親 し い 友 人 が 変
化 し て い る が 、 共 通 の 友 人 関 係 の 中 で
選 択 が 変 更 さ れ た 型

T 1 ～ T 3 の 推 移 で 一 番 親 し い 友 人 が 変
化 し て い る が 、 共 通 の 友 人 関 係 以 外 で
選 択 が 変 更 さ れ た 型

2 17 26 35
註 ） Ⅴ 型 の 一 部 同 グ ル ー プ （ 5 ケ ー ス ） も 含 む

T a b l e 4 - 4 - 2 . 　 友 人 選 択 過 程 の 類 型

Ⅰ 型 （ ｎ ＝ 1 9 ）
Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ ・ V 　 型 　 （ ｎ = ６ １ ）

( Ⅴ 型 で は 、 3 名 の 友 人 が 選 択 さ れ る が 図 を 省 略 す る 。 )

類
型

ケ
ー

ス
数

註 ） A お よ び B は 一 番 親 し い 友 人 を 示 す 。 ○ は 協 力 者 と 一 A ・ B と の 共 通 の 友 人 を 示 す 。

協 A
協 A

A協

B

A協

B
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択 し て い た 過 程 を 確 認 し た 。  

一 方 で 、大 学 生 活 3 年 半 の 間 少 な く と も 1 回 以 上 一 番 親 し い 友 人

の 選 択 を 変 更 し た 協 力 者 は 約 7 6％ で あ っ た 。そ の 中 で も 、 3 回 の 調

査 時 点 で 毎 回 一 番 親 し い 友 人 を 変 更 し た ケ ー ス が 4 1％ 確 認 さ れ た 。

ま た 、 一 度 以 上 友 人 を 変 更 し た 「 変 更 型 ( 6 1 ケ ー ス )」 の 選 択 過 程 状

況 を 確 認 し た と こ ろ 、 面 接 調 査 で 抽 出 さ れ た 共 通 の 友 人 グ ル ー プ 関

係 の 中 の み で 、「 一 番 」 が 変 更 さ れ て い た ケ ー ス は 2 6 ケ ー ス で あ っ

た 。 こ の ケ ー ス で は 、 初 期 の 印 象 が よ か っ た メ ン バ ー よ り も グ ル ー

プ 内 で の 付 き 合 い の 中 で 、 よ り 親 し く な っ た メ ン バ ー が 出 現 し 、 選

択 さ れ た 状 況 が 確 認 さ れ た 。 ま た 友 人 の 選 択 の 変 更 が 確 認 さ れ た 残

り の 3 5 ケ ー ス で は 、 面 接 調 査 で 抽 出 さ れ た 共 通 の 友 人 グ ル ー プ 関

係 と は 接 点 の な い 異 な る 友 人 関 係 で の 友 人 選 択 が 確 認 さ れ た 。 す な

わ ち 、 大 学 生 は 、 あ る 一 つ の 友 人 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク 内 だ け に 所 属 し

て い る わ け で は な く 、 同 時 期 も し く は 大 学 生 活 の 過 程 で 新 た な ネ ッ

ト ワ ー ク が 形 成 さ れ 、 そ の 中 か ら 幅 広 く 「 一 番 親 し い 友 人 」 の 選 択

が な さ れ て い る 状 況 が 確 認 さ れ た 。  

本 節 の 追 跡 的 調 査 の 結 果 か ら 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 一 番 親 し い 友

人 の 選 択 過 程 に お い て 初 期 の 出 会 い の 状 況 の み で は 明 ら か に さ れ な

い 過 程 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 す な わ ち 、 長 期 の 継 続 的 な 調 査 と 複

数 の 対 人 関 係 の 追 跡 の 必 要 性 を 示 唆 す る も の で あ っ た 。  

 

 

第 5 節  研 究 2 の 考 察  

  

第 2 節 ～ 第 4 節 か ら 得 ら れ た 結 果 か ら 研 究 2 の 考 察 を 行 う 。  

本 章 に お い て 、「一 番 親 し い 友 人 」を 固 定 せ ず に 、各 調 査 時 点 に お

い て 友 人 を 選 択 す る 手 続 き に よ り 、 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て き た

親 密 化 過 程 を 確 認 す る と と も に 、 複 数 友 人 関 係 で 推 移 す る 友 人 関 係

の 過 程 を 抽 出 す る 必 要 性 を 確 認 す る 新 た な 視 点 を 提 供 す る も の で あ

っ た 。 第 2 節 で は 、 入 学 3 週 間 で 知 り 合 っ た 一 番 親 し い 友 人 が そ の

後 の 追 跡 的 調 査 期 間 中 一 度 も 変 化 せ ず に 、 学 年 が 変 わ っ た 1 年 後 の

選 択 に お い て も 同 じ 友 人 を 選 択 し た 群 が 2 5％ 程 度 い る こ と が 明 ら

か に さ れ た 。 ま た 、 第 4 節 の 大 学 4 年 間 に お け る 追 跡 調 査 で は 、 イ

ニ シ ャ ル の 推 移 を 大 学 入 学 か ら 3 年 半 に お い て 追 跡 し た 結 果 、 同 じ

友 人 を 選 択 し た 協 力 者 は 、 約 2 3 ％ が 存 在 し た 。 こ の 群 で は 山 中

( 1 9 9 4 )ら の 指 摘 し た 関 係 の 初 期 分 化 が 生 じ て い た 可 能 性 が あ る 。 初

期 分 化 が 生 じ て い る か 検 証 と し て 、 第 2 節 で は 、 初 期 の 評 定 値 に つ

い て 友 人 選 択 に よ る 比 較 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 同 じ 友 人 を 選 択 し た

群 の 友 人 へ の 初 期 の 印 象 に つ い て 、 友 人 を 変 更 し た 群 よ り も ポ ジ テ

ィ ブ な 評 定 を し て い る と い う 結 果 は 得 ら れ な か っ た 。 本 研 究 の 協 力
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者 は 調 査 各 時 点 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 を 選 択 し て い る 。 す な わ ち 同

じ 友 人 を 選 択 し た こ と の 意 味 は 、 先 行 研 究 で 指 摘 さ れ た 初 期 の 友 人

に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 が 続 き 選 択 さ れ て き た パ タ ー ン と 少 な く

と も 調 査 期 間 中 に そ れ 以 上 の 印 象 の 良 い 友 人 が 出 現 す る こ と な く 、

同 じ 選 択 が さ れ た 結 果 で あ る と い え る 。 特 に 、 入 学 3 週 間 目 か ら 2

ヵ 月 後 の 友 人 選 択 に よ る 各 指 標 の 差 異 は 少 な い 。 す な わ ち 入 学 直 後

の 友 人 選 択 が 必 ず し も 、 初 期 分 化 を 示 す も の で は な く 、 新 し く 出 会

っ た 友 人 に 対 す る 全 般 的 な 評 価 で あ り 、 時 点 の 効 果 の み が 影 響 し た

可 能 性 も あ る 。 そ の 一 方 で 、 少 な く と も 1 回 以 上 、 友 人 の 選 択 が 変

更 さ れ た 協 力 者 が 7 5％ 存 在 す る こ と は 、友 人 選 択 が 複 数 の 対 人 関 係

の 中 で 選 択 さ れ て い る 可 能 性 と 関 係 の 初 期 分 化 以 外 の 親 密 化 過 程 が

存 在 す る こ と を 確 認 す る も の で あ っ た 。 ま た 、 友 人 選 択 が 各 指 標 に

及 ぼ す 影 響 、 友 人 選 択 に 寄 与 す る 変 数 の 検 討 で は 、 大 学 入 学 半 年 と

入 学 1 年 後 に お け る 推 移 で 、 そ の 友 人 選 択 に よ っ て 各 評 定 の 推 移 が

変 動 し て い た 。 ま た 友 人 選 択 を 前 後 半 の パ タ ー ン で グ ル ー プ 化 し た

検 討 に よ る と 、 前 後 半 と も 同 じ 友 人 を 選 択 し た 群 で は 、 全 て の 指 標

で は な い が 、そ の 得 点 の 推 移 を 概 観 す る と 、入 学 当 初 か ら 少 し ず つ 、

よ り ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 や 相 手 と の 関 係 に 深 さ を 認 知 す る 推 移 が 確 認

さ れ た 。 一 方 で 、 友 人 を 変 化 さ せ た 群 の 中 で も パ タ ー ン に よ り 差 異

が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 特 に 、 前 半 の 友 人 選 択 が 一 致 し て い た に

も 関 わ ら ず 、 後 半 の 友 人 を 変 更 し た グ ル ー プ 群 の 得 点 の 推 移 は 4 回

目 得 点 が 低 く 、 5 回 目 に 選 択 し た 友 人 へ の ポ ジ テ ィ ブ 感 情 や 深 さ の

認 知 が 有 意 に 高 ま っ て い た こ と が 特 徴 的 で あ っ た 。 先 に 述 べ た よ う

に 、「同 じ 友 人 を 選 択 す る こ と 」の 2 つ 可 能 性 に つ い て 述 べ た が 、こ

の 2 群 の 存 在 と そ の 得 点 の 推 移 か ら 、 両 方 が 存 在 す る こ と を 裏 付 け

る も の と な っ た 。 ま た 、 第 3 節 で 検 討 し た 友 人 選 択 に 寄 与 す る 要 因

に つ い て も 、 入 学 直 後 よ り も 入 学 半 年 ～ 1 年 後 の 判 別 に 寄 与 す る 変

数 が 多 く 抽 出 さ れ た 。 判 別 率 も 、 時 間 の 推 移 を 経 る こ と に 、 高 く な

っ て い る こ と か ら 、「一 番 親 し い 友 人 」が 意 識 化 さ れ た 中 で 選 択 さ れ

る 時 期 が 入 学 半 年 後 以 降 で あ る こ と が 確 認 す る こ と が で き た 。 す な

わ ち 、 入 学 当 初 の 友 人 選 択 は 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 行 わ れ 、 親 し さ

を 甲 乙 つ け が た い 状 態 で あ る 可 能 性 が あ る こ と 、 友 人 形 成 が 少 な く

と も 入 学 3 か 月 の 前 期 期 間 中 で は い ま だ 活 発 な 状 態 で あ り 、 そ の 中

で 友 人 選 択 が 行 わ れ た 可 能 性 を 示 す 結 果 で あ っ た 。  

第 4 節 の 大 学 4 年 間 に お け る 追 跡 的 調 査 で は 、イ ニ シ ャ ル の 推 移

を 追 跡 す る だ け で な く 、 友 人 を 変 化 す る 過 程 に つ い て も 面 接 調 査 の

発 話 か ら 検 討 し た 。 そ の 結 果 複 数 の 共 通 す る 友 人 関 係 の 中 で 一 番 親

し い 友 人 が 変 更 さ れ た ケ ー ス と 回 想 さ れ た 友 人 関 係 と は 全 く 別 の ネ

ッ ト ワ ー ク の 友 人 関 係 が 確 認 さ れ る ケ ー ス が 抽 出 さ れ た 。 す な わ ち

大 学 生 の 友 人 関 係 が 単 に 複 数 対 人 関 係 で 成 立 し て い る と い う 事 実 で
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は な く 、 複 数 の ネ ッ ト ワ ー ク を 有 し て い る こ と が 、 こ の 分 析 に よ り

明 ら か に す る こ と が で き た 。  

大 学 生 で は 、 中 学 ・ 高 校 に 比 べ 、 生 活 面 で も 多 様 な 活 動 が 可 能 と

な る 。 中 学 ・ 高 校 で は ク ラ ス と い う 単 位 で 学 校 生 活 が 構 成 さ れ る た

め 、 友 人 関 係 も そ の 枠 に 限 定 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 全 て の 中 ・

高 生 が 課 外 活 動 や ア ル バ イ ト を 経 験 し て い る わ け で は な い 。 大 学 生

は 授 業 選 択 の 自 由 度 は 格 段 に 広 が り 、学 部・学 科 と い う 枠 の 中 で も 、

大 学 生 活 の 大 半 が 自 主 的 に 構 成 可 能 で あ る 。 ア ル バ イ ト を 経 験 す る

学 生 も 増 え 、 自 由 に 使 え る お 金 も 高 校 生 よ り 多 い こ と が 明 ら か に さ

れ て い る (渡 辺 , 2 0 0 7 a  )。ま た 大 学 2 年 時 に は 成 人 し 、 高 校 時 代 に は

経 験 で き な い 遊 び 方 も 可 能 と な り 、 さ ら に 大 学 4 年 生 の 面 接 時 は 、

ま さ に 社 会 人 に な る 前 の 移 行 準 備 期 間 で あ る た め 、 就 職 活 動 等 学 外

で の 活 動 が 非 常 に 活 発 で あ っ た こ と が 想 像 さ れ る 。 大 学 生 活 で の 活

動 の 幅 の 広 が り は 、す な わ ち 対 人 関 係 の 広 が り に 直 接 関 連 し て い る 。

大 学 生 は 学 内 だ け で な く 学 外 の 活 動 も 含 め て 、 多 様 な 友 人 関 係 ネ ッ

ト ワ ー ク を 有 し て い る こ と が 本 研 究 の 手 続 き に よ り 実 証 さ れ た こ と

の 意 義 は 大 き い と 考 え る 。  

 

 

第 6 節  本 章 の ま と め  

 

本 章 で は 、 大 学 新 入 生 に 対 し て 、 5 回 の 追 跡 調 査 を 行 っ た 。 そ の

際 、 一 番 親 し い 大 学 入 学 後 の 友 人 （ 新 友 人 ） と 大 学 入 学 前 に 知 り 合

っ た 一 番 親 し い 友 人 （ 旧 友 人 ） を 、 毎 回 の 調 査 で 選 択 し て も ら い 、

新 友 人 の 友 人 選 択 の 推 移 と そ の 選 択 に 関 わ る 要 因 を 検 討 し た 。 第 2

節 の 結 果 、 初 期 に 一 番 親 し い と 選 択 し た 新 友 人 を 一 貫 し て 、 選 択 す

る 協 力 者 が 確 認 さ れ 、 山 中 ( 1 9 9 4 )ら の 指 摘 し た 関 係 の 初 期 分 化 の 存

在 を 確 認 す る も の で あ っ た が 、本 研 究 の 指 標 の 推 移 に よ る 検 討 か ら 、

山 中 ら ( 1 9 9 4 )の 初 期 の 友 人 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 が 続 き 選 択 さ

れ て き た パ タ ー ン と 少 な く と も 調 査 期 間 中 に そ れ 以 上 の 印 象 の 良 い

友 人 が 出 現 す る こ と な く 、 同 じ 選 択 が さ れ た パ タ ー ン の 両 方 の 存 在

を 示 唆 し た 。 ま た 、 友 人 を 各 調 査 時 点 で 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 さ せ

る こ と で 、約 7 5％ の 協 力 者 が 入 学 1 年 間 の 中 で 少 な く と も 1 回 以 上 、

初 期 に 選 択 し た 友 人 を 変 更 し た 。 親 密 化 過 程 に は 初 期 分 化 で は 捉 え

き れ な い 様 相 が あ る こ と 、 ま た 複 数 友 人 関 係 の 中 で 友 人 が 選 択 さ れ

て い る こ と を 確 認 す る も の で あ っ た 。 ま た 、 入 学 半 年 ～ 入 学 1 年 後

の 友 人 選 択 に お い て も 、い ま だ 約 4 3％ の 協 力 者 が 友 人 を 変 更 さ せ て

い る 結 果 か ら 、 親 密 化 過 程 研 究 に お い て 、 長 期 的 な 追 跡 の 必 要 性 を

確 認 す る と と も に 、 1 人 の 友 人 を 追 跡 す る だ け で は な く 、 複 数 の 対

人 関 係 を 含 め 、 そ の 友 人 が ど の よ う に 選 択 さ れ 、 親 し く な っ て い く
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か の 詳 細 を 追 跡 す る 視 点 を 提 供 し た 。  

ま た 、 大 学 4 年 間 の 追 跡 的 検 討 で も 、 友 人 選 択 が 変 更 さ れ る 過 程

を 確 認 し た 。 こ の 変 更 は 大 学 1 年 時 の 初 期 の 時 期 だ け で な く 、 大 学

生 活 の 後 半 に お い て も 起 こ る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 大 学 生 の

親 密 化 過 程 の 検 討 で は 、 学 生 生 活 の 大 半 を 追 跡 す る 視 点 が 重 要 で あ

る こ と を 確 認 し た 。 ま た 大 学 生 の 友 人 関 係 で は 、 単 に 複 数 の 友 人 関

係 が 存 在 し て い る と い う 事 実 だ け で は な く 、 大 学 生 の 友 人 関 係 に は

複 数 の 友 人 関 係 グ ル ー プ が 存 在 し 、 多 様 な 関 係 の 中 で 一 番 親 し い 友

人 が 選 択 さ れ て い る 過 程 が 明 ら か に さ れ た も の で あ る 。  

こ れ ら の 様 相 は 質 的 検 討 の 手 続 き と 質 問 紙 に よ る 追 跡 調 査 の 統 合

的 検 討 に よ り 実 現 さ れ た も の で あ っ た 。 本 章 の 目 的 は 友 人 関 係 の 親

密 化 過 程 を 複 数 友 人 関 係 で 捉 え る 必 要 性 を 確 認 す る こ と で あ っ た が 、

「 友 人 選 択 」 と い う 手 続 き を 採 用 す る こ と に よ り そ の 目 的 を 達 成 し

た 。  

 

註 )  

 

1 ) こ の 研 究 の 一 部 は「 渡 辺 舞・今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 a ) .  大 学 新 入 生 の 新 旧

友 人 関 係 に 関 す る 追 跡 的 研 究 （ 3） － 新 旧 友 人 の 友 人 選 択 状 況 の 違

い が 親 密 度 得 点 の 推 移 に 及 ぼ す 影 響 －  日 本 心 理 学 会 第 7 2 回 大 会

発 表 論 文 集 ， 1 2 6 .」 に て 発 表 さ れ た 。  

 

2 ) こ の 研 究 の 一 部 は 、「渡 辺 舞・今 川 民 雄 ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係

に 関 す る 追 跡 的 研 究 － 大 学 生 活 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 は 変 化 す る の

か ？ －  北 海 道 心 理 学 会 第 5 6 回 大 会 発 表 論 文 集 , 3 2」に て 発 表 さ れ

た 。  

 

3 ) 新 友 人 の「 1 - 2 回 目 の 調 査 に お け る イ ニ シ ャ ル 一 致 群 」で は 、本 人

の 確 認 が「 1．同 じ 人 物 」群 、「 3．覚 え て い な い 」群 で 、 2 回 目 調 査

時 点 の 親 密 度 得 点 に 差 が あ る か を 検 討 し た と こ ろ 、 有 意 な 差 は 見 ら

れ な か っ た ( F ( 1  , 6 0 ) = 1 . 8 5 , n . s . )。「 1 - 2 回 目 調 査 の イ ニ シ ャ ル 不 一 致

群 」 で は 、「 1． 同 じ 人 物 」 群 、「 2． 違 う 人 物 」 群 及 び 「 3． 覚 え て

い な い 」 群 で 、 2 回 目 調 査 時 点 の 親 密 度 得 点 に 差 が あ る か を 検 討 し

た と こ ろ 、 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た ( F ( 2  , 5 0 ) = 0 . 6 0 , n . s . )。 同 様 の

手 順 で 「 2 ‐ 3 回 目 調 査 の イ ニ シ ャ ル 一 致 群 ( F ( 1 , 7 3 ) = 0 . 0 0 , n . s . ) 」、

「 2 - 3 回 目 調 査 の イ ニ シ ャ ル 不 一 致 群 ( F ( 2 , 3 7 ) = 2 . 9 6 , n . s . )」「 3‐ 4 回

目 調 査 の イ ニ シ ャ ル 一 致 群 ( F ( 1 , 7 7 ) = 4 . 3 2 , p < . 0 5 )」、「 3 - 4 回 目 調 査 の

イ ニ シ ャ ル 不 一 致 群 ( F ( 2 , 3 3 ) = 0 . 9 1 , n . s . )」「 4 - 5 回 目 調 査 の イ ニ シ ャ

ル 一 致 群 ( F ( 1 , 6 4 ) = 0 . 4 0 , n . s . )」、「4 - 5 回 目 調 査 の イ ニ シ ャ ル 不 一 致 群

( F ( 2 , 4 6 ) = 0 . 3 4 , n . s . )」 に つ い て 分 析 を お こ な っ た と こ ろ 、「 3 - 4 回 目



105 

 

調 査 の イ ニ シ ャ ル 一 致 群 」 で 有 意 な 差 が み ら れ 、 同 じ 人 物 で あ る と

確 認 し た 群 の 親 密 度 得 点（ 5 . 7 0 点 ）が 前 回 調 査 の イ ニ シ ャ ル を 忘 れ

た 群 の 得 点（ 5 . 2 2 点 ）よ り も 高 か っ た 。し か し な が ら 、そ の 他 の 調

査 時 点 、 友 人 選 択 で は で は 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た た め 、 記 入 さ

れ た イ ニ シ ャ ル の 一 致 状 況 を 採 用 し た 。 尚 、 旧 友 人 で は す べ て の 調

査 時 点 間 、 友 人 選 択 で は で は 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た  
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第 5 章   

研究 3：回想的調査面接による大学生の

友人関係の親密化過程に関する研究 1 ) 2 )  
 

 

第 1 節  研 究 3 の 目的  

  

第 4 章 で は 、「 一 番 親 し い 友 人 」 を 追 跡 的 調 査 で 毎 回 選 択 し て も

ら う 手 続 き を 採 用 す る こ と に よ り 、 複 数 友 人 関 係 で 親 密 化 過 程 を 抽

出 す る 必 要 性 を 確 認 し た 。 ま た 、 大 学 生 が 、 複 数 の 友 人 関 係 グ ル ー

プ を 有 し 、 そ の 中 で 「 友 人 選 択 」 が な さ れ て い る 状 況 が 確 認 さ れ た

こ と は 、 従 来 の 質 問 紙 調 査 の 量 的 検 討 の み で 、 友 人 関 係 か 進 展 し て

い く こ と を 抽 出 す る こ と へ の 限 界 が 明 ら か に な っ た 。 本 章 で は 、 回

想 的 調 査 面 接 を 実 施 し 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に つ い て 、 複 数 の 共 通

友 人 関 係 も 含 め て 、 そ の 様 相 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 本 研

究 で 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る 回 想 的 調 査 面 接 と は 、「協 力 者 が 選 択 し た 一

番 親 し い 友 人 に つ い て 、出 会 い か ら 現 在 の 状 況 を 、時 間 の 推 移 に 従 い 、

友 人 関 係 に お け る 出 来 事 を 回 想 さ せ る 方 法 、 ま た 選 択 友 人 と 協 力 者 を

含 む 共 通 友 人 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 、 選 択 し た 友 人 と の 関 係 に 加 え 、

共 通 友 人 と の 関 係 も 回 想 さ せ る 方 法 」 で あ る と 本 論 文 で は 定 義 す る 。  

具 体 的 に は 、 第 1 に 回 想 的 調 査 面 接 に よ っ て 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る

方 法 を 検 討 す る こ と で あ る 。第 2 に 複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の パ タ

ー ン を 明 ら か に す る 類 型 化 を 提 案 す る た め に 探 索 的 検 討 と 適 用 を 行

う こ と を 目 的 と す る 。  

 

 

第 2 節  回 想的 調査 面接 によ る手 法の検 討  

 

( 1） 目 的  

 

第 2 節 の 目 的 は 、 回 想 的 調 査 面 接 に よ っ て 親 密 化 過 程 を 明 ら か に

す る た め に 、回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き を 確 立 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

( 2） 方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

北 海 道 道 内 の 大 学 生 お よ び 卒 業 生 1 5 名 （ 男 性 4 名 ・ 女 性 11 名 ）
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を 対 象 に 面 接 調 査 を 行 っ た 。内 訳 は 、大 学 3 年 生（ 7 名 ）・ 4 年 生（ 6

名 ）・大 学 卒 業 生（ 科 目 履 修 生 ； 2 名 ）で あ り 、平 均 年 齢 は 2 1 . 4 0 歳

（ S D = 1 . 2 4） で あ っ た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

2 0 0 7 年 11 月 〜 2 0 0 8 年 1 月 に 個 人 面 接 で 行 っ た 。  

 

( 2 ) - 3  手 続 き  

面 接 に 使 用 し た 時 間 は 11 分 ～ 4 8 分 で あ っ た 。 面 接 内 容 は 協 力 者

の 許 可 を 得 て 録 音 し 、 逐 語 録 は 著 者 が 面 接 終 了 後 に 起 こ し た 。 面 接

の 内 容 に つ い て は 、 個 人 情 報 に 関 す る 公 表 は 行 わ な い こ と 、 調 査 分

析 終 了 後 は 、 面 接 の 録 音 を 消 去 す る こ と を 口 頭 で 約 束 し 、 協 力 者 全

員 か ら 了 承 を 得 た 。 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る た め

に 、 以 下 の 流 れ に 従 い 、 面 接 を 行 っ た 。 ① 今 現 在 付 き 合 い の あ る 中

で 一 番 親 し い 友 人 （ 同 性 ） を 選 ん で も ら い 、 そ の 友 人 と の 親 密 化 過

程 に つ い て 語 っ て も ら う こ と を 説 明 し た 。 ② 出 会 っ た 時 の 状 況 の 抽

出 す る た め に 、 出 会 っ た 時 期 、 出 会 っ た 場 所 、 出 会 っ た 時 の 状 況 を

質 問 し 、 回 答 を 求 め た 。 ③ 協 力 者 と 選 択 し た 友 人 を 含 む 共 通 の 友 人

関 係 の 有 無 を 確 認 し 、複 数 の 友 人 関 係 で あ る と 回 答 し た 協 力 者 に は 、

そ の 共 通 す る 友 人 の 人 数 を 回 答 さ せ た 。 ⑤ 最 初 の 出 会 い か ら 、 す ぐ

に 親 密 化 が 始 ま っ た の か を 確 認 し 、 出 会 い か ら 、 す ぐ に 親 密 化 が 始

ま ら な か っ た ケ ー ス の 場 合 に は 仲 良 く な っ た 出 来 事 （ き っ か け ） の

エ ピ ソ ー ド を 語 っ て も ら っ た 。 ⑤ 以 上 の 出 会 い の 状 況 を 確 認 し た 上

で 、 親 密 化 過 程 の 回 想 を さ せ た 。 親 密 化 過 程 に つ い て は 、 学 年 （ 学

校 段 階 ）ご と に そ の 過 程 を 語 っ て も ら っ た 。そ の 選 択 さ れ た 友 人 が 、

大 学 入 学 以 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 で あ っ た 場 合 に は 、 高 校 入 学 以 降

か ら 現 在 ま で の 過 程 を 中 心 に 回 想 し て も ら っ た 。ま た 、協 力 者 が「 一

番 親 し い 友 人 」 に つ い て 、 大 学 入 学 以 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 を 選 択

し た 場 合 に は 、 そ の 友 人 と の 親 密 化 過 程 を 回 想 し て も ら っ た 後 、 再

度 、 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 の 中 で 一 番 親 し い 友 人 を も う 一 名

選 択 し て も ら い 、 上 記 の 流 れ に 従 い 再 度 回 想 し て も ら っ た 。  

 

( 3） 結 果  

 

( 3 ) - 1  面 接 調 査 に 使 用 す る 質 問 項 目 の 検 討  

一 番 親 し い 友 人 と し て 大 学 入 学 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 を 想 起 し た

割 合 は 6 0％（ 1 5 名 中 9 名 ）で あ っ た 。な お 、 3 年 生 の 調 査 協 力 者 で

は 7 名 中 6 名 が 、旧 友 人 を 選 択 し て い た 。 旧 友 人 に 関 す る 面 接 記 録

は 9 ケ ー ス 、 新 友 人 に 関 す る 面 接 記 録 は 1 5 ケ ー ス （ 内 2 名 は 新 旧

友 人 が 同 一 友 人 で あ っ た 。）を 得 た が 、本 報 告 の 目 的 は 、親 密 化 過 程
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を 抽 出 す る た め の 質 問 項 目 の 検 討 で あ る こ と か ら 、 新 旧 友 人 を 区 別

せ ず 、 2 2 ケ ー ス を 分 析 対 象 と し た 。  

面 接 調 査 か ら 得 ら れ た 逐 語 録 か ら 、内 容 を 検 討 し た と こ ろ 、 2 2 ケ

ー ス 中 1 7 ケ ー ス で 、 選 択 友 人 以 外 の 共 通 す る 友 人 が 存 在 す る こ と

が 明 ら か に な っ た 。 共 通 友 人 の 確 認 さ れ た 1 7 ケ ー ス 中 7 ケ ー ス で

は 、 高 校 や 大 学 の 入 学 当 初 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や ク ラ ス メ イ ト と

し て 知 り 合 い 、 同 時 期 に 共 通 の 友 人 関 係 と も 知 り 合 っ て お り 、 グ ル

ー プ 関 係 が 現 在 ま で 継 続 し て い る ケ ー ス が 中 心 で あ っ た 。残 り の 1 0

ケ ー ス で は 最 初 の 出 会 い か ら 、 他 の 友 人 関 係 を 経 て 現 在 の 関 係 に 至

っ た ケ ー ス が 確 認 さ れ た 。 初 期 の 出 会 い 時 に は 、 親 し い 友 人 関 係 に

発 展 し な か っ た が 、 あ る 時 期 の き っ か け （ 出 来 事 ） か ら 友 人 関 係 が

始 ま っ た ケ ー ス や 、 出 会 い か ら グ ル ー プ 関 係 に 発 展 し た 後 に 、 あ る

時 期 の き っ か け （ 出 来 事 ） を 経 て 、 個 人 関 係 に 移 行 し た ケ ー ス が 含

ま れ て い た 。  

ま た 面 接 調 査 に よ っ て 得 ら れ た 発 話 を 回 想 に よ る 時 間 的 推 移 に 従

い 簡 略 化 し 作 成 し た 資 料 を 参 考 に し 、 親 密 化 過 程 の 抽 出 に 必 要 と 思

わ れ る 選 択 友 人 と の 出 会 い の 状 況 や 共 通 友 人 の 存 在 に 関 す る 質 問 項

目 を 著 者 と 指 導 教 員 お よ び 所 属 研 究 室 大 学 院 生 （ 5 名 ） に よ っ て 、

検 討 し 、 以 下 の 11 項 目 を 採 用 し た （ Ta b l e 5 - 2 - 1 参 照 ）。 尚 、 面 接 調

査 の 手 続 き で は 、 質 問 項 目 N o 1～ N o 8 ま で の 項 目 に 回 答 し て も ら っ

た 後 、 協 力 者 に 時 間 的 推 移 に し た が っ て 回 想 し て も ら う こ と を 説 明

し た 。 過 程 の 中 で 選 択 友 人 と 共 通 友 人 関 係 で 経 験 し た 出 来 事 や エ ピ

ソ ー ド に つ い て 出 会 い か ら 現 在 ま で を 回 想 し て も ら う が 、 で き る 限

り 協 力 者 の 回 想 に よ る 発 話 を 基 調 と す る こ と を 目 的 と す る た め 、 回

想 中 の 面 接 で は 、 実 験 者 が 設 定 し た 質 問 項 目 を あ え て 設 定 し な か っ

た 。 面 接 中 に 必 要 と 思 わ れ る 確 認 事 項 に つ い て 著 者 が 面 接 調 査 中 に

質 問 を 加 え て い く 方 法 を 採 用 し た 。 し た が っ て 、 回 想 中 の 共 通 質 問

項 目 は 存 在 し な い 。現 在 ま で の 回 想 終 了 後 、N o 9～ N o 11 の 共 通 質 問

項 目 に 回 答 し て も ら っ た 。  
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( 4） 考 察  

 

本 節 で は 、 回 想 的 調 査 面 接 か ら 得 ら れ た ケ ー ス か ら 、 大 学 生 の 友

人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 抽 出 に 必 要 な 質 問 項 目 の 選 定 を 試 み た 。 本 節

で は 、 青 年 期 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 抽 出 に 必 要 な 質 問 項 目 の 作

成 と 手 続 き の 確 立 が 目 的 で あ っ た た め 、 新 旧 友 人 の 発 話 の 全 て を 対

象 と し た 。 新 友 人 と 旧 友 人 で は 、 知 り 合 っ て か ら の 時 間 的 な 差 異 が

存 在 す る が 、 同 時 に 分 析 す る こ と に よ り 、 様 々 な 友 人 関 係 の 親 密 化

過 程 の 抽 出 に 適 用 可 能 な 共 通 質 問 項 目 を 選 定 で き た も の と 考 え る 。  

親 密 化 過 程 で は 、 多 く の 場 合 、 複 数 友 人 関 係 で 推 移 し 、 最 初 の 出

会 い の ほ か に 、 友 人 関 係 を 認 知 す る 出 来 事 や き っ か け が 存 在 し て い

た 。 そ の 多 く が 学 校 生 活 の 出 来 事 や 部 活 動 ・ サ ー ク ル に 関 連 し て お

り 、 そ の 関 係 の 方 向 性 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ と が 明 ら か に な

っ た こ と か ら 、 こ れ ら の 内 容 が 抽 出 で き る よ う な 質 問 項 目 が 必 須 で

あ る 。 本 報 告 の ケ ー ス 数 は 少 な く 、 同 大 学 内 の 協 力 者 に と ど ま っ て

い る 。 今 後 追 加 調 査 を 行 い 、 方 法 の 検 討 を 重 ね て い く 必 要 が あ る と

考 え る 。  

質問項目 質問例

今、お付き合いのある友人の中で一番親しい友人を１名、選
択してください。

大学入学後知り合った友人の中で一番親しい友人を１名、選
択してください。

2 最初に出会った時期 Aさんと最初に出会ったのはいつですか？

3 最初に出会った場所 Aさんと最初に出会ったのは、どのような場所ですか？

4 最初に出会った時の状況（場面） Aさんと最初に出会ったときにエピソードを教えてください。

Aさんと最初に出会ったとき、どのような会話をしましたか？

Aさんと最初に出会ったとき、どのような会話をしましたか？ど
ちらの方から、どのような言葉をかけましたか？

6 最初の印象 Aさんに対する第１印象はどのようなものでしたか？

今現在、Aさんとあなたを含めた共通の友人関係はあります
か？

共通の友人は、Aさんとあなたを含めて何名ですか？

8 仲良くなったきっかけ Aさんとあなたは、出会ってからすぐに仲良くなりましたか？

9
グループでの付き合いが話の中心の場合、その
友人を選んだ理由

今回、Aさんを中心に、お話いただきましたが、Aさんを選択し
た理由を教えてください。

10 選択友人の他の友人との差異
Aさんとその他の共通する友人では、行動面や感情面で違い
はありますか？

大学卒業後Aさんとの関係は、どのように変化していくと考え
ていますか？

大学卒業後、Aさんとあなたを含む共通の友人関係はどのよ
うに変化していくと考えていますか？

Table5-2-1. 面接に使用する質問項目一覧（共通項目のみ）

一番親しい友達（大学に入ってから知り合った一
番親しい友達）の選択

最初に交わした言葉

選択友人と協力者を含めた共通の友人関係の
有無と人数

今後の付き合い予測

1

5

7

11
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第 3 節  回 想的 調査 面接 によ る親 密化過 程の 類型 化の 検討  

 

( 1 )  目 的  

 

既 に 第 4 章 で は 、「 友 人 選 択 」 と い う 手 続 き か ら 、 大 学 生 の 友 人

関 係 で は 、「 一 番 親 し い 友 人 」 が 変 化 す る こ と を 明 ら か に し て い る 。

す な わ ち 、 複 数 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る 意 義 を 確 認 し

た 。第 3 節 の 目 的 は 、第 2 節 で 確 立 し た 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き を

用 い て 回 想 的 調 査 面 接 を 実 施 し 、 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 新 友 人 を

対 象 と し て そ の 過 程 の 分 類 を 試 み る こ と か ら 複 数 対 人 関 係 の 親 密 化

過 程 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

北 海 道 道 内 の 大 学 4 年 生 3 1 名（ 男 性 7 名・女 性 2 4 名 ）で あ っ た 。

平 均 年 齢 は 2 1 . 8 7 歳 （ S D = . 6 2） で あ っ た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

2 0 0 8 年 7 月 ～ 9 月 に 個 人 面 接 で 行 っ た 。  

 

( 2 ) - 3  手 続 き  

面 接 に 使 用 し た 時 間 は 1 7 分 ～ 4 3 分 で あ り 、 面 接 内 容 は 協 力 者 の

許 可 を 得 て 録 音 し 、 逐 語 録 は 著 者 が 面 接 終 了 後 に 起 こ し た 。 面 接 の

内 容 に つ い て は 、 個 人 情 報 に 関 す る 公 表 は 行 わ な い こ と 、 調 査 分 析

終 了 後 は 、 面 接 の 録 音 を 消 去 す る こ と を 口 頭 で 約 束 し 協 力 者 全 員 か

ら 了 承 を 得 た 。 手 続 き ・ 質 問 項 目 は 、 第 2 節 で 検 討 し た 手 続 き を 使

用 し た 。 面 接 の 流 れ は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

① 今 現 在 付 き 合 い の あ る 中 で 一 番 親 し い 友 人 （ 同 性 ） を 選 ん で も ら

い 、そ の 友 人 と の 親 密 化 過 程 に つ い て 語 っ て も ら う こ と を 説 明 し た 。

し た が っ て 、 そ の 選 択 さ れ た 友 人 は 、 大 学 入 学 以 前 に 知 り 合 っ た 旧

友 人 で あ っ た 場 合 と 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 で あ る 場 合 の 可 能

性 が あ る 。  

② 出 会 っ た 時 の 状 況 の 抽 出 す る た め に 、 出 会 っ た 時 期 、 出 会 っ た 場

所 、 出 会 っ た 時 の 状 況 を 質 問 し 、 回 答 を 求 め た 。  

③ 協 力 者 と 選 択 し た 友 人 を 含 む 共 通 の 友 人 関 係 の 有 無 を 確 認 し 、 複

数 の 友 人 関 係 で あ る と 回 答 し た 協 力 者 に は 、 そ の 共 通 す る 友 人 の 人

数 を 回 答 さ せ た 。  

④ 最 初 の 出 会 い か ら 、 す ぐ に 親 密 化 が 始 ま っ た の か を 確 認 し 、 出 会
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い か ら 、 す ぐ に 親 密 化 が 始 ま ら な か っ た ケ ー ス の 場 合 に は 仲 良 く な

っ た 出 来 事 （ き っ か け ） の エ ピ ソ ー ド を 語 っ て も ら っ た 。  

以 上 の 質 問 項 目 に つ い て は 第 2 節 で 検 討 し た 共 通 質 問 項 目

（ Ta b l e 5 - 2 - 1 参 照 ） を 使 用 し た 。  

⑤ 上 記 の ① ~④ の 出 会 い の 状 況 を 確 認 し た 上 で 、 親 密 化 過 程 の 回 想

を さ せ た 。 親 密 化 過 程 に つ い て は 、 学 年 （ 学 校 段 階 ） ご と に そ の 過

程 を 語 っ て も ら っ た 。  

⑥ 協 力 者 が 「 一 番 親 し い 友 人 」 に つ い て 、 大 学 入 学 以 前 に 知 り 合 っ

た 旧 友 人 を 選 択 し た 場 合 に は 、 そ の 友 人 と の 親 密 化 過 程 を 回 想 し て

も ら っ た 後 、 再 度 、 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 の 中 で 一 番 親 し い

友 人 を も う 一 名 選 択 し て も ら い 、 上 記 の 流 れ に 従 い 回 想 さ せ た 。  

尚 ⑤ と ⑥ 親 密 化 過 程 を 回 想 し て も ら う 際 に は 、 協 力 者 の 発 話 を 基

調 と す る た め 、 回 想 中 の 面 接 で は 、 実 験 者 が 設 定 し た 質 問 項 目 を 使

用 し な か っ た 。 面 接 中 に 必 要 と 思 わ れ る 確 認 事 項 に つ い て 著 者 が 面

接 調 査 中 に 質 問 を 加 え て い く 方 法 を 採 用 し た 。  

⑦ 親 密 化 過 程 の 回 想 が 終 了 後 、「 一 番 親 し い 友 人 」 を 選 択 し た 理 由 、

共 通 友 人 と 選 択 友 人 と の 差 異 、 今 後 の 付 き 合 い を 予 測 し て も ら っ た

（ Ta b l e 5 - 2 - 1； 質 問 項 目 N o 9～ 11 使 用 ）。  

⑧ 面 接 調 査 終 了 後 デ ブ リ ー フ ィ ン グ を 行 い 、 調 査 を 終 了 し た 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  回 想 的 調 査 面 接 に お け る 親 密 化 過 程 の 分 類   

一 番 親 し い 友 人 と し て 大 学 入 学 後 の 新 友 人 を 想 起 し た 協 力 者 は

1 9 名 で あ り 、 こ の う ち 1 8 名 は 、 大 学 入 学 当 時 に 出 会 っ た 友 人 を 選

択 し た 。 残 り の 1 名 は 大 学 3 年 時 の 1 2 月 に 知 り 合 っ た 友 人 を 選 択

し た 。 大 学 入 学 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 を 想 起 し た 協 力 者 は 1 2 名 で

あ っ た 。 旧 友 人 と の 出 会 い の 時 期 は 小 学 生 ・ 幼 稚 園 ・ 保 育 所 時 の 友

人 （ 7 名 ）、 中 学 時 の 友 人 （ 1 名 ）、 高 校 時 の 友 人 （ 4 名 ） で あ っ た 。 

親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て 、 新 友 人 と の 親 密 化 過 程 3 1 事 例 を 分

析 対 象 と し た が 、 協 力 者 の 選 択 し た 友 人 は 同 大 学 同 学 科 内 （ 2 2 名 ）

が 最 も 多 く 、他 学 科（ 2 名 ）、部 活・サ ー ク ル 内（ 5 名 ）を 含 め る と 、

9 4％ の 協 力 者 が 、一 番 親 し い 新 友 人 と し て 、同 じ 大 学 内 の 友 人 を 選

択 し て い た 。 そ の 他 の 2 事 例 で は 、 ア ル バ イ ト 先 の 友 人 を 選 択 し て

い た 。  

次 に 友 人 と の 関 係 が 出 会 い の 直 後 か ら 進 展 し た 事 例 と 、 初 期 の 出

会 い 時 に は 、 友 人 関 係 に 発 展 し な か っ た 事 例 を 発 話 か ら 判 定 し た 。

そ の 結 果 、 初 期 の 出 会 い 時 に は 、 友 人 関 係 に 発 展 し な か っ た が 、 あ

る 時 期 の き っ か け （ 出 来 事 ） か ら 友 人 関 係 が 始 ま っ た ケ ー ス が 11

事 例 確 認 さ れ た 。 本 研 究 で は 、 以 下 の 親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て 、
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選 択 し た 友 人 と の 関 係 が ス タ ー ト し て 以 降 の 内 容 を 分 類 に 採 用 し て

い く 。  

友 人 関 係 が 形 成 さ れ た 後 の 親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て 、 ① 共 通 友

人 の 有 無 、 ② 選 択 友 人 と 共 通 友 人 の 関 係 ス タ ー ト 時 期 の 差 異 、 ③ 選

択 友 人 及 び 共 通 友 人 と の 関 係 変 動 を も た ら し た 出 来 事 の 有 無 、 ④ グ

ル ー プ 関 係 成 立 後 に お け る 選 択 友 人 と だ け の 経 験 ・ 行 動 の 共 有 の 有

無 の 4 点 を チ ェ ッ ク 項 目 と し た 。 4 点 の 設 定 に つ い て は 、 第 1 に 著

者 が 逐 語 録 か ら 、協 力 者 別 に 時 間 的 推 移 に 従 い マ ト リ ク ス を 作 成 し 、

上 記 の 4 項 目 を 抽 出 し た 。 次 に 本 研 究 の 協 力 者 3 1 名 の マ ト リ ク ス

か ら 4 項 目 が 判 定 可 能 で あ る か に つ い て 、 著 者 と 指 導 教 員 、 及 び 同

研 究 室 内 の 大 学 院 生 （ 4 名 ） に よ っ て 確 認 し た 。 そ の 結 果 4 項 目 が

判 定 可 能 で あ る と 判 断 し た 。 以 下 に 結 果 の 詳 細 を 記 す 。  

 

( 3 ) - 1 - 1  判 定 項 目 1  共 通 友 人 の 有 無  

大 学 に 入 学 し て か ら 知 り 合 っ た 友 人 の 中 で 現 在 付 き 合 い の あ る 一

番 親 し い 人 物 を 一 人 選 択 さ せ た 後 、 そ の 友 人 と 協 力 者 の 共 通 の 友 人

の 有 無 を 尋 ね た 。共 通 友 人 が い な い と 回 答 し た 協 力 者 は 3 名 で あ っ

た 。共 通 の 友 人 が い る と 回 答 し た 協 力 者（ 2 8 名 ）の 友 人 数（ 選 択 友

人 は 除 く ） の 平 均 人 数 は 3 . 5 4（ S D = 1 . 6 4） 人 で あ っ た 。  

 

( 3 ) - 1 - 2  判 定 項 目 2  協 力 者 と 選 択 友 人 と の 友 人 関 係 形 成 時 期 の 差

異  

選 択 友 人 と 共 通 す る 友 人 関 係 が あ る と 回 答 し た 2 8 名 の 協 力 者 に

つ い て 、 友 人 関 係 形 成 時 期 に 差 異 が あ る か を 発 話 か ら 分 類 し た 。 そ

の 結 果 、協 力 者 2 8 名 中 1 8 名 は 、一 番 親 し い 友 人 と 共 通 友 人 と の 関

係 が 、 同 時 期 に ス タ ー ト し て い る こ と が 確 認 さ れ た が 、 残 り 1 0 名

の 協 力 者 は 、 一 番 親 し い 友 人 と の 二 者 関 係 が 先 行 し て ス タ ー ト し 、

共 通 友 人 と 「 共 通 の 授 業 」「 サ ー ク ル ・ 部 活 内 の 出 来 事 」「 飲 み 会 ・

学 外 で の 付 き 合 い 」 等 の 何 ら か の 出 来 事 を 経 て 共 通 の 複 数 友 人 関 係

と し て 成 立 し た こ と が 確 認 さ れ た 。  

 

( 3 ) - 1 - 3  判 定 項 目 3  協 力 者 と 選 択 友 人 及 び 共 通 友 人 と の 関 係 変 動

を も た ら し た 出 来 事 の 有 無  

選 択 友 人 と 共 通 す る 友 人 関 係 が あ る と 回 答 し た 2 8 名 の 協 力 者 に

つ い て 、 過 程 の 中 で の 生 じ た 出 来 事 や 経 験 の 中 で 、 友 人 関 係 の 変 動

が 確 認 さ れ た も の を 発 話 か ら 抽 出 し た 。 そ の 結 果 、 2 8 名 中 6 名 は 、

選 択 友 人 と 共 通 友 人 と の 関 係 が ス タ ー ト し た 後 、 そ の 関 係 が 変 動 す

る よ う な 出 来 事 が 確 認 さ れ ず 、 出 会 い の 段 階 か ら 、 現 在 ま で 関 係 が

維 持 さ れ て い た 。 一 方 で 残 り 2 2 名 の 協 力 者 は 、 選 択 友 人 と の 関 係

ス タ ー ト か ら 現 在 ま で の 過 程 に お い て 、 共 通 友 人 関 係 を 含 む 関 係 の
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変 動 が 確 認 さ れ た 。 そ の 関 係 変 動 に 関 連 し た 出 来 事 エ ピ ソ ー ド と し

て 「 共 通 の 授 業 ・ 演 習 ・ 実 習 （ 8 事 例 ）」「 サ ー ク ル ・ 部 活 内 の イ ベ

ン ト（ 6 事 例 ）」と い っ た 、学 科 や 学 内 の 活 動 や 経 験 が 多 く 抽 出 さ れ

た 。そ の 他「 飲 み 会 ・ 誕 生 日 会・ 学 外 の 付 き 合 い（ 4 事 例 ）」の 経 験

が 確 認 さ れ た 。 経 験 の 結 果 、 初 期 に 確 認 し た 関 係 か ら 、 共 通 友 人 の

増 減 、 友 人 グ ル ー プ の 合 体 ・ 分 離 、 グ ル ー プ 関 係 か ら 二 者 関 係 の 移

行 、 二 者 関 係 か ら グ ル ー プ 関 係 へ の 移 行 と い っ た 関 係 の 変 動 を 確 認

し た 。  

 

( 3 ) - 1 - 4  判 定 項 目 4  協 力 者 と 選 択 友 人 と だ け の 経 験 ・ 行 動 の 共 有

の 有 無  

選 択 友 人 と 共 通 す る 友 人 関 係 が あ る と 回 答 し た 2 8 名 の 協 力 者 に

つ い て 、 選 択 友 人 と だ け 共 有 す る 行 動 や 経 験 が あ る か を 発 話 か ら 分

類 し た 。 上 記 の 判 定 項 目 3 で は 、 経 験 の 結 果 、 何 ら か の 関 係 の 変 動

が 確 認 さ れ た 発 話 を 抽 出 し た が 、 判 定 項 目 4 で は 、 関 係 変 動 の 確 認

さ れ な い 出 来 事 （ 行 動 ・ 経 験 ） に つ い て 判 定 し た 。  

そ の 結 果 、 2 8 名 中 1 4 名 は 、 選 択 友 人 と 共 通 友 人 と の 関 係 が ス タ

ー ト し た 後 、 常 に グ ル ー プ と し て の 行 動 が 主 で あ り 、 選 択 友 人 と 共

通 友 人 と の 行 動 や 経 験 に 差 が 確 認 さ れ な か っ た 。 一 方 で 残 り 1 4 名

の 協 力 者 に は 、 共 通 の 友 人 関 係 の ほ か に 選 択 友 人 と だ け 共 有 す る 行

動 や 経 験 を 有 し て い る 認 知 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  

 

( 3 ) - 2  親 密 化 過 程 の 分 類   

以 上 の 4 つ の 判 定 項 目 の 組 み 合 わ せ に よ り 、親 密 化 過 程 を 7 類 型

に 集 約 し た 。 分 類 は 以 下 の F i g u r e 5 - 3 - 1 の チ ャ ー ト に 従 っ た 。 分 類

名 と 各 分 類 の 定 義 を Ta b l e 5 - 3 - 1 に 示 す 。 判 定 に 関 す る 事 例 と し て 、

グ ル ー プ 関 係 維 持 型（ Ⅱ 型 ）の 事 例 を 資 料 F に 、二 者 先 行 中 心 グ ル

ー プ 関 係 変 動 型 （ Ⅶ 型 ） の 事 例 を 資 料 G と し て 添 付 す る 。  
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( 4 )  考 察  

 

本 研 究 の 結 果 、 多 く の 協 力 者 が 選 択 友 人 と 共 通 の 複 数 の 友 人 関 係

を 認 知 し て い る こ と が 確 認 さ れ た（ 9 0％：Ⅱ ~Ⅶ 型 ）。ま た 選 択 友 人

判定1：共通友人の有無 A　共通友人：なし B 共通友人：あり

判定2：選択友人と共通友人との関係スタート時期の
確認

C　一番親しい友人と共通友人
との関係が同時にスタート

D　選択友人との二者関係
先行でのスタート

判定3：親密化過程における関係の変動 E 関係変動の出来事：なし F 関係変動の出来事：あり

判定4：選択友人と共通友人の行動や経験の差 G　行動や経験の差：なし H　行動や経験の差：あり

Figure5-3-1.　親密化過程の判定項目

　
註）「B共通友人あり」で「D二者関係先行でのスタート」である場合、過程の中で「F関係変
動の出来事あり」のルートをたどることとなる。D→Eのルートについては、存在しない。

Table5-3-1．回想的調査面接による大学生の友人関係に関する親密化過程分類（1）

分類名（判定記号） 定義 事例数

Ⅰ：二者関係専心型（A）
出会いから現在の関係まで、選択友人との関係の
みが確認された型 3

Ⅱ：グループ関係維持型（BCEG）
選択友人と共通友人の関係が同時期に成立し、そ
の後関係が変化せず、グループ関係が継続してい
る型

5

Ⅲ：二者中心グループ関係維持型（BCEH）
「Ⅱグループ関係維持型」と同様の過程であるが、
過程の中で選択友人とだけの経験や行動の共有
がある型

1

Ⅳ：グループ関係変動型（BCFG）
選択友人と共通友人の関係が同時期に成立した
が、その後友人関係の変化が確認される型 6

Ⅴ：二者中心グループ関係変動型（BCFH）
「Ⅳグループ関係変動型」と同様の過程であるが、
過程の中で選択友人とだけの経験や行動の共有
がある型

6

Ⅵ：二者先行グループ関係変動型（BDFG）
選択友人との出会いから、二者関係が成立した後
にグループ関係が確認される型。 3

Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型（BDFH）
「Ⅵ二者先行グループ関係変動型」と同様の過程で
あるが、過程の中で選択友人とだけの経験や行動
の共有がある型。

7

（　　　　）内のアルファベットはFigure5-3-1の判定項目の組み合わせを示す。
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と 共 通 友 人 と の 関 係 が そ の 過 程 に お い て 「 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム 」 や

「 サ ー ク ル ・ 部 活 動 」 等 の 経 験 の 共 有 を 通 し て 相 互 に 影 響 し あ い な

が ら 親 密 化 し て い く 過 程 が 確 認 さ れ 、多 川 ら（ 2 0 0 2）の 指 摘 の 通 り 、

友 人 関 係 の 研 究 に お い て 、 複 数 の 対 人 関 係 を 追 跡 す る 必 要 性 を 示 す

結 果 で あ る 。  

次 に 選 択 友 人 と の 出 会 い か ら 関 係 に 変 化 な く 、 継 続 的 な 友 人 関 係

で あ る 事 例（ 2 3％：Ⅰ ～ Ⅲ 型 ）が 確 認 さ れ た 一 方 で 、そ の 他 事 例（ Ⅳ

～ Ⅶ 型 ） で は 、 関 係 ス タ ー ト か ら 、 学 部 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 専 門

科 目 の 選 択・資 格 取 得 の 方 向 性 ）、実 習 、就 職 、卒 論 等 の 経 験 や 友 人

関 係 の 中 で の 出 来 事 に よ っ て 、 初 期 に 確 認 し た 関 係 か ら 、 共 通 友 人

の 増 減 、 友 人 グ ル ー プ の 合 体 ・ 分 離 、 グ ル ー プ 関 係 か ら 二 者 関 係 の

移 行 、 二 者 関 係 か ら グ ル ー プ 関 係 へ の 移 行 等 に 関 係 が 変 動 し 、 現 在

に 至 っ て い る 過 程 が 明 ら か に さ れ た 。 こ れ ら の 関 係 変 動 は 、 大 学 入

学 直 後 に 限 ら ず 、 大 学 3 年 ～ 4 年 時 の 就 職 活 動 で の 情 報 交 換 や 就 職

の 方 向 性 等 で も 確 認 さ れ て お り 、 友 人 関 係 が 安 定 し て 確 立 さ れ 、 そ

の ま ま 維 持 さ れ て い く 過 程 と 、 卒 業 間 近 ま で 様 々 な 経 験 の 中 で 友 人

関 係 が 変 動 す る 過 程 の 両 方 の 事 例 が 確 認 さ れ た 。  

さ ら に 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 で は 、 共 通 友 人 を 含 む グ ル ー プ 関 係

が 認 知 さ れ て い る 中 で 、 選 択 友 人 と の 特 別 な 経 験 や 行 動 も 有 し て い

る 事 例 （ 4 5％ ： Ⅲ ・ Ⅴ ・ Ⅶ 型 ） も 確 認 さ れ た 。 面 接 時 に 一 番 親 し い

友 人 を 選 択 す る 際 に 、 二 者 関 係 だ け で の 経 験 の 共 有 を 認 知 し て い る

協 力 者 は 、 選 択 に つ い て の 判 断 に 迷 い が 見 ら れ な か っ た が 、 常 に グ

ル ー プ で の 関 係 を 認 知 し て い る 協 力 者 の 中 に は 、 そ の グ ル ー プ 関 係

の 中 か ら 一 人 を 選 択 す る こ と が 難 し い と 感 想 を 述 べ る 協 力 者 も い た 。

グ ル ー プ で 友 人 関 係 を 構 成 さ れ て い る 中 で 、 友 人 関 係 を 二 者 関 係 と

と ら え ず 、 グ ル ー プ 全 体 と し て 友 人 関 係 を 捉 え て い る 協 力 者 の 存 在

が 明 ら か と な っ た 。  

友 人 関 係 に お け る 追 跡 的 研 究 （ B e r g ,  1 9 8 4； H a y s ,  1 9 8 4 , 1 9 8 5；

中 村 ， 1 9 8 9；山 中 ， 1 9 9 4）の 多 く は 、初 期 の 調 査 で 選 択 し た 友 人 を

固 定 し そ の 推 移 を 検 討 し て い る が 、 本 研 究 に お い て 回 想 的 調 査 面 接

の 手 続 き を 適 用 し た と こ ろ 、 選 択 友 人 と 共 通 友 人 と の 共 有 す る 経 験

や 行 動 の 有 無 に よ り 、 過 程 の 中 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 が 変 更 さ れ て

い る 可 能 性 を 示 唆 し 、 面 接 調 査 に よ り 過 程 を 抽 出 す る 意 義 を 明 ら か

に し た 。  

本 研 究 で は 、 回 想 的 調 査 面 接 に て 使 用 す る こ と で 、 複 数 の 対 人 関

係 を 同 時 に 回 想 さ せ 、 友 人 関 係 が 変 動 す る 過 程 も 含 め て 大 学 生 活 に

お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 詳 細 を と ら え る こ と を 可 能 と し た 。  

一 方 で 本 研 究 の 協 力 者 は 3 1 名 で あ り 、 大 学 も 学 科 も 全 て 同 じ 協

力 者 で あ っ た た め 、 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム が 、 グ ル ー プ で の 演 習 、 資

格 取 得 を 目 指 す 特 徴 が あ る こ と を 考 慮 す べ き で あ る 。 こ れ ら の 学 科
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の 特 徴 が 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 影 響 を 与 え た 可 能 性 が あ る 。 今 後

の 課 題 と し て 協 力 者 数 を 増 や し 、 複 数 の 学 部 ・ 学 科 で の 検 討 が 望 ま

れ る 。  

 

 

第 4 節  回 想的 調査 面接 によ る親 密化過 程の 類型 化 の 適 用  

 

( 1 )  目 的  

 

第 4 節 の 目 的 で は 、第 3 節 で 検 討 し た 親 密 化 過 程 の 類 型 化 に 従 い 、

類 型 化 の 適 用 を 検 討 す る こ と で あ る 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

北 海 道 道 内 の 大 学 4 年 生 1 0 4 名 （ 男 性 3 1 名 ・ 女 性 7 3 名 ） の 大 学

4 年 生 で あ っ た 。 平 均 年 齢 は 2 1 . 6 5 歳 （ S D = . 5 7） で あ っ た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

2 0 0 9 年 7 月 ～ 11 月 に 個 人 面 接 で 行 っ た 。  

 

( 2 ) - 3  手 続 き  

( 2 ) - 3 - 1  同 意 書 に よ る 研 究 協 力 の 了 承  

面 接 調 査 に 協 力 し て も ら う 前 に 、 文 章 で 調 査 に 関 す る 同 意 書 を 交

わ し た 。 同 意 書 の 内 容 は 、 以 下 の 通 り で あ っ た 。 ① 調 査 は 友 人 関 係

に 関 す る も の で あ る が 、 友 人 の 個 人 を 特 定 す る も の で は な く 、 友 人

を イ ニ シ ャ ル （ 例 ： A さ ん ） で 話 し て も ら う こ と 、 ② 面 接 の 内 容 は

録 音 し 、 著 者 以 外 の 人 物 が こ の 録 音 を 聞 く こ と は な い こ と 、 ま た 録

音 の 内 容 は 共 同 研 究 者 で あ る 著 者 の 指 導 教 員 、 お よ び 同 研 究 室 の 大

学 院 生 が 研 究 の た め 確 認 を す る 場 合 が あ る が 、 著 者 は 個 人 情 報 及 び

個 人 名 を 特 定 す る 情 報 は 開 示 し な い こ と 、③ 2 0 0 6 年 及 び 2 0 0 7 年 の

質 問 紙 調 査 の 内 容 （ 第 3・ 4 章 ； 1～ 5 回 目 質 問 紙 調 査 ） に つ い て 質

問 す る が 、 個 人 情 報 ま た は 、 協 力 者 の 友 人 を 特 定 す る 内 容 に は 触 れ

な い こ と 、 ④ こ の 調 査 の 録 音 ・ 質 問 紙 は 著 者 の 責 任 に お い て 厳 重 に

管 理 し 、個 人 情 報 が 外 部 に 漏 れ る こ と は な い こ と 、ま た 調 査 結 果 は 、

論 文 作 成 、 及 び 学 会 研 究 活 動 の み 使 用 し 、 調 査 研 究 終 了 後 は 、 著 者

の 責 任 に お い て 、 録 音 ・ 質 問 紙 を 破 棄 す る こ と 、 ⑤ 協 力 者 は 面 接 調

査 前 ま た は 面 接 調 査 中 に 、 こ の 調 査 へ の 協 力 を 中 止 し た 場 合 に は 、

そ の 旨 を 甲 に 申 し 出 る こ と が で き 、 調 査 は い つ で も 中 止 す る こ と が

で き る こ と の 以 上 の 内 容 で あ っ た 。 同 意 書 は 、 著 者 が 読 み 上 げ を し



 

117 

 

な が ら 、 双 方 で 1 項 目 ず つ 確 認 を し 、 調 査 協 力 者 が そ の 内 容 に 承 諾

し た 場 合 に は 、同 意 書 2 通 に サ イ ン を 求 め 、著 者 と 協 力 者 が 1 通 ず

つ を 所 有 す る こ と と し た 。 同 意 書 を 資 料 H と し て 添 付 す る 。  

 

 

( 2 ) - 3 - 2  面 接 内 容 ・ 手 続 き  

面 接 方 法 の 内 容 に つ い て は 第 2 節 で 検 討 し 、第 3 節 で 使 用 し た 手

続 き に 従 い 実 施 し た た め 、 詳 細 を 割 愛 す る 。 面 接 に お け る 平 均 録 音

時 間 は 4 0 分 0 6 秒 （ R＝ 2 2 分 5 3 秒 ～ 6 2 分 4 7 秒 ） で あ り 、 逐 語 録

は 著 者 が 面 接 終 了 後 に 起 こ し た 。 親 密 化 過 程 に 関 す る 面 接 調 査 終 了

後 に 、第 3・ 4 章 の 第 1 回 目 ～ 5 回 目 の 調 査 に も 参 加 し て い た 協 力 者

に は 、 質 問 紙 調 査 で 記 入 し た 友 人 の イ ニ シ ャ ル 及 び 、 本 研 究 で 選 択

し た 友 人 に つ い て 、同 じ 友 人 を 想 定 し た の か に つ い て 確 認 を 行 っ た 。

調 査 期 間 中 に 一 番 親 し い 友 人 が 変 化 し て い た 場 合 に は 、 協 力 者 が 回

答 可 能 な 範 囲 で 、 ど の よ う な 友 人 を 選 択 し た の か に つ い て 回 答 を 求

め た 。 こ の 分 析 結 果 は 、 第 4 章 第 4 節 で 記 載 済 み で あ る 。  

 

( 2 ) - 4  質 問 紙 の 内 容  

面 接 調 査 終 了 後 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 関 す る 質 問 紙 調 査 に 回 答 さ

せ た 。 項 目 の 詳 細 は 第 6 章 で 説 明 す る た め 、 本 章 で は 割 愛 す る 。  

 

全 て の 調 査 終 了 後 に 、 デ ブ リ ー フ ィ ン グ を 行 っ た 。 ま た 本 研 究 に

対 す る 協 力 の 謝 礼 と し て 、 2 0 0 0 円 を 支 払 い 3 )、領 収 証 に 名 前・住 所

の 記 入 と 捺 印 を 求 め た 。 調 査 の 過 程 は 以 上 の と お り で あ り 、 面 接 録

音 時 間 以 外 の 、 研 究 目 的 の 趣 旨 説 明 、 同 意 書 の 確 認 ・ サ イ ン 、 質 問

紙 の 記 入 、 領 収 書 の 記 入 で の 所 要 時 間 は 、 1 5～ 2 0 分 程 度 で あ っ た 。 

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  協 力 者 の 友 人 選 択 と 選 択 し た 友 人 と の 出 会 い の 状 況  

 

面 接 時 に 、 調 査 協 力 者 に 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 を さ せ た が 、 大 学

入 学 後 に 知 り 合 っ た 新 友 人 を 選 択 し た 大 学 生 は 5 8 名 （ 5 5 . 7 7 %） で

あ り 、 入 学 以 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 を 選 択 し た 大 学 生 は 4 6 名

( 4 4 . 2 3 % )で あ っ た 。 次 に 協 力 者 と 選 択 さ れ た 友 人 と の 出 会 い 時 期 と

場 所 の 状 況 を Ta b l e 5 - 4 - 1 及 び Ta b l e 5 - 4 - 2 に 示 す 。 そ の 結 果 、 大 学

入 学 後 に 知 り 合 っ た 新 友 人 の う ち 、大 学 4 年 生 の 面 接 調 査 時 に 一 番

親 し い 友 人 と し て 選 択 し た 人 物 と は 、約 9 0％ 以 上 の 協 力 者（ 9 5 名 ）

が 、 大 学 入 学 半 年 以 内 に 知 り 合 っ て お り 、 大 学 前 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン 4 )を 含 め 、 授 業 が 始 ま る 前 の 入 学 式 や オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 行 事
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の 中 で 、 約 5 0％ 以 上 の 協 力 者 （ 5 6 名 ） が 知 り 合 っ て い た 。 ま た 、

9 0％ 以 上 の 協 力 者 （ 9 5 名 ） が 、 同 じ 大 学 内 の 友 人 を 選 択 し て お り 、

そ の 他 の 9 名 は 、学 外 の ア ル バ イ ト 内 の 友 人（ 4 名 ）、お よ び 大 学 入

学 前 の 学 校 （ 5 名 ） で 知 り 合 っ て お り 、 大 学 入 学 試 験 時 に 出 会 っ て

い る ケ ー ス や 、 大 学 入 学 後 再 会 し た ケ ー ス が 確 認 さ れ た 。  

 

 

 

( 3 ) - 2  親 密 化 過 程 の 分 類  

親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て は 、 大 学 に 入 学 後 知 り 合 っ た 一 番 親 し

い 友 人 に 対 す る 逐 語 を 使 用 し た 。 新 友 人 の 親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い

て 、 ① 共 通 友 人 の 有 無 、 ② 選 択 友 人 と 共 通 友 人 の 関 係 ス タ ー ト 時 期

の 差 異 、 ③ 選 択 友 人 ・ 友 人 グ ル ー プ の 関 係 変 動 を も た ら し た 出 来 事

の 有 無 、 ④ 選 択 友 人 と だ け の 経 験 ・ 行 動 の 共 有 の 有 無 の 4 点 を 親 密

化 過 程 分 類 の チ ェ ッ ク 項 目 と し た 。 共 通 の 友 人 関 係 の 有 無 と 共 通 友

人 の 人 数 に つ い て は 、 著 者 が 逐 語 か ら 判 定 し 、 親 密 化 過 程 の 始 ま り

の 時 期 の 特 定 と 親 密 化 過 程 の 分 類 に 使 用 す る 3 項 目 に つ い て は 、著

者 と 指 導 教 員 お よ び 同 研 究 室 大 学 院 生 7 名 に よ っ て 、 1 ケ ー ス に つ

き 3 名 で 判 定 を 行 っ た 。 判 定 に つ い て は 、 著 者 が 逐 語 録 か ら 、 親 密

化 過 程 の 分 類 に 必 要 と 判 断 し た 内 容 を 一 部 抜 粋 し 、 協 力 者 ご と 作 成

し た マ ト リ ク ス を 使 用 し た 。各 項 目 の 3 者 に よ る 完 全 一 致 率 は 約 7 0

～ 8 7％ で あ っ た（ Ta b l e 5 - 4 - 3）。3 者 で の 一 致 が 見 ら れ な か っ た 判 定

に つ い て は 、 二 者 の 一 致 し た 判 定 の う ち 、 判 断 し た 箇 所 が 二 者 間 で

一 致 し て い る こ と を 確 認 し た 上 で 、 二 者 の 判 定 を 採 用 す る こ と に よ

っ て 分 類 を 確 定 さ せ た 。 な お 、 こ の 作 業 の 際 に は 、 逐 語 を 再 確 認 し

た 上 で 判 定 を 確 定 し た 。  

入学前
大学1年（前期

終了前）

大学1年（後

期）
大学2年 大学3年

17 78 3 5 1

(16.35) (75.00) (2.88) (4.81) (0.96)

入学式前オリエ

ンテーション

入学式・オリエ

ンテーション
授業

サークル・部

活
アルバイト

大学以前の学

校

12 44 24 15 4 5

(11.54) (42.31) (23.08) (14.42) (3.85) (4.81)

Table5-4-1.　選択された友人との出会いの時期の人数
（％）

Table5-4-2.　選択された友人との出会いの場所の人数（％）



 

119 

 

 

 

 

そ の 結 果 、 初 期 の 出 会 い 時 に は 、 友 人 関 係 に 発 展 し な か っ た が 、

あ る 時 期 の き っ か け（ 出 来 事 ）か ら 友 人 関 係 が 始 ま っ た ケ ー ス が 2 5

事 例 （ 2 4 . 0 3％ ） 確 認 さ れ た 。 本 研 究 で は 、 以 下 の 親 密 化 過 程 の 分

類 に つ い て 、 選 択 し た 友 人 と の 関 係 が ス タ ー ト し て 以 降 の 内 容 を 分

類 に 採 用 し て い く 。  

4 項 目 の 組 み 合 わ せ か ら 7 分 類 を 確 定 さ せ た（ Ta b l e 5 - 4 - 3）。友 人

関 係 に お け る 親 密 化 過 程 で は 、 多 く の 協 力 者 が 選 択 友 人 と 共 通 の 複

数 の 友 人 関 係 を 認 知 し て い た （ 9 6 . 2 0％ ： Ⅱ ~Ⅶ 型 ）。 共 通 の 友 人 が

い る と 回 答 し た 1 0 0 ケ ー ス の う ち 協 力 者 と 選 択 友 人 を 除 い た 共 通 友

人 の 平 均 人 数 は 4 . 0 6（ S D = 3 . 4 2） 人 で あ っ た 。 ま た 選 択 友 人 と の 出

会 い か ら 関 係 に 変 化 な く 、継 続 的 な 友 人 関 係 で あ る 事 例（ 3 6 . 5 4％ ：

Ⅰ ～ Ⅲ 型 ） が 確 認 さ れ た 一 方 で 、 そ の 他 事 例 （ Ⅳ ～ Ⅶ 型 ） で は 、 関

係 ス タ ー ト か ら 、 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム 、 実 習 、 就 職 、 卒 論 等 の 経 験

や 友 人 関 係 の 中 で の 出 来 事 に よ っ て 、 そ の 関 係 が 変 動 し 、 現 在 に 至

っ て い る 過 程 が 明 ら か に さ れ た 。 ま た 、 共 通 友 人 を 含 む 、 グ ル ー プ

関 係 が 認 知 さ れ て い る 中 で 、 選 択 友 人 と の 特 別 な 経 験 や 行 動 も 有 し

て い る 事 例 （ 7 7 . 8 8％ ： Ⅲ ・ Ⅴ ・ Ⅶ 型 ） も 確 認 さ れ た 。  

Table5-4-3. 　回想的調査面接の類型化における判定一致率の一覧

判定項目 ｎ ｎ
判定総データ

数

完全一致判定

数
一致率（％）

①親密化の始まり時期 A出会いと同時期　　　　　　　　　　　　　　　　　79 B出会いと別時期 25 104 87 83.7

②親密化の始まり関係 A二者関係が先行している　　　　　　　　21 B共通の友人関係と同時期に成立 79 100 87 87.0

③関係変化 A変化なし　　　　　　　　　　　　　　　　 38 B関係変化あり 66 104 73 70.2

④Aさんとの個別関係 A個別関係なし　　　　　　　　　　　　　　19 B個別関係あり　　　　　 81 100 79 79.0
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( 3 ) - 3  親 密 化 過 程 の 各 類 型 の 特 徴  

各 7 類 型 の 特 徴 を 以 下 に 示 す 。各 類 型 に つ き 1 事 例 を 資 料 と し て

添 付 す る が 、 こ の 資 料 は 、 類 型 の 判 定 の 際 に 使 用 し た も の で あ る 。  

 

( 3 ) - 3 - 1  二 者 関 係 専 心 型 （ 4 事 例 ）  

二 者 関 係 専 心 型 の 事 例 を 資 料 I と し て 添 付 す る 。 二 者 関 係 専 心 型

は 、 4 事 例 確 認 さ れ た が 、 こ の 型 の 特 徴 は 、 大 学 入 学 後 に 友 人 と 知

り 合 い 、 他 の 共 通 友 人 関 係 を 含 む 期 間 が 皆 無 で あ り 、 常 に 二 者 関 係

を 意 識 し た 中 で 、 現 在 に 至 っ て い る こ と で あ る 。 他 の 友 人 関 係 を 含

ま な い ケ ー ス で あ る が 、 4 ケ ー ス 中 3 ケ ー ス は 、 他 の 友 人 グ ル ー プ

に そ れ ぞ れ （ も し く は 一 方 ） が 所 属 し 、 そ の 関 係 と は 全 く 別 関 係 と

し て 二 者 関 係 を 強 く 意 識 し て い る ケ ー ス で あ っ た 。こ の 4 ケ ー ス 以

外 の 1 0 0 ケ ー ス で は 、少 な く と も 1 人 以 上 の 共 通 友 人 の 存 在 を 認 知

し て お り 、 大 半 の 大 学 生 の 友 人 関 係 で は 、 友 人 関 係 の 特 徴 で あ る 複

数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ 、 そ の 中 で 、 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 し て い

る 状 況 が 確 認 さ れ た 。  

事 例 F の 協 力 者 は 大 学 1 年 生 の 授 業 で 知 り 合 っ た 友 人 と の 二 者 関

係 を 回 想 し た が 、 こ の 事 例 で は 、 そ の 他 の 友 人 関 係 が 双 方 に あ る こ

T a b l e 5 - 4 - 3 .  回 想 的 調 査 面 接 に よ る 大 学 生 の 友 人 関 係 に 関 す る 親 密 化 過 程 分 類 （ 2 ）

分 類 名 （ 判 定 記 号 ） 定 義 事 例 数

Ⅰ ： 二 者 関 係 専 心 型 （ A ）
出 会 い か ら 現 在 の 関 係 ま で 、 選 択 友 人 と の 関 係 の
み が 確 認 さ れ た 型 4

Ⅱ ： グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ B C E G ）
選 択 友 人 と 共 通 友 人 の 関 係 が 同 時 期 に 成 立 し 、 そ
の 後 関 係 が 変 化 せ ず 、 グ ル ー プ 関 係 が 継 続 し て い
る型

6

Ⅲ ： 二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ B C E H ）
「 Ⅱ グ ル ー プ 関 係 維 持 型 」 と 同 様 の 過 程 で あ る が 、
過 程 の 中 で 選 択 友 人 と だ け の 経 験 や 行 動 の 共 有
が あ る 型

28

Ⅳ：グループ関係変動型（BCFG）
選 択 友 人 と 共 通 友 人 の 関 係 が 同 時 期 に 成 立 し た
が 、 そ の 後 友 人 関 係 の 変 化 が 確 認 さ れ る 型10

Ⅴ：二者中心グループ関係変動型（BCFH）
「 Ⅳ グ ル ー プ 関 係 変 動 型 」 と 同 様 の 過 程 で あ る が 、
過 程 の 中 で 選 択 友 人 と だ け の 経 験 や 行 動 の 共 有
が あ る 型

35

Ⅵ：二者先行グループ関係変動型（BDFG）
選 択 友 人 と の 出 会 い か ら 、 二 者 関 係 が 成 立 し た 後
に グ ル ー プ 関 係 が 確 認 さ れ る 型 。 3

Ⅶ ： 二 者 先 行 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ B D F H ）
「 Ⅵ 二 者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 」 と 同 様 の 過 程 で
あ る が 、 過 程 の 中 で 選 択 友 人 と だ け の 経 験 や 行 動
の 共 有 が あ る 型 。

18

（ 　 　 　 　 ） 内 の ア ル フ ァ ベ ッ ト は F i g u r e 5 - 3 - 1 の 判 定 項 目 の 組 み 合 わ せ を 示 す 。
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と を 認 知 し な が ら 、 二 者 関 係 に 他 の 対 人 関 係 を 含 め な い 個 人 の 関 係

を 重 視 し て い る 。 1 - 2 年 時 の 付 き 合 い は 、 授 業 を 一 緒 受 講 す る な ど

の 学 内 の 付 き 合 い が 中 心 だ が 、 3 年 生 以 降 、 恋 愛 関 係 の 相 談 を 受 け

る 、メ ー ル や 電 話 の 頻 度 が 増 加 す る な ど の 学 外 の 付 き 合 い に 発 展 し 、

後 半 の 学 年 で の 付 き 合 い が よ り 増 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 事 例 で

あ る 。  

 

( 3 ) - 3 - 2  グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ 6 事 例 ）  

グ ル ー プ 関 係 維 持 型 の 事 例 を 資 料 J と し て 添 付 す る 。グ ル ー プ 関

係 維 持 型 は 6 事 例 確 認 さ れ た が 、 こ の 型 の 特 徴 は 、 大 学 入 学 後 に 、

一 番 親 し い と 選 択 し た 友 人 と 複 数 の 共 通 友 人 関 係 が 同 時 に 成 立 し 、

そ の 後 、 友 人 関 係 に 変 動 な く 現 在 に 至 っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。

ま た 、 大 学 生 活 の 時 間 の 推 移 の 中 で 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人 と そ

の 他 の 共 通 友 人 を 含 め た 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 常 に 行 動 や 経 験 が 共

有 さ れ て い た 。 こ の ケ ー ス の 協 力 者 の 中 に は 、 面 接 調 査 の 始 め に 一

番 親 し い 友 人 を 選 択 す る 際 に 、 一 番 を 選 択 す る こ と が 難 し い と 感 想

を の べ る 者 も い た 。  

事 例 G の 協 力 者 は 、一 番 親 し い 友 人 を 含 む サ ー ク ル の 友 人 関 係 を

回 想 し た 。サ ー ク ル 全 体 ( 2 0 名 )の 付 き 合 い と 一 番 親 し い と 選 択 し た

友 人（ A）と も う 一 人 の 友 人（ B）と の 3 人 の 付 き 合 い も 認 知 し て い

る 。 3 人 で の 付 き 合 い が 多 い 時 期 と サ ー ク ル 全 体 と し て の 付 き 合 い

が 多 い 時 期 が そ れ ぞ れ 確 認 さ れ て い る 。 い ず れ の 場 合 も 、 常 に 複 数

の 友 人 関 係 で の 行 動 ・ 認 知 が 協 力 者 の 中 に は 存 在 し 、 一 番 親 し い 友

人 の 選 択 に つ い て も 迷 い が あ っ た と 報 告 し て い る 。  

 

( 3 ) - 3 - 3  二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ 2 8 事 例 ）  

 二 者 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 の 事 例 を 資 料 K と し て 添 付 す る 。二 者 グ

ル ー プ 関 係 維 持 型 は 2 8 事 例 確 認 さ れ た が 、 こ の 型 の 特 徴 は 、 グ ル

ー プ 関 係 維 持 型 と 同 様 に 大 学 入 学 後 に 、 一 番 親 し い と 選 択 し た 友 人

と 複 数 の 共 通 友 人 関 係 が 同 時 に 成 立 し 、 そ の 後 、 友 人 関 係 に 変 動 な

く 現 在 に 至 っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た 、 大 学 生 活 の 時 間 の 推

移 の 中 で 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人 と 協 力 者 と だ け の 二 者 関 係 の み

に 共 有 さ れ る 行 動 や 経 験 を 有 し て い た 。 グ ル ー プ 関 係 と し て は 、 変

動 が な い た め 、 安 定 し た 関 係 が 継 続 さ れ て い る が 、 大 学 生 活 の 中 で

サ ー ク ル へ の 所 属 、 授 業 の 選 択 、 ゼ ミ の 選 択 、 就 職 活 動 の 方 向 性 、

恋 愛 関 係 等 の 個 人 的 な 相 談 等 様 々 な 経 験 を 二 者 だ け で 共 有 す る こ と

で 、 二 者 の 特 別 な 関 係 を 認 知 し て い た 。  

 事 例 H の 協 力 者 は 、一 番 親 し い 友 人 を 含 む サ ー ク ル の 友 人 関 係 を

回 想 し た 。サ ー ク ル の 中 で も 特 別 な 仲 間 意 識 を 持 つ 友 人 関 係（ 6 名 ）

が あ る 。 サ ー ク ル の 全 体 や 仲 間 意 識 を 持 つ 友 人 関 係 は 、 サ ー ク ル 入
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部 後 か ら 変 わ ら ず 、維 持 さ れ て い る が 、一 番 親 し い 友 人 ( A )と の 二 者

関 係 も 3 年 生 以 降 は 強 く 意 識 し 、 2 人 で 遊 び に 行 く な ど の 行 動 も 確

認 さ れ て い る 。 サ ー ク ル の 友 人 関 係 と の 付 き 合 い の 大 切 さ を 述 べ る

と と も に 、一 番 親 し い 友 人 ( A )に 対 し て 、他 の メ ン バ ー と 違 う 特 別 な

気 持 ち が あ る こ と も 報 告 し て い る 。  

 

( 3 ) - 3 - 4  グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ 1 0 事 例 ）  

 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 の 事 例 を 資 料 L と し て 添 付 す る 。グ ル ー プ 関

係 変 動 型 は 1 0 事 例 確 認 さ れ た が 、こ の 型 の 特 徴 は 、大 学 入 学 後 に 、

一 番 親 し い と 選 択 し た 友 人 と 複 数 の 共 通 友 人 関 係 が 同 時 に 成 立 し 、

そ の 後 、 友 人 関 係 に 何 ら か の 変 動 を 経 験 し 、 現 在 に 至 っ て い る こ と

が 特 徴 で あ る 。 ま た 、 大 学 生 活 の 時 間 の 推 移 の 中 で 、 一 番 親 し い 選

択 し た 友 人 と そ の 他 の 共 通 友 人 を 含 め た 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 常 に

行 動 や 経 験 が 共 有 さ れ て い た 。 関 係 の 変 動 の 型 と し て は 、 初 期 に 形

成 さ れ た グ ル ー プ の 関 係 に つ い て 、 成 員 が 変 化 （ グ ル ー プ か ら の メ

ン バ ー の 離 脱 や 新 メ ン バ ー の 加 入 ） し た ケ ー ス 、 と 初 期 に 形 成 さ れ

た グ ル ー プ に 別 の 友 人 関 係 グ ル ー プ が 合 併 し た ケ ー ス が 確 認 さ れ た 。

グ ル ー プ 関 係 に 変 動 が あ る 中 で も 、 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 常 に 行 動

や 経 験 が 共 有 さ れ て い る こ と も こ の 型 の 特 徴 で あ る 。  

事 例 I の 協 力 者 は 、 1 年 生 の 授 業 で 一 番 親 し い 友 人 A と 共 通 す る

も う 一 人 の 友 人 ( B )と 出 会 っ て い る 。共 通 の グ ル ー プ 関 係 は 5 名 で あ

る が 、こ の グ ル ー プ 関 係 が 成 立 し た の は 2 年 生 で 同 じ サ ー ク ル に 所

属 し た こ と で あ り 、 3 年 生 に な っ て 、 5 人 で の 学 外 で の 付 き 合 い も

確 認 さ れ た 。 協 力 者 の 認 知 と し て 、 他 の 友 人 と 比 較 し 、 A に 対 し て

の 特 別 な 気 持 ち は な く 、 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 に つ い て も 迷 い が あ

っ た と 報 告 し て い る 。  

 

( 3 ) - 3 - 5  二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ 3 5 事 例 ）  

 二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 の 事 例 を 資 料 M と し て 添 付 す る 。二

者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 は 3 5 事 例 確 認 さ れ た が 、 こ の 型 の 特 徴

は 、 大 学 入 学 後 に 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人 と 複 数 の 共 通 友 人 関 係

が 同 時 に 成 立 し 、 そ の 後 、 友 人 関 係 に 何 ら か の 変 動 を 経 験 し 、 現 在

に 至 っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た 、 大 学 生 活 の 時 間 の 推 移 の 中

で 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人 と 協 力 者 と だ け の 二 者 関 係 の み に 共 有

さ れ る 行 動 や 経 験 を 有 し て い た 。 こ の 型 は 、 グ ル ー プ 関 係 が 初 期 の

様 相 か ら 何 ら か の 変 動 と す る 中 で 、 選 択 し た 友 人 と の 特 別 な 関 係 を

認 知 し て い る が 、 こ の 型 の 中 に は 、 選 択 友 人 と 協 力 者 に 共 通 す る 複

数 の 友 人 グ ル ー プ 関 係 （ 例 ： 学 科 内 友 人 グ ル ー プ と サ ー ク ル 内 の 友

人 グ ル ー プ ） を 有 し て い る ケ ー ス が 6 ケ ー ス 含 ま れ て い る 。  

 事 例 J の 協 力 者 は 、 一 番 親 し い 友 人 A と 共 通 友 人 に つ い て 、 2 つ



 

123 

 

の グ ル ー プ 関 係 （ 学 科 内 友 人 グ ル ー プ と サ ー ク ル 内 友 人 ） が あ る こ

と を 報 告 し て い る 。 そ の 過 程 の 中 で 、 学 科 内 の 友 人 グ ル ー プ の メ ン

バ ー の 離 脱 や サ ー ク ル 内 で の 関 係 が 変 動 す る 出 来 事 を 報 告 し て い る 。

一 番 親 し い 友 人 ( A )と の 関 係 で は 、 1 年 生 の 段 階 か ら 、特 別 な 関 係 を

意 識 し て お り 、 行 動 面 や 価 値 観 の 共 有 な ど 個 別 の 行 動 も 確 認 さ れ て

い る 。  

 

( 3 ) - 3 - 6  二 者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ 3 事 例 ）  

 二 者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 の 事 例 を 資 料 N と し て 添 付 す る 。二

者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 は 3 事 例 確 認 さ れ た が 、こ の 型 の 特 徴 は 、

大 学 入 学 後 に 、 一 番 親 し い と 選 択 さ れ た 友 人 と の 二 者 関 係 の み で 友

人 関 係 が ス タ ー ト し 、 過 程 の 中 で 、 別 の 複 数 の 友 人 関 係 が 形 成 さ れ

る 変 動 を 経 て 現 在 の 形 に 至 っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た こ の 型

で は 、 複 数 の 友 人 関 係 が 成 立 し た 後 に は 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人

と そ の 他 の 共 通 友 人 を 含 め た 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 常 に 行 動 や 経 験

が 共 有 さ れ て い た 。  

 事 例 K の 協 力 者 は 、 一 番 親 し い 友 人 ( A )と も う 1 名 の 3 人 グ ル ー

プ を 報 告 し て い る 。 こ の 関 係 で は 、 1 年 時 の 知 り 合 っ た 段 階 か ら す

ぐ に 親 密 化 は ス タ ー ト し て い な い 。 そ れ ぞ れ の 初 期 の 友 人 関 係 で の

出 来 事 を 経 て 、 A と 協 力 者 の 二 者 関 係 が 先 行 し て い る 。 も う 一 人 の

友 人 ( B )が 加 わ り 3 人 の 関 係 が 成 立 し た 後 は 、3 人 グ ル ー プ と し て の

行 動 が 中 心 で あ る 。  

 

( 3 ) - 3 - 7  二 者 先 行 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ 1 8 事 例 ）  

 二 者 先 行 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 の 事 例 を 資 料 O と し て 添 付 す る 。

二 者 先 行 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 は 1 8 事 例 確 認 さ れ た が 、 こ の 型

の 特 徴 は 、 二 者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 と 同 様 に 大 学 入 学 後 に 、 一

番 親 し い と 選 択 さ れ た 友 人 と の 二 者 関 係 の み で 友 人 関 係 が ス タ ー ト

し 、 過 程 の 中 で 、 別 の 複 数 の 友 人 関 係 が 形 成 さ れ る 変 動 を 経 て 現 在

の 形 に 至 っ て い る こ と が 特 徴 で あ る 。 ま た 、 大 学 生 活 の 時 間 の 推 移

の 中 で 、 一 番 親 し い 選 択 し た 友 人 と 協 力 者 と だ け の 二 者 関 係 の み に

共 有 さ れ る 行 動 や 経 験 を 有 し て い た 。 つ ま り 、 複 数 の 友 人 関 係 が 成

立 し た 後 に も 、 最 初 に 知 り 合 っ た 一 番 親 し い 友 人 と の 特 別 な 関 係 を

認 知 し て い て い る こ と が 特 徴 で あ る 。  

 事 例 L の 協 力 者 は 、 一 番 親 し い 友 人 ( A )を 含 む 4 人 グ ル ー プ を 報

告 し て い る 。1 - 2 年 時 の 付 き 合 い は 、A と の 二 者 関 係 で あ り 、2 人 の

関 係 が 先 行 し て い る 。共 通 す る 授 業 や 卒 論 の 経 験 な ど で 経 て 4 人 の

関 係 を 認 知 し た の は 3 年 生 以 降 で あ る 。 4 年 生 に な っ て 4 人 で の 行

動 が 中 心 で あ る が 、学 生 生 活 の 大 半 が A さ ん と 2 人 だ っ た と 報 告 し

て い る 。  
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( 4 )  考 察  

  

本 章 で は 、 回 想 的 調 査 面 接 を 使 用 し 、 第 2 節 お よ び 第 3 節 ‐ 1 で

検 討 し た 方 法 を 用 い て 、 1 0 4 名 の 大 学 4 年 生 へ の 面 接 調 査 を 実 施 し

た 。第 3 節 - 1 で 検 討 し た 分 類 法 に 基 づ き 、調 査 お よ び 共 同 研 究 者 で

あ る 指 導 教 員 、 同 研 究 室 内 大 学 院 生 （ 7 名 ） に よ っ て 、 1 事 例 3 名

ず つ に 判 定 を 求 め た と こ ろ 、各 判 定 項 目 に つ い て 7 割 以 上 で 3 者 の

判 定 が 完 全 に 一 致 し た 。 こ の 分 類 法 の 信 頼 性 が ほ ぼ 確 保 で き た こ と

を 示 す も の で あ る 。  

 協 力 者 に は 、友 人 の 限 定 を せ ず 、「一 番 親 し い 友 人 」の 想 定 を 求 め

た 。 そ の 結 果 、 大 学 生 活 を 3 年 半 以 上 経 過 し た 段 階 に お い て 、 大 学

入 学 以 後 に 知 り 合 っ た 新 友 人 を 想 定 し た 協 力 者 は 、 約 5 5％ で あ り 、

そ の 一 方 で 、約 4 5％ は 一 番 親 し い 友 人 と し て 、入 学 前 に 知 り 合 っ た

旧 友 人 を 想 定 し て い た 。 こ の 結 果 は 、 大 学 4 年 生 に な っ て も 旧 友 人

を 重 要 と 考 え る 協 力 者 の 存 在 を 確 認 し た 。  

本 章 で の 目 的 は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る こ と

で あ る た め 、 旧 友 人 の 発 話 に 関 す る 結 果 の 詳 細 は 割 愛 し た 。 大 学 4

年 時 に 一 番 親 し い と 選 択 し た 新 友 人 と の 出 会 い の 時 期 は 、約 9 3％ の

協 力 者 が 大 学 1 年 時 の 前 期 期 間 中 ま で に 知 り 合 っ て い る と 報 告 し た 。

大 学 生 の 親 密 化 過 程 研 究 ( B e r g ,  1 9 8 4； H a y s ,  1 9 8 4 , 1 9 8 5； 中 村 ，

1 9 8 9； 山 中 ， 1 9 9 4 )で は 、 そ の 調 査 の 大 半 が 、 入 学 直 後 か ら の 追 跡

調 査 を 行 っ て い る が 、 そ の 必 要 性 を 裏 付 け る 結 果 で あ る 。 そ の 一 方

で 、 出 会 っ た 直 後 か ら す ぐ に 親 密 化 が ス タ ー ト し な い ケ ー ス が 、 約

2 5％ 確 認 さ れ た 。こ れ ら の ケ ー ス で は 、初 期 に 選 択 し た 友 人 1 名 を

数 か 月 追 跡 し た 調 査 で は 、 そ の 過 程 が 明 ら か に さ れ な い が 、 本 研 究

の 手 続 き で は 、過 程 を 回 想 さ せ る た め 、抽 出 を 可 能 と し た と い え る 。

ま た 選 択 し た 友 人 と の 出 会 い の 場 所 に つ い て は 、 同 大 学 内 以 外 で の

出 会 い 場 所 を 報 告 し た 協 力 者 は 9 ケ ー ス の み で あ り 、 残 り の 9 5 ケ

ー ス は 大 学 内 の 友 人 を 選 択 し て い た 。ま た 協 力 者 の 約 5 3％ が 授 業 の

始 ま る 前 の 学 内 行 事 の 中 で 知 り 合 っ て い る 。 さ ら に 入 学 前 の オ リ エ

ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た と 回 答 し た 協 力 者 も 1 0％ 以 上 存 在 し た 。

糟 谷 （ 2 0 0 5）・ 佐 藤 ・ 菊 池 ・ 畑 山 （ 2 0 0 4） は 友 人 形 成 時 に は オ リ エ

ン テ ー シ ョ ン や 座 席 の 近 さ が 形 成 の き っ か け の 契 機 と な る こ と を 示

し て い る が 、 本 研 究 で も 、 そ の 結 果 を 支 持 す る も の で あ る 。 ま た 、

近 年 、 大 学 入 学 後 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る

(佐 久 田 ・ 奥 田 ・ 川 上 ・ 坂 田 , 2 0 0 3 ら )が 、 入 学 後 の み な ら ず 入 学 前

か ら の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 実 施 が 新 し い 環 境 で の 友 人 関 係 が 形 成

さ れ る 契 機 に は 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る こ と を 示 し た 。  

親 密 化 過 程 の 分 類 の 結 果 、 大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 関 係 の 親

密 化 過 程 で は 、 9 6％ 以 上 の 協 力 者 が 、選 択 し た 友 人 の 他 に 共 通 す る
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友 人 の 存 在 を 認 知 し て い た 。 ま た 現 時 点 （ 大 学 4 年 生 の 面 接 調 査 時

点 ） で は 複 数 の 友 人 関 係 を 報 告 し て い る が 、 二 者 関 係 が 先 行 し て い

る ケ ー ス が 約 2 0％ で あ り 、こ れ ら の ケ ー ス で は 、そ の 後 の 過 程 の 中

で 共 通 す る 友 人 が 加 わ る と い う 関 係 変 動 を 経 て 、 グ ル ー プ 関 係 に 至

っ て い た 。 ま た 、 共 通 の 友 人 と の 関 係 が 、 一 番 親 し い 友 人 と 同 時 期

に 成 立 し た ケ ー ス は 7 9％（ 7 9 ケ ー ス ）で あ り 、そ の う ち 約 5 7％ ( 4 5

ケ ー ス )は そ の 共 通 の 友 人 関 係 の 中 の 変 動 を 認 知 し て い た 。関 係 の 変

動 は 、 資 格 の 志 向 性 や ゼ ミ の 選 択 、 就 職 の 方 向 性 、 友 人 関 係 の ト ラ

ブ ル の 経 験 や サ ー ク ル 内 で の 出 来 事 な ど 様 々 な 経 験 が 抽 出 さ れ た 。

関 係 変 動 は 、 大 学 入 学 直 後 だ け の 出 来 事 だ け で な く 、 大 学 生 活 の 後

半 に 至 る ま で 関 係 変 動 に 関 連 す る 出 来 事 が 確 認 さ れ た 。こ の 結 果 は 、

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 様 相 が 、 複 数 の 対 人 関 係 の 相 互 作 用 の 中 で

変 動 す る こ と を 確 認 す る と と も に 、 初 期 の 段 階 の 追 跡 調 査 で は 、 捉

え ら れ な い 様 相 を 確 認 す る も の で あ っ た 。  

さ ら に 本 研 究 で は 、 親 密 化 の 類 型 と し て 、 複 数 の 友 人 関 係 で 成 立

し て い る 中 で 、 一 番 親 し い 友 人 と の 個 別 の 行 動 や 経 験 が 確 認 さ れ る

か を 類 型 の 判 定 項 目 と し た 。 そ の 結 果 、 複 数 の 友 人 関 係 を 報 告 し た

協 力 者 の 約 8 0％ が 、一 番 親 し い 友 人 を「 特 別 な 関 係 」で あ る と 認 知

し 、 2 人 だ け で 行 う 「 行 動 」 を 経 験 し て い た 。 ま た 、 残 り の 2 0％ の

協 力 者 は 、1 番 親 し い 友 人 と 共 通 の 友 人 と の 差 異 は な い と 認 知 し 、1

番 の 友 人 を 選 択 す る こ と に 迷 い が あ っ た こ と を 報 告 す る 協 力 者 が い

た 。本 研 究 の 1 0 4 事 例 中 3 5 事 例 ( 3 3 . 7％ )が「 二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係

変 動 型 」の 事 例 で あ り 全 体 の 約 3 分 の 1 を 占 め て い た 。こ の 型 で は 、

協 力 者 と 友 人 と の 二 者 関 係 の 様 相 の み で 成 立 し 維 持 ・ 発 展 さ れ て き

た も の で な い こ と 、 過 程 で は 、 友 人 関 係 で 関 係 変 動 を 認 知 す る 出 来

事 が 存 在 し 、 過 程 の 中 で 一 番 親 し い 友 人 と の 関 係 を 「 特 別 な も の 」

を 認 知 す る な ど 様 々 な 過 程 が 確 認 さ れ た 。 本 研 究 に お い て こ の 型 の

親 密 化 過 程 が 最 も 多 か っ た 。 す な わ ち 、 関 係 の 変 動 や 二 者 関 係 に 限

定 さ れ る 行 動 や 経 験 が 抽 出 さ れ た と い う こ と は 、 過 程 の 中 で 、 友 人

と の 様 々 な 相 互 作 用 の 経 験 を し た こ と 示 す も の で あ る 。 1 時 点 の 調

査 や 追 跡 的 な 調 査 に お い て も 二 者 関 係 の 追 跡 で は こ の よ う な 過 程 は

明 ら か に さ れ な い 。 こ の 型 の 出 現 が 多 か っ た こ と は 、 本 研 究 の 手 続

き の 意 義 が 証 明 さ れ る も の で あ る 。  

 本 研 究 で は 回 想 的 調 査 面 接 と い う 手 続 き の 検 討 か ら 類 型 化 ま で 探

索 的 な 検 討 中 心 で あ っ た た め 、 今 後 の 検 討 課 題 も 存 在 す る 。  

第 1 に 、回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 過 程 と 友 人 関 係 で の 親 密 さ や

満 足 度 等 の 量 的 な 指 標 と の 関 連 を 検 討 す べ き で あ る 。 面 接 調 査 で 得

ら れ た 親 密 化 過 程 は 、 協 力 者 の 回 想 に 依 存 し て い る こ と へ の 懸 念 が

想 定 さ れ る 。 そ の た め 、 友 人 関 係 に 関 す る 評 価 的 な 側 面 を 同 時 に 検

討 す る こ と で 、類 型 化 の 意 義 が よ り 明 ら か に な る も の と 考 え ら れ る 。 
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第 2 に 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き に よ り 、 7 つ の 類 型 の 存 在 を 明 ら

か に し た が 、 男 性 の 協 力 者 が 少 な く 、 類 型 の 性 差 や 男 女 に お け る 親

密 化 過 程 の 特 徴 を 抽 出 す る に は 至 ら な か っ た 。 今 後 の 展 望 と し て 、

男 女 で 類 型 の 出 現 率 に 差 が 見 ら れ る の か 、 本 研 究 で 協 力 者 が 少 な か

っ た 男 性 に 焦 点 を 合 わ せ た 検 討 も 必 要 と な ろ う 。   

第 3 に 回 想 的 調 査 面 接 に よ っ て 抽 出 さ れ た 大 学 生 の 友 人 と の 親 密

化 過 程 で は 、 大 学 生 活 で の 様 々 な 経 験 （ サ ー ク ル ・ 実 習 等 ） が そ の

過 程 に 大 き く 関 与 し て い た 。 し た が っ て 大 学 生 の 友 人 関 係 の 在 り 方

が 、 大 学 生 活 全 般 の 満 足 感 や 適 応 感 に 影 響 す る と 考 え ら れ 、 今 後 は

親 密 化 過 程 と 大 学 生 活 の 適 応 感 と の 関 連 を 検 討 し て こ と が 望 ま れ る 。 

 

 

第 5 節   研 究 3 の 考 察  

 

第 2 節 か ら 第 4 節 か ら 得 ら れ た 結 果 か ら 研 究 3 の 考 察 を 行 う 。本

章 で は 、 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て き た 友 人 関 係 の プ ロ セ ス が 時 間

の 推 移 に 従 い 段 階 的 に 親 密 し て い く 段 階 理 論 (下 斗 米 , 1 9 9 0 他 )や 出

会 っ た 直 後 の 初 期 段 階 に お い て 後 に 親 密 に な れ る 関 係 と 表 面 的 な ま

ま で 終 わ る 関 係 の 分 化 が 生 じ て い る 関 係 性 の 初 期 分 化 現 象 ( 山

中 , 1 9 9 4 他 )で 検 討 さ れ て き た 先 行 研 究 の 知 見 を 踏 ま え て 、回 想 的 調

査 面 接 を 使 用 す る こ と で 、 2 つ の 理 論 で は 説 明 し き れ な か っ た 複 数

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る こ と が 目 的 で あ っ た 。 具 体 的

に は 第 1 に 、友 人 関 係 研 究 で た び た び 指 摘 さ れ て い る 友 人 関 係 の 特

徴 は 複 数 の 対 人 関 係 で あ る こ と (多 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 2 他 )の 配 慮 か ら 、

二 者 関 係 だ け に と ど ま ら ず 共 通 友 人 関 係 の 存 在 も 抽 出 し た 。 手 続 き

と し て 協 力 者 の 選 択 し た 一 番 親 し い 友 人 と 共 通 す る 友 人 関 係 の 有 無

を 確 認 し た 上 で 、 そ の 共 通 友 人 と の 関 係 も 合 わ せ て 親 密 化 過 程 を 回

想 し て も ら っ た 。 第 2 に 関 係 性 の 初 期 分 化 現 象 (山 中 , 1 9 9 4 他 )を 確

認 す る た め に 、大 学 4 年 生 の 現 在 一 番 親 し い と 認 知 し た 友 人 に つ い

て 、 初 期 の 出 会 い と 関 係 の 形 成 状 況 を 確 認 し た 。 第 3 に 、 段 階 理 論

( A l t m a n＆ Ta y l o r , 1 9 7 3 )に 従 え ば 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に よ り 、

出 会 い か ら 親 密 化 す る 過 程 で 表 面 的 な 相 互 作 用 か ら 親 密 な 相 互 作 用

へ と 段 階 的 に 変 化 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 研 究 で は 、 時 間

の 推 移 に 従 い 、 選 択 友 人 、 お よ び 共 通 友 人 関 係 と の グ ル ー プ 関 係 で

経 験 し た エ ピ ソ ー ド を 回 想 し て も ら っ た 。  

回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き に つ い て は 、 そ の 方 法 の 試 み か ら 検 討 す

る 必 要 が あ っ た た め 、第 1 に 、第 2 節 で そ の 手 続 き を 検 討 し た 。そ

の 結 果 、 選 択 友 人 と の 出 会 い の 状 況 や 共 通 の 友 人 の 有 無 と 人 数 等 の

基 本 情 報 を 確 認 し た 上 で 、 過 程 の 詳 細 に つ い て は 、 構 造 化 さ れ た 質

問 項 目 は 設 け ず 、 学 年 及 び 学 期 ご と に 友 人 と 経 験 し た 出 来 事 に つ い
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て 、 時 間 の 経 過 の 順 に 回 想 し て も ら っ た 。 そ の 結 果 、 多 く の 場 合 、

複 数 友 人 関 係 で 推 移 し 、 最 初 の 出 会 い の ほ か に 、 友 人 関 係 を 認 知 す

る 出 来 事 や き っ か け を 確 認 す る こ と が で き た 。第 2 に 、第 3 節 で は 、

設 定 し た 質 問 項 目 と 手 続 き を 修 正 し た 上 で 、 回 想 的 調 査 面 接 に よ る

親 密 化 過 程 の 類 型 化 を 試 み 、 親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て 、 ① 共 通 友

人 の 有 無 、 ② 選 択 友 人 と 共 通 友 人 の 関 係 ス タ ー ト 時 期 の 差 異 、 ③ 選

択 友 人 及 び 共 通 友 人 と の 関 係 変 動 を も た ら し た 出 来 事 の 有 無 、 ④ グ

ル ー プ 関 係 成 立 後 に お け る 選 択 友 人 と だ け の 経 験 ・ 行 動 の 共 有 の 有

無 の 4 点 を チ ェ ッ ク 項 目 と し 、 7 類 型 を 確 定 さ せ た 。 そ の 結 果 、 多

く の 場 合 、 複 数 の 友 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と を 確 認 し 、 そ の 共 通 す

る 友 人 グ ル ー プ の 存 在 に も 注 目 し 、 一 番 親 し い 友 人 と の 親 密 化 過 程

で ど の よ う な 出 来 事 を 経 験 し 、 関 係 が 形 成 さ れ る 過 程 を 明 ら か に す

る こ と を 可 能 と し た 。 し か し な が ら 、 分 析 事 例 が 3 1 事 例 の み で 少

数 だ っ た た め 、 類 型 化 の 適 用 を 試 み る た め に 、 第 4 節 で は 、 1 0 4 事

例 に つ い て 、 同 様 の 手 続 き で 分 析 を 行 っ た 。 1 0 4 事 例 に つ い て は 、

著 者 と 指 導 教 員 お よ び 同 研 究 室 内 の 大 学 院 生 に よ っ て 1 事 例 に つ き

3 名 で 独 立 に 判 定 し た 。そ の 結 果 い ず れ の 判 定 項 目 に つ い て も 7 0％

以 上 の ３ 者 の 完 全 一 致 を 得 る こ と が で き た 。 本 節 で 採 用 し た 項 目 に

つ い て あ る 程 度 、 客 観 的 な 基 準 が 存 在 し 、 分 類 可 能 で あ る こ と を 示

唆 し た 。  

本 研 究 で は 、 複 数 対 人 関 係 が 特 徴 で あ る 友 人 関 係 研 究 に お い て 、

二 者 関 係 に と ど ま ら な い 、 共 通 友 人 関 係 の 過 程 も 同 時 に 抽 出 す る こ

と が 目 的 で あ っ た 。第 4 節 の 協 力 者 1 0 4 名 中 1 0 0 名 が 、共 通 友 人 関

係 を 報 告 し 、 そ の 共 通 友 人 関 係 の 存 在 が 関 係 変 動 に 関 わ っ て い た ケ

ー ス や 共 通 友 人 関 係 と 選 択 友 人 と の 比 較 か ら 、 グ ル ー プ 関 係 の 中 で

選 択 さ れ た 「 一 番 」 と い う 選 択 の 基 準 と な る 二 者 関 係 の み の 行 動 や

経 験 も 抽 出 で き 、 類 型 化 に も 寄 与 し た 。 す な わ ち 、 回 想 的 調 査 面 接

の 手 続 き の 意 義 を 示 す 結 果 で あ る 。  

回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 親 密 化 過 程 で は 、 大 半 の 大 学 生 が 、 大

学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 一 番 親 し い 友 人 の 出 会 い の 状 況 に つ い て 、 大

学 1 年 時 の 入 学 時 ～ 前 期 中 に 知 り 合 っ て お り 、大 学 内 で 実 施 さ れ た

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン や 入 学 式 な ど の 機 会 に 知 り 合 っ て い た 。 こ れ ら

の 様 相 を 実 証 的 に 追 跡 す る た め に は 、 B e r g ( 1 9 8 4 ) ・ H a y s ,  

( 1 9 8 4 , 1 9 8 5 )・中 村 ( 1 9 8 9 )・山 中 ( 1 9 9 4 )ら の 検 討 の 通 り 、入 学 直 後 の

大 学 新 入 生 に よ る 調 査 が 必 要 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。そ の 一 方 で 、

出 会 い か ら す ぐ に 親 密 化 せ ず 、 時 間 を 経 て 親 密 化 が 始 ま っ た ケ ー ス

存 在 が 確 認 さ れ た こ と は 、調 査 初 期 に 選 択 さ れ た 1 名 を 追 跡 し て い

く 手 続 き で は 、 抽 出 さ れ な い 過 程 の 存 在 を 明 ら か に し た 。 関 係 性 の

初 期 分 化 現 象 の う ち 初 期 の 印 象 が 良 く そ の ま ま 親 し い 関 係 を 維 持 し

て い る 現 象 の 存 在 に つ い て 、第 4 章 第 4 節 の 検 討 で は 、大 学 1 年 時・
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2 年 時 ・ 4 年 時 の 友 人 の 選 択 過 程 で も そ の 存 在 が 確 認 さ れ て い る 。

一 方 で 、 初 期 の 印 象 が そ れ ほ ど 高 く な く 、 大 学 生 活 前 半 で は 全 く 親

密 化 し な く と も 、 後 半 以 降 の 生 活 の 中 で 友 人 と 様 々 な 経 験 を 共 有 す

る 中 で 大 学 4 年 時 に は 、「 一 番 親 し い 友 人 」 に な っ た ケ ー ス も 存 在

す る 。 B e r g ( 1 9 8 4 )ら の 1 名 を 1 年 程 度 追 跡 す る 研 究 手 続 き で は 、そ

の 過 程 は 明 ら か に さ れ な い 。 回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 親 密 化 過 程

で は 、 関 係 性 の 初 期 分 化 で 、 初 期 の 印 象 が 悪 く と も 必 ず し も 表 面 的

な 関 係 で は 終 わ る の で は な く 、 親 密 化 す る 過 程 の 存 在 を 確 認 可 能 と

し た 。  

さ ら に 段 階 理 論 に し た が え ば 、 親 密 化 過 程 は 、 表 面 的 な 相 互 作 用

か ら 親 密 な 相 互 作 用 に 段 階 的 に 進 展 し て い く も の で あ る 。 本 研 究 の

回 想 的 調 査 面 接 で は 時 間 的 推 移 に 従 い 、 友 人 関 係 で 経 験 し た エ ピ ソ

ー ド を 抽 出 し 、 そ の 時 間 的 推 移 に 従 い マ ト リ ク ス を 作 成 し 類 型 化 の

適 用 に 使 用 し て い る 。 そ の 過 程 を 概 観 す る と 、 親 密 化 過 程 は 、 資 格

の 志 向 、授 業 や ゼ ミ の 選 択 、就 職 活 動 、部 活 動・サ ー ク ル 内 出 来 事 、

友 人 関 係 で 共 有 さ れ た 行 動 ・ 感 情 的 な 経 験 の 中 で 、 関 係 に お け る 相

互 作 用 の 増 減 が 過 程 の 中 で 確 認 さ れ た 。 必 ず し も 現 在 の 相 互 作 用 が

一 番 親 密 で あ る と は 限 ら な か っ た 。ま た こ の 経 験 に よ っ て 大 学 4 年

時 の 就 職 活 動 や 卒 論 作 成 に 至 る 現 在 に 至 る ま で 関 係 変 動 が 確 認 さ れ

る な ど 、 段 階 理 論 で た び た び 使 用 さ れ る 、 親 密 段 階 を 分 け て 行 動 や

役 割 の 差 異 を 比 較 す る 方 法 か ら 得 ら れ た 段 階 理 論 の パ タ ー ン と は 大

き く 異 な っ て い た 。本 研 究 で は 、親 密 化 過 程 の 類 型 化 が 目 的 で あ り 、

相 互 作 用 の 質 的 な 分 析 を 行 っ て い な い た め 、 段 階 理 論 と の 直 接 的 な

比 較 は 難 し い 。 し か し な が ら 、 4 年 間 と い う 時 間 的 な ス パ ン で と ら

え た 親 密 化 過 程 で 抽 出 さ れ た 友 人 関 係 の エ ピ ソ ー ド は 、 直 線 的 に 親

密 化 す る 過 程 だ け で は な く 、 大 学 生 活 で の 経 験 に 大 き く 依 存 し 、 変

動 す る こ と が 確 認 さ れ た 。今 後 の 課 題 と し て 、時 間 的 推 移 に 基 づ き 、

友 人 関 係 で 得 ら れ た 出 来 事 の 質 的 な 分 析 を 行 う こ と が 必 要 と な る 。

さ ら に 協 力 者 に は 、 1 名 の 友 人 を 選 択 さ せ る が 、 そ の 友 人 の 関 係 が

他 の 共 通 友 人 と は 違 う 特 別 な 関 係 認 知 や 2 人 だ け の 行 動 を 認 知 し て

い る 協 力 者 が 大 半 (約 8 0％ )で あ っ た 。そ の 一 方 で 、一 番 の 友 人 選 択

の 難 し さ を 報 告 し 、 親 密 化 過 程 に つ い て 共 通 友 人 関 係 を 含 め た 全 体

の 過 程 と し て 回 想 す る ケ ー ス も 確 認 さ れ た 。 友 人 関 係 研 究 で は 、 多

く の 場 合 、 特 定 の 友 人 1 名 を 選 択 さ せ る 手 法 を 採 用 す る が 、 青 年 期

の 大 学 生 の 中 に は 、 二 者 関 係 と し て の 友 人 関 係 で は な く 、 全 体 と し

て の 友 人 関 係 あ り 方 を 重 視 す る 大 学 生 の 存 在 が 明 ら か に な っ た 。  

既 存 の 二 者 関 係 の 親 密 化 過 程 の 理 論 の 枠 に 囚 わ れ ず 、 複 数 対 人 関

係 の 親 密 化 過 程 の 類 型 化 を 達 成 し た こ と は 、 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続

き に よ り 質 的 な デ ー タ を 得 た こ と に よ る 結 果 で あ り 、 本 章 の 目 的 を

達 成 で き た も の と 考 え る 。  
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第 6 節   本章 のま とめ  

 

本 章 で は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 捉 え る た め の 方 法 と

し て 第 1 に 、 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き の 有 効 性 を 確 認 す る こ と 、 第

2 に 回 想 に よ っ て 得 ら れ た 発 話 か ら 親 密 化 過 程 の 類 型 を 試 み 、 そ の

詳 細 を 明 ら か に し た 上 で 、 そ の 類 型 化 の 適 用 を 試 み た 。  

第 1 に 回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き に つ い て 、 質 問 項 目 の 選 定 、 類 型

化 の 試 み を 経 て 、 1 0 4 名 の 協 力 者 へ の 適 用 を 検 討 し た 。  

第 2 に 、回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の ほ と

ん ど が 、選 択 さ れ た 友 人 と の 二 者 関 係 で 推 移 し て い る わ け で は な く 、

共 通 す る 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 親 密 化 し て い る 様 相 を 捉 え る こ と を

可 能 と し た 。 ま た 、 友 人 関 係 が 変 動 す る 出 来 事 の 有 無 や 、 親 密 化 過

程 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 と の 特 別 な 関 係 が 認 知 の 確 認 に よ り 、 親 密

化 過 程 の 類 型 化 （ 7 類 型 ） を 実 現 し た 。 こ れ ら の 判 定 に つ い て は 、

複 数 の 独 立 し た 判 定 の 中 で 検 討 す る こ と で 、 一 定 の 一 致 し た 結 果 が

得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 類 型 化 は あ る 程 度 客 観 的 な 基

準 の 中 で 判 定 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

し か し な が ら 一 方 で 課 題 も あ る 。 本 章 で は 、 同 一 大 学 の 同 学 部 の

4 年 生 の デ ー タ に 限 定 さ れ て い る 。 今 後 は デ ー タ 数 を 増 や す こ と や

他 大 学 や 同 学 科 以 外 の 協 力 者 の デ ー タ も 必 要 で あ る と 考 え る 。 第 二

に 、親 密 化 過 程 に つ い て 本 研 究 で は 、「現 在 付 き 合 い の あ る 中 で 一 番

親 し い 友 人 」 を 想 起 さ せ た う え で 、 出 会 い か ら の エ ピ ソ ー ド を 回 想

し て も ら う 手 続 き を 採 用 し た 。 し た が っ て 、 回 想 に お け る 記 憶 の 曖

昧 さ や 歪 み が あ る 程 度 存 在 す る こ と は 否 定 で き な い 。 ま た 、 非 常 に

発 話 が 多 く 、 多 く の エ ピ ソ ー ド を 語 っ て く れ た 協 力 者 と な か な か 回

想 が 難 し か っ た 協 力 者 も 存 在 し て お り 、 こ の 手 続 き で は そ の 個 人 差

が あ る こ と も 事 実 で あ る 。 こ の 点 に 留 意 し た 発 話 の 抽 出 の 手 続 き の

検 討 が 必 要 と な る 可 能 性 が あ る 。 今 後 の 展 望 と し て 、 例 え ば 、 ペ ア

デ ー タ で の 検 討 を す る こ と で 整 合 性 を 確 認 す る こ と や 、 回 想 的 調 査

面 接 を 大 学 生 活 の 中 で 複 数 回 実 施 す る こ と で 、 回 想 に よ る 弊 害 を 少

な く す る 手 続 き が 望 ま れ る 。  

 

 

註 )  

 
1 )こ の 研 究 の 一 部 は 、「 渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 b ) .  大 学 生 に お け る

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 研 究 （ １ ） － 回 想 的 調 査 面 接 に よ る

探 索 的 検 討 －  日 本 社 会 心 理 学 会 第 4 9 回 大 会 発 表 論 文 集 ，5 5 6 - 5 5 7 .」

に て 発 表 さ れ た 。  
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2 )こ の 研 究 の 一 部 は 、「渡 辺 舞 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親

密 化 過 程 に 関 す る 研 究 － 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 探 索 的 検 討 －  北 星

学 園 大 学 大 学 院 論 集 , 1（ 通 巻 第 1 3 号 ） , 7 1 - 8 3 .」 に て 発 表 さ れ た 。  

 

3 )  第 3 節 - 2  回 想 的 調 査 面 接 に よ る 親 密 化 過 程 の 類 型 化 の 適 用 は 、

著 者 と 指 導 教 員 と の 共 同 研 究 で あ り 、謝 礼 金 の 2 0 0 0 円 に つ い て は 、      

指 導 教 員 の 研 究 費 を 使 用 し た 。  

 

4 )調 査 協 力 者 の 所 属 大 学 で は 、 入 学 決 定 者 の 希 望 者 を 対 象 に 入 学 前

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を 実 施 し て い る 。入 学 前 約 1 か 月 前 ～ 入 学 式 直

前 ま で に 3 回 実 施 さ れ て お り 、同 学 部 同 学 科 へ の 進 学 者 が グ ル ー プ

と な り 、 自 己 紹 介 や 学 内 を 見 学 す る 企 画 が 実 施 さ れ て い る 。  
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第 6 章   

研究 4 大学生の友人関係における親密

化過程の様相が大学生活の適応感に及

ぼす影響に関する検討 1 ) 2 )  

  

 

第 1 節  研 究 4 の 目的  

 

第 3 章 か ら 第 5 章 で 明 ら か に さ れ た 知 見 は 、大 学 生 の 友 人 関 係 が

多 く の 場 合 に 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 成 立 し 、 推 移 し て い く 過 程 を 抽

出 す る こ と の 意 義 を 提 供 す る も の で あ っ た 。 第 6 章 で は 、 こ れ ら の

過 程 で 抽 出 さ れ た 大 学 生 の 友 人 関 係 が 大 学 生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影

響 を 検 討 す る こ と で あ る 。  

本 章 で は 、 大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 、 大 学 生 活 の

適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。 具 体 的 に

は 、 大 学 生 活 の 適 応 感 の 関 す る 尺 度 に つ い て 、 先 行 研 究 で 使 用 さ れ

て き た 尺 度 か ら 項 目 を 収 集 し た 上 で 、 集 約 し た 尺 度 を 作 成 す る こ と

を 第 1 の 目 的 と す る 。 ま た 、 作 成 し た 尺 度 を 用 い て 、 大 学 生 の 友 人

関 係 と 適 応 感 と の 関 連 、 及 び 親 密 化 過 程 の 様 相 が 適 応 感 に 及 ぼ す 影

響 を 量 的 デ ー タ と 質 的 デ ー タ の 両 側 面 か ら 検 討 す る こ と を 第 2 の 目

的 と す る 。  

  

 

第 2 節   大 学生 活に 関す る適 応 感に関 する 項目 の収 集と 尺

度の作 成  

 

( 1 )  目 的  

 

第 2 節 で は 、 大 学 適 応 感 の 定 義 を 、 東 ・ 浅 川 ・ 古 川 ・ 吉 田 ( 2 0 0 2 )

の 「 大 学 生 の 大 学 と い う 環 境 が 心 理 的 調 和 に あ っ て 大 学 か ら の 要 請

へ の 適 合 と 大 学 生 の 欲 求 や 自 発 的 ・ 創 造 的 な 行 動 が 、 と も に 実 現 さ

れ る 均 衡 状 態 」 を 採 用 し 、 こ の 定 義 に 当 て は ま る 項 目 を 、 本 邦 の 大

学 生 活 の 適 応 感 を 扱 っ た 先 行 研 究 か ら 、 幅 広 く 収 集 す る こ と を 第 1

の 目 的 と す る 。 東 ら ( 2 0 0 2 )の 定 義 は 幅 広 く 大 学 生 活 全 般 を 網 羅 し た

も の と 考 え ら れ る が 、 女 子 学 生 の み の 検 討 で あ る こ と 、 本 邦 に は 、

多 数 の 大 学 適 応 感 を 測 定 す る 尺 度 が 存 在 す る が 、 東 ら の 定 義 に 当 て
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は ま り 、 か つ 東 ら の 尺 度 と 重 複 し な い 内 容 の 項 目 も 存 在 す る こ と か

ら 、 再 構 成 を 試 み る 。 ま た 項 目 の 信 頼 性 を 確 認 し た 上 で 、 精 神 的 健

康（ G H Q）と の 関 連 か ら 妥 当 性 を 確 認 す る 。さ ら に 、本 研 究 で は 面

接 調 査 を 終 え た 協 力 者 の 疲 労 度 ・ 負 担 度 を 軽 減 す る た め に 、 少 な い

項 目 で 全 般 的 な 大 学 適 応 感 を 測 定 す る た め に 、 大 学 生 活 の 関 す る 適

応 感 を 表 す 集 約 し た 項 目 を 選 定 す る こ と を 第 2 の 目 的 と す る 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

北 海 道 内 の 大 学 生 9 3 名 （ 男 性 2 3 名 ・ 女 性 7 0 名 ） に 対 し 質 問 紙

調 査 を 行 っ た 。 平 均 年 齢 は 2 0 . 6 7 歳 （ S D = 1 . 7 2） で あ り 、 協 力 者 の

学 年 の 内 訳 は 2 年 生 2 3 名 、 3 年 生 4 9 名 、 4 年 生 2 9 名 だ っ た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 日 時  

2 0 0 9 年 7 月 に 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。  

 

( 2 ) - 3  項 目 選 定 の 手 続 き  

本 邦 の 先 行 研 究 を 概 観 し 、 適 応 感 を 測 定 し て い る と 想 定 さ れ る 7

領 域（ 1 対 人 関 係 満 足 感 ・ 2 学 習 関 係 ・ 3 大 学 生 活 へ の 不 安 度 ・ 4 大

学 生 活 満 足 度・5 学 校 享 受 感・愛 着 感・6 居 心 地 の 良 さ・7 抑 う つ 感 ）

を 選 定 し た 。 選 定 方 法 は 、 因 子 負 荷 量 の 高 い 項 目 を 最 優 先 と し 、 著

者 と 指 導 教 員 及 び 大 学 院 生 4 名 の 合 議 に よ っ て 、内 容 が 重 複 し な い

よ う に 考 慮 し た 上 で 各 領 域 か ら 3 項 目 ず つ 、計 2 1 項 目 を 採 用 し た 。

尚 、 言 語 表 現 を 統 一 す る た め に 、 各 尺 度 の 表 現 を 一 部 変 更 し た 3 ) 。  

 

( 2 ) - 4  質 問 紙 の 内 容  

( 2 ) - 4 - 1  大 学 生 活 に 関 す る 適 応 感 項 目 （ 7 件 法 2 1 項 目 ）  

１ ： 対 人 関 係 満 足 感 （ 東 ・ 浅 川 ・ 古 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 2； 植 村 ・ 小 川 ・

吉 田 , 2 0 0 1）・２：学 習 関 係（ 東・浅 川 ・古 川・吉 田 , 2 0 0 2； 大 久 保 ・

青 柳 , 2 0 0 3）・ ３ ： 大 学 生 活 へ の 不 安 度 （ 藤 井 , 1 9 9 8）・ ４ ： 大 学 生 活

満 足 度 （ 植 村 ・ 小 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 1； 大 久 保 ・ 青 柳 , 2 0 0 3； 坂 田 ・ 佐 久

田・奥 田・川 上 , 2 0 0 7）・５：学 校 享 受 感・愛 着 感（ 古 市・玉 木 ，1 9 9 4；

亀 岡 , 2 0 0 6）・６：居 心 地 の 良 さ（ 大 久 保・青 柳 , 2 0 0 3； 植 村 ・ 小 川 ・

吉 田 , 2 0 0 1）・ ７ ： 抑 う つ 感 （ 藤 井 , 1 9 9 8） の 領 域 か ら 上 記 の 手 続 き

に よ り 各 3 項 目 計 2 1 項 目 を 使 用 し た 。  

 

( 2 ) - 4 - 2  G H Q 2 8 項 目 （ 4 件 法 ； 中 川 ・ 大 坊 , 1 9 8 5）  

2 8 項 目 版 で は ４ 下 位 尺 度（ 身 体 的 症 状 、不 安 と 不 眠 、社 会 的 活 動

障 害 、 鬱 状 態 ） に つ い て 各 ７ 項 目 で 構 成 さ れ て い る 。 主 と し て 神 経
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症 者 の 症 状 把 握 、 評 価 お よ び 発 見 に 有 効 で あ る と さ れ て い る 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  大 学 生 活 に 関 す る 適 応 感 項 目 の 因 子 構 造 の 検 討  

大 学 生 活 に 関 す る 適 応 感 2 1 項 目 に 対 し て 主 因 子 法・P r o m a x 回 転

に よ る 因 子 分 析 を 行 い 、固 有 値 の 減 衰 状 況 か ら 4 因 子 解 を 採 用 し た 。

第 1 因 子 は 、 大 学 に 対 す る 享 受 感 、 満 足 度 、 居 場 所 に 関 す る 項 目 が

集 約 さ れ 、「 大 学 生 活 に 関 す る 満 足 感 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 2 因 子

は 大 学 生 活 に 関 す る 抑 う つ 感 や 不 安 度 に 関 す る 項 目 が 集 約 さ れ 、「大

学 生 活 に 関 す る 抑 う つ 感 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 3 因 子 は 、 学 習 関 係

の 評 価 に 関 す る 項 目 が 集 約 さ れ 「 学 習 に 対 す る 適 応 感 」 因 子 と 命 名

し た 。 第 4 因 子 は 友 人 関 係 に 関 す る 項 目 が 集 約 さ れ 、「 対 人 関 係 の

満 足 感 」 因 子 と 命 名 し た ( Ta b l e 6 - 2 - 1 参 照 )。  

項 目 全 体 の 信 頼 性 係 数 （ α） は α＝ . 9 1 6 で あ っ た 。 各 因 子 で の 検

討 で は 、 第 3 因 子 （ α＝ . 6 7 0）・ 第 4 因 子 （ α＝ . 6 7 8） で は 、 項 目 数

が 少 な く 、 信 頼 性 係 数 は や や 低 い 値 と な っ た も の の 、 お お む ね 十 分

な 信 頼 性 を 確 保 で き た 。  

 

 

Table6-2-1.　大学生活適応感項目の因子構造
先行研究尺度領

域名 1 2 3 4

居場所 19.この大学は自分の居場所だと感じる .899 .169 .075 -.056

享受・愛着 11.大学では楽しいことがたくさんある .856 .006 .022 -.004

生活満足 13.大学での日々の生活は充実している .833 -.143 .060 -.154

生活満足 6.良い大学生活が送れていると感じる .831 -.099 -.119 .018

享受・愛着 18.この大学は自分の生きがいである .766 .283 .218 -.101

享受・愛着 4.大学に行くのが好きだ .763 -.194 -.160 .015

居場所 5.大学の中では周囲に溶け込めている .635 .018 -.171 .256

生活満足 20.大学で自分は成長できている .573 -.054 .253 .037

学習関係 9.この大学に入学して良かったと感じる .529 .012 .269 .176

居場所 12.大学の中ではリラックスできている .525 -.338 -.313 .019

抑うつ感 14.大学にいる時は、イライラしがちだ .093 .829 .058 -.133

抑うつ感 7.大学にいる時は、寂しくなる -.050 .655 -.118 .119

不安度 10.この大学にいると何か不安な気持ちになる -.022 .644 -.145 .102

抑うつ感 21.大学にいる時は、ゆううつになりがちだ .011 .633 -.196 -.070

不安度 3.この大学にいると、自分がダメになるのではないかと感じる -.090 .421 -.354 .075

学習関係 2.大学では将来役に立つことが学べている -.025 -.103 .820 .041

不安度 17.できることなら、転学部（転学科）したくて仕方がない .127 .341 -.461 .029

学習関係 16.大学での勉強が楽しい .038 -.069 .451 .159

対人関係 15.大学の中に何でも話せる友人がいる -.009 -.016 -.017 .716
対人関係 8.大学の友人と勉強以外の個人的な付き合いがある -.079 .010 .081 .620
対人関係 1.大学に入学して良い友人に出会えたと感じる .165 .063 .168 .593

α .928 .834 .670 .678

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅱ ‐.502
Ⅲ .453 ‐.361
Ⅳ .496 ‐.104 .226
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( 3 ) - 2  大 学 生 活 に 関 す る 適 応 感 項 目 と G H Q と の 関 連  

 G H Q 2 8 項 目 に つ い て は 、中 川・大 坊（ 1 9 8 5）の 算 出 方 法 に 従 い 、

4 件 法 の う ち 精 神 的 不 健 康 な 方 向 を 示 す 3 及 び 4 に 記 入 が あ っ た 場

合 、 1 点 を 付 与 し た 。し た が っ て 、最 高 点 は 2 8 点 と な る 。調 査 協 力

者 の 評 定 平 均 値 は 9 . 6 0（ S D = 6 . 0 4） 点 で あ っ た 。  

次 に 大 学 適 応 感 と 精 神 的 健 康（ G H Q）得 点 の ピ ア ソ ン の 積 率 相 関

係 数 を 算 出 し た 。 尚 、 適 応 感 全 2 1 項 目 の 評 定 平 均 値 を 算 出 す る 際

に は 、 項 目 N O 3・ 7・ 1 0・ 1 4・ 1 7・ 2 1 を 逆 転 項 目 と し て 処 理 し た 。

し た が っ て 、 得 点 の 高 さ は 、 全 項 目 に お け る 適 応 感 の 高 さ を 表 す 。

そ の 結 果 、 全 体 の 適 応 感 と G H Q に は 負 の 有 意 な 相 関 （ r = - . 2 7 5） が

み ら れ た ( Ta b l e 6 - 2 - 2 参 照 )。  

各 因 子 別 の 検 討 で は 、 抑 う つ 感 と G H Q に は 正 の 有 意 な 相 関

（ r = . 4 3 0）が み ら れ 、学 習 に 関 す る 満 足 感 ( N o 1 7 は 逆 転 項 目 )と G H Q

に は 負 の 有 意 な 相 関 （ r = - . 2 5 9） が み ら れ た 。  

 

 

 

( 3 ) - 3  大 学 適 応 感 項 目 の 選 定  

本 節 の 目 的 は 、調 査 協 力 者 へ の 回 答 の 負 担 を 考 慮 す る た め に 、 2 1

項 目 か ら 、 大 学 適 応 感 を 表 す 項 目 の 集 約 を 試 み る こ と で あ っ た 。 し

た が っ て 、第 1 因 子 で は 因 子 負 荷 量 の 高 い 3 項 目 を 、第 2・ 3・ 4 因

子 で は 因 子 負 荷 量 の 最 も 高 い 各 １ 項 目 を 採 用 し た 。 採 用 し た 6 項 目

で の 一 次 元 性 を 確 認 す る た め に 主 成 分 分 析 を 行 い 、 信 頼 性 係 数 を 算

出 し た こ ろ 、 α ＝ . 7 6 0 で あ り 、 一 次 元 で 扱 う 信 頼 性 は 確 保 さ れ た

( Ta b l e 6 - 2 - 3 参 照 )。 ま た 、 6 項 目 の 評 定 平 均 値 を 算 出 （「 4 .大 学 に い

る 時 は イ ラ イ ラ し が ち だ っ た 」 は 逆 転 項 目 と し て 処 理 ） し た 上 で 、

G H Q 2 8 項 目 と の ピ ア ソ ン の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、有 意 な

負 の 相 関 が 得 ら れ た （ r＝ - . 2 4 7）。  

 

Table6-2-2.　大学適応感項目と精神的健康（GHQ）との関連
第1因子 第2因子 第3因子 第4因子

　 生活 抑うつ感 学習 対人関係

GHQ ‐.275* ‐.151 .430** ‐.259* ‐.033

　 p **<.01 p *<.05

全項目
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( 4 )  考 察  

 

本 節 で は 、 本 邦 で 明 ら か に さ れ て き た 大 学 適 応 感 を 測 定 す る 項 目

を 幅 広 く 収 集 し 、 そ の 構 造 を 検 討 し た 上 で 、 大 学 適 応 感 を 集 約 さ れ

た 項 目 を 選 定 す る こ と が 目 的 で あ っ た 。 先 行 研 究 で 収 集 し た 項 目 を

7 領 域 で の 解 釈 を 採 用 し 、 因 子 負 荷 量 の 高 い 順 か ら 3 項 目 ず つ 選 定

し た 。 因 子 に は 友 人 関 係 に 関 す る 項 目 も 含 ま れ て い る が 、 本 研 究 で

明 ら か に さ れ る 親 密 化 過 程 と の 関 連 に お い て 、 大 学 適 応 感 の 一 領 域

で あ る 友 人 関 係 に 対 す る 評 価 を 量 的 指 標 で 測 定 す る こ と も 必 要 で あ

る と 考 え 採 用 し た 。 因 子 構 造 を 検 討 し た 結 果 、 4 因 子 構 造 が 抽 出 さ

れ た 。 第 1 因 子 の 「 大 学 生 活 に 関 す る 満 足 感 」 は 、 想 定 し た 7 領 域

の う ち 、 大 学 生 活 満 足 感 、 学 校 享 受 感 ・ 愛 着 感 、 居 場 所 の 3 領 域 を

中 心 と し 、 大 学 生 活 全 般 に 関 す る 満 足 度 に 関 す る 1 0 項 目 が 集 約 さ

れ た 。 第 2 因 子 の 「 大 学 生 活 に 関 す る 抑 う つ 感 」 は 、 藤 井 ( 1 9 9 8 )の

大 学 生 活 不 安 尺 度 の 項 目 が 因 子 と し て 抽 出 さ れ た 。 第 3 因 子 の 「 学

習 に 対 す る 適 応 感 」は 、学 習 関 係 の 評 価 に 関 す る 3 項 目 が 集 約 さ れ 、

第 4 因 子 の 「 対 人 関 係 の 満 足 感 」 は 本 論 文 の 目 的 で も あ る 友 人 関 係

に 対 し て 大 学 生 活 の 中 で 満 足 感 や 充 実 感 を 感 じ て い る か に 関 す る 項

目 が 集 約 さ れ た 。 2 1 項 目 の 信 頼 性 は 、α = . 9 1 8 で あ り 十 分 な 信 頼 性

が 確 保 さ れ た が 、 因 子 別 の 信 頼 性 の 検 討 で は 、 第 3、 第 4 因 子 は や

や 低 い 値 と な っ た 。 こ の 要 因 の 一 つ と し て 、 3 項 目 ず つ の 少 数 の 項

目 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 先 行 研 究 で の 領 域 と 因 子

構 造 が 一 致 し て い た こ と や 因 子 構 造 の 解 釈 可 能 性 か ら も 4 因 子 構 造

が 適 当 で あ る と 判 断 し た 。  

次 に G H Q 2 8 項 目 と の 関 連 を 検 討 し た 。G H Q の 得 点 が 高 い こ と は 、

精 神 的 不 健 康 で あ る こ と を 示 す こ と か ら 、 本 節 で 使 用 し た 適 応 感 項

目 と の 有 意 な 負 の 関 連 ( r = - . 2 7 5 ) を 確 認 す る こ と で 基 準 関 連 妥 当 性

が 確 保 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 全 体 と し て の 相 関

Table6-2-3.　6項目による主成分分析の結果

　 第1主成分

1．この大学は、自分の居場所だと感じている .823
2．大学では、楽しいことがたくさんある .858
3．大学での日々の生活は、充実している .887
4．大学にいる時は、イライラしがちである .484
5．大学では、将来役に立つことが学べている .621
6．大学の中に何でも話せる友人がいる .344
累積説明率 48.95%
α .760
平均値 4.74
（SD） (1.01)
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は 、弱 い も の で あ っ た 。因 子 別 の 関 連 で は 、 G H Q と「 大 学 生 活 に お

け る 抑 う つ 感 」 に は 正 の 中 程 度 の 関 連 が 、 ま た G H Q と 「 学 習 に 対

す る 適 応 感 」に は 負 の 弱 い 程 度 の 関 連 が 見 ら れ た が 、「大 学 生 活 に 関

す る 満 足 感 」・「 対 人 関 係 の 満 足 感 」で は 関 連 が 見 ら れ な か っ た 。G H Q

は 主 に 精 神 的 健 康 の ス ク リ ー ニ ン グ を 目 的 と し て 開 発 さ れ た 尺 度 で

あ り 、 ス ト レ ス 強 度 の 評 価 や 神 経 症 の 発 見 に 有 効 と さ れ て い る

( G o l d b e r g , 1 9 7 9 )。 す な わ ち 、 本 節 で 採 用 し た 大 学 適 応 感 項 目 に は 、

心 身 の 不 調 に 直 接 関 連 す る 項 目 と そ の 評 価 が 主 観 的 な 心 身 の 不 調 と

関 連 が 低 い 内 容 の 両 側 面 が 含 ま れ て い る 結 果 で あ り 、 幅 広 く 大 学 生

活 の 適 応 感 を 測 定 し て い る と 考 え ら れ る 。  

 第 3 に 本 節 の 目 的 は 、 協 力 者 の 回 答 へ の 負 担 を 考 慮 し 、 か つ 「 大

学 生 の 大 学 と い う 環 境 が 心 理 的 調 和 に あ っ て 大 学 か ら の 要 請 へ の 適

合 と 大 学 生 の 欲 求 や 自 発 的 ・ 創 造 的 な 行 動 が 、 と も に 実 現 さ れ る 均

衡 状 態 」 の 大 学 適 応 感 の 定 義 に 当 て は ま る 最 適 の 項 目 を 選 定 す る こ

と で あ っ た 。 因 子 構 造 の 結 果 と 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る 領 域

と の 関 連 を 考 慮 し 、 第 1 因 子 の 因 子 負 荷 量 上 位 3 項 目 と 第 2～ 4 因

子 の 最 上 位 項 目 を 採 用 し た 。採 用 し た 6 項 目 の 第 1 主 成 分 の 重 み を

確 認 し 、信 頼 性 (α = . 7 6 0 )も 確 保 で き た こ と か ら 、 6 項 目 の 集 約 を 達

成 し た 。  

 

 

第 3 節   大 学生 の友 人関 係に お ける親 密化 過程 と適 応感 に

関する 検討 （量 的 デ ータ によ る 検 討）  

 

( 1 )  目 的  

 

第 3 節 の 目 的 は 第 3～ 5 章 で 明 ら か に さ れ た 大 学 生 の 友 人 関 係 お

よ び 親 密 化 過 程 が 第 2 節 で 採 用 し た 6 項 目 の 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影

響 を 検 討 す る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 友 人 に 対 す る 評 定 の 推 移 と

大 学 適 応 感 と の 関 連 を 検 討 し た う え で 、 複 数 友 人 関 係 の 背 景 の ひ と

つ と し て 注 目 し た 新 旧 友 人 関 係 と 適 応 感 、 新 友 人 の 友 人 選 択 と 適 応

感 、 さ ら に 複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 適 応 感 と の 関 連 を 明 ら か に

し て い く こ と を 目 的 と し た 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

面 接 調 査 に 参 加 し た 1 0 4 名（ 男 性 3 1 名・女 性 7 3 名 ）の 大 学 4 年

生 の う ち 、 分 析 内 容 に よ り 、 協 力 者 の 人 数 が 異 な る た め 、 各 結 果 で

協 力 者 の 人 数 を 示 す 。  
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( 2 ) - 2  調 査 時 期  

2 0 0 9 年 7 月 ～ 1 1 月 で あ り 、 面 接 調 査 終 了 後 に 質 問 紙 に 回 答 し て

も ら っ た 。  

 

( 2 ) - 3  面 接 調 査 の 手 続 き  

第 5 章 に 記 載 済 み で あ る た め 、 本 節 で は 詳 細 を 割 愛 す る 。  

 

( 2 ) - 4  質 問 紙 の 内 容  

面 接 調 査 終 了 後 、「① 現 在 」、「② 入 学 当 初 」、「③ 大 学 生 活 に お い て

一 番 友 人 関 係 で 辛 か っ た 時 期 」、「 ④ 大 学 生 活 に お い て 一 番 友 人 関 係

で 充 実 し て い た 時 期 」の 4 時 点 に つ い て 第 2 節 で 選 定 し た 大 学 適 応

感 の 6 項 目 に ど れ く ら い そ の よ う な 気 持 ち を 感 じ て い た の か を ７ 件

法 で 回 答 さ せ た 。「 ① 現 在 」 に つ い て は 質 問 項 目 を 現 在 形 の 表 現 に 、

そ の 他 の 3 時 点 に つ い て は 過 去 形 の 表 現 に 統 一 し た 。 ま た 「 ③ 大 学

生 活 に お い て 一 番 友 人 関 係 で 辛 か っ た 時 期 」、「 ④ 大 学 生 活 に お い て

一 番 友 人 関 係 で 充 実 し て い た 時 期 」 に つ い て は 、 具 体 的 な エ ピ ソ ー

ド と そ の 時 期 を 自 由 記 述 で 回 答 さ せ た が 、 本 論 文 で は 使 用 し な い た

め 、 詳 細 を 割 愛 す る 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  各 時 点 に お け る 適 応 感 項 目 の 一 次 元 性 の 検 討  

 第 2 節 で 採 用 し た 6 項 目 の 適 応 感 項 目 に つ い て 、各 時 点 で の 一 次

元 性 を 確 認 す る た め に 、分 析 対 象 者 1 0 4 名 の デ ー タ に つ い て 、主 成

分 分 析 を 行 い 、信 頼 性 係 数 を 算 出 し た こ ろ 、α ＝ . 7 3 0～ . 7 4 7 で あ り 、

一 次 元 で 扱 う 信 頼 性 は 確 保 さ れ た  

各 時 点 の 適 応 感 得 点 の 変 動 を 検 討 す る た め に 性 を 被 験 者 間 要 因 、

各 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 と し 、 大 学 適 応 感 得 点 を 従 属 変 数

と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、 性 の 主 効 果 及 び 性 と 時 点 の 交 互 作 用 は 有 意 で は な か っ

た 。 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ F ( 3 , 3 0 6 ) ＝ 9 8 . 9 2， p ＜ . 0 0 1）、

B o n f e r r o n i の 多 重 比 較 の 結 果 、充 実 時 期 は 全 て の 他 の 時 点 よ り も 有

意 に 適 応 感 得 点 が 高 く 、 現 在 の 適 応 感 は 入 学 時 、 辛 い 時 期 よ り も 有

意 に 得 点 が 高 か っ た ( Ta b l e 6 - 3 - 1 参 照 )。  
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( 3 ) - 2  友 人 に 対 す る 評 定 の 推 移 と 大 学 適 応 感 と の 関 連 に 関 す る 検

討  

 

( 3 ) - 2 - 1  潜 在 曲 線 モ デ ル と 大 学 適 応 感 モ デ ル の 構 成  

第 3 章 で 検 討 し た 新 旧 友 人 に 対 す る 潜 在 曲 線 モ デ ル の う ち 、新 友

人 の 5 時 点 の 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 ・ 関 係 認 知 ・ 対 人 行 動 の 各 平 均

評 定 値 の モ デ ル に 限 定 し 、 5 回 の 調 査 と 大 学 4 年 時 の 面 接 調 査 の 計

6 回 の 調 査 全 て に 参 加 し 、 欠 損 値 が 見 ら れ な い 5 3 名 （ 男 性 1 4 名 ・

女 性 3 9 名 ） に 対 し 、 再 度 モ デ ル を 適 用 し た 。 １ 次 の 成 長 曲 線 を 仮

定 し 、 潜 在 曲 線 モ デ ル に よ っ て 切 片 と 傾 き を 推 定 し た 。 傾 き か ら 各

時 点 の 観 測 変 数 へ の パ ス 係 数 に つ い て 1 回 目 調 査 時 点 を 「 0」、 2 回

目 調 査 時 点 を「 1」、3 回 目 調 査 時 点 を「 2」、4 回 目 調 査 時 点 を「 3」、

5 回 目 調 査 時 点 を「 4」と い っ た よ う に 固 定 し 、各 モ デ ル で 充 分 な 適

合 度 を 確 認 し た 。 こ の モ デ ル に 6 回 目 調 査 時 点 （ 面 接 調 査 ； 大 学 4

年 時 7 月 - 11 月 ） に 測 定 し た 入 学 時 を 回 想 さ せ た 大 学 適 応 感 と 現 在

の 適 応 感 の 変 数 を 追 加 し 、 下 図 の よ う に パ ス を 探 索 的 に 設 定 し た

( F i g u r e 6 - 3 - 1 )。各 モ デ ル に つ い て 有 意 な パ ス の み を 採 用 し た 。分 析

に は A m o s 1 6 . 0 を 使 用 し た 。 そ の 結 果 、 親 密 度 得 点 ・ 対 人 感 情 に お

け る ポ ジ テ ィ ブ 感 情 、 対 人 行 動 に お け る 主 張 的 行 動 と 回 避 的 行 動 で

は 、適 応 感 と 5 回 の 調 査 時 点 に お け る 測 定 の 推 移 間 の 有 意 な パ ス は

見 ら れ な か っ た た め 、結 果 か ら 除 外 し た 。適 応 感 の 指 標 に つ い て は 、

「 友 人 関 係 で 辛 い 時 期 」 と 「 友 人 関 係 で 充 実 し て い た 時 期 」 は 協 力

者 の 経 験 に 依 存 す る 時 期 に よ る 測 定 で あ る た め 、分 析 か ら 除 外 し た 。 

 

Table6-3-1.各時点における第1主成分の重みと平均値

現在 入学時 友人関係で辛い時
友人関係が充実して

いた時

1．この大学は、自分の居場所だと感じていた .822 .759 .850 .823

2．大学では、楽しいことがたくさんあった .879 .888 .900 .861

3．大学での日々の生活は、充実していた .812 .891 .910 .851

4．大学にいる時は、イライラしがちだった -.411 -.482 -.177 -.410

5．大学では、将来役に立つことが学べていた .491 .396 .534 .542

6．大学の中に何でも話せる友人がいた .492 .482 .515 .450

累積説明率(%) 45.97 46.32 49.03 46.78

α .747 .738 .730 .742

平均値 5.57 4.28 4.20 5.76

（SD） (0.80) (1.10) (1.07) (0.69)

※項目4を逆転項目として処理

※現在の適応感は現在形の表現であった。
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( 3 ) - 2 - 2  各 指 標 の 推 移 （ 潜 在 曲 線 モ デ ル ） と 大 学 適 応 感 の 関 連  

対 人 感 情 に お け る 拒 否 感 情 得 点 に お け る 適 合 度 は 、 χ

2 ( 1 7 ) = 1 . 3 7 , n . s .  ・ C F I = . 9 0  ・ R M S E A = . 0 9  で あ っ た 。推 定 さ れ た 新

友 人 の 切 片 は 2 . 6 4、 傾 き は . 0 9 で あ っ た 。 入 学 時 の 適 応 感 か ら 拒 否

感 情 の 切 片 に 有 意 な 負 の パ ス ( - . 1 8；以 下 全 て 非 標 準 化 推 定 値 で 表 示

す る )が 得 ら れ 、入 学 時 か ら 現 在 の 適 応 感 へ 正 の 有 意 傾 向 の パ ス（ . 1 6）

が 得 ら れ た 。  

二 者 関 係 認 知 の 深 さ の 関 係 認 知 得 点 に お け る 適 合 度 は χ

2 ( 1 9 ) = 1 . 0 5 , n . s .  ・ C F I = . 9 9・ R M S E A = . 0 3  で あ っ た 。 推 定 さ れ た 新

友 人 の 切 片 は 4 . 5 1、 傾 き は . 1 2 で あ っ た 。 入 学 時 の 適 応 感 か ら 深 さ

の 認 知 の 切 片 に 有 意 な 正 の パ ス ( . 1 7 )が 得 ら れ 、入 学 時 か ら 現 在 の 適

応 感 へ 正 の 有 意 傾 向 の パ ス（ . 1 6）が 得 ら れ た 。対 等 さ の 関 係 認 知 得

点 に お け る 適 合 度 は χ 2 ( 2 0 ) = 1 . 1 7 , n . s .  ・ C F I = . 9 6・ R M S E A = . 0 6  で

あ っ た 。 推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 5 . 1 6、 傾 き は . 0 3 で あ っ た 。 入

学 時 の 適 応 感 か ら 対 等 さ の 認 知 の 切 片 に 有 意 な 正 の パ ス ( . 1 7 ) が 得

ら れ 、入 学 時 か ら 現 在 の 適 応 感 へ 正 の 有 意 傾 向 の パ ス（ . 1 6）が 得 ら

れ た 。 理 性 - 感 情 的 な 関 係 認 知 得 点 に お け る 適 合 度 は χ

2 ( 1 8 ) = 1 . 2 0 , n . s .  ・ C F I = . 9 7・ R M S E A = . 0 6  で あ っ た 。 推 定 さ れ た 新

友 人 の 切 片 は 4 . 0 0、 傾 き は . 0 4 で あ っ た 。 感 情 的 な 認 知 の 傾 き か ら

現 在 の 適 応 感 に 有 意 な 負 の パ ス ( - 1 . 8 5 )が 得 ら れ 、入 学 時 か ら 現 在 の

適 応 感 へ 正 の 有 意 な パ ス （ . 1 8） が 得 ら れ た 。  

対 人 行 動 の 親 和 的 行 動 に お け る 適 合 度 は χ 2 ( 2 0 ) = 2 . 0 0 , p < . 0 1 ・

C F I = . 8 9・R M S E A = . 1 4  で あ っ た 。推 定 さ れ た 新 友 人 の 切 片 は 3 . 2 5、

傾 き は - . 0 3 で あ っ た 。入 学 時 の 適 応 感 か ら 親 和 的 行 動 の 傾 き に 有 意

傾 向 の 正 の パ ス ( . 0 3 )が 得 ら れ 、入 学 時 か ら 現 在 の 適 応 感 へ 正 の 有 意

新・1回目（大学1年；

入学3週間後）

新・2回目(大学1年；入

学2か月後)

入学時の適応（大学4年
時の回想）

新・3回目（大学1年；

入学3か月後）

新・4回目(大学1年；入

学7か月後)

現在（大学4年時）の適
応感

新・5回目（大学2年；

入学1年1か月後）

Figure6-3-1. 5回の調査時点の潜在曲線モデルと大学適応感との関連
で想定したパス

新

傾き

新

切片
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傾 向 の パ ス （ . 1 6） が 得 ら れ た 。 各 モ デ ル の 指 標 を Ta b l e 6 - 3 - 2 に 示

す 。  

 

 

 

( 3 ) - 3  一 番 親 し い 友 人 の 選 択（ 新 友 人・旧 友 人 ）が 大 学 生 活 の 適 応

感 に 及 ぼ す 影 響  

第 5 章 第 4 節 の 面 接 調 査 時 点 に お け る 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 が 新

友 人 で あ る 場 合 と 旧 友 人 で あ る 場 合 に よ っ て 、「① 大 学 入 学 時 と 現 在 」

お よ び 「 ② 友 人 関 係 で 一 番 辛 か っ た 時 期 と 一 番 充 実 し て い た 時 期 」

の 大 学 適 応 感 に 差 が 見 ら れ る か を 検 討 す る た め に 、 友 人 選 択 を 被 験

者 間 要 因 、 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 と し 、 大 学 適 応 感 得

点 を 従 属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。分 析 対 象 者 は 面 接

調 査 に 参 加 し た 1 0 4 名（ 男 性 3 1 名・女 性 7 3 名 ）の 大 学 4 年 生 で あ

っ た 。 尚 、 本 調 査 で 測 定 し た 適 応 感 の 時 点 に は 、 入 学 時 と 現 在 と い

う 時 間 的 制 約 が あ る 中 で の 評 定 と 、 4 年 間 の 大 学 生 活 の 友 人 関 係 で

一 番 辛 か っ た 時 期 と 充 実 し て い た 時 期 と い う 協 力 者 の 経 験 に 依 存 す

る 時 期 に よ る 測 定 に 分 類 さ れ る た め 、 時 点 を 分 け て 検 討 す る こ と に

し た 。  

「 大 学 入 学 時 と 現 在 」 に お け る 大 学 適 応 感 で は 、 時 点 及 び 友 人 選

択 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ（ 時 点：F ( 1 , 1 0 2 )＝ 11 0 . 9 5 , p < . 0 0 1；友 人：

F ( 1 , 1 0 2 )＝ 7 . 2 8 , p < . 0 1）、現 在 の 適 応 感 得 点 ( 5 . 5 7 点 )が 入 学 時（ 4 . 2 8

点 ）よ り も 有 意 に 高 く 、新 友 人 選 択 群 の 適 応 感 得 点（ 5 . 0 9 点 ）が 旧

友 人 選 択 群 （ 4 . 7 1 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た 。  

「 友 人 関 係 で 辛 か っ た 時 と 充 実 し て い た 時 」 に お け る 大 学 適 応 感

で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ （ F ( 1 , 1 0 2 )＝ 1 8 7 . 5 2 , p < . 0 0 1）、

充 実 期 の 適 応 感 得 点 ( 5 . 7 6 点 )が 辛 い 時 期（ 4 . 2 0 点 ）よ り も 有 意 に 高

か っ た ( Ta b l e 6 - 3 - 3 参 照 )。  

入学適応→

切片

入学適応→

傾き

傾き→現在

適応

入学適応→

現在適応
誤差共分散

2回目⇔3回目：.12

2回目⇔4回目：.20

3回目⇔4回目：.09

深さの関係認知 .17* .16+ 1回目⇔3回目：-.11

対等さの関係認知 .17* .16+

2回目⇔3回目：.15

2回目⇔4回目：.32

親和的行動 .03+ .16+

*p<.05 +p<.10

Table6-3-2. 新友人における各評定値の推移（潜在曲線モデル）が大学適応感に及ぼす影響
（非標準化推定値）

-.18* .16+拒否感情

理性-感情の関係認知 -1.85* .18*
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( 3 ) - 4  新 友 人 の 友 人 選 択 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響  

大 学 生 活 3 年 半 に 追 跡 調 査 に よ っ て 明 ら か に さ れ た 大 学 生 の 一 番

親 し い 友 人 （ 新 友 人 ） の 選 択 過 程 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討

す る 。 第 3・ 4 章 の 5 回 の 調 査 時 点 の う ち 1 回 目 及 び 5 回 目 質 問 紙

調 査 と 面 接 調 査 （ 大 学 4 年 時 ） 全 て に 参 加 し た の は 8 0 名 （ 男 性 2 2

名 ・ 女 性 5 8 名 ） を 分 析 対 象 と し た 。  

第 4 章 第 4 節 で 明 ら か に さ れ た 、 友 人 選 択 パ タ ー ン に つ い て 「 ①

大 学 入 学 時 と 現 在 」 お よ び 「 ② 友 人 関 係 で 一 番 辛 か っ た 時 期 と 一 番

充 実 し た 時 期 」 の 大 学 適 応 感 に 差 が 見 ら れ る か を 検 討 す る た め に 、

友 人 選 択 パ タ ー ン（ 無 変 更 型・同 グ ル ー プ 内 変 化 型・別 友 人 選 択 型 ）

を 被 験 者 間 要 因 、 調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 と し 、 大 学 適

応 感 得 点 を 従 属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た が 、友 人 選 択

パ タ ー ン の 主 効 果 お よ び 、 友 人 選 択 パ タ ー ン と 時 点 の 有 意 な 交 互 作

用 は 見 ら れ な か っ た 。 し た が っ て 次 に 、 新 友 人 の 友 人 選 択 パ タ ー ン

の 同 グ ル ー プ 内 変 化 型 ・ 別 友 人 選 択 型 を 「 変 更 型 」 に 再 統 合 し た 。

「 無 変 更 型 」 と は 、 入 学 初 期 に 選 択 し た 1 番 親 し い 友 人 を 、 3 回 の

調 査 間 中 一 度 も 変 更 し な か っ た 群 で あ り 、「変 更 型 」は 少 な く と も 一

度 以 上 友 人 を 変 更 し た 協 力 者 を 統 合 し た 群 で あ る 。  

友 人 選 択 パ タ ー ン （ 無 変 更 型 ・ 変 更 型 ） に よ っ て 大 学 適 応 感 に 差

が 見 ら れ る か を 検 討 す る た め に 、友 人 選 択 パ タ ー ン を 被 験 者 間 要 因 、

調 査 時 点 を 被 験 者 内 要 因 の 独 立 変 数 と し 、 大 学 適 応 感 得 点 を 従 属 変

数 と す る 2 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。「 大 学 入 学 時 と 現 在 」 に お け

る 大 学 適 応 感 で は 、 時 点 及 び 選 択 パ タ ー ン の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

（ 時 点 ： F ( 1 , 7 8 )＝ 6 8 . 2 1 , p < . 0 0 1； 選 択 ： F ( 1 , 7 8 )＝ 4 . 7 2 , p < . 0 5）、 変

F値
上段＝時点

中段＝友人選択

n =58 n =46 下段＝交互作用

5.68 5.43 110.95***

(0.70) (0.91) 7.28**

4.50 3.99 1.12
(1.02) (1.13) 　

4.32 4.04 187.52***

(1.05) (1.09) 3.64
　

5.86 5.63 0.05
(0.64) (0.74)

（　　）はSD ***p<.001  　**p<.01

新友人 旧友人

Table6-3-3.　友人選択別の適応感（「現在‐入学時」「辛い時‐充実期」）の平均値
とSD

現在

入学時

辛い時

充実期
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更 型 の 適 応 感 得 点（ 4 . 9 8 点 ）が 無 変 更 型 の 得 点（ 4 . 6 2 点 ）よ り も 高

か っ た 。「友 人 関 係 で 辛 か っ た 時 と 充 実 し て い た 時 」に お け る 大 学 適

応 感 で は 、 時 点 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た が （ F ( 1 , 7 8 ) ＝

1 3 9 . 2 7 , p < . 0 0 1）、 時 点 と 選 択 パ タ ー ン の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た

た め （ F ( 1 , 7 8 )＝ 4 . 3 9 , p < . 0 5）、 時 点 お よ び 友 人 選 択 パ タ ー ン 別 に 単

純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 充 実 期 よ り も 辛 い 時 期 で 大 学

適 応 感 得 点 が 高 く 、 ま た 「 友 人 関 係 で 辛 か っ た 時 」 に お い て 「 変 更

型 」 の 適 応 感 得 点 ( 4 . 4 2 点 )が 「 無 変 更 型 」 の 得 点 ( 3 . 7 9 点 )よ り も 有

意 に 高 か っ た ( Ta b l e 6 - 3 - 4 参 照 )。  

 

 

( 3 ) - 5  回 想 的 調 査 面 接 に よ る 親 密 化 過 程 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影

響  

第 5 章 で 得 ら れ た 、 本 研 究 の 親 密 化 過 程 の 類 型 が 、 大 学 適 応 感 に

及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 。 本 分 析 で は 、 類 型 化 に よ る 各 時 点 の 適 応 感

を 検 討 す る た め に 時 点 別 の 分 析 を 採 用 し た 。  

類 型 化 の 型 を 被 験 者 間 要 因 、 各 時 点 の 適 応 感 得 点 を 従 属 変 数 と す

る 1 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た ( Ta b l e 6 - 3 - 5 参 照 )。  

そ の 結 果 、「 入 学 時 」、「辛 い 時 期 」、「充 実 時 期 」で は い ず れ も 類 型

化 の 型 の 有 意 な 主 効 果 見 ら れ な か っ た （ 入 学 時 : F ( 6 , 9 7 )＝ . 5 4 , n . s . ;  

辛 い 時 期 : F ( 6 , 9 7 )＝ . 4 0 , n . s . ;  充 実 時 : F ( 6 , 9 7 )＝ 1 . 7 1 , n . s .）。現 在 で は

類 型 化 の 型 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ ( F ( 6 , 9 7 )＝ 2 . 2 7 , p < . 0 5 )、 Tu k e y

の 多 重 比 較 を 行 っ た と こ ろ 、 二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 の 現 在 の

適 応 感 得 点 ( 5 . 7 2 点 )が 、 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 ( 4 . 5 8 点 )よ り も 高 か っ

た 。  

F値
上段＝時点

中段＝友人選択

n=19 n=61 下段＝交互作用

5.39 5.61 68.21***

(1.06) (0.70) 4.72*

3.84 4.43 1.08
(1.43) (1.00) 　

3.79 4.42 139.27***

(0.89) (1.03) 3.30
　

5.74 5.78 4.39*

(0.87) (0.63)

（　　）はSD

充実期

***p<.001  　*p<.05

Table6-3-4. 友人選択過程の適応感（「現在‐入学時」「辛い時‐充実期」）の平均
値とSD

現在

入学時

辛い時

無変更型 変更型
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次 に 、 共 通 の 友 人 を 含 む 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影

響 を 検 討 す る た め に 、 第 5 章 第 4 節 で 明 ら か に さ れ た 、 選 択 友 人 ・

友 人 グ ル ー プ の 関 係 変 化 を も た ら し た 出 来 事 （ 以 下 「 関 係 変 化 」 と

表 記 す る：判 定 項 目 ③ ）、お よ び 、選 択 友 人 と だ け の 経 験・行 動 の 共

有 （ 以 下 「 個 別 行 動 」 と 表 記 す る ： 判 定 項 目 ④ ） の 有 無 を 被 験 者 間

要 因 の 独 立 変 数 、大 学 適 応 感 得 点 を 従 属 変 数 と す る 2 要 因 の 分 散 分

析 を 行 っ た 。 尚 、 本 分 析 で は 、「 二 者 関 係 専 心 型 （ Ⅰ 型 ）」 の 4 ケ ー

ス は 共 通 友 人 が 抽 出 さ れ な い た め 分 析 か ら 除 外 す る 。 ま た 、 各 時 点

で の 適 応 感 得 点 で 検 定 を 行 っ た 。  

「 現 在 」 の 適 応 感 得 点 で は 、 関 係 変 化 お よ び 個 別 行 動 の 有 意 な 主

効 果 が 見 ら れ た が （ 変 化 ： F ( 1 , 9 6 )＝ 5 . 8 6 , p < . 0 5・ 個 別 ：  F ( 1 , 9 6 )＝

5 . 3 9 , p < . 0 5）、関 係 変 化 と 個 別 行 動 の 有 意 な 交 互 作 用 が 見 ら れ た た め

（ F ( 1 , 9 6 )＝ 6 . 2 2 , p < . 0 5）、 各 要 因 別 に 単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 っ た 。

そ の 結 果 、関 係 変 化 な し 群 で 、個 別 行 動 あ り 群（ 5 . 6 2 点 ）の 適 応 感

得 点 が 、個 別 行 動 な し 群（ 4 . 5 8 点 ）の 得 点 よ り も 高 く 、個 別 行 動 な

し 群 で 、関 係 変 化 あ り 群（ 5 . 6 4 点 ）の 適 応 感 得 点 が 、関 係 変 化 な し

群 の 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。  

充 実 期 の 適 応 感 得 点 で は 、 個 別 行 動 の 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

（ F ( 1 , 9 6 )＝ 5 . 3 8 , p < . 0 5）、 個 別 行 動 有 群 の 適 応 感 得 点 （ 5 . 6 1 点 ） が

個 別 行 動 無 群 の 得 点 （ 5 . 3 1 点 ） よ り も 有 意 に 高 か っ た 。  

「 入 学 時 」 お よ び 「 辛 い 時 期 」 に お け る 適 応 感 で は 、 有 意 な 主 効

果 お よ び 交 互 作 用 は 見 ら れ な か っ た （ Ta b l e 6 - 3 - 6 参 照 ）。  

Table.6-3-5回想的面接調査の親密化過程類型によ適応感得点の平均値とSD

 二者関係専心型
グループ関係維持

型

二者中心グループ

関係維持型

グループ関係変動

型

二者中心グループ

関係変動型

二者先行グループ

関係変動型

二者先行中心グ

ループ関係変動型

5.96 4.58 5.62 5.70 5.72 5.44 5.38
(.21) (.89) (.77) (.67) (.63) (.51) (1.09)
4.17 4.47 4.51 4.47 4.13 4.33 4.03
(1.50) (.93) (1.19) (1.12) (1.12) (.44) (.99)
3.88 3.83 4.10 4.37 4.26 3.95 4.36
(1.41) (.98) (1.02) (1.15) (1.03) (.25) (1.30)
6.21 5.08 5.87 5.75 5.84 5.44 5.63
(.32) (.50) (.64) (.67) (.65) (1.06) (.81)

今現在

入学時

辛い

充実
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( 4 )  考 察  

 

第 3 節 で は 、第 3 章 か ら 第 5 章 で 明 ら か に さ れ た 友 人 関 係 及 び 親

密 化 過 程 の 様 相 が 、第 2 節 で 選 定 し た 大 学 適 応 感 項 目 に 及 ぼ す 影 響

を 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 第 1 に 、本 節 で 測 定 し た 4 時 点 (現 在・入 学 時・友 人 関 係 で 辛 い 時

期・友 人 関 係 で 充 実 し て い た 時 期 )の 時 点 間 の 差 異 を 検 討 し た と こ ろ 、

友 人 関 係 で 充 実 し て い た 時 期 の 大 学 適 応 感 が 他 の 時 点 よ り も 高 か っ

た 。 つ ま り 、 友 人 関 係 の 充 実 し て い た 時 に は 大 学 適 応 感 が 高 ま る こ

と を 示 す 結 果 で あ る 。 ま た 現 在 の 大 学 適 応 感 は 入 学 時 と 友 人 関 係 で

辛 い 時 期 よ り も 得 点 が 高 か っ た 。 つ ま り 、 大 学 生 に と っ て 最 終 学 年

と な る 大 学 4 年 時 の 適 応 感 は 入 学 時 よ り も 高 ま る こ と を 示 す 結 果 で

あ る 。  

第 2 に 、 大 学 1 - 2 年 時 に 測 定 し た 一 番 親 し い 友 人 に 対 す る 各 指 標

の 推 移 が 、大 学 4 年 時 に 測 定 し た 入 学 時 の 適 応 感（ 回 想 に よ る も の ）

と 面 接 調 査 時 点 で の 「 現 在 」 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し

た 。第 1 に 、大 学 4 年 時 の 回 想 に よ る 入 学 時 の 適 応 感 が 、拒 否 感 情 ・

深 さ と 対 等 さ の 関 係 認 知 の 切 片 に 有 意 な 影 響 力 が 示 さ れ 、 入 学 時 の

適 応 感 が 高 ま る と 拒 否 感 情 の 初 期 値 が 低 く な り 、 深 さ と 対 等 さ の 関

係 認 知 が 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 こ の 結 果 は 、 入 学 し た 当 初 の 新 入

生 が 内 的 に 安 定 し た 適 応 状 態 を 持 つ こ と が 新 し く で き た 友 人 に 対 す

る 不 安 ・ 拒 否 を 示 す 感 情 を 低 下 さ せ 、 そ の 友 人 と の 関 係 に つ い て よ

T a b l e 6 - 3 - 6 . 　 親 密 化 過 程 に お け る 関 係 変 化 と 個 別 行 動 の 有 無 に よ る 大 学 適 応 感 得 点

F値

個別行動あり 個別行動なし 個別行動あり 個別行動なし 上段＝関係変化

中段＝個別行動

下段＝交互作用

現在 5.60 5.64 5.62 4.58 5 . 8 6*

( 0 . 8 2 )  ( 0 . 6 2 )  ( 0 . 7 7 )  ( 0 . 8 9 )  5 . 3 9*

6 . 2 2*

入 学 時 4 . 1 0 4 . 4 4 4 . 5 1 4 . 4 7 0 . 5 8

( 1 . 0 7 ) ( 0 . 9 9 ) ( 1 . 1 9 ) ( 0 . 9 3 ) 0 . 2 5

0 . 4 1

辛 い 時 期 4 . 3 0 4 . 2 7 4 . 1 0 3 . 8 3 1 . 1 6

( 1 . 1 2 ) ( 1 . 0 2 ) ( 1 . 0 2 ) ( 0 . 9 8 ) 0 . 2 5

0 . 1 8

充 実 期 5 . 7 7 5 . 6 8 5 . 8 7 5 . 0 8 1 . 7 6

( 0 . 7 1 )  ( 0 . 7 4 )  ( 0 . 6 4 )  ( 0 . 5 0 )  5 . 5 1*

3 . 4 9

（ 　 　 ） は S D *p< . 0 5

関 係 変 動 あ り 関 係 変 動 な し

n=6n=28n=53 n=13
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り 深 く 、 ま た 対 等 で あ る と い う 認 知 を し て い る こ と で あ り 、 入 学 時

の 適 応 感 が 高 い こ と は 友 人 に 対 す る 安 定 し た ポ ジ テ ィ ブ な 評 定 に つ

な が る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 入 学 時 の 適 応 感 が 親 和 的 行 動

の 推 移 （ 傾 き ） に 弱 い が 正 の 影 響 が 示 さ れ た こ と は 、 初 期 に 評 定 に

と ど ま ら ず 、 入 学 当 初 の 適 応 感 が 、 そ の 後 の 親 和 的 な 行 動 の 頻 度 を

予 測 す る こ と を 示 し た 。 こ の モ デ ル に つ い て 、 注 意 す べ き 点 と し て

は 、入 学 時 の 適 応 感 は 大 学 4 年 時 の 回 想 の 上 で の 回 答 で は あ る た め

の 歪 み が 想 定 さ れ る と こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 複 数 の 指 標 で 入

学 時 の 適 応 感 の 影 響 と の 関 連 が 示 さ れ た こ と は 、 入 学 時 の 友 人 関 係

と 適 応 感 と の 関 連 が 確 認 で き た と 考 え る 。 ま た 、 9 つ の 友 人 に 対 す

る 指 標 の う ち 4 つ の 指 標 で は 、 適 応 感 と 1 - 2 年 時 に 測 定 し た 指 標 の

推 移 間 に 有 意 な パ ス が 得 ら れ ず 、 影 響 関 係 を 確 認 で き な か っ た 。 ま

た 、 現 在 の 適 応 感 に 影 響 す る パ ス は 、 感 情 的 な 認 知 の 傾 き か ら 得 ら

れ た 、 負 の 有 意 傾 向 の パ ス の み で あ っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 大 学 1 - 2

年 時 に 測 定 し た 一 番 親 し い 友 人 に 対 す る 評 定 の 初 期 値 と そ の 推 移 は 、

大 学 4 年 時 の 適 応 感 を 予 測 し な い こ と を 示 す も の で あ る 。 大 学 1 - 2

年 時 の 友 人 関 係 で は 、友 人 選 択 の 推 移 が 示 す よ う に ま だ 4 割 以 上 の

大 学 生 が 一 番 の 友 人 を 変 化 さ せ て い る 。 ま た 回 想 に よ る 面 接 結 果 か

ら 大 学 2 年 以 降 に は 、資 格 の 選 択 、就 職 活 動 、卒 論 等 大 学 4 年 時 の

至 る 過 程 の 中 で 、 様 々 な 出 来 事 を 経 験 し 、 友 人 関 係 の 親 密 化 も そ の

経 験 に 依 存 し 変 化 す る こ と が 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 大 学 1 - 2 年

生 の 評 定 が 、大 学 4 年 時 の 大 学 適 応 感 と の 関 連 を 示 さ な か っ た こ と

は 、 そ れ 以 後 の 友 人 関 係 に お け る 様 相 が 重 要 と な る こ と を 示 す 結 果

で あ る 。 こ の 検 討 に 関 し て は 、 5 回 の 質 問 紙 調 査 お よ び 4 年 時 の 面

接 調 査 に す べ て 参 加 し た 協 力 者 ( 5 3 名 )の み の 分 析 で あ り サ ン プ ル 数

の 限 界 が あ っ た 。 本 研 究 の 協 力 者 の 一 部 の デ ー タ の 結 果 で あ り 、 分

析 方 法 を 再 検 討 す る 必 要 も あ ろ う 。  

第 3 に 大 学 4 年 生 の 面 接 調 査 時 点 に お い て 、一 番 親 し い 友 人 が 新

友 人 と 旧 友 人 で あ る 場 合 の 大 学 適 応 感 を 検 討 し た 。大 学 4 年 時 に「 新

友 人 」 が 一 番 親 し い 友 人 と 選 択 し た 群 の 適 応 感 は 、「 現 在 ‐ 入 学 時 」

の 時 点 に お い て 、「旧 友 人 」が 親 し い と 選 択 し た 群 の 得 点 よ り も 有 意

に 高 か っ た 。 P a u l  &  B r i e r ( 2 0 0 1 )は 大 学 入 学 後 も な お 旧 友 人 を 強 く

思 う 感 情 は 大 学 入 学 後 の 孤 独 感 を 高 め る こ と を 指 摘 し て い る が 、 本

研 究 の 結 果 も こ の 知 見 を 支 持 す る も の で あ っ た 。 つ ま り 大 学 内 に 一

番 親 し い と 呼 べ る 親 友 が で き た こ と は 、 大 学 生 活 全 体 へ の 適 応 感 を

高 め る こ と を 示 す 結 果 で あ る 。  

第 4 に 新 友 人 の 友 人 選 択 よ る 大 学 適 応 感 得 点 の 比 較 で は 、 大 学 入

学 時 と 現 在 の 時 点 に お い て 、 友 人 を 変 更 し た 群 の 適 応 感 得 点 が 、 友

人 を 一 度 も 変 更 し な か っ た 群 よ り も 高 か っ た 。 つ ま り 、 大 学 に 入 学

し て か ら の 過 程 に お い て 初 期 に 選 択 し た 一 番 親 し い 友 人 よ り も 別 の
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親 し い 友 人 が 出 現 し た 方 が 全 体 と し て の 適 応 感 を 高 め る こ と が 示 唆

さ れ た 。 さ ら に 友 人 関 係 で 辛 い 経 験 を し た 時 期 に お い て 、 友 人 を 変

更 し た 群 の 適 応 感 得 点 が 、 友 人 を 一 度 も 変 更 し な か っ た 群 よ り も 高

く 、 友 人 関 係 が 充 実 し て い た 時 期 で は 差 は み ら れ な か っ た 。 友 人 関

係 の 充 実 し た 経 験 を し た 時 に は そ の 選 択 パ タ ー ン に 関 わ ら ず 、 適 応

感 が 高 く 評 定 さ れ る こ と を 示 唆 し た 。 初 期 の 親 し い 友 人 を 変 更 し た

群 は 、 少 な く と も 初 期 に 選 択 し た 友 人 よ り も 、 仲 の 良 い 、 印 象 の 良

い 人 物 が 4 年 間 の 学 生 生 活 の 中 で 、出 現 し た こ と を 示 す 。第 4 章 第

4 節 で 検 討 し た よ う に 、 そ の 変 更 に つ い て は 、 同 じ グ ル ー プ 内 で 親

し い 友 人 を 変 更 し た 場 合 と 別 の 友 人 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 選 択 さ れ

た 場 合 の 変 更 も あ る 。 こ の 変 更 の 意 味 は 、 少 な く と も 一 度 も 友 人 を

変 更 し な か っ た 群 よ り も グ ル ー プ 内 ま た は グ ル ー プ 外 の 友 人 と の 活

発 な 友 人 関 係 を 経 験 し て き た 結 果 変 更 さ れ た 可 能 性 が あ る 。 友 人 関

係 で 辛 い こ と が 生 じ た 時 期 に は 、 多 様 な 友 人 関 係 内 で の 経 験 し て い

る こ と が 、 大 学 生 活 に お け る 適 応 感 を 高 め る こ と を 示 唆 す る も の で

あ る 。  

第 5 に 、第 5 章 で 検 討 さ れ た 親 密 化 過 程 の 様 相 と 適 応 感 の 関 連 に

つ い て 、 検 討 し た 。 親 密 化 過 程 の 7 つ の 類 型 に よ る 検 討 で は 、 現 在

の 適 応 感 の み で 差 が み ら れ 、「 二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 」 で は 、

「 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 」 よ り も 面 接 調 査 時 点 で の 高 い 適 応 感 を 報 告

し た 。 親 密 化 過 程 に お け る 関 係 変 動 お よ び 個 別 行 動 の 判 定 項 目 に よ

る 検 討 で も 、 現 在 の 適 応 感 に つ い て 、 関 係 の 変 化 な く 、 選 択 し た 友

人 と の 個 別 の 経 験 や 行 動 が 確 認 さ れ な い 群 に お け る 適 応 感 が 低 く 、

同 様 の 結 果 を 得 て い る 。 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 の 特 徴 は 、 大 学 4 年 間

の 過 程 の 中 で 、 選 択 友 人 と の 親 密 化 過 程 が グ ル ー プ 関 係 と 同 時 に 成

立 し 、 グ ル ー プ 関 係 が 変 動 せ ず 維 持 さ れ 、 協 力 者 と 一 番 と 選 択 さ れ

た 友 人 と の 特 別 の 行 動 が 確 認 さ れ な か っ た こ と で あ る 。 す な わ ち 、

大 学 生 の 友 人 関 係 で は 、 過 程 の 中 で の 様 々 な 経 験 に よ っ て 関 係 変 化

を 経 て 現 段 階 の 関 係 が 形 成 さ れ る こ と や 、 関 係 変 化 が な く と も 過 程

の 中 で 一 番 親 し い 友 人 と の 特 別 な 行 動 や 経 験 が 認 知 さ れ る こ と が 、

関 係 が 変 動 せ ず グ ル ー プ 関 係 が 維 持 さ れ る ケ ー ス よ り も 、 大 学 生 活

の 適 応 感 を 高 め る こ と を 示 唆 す る も の で あ る 。 ま た 、 友 人 関 係 で 充

実 し て い た 時 の 適 応 感 で は 、個 別 行 動 が あ る 群 の 適 応 感 が 高 か っ た 。

充 実 期 は 、 他 の 時 点 よ り も 適 応 感 が 高 い が 、 そ の 中 で も 個 別 行 動 が

あ る 群 の 適 応 感 が 特 に 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

本 節 で 測 定 し た 適 応 感 に つ い て は 課 題 が 存 在 す る 。 本 章 で 使 用 し

適 応 感 は 、 面 接 時 の 回 想 に よ る 「 適 応 感 」 で あ る 。 す な わ ち 、 回 想

的 調 査 面 接 の 発 話 同 様 に 回 想 に よ っ て 適 応 感 が 歪 め ら れ 評 定 さ れ た

可 能 性 は 否 定 で き な い 。 今 後 の 展 望 と し て 、 少 な く と も 入 学 時 に 測

定 し た 適 応 感 と 現 在 の 適 応 感 の 変 動 を 再 度 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
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第 4 節   大 学生 の友 人関 係に お ける親 密化 過程 と適 応感 に

関する 検討 （質 的デ ータ によ る検 討）  

 

( 1 )  目 的  

 

第 3 節 で は 、第 3 章 か ら 5 章 で 検 討 さ れ て き た 追 跡 的 研 究 お よ び

回 想 的 調 査 面 接 で 抽 出 さ れ た 親 密 化 過 程 と 適 応 感 と の 関 連 に つ い て

量 的 な 分 析 手 法 に よ り 検 討 し て き た 。  

第 4 節 の 目 的 は 第 5 章 で 明 ら か に さ れ た 大 学 生 の 友 人 関 係 に お け

る 親 密 化 過 程 と 大 学 適 応 感 と の 関 連 に つ い て 、 大 学 適 応 感 の 得 点 に

特 徴 あ る 群 の 発 話 か ら 質 的 な 検 討 を 行 う こ と で あ る 。  

 

( 2 )  方 法  

 

( 2 ) - 1  調 査 協 力 者  

面 接 調 査 に 参 加 し た 1 0 4 名（ 男 性 3 1 名・女 性 7 3 名 ）の 大 学 4 年

生 の う ち 、 面 接 調 査 か ら 得 ら れ た 発 話 に つ い て 分 析 対 象 と な っ た の

は 2 1 名 （ 男 性 2 名 ・ 女 性 1 9 名 ） で あ っ た 。  

 

( 2 ) - 2  調 査 時 期  

( 2 ) - 3  面 接 調 査 の 手 続 き  

第 5 章 第 4 節 に 記 載 済 み で あ る た め 、 本 節 で は 詳 細 を 割 愛 す る 。 

 

( 2 ) - 4  質 問 紙 の 内 容  

 第 3 節 で 記 載 済 み で あ る た め 、本 節 で は 詳 細 を 割 愛 す る 。本 節 で

は 、 適 応 感 に 特 徴 あ る 群 の 選 定 に つ い て 、 入 学 時 の 適 応 感 と 現 在 の

適 応 感 の み を 使 用 す る 。  

 

( 3 )  結 果  

 

( 3 ) - 1  適 応 感 得 点 に よ る 協 力 者 の 選 定 過 程  

大 学 適 応 感 得 点 の う ち 、 現 在 と 面 接 調 査 時 点 で 回 想 さ せ た 入 学 時

の 適 応 感 得 点 を 使 用 し 、得 点 の 上 位 5 名 と 下 位 5 名 の 協 力 者 を 選 出

し た 。第 1 グ ル ー プ は 現 在 の 適 応 感 高 群 、第 2 グ ル ー プ は 入 学 時 の

適 応 感 高 群 、第 3 グ ル ー プ は 現 在 の 適 応 感 低 群 、第 4 グ ル ー プ は 入

学 時 適 応 感 低 群 で あ る ( Ta b l e 6 - 4 - 1 参 照 )。  
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第 2 に 「 入 学 時 の 適 応 感 得 点 」 と 「 現 在 － 入 学 時 の 適 応 感 の 変 動

得 点 」 と の 関 連 を 検 討 し 、 特 徴 群 2 1 名 の 適 応 感 が 入 学 時 か ら ど の

よ う に 変 動 し て い る か を 検 討 し た 。 面 接 調 査 に 協 力 し た 全 協 力 者 の

人 数 （ n = 1 0 4） か ら 各 3 群 に グ ル ー プ 分 け し 、 ク ロ ス 集 計 を 行 っ た

上 で 、上 記 で 選 出 し た 4 群 の 協 力 者 が ど の 群 に 属 す る か を 確 認 し た

（ Ta b l e 6 - 4 - 2 参 照 ）。  

そ の 結 果 、「 入 学 時 の 適 応 感 低 － 変 動 高 群 」 に は 、 第 1 グ ル ー プ

全 員 と 第 4 グ ル ー プ 5 名 中 4 名 ( N o 11 の 協 力 者 を 除 く )が 属 し て い た 。

「 入 学 時 の 適 応 感 が 高 群 － 変 動 低 群 （ － 方 向 も し く は 少 な い ＋ 方 向

群 ）」に は 第 2 グ ル ー プ 全 員 が 属 し て い た 。第 3 グ ル ー プ は 、 6 名 中

5 名 ( N o 11 の 協 力 者 を 除 く )が 変 動 低 群 に 属 し 、入 学 時 の 適 応 感 に つ

い て は 、 高 ・ 中 ・ 低 の 全 て の 群 に 協 力 者 が 存 在 す る 結 果 と な っ た 。  

 

適応特徴グ

ループ
ID SEX

現在の適応感

得点

入学時の適応感

得点
親密化過程の類型

1 女性 7.00 2.33 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

2 男性 6.83 2.50 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

3 男性 6.83 2.50 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

4 女性 6.83 3.83 Ⅳ：グループ関係変動型

5 女性 6.83 3.50 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型

6 女性 6.17 6.55 Ⅳ：グループ関係変動型

7 女性 6.50 6.33 Ⅵ：二者先行グループ関係変動型

8 女性 6.00 6.33 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

9 女性 5.00 6.33 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

10 女性 6.00 6.17 Ⅰ：二者関係専心型

11 女性 2.50 1.67 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型

12 女性 3.17 4.67 Ⅱ：グループ関係維持型

13 女性 3.83 5.00 Ⅱ：グループ関係維持型

14 女性 4.00 4.83 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型

15 女性 4.17 5.00 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

16 女性 4.17 3.83 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型

※重複11 女性 2.50 1.67 　

17 女性 4.33 1.67 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型

18 女性 5.33 2.17 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型

19 女性 5.17 2.17 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型

20 女性 5.00 2.17 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型

21 女性 4.33 2.17 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型

Table6-4-1. 適応感得点に特徴がみられる協力者の得点と親密化過程の類型

第

1

グ

ル
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プ

（
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)
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以 上 の 結 果 か ら 、 適 応 感 の 変 動 に は 特 徴 あ る グ ル ー プ 群 が 存 在 す

る こ と が 明 ら か に な っ た 。 し た が っ て 、 次 に 個 人 の 発 話 を 抽 出 し 質

的 な 検 討 を 行 っ て い く 。 発 話 に つ い て 、 個 人 情 報 に 関 わ る 部 分 は 、

著 者 が 文 言 を 変 更 し て 使 用 す る が 、 原 則 と し て 協 力 者 か ら 得 ら れ た

発 話 を 使 用 す る 。  

 

( 3 ) - 2  現 在 の 適 応 感 高 群（ 第 1 グ ル ー プ ）上 位 5 名 に お け る 親 密 化

過 程 の 発 話 と 適 応 感  

現 在 の 適 応 感 高 群 上 位 5 名 の 親 密 化 過 程 お よ び 大 学 生 活 へ の 影 響

を 述 べ た 発 話 に つ い て 抜 粋 し 、 記 述 し た う え で 、 全 体 的 特 徴 に つ い

て ま と め て い く ( Ta b l e 6 - 4 - 3 参 照 )。  

 

( 3 ) - 2 - 1  現 在 の 適 応 感 高 群 上 位 5 名 の 個 人 発 話  

N o 1（ 現 在 7 . 0 0 点 ・ 入 学 時 2 . 3 3 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 高 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

は 他 大 学 で あ る が 、同 じ 市 内 で あ る た め 、交 流 は 続 い て い る 。「大 学

入 学 し た 時 に と て も 嫌 で な じ め な い と い う こ と 、 ず っ と 友 達 も あ ま

り で き な く て 、 泣 き な が ら 大 学 辞 め た い 」 と い う 入 学 当 時 の 気 持 ち

を A に 相 談 し て い る こ と が き っ か け で 親 友 だ と 認 知 し た 。  

新 友 人（ B）は 授 業 で 知 り 合 っ た 同 学 科 の 友 人 を 選 択 し て い る が 、

大 学 １ 年 生 の 時 に は 全 く 一 緒 に は い な か っ た こ と 、 B に 対 す る 印 象

が 悪 く 、 遠 ざ け て い た と こ ろ が あ る こ と を 報 告 し て い る 。 グ ル ー プ

と し て は 1 0 人 の 共 通 友 人 が お り 、 そ の 中 に は 高 校 が 同 じ 友 人 も い

る 。 1 年 生 の 時 は 新 し い 友 達 と か 新 し い 人 、 環 境 に 抵 抗 や 拒 否 反 応

も 大 き か っ た が 、 2 年 生 に な り サ ー ク ル が 一 緒 に な っ た こ と と 、 1

年 生 の 時 の 気 持 ち も 落 ち 着 い て き て 、 B を 受 け 入 れ ら れ た と い う 意

識 の 変 化 が あ っ た 。 大 学 2 年 生 時 か ら 、 こ の メ ン バ ー 全 員 で 、 誕 生

Table6-4-2.入学時の適応感(3群)と適応感の変動(3群)の関連（人数）

  合計

-1.5から0.5
（低）

.66から
1.84(中)

2.00から
4.67（高）

低群（1.67～3.83） 1 4 25 30

中群（4.00～4.67） 7 23 9 39

高群（4.83～6.50） 26 9 0 35

合計 34 36 34 104

変動群

入学群
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会 を 開 く よ う に な り 、 グ ル ー プ と し て の 友 人 関 係 も 充 実 し つ つ あ る

状 況 に あ っ た 。 B と の 親 密 化 の き っ か け は 、 3 年 時 の 2 人 で 一 緒 に

行 っ た バ イ ト で あ っ た 。 そ の 際 、 2 人 で 協 力 し 合 っ て 、 大 変 だ っ た

経 験 を 経 て 仲 良 く な っ た と い う き っ か け を 報 告 し て い る 。 そ の 後 実

習 の 辛 さ を お 互 い に 励 ま し あ う 関 係 に 発 展 し 、 心 を 開 く 相 手 に な っ

た 。 大 学 4 年 時 の 現 在 は 、 就 職 の 進 路 も 違 う た め 、 バ ラ バ ラ に 過 ご

す 時 間 も 多 い が 、 B と は 気 晴 ら し に 一 緒 に 過 ご す こ と も あ る 。 B の

選 択 理 由 と し て「 一 番 、私 が 困 っ た 時 、頑 張 っ て と 言 っ て く れ た 人 。

ほ め て く れ た し 大 丈 夫 と 言 っ て く れ た 人 」 で あ る こ と を 報 告 し た 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 大 学 に 入 っ た 時 は 、

本 当 に 、 高 校 か ら の 友 人 も い た け ど 、 な じ め な か っ た 。 友 達 も 新 し

い 友 達 な ん か い ら な い と い う 自 分 の 中 の 反 発 が あ っ た 。 友 達 が で き

て か ら は 、 1 0 人 も で き た 時 、毎 日 楽 し い し 、み ん な に 会 え る の が 楽

し み で 学 校 に 来 る よ う に な っ た 」 と 報 告 し て お り 、 入 学 後 か ら 現 在

に 至 る 意 識 の 変 化 が う か が え る 面 接 で あ っ た 。 N o 1 の 協 力 者 は 、 質

問 紙 調 査 1・ 2・ 3・ 5 に 参 加 し 、 こ の 時 点 で は B は 新 友 人 と し て 選

択 さ れ て い な い 。共 通 す る 友 人 グ ル ー プ 内 で 友 人 が 選 択 さ れ て い た 。 

 

N o 2（ 現 在 6 . 8 3 点 ・ 入 学 時 2 . 5 0 点 ） 男 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 高 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

は 他 大 学 で あ り 、協 力 者 は 浪 人 し て い る た め 、現 在 A は 社 会 人 で あ

る 。 協 力 者 が 大 学 入 学 後 、 学 年 が 上 が る に つ れ て 、 そ の 交 流 の 頻 度

が 多 く な っ て き た こ と を 報 告 し て い る 。  

新 友 人 （ B） は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科 の 友 人 を

選 択 し て い る が 、 同 じ サ ー ク ル に も 参 加 し て お り 、 サ ー ク ル の 同 期

（ 2 0 名 ）が 共 通 友 人 で あ る 。１ 年 生 の こ ろ か ら サ ー ク ル 内 の 友 人 関

係 が 活 発 で あ り 、 生 活 の 中 心 で あ る 。 B と は １ 年 生 の 夏 休 み に は 恋

愛 相 談 が で き る 関 係 に な っ た 。 共 通 の 友 人 で あ る 2 0 名 の メ ン バ ー

は 大 学 2 年 時 に は 固 定 し た メ ン バ ー で あ る 。 3 年 生 以 降 、 協 力 者 は

ア ル バ イ ト で も 忙 し い 生 活 を 送 っ て い た が 、 サ ー ク ル の メ ン バ ー と

の 遊 び の 頻 度 は 変 わ ら ず 、 む し ろ 授 業 が 減 っ た こ と で 、 時 間 を 調 整

し や す く な っ た よ う だ 。 就 職 活 動 時 期 に は 、 B に は 相 談 を よ く し て

い た 。 4 年 生 に な っ て 忙 し く な っ た が サ ー ク ル の メ ン バ ー と パ ソ コ

ン 室 に こ も り 、 一 緒 に い る 時 間 は 増 え た 。 昼 は 一 緒 の 場 で 作 業 を し

て 、 夜 は 息 抜 き に 遊 ぶ 関 係 で あ り 、 1 年 生 か ら 現 在 に 至 る ま で 、 サ

ー ク ル の 友 人 関 係 が 密 で 安 定 し て い る 様 子 が う か が え る 面 接 で あ っ

た 。 B の 選 択 理 由 と し て 、「 一 番 近 い 存 在 で 学 科 も 同 じ で あ る こ と 、

一 緒 に い る 時 間 が 長 く 、 相 談 事 も 多 か っ た 」 と 報 告 し て い る 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「一 緒 に 遊 ぶ 友 達 が で

き た の で 、 協 力 で き る 関 係 を 作 れ た 。 そ の 結 果 、 学 科 に 友 達 が あ ま
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り で き な か っ た 。 学 科 で は （ B） と ２ 人 で い る こ と が 多 く て 、 サ ー

ク ル ば か り で 、 偏 り が あ っ た か な と 思 う 。 最 近 は ゼ ミ も あ る の で 、

少 し 関 係 が 広 が っ た と は 思 う 。」 と 報 告 し た 。 N o 2 の 協 力 者 は 、 質

問 紙 調 査 1・ 2・ 3・ 4 に 参 加 し 、 こ の 時 点 で は B は 新 友 人 と し て 選

択 さ れ て い た 。  

 

N o 3（ 現 在 6 . 8 3 点 ・ 入 学 時 2 . 5 0 点 ） 男 性  

 一 番 親 し い 友 人 と し て 幼 稚 園 か ら の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。

高 校 以 降 は 、 別 の 学 校 に 進 学 し て い る が 、 共 通 友 人 を 含 め て 、 現 在

も 交 流 が あ る 。 協 力 者 が 浪 人 し 大 学 に 入 学 し た 後 は 、 大 学 生 の 方 が

時 間 が 作 り や す く 、 頻 繁 に 遊 ん で い る こ と を 報 告 し て い る 。  

 新 友 人 （ B） は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科 の 友 人 を

選 択 し て い る が 、 同 じ 部 活 に 所 属 し て い る 友 人 で あ る 。 共 通 友 人 も

含 め 1 年 生 の 時 の 交 流 は そ れ ほ ど 頻 繁 で は な か っ た 。 2 年 生 に な っ

て 、 協 力 者 が 一 人 暮 ら し を 始 め 、 家 に 遊 び に 来 る よ う に な っ た 。 ま

た B と の 関 係 で は 、部 活 の 中 で の 同 学 年 の 結 束 も あ り 、い っ し ょ に

い る 時 間 が 増 え た こ と を 報 告 し て い る 。 協 力 者 は 、 バ イ ト を 複 数 掛

け 持 ち 、 忙 し い 生 活 で 、 B に 部 活 に 関 し て ま か せ き り に な っ て い た

こ と や レ ポ ー ト や 授 業 で は 助 け て も ら っ た こ と を 報 告 し て い る 。 3

年 以 降 は グ ル ー プ 関 係 と し て よ り も 個 々 の 友 人 関 係 が 充 実 し て い た

よ う だ 。 B の 選 択 理 由 と し て 「 一 緒 に い る 時 間 が 長 い こ と 、 信 頼 し

て も ら っ た と 思 っ て い る こ と 、 学 科 と 部 活 の 仲 間 と 共 有 し て い る こ

と 」 を 報 告 し て い る 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 友 人 に 勉 強 の 面 で 助

け て も ら っ た か ら こ そ 卒 業 が で き る 」 と い う 感 謝 の 気 持 ち を 述 べ て

い る 。「 ま た バ イ ト で 疲 れ 切 り 疲 弊 し た 姿 も 見 せ て い た こ と 」「 B を

中 心 と し て 友 人 が い る こ と が 大 学 生 活 で 重 要 で あ る 」 と 報 告 し た 。

N o 3 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 1・ 2・ 3 回 目 に 参 加 し 、 1 - 2 回 目 調 査

時 点 で は 新 友 人 と し て 別 の 友 人 を 選 択 し 、 3 回 目 調 査 時 点 で B を 選

択 し て い た 。  

 

N o 4（ 現 在 6 . 8 3 点 ・ 入 学 時 3 . 8 3 点 ） 女 性  

 一 番 親 し い 友 人 と し て 、 同 大 学 内 他 学 科 の 新 友 人 （ A） を 選 択 し

て い る 。 共 通 の 友 人 関 係 は 他 3 名 だ が 、 協 力 者 以 外 は 全 員 が 同 じ 学

科 で あ る 。 協 力 者 に は 、 同 学 科 内 に も 5 人 の 友 人 関 係 が あ る が 、 一

番 の 友 人 に は 学 科 の メ ン バ ー は 思 い 浮 か ば な い と い う 。  

 語 学 の 授 業 で 知 り 合 い 週 4 日 一 緒 に 授 業 を 受 け る 関 係 で あ っ た 。

2 年 生 に な る ま で は 、 関 係 は 深 ま っ て お ら ず 、 プ ラ イ ベ ー ト の 付 き

合 い は な い 。 2 年 生 に な り 協 力 者 が 所 属 す る サ ー ク ル に 、 こ の メ ン

バ ー が 入 っ た こ と で 関 係 が ス タ ー ト し て い る 。「 こ の メ ン バ ー は 全 員
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資 格 を 目 指 し て お り 、 同 学 科 内 の 友 人 は 資 格 関 係 の 授 業 を 一 緒 に 受

け る 人 が い な か っ た の で 、 授 業 も 一 緒 に 受 け る よ う に な っ た 」 と い

う き っ か け を 報 告 し て い る 。 3 年 生 は 、 一 緒 の 授 業 も 多 く 、 何 か し

ら 一 緒 に 行 動 す る 関 係 に 発 展 し た 。 4 年 生 に な り 会 え な い 日 々 が 続

く が 、メ ー リ ン グ リ ス ト を 5 人 で 作 っ て お り 、情 報 を 共 有 し て い る 。

A を 選 択 し た 理 由 と し て 、 一 緒 に い た 時 間 の 長 さ で あ る と 報 告 し た

が 、 そ の ほ か の メ ン バ ー に 対 す る 気 持 ち も 変 わ ら ず 、 一 番 を 決 め る

こ と が 難 し か っ た と 報 告 し て い る 。  

 大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 生 活 の 思 い 出 の 大 半

を 占 め て い る の が こ の 友 人 関 係 で あ り 、 サ ー ク ル 、 勉 強 、 実 習 全 部

に 関 わ っ て い た メ ン バ ー で あ っ た 」 こ と を 報 告 し て い る 。 N o 4 の 協

力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 4 回 目 調 査 時 点 の み で A

を 選 択 し て い た 。  

 

N o 5（ 現 在 6 . 8 3 点 ・ 入 学 時 3 . 5 0 点 ） 女 性  

 一 番 親 し い 友 人 と し て 、 同 大 学 内 他 学 科 の 新 友 人 （ A） を 選 択 し

て い る 。 共 通 す る 友 人 グ ル ー プ の 他 の メ ン バ ー は 異 性 （ 男 性 ） で あ

り 、 協 力 者 以 外 は 同 学 科 の 友 人 関 係 で あ る 。 語 学 の ク ラ ス で 知 り 合

い 、 授 業 を 一 緒 に 受 け る 関 係 に な り 、 1 年 の 6 月 く ら い か ら は 、 5

人 で は 月 に 1 回 、語 学 ク ラ ス 全 体 で も 月 に 1 回 の 学 外 の 付 き 合 い が

で き た 。 2 年 生 に な り 授 業 自 体 が 重 な ら な い こ と か ら 付 き 合 い 頻 度

は 減 少 し た が 、 メ ン バ ー の う ち 2 人 が 一 人 暮 ら し を 始 め て 、 家 に 集

ま る こ と が 増 え た 。 A と の 関 係 で は 2 年 生 に な っ て 買 い 物 に 行 っ た

り 、 同 性 の 友 人 関 係 が で き た 。 3 年 生 で は 、 夏 休 み と か 忘 年 会 と か

の イ ベ ン ト 時 期 に は 集 ま っ た 。 4 年 生 に な り 全 体 と し て は な か な か

機 会 が な い が A さ ん と の 付 き 合 い は 続 い て い る 。 A を 選 択 し た 理 由

と し て 、「 2 年 生 以 降 プ ラ イ ベ ー ト で 2 人 で の 関 係 が で き た 特 別 な 存

在 で あ る こ と 」 を 報 告 し た 。  

大 学 生 活 へ の 影 響 に つ い て 、「 こ の メ ン バ ー の 存 在 が あ る こ と で 楽

し い 関 係 が で き た こ と 、 大 学 生 活 の 遊 び の 部 分 で 後 悔 の な い 生 活 が

送 れ た 」 と 報 告 し て い る 。 N o 5 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加

し て お り 、一 番 親 し い 友 人 と し て 、全 て の 調 査 時 点 で A 以 外 の 友 人

（ 別 グ ル ー プ ） を 選 択 し て い た 。  

 

 ( 3 ) - 2 - 2  現 在 適 応 感 高 群 に お け る 親 密 化 過 程 に お け る 全 体 的 特 徴  

現 在 適 応 感 高 群 の 全 体 的 特 徴 と し て 、 現 在 適 応 感 得 点 と 入 学 時 の

得 点 差 が 非 常 に 大 き く 、 入 学 時 の 適 応 感 を 比 較 的 低 い こ と で あ る 。

現 在 と 入 学 時 の 変 動 得 点 を 算 出 し た と こ ろ 、 そ の 変 動 （ ＋ 方 向 へ の

変 動 ）が 大 き い 上 位 5 名 の 中 に こ の メ ン バ ー が 4 名 ( N o 1・ 2・ 3・ 5 )

入 っ て い た 。こ の グ ル ー プ で は 、旧 友 人 を 選 択 し た の が 3 名（ N o 1・
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2・3）で あ っ た 。3 名 と も 旧 友 人 と 別 々 の 大 学 生 活 を 送 っ て い る が 、

大 学 時 代 の 交 流 が 多 く 、 旧 友 人 と の 関 係 に 特 別 な 気 持 ち を 有 し て い

た 。  

N o 1・ 3・ 4・ 5 は 面 接 で 選 択 し た 友 人 と 1 年 時（ 特 に 前 期 ）に は 、

あ ま り 交 流 が な い か 、別 の 友 人 関 係 も 存 在 し た こ と を 報 告 し て い る 。

第 1 回 目 の 質 問 紙 調 査 で は 、こ の 4 名 は 一 番 親 し い 友 人 と し て 別 の

友 人 を 選 択 し て い る こ と は こ の 発 話 の 状 況 を 裏 付 け る 結 果 で あ る 。  

大 学 2 - 3 年 時 に な る と 、 5 名 と も 選 択 友 人 と の 関 係 が 充 実 し て い

る こ と を 報 告 し て い る 。 4 年 時 の 現 在 は 個 々 の 活 動 が 忙 し く 、 付 き

合 い 頻 度 は 減 っ て い る 協 力 者 は 多 い が 、N o 2  は 一 緒 に 過 ご す 時 間 が

増 え て い る 。 N o 4 は 忙 し い 生 活 の 中 で も メ ー リ ン グ リ ス ト で の 付 き

合 い が あ る こ と 、 N o 1・ 3・ 5 は 全 体 と し て の 関 係 は 難 し い が 、特 に

選 択 友 人 と の 個 別 関 係 が あ る こ と を 報 告 し て い る 。 こ の グ ル ー プ の

特 徴 は 1 年 時 の 友 人 関 係 よ り も 2 - 3 年 時 の 友 人 関 係 が 充 実 し て お り 、

4 年 時 の 現 在 に お い て も ポ ジ テ ィ ブ な 認 知 が 存 在 し て い る こ と が 特

徴 で あ る 。  

 

 

 

( 3 ) - 3  入 学 時 の 適 応 感 高 群（ 第 2 グ ル ー プ ）上 位 5 名 に お け る 親 密

化 過 程 の 発 話 と 適 応 感  

入 学 時 の 適 応 感 高 群 上 位 5 名 の 親 密 化 過 程 お よ び 大 学 生 活 へ の 影

響 を 述 べ た 発 話 に つ い て 抜 粋 し 、 記 述 し た う え で 、 全 体 的 特 徴 に つ

い て ま と め て い く ( Ta b l e 6 - 4 - 4 参 照 )。  

 

( 3 ) - 3 - 1  入 学 時 の 適 応 感 高 群 上 位 5 名 の 個 人 発 話  

N o 6（ 現 在 6 . 1 7 点 ・ 入 学 時 6 . 5 5 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 、 同 大 学 内 他 学 部 の 友 人 （ A） を 選 択 し て

い る 。 A は 高 校 が 同 じ く 、 受 験 の 時 に 知 り 合 っ て い る が 、 高 校 時 代

の 付 き 合 い は 顔 を 知 っ て い る 程 度 で あ る 。 入 学 後 す ぐ に 共 通 友 人 1

名 を 含 め 、 3 人 で 仲 良 く な り 同 サ ー ク ル に 所 属 し た 。 A と は 大 学 で

初 め て の 一 人 暮 ら し の 家 を 一 緒 に 探 し 、 近 く に 居 住 し た 。 ほ と ん ど

毎 日 ど ち ら か の 家 に い て 、 泊 ま っ て い る 状 況 で 、 1 人 で い る 時 間 が

な い ほ ど 頻 繁 な 付 き 合 い で あ っ た 。 2 年 生 に な っ て も 、 毎 日 の 付 き

合 い 頻 度 は 変 化 し な か っ た 。 ま た 協 力 者 に は 同 学 科 内 に も 親 し い 関

ID SEX
現在の適

応感得点

入学時の適

応感得点

新旧友

人選択
親密化過程の類型 新友人の所属 居住 現役・浪人 調査１ 調査２ 調査３ 調査４ 調査５

1 女性 7 2.33 旧 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型
同学科・同サー

クル
親と同居 現役 × × × ― ×

2 男性 6.83 2.5 旧 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型
同学科・同サー

クル
親と同居 浪人 ○ ○ ○ ○ ―

3 男性 6.83 2.5 旧 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型 同学科・同部活
親と同居→一

人暮らし
浪人 × × ○ ― ―

4 女性 6.83 3.83 新 Ⅳ：グループ関係変動型 他学科 親と同居 現役 × × × ○ ×
5 女性 6.83 3.5 新 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型 他学科 親と同居 現役 × × × × ×

Table6-4-3.現在の適応感得点高群（5名）の特徴

×は、面接調査時に選択した人物とは別人物を示す。―は調査データなしを示す ○は、面接調査時に選択した人物と同人物を示す。

調査1～5回目の友人選択との一致状況
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係 が あ り 、 学 校 生 活 で は 同 学 科 内 友 人 関 係 が 充 実 し て い た 。 3 年 生

に な り 、 プ ラ イ ベ ー ト な 付 き 合 い は や や 減 り 、 ゼ ミ ・ 実 習 等 の つ な

が り で 学 科 内 の 友 人 と の 付 き 合 い の 方 が 多 く な っ た 。 4 年 生 現 在 で

も プ ラ イ ベ ー ト な 付 き 合 い は 3 年 生 と 変 わ ら ず に 続 い て い る 。 A を

選 択 し た 理 由 と し て 、「 一 番 の 友 人 を A に す る か 、 学 科 内 の 友 人 に

す る か を 迷 っ た 」 こ と を 報 告 し た 。 A に 対 し て の 特 別 の 気 持 ち が あ

る が 、 友 人 そ れ ぞ れ に 大 切 な 気 持 ち が あ っ た た め 、 1 名 の 選 択 が 難

し か っ た よ う だ 。  

 大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 友 人 関 係 が す な わ ち

生 活 で あ り 、 友 人 関 係 が う ま く 行 か な け れ ば 、 生 活 す べ て が ダ メ に

な っ て し ま う と 感 じ た 。 非 常 に 重 要 な 存 在 で あ っ た 」 と 報 告 し て い

る 。 N o 6 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 A は 大 学 入

学 以 前 の 旧 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で 選 択 し て い た め 、 新 友 人

に つ い て は 、 A 以 外 の 同 グ ル ー プ 内 の 友 人 を 選 択 し て い た 。  

 

N o 7（ 現 在 6 . 5 0 点 ・ 入 学 時 6 . 3 3 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 、 同 大 学 内 同 学 科 の 友 人 （ A） を 選 択 し て

い る 。 A と は 入 学 直 前 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ て い る 。 2

人 と も 1 人 暮 ら し で あ り 、 特 に 協 力 者 は 、 一 人 暮 ら し の さ み し さ を

1 年 の 前 期 に は 強 く 感 じ て お り 、 土 日 は お 互 い の 家 に 泊 ま る な ど 、

付 き 合 い 頻 度 は 非 常 に 多 く 、 他 の 友 人 関 係 と は 違 う も の を 初 期 か ら

感 じ て い た 。大 学 2 年 生 に な り 共 通 友 人 を 含 む グ ル ー プ 関 係 も 多 く

な っ た よ う だ が 、 そ の グ ル ー プ 内 で の 対 人 的 な 葛 藤 も 経 験 し た 。 A

と の 付 き 合 い で は 、１ 年 生 ほ ど の 頻 繁 さ は な く な っ た 。3 年 に な り 、

ア ル バ イ ト を 増 や し た こ と で 友 人 関 係 の 頻 度 が 全 般 的 に 減 っ た が 、

夏 休 み の 実 習 中 に は 、 A や 共 通 友 人 に 頻 繁 に 電 話 で 相 談 し て い た 。

就 職 活 動 で も A に 相 談 す る こ と が 多 く 、就 職 活 動 が 落 ち 着 い て き た

現 在 、 少 し 遊 ぶ 回 数 は 戻 っ て き た こ と を 報 告 し た 。 A さ ん を 選 択 し

た 理 由 と し て 、「 家 族 み た い な な ん で も 話 せ る 関 係 で あ り 、今 は 一 番

近 い し 、 信 頼 し て い る 人 で あ る 」 と 報 告 し た 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 一 人 暮 ら し で 環 境 が

変 わ っ た た め 、 友 人 に 精 神 的 に 頼 っ て い た 部 分 が 多 く 、 支 え て も ら

っ た の が 友 達 で あ っ た 。 楽 し い 時 も 、 辛 い 時 も 一 緒 に い た 存 在 」 で

あ る こ と を 報 告 し た 。 N o 7 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て

お り 、 A は 新 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で 選 択 さ れ て い た 。  

 

N o 8（ 現 在 6 . 0 0 点 ・ 入 学 時 6 . 3 3 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 高 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

は 同 大 学 の 他 学 科 で あ り 、 高 校 時 代 の グ ル ー プ 関 係 （ 男 女 混 合 グ ル

ー プ ） は 大 学 入 学 後 付 き 合 い が 減 っ て し ま っ た が 、 A と の 個 人 の 付
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き 合 い は 増 え て き た 。 2 年 生 の 時 は ア ル バ イ ト 、 恋 愛 、 フ ァ ッ シ ョ

ン の よ う な 話 題 が 中 心 だ っ た が 、 3 年 、 4 年 に な る と 仕 事 、 将 来 、

家 族 関 係 の 悩 み 等 話 す 内 容 が 変 わ っ て い る 。 大 学 2 年 ま で は 、 同 じ

授 業 を 取 る こ と が な く 学 内 で は 別 行 動 で あ っ た が 、 3 - 4 年 時 に は 、

科 目 を 合 わ せ て 履 修 し て お り 、現 在 で は 週 1 回 の 付 き 合 い 頻 度 で あ

る 。  

新 友 人 （ B） は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科 の 友 人 を

選 択 し て い る が 、 共 通 友 人 関 係 を 含 め 、 4 人 で 学 内 を 行 動 す る よ う

に な っ た 。 1 年 生 の 時 は 、 授 業 ・ 学 食 で 過 ご し 月 に 1 回 程 度 は 学 外

で も 遊 ん で い た 。 2 年 生 に な り 協 力 者 が サ ー ク ル や バ イ ト で 協 力 者

の 友 人 関 係 が 広 が っ た た め 、 4 人 で 過 ご す 時 間 は 減 っ て い る 。 3 年

生 に な り 、 授 業 で 一 緒 に な る こ と が 少 な く な っ た の で 、 数 か 月 に 1

回 は 予 定 を 合 わ せ て 遊 ぶ よ う に な っ た 。こ の 時 期 に は B と の 個 人 的

関 係 も 増 え て き た 。 4 年 生 に な り 、 就 職 活 動 を B と す る こ と も あ る

が 、全 体 的 な 付 き 合 い は 減 っ て い る 。旧 友 人 A を 選 択 し た 理 由 と し

て 、「 悩 み と か を 、共 有 で き る 、理 解 し て く れ る 関 係 」で あ り 、新 友

人 B に 対 し て は 、「 授 業 で 一 緒 だ っ た 手 頃 な 存 在 」 で あ る と 報 告 し

た 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 ア ル バ イ ト や サ ー ク

ル で は 、 同 い 年 以 外 の 人 と も 接 す る 機 会 が 会 っ て 、 対 人 関 係 が 広 が

っ た た め 影 響 は 大 き い 」 と 報 告 し た 。 N o 8 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査

1～ 4 回 目 に 参 加 し て お り 、 B は 新 友 人 と し て 、 2・ 4 回 目 で 選 択 さ

れ て い た 。  

 

N o 9（ 現 在 5 . 0 0 点 ・ 入 学 時 6 . 3 3 点 ） 女 性  

新 友 人 （ A） は 入 学 前 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科

の 友 人 を 選 択 し て い る が 、「 入 学 後 数 日 で 1 0 名 の グ ル ー プ 関 係 が 成

立 し た 」 と 報 告 し て い る 。 A と は 、 1 年 生 の 時 に は 特 別 な 意 識 は な

く 、 A は 別 の サ ー ク ル や 高 校 時 代 の 付 き 合 い が 中 心 で あ っ た た め 、

付 き 合 い は 少 な く 、 同 グ ル ー プ 内 で 一 緒 の サ ー ク ル に 所 属 し て い る

メ ン バ ー 数 人 と の 関 係 の 方 が 深 か っ た 。ま た 1 年 時 に は 、協 力 者 は 、

課 外 活 動 に 参 加 し て お り 、 プ ラ イ ベ ー ト は そ の 活 動 の メ ン バ ー と 過

ご す こ と が 多 か っ た 。 学 科 内 の 友 人 と の プ ラ イ ベ ー ト で は 、 グ ル ー

プ 関 係 全 体 と 同 サ ー ク ル に 所 属 し て い る メ ン バ ー と の 付 き 合 い が 中

心 で あ る 。 2 年 生 に な り 、 協 力 者 は 資 格 を 目 指 し 、 友 人 関 係 で も 授

業 で 一 緒 に 受 け る こ と が 中 心 の 生 活 に な っ た 。 レ ポ ー ト を 協 力 す る

な ど 、 グ ル ー プ 関 係 が 増 え て き た 。 3 年 生 に な り 、 A と ゼ ミ が 一 緒

に な り 、 一 緒 に 過 ご す 時 間 も 増 え た が 、 個 人 的 な 付 き 合 い は 特 に な

か っ た 。 3 年 生 の 夏 休 み 以 降 、 協 力 者 が A に 恋 愛 相 談 を す る よ う に

な り 、 4 年 生 に な っ て 個 人 的 に A と 遊 ぶ こ と も あ る 。 グ ル ー プ 全 体
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と し て は 、 3 年 生 以 降 授 業 も バ ラ バ ラ に な り 、 付 き 合 い も 減 っ て き

た 。 グ ル ー プ 全 体 と し て の 付 き 合 い の 誘 い も あ る が 、 協 力 者 自 身 の

予 定 が 合 わ ず 、最 近 は 参 加 で き て い な い 。A を 選 択 し た 理 由 と し て 、

「 ゼ ミ が 一 緒 に な り 、 一 番 相 談 し て い る 回 数 も 多 い し 、 話 し や す い

関 係 に な っ た こ と 」 を 挙 げ て い る 。  

 大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 の ん び り し て い る 人

が 多 く て 、 今 ま で の 友 達 と タ イ プ が 違 っ た 。 平 和 な 感 じ で あ っ た 」

と 報 告 し た 。 N o 9 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 一

番 親 し い 友 人 と し て 、全 て の 調 査 時 点 で A 以 外 の 友 人（ 同 グ ル ー プ

内 ） を 選 択 し て い た 。  

 

N o 1 0（ 現 在 6 . 0 0 点 ・ 入 学 時 6 . 1 7 点 ） 女 性  

新 友 人 （ A） は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科 の 友 人 を

選 択 し て い る が 、 仲 良 く な っ た の は 、 2 年 生 以 降 、 同 じ バ イ ト 先 で

働 く こ と に な っ た こ と で あ る 。 協 力 者 に は 、 同 学 科 内 に 別 の 1 0 人

グ ル ー プ の 友 人 関 係 が あ り 、 1 年 時 の 学 校 生 活 、 プ ラ イ ベ ー ト の 付

き 合 い の 中 心 は こ の 友 人 関 係 で あ っ た 。 A と の 付 き 合 い は ほ と ん ど

な く 、 A と 共 通 す る 友 人 関 係 も な い 。 2 年 生 に な り 、 協 力 者 の 紹 介

で 、 同 じ 職 場 で ア ル バ イ ト す る こ と に な っ た が 、 学 校 生 活 は 別 行 動

だ っ た 。 夏 休 み に は 、 ほ ぼ 毎 日 ア ル バ イ ト を し て い た た め 、 一 緒 に

過 ご す 時 間 が 増 え 、 職 場 の 同 僚 を 含 め て 遊 ん だ り 、 旅 行 に 一 緒 に 行

く よ う な っ た 。大 学 内 の 生 活 は 、 1 0 名 の 友 人 関 係 の う ち 、同 じ ゼ ミ

の メ ン バ ー が 中 心 で あ り 、 A と 一 緒 で は な い 。 A と の 関 係 で は 、 一

度 同 時 に ア ル バ イ ト を 辞 め 、お 互 い の 就 職 活 動 が 落 ち 着 い た 4 年 生

に な っ て か ら 、 一 緒 に 再 度 働 い て い る 。 今 後 2 人 で 旅 行 に 行 く 計 画

も 進 め て い る 。 A を 選 択 し た 理 由 と し て 「 仲 良 く な っ た の が 急 激 で

あ り 、 一 緒 に い て 気 が 合 う こ と 、 楽 な こ と 」 を 挙 げ て い る 。 一 方 学

科 内 の 友 人 関 係 1 0 名 に つ い て は 、「 勉 強 し て い く う え で 一 緒 に 頑 張

っ た 友 人 で あ り 、 人 数 が 多 く て ク リ ス マ ス 会 と か 、 楽 し い 企 画 が 多

か っ た メ ン バ ー だ 」 と 報 告 し た 。  

大 学 生 活 に 友 人 関 係 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 、「 A と の 関 係 に つ い て

は 、 ア ル バ イ ト の し ん ど い こ と を 共 有 す る 関 係 に な り 、 2 人 で 旅 行

に 行 き 始 め て か ら 、 2 人 の 共 通 の 趣 味 に な っ た こ と 」 を 報 告 し た 。

N o 1 0 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 一 番 親 し い 友

人 と し て 、全 て の 調 査 時 点 で A 以 外 の 友 人（ 別 友 人 関 係 ）を 選 択 し

て い た 。  
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( 3 ) - 3 - 2  入 学 時 適 応 感 高 群 に お け る 親 密 化 過 程 に お け る 全 体 的 特

徴  

入 学 時 適 応 感 高 群 の 全 体 的 特 徴 と し て 、 現 在 適 応 感 得 点 と 入 学 時

の 得 点 差 が 少 な く 、 入 学 時 の 適 応 感 の 高 さ を 維 持 し て い る こ と で あ

る 。 入 学 時 の 友 人 関 係 状 況 は 、 事 例 に よ り 様 々 だ が 、 全 員 、 大 学 入

学 時 か ら 友 人 関 係 が 充 実 し て い る 様 子 も し く は 友 人 関 係 に 不 安 感 を

持 っ て い な い 様 子 が う か が え る 。 ま た 、 大 学 生 活 の 中 で 不 安 や な じ

め な い 状 況 を 報 告 し た 協 力 者 が い な か っ た 。  

N o 6・ 7 の 共 通 点 は 、 大 学 進 学 で 一 人 暮 ら し を す る と い う 環 境 の

変 化 を 経 験 し て い る 。 入 学 当 初 に 同 じ 境 遇 の 新 友 人 の 存 在 が と て も

重 要 で あ り 、 1 年 生 の 時 に 付 き 合 い 頻 度 、 内 的 な つ な が り が 非 常 に

強 く 、 学 年 が 上 が る に つ い て 落 ち 着 い て き た た め 、 付 き 合 い 頻 度 は

減 っ て い る 。 ま た 、 N o 8 は こ の 群 で 唯 一 旧 友 人 を 一 番 の 友 人 と し て

選 択 し て い る が 、 こ の 友 人 が 同 大 学 内 （ 別 学 部 ） に 在 籍 し て い る 。

高 校 時 代 よ り も そ の 付 き 合 い が よ り 深 く な っ て お り 、 現 在 で も 週 １

度 は 会 っ て い る こ と か ら 、 こ の 友 人 の 存 在 が 入 学 時 の 適 応 感 の 高 さ

に つ な が っ て い る 可 能 性 が あ る 。 N o 9 は 入 学 前 の オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン か ら 友 人 関 係 の 形 成 が ス タ ー ト し 、入 学 数 日 で 、1 0 人 グ ル ー プ が

で き た こ と を 報 告 し て い る 。 4 年 間 を 通 し て 、「平 和 的 関 係 」で あ っ

た と 報 告 し て お り 、 安 定 し た 友 人 関 係 う か が え る 。 N o 1 0  は 、 同 学

科 内 で 同 じ バ イ ト 先 の 友 人 と の 親 密 化 過 程 を 報 告 し て い る が 、 協 力

者 に は 入 学 当 時 か ら 他 に 学 科 内 に 1 0 グ ル ー プ の 友 人 関 係 が 存 在 し 、

選 択 友 人 と は 共 通 関 係 に は な い 。選 択 友 人 と の 関 係 で は 2 年 生 以 降 、

急 激 に 親 し く な っ て い る が 、学 内 で は 、1 0 人 グ ル ー プ 関 係 が 中 心 で

あ り 、 同 サ ー ク ル に 所 属 し て い た り 、 同 じ ゼ ミ に 所 属 し て い る メ ン

バ ー も い る 。 幅 広 い 友 人 関 係 が 、 入 学 時 か ら の 安 定 し た 適 応 感 に つ

な が っ て い る 可 能 性 が あ る 。  

 

 

 

( 3 ) - 4  現 在 の 適 応 感 低 群 上 位 5 名 に お け る 親 密 化 過 程 の 発 話 と 適

応 感  

現 在 の 適 応 感 低 群 上 位 6 名 の 親 密 化 過 程 お よ び 大 学 生 活 へ の 影 響

を 述 べ た 発 話 に つ い て 抜 粋 し 、 記 述 し た う え で 、 全 体 的 特 徴 に つ い

て ま と め て い く ( Ta b l e 6 - 4 - 5 参 照 )。  

 

ID SEX
現在の適

応感得点

入学時の適

応感得点

新旧友

人選択
親密化過程の類型 新友人の所属 居住 現役・浪人 調査１ 調査２ 調査３ 調査４ 調査５

6 女性 6.17 6.55 新 Ⅳ：グループ関係変動型 他学部 一人暮らし 現役 × × × × ×
7 女性 6.5 6.33 新 Ⅵ：二者先行グループ関係変動型 同学科・同部活 一人暮らし 現役 ○ ○ ○ ○ ○
8 女性 6 6.33 旧 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型 同学科・同部活 親と同居 現役 × ○ × ○ -
9 女性 5 6.33 新 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型 同学科・同部活 親と同居 現役 × × × × ×

10 女性 6 6.17 新 Ⅰ：二者関係専心型
同学科・同アル

バイト
親と同居 現役 × × × × ×

調査1～5回目の友人選択との一致状況

Table6-4-4.入学時の適応感得点高群（5名）の特徴

―は調査データなしを示す ×は、面接調査時に選択した人物とは別人物を示す。○は、面接調査時に選択した人物と同人物を示す。
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( 3 ) - 4 - 1  現 在 の 適 応 感 低 群 上 位 5 名 の 個 人 発 話  

N o 11  （ 現 在 2 . 5 0 点 ・ 入 学 時 1 . 6 7 点 ） 女 性  

N o 11 の 協 力 者 は 、 現 在 お よ び 入 学 時 の 適 応 感 が 低 く 、 両 群 に 属

す る 協 力 者 で あ り 、 そ の 変 動 の パ タ ー ン も 他 の 協 力 者 と は 異 な っ て

い た 。  

一 番 親 し い 友 人 と し て 小 学 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。

A は 同 市 内 の 他 大 学 に 所 属 し て お り 、 大 学 1 - 2 年 時 ま で は 頻 繁 で は

な い が 、 会 う 機 会 が あ っ た 。 現 在 は お 互 い の 活 動 が 忙 し く 会 え て い

な い が 、 就 職 の 相 談 を す る こ と は あ る 。  

 新 友 人 と し て 同 学 科 内 友 人 （ B） を 選 択 し て い る が 、 出 会 っ た の

は 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 時 で あ る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 時 に 学

科 内 に は 、 す で に い く つ か の 友 人 関 係 が 出 来 上 が っ て い て 、 協 力 者

は そ の 関 係 に 入 れ な か っ た こ と に 不 安 を 感 じ て い た 。そ こ に B も 一

人 で い た た め に 、 友 人 関 係 に 至 っ た 。 2 年 生 ま で は 、 大 学 生 活 を 2

者 関 係 の み で 過 ご し て い る が プ ラ イ ベ ー ト の 付 き 合 い は ほ と ん ど な

い 。 3 年 生 に な り 、 同 じ 実 習 先 に 行 き 、 交 流 の 幅 が 少 し 広 が っ た 。

ま た B と ゼ ミ も 一 緒 だ が 、こ の 2 人 の 関 係 に も う 1 名 ゼ ミ の 友 人 が

加 わ っ た 。 就 職 活 動 は 方 向 性 が 違 う た め 、 現 在 は 週 1 回 程 大 学 で 会

う 程 度 で あ る 。B を 選 択 し た 理 由 と し て は 、「 4 年 間 を 通 し て B 以 外

の 友 人 が で き な か っ た 」 こ と を 理 由 と し て 述 べ て い る 。  

 大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 、「 B に 頼 っ て い た 大 学 生 活 で あ り 、助 け

て も ら っ た と い う 思 い 」で あ る こ と を 報 告 し た 。N o 11 の 協 力 者 は 、

質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 B は 新 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時

点 で 選 択 さ れ て い た 。  

 

N o 1 2  （ 現 在 3 . 1 7 点 ・ 入 学 時 4 . 6 7 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 小 学 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。

A は 他 県 の 他 大 学 に 所 属 し て お り 、 現 在 は 、 年 に 1 - 2 回 会 う 程 度 で

あ る 。 お 互 い の 家 に 遊 び に 行 く こ と も あ る 。  

 新 友 人 と し て 、オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 出 会 っ た 同 学 科 の 友 人（ B）

を 選 択 し た 。 協 力 者 に は 同 学 科 に 高 校 時 代 の 友 人 が お り 、 3 人 の 友

人 関 係 と な っ た 。 大 学 の 授 業 を 一 緒 に 受 講 し 、 同 じ サ ー ク ル に も 3

人 で 所 属 し た 。 1 年 生 が 一 番 遊 ん で い た こ と を 報 告 し 、 2 年 生 に な

り 、 協 力 者 以 外 の 2 人 は サ ー ク ル に 参 加 し な く な っ た た め 、 共 通 の

話 題 が 少 な く な っ た と い う 変 化 が 生 じ た 。 3 年 生 も 授 業 は 一 緒 に 受

講 す る が 、 実 習 や 授 業 の 内 容 は よ く 話 す が 相 談 事 は し な い 。 メ ー ル

の 内 容 も 用 事 が あ る 時 し か し な い と い う 。B と は ゼ ミ が 一 緒 だ が 、4

年 生 の 現 在 で は 、 週 に 1 回 程 度 し か 会 わ な い 。 B を 選 択 し た 理 由 と

し て 、「 大 学 内 で ず っ と 一 緒 に い た こ と 」 を 挙 げ て い る 。  

 大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 、「 一 緒 に 学 校 の 中 で 過 ご す 存 在 が い て よ
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か っ た 」 と 述 べ て い る 。 N o 1 2 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 5 回 目 に 参

加 し て お り 、 B は 新 友 人 と し て そ の 調 査 時 点 で 選 択 さ れ て い た 。  

 

N o 1 3（ 現 在 3 . 8 3 点 ・ 入 学 時 5 . 0 0 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 小 学 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。

A は 他 県 の 他 大 学 に 所 属 し て お り 、 会 う 回 数 は 年 に 数 回 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト 上 の 会 話 な ら 、 月 に 5 回 に く ら い は 付 き 合 い が あ る 。  

 新 友 人 と し て 、同 学 科 で 同 サ ー ク ル の 友 人（ B）を 選 択 し て い る 。

共 通 友 人 と し て サ ー ク ル 内 の 同 学 年 1 0 名 程 度 を 挙 げ て い る が 、 協

力 者 に と っ て は 仲 間 、 知 り 合 い と い う 感 覚 で あ る 。 協 力 者 は 「 大 学

入 学 後 一 人 で 行 動 す る こ と が 増 え た 」 と 報 告 し て い る 。 そ の た め 、

B と も い つ も 一 緒 に い る 関 係 で は な く 、 プ ラ イ ベ ー ト は 一 緒 で は な

い 。サ ー ク ル は 自 由 参 加 で あ る た め 、毎 日 活 動 し て い る 。 1、 2 年 の

こ ろ は B と 一 緒 に 参 加 し て い た が 、3、4 年 は サ ー ク ル に 行 く 機 会 が

減 っ て 、一 緒 に 参 加 と い う 感 じ で は な い 。B と は ゼ ミ も 一 緒 で あ り 、

同 じ 授 業 が あ れ ば 一 緒 に 受 け る が 、 プ ラ イ ベ ー ト は サ ー ク ル 内 の イ

ベ ン ト 程 度 に 一 緒 に 参 加 す る 程 度 で あ る 。 相 談 を す る よ う な 関 係 で

は な く 、そ の 時 の 状 況 と か を 報 告 す る 程 度 の 関 係 に と ど ま っ て い る 。 

B の 選 択 理 由 と し て 「 同 じ 学 科 で 一 番 話 す 機 会 が 多 か っ た こ と 」

を 挙 げ て い る が 、「 大 学 内 だ け の 友 達 」と い う 意 識 が あ る 。大 学 生 活

へ の 影 響 と し て 「 授 業 を 休 ん だ 時 に プ リ ン ト を 見 せ て も ら え る 。 助

か っ た と 思 う 」と 述 べ て い る 。N o 1 3 の 協 力 者 は 、質 問 紙 調 査 1・ 2・

3・ 5 回 目 に 参 加 し て お り 、 B は 新 友 人 と し て 、 3・ 5 回 目 で 選 択 さ

れ て い た 。  

 

N o 1 4（ 現 在 4 . 0 0 点 ・ 入 学 時 4 . 8 3 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 、 他 大 学 の ア ル バ イ ト 先 の 友 人 （ A） を 選

択 し て い る 。 A と は 、 大 学 入 学 後 に 始 め た ア ル バ イ ト 先 で 知 り 合 っ

て い る 。 出 会 い か ら 1 年 間 は ア ル バ イ ト 先 で の 付 き 合 い の み だ が 、

2 年 目 に そ の 他 の バ イ ト 仲 間 も 含 め て プ ラ イ ベ ー ト で 遊 ぶ 機 会 も 増

え て き て き た 。 3 年 生 に は 、 そ の 他 の バ イ ト 仲 間 が 辞 め た り 、 新 た

な バ イ ト 仲 間 が 増 え る な ど 変 化 も あ っ た が 、 A と の 関 係 で は 、 よ り

メ ー ル の 頻 度 も 増 え 、 付 き 合 い は 深 ま っ た 。 大 学 4 年 時 の 現 在 が 一

番 付 き 合 い 頻 度 が 多 く な り 、 一 緒 に プ ラ イ ベ ー ト の 時 間 を 共 有 す る

バ イ ト 仲 間 も 固 定 さ れ た 。 A と 協 力 者 は ア ル バ イ ト 先 で は 、 新 人 を

指 導 す る 立 場 で あ り 、そ の 指 導 や 教 育 に つ い て 話 し 合 う こ と も あ る 。

A を 選 択 し た 理 由 と し て 、「 信 頼 で き る 相 手 で あ り 、大 学 1 年 生 の 時

か ら 一 緒 だ し 、 お 互 い 真 面 目 で 、 仕 事 に 対 す る 態 度 、 考 え 方 が 近 い

こ と 」 を 挙 げ て い る 。  

大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 、「 一 番 楽 し い の が ア ル バ イ ト で あ り 、特
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に 大 学 生 活 の 後 半 は 、 ア ル バ イ ト で の 責 任 が 重 く な っ た 分 、 そ の 苦

労 を 分 か ち 合 っ た と い う 点 が 大 き い 」 こ と を 述 べ て い る 。 N o 1 4 の

協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 1・ 3・ 4・ 5 回 目 に 参 加 し て お り 、 全 て の 調

査 時 点 で A 以 外 の 友 人 （ 別 友 人 関 係 ； 同 大 学 内 ） を 選 択 し て い た 。 

 

N o 1 5（ 現 在 4 . 1 7 点 ・ 入 学 時 5 . 0 0 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 高 校 時 代 の 旧 友 人 （ A） を 選 択 し て い る 。

現 在 他 県 の 大 学 に 在 籍 し て い る た め 、 付 き 合 い 頻 度 は 年 に 2－ 3 回

で あ る が 、 家 族 ぐ る み の 付 き 合 い も あ る 。  

 新 友 人 と し て 同 学 科 内 ・ 同 サ ー ク ル 内 の 友 人 （ B） を 選 択 し て い

る 。 学 科 内 に は 共 通 の 友 人 関 係 と し て 6 人 の グ ル ー プ だ が 、 オ リ エ

ン テ ー シ ョ ン 後 す ぐ で き た 関 係 で あ り 、 授 業 を 一 緒 に 受 け る 関 係 に

な っ た 。 B と は サ ー ク ル に 一 緒 に 入 り 、 前 期 と 夏 休 み は 活 発 に サ ー

ク ル 活 動 に 参 加 し て い る が 、協 力 者 は 9 月 に サ ー ク ル を 辞 め て い る 。

2 年 生 に な り 、 協 力 者 は 別 に 所 属 し て い る サ ー ク ル に 参 加 す る こ と

が 多 く な り 、 学 科 内 の 友 人 と の 付 き 合 い が 減 っ た 。 3 年 生 に な り 、

友 人 関 係 で は 、 個 人 個 人 の 付 き 合 い の 方 が 多 く 、 B と プ ラ イ ベ ー ト

の 話 を す る こ と が 増 え た 。 4 年 生 に な る と 、 学 科 の メ ン バ ー と は 、

授 業 が 減 っ て き た の で 会 え な い 状 況 が あ る が 、 会 え な く な っ た か ら

こ そ 、 頑 張 っ て 時 間 を 作 る と い う 意 識 を 持 っ て い る 。 B を 選 択 し た

理 由 と し て 「 一 番 プ ラ イ ベ ー ト の 時 間 が 長 い こ と 、 他 の メ ン バ ー に

比 べ て 、話 の 内 容 が 深 い と い う こ と 一 番 気 を 許 せ る 友 人 で あ る こ と 」

を 挙 げ て い る 。  

 大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 、「 楽 し く 過 ご せ た こ と 、自 分 が 辛 か っ た

時 に 助 け て も ら っ た し 、 協 力 し あ え た 関 係 は 大 切 だ っ た 」 と 述 べ て

い る 。 N o 1 5 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 一 番 親

し い 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で B 以 外 の 友 人 （ 同 グ ル ー プ 内 ）

を 選 択 し て い た 。  

 

N o 1 6（ 現 在 4 . 1 7 点 ・ 入 学 時 3 . 8 3 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 同 学 科 内 の 新 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

と は 学 科 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 い 、 授 業 を 一 緒 に 受 け る 関

係 に な っ た 。 サ ー ク ル に は 2 人 と も 所 属 し て い な い 。 学 内 で の 付 き

合 い は あ る が 、 土 日 や 長 期 休 み の 交 流 は な い 。 2 年 生 な り 、 土 日 一

緒 に 出 か け る こ と も あ っ た が 、 2 年 時 ま で は 、二 者 関 係 で あ っ た 。 3

年 生 に な り 、 同 じ ゼ ミ で 知 り 合 っ た 友 人 が で き た が 、 3 年 時 は ゼ ミ

の 中 だ け で の 関 係 だ っ た 。 A と の 関 係 で は 、 実 習 先 も 同 じ 場 所 に な

り 、一 緒 に 通 う こ と と な り 、外 で 会 う 機 会 も 増 え た 。4 年 生 に な り 、

ゼ ミ の 中 で 知 り 合 っ た 友 人 と の 関 係 も 加 わ り 、 3 人 で 遊 ぶ よ う に な

っ た 。 A を 選 択 し た 理 由 と し て 「 一 番 会 っ て い る 相 手 で あ り 、 自 分
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の 悩 み を 言 え る 存 在 」 と 述 べ て い る が 、 プ ラ イ ベ ー ト な 相 談 は 高 校

時 代 の 友 人 に す る こ と が 多 い と 述 べ て い る 。  

大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 、「 就 職 の こ と 、学 校 生 活 の 悩 み を 言 え る 存

在 と し て 影 響 が あ っ た 」 と 述 べ て い る 。 N o 1 6 の 協 力 者 は 、 質 問 紙

調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 A は 新 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で 選

択 さ れ て い た 。  

 

 

( 3 ) - 4 - 2  現 在 の 適 応 感 低 群 に お け る 親 密 化 過 程 に お け る 全 体 的 特

徴  

入 学 時 の 適 応 感 の 方 が 現 在 の 適 応 感 よ り 高 い 協 力 者 が 6 人 中 4 名

含 ま れ て い る 。 現 在 と 入 学 時 の 変 動 得 点 を 算 出 し た と こ ろ 、 そ の 変

動（ － 方 向 へ の 変 動 ）が 大 き い 上 位 5 名 の 中 に こ の メ ン バ ー が 4 名

( N o 1 2・ 1 3・ 1 4・ 1 5 )入 っ て い た 。  

N o 11  ・ 1 6 は 大 学 内 で 過 ご す 友 人 が 、大 学 生 活 の 前 半 ま で 、選 択

友 人 だ け で あ り 、学 外 の 付 き 合 い も 少 な い 。ま た N o 1 2  ・ 1 3 は 新 友

人 と の 付 き 合 い が 非 常 薄 い 印 象 を 受 け る 。 特 に 現 在 （ 大 学 4 年 時 ）

は 共 通 す る 授 業 や サ ー ク ル に 参 加 す る こ と が 少 な く な り 、 そ れ に 伴

い 付 き 合 い も 薄 く な っ て い る 。 N o 1 5 は 、 こ れ ら の 事 例 に 比 べ る と

グ ル ー プ の 友 人 関 係 も 選 択 友 人 と の 関 係 も 充 実 し て い る 様 子 だ が 、

1 年 次 に 活 動 が 頻 繁 だ っ た サ ー ク ル を 辞 め て お り 、 後 半 の 学 生 生 活

は 、 個 々 の 友 人 関 係 が 多 い 様 子 で あ る 。  

N o 1 4  は 一 番 親 し い 友 人 を 学 内 の 友 人 か ら 選 択 し て い な い 。 大 学

生 活 の 中 心 は ア ル バ イ ト で あ り 、 ア ル バ イ ト で 築 い た 友 人 関 係 の 影

響 の 大 き さ を 報 告 し て い る 。 学 内 の 友 人 と は 違 う 存 在 と し て 捉 え て

お り 、 大 学 適 応 感 が 高 ま ら な か っ た 可 能 性 が あ る 。  

 

 

 

( 3 ) - 5  入 学 時 の 適 応 感 低 群 上 位 5 名 に お け る 親 密 化 過 程 の 発 話 と

適 応 感  

入 学 時 の 適 応 感 低 群 上 位 5 名 の 親 密 化 過 程 お よ び 大 学 生 活 へ の 影

響 を 述 べ た 発 話 に つ い て 抜 粋 し 、 記 述 し た う え で 、 全 体 的 特 徴 に つ

い て ま と め て い く ( Ta b l e 6 - 4 - 6 参 照 )。  

ID SEX
現在の適

応感得点

入学時の適

応感得点

新旧友

人選択
親密化過程の類型 新友人の所属 居住 現役・浪人 調査１ 調査２ 調査３ 調査４ 調査５

11 女性 2.5 1.67 旧 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型 同学科 親と同居 現役 ○ ○ ○ ○ ○

12 女性 3.17 4.67 旧 Ⅱ：グループ関係維持型
同学科・同サー

クル
親と同居 現役 ― ― ― ― ○

13 女性 3.83 5 旧 Ⅱ：グループ関係維持型
同学科・同サー

クル
親と同居 現役 × × ○ ― ○

14 女性 4 4.83 新 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型
他大学・同アル

バイト
親と同居 現役 × × × × ×

15 女性 4.17 5 旧 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型
同学科・同サー

クル
親と同居 浪人 × ― × × ×

16 女性 4.17 3.83 新 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型 同学科 親と同居 現役 ○ ○ ○ ○ ○

Table6-4-5.現在の適応感得点低群（5名）の特徴

―は調査データなしを示す ×は、面接調査時に選択した人物とは別人物を示す。○は、面接調査時に選択した人物と同人物を示す。

調査1～5回目の友人選択との一致状況
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( 3 ) - 5 - 1  入 学 時 の 適 応 感 低 群 上 位 5 名 の 個 人 発 話  

N o 11  （ 現 在 2 . 5 0 点 ・ 入 学 時 1 . 6 7 点 ） 女 性  

現 在 の 適 応 感 低 群 の 個 人 発 話 で 記 述 済 み で あ る た め 、 詳 細 を 割 愛

す る 。  

 

N o 1 7  （ 現 在 4 . 3 3 点 ・ 入 学 時 1 . 6 7 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 同 学 科 内 の 新 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

と は 学 科 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 い す ぐ に 意 気 投 合 し た 。 協

力 者 と A は 、別 の 大 学 を 希 望 し て い て い た た め 、大 学 入 学 に 対 す る

不 満 足 感 が あ っ た こ と で 共 感 し 合 っ て い る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で

共 通 の 友 人 グ ル ー プ 5 名 も 形 成 さ れ た が 、 1 年 時 の 学 外 の 付 き 合 い

は 頻 繁 で は な い 。 サ ー ク ル に は 5 人 で 一 緒 に 一 緒 に 入 っ て い る 。 2

年 生 に な り 、 5 人 の グ ル ー プ の う ち 2 人 が グ ル ー プ か ら 自 然 に 離 脱

し 、 3 人 の 関 係 に な り 、 特 に A と 二 者 関 係 が 増 え た 。 A と は 2 日 離

れ た ら さ み し い と い う 感 覚 で あ っ た 。 3 年 生 に な り A と の 関 係 は さ

ら に 深 ま り 、 2 人 で 旅 行 に も 行 っ た 。 2 人 と も 資 格 取 得 の 方 向 性 が

同 じ で あ り 、 2 人 だ け の 授 業 も 増 え て き た 。 就 職 活 動 も A さ ん と 一

緒 に 協 力 し た 。 A を 選 択 し た 理 由 と し て 「 感 じ 方 、 考 え 方 が 一 致 し

て い て 特 別 な 存 在 」 と し て 認 知 し て い る 。  

 大 学 生 活 へ の 影 響 に つ い て 、A の 存 在 の 大 き さ を 述 べ て い る 。「 大

学 に 来 た こ と に も 納 得 で き た の は A の 存 在 が あ り 、大 学 生 活 へ 納 得

で き る も の に な っ た 」 と 述 べ て い る 。 N o 1 7 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調

査 全 て に 参 加 し て お り 、 A は 新 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で 選 択

さ れ て い た 。  

 

N o 1 8  （ 現 在 5 . 3 3 点 ・ 入 学 時 2 . 1 7 点 ） 女 性  

 一 番 親 し い 友 人 と し て 、高 校 時 代 の 旧 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。

現 在 、 同 市 内 の 他 大 学 に 在 籍 し て い る が 、 付 き 合 い は 続 い て い る 。

4 年 生 に な っ て 急 激 に 付 き 合 い が 増 え 、 月 に 2 - 3 回 会 っ て い る 状 況

で あ る 。 お 互 い に 相 談 す る 関 係 で あ り 親 友 で あ る と 述 べ て い る 。  

 新 友 人 と し て 入 学 直 前 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 っ た 同 学 科

の 友 人（ B）を 選 択 し て い る 。入 学 後 グ ル ー プ 関 係 も す ぐ に 成 立 し 、

サ ー ク ル に も 一 緒 に 入 っ て い る 。 し か し 、 1 年 生 の 時 期 は 「 授 業 を

受 け る 友 達 で あ り 、 遊 ぶ ほ ど の 仲 で は な い と お 互 い が 考 え て い た 」

と 報 告 し て い る 。 長 期 の 休 み に な る と 、 連 絡 を 取 ら な い 関 係 で あ り

ど ち ら か と い え ば 「 仲 良 く な い 感 じ 」 だ と 認 知 し て い た 。 2 年 生 以

降 は 新 た な 友 人 も 加 わ り 、 新 た な サ ー ク ル に も 参 加 す る よ う に な り

仲 が 深 ま っ て い っ た 。 B と の 学 外 の 付 き 合 い も 増 え た 。 3 年 生 の 付

き 合 い も 頻 繁 で 後 期 に は メ ン バ ー の 一 人 が メ ー リ ン グ リ ス ト を 作 っ

て 、 連 絡 を 取 っ て い た 。 就 職 活 動 は 協 力 者 だ け が 方 向 性 が 違 う が 、
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友 人 グ ル ー プ に 様 々 な 面 で 助 け ら れ た と 報 告 し て い る 。 B を 選 択 し

た 理 由 と し て 、「 自 分 と 似 て い る 部 分 が あ る こ と 」 を 述 べ て い る 。  

大 学 生 活 へ の 影 響 に つ い て 、「 1 年 に は 大 学 を 辞 め た い と 考 え て い

た ほ ど だ っ た が 、 2 年 以 降 に 入 っ た サ ー ク ル が き っ か け と な り 、 今

と な っ て は 、 い い 仲 間 に 出 会 え た と 思 え て い る 」 と い う 、 意 識 の 変

化 を 述 べ て い る 。 N o 1 8 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お

り 、一 番 親 し い 友 人 と し て 、全 て の 調 査 時 点 で B 以 外 の 友 人（ 同 グ

ル ー プ 内 ） を 選 択 し て い た 。  

 

N o 1 9  （ 現 在 5 . 1 7 点 ・ 入 学 時 2 . 1 7 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 同 学 科 内 の 新 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

と は 、 友 達 の 紹 介 で 、 1 年 の 4 月 に 出 会 っ て い る が 、 1 年 間 は 挨 拶

す る 程 度 の 関 係 で あ っ た 。 2 年 生 の 夏 休 み 以 降 に 、 A と 同 じ サ ー ク

ル に 所 属 す る よ う に な り 、 A が 仲 良 く し て い た グ ル ー プ と も 親 密 に

な っ た 。 3 年 生 の 始 め く ら い に 資 格 の 講 座 を 一 緒 に 受 け た 時 に さ ら

に A と の 関 係 が 深 ま っ た こ と を 認 知 し た 。就 職 活 動 で も A と は よ く

行 動 し て い た 。 就 職 活 動 が 忙 し く て 、 A と も た ま た ま 会 っ て 話 す 感

じ の 付 き 合 い で あ っ た が 、最 近 は 少 し ず つ 付 き 合 い が 戻 り つ つ あ る 。

A を 選 択 し た 理 由 と し て 、「 学 校 の 中 で 一 番 仲 が よ い こ と 、 2 年 生 か

ら 今 ま で の 生 活 で 遊 ん だ 頻 度 も 、 話 し た 内 容 も 、 一 緒 に い る と 楽 し

い 人 も 一 番 で あ る 」 と 述 べ て い る 。  

大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 「 A と の 付 き 合 い が き っ か け で 、 私 の 友

人 関 係 が す ご く 広 く な っ た 」 と 述 べ て い る 。 N o 1 9 の 協 力 者 は 、 質

問 紙 調 査 4 回 目 に 参 加 し 、こ の 時 点 で は A 以 外 の 友 人（ 別 友 人 関 係 ）

を 選 択 し て い た 。  

 

N o 2 0  （ 現 在 5 . 0 0 点 ・ 入 学 時 2 . 1 7 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 同 学 科 内 の 新 友 人（ A）を 選 択 し て い る 。A

と は 大 学 入 学 時 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 知 り 合 い 、 共 通 友 人 を 含 め

て 友 人 グ ル ー プ に な っ た 。 A と 協 力 者 は 、 大 学 受 験 に 失 敗 し 、 大 学

入 学 に 対 す る 不 満 足 感 が あ っ た こ と で 、 同 じ 境 遇 の 人 間 が い る こ と

で 親 近 感 を 感 じ た と 述 べ て い る 。 1 年 生 の 時 は 5 人 グ ル ー プ で あ っ

た が グ ル ー プ 関 係 は あ ま り 合 わ な い と 初 期 の こ ろ か ら 感 じ て い た 。

2 年 生 に な り 、 グ ル ー プ の 中 の 2 人 が 離 脱 し 、 新 た な 友 人 も 加 わ る

な ど の 変 化 を 経 験 し た が 、 A と の 関 係 は 安 定 し て い た 。 3 年 生 に な

り 、 A と の 付 き 合 い に 加 え て 、 2 年 時 か ら 仲 良 く な っ た 友 人 も 加 え

た 3 人 の 組 み 合 わ せ が 増 え た 。 4 年 に な り 、 最 終 学 年 と な っ た こ と

で グ ル ー プ 関 係 の 大 切 も 感 じ て い る が 、 A に 対 す る 特 別 な 気 持 ち も

持 っ て い る 。 A を 選 択 し た 理 由 と し て 「 一 緒 に い た と い う こ と や 家

に 泊 ま れ る よ う な 関 係 は A だ け で あ る 」 と 述 べ て い る 。  
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大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 「 サ ー ク ル 、 ゼ ミ 、 取 る 授 業 、 友 達 が い

る と そ う い う も の が 決 ま っ て く る 」と 述 べ て お り 、「 A と は 相 談 を し

て 決 め た こ と か ら 全 て の 生 活 に 関 わ っ て い る 」と 述 べ て い る 。N o 2 0

の 協 力 者 は 、 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加 し て お り 、 A は 新 友 人 と し て 、

全 て の 調 査 時 点 で 選 択 さ れ て い た 。  

 

N o 2 1（ 現 在 4 . 3 3 点 ・ 入 学 時 2 . 1 7 点 ） 女 性  

一 番 親 し い 友 人 と し て 、 高 校 時 代 か ら 参 加 し て い る 課 外 活 動 の 旧

友 人 A を 選 択 し て い る 。大 学 2 年 以 降 活 動 を 一 緒 に す る こ と で 、仲

が 深 ま っ て い る 。 他 大 学 の 友 人 で あ る が 、 活 動 を 通 し た 付 き 合 い が

頻 繁 で あ る 。  

新 友 人 と し て 同 学 科 の 友 人 （ B） を 選 択 し て い る 。 グ ル ー プ 関 係

も あ る が 、そ の 関 係 が で き た の は 3 年 以 降 で あ り 、1‐ 2 年 生 時 は 大

学 内 で は 、ほ ぼ B と の 二 者 関 係 で あ る 。 1 年 生 の 時 か ら B と の プ ラ

イ ベ ー ト の 付 き 合 い は あ っ た 。 2 年 時 に は 旧 友 人 と の 関 係 が 中 心 で

あ っ た た め 、 B と の 付 き 合 い は 減 っ た 。 3 年 以 降 、 資 格 取 得 の 関 係

で 、協 力 者 と B は 別 の 授 業 が 増 え 、そ れ ぞ れ 、授 業 を 受 け る 友 人 が

で き 、 そ の つ な が り か ら 、 グ ル ー プ 関 係 に 移 行 し た 。 4 年 生 に な っ

て 、 卒 業 旅 行 の 話 を し て い く 中 で 、 4 人 の 友 人 関 係 に な っ た こ と を

意 識 し て い る 。B を 選 択 し た 理 由 と し て「 最 初 に 大 学 で 仲 良 く な り 、

ず っ と 一 緒 に い た こ と 」 を 述 べ て い る 。  

 大 学 生 活 へ の 影 響 と し て 「 最 初 は 友 達 が で き な く て 、 私 は 人 見 知

り が ひ ど く 、 な じ め な か っ た こ が 、 グ ル ー プ 関 係 に 発 展 し た こ と で

大 学 が 非 常 に 楽 し く な っ た 」 と 述 べ て い る 。 質 問 紙 調 査 全 て に 参 加

し て お り 、 B は 新 友 人 と し て 、 全 て の 調 査 時 点 で 選 択 さ れ て い た 。  

 

( 3 ) - 5 - 2  入 学 時 の 適 応 感 低 群 に お け る 親 密 化 過 程 に お け る 全 体 的

特 徴  

入 学 時 の 適 応 感 低 群 の 全 体 的 な 特 徴 と し て 、 入 学 時 の 適 応 感 が 非

常 に 低 い 状 態 か ら 、 現 在 で は 全 員 の 適 応 感 が 高 ま っ て は い る が 、 平

均 点 よ り も 低 い 値 に と ど ま っ て い る 。 入 学 時 の 友 人 関 係 の 状 況 は

様 々 だ が 、協 力 者 そ れ ぞ れ が 1 年 時 に は 大 学 生 活 に 関 す る 不 満 足 感

や 友 人 関 係 で の 不 安 感 が う か が え る 。  

N o 1 7・ 2 0 は 、 大 学 入 学 へ の 不 満 足 感 が あ り 、 そ の 境 遇 を 共 感 で

き る 友 人 が で き た こ と で 最 終 的 に は 、 大 学 生 活 に 満 足 し て い る 。 共

感 で き る 友 人 は で き た も の の 、入 学 時 の 適 応 感 を 低 く 認 知 し て い た 。 

N o 1 8・ 1 9・ 2 1 は 、 大 学 1 年 時 の 友 人 関 係 が 成 立 し て い な い ま た

は 不 満 足 で あ っ た 状 況 が う か が え る 。 N o 1 8 は 1 年 次 に は 大 学 を 辞

め た い ほ ど 悩 ん で い る 様 子 で あ っ た が 、 サ ー ク ル 内 の 新 た な 友 人 関

係 を 得 て 、 最 終 的 に は 大 学 生 活 が 楽 し い も の に な っ た こ と 、 N o 1 9
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は 、 1 年 時 に は 顔 見 知 り 程 度 の 関 係 が 、 2 年 生 以 降 サ ー ク ル で の 出

会 い を き っ か け に 友 人 関 係 が 広 が っ た こ と 、N o 2 1 は 、3 年 時 に 授 業

で 知 り 合 っ た 別 の 友 人 が で き た こ と で 、 二 者 関 係 か ら グ ル ー プ 関 係

に 移 行 し 、 友 人 関 係 を 楽 し む よ う に 変 化 し て い っ た 。 3 例 で は 、 大

学 生 活 の 中 で 、 友 人 関 係 の 変 動 を 経 験 し 、 適 応 感 が や や 高 ま る 結 果

に な っ た こ と が う か が え る 。   

 

 

 

( 4 )  考 察  

 

 本 節 で は 、大 学 適 応 感 得 点 に つ い て 特 徴 あ る グ ル ー プ 群 を 抽 出 し 、

個 人 の 発 話 デ ー タ か ら 親 密 化 過 程 と 大 学 生 活 に 及 ぼ す 影 響 に お け る

内 容 を 抜 粋 し 、 適 応 感 と の 関 連 に つ い て 検 討 し た 。  

 入 学 時 の 適 応 感 と 現 在 へ の 適 応 感 の 変 動 と の 関 連 で は 、 全 体 的 傾

向 と し て 、 現 在 の 適 応 感 高 群 （ 第 1 グ ル ー プ ） と 入 学 時 の 適 応 感 低

群 （ 第 4 グ ル ー プ ； N o 11 を 除 く ） は 同 じ 傾 向 を 示 し て い た 。 す な

わ ち 、 入 学 時 の 適 応 感 が 低 く 現 在 へ の 適 応 感 が 高 ま っ て い た 。 第 1

グ ル ー プ と 第 4 グ ル ー プ で は 、 そ の 変 動 に 差 異 が あ り 、 現 在 の 適 応

感 高 群 （ 第 1 グ ル ー プ ） は 入 学 時 か ら 現 在 へ の 適 応 感 を よ り 大 き く

変 動 さ せ て い た 。 第 1・ 4 グ ル ー プ に お い て 、 入 学 時 の 適 応 感 が 低

く 認 知 さ れ て い た 要 因 を 個 人 発 話 か ら 検 討 す る と 大 き く 2 つ の 要 因

が 推 定 さ れ る 。 第 1 に 入 学 時 の 状 況 で あ る 。 こ の グ ル ー プ で は 、 浪

人 の 経 験 や 大 学 入 学 へ の 不 満 感 が あ る こ と を 報 告 し て お り 、 こ の 状

況 が 入 学 時 の 適 応 感 を 低 く 評 定 し て い た 可 能 性 が あ る 。第 2 に 友 人

関 係 に 関 す る 要 因 で あ る 。第 1 グ ル ー プ と 第 4 グ ル ー プ で は 、新 友

人 関 係 が 入 学 当 初 に は 不 満 足 で あ る か 、 不 安 感 を 抱 い て い る 協 力 者

が 多 い 。 ま た 旧 友 人 と の 関 係 の 充 実 さ を 報 告 し て い る 協 力 者 は 新 友

人 に 対 す る 入 学 当 初 の 抵 抗 感 を 報 告 し て い た 。 す な わ ち 、 入 学 当 初

に で き た 新 友 人 と の 関 係 に 違 和 感 や 不 安 感 が あ る こ と 、 ま た 旧 友 人

の 存 在 が 入 学 後 も 協 力 者 の 中 で 非 常 に 重 要 で あ る 場 合 に は 、 新 友 人

関 係 の 活 発 な 形 成 を 抑 制 し 入 学 時 の 適 応 感 を 低 く 評 定 す る 可 能 性 が

あ る 。 ま た 現 在 の 適 応 感 を 高 め た 要 因 と し て は 、「 入 学 当 初 に 比 べ 、

新 友 人 関 係 の 充 実 感 を 感 じ て い る こ と 」、ま た「 入 学 当 初 の 関 係 以 外

の 幅 広 い 友 人 関 係 が で き た こ と 」、「 大 学 4 年 時 の 現 在 に お い て も 充

ID SEX
現在の適

応感得点

入学時の適

応感得点

新旧友

人選択
親密化過程の類型 新友人の所属 居住 現役・浪人 調査１ 調査２ 調査３ 調査４ 調査５

※ 重 複 1 1女性 2.5 1.67 　 　 ○ ○ ○ ○ ○
17 女性 4.33 1.67 新 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型 同学科 親と同居 現役 ○ ○ ○ ○ ○

18 女性 5.33 2.17 旧 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型
同 学 科 ・ 同 サ ー

クル
親 と 同 居 現役 × × × × ×

19 女性 5.17 2.17 新 Ⅲ：二者中心グループ関係維持型
同 学 科 ・ 同 サ ー

クル
親 と 同 居 現役 ― ― ― × ―

20 女性 5 2.17 新 Ⅴ：二者中心グループ関係変動型 同学科 一人暮らし 現役 ○ ○ ○ ○ ○
21 女性 4.33 2.17 旧 Ⅶ：二者先行中心グループ関係変動型 同学科 親と同居 現役 ○ ○ ○ ○ ○

T a b l e 6 - 4 - 6 . 入 学 時 の 適 応 感 得 点 低 群 （ 5 名 ） の 特 徴

― は 調 査 デ ー タ な し を 示 す × は 、 面 接 調 査 時 に 選 択 し た 人 物 と は 別 人 物 を 示 す 。

調 査 1 ～ 5 回 目 の 友 人 選 択 と の 一 致 状 況

○ は 、 面 接 調 査 時 に 選 択 し た 人 物 と 同 人 物 を 示 す 。
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実 し た 関 係 が 継 続 し て い る こ と 」 等 が 発 話 か ら 抽 出 さ れ 、 友 人 関 係

の 親 密 化 過 程 が 大 き く 関 わ っ て い る 可 能 性 を 示 し た 。  

 入 学 時 の 適 応 感 高 群 （ 第 2 グ ル ー プ ） で は 、 現 在 の 適 応 感 が 若 干

入 学 時 よ り も 低 く な っ た 協 力 者 が 存 在 す る 。 し か し な が ら 、 そ の 変

動 幅 は 非 常 に 小 さ く 、 入 学 時 の 適 応 感 が 高 い 場 合 、 大 学 4 年 時 に は

そ の 高 さ を 維 持 す る グ ル ー プ 群 が 抽 出 さ れ た 。 入 学 時 の 適 応 感 が 高

か っ た 要 因 を 個 人 発 話 か ら 検 討 す る と 、「一 人 暮 ら し を 始 め た 時 に 同

じ 境 遇 の 友 人 が 存 在 し た こ と 」「旧 友 人 が 同 大 学 内 に 在 籍 し 入 学 時 に

付 き 合 い が あ っ た こ と 」「入 学 直 後 に す で に 新 友 人 関 係 が 形 成 さ れ に

不 安 感 が な い こ と 」 が 挙 げ ら れ た 。 ま た 現 在 の 適 応 感 に つ い て は 、

1 年 時 の 活 発 の 友 人 関 係 を 報 告 し て い る た め 、4 年 時 の 現 在 で は 、「付

き 合 い が や や 減 少 し て い る こ と 」 を 報 告 す る 協 力 者 も い る が 、 そ の

付 き 合 い の 減 少 が 大 き く 現 在 の 適 応 感 を 低 下 さ せ る 要 因 と は な っ て

い な い 。ま た 、こ の グ ル ー プ 群 で は 大 学 時 代 の 友 人 関 係 に つ い て「 安

定 感 ・ 平 和 な 関 係 」 で あ る と 報 告 し て い る 協 力 者 が 多 く 、 入 学 時 に

高 い 適 応 感 を 認 知 し て い る 場 合 に は 、 そ の 後 の 友 人 関 係 も 安 定 し て

お り 、 現 段 階 に 至 る ま で 同 程 度 の 適 応 感 を 維 持 し て い た 可 能 性 が あ

る 。  

 現 在 の 適 応 感 低 群 （ 第 3 グ ル ー プ ） の 入 学 時 の 適 応 感 は 幅 広 く 評

定 さ れ て い た 。 こ の グ ル ー プ の 特 徴 と し て は 、 入 学 時 の 適 応 感 よ り

も 現 在 の 適 応 感 が 低 く 認 知 さ れ て い る 傾 向 が あ る 。 1 年 時 か ら 4 年

時 の 親 密 化 過 程 に お い て 、 1 年 時 で は や や 活 発 な 友 人 関 係 の 相 互 作

用 が 確 認 さ れ た が 、 他 グ ル ー プ と 比 較 す る と 、 全 般 的 に 友 人 関 係 の

希 薄 な 付 き 合 い を 報 告 す る 協 力 者 が 多 か っ た 。 ま た 、 4 年 時 で 個 々

人 の 活 動 が 忙 し い こ と で 付 き 合 い が 減 っ て い る こ と や 一 番 親 し い 友

人 と し て 大 学 以 外 の 友 人 関 係 を 選 択 す る 協 力 者 も い た 。 こ の 群 の 新

友 人 関 係 の 希 薄 さ や 大 学 以 外 で の 付 き 合 い が 現 在 の 適 応 感 を 低 め て

い た 可 能 性 が あ る 。  

 本 節 で は 、 適 応 感 の 特 徴 的 な 得 点 群 か ら 、 そ の 親 密 化 過 程 お よ び

大 学 生 活 に 関 す る 発 話 を 検 討 し 、 適 応 感 に 関 わ る 要 因 を 質 的 に 検 討

し た 。 各 群 5 名 ず つ の 検 討 で あ る た め 、 全 体 的 な 要 因 と し て 一 般 化

す る こ と は 難 し い が 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 特 徴 の あ る

適 応 感 の 変 動 の 関 連 を 抽 出 で き た も の と 考 え る 。  
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第 5 節   研 究 4 の 考 察  

 

第 2 節 か ら 第 4 節 で 得 ら れ た 結 果 か ら 研 究 4 の 考 察 を 行 う 。  

 第 2 節 で は 大 学 生 活 の 適 応 感 に 関 す る 先 行 研 究 か ら 幅 広 く 適 応 感

に 関 す る 項 目 を 収 集 し 、 本 研 究 で 使 用 す る 項 目 を 選 定 し た 。 本 研 究

で は 、 7 つ の 先 行 研 究 （ 東 ・ 浅 川 ・ 古 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 2； 藤 井 , 1 9 9 8；

古 市・玉 木 , 1 9 9 4；亀 岡 , 2 0 0 6；大 久 保・青 柳 , 2 0 0 3； 坂 田 ・ 佐 久 田 ・

奥 田 ・ 川 上 , 2 0 0 7； 植 村 ・ 小 川 ・ 吉 田 , 2 0 0 1） か ら 各 3 項 目 計 2 1 項

目 を 使 用 し た 。 こ れ ら の 項 目 の 因 子 構 造 の 検 討 、 信 頼 性 ・ 妥 当 性 の

検 討 を し た 上 で 、 6 項 目 を 選 定 す る 手 続 き を 行 っ た 。 2 1 項 目 の 因 子

構 造 の 検 討 の 結 果 、当 初 想 定 し て い た 7 領 域 が 、 4 つ の 因 子（「 大 学

生 活 に 関 す る 満 足 感 」・「 大 学 生 活 に 関 す る 抑 う つ 感 」・「 学 習 に 対 す

る 適 応 感 」・「 対 人 関 係 の 満 足 感 」）に 集 約 さ れ た が 、解 釈 可 能 性 か ら

妥 当 な 構 造 が 得 ら れ た も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 信 頼 性 (α 係 数 )の

検 討 で は 、 因 子 別 の 検 討 で は 、 低 い 値 も 見 ら れ た が 、 全 2 1 項 目 で

は 、高 い 信 頼 性 が 得 ら れ た た め 、適 応 感 を 示 す 全 体 の 構 造 と し て は 、

安 定 し た 項 目 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た G H Q 2 8 項 目 と の

関 連 か ら 、 適 応 感 2 1 項 目 と は 、 弱 い も の の 有 意 な 関 連 が 見 ら れ た

こ と か ら 、 妥 当 性 も 確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 検 討 の 上 、 因 子 負 荷 量 が

高 く 、 幅 広 い 内 容 が 集 約 さ れ た 6 項 目 を 選 定 し 、 本 章 で 扱 う 適 応 感

項 目 と し た 。 項 目 の 選 定 に つ い て は 、 各 因 子 の 因 子 負 荷 量 か ら 選 定

し て い る こ と の 課 題 が 存 在 す る が 、 6 項 目 の 信 頼 性 は 、 第 2 節 お よ

び 第 3 節 の 検 討 で 変 わ ら な い 値 ( . 7 0 以 上 )を 得 る こ と が で き た 。第 2

節 の 目 的 で あ っ た 、 大 学 適 応 感 に 関 す る 幅 広 い 領 域 を 収 集 し 、 集 約

し た 項 目 を 選 定 す る 目 的 は 達 成 さ れ た 。  

次 に 、第 3 章 及 び 第 4 章 で 明 ら か に さ れ て き た 大 学 生 の 友 人 関 係

の 様 相 と 第 5 章 の 回 想 的 調 査 面 接 か ら 得 ら れ た 親 密 化 過 程 の 様 相 が

大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

適 応 感 の 測 定 に つ い て 、 佐 久 間 ・ 柴 原 ・ 村 上 ( 2 0 1 0 )は 適 応 の プ ロ

セ ス が 直 線 的 で は な い た め 、 1 時 点 の 測 定 で は な く 継 時 的 な 計 測 の

必 要 性 を 指 摘 し て い る 。 第 3 節 で 、 1 - 2 年 時 の 質 問 紙 調 査 に よ る 友

人 に 対 す る 各 評 定 と 4 年 時 の 面 接 時 に 測 定 し た 適 応 感 と の 関 連 を 検

討 し た が 、 入 学 時 の 適 応 感 と 1 - 2 年 時 の 友 人 の 評 定 に は い く つ か の

関 連 が 示 さ れ た も の の 、 大 学 1 - 2 年 時 の 友 人 に 対 す る 評 定 は 、 現 在

の 適 応 感 と 関 連 は 示 さ な か っ た 。 ま た 、 第 4 節 で は 適 応 感 に 特 徴 が

あ る 群 の 発 話 に つ い て 質 的 な 検 討 と 1 - 2 年 時 の 友 人 選 択 状 況 を 確 認

し た が 、 入 学 時 と 現 在 の 適 応 感 の 高 低 は 必 ず し も 一 番 親 し い 友 人 の

選 択 過 程 に よ り 説 明 で き る も の で は な か っ た 。 す な わ ち 大 学 1 - 2 年

時 の 友 人 関 係 で は 、 大 学 生 活 の 最 終 段 階 の 適 応 感 を 予 測 で き な い こ

と が 示 さ れ た こ と か ら 、 大 学 生 活 の 最 終 段 階 に 至 る ま で の 友 人 関 係
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と 適 応 感 の 過 程 を 検 討 す る こ と の 重 要 性 が 明 確 と な っ た 。 本 研 究 で

は 、 大 学 4 年 時 の み の 測 定 で あ る が 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 回 想

さ せ る 調 査 の 後 で「 現 在 」「入 学 時 」「友 人 関 係 で 辛 い 時 」「友 人 関 係

で 充 実 し た 時 」 の 回 答 を 求 め た 。 時 点 毎 の 回 答 で は な い も の の 親 密

化 過 程 の 回 想 と の 関 連 の 検 討 が 目 的 で あ る た め 、 適 応 感 の 変 動 を 取

り 扱 う 意 義 が 存 在 す る も の で あ っ た 。  

量 的 指 標 で の 検 討 と し て 以 下 の 3 点 に つ い て 第 3 節 で 検 討 し た 。 

第 1 に 大 学 4 年 生 の 大 学 生 に と っ て 一 番 親 し い 友 人 が 、「 新 友 人 」

も し く は 「 旧 友 人 」 の 選 択 に よ る 大 学 適 応 感 の 影 響 を 検 討 し た 。 そ

の 結 果 、 全 体 的 傾 向 と し て 、 新 友 人 を 選 択 し た 群 の 適 応 感 が 高 か っ

た 。田 口 ・ 盛 ・ 大 谷（ 2 0 0 4）は 友 人 関 係 の 満 足 度 が 高 い こ と は 学 校

で 過 ご す 安 堵 感 を 高 め 、 孤 独 感 を 低 め る こ と を 示 し 、 P a u l  &  

B r i e r ( 2 0 0 1 ) は 大 学 入 学 後 も な お 旧 友 人 を 強 く 思 う 感 情 は 大 学 入 学

後 の 孤 独 感 を 高 め る こ と を 指 摘 し て い る が 、 本 研 究 の 結 果 も こ れ ら

知 見 を 支 持 す る も の で あ る 。 つ ま り 、 大 学 4 年 時 の 友 人 選 択 で い ま

だ 、 旧 友 人 が 一 番 で あ る と 選 択 し た 協 力 者 に と っ て 、 大 学 入 学 後 に

知 り 合 っ た 新 友 人 と の 関 係 が 約 3 年 半 以 上 の 学 生 生 活 を 共 有 し て も 、

旧 友 人 と の 関 係 を 上 回 ら な か っ た 結 果 を 示 す も の で あ る 。 大 学 生 活

の 中 で 、 新 友 人 の 存 在 が 一 番 と 選 択 し た 群 で は 、 新 友 人 と の 関 係 に

つ い て 旧 友 人 と 同 等 以 上 の 満 足 感 を 持 っ て お り 、 そ の 結 果 大 学 生 活

の 適 応 感 を 高 め る 結 果 と な っ た も の と 考 え ら れ る 。  

第 2 に 追 跡 的 調 査 か ら 一 番 親 し い 友 人 の 選 択 の 変 容 が 大 学 適 応 感

に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 全 体 的 傾 向 と し て 、 一 番 親 し い

友 人 が 約 3 年 半 以 上 の 大 学 生 活 の 中 で 変 更 し た 群 の 適 応 感 が 高 か っ

た 。 一 度 も 友 人 を 変 更 し な か っ た 群 は 、 大 学 入 学 当 初 の 友 人 に 対 す

る 印 象 が よ く 、友 人 関 係 が 安 定 し 推 移 し た 関 係 性 の 初 期 分 化 現 象 (山

中 , 1 9 9 4 他 )で あ る 可 能 性 と 、入 学 当 初 に 知 り 合 っ た 友 人 を 上 回 る 親

し い 友 人 が 大 学 生 活 3 年 半 の 間 で 出 現 し な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ

る 。一 方 で 、少 な く と も 一 度 以 上 一 番 親 し い 友 人 を 変 化 し た こ と は 、

入 学 当 初 に 知 り 合 っ た 友 人 よ り も 親 し い 友 人 が 出 現 し た 可 能 性 と 友

人 関 係 が 多 く 変 動 し た 可 能 性 が あ る 。 つ ま り 過 程 の 様 相 と 同 様 に 、

大 学 生 活 の 中 で 多 様 な 友 人 関 係 の 経 験 が 大 学 適 応 感 を 高 め る 結 果 と

し て 示 さ れ た 。  

第 3 に 回 想 的 調 査 面 接 で 抽 出 さ れ た 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学 適 応

感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 全 体 的 傾 向 と し て 、 過 程 の

中 で 友 人 関 係 が 変 動 す る 出 来 事 を 経 験 し て い る こ と や 、 一 番 親 し い

友 人 と の 特 別 な 行 動 を 認 知 し て い る こ と が 大 学 適 応 感 を 高 め て い た 。

関 係 変 動 の 出 来 事 は 、 ポ ジ テ ィ ブ な 出 来 事 だ け で は な く 、 友 人 関 係

内 の ト ラ ブ ル や 考 え 方 や 価 値 観 の 違 い か ら 友 人 関 係 の 変 化 を 経 験 し

た こ と が 回 想 さ れ る な ど 、 協 力 者 に と っ て 辛 い 出 来 事 も 含 ま れ て い
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る 。 し か し な が ら 、 関 係 変 動 の 経 験 は 、 ど の よ う な 出 来 事 で あ っ た

と し て も 、 友 人 関 係 内 で の 相 互 作 用 を 活 発 に さ せ る こ と が 推 測 さ れ

る 。 H a y s ( 1 9 8 4 , 1 9 8 5 )ら の 親 密 化 過 程 に 関 す る 要 因 の 検 討 で は 、 行

動 面 や 感 情 面 の 相 互 作 用 が 重 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い る が 、 本 研

究 の 結 果 か ら 友 人 関 係 で の 活 発 な 相 互 作 用 が 結 果 と し て 、 大 学 の 適

応 感 を 高 め る 結 果 に な っ た と 示 唆 さ れ た 。 ま た 一 番 親 し い 友 人 の 個

別 行 動 の 有 無 も 大 学 適 応 感 に 影 響 を 与 え る 要 因 で あ っ た 。 友 人 関 係

は 複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る も の で あ る が 、 複 数 で 推 移 す る 関 係

の 中 で 、 一 番 の 友 人 を 「 特 別 で あ る こ と 」、「 親 友 で あ る こ と 」 と い

っ た よ う な 認 知 や 2 人 だ け で 共 有 さ れ る 行 動 を 有 し て い る こ と が 適

応 感 を 高 め る 結 果 を 示 し た 。 つ ま り 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程

が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 要 因 と し て 、 複 数 対 人 関 係 で の 経 験 の 豊 富 さ

と 重 要 な 友 人 に 対 す る 二 者 関 係 の 認 知 の 両 側 面 が 影 響 す る こ と を 明

ら か に し た 。  

第 4 節 で は 適 応 感 を 高 め る （ 低 め る ） 要 因 を 質 的 な 発 話 か ら 検 討

し た 。 適 応 感 に 特 徴 が あ る 群 と し て 、 ① 入 学 時 の 適 応 感 低 く 、 現 在

へ の 適 応 感 が 高 ま る グ ル ー プ 、 ② 入 学 時 か ら 適 応 感 が 高 く 現 在 も 高

い 適 応 感 を 維 持 し て い る グ ル ー プ 、 ③ 現 在 の 適 応 感 の 低 い グ ル ー プ

が 抽 出 さ れ た 。  

入 学 時 に 適 応 感 が 低 い 場 合 の 要 因 に は 、 大 学 生 活 へ の 不 満 足 感 と

新 友 人 関 係 へ の 不 安 感 や 不 満 足 感 が あ る が 、初 期 の 適 応 感 の 低 さ は 、

そ の 後 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に よ っ て 高 ま る こ と が こ の グ ル ー プ

群 の 特 徴 か ら 確 認 さ れ た 。 こ の 群 の 発 話 か ら 、 現 在 の 友 人 関 係 に つ

い て 満 足 感 が 報 告 さ れ 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 大 学 生 活

の 適 応 感 に 影 響 す る こ と を 裏 付 け る も の と な っ た 。 ま た 入 学 時 に 適

応 感 が 高 い 群 で は 、 入 学 当 初 か ら 友 人 関 係 に 不 安 感 が な い こ と が そ

の 要 因 と し て 抽 出 さ れ た 。 ま た 、 潜 在 曲 線 モ デ ル の 検 討 で も 入 学 時

の 回 想 に よ る 適 応 感 が 1 - 2 年 時 に 測 定 し た 友 人 に 対 す る ポ ジ テ ィ ブ

な 評 定 に 影 響 を 与 え る こ と を 示 し た こ と か ら 、 入 学 時 の 適 応 感 と 友

人 関 係 形 成 と の 関 連 が 示 さ れ た 。 坂 田 ら （ 2 0 0 7）・ 佐 久 田 ら ( 2 0 0 8 )

は 、 大 学 入 学 後 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 重 要 性 を 指 摘 し て い る が 、

本 研 究 の 結 果 に お い て も 入 学 時 の 適 応 感 の 高 さ は 、 現 在 へ の 適 応 感

を 維 持 さ せ て い る こ と か ら 、 教 育 現 場 に お い て 、 入 学 初 期 の 大 学 行

事 を 充 実 さ せ 学 生 同 士 を 出 会 う 場 を 提 供 す る こ と に よ り 、 大 学 生 の

適 応 感 を 維 持 さ せ る 結 果 を も た ら す 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 現 在 の 適

応 感 が 低 い グ ル ー プ で は 、 全 体 と し て 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 希 薄

さ が 特 徴 で あ っ た 。 新 し く 形 成 さ れ た 友 人 関 係 の 希 薄 さ は 現 在 の 適

応 感 を 低 め る こ と が 本 研 究 の 結 果 か ら 明 ら か に な っ た 。 以 上 の 結 果

か ら 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 大 学 生 活 へ の 適 応 感 に 影 響 を 与 え る

こ と を 明 ら か に す る 目 的 は 達 成 さ れ た 。  
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第 6 節   本章 のま とめ  

 

本 章 で は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学 適 応 感 に

及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

大 学 適 応 感 の 測 定 に 際 し 、 協 力 者 の 回 答 の 負 担 を 考 慮 し 、 大 学 適

応 感 を 集 約 さ れ た 項 目 で 測 定 で き る よ う に 項 目 の 選 定 を 行 っ た 。 そ

の 結 果 、2 1 項 目 で の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 確 認 し 、大 学 適 応 感 を 測 定 す

る 6 項 目 を 選 定 し た 。  

次 に 、第 3 章 お よ び 第 4 章 で 明 ら か に さ れ た 友 人 関 係 の 追 跡 的 検

討 と 第 5 章 の 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 様 相 が

大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。そ の 結 果 、全 体 的 傾 向 と し て 、

大 学 4 年 生 の 時 点 で 新 友 人 が 協 力 者 に と っ て 一 番 親 し い 友 人 で あ る

と 報 告 し た 大 学 生 は 、 旧 友 人 を 選 択 し た 者 よ り も 、 大 学 適 応 感 を 高

く 評 定 し て い た 。 こ の 結 果 は 、 大 学 入 学 後 に 親 友 と 呼 べ る 人 物 が 、

大 学 生 活 の 中 で で き た こ と が 、 大 学 生 活 の 適 応 感 を 高 め る こ と を 示

唆 す る も の で あ る 。 ま た 、 友 人 の 選 択 状 況 の 推 移 で は 、 一 番 親 し い

友 人 を 大 学 生 活 の 中 で 変 更 す る 群 の 適 応 感 が 、 一 貫 し て 同 じ 友 人 を

選 択 し た 群 の 適 応 感 よ り も 高 か っ た 。 さ ら に 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過

程 に お い て 、 友 人 関 係 が 変 化 す る 出 来 事 が あ る こ と や 、 一 番 親 し い

友 人 と 他 の 友 人 と の 差 異 を 認 知 す る 行 動 や 経 験 の 共 有 が あ る こ と が 、

大 学 適 応 感 を 高 め て い た 。 こ れ ら の 結 果 は 、 友 人 関 係 内 の 様 々 な 経

験 の 結 果 、 友 人 関 係 が 変 動 す る こ と 、 さ ら に 複 数 の 友 人 で 構 成 さ れ

る 友 人 関 係 の 中 で も 、「一 番 親 し い と 選 択 し た 友 人 」が 明 確 に 意 識 で

き る 行 動 や 経 験 を 学 生 生 活 の 中 で 認 知 す る こ と が 大 学 生 の 適 応 感 を

高 め る 要 因 と し て 寄 与 す る こ と を 明 ら か に す る も の で あ っ た 。 ま た

適 応 感 の 得 点 と 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 発 話 に よ る 検 討 で は 、 入 学

時 に 安 定 し た 友 人 関 係 が 形 成 さ れ る こ と が 高 い 適 応 感 を 維 持 す る こ

と 、 ま た 、 入 学 時 の 適 応 感 は 低 く と も 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に よ り

適 応 感 を 十 分 に 高 め る こ と が 可 能 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

本 章 の 検 討 に よ り 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 は 、 大 学 生 活 へ

の 適 応 感 に 影 響 を 与 え る こ と が 明 ら か に さ れ た 。  

 

註 )  

 
1 )こ の 研 究 の 一 部 は 「 渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 1 0 ) .大 学 生 の 4 年 間 の 友

人 選 択 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 , 日 本 グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス 学

会 第 5 7 回 」 で 発 表 し た 。  

 

2 )こ の 研 究 の 一 部 は 「 渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 1 0 ) .大 学 生 の 友 人 関 係 の

親 密 化 過 程 が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 ,  日 本 社 会 心 理 学 会 第 5 1 回
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大 会 」 で 発 表 し た 。  

 

3 )既 存 の 尺 度 で は 、「 大 学 」「 学 校 」「 学 部 」 ｢学 科 ｣の 表 現 に ば ら つ き

が あ っ た た め 、 全 て 「 大 学 」 と い う 表 現 に 統 一 し た 。（ 例 ： N o 4 学

校 に 行 く の が 好 き だ → 大 学 に 行 く の が 好 き だ ）  

 



172 

 

第 7 章   

総括と今後の課題  
 

第 1 節  総 括  

  

本 論 文 で は 、 大 学 新 入 生 に 対 す る 追 跡 的 研 究 (質 問 紙 調 査 )と 回 想

的 調 査 面 接 に よ る 2 つ 方 法 に よ る ア プ ロ ー チ か ら 青 年 期 の 中 で も 大

学 生 の 同 性 友 人 関 係 の 複 数 友 人 関 係 に 注 目 し た 。 本 論 文 の 目 的 は 大

学 入 学 時 の 新 旧 友 人 関 係 を 追 跡 す る こ と 、 ま た 新 友 人 の 親 密 化 過 程

を 明 ら か に し 、 親 密 化 過 程 が 大 学 生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討

す る こ と で あ っ た 。  

目 的 を 達 成 す る た め に 、第 3 章 ～ 第 6 章 (研 究 1～ 4 )で は 、実 証 的

な 調 査 を 実 施 し 、 そ の 方 法 、 結 果 、 考 察 を 述 べ て き た 。 本 節 で は 4

つ の 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 整 理 し 、 総 括 し て い く 。  

 

 

( 1 )  大 学 生 の 新 旧 友 人 関 係 に 関 す る 追 跡 的 検 討  

 

友 人 関 係 の 発 達 的 変 化 を 明 ら か に し て き た 研 究 ( 榎 本 , 1 9 9 9 ・

2 0 0 0； 落 合 ・ 佐 藤 , 1 9 9 6 )で は 、 同 一 協 力 者 に よ る 縦 断 的 研 究 に よ る

検 討 必 要 性 が 指 摘 さ れ て き た が 、 サ ン プ ル 確 保 の 難 し さ 、 手 続 き の

煩 雑 さ か ら 、多 く の 友 人 関 係 研 究 で は 、横 断 的 調 査 が 主 流 で あ っ た 。

ま た 大 学 生 入 学 時 の 友 人 関 係 研 究 で は 、 新 し く 出 会 う 友 人 関 係 の 形

成 に つ い て 和 田 ( 2 0 0 1 )は 、 大 学 入 学 後 に 新 た に 形 成 さ れ る 友 人 関 係

は 、 そ の 以 前 に 築 い て き た 友 人 関 係 の 在 り 方 が 反 映 す る こ と を 指 摘

し て き た 。 本 研 究 で は 、 複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 を 追 跡

す る 試 み と し て 、 第 3 章 に お い て 、 新 旧 友 人 関 係 を 同 時 進 行 的 に 追

跡 し 、 両 者 の 関 係 の 比 較 、 お よ び 両 者 が 相 互 に 影 響 す る 過 程 を 検 討

し た 。  

第 3 章 第 2 節 で は 、同 一 協 力 者 に 対 し 、大 学 入 学 当 初 か ら 大 学 入

学 後 に 知 り 合 っ た 新 友 人 と の 関 係 と 入 学 前 に 知 り 合 っ た 旧 友 人 と の

関 係 を 約 1 年 間 、 追 跡 的 に 検 討 し た 。 手 続 き と し て 各 調 査 時 点 に お

い て 協 力 者 に は 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 し て も ら っ た 。 し た が っ て 本

章 の 追 跡 的 検 討 の 意 義 は 、 時 間 の 推 移 に し た が っ て 、 協 力 者 の 「 一

番 親 し い 」 と い う 基 準 で 選 択 さ れ た 友 人 に 対 す る 親 密 さ を は じ め と

し た 内 的 な 感 情 ・ 認 知 面 や 行 動 面 の 推 移 が 明 ら か に さ れ る こ と で あ

っ た 。 こ の 一 連 の 検 討 に よ っ て 大 学 生 が 新 し い 友 人 と 出 会 い 、 親 密

化 し て い く 過 程 を 明 ら か に す る と 同 時 に 、 入 学 前 に 知 り 合 っ た 旧 友
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人 と の 関 係 も 追 跡 す る こ と で 同 時 点 及 び 推 移 を 直 接 的 比 較 す る こ と

を 可 能 と し た 。 新 旧 友 人 の 大 学 入 学 後 約 1 年 間 の 追 跡 的 調 査 で は 、

全 体 と し て 旧 友 人 に 対 す る 安 定 し た 親 密 さ や 関 係 認 知 、 ポ ジ テ ィ ブ

な 感 情 を 確 認 し た 。 そ の 一 方 で 、 新 友 人 に 対 し て は 、 時 間 の 経 過 と

と も に 親 密 さ 、 深 さ や 対 等 性 の 関 係 認 知 が 高 ま り 、 親 和 的 行 動 や 主

張 的 行 動 の 頻 度 が 増 す と い う 過 程 を 明 ら か に し た 。 5 回 の 調 査 時 点

の 推 移 と 新 旧 友 人 に 対 す る 双 方 向 の 影 響 を 探 索 的 に 検 討 し た 結 果 、

付 き 合 い の 長 い 旧 友 人 に 対 す る 評 定 が 新 友 人 に 影 響 す る 側 面 だ け で

な く 、 新 友 人 の 評 定 が 旧 友 人 の 評 定 に 影 響 す る 側 面 が 存 在 す る こ と

明 ら か に し た 。こ の 結 果 は 旧 友 人 の あ り 方 が 新 友 人 に 反 映 さ れ る (和

田 , 2 0 0 1 )だ け で は な く 、 双 方 に 影 響 し 合 う 関 係 で あ る こ と を 明 ら か

に し た 。 ま た そ の 影 響 力 は い ず れ の 方 向 に お い て も 正 の 値 を 示 し て

い た こ と か ら 、大 学 生 の 全 体 と し て の 友 人 関 係 が 充 実 す る た め に は 、

新 旧 友 人 関 係 の 双 方 が 良 好 で あ る こ と が 重 要 で あ る 。  

第 3 章 第 3 節 で は 、友 人 関 係 期 待 の 比 較 か ら 、新 旧 友 人 へ の そ れ

ぞ れ の 期 待 が あ る こ と が 示 し た 。 つ ま り 、 新 旧 友 人 の 差 異 は そ の 付

き 合 い 期 間 に 応 じ た 親 し さ の レ ベ ル の 差 異 と い う 観 点 だ け で は な く 、

そ れ ぞ れ 友 人 に 対 す る 期 待 や 機 能 の 認 知 構 造 に も 差 異 が あ る こ と を

明 ら か に し た 。ま た 、第 5 章 第 4 節 の 大 学 4 年 時 の 調 査 時 お い て も

約 4 4％ の 協 力 者 が 、「 一 番 親 し い 友 人 」 と し て 旧 友 人 を 選 択 し て い

た 。す な わ ち 、大 学 生 に と っ て の 旧 友 人 は 、大 学 生 活 全 般 に お い て 、

安 定 し た 重 要 な 存 在 で あ る こ と を 実 証 し た 。 新 し く 形 成 さ れ る 友 人

関 係 の 形 成 を 検 討 す る 際 に 、 旧 友 人 と の 関 係 を 同 時 に 検 討 す る こ と

の 意 義 を 提 供 し た 。  

 

( 2 )  新 友 人 の 友 人 選 択 過 程 の 追 跡 的 検 討  

 

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 研 究 (山 中 , 1 9 9 4 ら )で は 、 同 一 協 力 者 と

対 象 と な る 友 人 1 名 と の 関 係 を 追 跡 的 に 検 討 す る こ と で そ の 様 相 を

明 ら か に し て き た 。 複 数 と の 友 人 で 形 成 さ れ る 友 人 関 係 の 特 徴 を 鑑

み る と 親 密 化 過 程 で 、 初 期 に 選 択 し た 友 人 よ り も 親 し く な る 友 人 が

出 現 す る 可 能 性 が 予 測 さ れ た 。 追 跡 的 研 究 の 中 で こ の 検 討 課 題 を 解

決 す る た め に 、本 研 究 で は 各 調 査 時 点 で 対 象 と な る 友 人 を 固 定 せ ず 、

「 一 番 親 し い 新 旧 友 人 （ 各 1 名 ）」 を 毎 回 選 択 し て も ら う 手 続 き を

採 用 し 、 そ の 選 択 過 程 を 追 跡 し 、 ま た 友 人 選 択 が 親 密 さ を は じ め と

し た 感 情 ・ 認 知 ・ 行 動 の 各 側 面 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。  

第 4 章 第 2 節 で は 、複 数 の 対 人 関 係 の 中 か ら 一 番 親 し い 友 人 が 選

択 さ れ て い る 様 相 を 捉 え る た め に 、 新 友 人 に つ い て 、 5 回 の 調 査 時

点 で 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 し て も ら う 手 続 き に よ り そ の 推 移 を 検 討

し た 。 初 期 に 一 番 親 し い と 選 択 し た 新 友 人 を 一 貫 し て 、 選 択 す る 協
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力 者 が 2 5％ 程 度 存 在 し 、第 4 章 第 4 節 の 大 学 4 年 時 の 面 接 調 査 時 点

で の 検 討 で も 約 2 3％ の 協 力 者 が 、 大 学 1 年 ・ 2 年 ・ 4 年 の 3 回 の 調

査 時 点 で 同 じ 友 人 を 選 択 し て い た 。 こ れ ら の 結 果 は 山 中 ( 1 9 9 4 )ら の

指 摘 す る 関 係 の 初 期 分 化 の 存 在 を 確 認 す る の で あ る が 、 各 評 定 の 推

移 を 検 討 し た 結 果 で は 、 必 ず し も 、 初 期 の 印 象 の 良 さ が そ の 後 の 印

象 の 良 さ を 維 持 し て い る と い う 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 す な わ ち 、

同 じ 友 人 を 変 わ ら ず 選 択 す る こ と の 意 味 に は 、 初 期 分 化 現 象 に よ る

場 合 と 最 初 に 選 択 し た 友 人 以 外 に 親 し い 友 人 が 出 現 し な か っ た た め

の 場 合 の 両 方 の 選 択 が 存 在 す る 可 能 性 を 明 ら か に し た 。 ま た そ の 一

方 で 大 学 1 年 間 の 追 跡 的 調 査 で は 少 な く と も 1 回 以 上 友 人 の 選 択 が

変 化 す る 協 力 者 が 約 7 5％ 存 在 し た 。こ の 結 果 は 、友 人 を 各 調 査 時 点

で 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 し て も ら う 手 続 き に よ り 、 親 密 化 過 程 に は

初 期 分 化 現 象 ま た は 段 階 理 論 で は 明 ら か さ れ て こ な か っ た 過 程 が 存

在 す る こ と を 示 す も の で あ る 。 ま た 友 人 選 択 は 複 数 友 人 関 係 の 中 で

友 人 が 選 択 さ れ て い る こ と を 確 認 す る も の で あ っ た 。 さ ら に 入 学 半

年 ～ 入 学 1 年 後 の 友 人 選 択 に お い て も 、い ま だ 約 4 3％ の 協 力 者 が 友

人 を 変 更 さ せ て い る 結 果 か ら 、 親 密 化 過 程 研 究 に お い て 、 長 期 的 な

追 跡 の 必 要 性 を 明 ら か に す る と と も に 、 二 者 の 友 人 関 係 を 追 跡 す る

だ け で は な く 、複 数 の 対 人 関 係 を 含 め 、友 人 が ど の よ う に 選 択 さ れ 、

親 し く な っ て い く か の 詳 細 を 追 跡 す る 視 点 の 意 義 を 提 供 し た 。ま た 、

本 論 文 で 使 用 し た 各 友 人 と の 関 係 性 や 友 人 に 対 す る 評 定 が 友 人 選 択

に 寄 与 す る 変 数 の 検 討 (第 4 章 第 3 節 )で は 、判 別 率 の 推 移 に つ い て

1 - 2 回 目 調 査 時 点 で は 、 約 6 8％ だ っ た が 、 4 - 5 回 目 調 査 時 点 で は 約

8 4％ ま で 上 昇 し 、時 間 の 経 過 に 従 い 本 研 究 で 採 用 し た 多 く 変 数 が 友

人 選 択 に 寄 与 す る 要 因 と な り 、 判 別 に 寄 与 す る こ と が 明 ら か に な っ

た 。 こ の 結 果 は 、 入 学 し て か ら 間 も な い 段 階 で の 友 人 選 択 は 、 協 力

者 の 中 で 使 用 し た 指 標 の 基 準 の 中 で は 行 わ れ て い な い 可 能 性 が あ る 。

ま た 、 入 学 半 年 後 か ら 入 学 1 年 後 の 友 人 選 択 で は 、 そ れ ら 指 標 が あ

る 程 度 、 友 人 選 択 に 関 わ る 指 標 と し て 寄 与 し 、 協 力 者 の 中 で そ の 友

人 個 人 に 対 す る 評 定 と し て 分 化 さ れ た も の と 考 え る 。  

ま た 先 に 述 べ た よ う に 、 親 密 化 過 程 研 究 で は 、 長 期 的 な 追 跡 的 検 討

必 要 性 が 指 摘 さ れ て き た 。 第 4 章 第 4 節 の 協 力 者 は 、 質 問 紙 に よ る 追

跡 的 調 査 に 少 な く と も 1 回 以 上 参 加 し た 協 力 者 で あ る 。 し た が っ て 、

大 学 1 年 時 の 4 回 の 質 問 紙 調 査 、 大 学 2 年 時 の 1 回 の 質 問 紙 調 査 、 大

学 4 年 時 の 面 接 の 調 査 の 約 3 年 半 の 追 跡 的 調 査 を 実 現 し た 。「 一 番 親

し い 友 人 」 の 選 択 の 変 容 に つ い て 、 こ の 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 質 的

デ ー タ と 質 問 紙 に よ る 量 的 な 追 跡 的 デ ー タ に よ る 統 合 的 な 検 討 を 行

っ た 。第 4 章 第 4 節 で は「 一 番 親 し い 友 人 」の 変 容 の 様 相 を 明 ら か

に す る た め に 、 質 問 紙 調 査 の 中 で 記 入 し た 一 番 親 し い 友 人 の イ ニ シ

ャ ル に つ い て 大 学 4 年 生 の 面 接 時 に イ ニ シ ャ ル を 確 認 さ せ る こ と で
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実 現 し た 。 そ の 結 果 、 大 学 3 年 半 で 一 貫 し て 同 じ 友 人 が 一 番 親 し い

と 報 告 し た 協 力 者 は 、 2 3％ 程 度 で あ り 、残 り の 協 力 者 が 、一 番 親 し

い 友 人 が 変 化 し た こ と を 報 告 し た 。こ の 変 化 は 大 学 1 年 時 の 初 期 の

時 期 だ け で な く 、 大 学 生 活 の 後 半 に お い て も 起 こ る こ と が 確 認 さ れ

た こ と か ら 、 大 学 生 の 親 密 化 過 程 の 検 討 で は 、 学 生 生 活 の 大 半 を 追

跡 す る 視 点 が 重 要 で あ る 。 ま た 大 学 生 の 友 人 関 係 で は 、 単 に 複 数 の

友 人 関 係 が 存 在 し て い る と い う 事 実 だ け で は な く 、 大 学 生 が 複 数 の

友 人 グ ル ー プ 関 係 に 所 属 し そ の 中 で 友 人 が 選 択 さ れ て い た 。 こ れ ら

の 過 程 の 抽 出 は 面 接 調 査 の 手 続 き と 質 問 紙 に よ る 追 跡 的 調 査 の 統 合

的 検 討 に よ り 実 現 さ れ た も の で あ っ た 。ま た 、「一 番 親 し い 友 人 」の

選 択 の 変 容 を 追 跡 す る こ と で 、 大 学 生 が 持 つ 友 人 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク

の 多 様 性 が 確 認 さ れ た 。  

 

  

( 3 )  回 想 的 調 査 面 接 に よ る 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程  

 

複 数 の 友 人 で 形 成 さ れ る 友 人 関 係 の 特 徴 を 親 密 化 過 程 研 究 に お い

て も 抽 出 す る 必 要 性 、ま た 第 4 章 に お い て 明 ら か に さ れ た 初 期 に 選

択 し た 友 人 よ り も 親 し く な る 友 人 が 出 現 す る 結 果 を 踏 ま え る と 、 同

一 協 力 者 に 対 す る 追 跡 的 な 質 問 紙 調 査 だ け で は 、 そ の 詳 細 が 明 ら か

に さ れ な い と い う 課 題 が 残 さ れ た 。 そ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 第

5 章 で は 、 回 想 的 調 査 面 接 の 導 入 を 試 み た 。 回 想 的 調 査 面 接 と は 、

「 ① 協 力 者 が 選 択 し た 一 番 親 し い 同 性 友 人 に つ い て 、 出 会 い か ら 現

在 の 状 況 を 、 時 間 の 推 移 に 従 い 、 友 人 関 係 に お け る 出 来 事 を 回 想 さ

せ る 方 法 。 ② こ の 際 、 選 択 友 人 と 協 力 者 を 含 む 共 通 友 人 が 確 認 さ れ

た 場 合 に は 、 選 択 し た 友 人 と の 関 係 に 加 え 、 共 通 友 人 と の 関 係 も 回

想 さ せ る 方 法 」 で あ る と 定 義 し 、 そ の 手 続 き と 適 用 を 検 討 し た 。 こ

の 目 的 を 達 成 す る た め に 3 つ の ス テ ッ プ に 分 け て そ の 有 効 性 を 検 討

し た 。  

第 1 ス テ ッ プ は 、 上 記 の 定 義 に 従 い 、 第 5 章 第 2 節 に お い て 、協

力 者 に と っ て 一 番 親 し い 友 人 を 選 択 さ せ 、 そ の 親 密 化 過 程 を 抽 出 す

る 質 問 項 目 の 選 定 を 行 っ た 。 こ の 際 、 協 力 者 と 選 択 友 人 の 共 通 す る

友 人 関 係 が 存 在 す る か を 確 認 し 、 そ の 複 数 の 友 人 関 係 を も 含 め た 親

密 化 過 程 を 抽 出 す る 手 続 き と 質 問 項 目 を 選 定 し た 。  

第 2 ス テ ッ プ で は 、 第 1 ス テ ッ プ で 検 討 し た 手 続 き に よ り 、 回 想 的

調 査 面 接 か ら 抽 出 さ れ た 親 密 化 過 程 の 類 型 化 を 試 み た 。 第 5 章 第 3 節

( 1 )で は 、 親 密 化 過 程 の 分 類 に つ い て 、① 共 通 友 人 の 有 無 、② 選 択 友

人 と 共 通 友 人 の 関 係 ス タ ー ト 時 期 の 差 異 、 ③ 選 択 友 人 及 び 共 通 友 人

と の 関 係 変 化 を も た ら し た 出 来 事 の 有 無 、 ④ グ ル ー プ 関 係 成 立 後 に

お け る 選 択 友 人 と だ け の 経 験 ・ 行 動 の 共 有 の 有 無 の 4 点 を チ ェ ッ ク
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項 目 と し 、 7 類 型 を 確 定 さ せ た 。 類 型 化 の 結 果 、 多 く の 場 合 、 複 数

の 友 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と を 確 認 し 、 そ の 共 通 す る 友 人 グ ル ー プ

の 存 在 に も 注 目 し つ つ 、 一 番 親 し い 友 人 と の 親 密 化 過 程 に お い て ど

の よ う な 出 来 事 を 経 験 し 、 関 係 が 形 成 さ れ る 過 程 を 明 ら か に す る こ

と を 可 能 と し た 。 し か し な が ら 、 分 析 事 例 が 3 1 事 例 の み で あ り 、

少 数 だ っ た た め 、 そ の 適 用 に 研 究 対 象 を 拡 大 す る 課 題 が 残 さ れ た 。  

第 3 ス テ ッ プ で は 、第 2 ス テ ッ プ で 検 討 し た 類 型 化 を 第 5 章 第 4 節

に お い て 適 用 し 、 こ の 手 続 き の 有 効 性 を 検 討 し た 。 第 2 ス テ ッ プ で 課

題 と な っ た 研 究 対 象 の 拡 大 も 目 的 と し 、 1 0 4 名 の 協 力 者 に よ る 発 話 を

適 用 す る こ と 実 現 さ せ た 。 そ の 結 果 、 回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 友

人 関 係 の 親 密 化 過 程 の ほ と ん ど が 、 選 択 さ れ た 友 人 と の 二 者 関 係 で

推 移 し て い る わ け で は な く 、 共 通 す る 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 親 密 化

し て い る 様 相 を 捉 え る こ と を 可 能 と し た 。 ま た 、 友 人 関 係 が 変 動 す

る 出 来 事 の 有 無 や 、 親 密 化 過 程 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 と の 特 別 な 関

係 が 認 知 の 確 認 に よ り 、 親 密 化 過 程 の 類 型 化 （ 7 類 型 ） を 実 現 し た

( Ta b l e 7 - 1 - 1 参 照 )。 こ の 類 型 の 意 義 は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 は 、 二 者

関 係 を 追 跡 的 に 調 査 す る 方 法 や 、 一 時 点 の 親 密 段 階 を 基 準 に そ の 様

相 を 調 査 す る 方 法 で は 抽 出 が 不 可 能 な 親 密 化 過 程 が 明 ら か に し た こ

と で あ る 。 ま た 、 1 0 4 事 例 中 4 事 例 の み で 、 そ の 過 程 が 二 者 関 係 だ

け で 推 移 し て い た が 、 9 6％ は 共 通 友 人 が 存 在 し た こ と か ら 、複 数 対

人 関 係 に よ る 親 密 化 過 程 を 研 究 す る 意 義 は 実 証 さ れ た 。 こ れ ら の 判

定 に つ い て は 、複 数 人 数 に よ る 独 立 し た 判 定 の 中 で 検 討 す る こ と で 、

一 定 の 一 致 し た 結 果 が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た こ と か ら 、 類 型 化

は あ る 程 度 客 観 的 な 基 準 の 中 で 判 定 可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  

本 論 文 の 目 的 で あ る 複 数 の 対 人 関 係 を 研 究 対 象 と し た 友 人 関 係 の

親 密 化 過 程 の 詳 細 を 明 ら か に す る 目 的 は 達 成 さ れ た 。
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類型名 関係始まり 過程 現在

Ⅰ 二者関係専心型

Ⅱ グループ関係維持型

Ⅲ 二者中心グループ関係維持型

Ⅳ グループ関係変動型

Ⅴ 二者中心グループ関係変動型

Ⅵ 二者先行グループ関係変動型

Ⅶ 二者先行中心グループ関係変動型

註１）関係変動については、最も単純なパターンで示した。変動には、「グループ関係の分裂」等様々な
パターンが存在する。各事例では変動が複数回確認されう場合もある。

註2）　　　　　　は、二者関係に個別の行動・経験を有することを示す。

Table7-1-1.回想的調査面接で得られた親密化過程パターン

協 A

A協

協 A

共

A協

共

協

協協

A

AA

A

A A

A

A
A

A

協

協
協

協 協

協

協

共2共１

共 共

共１

共１ 共１ 共2

共１

共１
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( 4 )  大 学 生 の 友 人 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学 生 活 の 適

応 感 に 及 ぼ す 影 響  

 

近 年 大 学 生 の 不 適 応 が 、 大 き な 問 題 と な り 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に

対 す る 関 心 は 学 校 現 場 に お い て 高 ま っ て い る 。 ま た 大 学 生 の 悩 み に

関 す る 調 査 (小 塩 ・ 桐 山 ・ 願 興 , 2 0 0 6； 高 井 , 2 0 0 8 )で は 、 全 体 の 2 割

か ら 3 割 が 、 友 人 関 係 の 悩 み を 報 告 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。

ま た 、 大 学 生 活 の 適 応 に つ い て は 大 学 入 学 当 初 に と ど ま ら ず 、 学 生

生 活 全 体 に お け る 検 討 必 要 性 が 指 摘 さ れ て き た 。 ま た 、 大 学 生 の 友

人 関 係 が 大 学 適 応 感 に 影 響 を 与 え る 知 見 が 明 ら か に さ れ て い る こ と

か ら 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 適 応 感 の 関 連 を 検 討 す る 視 点 が 重 要

と な る と 考 え ら れ た 。 第 5 章 第 4 節 の 協 力 者 ( 1 0 4 名 )に 回 想 調 査 的

面 接 終 了 後 に 大 学 適 応 感 の 質 問 紙 調 査 に も 回 答 し て も ら う こ と で 、

大 学 生 の 親 密 化 過 程 と 適 応 感 と の 関 連 が 明 ら か に さ れ る こ と が 期 待

さ れ た 。  

第 1 に 適 応 感 に 関 す る 質 問 紙 調 査 に つ い て 、協 力 者 の 回 答 に 対 す

る 負 担 を 極 力 減 ら す 必 要 が あ っ た 。ま た 本 論 文 で は 東・浅 川・古 川 ・

吉 田 ( 2 0 0 2 )の 「 大 学 生 の 大 学 と い う 環 境 が 心 理 的 調 和 に あ っ て 大 学

か ら の 要 請 へ の 適 合 と 大 学 生 の 欲 求 や 自 発 的 ・ 創 造 的 な 行 動 が 、 と

も に 実 現 さ れ る 均 衡 状 態 」 の 定 義 を 採 用 し た が 、 こ の 定 義 を 網 羅 す

る 項 目 を 選 定 す る 必 要 が あ っ た 。 以 上 の 検 討 課 題 を 踏 ま え て 、 第 6

章 第 2 節 で は 、 大 学 適 応 感 の 測 定 に つ い て 、 回 答 の 負 担 を 考 慮 し 、

大 学 適 応 感 を 集 約 さ れ た 項 目 を 選 定 す る こ と を 目 的 と し た 。 そ の た

め 、 予 備 調 査 を 実 施 し 、 先 行 研 究 か ら 収 集 し た 2 1 項 目 で の 信 頼 性

と 妥 当 性 を 確 認 し た 上 で 、大 学 適 応 感 を 測 定 す る 6 項 目 を 選 定 し た 。 

第 2 に 、第 3 章 ～ 第 5 章 で 明 ら か に さ れ た 友 人 関 係 の 追 跡 的 検 討

と 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学 適 応 感

に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。第 6 章 第 3 節 の 結 果 、全 体 的 傾 向 と し て 、

大 学 4 年 生 の 時 点 で 新 友 人 が 協 力 者 に と っ て 一 番 親 し い 友 人 で あ る

と 報 告 し た 群 は 、 旧 友 人 を 選 択 し た 群 よ り も 、 大 学 適 応 感 を 高 く 評

定 し て い た 。 つ ま り 、 大 学 入 学 後 に 親 友 と 呼 べ る 人 物 が 、 大 学 入 学

以 後 の 生 活 の 中 で で き た こ と が 、 大 学 生 活 の 適 応 感 を 高 め る こ と を

明 ら か に し た 。 P a u l  &  B r i e r ( 2 0 0 1 )が 指 摘 す る 大 学 入 学 後 も な お 旧

友 人 を 強 く 思 う 感 情 は 大 学 入 学 後 の 孤 独 感 を 高 め る と い う 先 行 研 究

と 本 論 文 の 結 果 は 一 致 し て い る も の で あ り 、 大 学 生 の 適 応 感 に つ い

て 、 新 し い 友 人 の 存 在 の 重 要 性 を 確 認 し た 。  

ま た 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お い て 、 友 人 関 係 が 変 動 す る 出 来

事 が あ る こ と や 、 一 番 親 し い 友 人 と 他 の 友 人 と の 差 異 を 認 知 す る 行

動 や 経 験 の 共 有 が あ る こ と は 、 大 学 適 応 感 を 高 め て い た 。 さ ら に 、

一 番 親 し い 友 人 の 選 択 状 況 の 推 移 で は 、 友 人 が 大 学 生 活 の 中 で 変 化
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す る 群 の 適 応 感 が 一 度 も 友 人 を 変 化 さ せ な か っ た 群 の 適 応 感 よ り も

高 か っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 友 人 関 係 内 に お い て 様 々 な 出 来 事 を

経 験 し 、 よ り 親 し い 友 人 が 出 現 す る こ と 、 さ ら に 複 数 の 友 人 で 構 成

さ れ る 友 人 関 係 の 中 で も 、「一 番 親 し い 」と 選 択 し た 友 人 と の 行 動 や

経 験 を 学 生 生 活 の 中 で 認 知 す る こ と が 大 学 生 の 適 応 感 を 高 め る 要 因

と し て 寄 与 す る こ と を 明 ら か に し た 。ま た 第 6 章 第 4 節 で は 、大 学

入 学 適 応 感 の 特 徴 あ る 群 の 発 話 か ら 、 大 学 適 応 感 に 関 わ る 要 因 を 親

密 化 過 程 の 質 的 な デ ー タ か ら 検 討 し た 。 こ の 結 果 、 入 学 時 の 適 応 感

の 低 さ に は 、「大 学 入 学 時 お よ び 友 人 関 係 の 不 満 足 感・不 安 感 」の 要

因 が あ る が 、 大 学 生 活 の 中 で 、 友 人 関 係 が 充 実 す る こ と で 、 そ の 適

応 感 を 高 め る こ と が 可 能 で あ る こ と を 示 し た 。 さ ら に 、 入 学 時 の 適

応 感 が 高 い こ と は 、 そ の 後 の 友 人 関 係 を 「 安 定 ・ 平 和 」 で あ る と 評

価 し 、 高 い 適 応 感 を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 ま た 、 4 年 時 の

適 応 感 が 低 い 群 で は 、 全 般 的 に 大 学 内 の 友 人 関 係 の 希 薄 さ が 報 告 さ

れ た 。  

こ れ ら の 結 果 か ら 、第 1 に 入 学 時 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン と い っ た

友 人 関 係 作 り の イ ベ ン ト や き っ か け が 重 要 で あ る こ と 、第 2 に 入 学

時 の 適 応 感 が 低 く と も 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 適 応 感 を

高 め る 要 因 と し て 寄 与 す る こ と を 示 唆 し た 。  

回 想 的 調 査 面 接 に よ る 親 密 化 過 程 に 関 す る 調 査 お よ び 約 4 年 間 に

お け る 追 跡 的 調 査 と 大 学 適 応 感 の 関 連 で は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の あ

り 方 が 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 影 響 す る こ と を 明 ら か に し た 。 大 学 生

活 の 適 応 に つ い て 、 初 期 の 様 相 に と ど ま ら ず 、 4 年 間 に お け る 過 程

を 縦 断 的 に 検 討 す る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て き た が（ 安 藤・廣 岡・小 川 ・

坂 本 ・ 吉 田 , 2 0 0 1； 吉 田 ・ 橋 本 ・ 安 藤 ・ 植 村 , 1 9 9 9）、 本 論 文 で 明 ら

か に さ れ た 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 大 学 適 応 感 に 関 す る 関 連 が 明 ら

か に さ れ た こ と か ら 、 こ の 指 摘 を 支 持 し 、 教 育 現 場 に お い て 大 学 生

活 全 般 で 友 人 関 係 と 適 応 感 を 捉 え る 視 点 の 重 要 性 を 提 示 し た 。  

 

 

第 2 節  本 論文 の意 義  

  

第 1 節 で は 、 各 研 究 で 明 ら か に さ れ た 結 果 を 踏 ま え 、 本 論 文 で 得

ら れ た 知 見 の 整 理 と 結 論 を ま と め て き た 。 本 節 で は 、 本 論 文 の 意 義

に つ い て 、 論 じ る 。  

 

複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 抽 出  

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 研 究 に 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 捉 え る 視 点 を

提 案 し 、 実 証 し た こ と に 本 論 文 の 意 義 が 存 在 す る 。 従 来 の 友 人 関 係

研 究 や 親 密 化 過 程 研 究 で は 、 1 時 点 に お け る 友 人 関 係 全 般 ま た は 1
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名 の 特 定 友 人 に 関 す る 様 相 を 明 ら か に す る 視 点 や 1 名 の 対 象 者 に 注

目 し 、 二 者 関 係 の 友 人 関 係 を 時 間 的 推 移 に 従 っ て 追 跡 す る 視 点 が 主

流 で あ っ た 。 本 論 文 で は 、 質 問 紙 調 査 に お い て 追 跡 的 検 討 の 中 で 、

友 人 を 固 定 せ ず 、「一 番 親 し い 友 人 」を 各 時 点 で 選 択 し て も ら う 手 続

き に よ り 、 友 人 選 択 の 変 容 を 抽 出 す る こ と を 可 能 と し た 。 ま た 回 想

的 調 査 面 接 で は 、「一 番 親 し い 友 人 」を 選 択 し 、親 密 化 過 程 を 回 想 し

て も ら う 際 に 、 協 力 者 と 選 択 し た 友 人 を 含 む 共 通 の 友 人 関 係 の 有 無

を 確 認 し た 。 複 数 友 人 関 係 が 確 認 さ れ た 場 合 に は 、 複 数 の 友 人 関 係

の エ ピ ソ ー ド も 回 想 し て も ら っ た 。 そ の 結 果 、 多 く の 大 学 生 が 複 数

友 人 関 係 と の 付 き 合 い を 報 告 し 、ま た 1 つ の ネ ッ ト ワ ー ク に と ど ま

ら な い 多 様 な 友 人 関 係 ネ ッ ト ワ ー ク の 存 在 が 確 認 さ れ た 。 複 数 の 対

人 関 係 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 の あ り よ う を 実 証 的 に 明 ら か に す る こ

と を 可 能 と し た 。  

 

量 的 デ ー タ と 質 的 デ ー タ の 統 合 的 ア プ ロ ー チ  

 複 数 の 友 人 関 係 の 相 互 作 用 の 中 で 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 捉 え

る 試 み と し て 、 回 想 的 調 査 面 接 の 手 法 を 採 用 し た こ と に 本 論 文 の 意

義 が 存 在 す る 。 面 接 調 査 は 、 そ の 手 続 き や 分 析 の 煩 雑 さ が あ り 、 ま

た サ ン プ ル 数 の 確 保 の 問 題 か ら 得 ら れ た デ ー タ の 一 般 化 の 難 し さ が

あ る た め 、 こ れ ま で 、 友 人 関 係 研 究 や 親 密 化 過 程 研 究 で も 採 用 さ れ

る こ と は 少 な か っ た 。 し か し な が ら 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 研 究 に

お い て 、 量 的 デ ー タ に よ る 追 跡 的 検 討 の み で は 、 網 羅 し き れ な い 過

程 が あ る こ と を 鑑 み る と 、 質 的 デ ー タ で の 検 討 が 必 要 不 可 欠 で あ る

と 考 え ら れ た 。本 論 文 で は 、大 学 4 年 生 1 0 4 名 に 回 想 的 調 査 面 接 を

実 施 し 、 あ る 程 度 の サ ン プ ル 数 を 確 保 し た 。 ま た 、 親 密 化 過 程 の 類

型 化 に 際 し 、 複 数 人 数 に よ る 判 定 を 導 入 し 、 あ る 程 度 の 一 致 し た 結

果 が 得 ら れ た こ と を 確 認 し た 。 回 想 的 調 査 面 接 が 、 研 究 手 法 と 有 効

で あ る こ と を 示 し た 。 さ ら に 、 追 跡 的 な 質 問 紙 調 査 に お け る デ ー タ

と 回 想 的 調 査 面 接 に よ る デ ー タ に つ い て 、 同 一 協 力 者 に よ る 協 力 を

お 願 い す る こ と で 、大 学 入 学 当 初 か ら の 約 3 年 半 以 上 の 大 学 生 活 を

ほ ぼ 網 羅 す る 過 程 を 捉 え る こ と を 可 能 と し た 。大 学 4 年 時 の 回 想 的

調 査 面 接 終 了 後 に 、 大 学 1 - 2 年 時 の 質 問 紙 調 査 で 、 選 択 し た 友 人 の

イ ニ シ ャ ル を 確 認 し て も ら う こ と で 、 友 人 選 択 の 変 容 過 程 を 確 認 す

る だ け で な く 、 協 力 者 と 選 択 友 人 の 関 係 に 関 す る エ ピ ソ ー ド 、 面 接

調 査 で 抽 出 さ れ た 友 人 関 係 の と の 関 連 等 を 確 認 し 、 大 学 生 が 所 属 す

る 多 様 な 友 人 関 係 を 明 ら か に す る こ と を 可 能 と し た 。 こ れ ら の 結 果

は 、 量 的 な 追 跡 的 調 査 と 質 的 な 面 接 調 査 と の 統 合 的 検 討 に よ り 実 現

し た も の で あ り 、 追 跡 的 検 討 の 中 で も 、 2 つ の ア プ ロ ー チ に よ る 検

討 を 行 う こ と の 意 義 を 示 す こ と が で き た 。  
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複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 適 応 感 の 関 連 に 関 す る 視 点  

こ れ ま で 、 多 く の 先 行 研 究 で 、 友 人 関 係 と 適 応 感 の 密 接 な 関 連 が

明 ら か に さ れ て き た 。 本 研 究 で 明 ら か に さ れ た 親 密 化 過 程 は 、 1 時

点 の 友 人 関 係 や 特 定 の 友 人 に 対 す る 過 程 で は な く 、 大 学 生 が 持 つ 複

数 の 友 人 関 係 の プ ロ セ ス で あ り 、 こ の プ ロ セ ス と 適 応 感 の 関 連 を 検

討 可 能 と し た こ と に 本 論 文 の 意 義 が 存 在 す る 。  

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 は 、 資 格 ・ 授 業 の 選 択 、 サ ー ク ル ・ 部 活 へ

の 参 加 、 就 職 活 動 と い っ た 学 校 内 で の 出 来 事 を 共 有 す る 中 で 変 容 し

て い た 。 ま た 、 複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ て い る だ け で な く 、 複 数 の

友 人 ネ ッ ト ワ ー ク を 有 し て い る こ と も 明 ら か に さ れ 、 全 体 と し て の

友 人 関 係 で の 過 程 が 適 応 感 に 関 連 し て い た 。 特 に 大 学 4 年 間 の 友 人

関 係 の 親 密 化 過 程 で 、友 人 関 係 が 変 動 す る 出 来 事 を 経 験 す る こ と や 、

初 期 に 出 現 し た 人 物 よ り も 印 象 の 良 い 親 友 が で き る と い う 経 験 が 、

全 体 と し て の 適 応 感 を 高 め て い た 結 果 を 得 た こ と は 、 複 数 対 人 関 係

が 大 学 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 本 研 究 の 目 的 を 達 成 し た 。 

大 学 生 が 抱 え る 適 応 の 維 持 ・ 促 進 は 大 学 に と っ て も 重 要 な 課 題 で

あ り 、 積 極 的 な 予 防 的 ア プ ロ ー チ や 心 理 教 育 プ ロ グ ラ ム を 導 入 す る

試 み が 増 加 し て い る 現 状 を 鑑 み る と 、 大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親

密 化 過 程 を 学 生 生 活 全 般 の 中 で 捉 え 、 ま た 学 校 内 の カ リ キ ュ ラ ム ・

学 生 生 活 の 時 間 的 変 容 と の 関 連 を 明 ら か に し た こ と は 、 青 年 期 の 友

人 関 係 の 重 要 性 と 大 学 生 の 大 学 適 応 感 を 促 進 し 、 不 適 応 の 予 防 に つ

な が る こ と を 示 す 有 用 な 視 点 を 提 供 し た 。  

 

 

第 3 節  今 後の 課題  

  

第 1 節 お よ び 第 2 節 で は 、本 論 文 で 得 ら れ た 知 見 整 理 し 本 論 文 の

意 義 を 概 観 し た 。 本 節 で は 、 本 論 文 で の 検 討 で き な か っ た 点 を ま と

め た う え で 、 今 後 検 討 す る べ き 課 題 に つ い て 述 べ る 。  

 

性 差 の 検 討  

本 論 文 の 対 象 者 は 、 大 学 生 で あ っ た 。 青 年 期 の 友 人 関 係 で は そ の

友 人 関 係 の 付 き 合 い 方 に 性 差 が 存 在 す る こ と が 様 々 な 研 究 か ら 明 ら

か に な っ て い る 。 和 田 ( 1 9 9 3 )に よ る と 、 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 の

中 で 、 友 人 関 係 の 中 で 友 人 に 望 む も の に は 性 を 指 摘 し 、 社 会 で 過 ご

す 社 会 で 適 切 と さ れ る 役 割 期 待 、 例 え ば 男 性 で は 達 成 、 競 争 、 独 立

が 、 女 性 で は 暖 か さ 、 親 密 感 、 表 情 の 豊 か さ が 求 め ら れ て い る こ と

を 指 摘 し た 。榎 本（ 1 9 9 9・ 2 0 0 0）も 、感 情 的 側 面 や 欲 求 面 に 性 差 が

あ る こ と を 指 摘 し た 。 さ ら に 、中 村（ 1 9 9 9）は 、欧 米 や 本 邦 で の 先

行 研 究 か ら 同 性 の 友 人 関 係 に み ら れ る 性 差 の 特 徴 を 概 観 し 、 １ ） 女
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性 で は 互 い の 価 値 の 類 似 性 が 、 男 性 で は 興 味 関 心 の あ る 事 柄 や 行 動

に 対 す る 類 似 性 が 友 情 形 成 に お い て 重 要 な 意 味 を 持 っ て い る こ と 、

２ ） 友 人 間 で 交 わ さ れ る 会 話 の 内 容 に 関 し て 、 女 性 は 対 人 関 係 に ま

つ わ る 情 緒 的 話 題 を 、 男 性 で は 趣 味 な ど 活 動 に ま つ わ る 話 題 を 重 視

す る こ と 、 ３ ） 感 情 の 表 現 に つ い て 女 性 は 男 性 に 比 べ て 肯 定 的 ・ 否

定 的 に か か わ ら ず 感 情 を 表 現 し や す い こ と 、 ４ ） 対 人 サ ポ ー ト に つ

い て 女 性 が 男 性 よ り も 友 人 に 対 し て 悩 み を 聞 く 、 励 ま す な ど の 情 緒

的 サ ポ ー ト を 多 く 行 う こ と の 4 点 に 整 理 し て い る 。 す な わ ち 、 本 論

文 で 明 ら か に し た 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の 様 相 に も 性 差 が 存 在 す る

可 能 性 が あ る 。 本 論 文 で は 、 男 性 の 調 査 協 力 者 が 少 な く 、 こ の 点 に

つ い て の 検 討 が 不 可 能 で あ っ た 。 今 後 は 、 性 差 に 焦 点 を 絞 り 、 過 程

を 比 較 し 、 そ の 差 異 を 明 ら か に す る 視 点 が 望 ま れ る 。  

 

研 究 対 象 者 の 範 囲 拡 大  

 本 論 文 の 対 象 者 は 、 同 一 大 学 内 に お け る 同 一 学 部 内 の 協 力 者 に よ

る 検 討 で あ っ た 。本 論 文 で 明 ら か に さ れ た 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 は 、

大 学 内 の 友 人 を 選 択 し た 者 が 大 半 で あ り 、 そ の 過 程 で は 、 大 学 内 で

実 施 さ れ て い る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン か ら 、 資 格 や 将 来 の 志 向 性 に 関

わ る 授 業 選 択 、さ ら に 大 学 4 年 時 の 卒 業 論 文 へ の 取 り 組 み に 至 る ま

で 、 大 学 生 活 全 般 が そ の 過 程 に 強 く 関 わ っ て い た 。 そ の 過 程 で の 友

人 関 係 と の 経 験 の 共 有 が 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 密 接 に 関 連 し て お

り 、 そ の 結 果 、 大 学 生 の 大 学 適 応 感 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 示 し た 。

こ れ ら の 結 果 を 鑑 み る と 、 サ ン プ ル の 代 表 性 の 問 題 が 残 さ れ る 。 た

と え ば 、 本 論 文 の 協 力 者 11 5 名 中 （ 第 3 章 分 析 対 象 者 ）、 親 と 同 居

し て い る 協 力 者 が 8 4 名 で あ っ た 。す な わ ち 、地 元 で の 進 学 者 が 7 3％

占 め て い る と い う 特 徴 が あ る 。 第 3 章 で は 、 旧 友 人 に 対 す る 安 定 し

た 高 い 親 密 さ が 継 続 し て い る 結 果 を 示 し た が 、 こ の 結 果 に つ い て も

居 住 状 況 が 影 響 す る 可 能 性 も あ り 、 今 後 は 他 大 学 や 別 の 地 域 に よ る

追 加 的 な 検 討 が 望 ま れ る 。 ま た 、 本 論 文 の 協 力 者 が 所 属 す る 学 部 で

は 、 資 格 の 取 得 、 就 職 の 方 向 性 （ 一 般 就 職 ・ 専 門 職 へ の 就 職 ） で 、

カ リ キ ュ ラ ム が 大 き く 変 わ り 、 そ の 選 択 が 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に

大 き く 影 響 し て い た 。 学 部 の 特 徴 が 過 程 に 影 響 す る 可 能 性 が あ る た

め 、 今 後 の 検 討 で は 、 同 大 学 内 に お い て も 他 学 部 を 含 め た 対 象 を 検

討 す る 視 点 が 求 め ら れ る 。大 学 の 特 色 や 学 部 の 特 徴 を 踏 ま え た 上 で 、

大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る こ と で 、 教 育 現 場 で

の 大 学 適 応 感 の 促 進 や 不 適 応 の 予 期 的 予 防 に 貢 献 で き る も の と 考 え

る 。  

 

質 的 デ ー タ の 多 角 的 な 検 討  

本 論 文 で は 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る 方 法 と し て 、 回
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想 的 調 査 面 接 の 適 用 を 試 み た 。 本 章 第 2 節 で は 、 こ の 手 続 き の 有 効

性 と 意 義 を 述 べ て き た が 、 面 接 調 査 で 抽 出 さ れ た 発 話 に つ い て 、 質

的 デ ー タ の 多 角 的 な 分 析 方 法 に つ い て は 、 課 題 が 残 さ れ て い る 。 親

密 化 過 程 の 面 接 所 要 時 間 は 、 平 均 で 4 0 分 で あ り 、 そ の デ ー タ 量 は

膨 大 な も の で あ っ た 。 本 論 文 で は 、 面 接 調 査 で 得 ら れ た 発 話 か ら 逐

語 録 を 作 成 、 さ ら に 逐 語 か ら 親 密 化 過 程 に 関 連 す る 逐 語 を 抜 粋 し 、

そ の 類 型 化 を 達 成 し た 。 し か し な が ら 本 論 文 で は 、 内 容 的 な 質 的 な

検 討 が 残 さ れ て い る 。た と え ば 、類 型 化 に 際 し 、「友 人 関 係 が 変 動 す

る 出 来 事 」 の 有 無 を 抽 出 し 、 判 定 に 使 用 し た が 、 そ の 内 容 に つ い て

の 質 的 な 検 討 は な さ れ て い な い 。 関 係 の 変 動 の エ ピ ソ ー ド に つ い て

は 、 授 業 の 選 択 や サ ー ク ル ・ 部 活 内 の 行 事 、 ま た 友 人 関 係 内 で の ト

ラ ブ ル 、 恋 愛 関 係 等 幅 広 く 、 多 岐 に わ た る 内 容 で あ っ た 。 こ れ ら の

質 的 な 内 容 の 特 徴 を 取 り 扱 う こ と で 、 質 的 デ ー タ の 長 所 で あ る 現 実

に 密 着 し た い き い き と し た 様 相 を よ り 詳 細 に 明 ら か に す る こ と が 可

能 と な る と 考 え る 。 質 的 な 研 究 は 、 今 後 も 注 目 さ れ る 手 法 と な り う

る だ ろ う が 、 い か に 客 観 的 な 視 点 の 中 で 質 的 デ ー タ を 扱 い 、 デ ー タ

を 生 か し て い け る の か が 今 後 の 課 題 と な る で あ ろ う 。  

 

回 想 的 調 査 面 接 の 手 続 き の 精 緻 化  

質 的 研 究 で は 、 常 に 協 力 者 数 の 確 保 や そ の 分 析 方 法 の 煩 雑 さ 、 ま

た 結 果 に お け る 一 般 化 や 理 論 化 の 難 し さ と い う 問 題 点 を 抱 え て い る 。

今 後 の 課 題 と し て 、 様 々 な 研 究 分 野 で 応 用 で き る よ う に 、 こ の 手 続

き を 精 緻 化 し 、 そ の 適 用 可 能 性 を 広 げ て い く 必 要 が あ る 。 本 論 文 で

は 調 査 協 力 者 に 対 し て も 、 研 究 に 対 す る 同 意 、 研 究 の 趣 旨 説 明 、 面

接 調 査 、質 問 紙 調 査 の 一 連 の 調 査 に は 、約 4 5 分 か ら 9 0 分 の 時 間 的

負 担 を お 願 い す る こ と と な っ た 。 ま た デ ー タ 分 析 に 際 し 、 面 接 の 録

音 、 逐 語 録 の 作 成 、 逐 語 録 か ら 親 密 化 の 分 類 に 使 用 す る マ ト リ ク ス

の 作 成 と い う 3 段 階 の 手 続 き を 経 た 。こ れ ら の 作 業 量 は 膨 大 な も の

で あ り 、 相 当 の 時 間 を 要 す る も の で あ っ た 。 今 後 の 課 題 と し て 、 第

1 に 、 協 力 者 の 負 担 を 軽 減 す る た め に 調 査 の 手 続 き の 簡 略 化 の 可 能

性 を 検 証 す る こ と 、 第 2 に 、 デ ー タ の 分 析 に つ い て 、 そ の 分 析 方 法

の 再 検 討 と 簡 略 化 を 検 証 す る こ と で 様 々 な 研 究 に 応 用 可 能 な 手 続 き

と 解 析 方 法 の 精 緻 化 が 必 要 と な る 。  

 

回 想 法 に よ る 弊 害 と 課 題  

本 研 究 で は 、 面 接 調 査 で 友 人 と の 出 会 い の 状 況 か ら 、 現 在 に 至 る

ま で 協 力 者 の 回 想 に 依 存 し て い た 。 回 想 に 関 す る 面 接 調 査 中 は 、 実

験 者 で あ る 著 者 が そ の 回 答 を 誘 導 し な い よ う に 、質 問 項 目 は 設 け ず 、

で き る だ け 協 力 者 の 自 発 的 な 発 話 を 基 調 と し た 。 し か し な が ら 、 回

想 に お け る 記 憶 の 曖 昧 さ や 歪 み が あ る こ と は 否 定 で き な い 。 こ れ ら
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の 記 憶 の 問 題 を 確 認 で き る よ う な 手 続 き も 加 え る こ と も 課 題 と な る 。

ま た 、 こ の 弊 害 を 解 消 す る 一 つ の 方 法 と し て 、 ペ ア デ ー タ に よ る 回

想 デ ー タ を 扱 い 回 想 の 歪 み を 検 討 す る こ と も 今 後 の 課 題 と な る で あ

ろ う 。ま た 本 研 究 で 分 析 に 使 用 し た 適 応 感 に つ い て も 、「現 在 」を 除

く 「 入 学 時 」・「 辛 か っ た 時 」・「 充 実 し て い た 時 」 の 3 時 点 に つ い て

は 、 回 想 に よ る 回 答 で あ っ た た め 、 適 応 感 の 測 定 に つ い て は 、 各 時

点 で の 測 定 が 望 ま れ る 。  
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第 8 章   

要約  
 

第 1 節  要 約  

 

( 1 )  青 年 期 の 友 人 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 研 究 の 理 論 的 背 景  

 

本 論 文 の 目 的 は 、 こ れ ま で 主 と し て 明 ら か に さ れ て き た 二 者 関 係

の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 研 究 に に つ い て 、 複 数 の 対 人 関 係 で 構 成 さ

れ る 友 人 関 係 の 特 徴 を 実 証 的 に 検 討 す る 手 法 を 導 入 し 、 新 た な 視 点

に お け る 親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 ま た 大 学 生 を 対 象

と す る こ と で 、 近 年 大 学 教 育 現 場 に お い て も 関 心 が 高 ま っ て い る 大

学 適 応 感 と の 関 連 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

第 1 章 で は 、 本 論 文 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 青 年 期 に と っ て 重

要 な 対 人 関 係 の 一 つ で あ る 友 人 関 係 の 特 徴 、友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 、

さ ら に 友 人 関 係 が 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に し た 先 行 研 究 を 概

観 し た 。  

第 1 に 、青 年 に と っ て 重 要 な 意 味 を 持 つ 友 人 関 係 が ど の よ う に 形

成 ・ 維 持 さ れ る か が 重 要 で あ り 、 ま た 友 人 と の 様 々 な 相 互 作 用 の 中

で 社 会 の 中 で 生 き て い く ル ー ル を 身 に つ け 、 自 己 の 成 長 に 寄 与 し て

い る こ と を 先 行 研 究 (松 井 , 1 9 9 0 他 )か ら 示 し た 。 ま た 、 大 学 生 の 友

人 関 係 は 大 学 入 学 と い う 大 き な 環 境 変 化 が 存 在 す る た め 、 友 人 関 係

の あ り 方 が 、 大 き く 変 化 す る こ と 、 ま た 、 友 人 関 係 研 究 で は 、 関 係

の 様 相 の み に 注 目 す る の で は な く 、 大 学 生 に と っ て 生 活 の 基 盤 と な

る 大 学 進 学 時 の 生 活 状 況 や 学 校 カ リ キ ュ ラ ム 、 入 学 以 前 の 友 人 関 係

（ 和 田 , 2 0 0 1） も 考 慮 す る 必 要 が あ る こ と を 確 認 し た 。  

第 2 に 、親 密 化 過 程 に お け る 先 行 研 究 で は 、段 階 理 論 (下 斗 米 , 1 9 9 0

他 )や 関 係 性 の 初 期 分 化 現 象 (山 中 , 1 9 9 4 他 )の 理 論 に 基 づ き 、 主 と し

て 二 者 関 係 の 友 人 関 係 に お け る 過 程 の 様 相 が 明 ら か に さ れ て き た こ

と を 概 観 し た 。 新 た に 検 討 す る べ き 視 点 と し て 、 ２ 者 択 一 的 な 議 論

よ り も 、 両 者 の 視 点 を そ れ ぞ れ 取 り 入 れ つ つ 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過

程 を 捉 え る 研 究 の 必 要 が あ る と 考 え る 。 ま た 、 入 学 以 前 に 構 築 さ れ

て い た 友 人 関 係 が 新 し い 友 人 関 係 に 与 え る 影 響 も 考 え ら れ る 。 こ れ

ら の 観 点 か ら 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 検 討 す る 際 に は 、 留 意 す べ き

点 が い く つ か 存 在 す る と 考 え る 。 第 1 に 先 述 の と お り 、 友 人 関 係 の

特 徴 で あ る 二 者 関 係 に と ど ま ら な い 複 数 の 対 人 関 係 を 考 慮 す る 必 要

が あ る 。 例 え ば 、 初 期 の 対 象 人 物 よ り も 好 意 を 持 て る 人 物 の 登 場 の

可 能 性 や 先 行 の 友 人 関 係 が 新 し く 形 成 す る 後 続 の 友 人 関 係 に 及 ぼ す
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影 響 の 可 能 性 を 考 慮 し つ つ 、 複 数 の 友 人 関 係 を 抽 出 し 、 中 村

（ 1 9 8 9）・ 山 中 （ 1 9 9 4） の 実 施 し た よ う な 実 際 の 時 間 的 推 移 を 考 慮

し た 追 跡 的 調 査 の 方 法 は 必 要 不 可 欠 で あ ろ う と 考 え る 。第 2 に こ れ

ま で の 友 人 関 係 研 究 お よ び 親 密 化 過 程 研 究 に お け る 知 見 は 、 主 に 質

問 紙 法 に よ る 量 的 ア プ ロ ー チ に よ っ て あ き ら か に さ れ て き た 。 し か

し な が ら 質 的 ア プ ロ ー チ も 有 用 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る こ と か

ら （ や ま だ , 2 0 0 4）、 複 数 の 対 人 関 係 を ダ イ ナ ミ ク ス に 捉 え る 視 点 、

時 間 的 プ ロ セ ス を 考 慮 し た 上 で 、親 密 化 過 程 を 明 ら か に す る た め に 、

量 的 ア プ ロ ー チ と 質 的 ア プ ロ ー チ を 組 み 合 わ せ た 試 み の 必 要 が あ る 。 

第 3 に 、 学 校 適 応 感 に 関 す る 研 究 で は 、 近 年 大 学 生 の 適 応 ・ 不 適

応 が 、 大 き な 問 題 と な っ て お り 、 大 学 生 活 の 適 応 に つ い て 、 初 期 の

様 相 に と ど ま ら ず 、 4 年 間 に お け る 過 程 を 縦 断 的 に 検 討 す る 必 要 性

が 指 摘 さ れ て き た （ 安 藤 ・ 廣 岡 ・ 小 川 ・ 坂 本 ・ 吉 田 , 2 0 0 1； 吉 田 ・

橋 本 ・ 安 藤 ・ 植 村 , 1 9 9 9）。 ま た 、 友 人 関 係 が 大 学 適 応 感 に 影 響 を 与

え る 知 見 が 明 ら か に さ れ て い る こ と か ら 、 親 密 化 過 程 と 適 応 感 の 関

連 を 検 討 す る 視 点 が 重 要 と な る 。 大 学 適 応 感 に つ い て も 、 親 密 化 過

程 同 様 に 一 時 点 の 様 相 で は 、 大 学 生 活 の 一 部 分 の 適 応 感 し か 捉 え ら

れ な い 。 す な わ ち 、 大 学 生 活 全 般 の 過 程 と し て 捉 え 、 本 論 文 で 明 ら

か に さ れ る 親 密 化 過 程 と の 関 連 を 検 討 す る こ と で 、 教 育 ・ 学 校 現 場

へ の 有 益 な 提 言 が 可 能 と な る と 考 え る 。  

 

( 2 )  本 論 文 の 目 的 ・ 構 成  

 

第 2 章 で は 、 本 論 文 の 全 体 像 に つ い て 述 べ た 。  

第 1 に 問 題 の 所 在 と し て 、 現 実 場 面 の 生 き 生 き と し た 青 年 期 の 友

人 関 係 を 明 ら か に す る た め に 、 こ れ ま で 検 討 さ れ る こ と が 少 な か っ

た 複 数 友 人 関 係 を 研 究 対 象 と し 、 そ の 親 密 化 過 程 を 検 討 す る 視 点 が

必 要 で あ る こ と 、 ま た 、 大 学 生 活 全 般 に 渡 る 青 年 期 の 友 人 関 係 と 大

学 生 活 へ の 適 応 感 を 明 ら か に す る 視 点 が 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し た 。 

本 論 文 の 目 的 は 以 下 の 2 点 で あ っ た 。第 1 に 、大 学 生 の 友 人 関 係

の 親 密 化 過 程 を 複 数 の 友 人 関 係 の 過 程 と し て 捉 え 、 長 期 的 な 追 跡 的

研 究 か ら 既 存 の 二 者 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 理 論 に 囚 わ れ な い 過 程

を 明 ら か に す る こ と で あ る 。第 2 に 第 1 の 目 的 で 明 ら か に さ れ る 複

数 友 人 関 係 で 構 成 さ れ る 親 密 化 過 程 が 、 大 学 生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す

影 響 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 上 記 の 2 点 の 目 的 を 実 証 的 に 検 討

す る た め に 、 本 論 文 で は 、 大 学 入 学 時 か ら 大 学 入 学 1 年 後 ま で の 5

回 の 追 跡 的 な 質 問 紙 調 査 、 手 法 の 確 立 を 含 め た 3 回 の 面 接 調 査 、 学

校 の 適 応 感 の 項 目 の 収 集 と 測 定 に お け る 2 回 の 質 問 紙 調 査 を 行 っ た 。

実 証 的 検 討 と し て 、 第 1 の 目 的 は 第 3・ 4・ 5 章 で 、 第 2 の 目 的 は 、

第 3 章 ～ 5 章 の 結 果 を 受 け 、 第 6 章 で 明 ら か に さ れ る こ と を 説 明 し
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た 。  

 

( 3 )  研 究 1  大 学 生 の 新 旧 友 人 関 係 に 関 す る 追 跡 的 研 究  

 

第 3 章 (研 究 1 )で は 、 友 人 関 係 が 複 数 対 人 関 係 で 構 成 さ れ る こ と

の 背 景 の 一 つ と し て 、 大 学 入 学 す る 前 の 友 人 関 係 （ 旧 友 人 ） と 大 学

に 入 学 後 に 知 り 合 っ た 友 人 関 係 （ 新 友 人 ） が 同 時 期 に 存 在 し て い る

こ と に 注 目 し 、 入 学 当 初 か ら 、 両 者 の 関 係 を 追 跡 的 に 比 較 検 討 す る

こ と か ら 、 大 学 生 活 で の 両 者 の 関 係 の 推 移 を 明 ら か に す る こ と を 目

的 と し た 。  

結 果 と し て 明 ら か に な っ た こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。 大 学 入 学 と

い う 進 学 に よ っ て 新 友 人 関 係 が ス タ ー ト す る 中 で 、 少 な く と も 入 学

後 約 1 年 間 は 旧 友 人 の 存 在 は 安 定 的 か つ 親 密 な も の で あ り 、ま た 新

友 人 と は 異 な る 関 係 期 待 が あ る 相 手 と し て 大 学 生 の 友 人 関 係 で 存 在

し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 新 友 人 の 存 在 は 、 1 年 間 で 旧

友 人 を 上 回 る よ う な 関 係 に は 発 展 し な い が 、 ポ ジ テ ィ ブ な 認 知 や 行

動 が 増 加 す る 推 移 を 明 ら か に し た 。 ま た 両 者 へ の 親 密 度 ・ 感 情 ・ 認

知 ・ 行 動 は 、 一 方 が 他 方 に 影 響 す る だ け で な く 、 互 い に 影 響 し あ う

こ と を 明 ら か に し た 。  

 

 

( 4 )  研 究 2  大 学 生 の 一 番 親 し い 友 人 選 択 に 関 す る 追 跡 的 研 究  

 

第 4 章 (研 究 2 )で は 、 大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に つ

い て 、 二 者 関 係 の 過 程 の み な ら ず 、 複 数 で 構 成 さ れ る 友 人 関 係 の 過

程 を 抽 出 す る 必 要 が あ る こ と を 確 認 す る た め に 、「 一 番 親 し い 友 人 」

が 大 学 4 年 間 の 中 で 、 ど の よ う に 選 択 さ れ て い く の か の 過 程 （「 友

人 選 択 」と 定 義 し 、以 下 で 使 用 ）を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。

ま た 一 番 親 し い 友 人 が 変 化 す る 場 合 に は 、「共 通 す る 親 し い 友 人 グ ル

ー プ 内 で 変 化 し た 」 も の で あ る の か 、 ま た は 「 全 く 別 の 友 人 関 係 が

存 在 し 変 化 し た 」 も の な の か を 面 接 調 査 か ら 抽 出 し て 検 討 す る こ と

も 目 的 と し た 。  

 結 果 と し て 明 ら か に な っ た こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。 協 力 者 の う

ち 約 2 5％ は 、大 学 生 活 の 過 程 に お い て 、一 番 親 し い 友 人 が 一 度 も 変

化 し な い こ と を 確 認 し た 。そ の 一 方 で 、約 7 5％ の 協 力 者 が 、一 番 親

し い 友 人 を 大 学 生 活 の 中 で 変 え た こ と は 、 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を

複 数 対 人 関 係 の 過 程 と し て 捉 え る 事 の 必 要 性 を 確 認 す る 目 的 を 達 成

し た も の で あ る 。 ま た 、 友 人 選 択 は 、 共 通 す る グ ル ー プ 関 係 の 中 で

変 化 し た パ タ ー ン と 共 通 す る 友 人 グ ル ー プ と は 別 の 友 人 関 係 か ら 選

択 さ れ る パ タ ー ン を 確 認 し た 。 こ の 結 果 は 、 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親
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密 化 過 程 が 、 単 に 複 数 友 人 関 係 で 構 成 さ れ て い る と い う 事 実 だ け で

な く 、 大 学 生 の 友 人 関 係 に は 複 数 の 友 人 関 係 グ ル ー プ が 存 在 し 、 多

様 な 関 係 の 中 で 一 番 親 し い 友 人 が 選 択 さ れ て い る 過 程 が 明 ら か に さ

れ た も の で あ る 。  

 

( 5 )  研 究 3  回 想 的 調 査 面 接 に よ る 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過

程 に 関 す る 研 究  

 

第 4 章 (研 究 2 )で は 、「 一 番 親 し い 友 人 」を 追 跡 的 調 査 で 毎 回 選 択

し て も ら う 手 続 き を 採 用 す る こ と に よ り 、 複 数 友 人 関 係 で 親 密 化 過

程 を 抽 出 す る 必 要 性 を 確 認 し た 。 ま た 、 大 学 生 が 、 複 数 の 友 人 関 係

グ ル ー プ を 有 し 、 そ の 中 で 「 友 人 選 択 」 が な さ れ て い る 状 況 が 確 認

さ れ た こ と は 、 従 来 の 質 問 紙 調 査 の 量 的 検 討 の み で 、 友 人 関 係 か 進

展 し て い く こ と を 抽 出 す る こ と へ の 限 界 が 明 ら か に な っ た 。第 5 章

(研 究 3 )で は 、 複 数 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 を 抽 出 す る た め に 、「 回 想

的 調 査 面 接 法 」 を 採 用 し 、 手 続 き を 確 立 す る こ と 目 的 と し た 。 ま た

複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の パ タ ー ン を 明 ら か に す る 類 型 化 を 提 案

す る た め に 探 索 的 検 討 と 適 用 を 行 う こ と を 目 的 と し た 。  

結 果 と し て 明 ら か に な っ た こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。 回 想 的 調 査

面 接 導 入 の 意 義 は 、 複 数 の 対 人 関 係 を 同 時 的 に 抽 出 し 、 そ の 推 移 を

明 ら か に す る こ と を 可 能 と し た こ と で あ る 。現 時 点 で の 1 番 親 し い

友 人 を 選 択 し て も ら っ た う え で 、 入 学 当 初 か ら の エ ピ ソ ー ド を 、 共

通 す る 友 人 の エ ピ ソ ー ド も 含 め て 回 想 す る こ と で そ の 過 程 を 明 ら か

に す る こ と を 実 現 し た 。 第 1 に 、 手 続 き を 確 立 す る 調 査 を 実 施 し 、

質 問 項 目 の 設 定 と 手 続 き が 有 効 で あ る こ と を 確 認 し た 。第 2 に 複 数

友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 の パ タ ー ン を 提 案 す る 試 み と し て 発 話 の 過 程

か ら 類 型 化 を 探 索 的 検 討 の 上 、 類 型 化 に 使 用 す る 項 目 を 決 定 し 、 適

用 す る 目 的 を 達 成 し た 。 回 想 的 調 査 面 接 か ら 得 ら れ た 複 数 友 人 関 係

を 対 象 と し た 親 密 化 過 程 で は 、 9 0％ 以 上 が 複 数 友 人 関 係 で 推 移 す る

状 況 が 確 認 で き る だ け で な く 、 共 通 す る 友 人 グ ル ー プ 内 の 変 動 や グ

ル ー プ 関 係 を 認 知 し つ つ も 、 協 力 者 が 一 番 親 し い 友 人 と の 間 だ け で

共 有 す る 特 別 な 行 動 や 経 験 が あ る こ と を 確 認 す る こ と が 可 能 で あ り 、

最 終 的 に 7 つ の 型 で 親 密 化 過 程 の パ タ ー ン が 説 明 さ れ た 。類 型 化 の

適 用 に つ い て は 、 各 事 例 で 3 者 判 定 を 導 入 す る こ と で 、 あ る 程 度 客

観 的 基 準 の 中 で 判 定 可 能 な こ と も 確 認 し た 。  
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 ( 6 )  研 究 4  大 学 生 の 友 人 関 係 に お け る 親 密 化 過 程 の 様 相 が 大 学

生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 検 討  

 

第 3 章 (研 究 1 )か ら 第 5 章 (研 究 3 )で 明 ら か に さ れ た 知 見 は 、大 学

生 の 友 人 関 係 が 多 く の 場 合 に 複 数 の 友 人 関 係 の 中 で 成 立 し 、 推 移 し

て い く 過 程 を 抽 出 す る こ と の 意 義 を 提 供 す る も の で あ っ た 。第 6 章

(研 究 4 )で は 、 こ れ ら の 過 程 で 抽 出 さ れ た 大 学 生 の 友 人 関 係 が 大 学

生 活 の 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 複

数 友 人 関 係 の 背 景 の ひ と つ と し て 注 目 し た 新 旧 友 人 関 係 と 適 応 感 、

新 友 人 の 友 人 選 択 と 適 応 感 、 さ ら に 複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 適

応 感 と の 関 連 を 明 ら か に し て い く こ と を 目 的 と し た 。  

結 果 と し て 明 ら か に な っ た こ と は 以 下 の 通 り で あ る 。 第 1 に 、 大

学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 親 友 と 呼 べ る 人 物 が 、 大 学 生 活 の 中 で で き た

こ と は 、 大 学 生 活 の 適 応 感 を 高 め る こ と が 明 ら か と な っ た 。 第 2 に

大 学 入 学 後 に 知 り 合 っ た 「 一 番 親 し い 友 人 」 を 大 学 生 活 の 中 で 変 更

す る 群 の 適 応 感 が 、 一 貫 し て 同 じ 友 人 を 選 択 し た 群 の 適 応 感 よ り も

高 か っ た 。 第 3 に 、 複 数 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お い て 、 友 人 関 係

が 変 動 す る 出 来 事 を 経 験 す る こ と や 、 複 数 友 人 関 係 で 推 移 し て い る

過 程 の 中 で 、 一 番 親 し い 友 人 と 二 者 で 共 有 す る 行 動 や 経 験 が あ る こ

と が 、 大 学 適 応 感 を 高 め て い た 。 さ ら に 質 的 な 検 討 と し て 、 大 学 適

応 感 の 得 点 に 特 徴 が あ る 協 力 者 を 抽 出 し 、 面 接 調 査 で 得 ら れ た 発 話

か ら 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 抽 出 し た 。 そ の 結 果 、 入 学 直 後 の 適 応 感

が 低 く 、 友 人 関 係 の 不 安 感 を 抱 え て い て も 大 学 生 活 で 友 人 関 係 が 充

実 し て い く 過 程 で 、 適 応 感 が 高 ま る こ と が 確 認 さ れ 、 ま た 入 学 直 後

に 入 学 時 の 適 応 感 が 高 い こ と は 、 全 体 と し て の 友 人 関 係 を 「 安 定 ・

平 和 」で あ る と 評 価 し 、高 い 適 応 感 を 維 持 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。  

以 上 の 結 果 か ら 、 大 学 生 活 の 友 人 関 係 が 複 数 友 人 関 係 で 構 成 さ れ

る 中 で 、 そ の 関 係 が 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 目 的 を 達 成

し た 。  

 

( 7 )  総 括 と 今 後 の 課 題  

 

第 7 章 で は 、第 3 章 か ら 第 6 章 の 4 つ の 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 整

理 し 、 結 論 を 述 べ て き た 。 ま た 、 本 論 文 の 意 義 と な る 量 的 デ ー タ と

質 的 デ ー タ を 統 合 的 に 検 討 す る こ と の 有 効 性 、 お よ び 回 想 的 調 査 面

接 の 手 続 き の 有 効 性 に つ い て も 提 言 を 行 っ た 。 さ ら に 、 本 論 文 で 検

討 が 不 十 分 で あ っ た 課 題 を 整 理 し 、 今 後 の 展 望 を 結 語 と し て ま と め

た 。  
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第 2 節  お わり に  

  

多 く の 大 学 生 に と っ て 、 学 生 生 活 は 大 学 と い う 場 が 、 最 後 の ス テ

ー ジ で あ り 、 そ の 後 、 社 会 に 出 て 出 会 う 様 々 な 対 人 関 係 と 大 学 時 代

に 形 成 さ れ る 友 人 関 係 と は 質 的 に 異 な る も の な の で は な い だ ろ う と

い う 漠 然 と し た 考 え か ら ス タ ー ト し た 研 究 で あ っ た 。  

大 学 生 に と っ て 、 大 学 に 入 学 し 、 新 し い 対 人 関 係 を 築 く こ と は 、

入 学 後 の 適 応 に お い て 最 大 の 課 題 の 一 つ で あ る と い っ て も 過 言 で は

な い だ ろ う 。 ま た 、 大 学 時 代 に 友 人 と 知 り 合 い 、 そ の よ う な 過 程 を

た ど り 、 大 学 に 適 応 し て い く 様 相 は 、 青 年 が そ の 後 の 人 生 を 歩 ん で

い く 上 で 、 対 人 関 係 の 付 き 合 い 方 の 基 盤 と な る 可 能 性 が あ る 。  

本 論 文 で は 、 青 年 期 の 友 人 関 係 お よ び 親 密 化 過 程 研 究 の 先 行 研 究

を 踏 ま え 、大 学 生 が 大 学 入 学 後 に 形 成 し て い く 親 密 化 過 程 を 4 年 間

追 跡 す る 視 点 の 中 で 、 回 想 的 な 面 接 調 査 研 究 を 使 用 し 、 明 ら か に す

る こ と を 目 的 と し た 。 回 想 的 調 査 面 接 で 得 ら れ た 膨 大 な 質 的 な デ ー

タ は 、 そ の 過 程 を 生 き 生 き と 表 現 し 、 追 跡 的 な 質 問 紙 調 査 で 得 ら れ

た デ ー タ と の 統 合 を 試 み る こ と で そ の 目 的 を 達 成 し た 。 ま た 大 学 生

活 の 適 応 感 を 高 め る 要 因 と し て 、 複 数 の 友 人 関 係 で の 活 発 な 相 互 作

用 、 親 友 と 呼 べ る 人 物 に 対 す る 特 別 な 認 知 が 寄 与 し て お り 、 大 学 生

に と っ て 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 と 大 学 適 応 感 は 密 接 に 関 連 し て い た 。 

近 年 、４ 年 制 大 学 へ の 進 学 率 が 5 0％ を 超 え 、今 後 も 青 年 期 を 明 ら

か に し よ う と す る 研 究 で は 、 大 学 生 を 対 象 と し た 調 査 が 重 要 視 さ れ

て い く だ ろ う 。 本 論 文 で 明 ら か に し た 大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過

程 と 大 学 適 応 感 と の 結 果 は 、 青 年 の 半 数 以 上 が 進 学 す る 大 学 生 の 友

人 関 係 の 実 態 と 生 活 の 状 況 を 読 み 解 く 一 助 と な り 、 青 年 が 社 会 の 中

で 適 応 し て い く こ と へ の 促 進 、 不 適 応 の 予 防 へ の き っ か け と 希 望 と

な る も の で あ る 。  

 

謝 辞  

最 後 に 、 本 論 文 の 計 画 ・ 作 成 に 至 る ま で の 過 程 で は 、 多 く の 方 々

に ご 協 力 お よ び ご 指 導 を い た だ き ま し た 。 末 筆 な が ら こ こ に 謝 意 を

示 し た い と 思 い ま す 。  

第 1 に 、指 導 教 官 で あ り 学 位 論 文 の 副 査 で あ り ま す 北 星 学 園 大 学

大 学 院 社 会 福 祉 学 研 究 科 今 川 民 雄 先 生 に 心 か ら 感 謝 の 意 を 表 し た い

と 思 い ま す 。 今 川 先 生 に は 修 士 課 程 か ら 6 年 間 に わ た り 、 熱 心 に ご

指 導 い た だ き ま し た 。 ま た 、 本 研 究 の 作 成 に つ い て は 、 4 年 間 の 長

き に わ た り 追 跡 調 査 を 行 う こ と 、 面 接 調 査 と い う 新 た な 手 続 き を 取

り い れ る こ と 等 々 、 私 が 何 度 も 挫 折 し そ う な 中 、 こ こ で は 記 し き れ

な い ほ ど の ア イ デ ィ ア 提 供 い た だ き ま し た 。 ま た 呑 み 込 み の 悪 い 私

に 丁 寧 に 根 気 よ く ご 指 導 い た だ い た こ と 、 大 学 院 生 活 ・ 研 究 者 と し
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て の 生 活 な ど 全 く 無 知 だ っ た 私 に 、 学 会 活 動 の 大 切 さ 、 論 文 の 添 削

な ど 細 か い 点 に ま で ご 配 慮 い た だ き 、 言 葉 で は 言 い 尽 く せ い ほ ど 感

謝 の 気 持 ち の い っ ぱ い で す 。 ま た 、 学 位 論 文 の 主 査 で あ り ま す 豊 村

和 真 先 生 、 副 査 で あ り ま す 栗 林 克 匡 先 生 、 審 査 委 員 長 で あ り ま す 杉

岡 直 人 先 生 に は 、本 論 文 の 審 査 に 、貴 重 な ご 指 導 、新 た な 分 析 方 法 、

研 究 の 意 義 に つ い て 、 た く さ ん の ご 提 案 を い た だ き ま し た 。 勉 強 不

足 の 私 の 論 文 に 丁 寧 に か つ 細 部 に 至 る ま で ご 指 導 い た だ い た こ と に

対 し 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

第 2 に 、こ の 論 文 に 協 力 い た だ い た 調 査 協 力 者 の 皆 様 に も こ こ に

感 謝 の 意 を 表 し た い と 思 い ま す 。 4 年 間 の 追 跡 的 調 査 で は 、 最 大 6

回 の 調 査 に 協 力 し て い た だ き ま し た 。 皆 様 の 一 つ 一 つ の 回 答 が 本 論

文 の 貴 重 な デ ー タ と な り ま し た 。特 に 6 回 目 の 回 想 的 調 査 面 接 に つ

い て は 、就 職 活 動 や 卒 論 執 筆 に 忙 し い 学 生 の 皆 様 に 1 時 間 以 上 の お

時 間 を い た だ き 協 力 い た だ き ま し た 。 面 接 調 査 と い う 時 間 的 、 心 理

的 負 担 を お か け し た こ と は 心 苦 し い 限 り で し た が 、 面 接 で そ の 過 程

を お 話 い た だ い た デ ー タ は 貴 重 な も の で あ り 、 私 の 大 切 な 財 産 と な

り ま し た 。 ま た 協 力 者 の 募 集 に 関 し ま し て は 、 北 星 学 園 大 学 社 会 福

祉 学 部 福 祉 計 画 学 科 ・ 福 祉 臨 床 学 科 ・ 福 祉 心 理 学 科 の ゼ ミ 担 当 先 生

方 に ゼ ミ の 貴 重 な お 時 間 を い た だ き ま し た 。 合 わ せ て 感 謝 申 し 上 げ

ま す 。  

第 3 に 、 私 の 大 学 院 生 活 6 年 間 で は 、 多 く の 先 輩 ・ 同 期 ・ 後 輩 に

恵 ま れ ま し た 。 様 々 な 専 門 分 野 の 学 生 が 在 籍 す る 今 川 民 雄 先 生 の ゼ

ミ で は 、 他 分 野 の 研 究 に も 日 常 的 に 接 す る こ と が で き ま し た 。 他 の

ゼ ミ 生 の 研 究 発 表 、 調 査 計 画 に 関 わ れ ま し た こ と は 、 私 自 身 の 研 究

の 刺 激 に も な り ま し た し 、 勉 強 に な り ま し た 。 ま た 私 の 研 究 に つ い

て は 、 ゼ ミ 生 の 皆 様 の 協 力 が な く て は 完 成 し ま せ ん で し た 。 特 に 面

接 調 査 の 類 型 化 に つ い て は 客 観 的 な 判 断 を 必 要 と し た た め 、 ゼ ミ 生

に 類 型 化 の 判 定 に 協 力 い た だ き ま し た 。 大 学 院 社 会 福 祉 学 研 究 科 研

究 生 の 山 口 司 さ ん 、 博 士 課 程 の 吉 田 未 来 さ ん 、 修 士 課 程 の 小 島 弓 枝

さ ん 、 多 田 周 平 さ ん 、 渡 辺 直 巳 さ ん 、 土 本 將 貴 さ ん 、 若 林 由 希 奈 さ

ん 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

最 後 に な り ま し た が 、 6 年 間 勤 め た 会 社 を 退 社 し 、 勝 手 に 大 学 に

再 入 学 す る こ と を 決 め て か ら 、 両 親 に は 生 活 面 ・ 勉 強 面 等 々 、 多 大

な 迷 惑 と 心 配 を か け て し ま し ま い ま し た 。 長 い 間 私 の 研 究 生 活 を あ

た た か く 見 守 っ て く れ た 両 親 に 心 か ら 感 謝 し て い ま す 。  

私 の 研 究 生 活 を 支 え て く だ さ っ た 皆 様 に・・「 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。」  

 

2 0 1 0 年 1 2 月 2 0 日  渡 辺 舞  
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孤 独 感  社 会 心 理 学 研 究 , 1 4 , 4 3 - 5 2 .   

石 田 靖 彦 ( 2 0 0 3 ) .  友 人 関 係 の 形 成 過 程 に お け る シ ャ イ ネ ス の 影 響

－ 大 学 新 入 生 の 縦 断 的 研 究 －  対 人 社 会 心 理 学 研

究 , 3 , 1 5 - 2 2 .  

石 田 靖 彦 ( 2 0 0 9 ) .  学 校 適 応 感 尺 度 の 作 成 と 信 頼 性 、妥 当 性 の 検 討 -生

徒 評 定 と 教 師 評 定 を 用 い た 他 特 性 -他 方 法 相 関 行 列 か ら の 検

討 -  愛 知 教 育 大 学 教 育 実 践 総 合 セ ン タ ー 紀 要 , 1 2 , 2 8 7 - 2 9 2 .  

石 本 雄 真 ・ 久 川 真 帆 ・ 齊 藤 誠 一 ・ 上 長 然 ・ 則 定 百 合 子 ・ 日 潟 淳 子 ・

森 口 竜 平 ( 2 0 0 9 ) .  青 年 期 女 子 の 友 人 関 係 ス タ イ ル と 心 理 的

適 応 お よ び 学 校 適 応 と の 関 連  発 達 心 理 学 研

究 , 2 0 , 1 2 5 - 1 3 3 .  

J o n e s , D . C . ( 1 9 9 1 ) .  F r i e n d s h i p  s a t i s f a c t i o n  a n d  g e n d e r :  A n  

e x a m i n a t i o n  o f  s e x  d i f f e r e n c e s  i n  c o n t r i b u t o r s  t o  

f r i e n d s h i p  s a t i s f a c t i o n .  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  
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P e r s o n a l  R e l a t i o n s h i p s  , 8 , 4 2 7  - 4 3 6 .   

貝 瀬 栄 子 ( 1 9 9 6 ) .  パ ー ソ ナ リ テ ィ 認 知 の 変 容 に つ い て の 追 跡 的 研

究 － 印 象 変 容 が も た ら す 主 観 的 要 因 の 検 討 を 中 心 と し て －

北 海 道 教 育 大 学 旭 川 校  卒 業 論 文 (未 公 刊 ) .  

亀 岡 聖 朗 ( 2 0 0 6 ) .  新 大 学 へ の 環 境 移 行 に 関 す る 心 理 学 的 研 究 － 環 境

認 知 と 愛 着 感 の 大 学 へ の 適 応 と の 関 連 か ら －  桐 生 短 期 大

学 紀 要 , 1 7 , 1 5 1 - 1 5 8 .  

神 山 政 仁・清 水 安 夫 ( 2 0 0 5 ) .  大 学 生 の 友 人 イ メ ー ジ に 関 す る 研 究 -友

人 イ メ ー ジ 法 と 大 学 適 応 感 尺 度 と の 関 連 性 -  学 校 メ ン タ ル

ヘ ル ス , 8 , 1 3 3 - 1 4 3 .  

糟 谷 知 香 江  ( 2 0 0 5 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 形 成 と 友 人 か ら の サ ポ ー ト  

い わ き 明 星 大 学 人 文 学 部 研 究 紀 要 ,  1 8 ,  1 3 1 - 1 3 8 .  

河 村 壮 一 郎 ( 2 0 0 4 ) .  精 神 健 康 調 査 票 を 用 い た 短 期 大 学 生 の 精 神 的

健 康 に か か わ る 要 因 の 検 討  鳥 取 短 期 大 学 研 究 紀

要 , 5 0 , 1 7 - 2 5 .  

川 上 正 浩・ 坂 田 浩 之・ 佐 久 田 祐 子 ・ 奥 田 亮 ( 2 0 0 4 ) .  個 人 特 性 が 心 理

学 科 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に 対 す る 態 度 に 及 ぼ す 影 響 ( 3 ) - 出

身 校 、 居 住 形 態 と の 関 連 か ら -  大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 人 間 科 学

研 究 紀 要 , 3 , 5 7 - 6 8 .  

川 上 正 浩 ( 2 0 0 6 ) .  女 子 大 学 新 入 生 の 大 学 生 活 に お け る 不 安 に つ い て

- 3 年 度 分 デ ー タ の 比 較 検 討 -  大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 人 間 科 学 研

究 紀 要 , 5 , 7 1 - 7 8 .  

加 藤 司 ( 2 0 0 6 ) .  対 人 ス ト レ ス 過 程 に お け る 友 人 関 係 目 標  教 育 心 理

学 研 究 , 5 4 , 3 1 2 - 3 2 1 .  

木 村 巌 弘 ( 1 9 8 7 ) .  友 人 関 係  小 川 和 夫 ( 監 )  社 会 心 理 学 用 語 辞 典  

北 大 路 書 房 p p 3 3 4 .  

小 林 正 幸 ( 2 0 0 3 ) .  不 登 校 児 の 理 解 と 援 助 － 問 題 解 決 と 予 防 の コ ツ

－  金 剛 出 版  

小 嶋 明 子 ( 1 9 9 8 ) .   高 校 か ら 大 学 へ  会 沢 勲・石 川 悦 子・小 嶋 明 子 (編

著 )  移 行 期 の 心 理 学 － こ こ ろ と 社 会 の ラ イ フ イ ベ ン ト －  

ブ レ ー ン 出 版  p p 11 5 - 1 4 6 .  

久 保 真 人 ( 1 9 9 3 ) .  行 動 特 性 か ら み た 関 係 の 親 密 さ - - R C I の 妥 当 性 と

限 界  実 験 者 社 会 心 理 学 研 究 ,  3 3 ,  1 - 1 0 .  

L a  G a i p a ( 1 9 7 9 ) .  A  d e v e l o p m e n t a l  s t u d y  o f  t h e  m e a n i n g  o f  

f r i e n d s h i p  i n  a d o l e s c e n c e  J o u r n a l  o f  A d o l e s c e n c e ,  

2 , 2 0 1 - 2 1 3 .  

L e v i n g e r , G . , ＆ S n o e k , D . J ( 1 9 7 2 ) .  A t t r a c t i o n  i n  r e l a t i o n s h i p s : A  

n e w  l o o k  a t  i n t e r p e r s o n a l  a t t r a c t i o n . M o r r i s t o w n ,  N J . :  

G e n e r a l  L e a r n i n g  P r e s s .   (和 田 実 ( 1 9 9 9 ) .  出 会 い の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  諸 井 克 英 ・ 中 村 雅 彦 (共 著 )  親 し さ が
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伝 わ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン － 出 会 い ・ 深 ま り ・ 別 れ －  金

子 書 房  p p 8 - 1 3 . )   

M a e d a , E .  &  R i t c h i e , L . D ( 2 0 0 3 ) .  T h e  c o n c e p t  o f  s h i n y u u  i n  

J a p a n : A R e p l i c a t i o n  o f  a n d  c o m p a r i s o n  t o  C o l e  a n d  

B r a d a c ’ s  s t u d y  o n  U . S .  f r i e n d s h i p  J o u r n a l  o f  S o c i a l  a n d  

P e r s o n a l  R e l a t i o n s h i p s , 2 0 ,  5 7 9 - 5 9 8 .  

松 井 豊 ( 1 9 9 0 ) .  友 人 関 係 の 機 能  齊 藤 耕 二・ 菊 池 章 夫（ 編 著 ）社 会

化 の 心 理 学 ／ ハ ン ド ブ ッ ク  川 島 書 店  

松 井 豊 ( 2 0 0 5 ) .  親 密 化 過 程  中 島 義 明 ・ 繁 枡 算 男 ・ 箱 田 祐 司 (編 )

新 ・ 心 理 学 の 基 礎 知 識  有 斐 閣 ブ ッ ク ス  p p 3 7 2 - 3 7 3 .  

松 田 美 佐 ( 2 0 0 0 ) .  若 者 の 友 人 関 係 と 携 帯 電 話 利 用 － 関 係 希 薄 論 か

ら 選 択 的 関 係 論 へ －  社 会 情 報 学 研 究 , 4 , 111‐ 1 2 2 .  

松 田 常 美 ( 2 0 0 8 ) .  青 年 期 に お け る 理 想 の 友 人 関 係 と 対 友 人 不 安 感

情 が 現 実 の 友 人 関 係 に 及 ぼ す 影 響  甲 南 女 子 大 学 大 学 院 論

集 , 6 , 4 9 - 6 5 .  

松 永 真 由 美 ・ 岩 元 澄 子 ( 2 0 0 8 ) .  現 代 青 年 の 友 人 関 係 に 関 す る 研 究  

久 留 米 大 学 心 理 学 研 究 , 7 , 7 7 - 8 6 .  

松 尾 美 耶・佐 藤 公 代 ( 2 0 0 3 ) .  大 学 生 の 対 人 関 係 認 知 及 び ス ト レ ス 反

応 と 学 校 享 受 感 の 関 連  愛 媛 大 学 教 育 学 部 紀 要  教 育 科

学 , 2 , 4 9 - 5 5 .  

南 博 文・山 口 修 司 ( 1 9 9 2 ) .  大 学 生 活 へ の 移 行  山 本 多 喜 司・ S．ワ ッ

プ ナ ー (編 著 )  人 生 移 行 の 発 達 心 理 学  北 大 路 書 房  

p p 1 7 9 - 2 0 4 .  

美 山 理 香 ( 2 0 0 3 ) .  大 学 生 の 友 人 と の 心 理 的 距 離 に 関 す る 基 礎 的 研 究  

九 州 大 学 心 理 学 研 究  4 ,  2 7 - 3 5 .  

宮 下 一 博 ( 1 9 9 5 ) .  青 年 期 の 同 世 代 関 係  落 合 良 行 ・ 楠 見 孝 (編 )講 座

生 涯 発 達 心 理 学 第 4 巻  自 己 へ の 問 い 直 し ： 青 年 期  金 子

書 房  p p 1 5 5 - 1 8 4 .   

水 子 学・寺 嵜 正 治・金 光 義 弘 ( 1 9 9 8 ) .  日 常 生 活 に お け る 対 人 相 互 作

用 と 感 情 と の 関 連 － 大 学 新 入 生 の 適 応 に 関 す る 追 跡 調 査 －  

川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌 , 8 , 6 5 - 7 2 .  

水 野 邦 夫・ 田 積 徹・ 炭 谷 将 史 ・ 多 胡 陽 介 ( 2 0 0 7 ) .  大 学 新 入 生 の 大 学

適 応 を 促 進 す る 授 業 プ ロ グ ラ ム の 検 討  聖 泉 論

叢 , 1 5 , 1 2 5 - 1 3 9 .  

水 野 将 樹 ( 2 0 0 4 ) .   青 年 は 信 頼 で き る 友 人 と の 関 係 を ど の よ う に 捉

え て い る の か  :  グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ ロ ー チ に

よ る 仮 説 モ デ ル の 生 成  教 育 心 理 学 研 究 ,5 2 ,  1 7 0 - 1 8 5 .  

諸 井 克 英 ( 1 9 8 4 ) .  孤 独 感 と ペ ッ ト に 関 す る 態 度  実 験 社 会 心 理 学

研 究 , 2 4 , 9 3 - 1 0 3 .  

諸 井 克 英 ( 1 9 8 6 ) .  大 学 新 入 生 の 生 活 事 態 変 化 に 伴 う 孤 独 感  実 験
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社 会 心 理 学 研 究 , 2 5 , 11 5 - 1 2 5 .   

長 沼 恭 子・落 合 良 行 ( 1 9 9 8 ) .  同 性 の 友 達 と の つ き あ い 方 か ら み た 青

年 期 の 友 人 関 係  青 年 心 理 学 研 究 , 1 0 ,  3 5 - 4 7 .  

内 藤 伊 都 子 ( 2 0 0 7 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 -親 密 度 に よ る 検 討 -  日 本 大

学 国 際 関 係 研 究 , 2 8 , 8 9 - 1 0 6 .  

中 川 泰 彬 ・ 大 坊 郁 夫  ( 1 9 8 5 ) .  日 本 版 G H Q 精 神 健 康 調 査 票 手 引  

日 本 文 化 科 学 社  

中 村 雅 彦 ( 1 9 8 9 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 の 発 展 過 程 に 関 す る 研 究 (Ⅰ )

－ 関 係 性 の 初 期 差 異 化 現 象 に 関 す る 検 討 －  日 本 グ ル ー プ

ダ イ ナ ミ ッ ク ス 学 会 第 3 7 大 会 発 表 論 文 集 , 6 5 - 6 6 .   

中 村 佳 子・浦 光 博 ( 2 0 0 0 ) .  ソ ー シ ャ ル・サ ポ ー ト と 信 頼 と の 相 互 関

連 に つ い て － 対 人 関 係 の 継 続 性 の 視 点 か ら －  社 会 心 理 学

研 究 , 1 5 , 1 5 1 - 1 6 3 .  

中 園 尚 武・野 島 和 彦 ( 2 0 0 3 ) .  現 代 大 学 生 に お け る 友 人 関 係 へ の 態 度

に 関 す る 研 究 - 友 人 関 係 に お け る 「 無 関 心 群 」 に 注 目 し て -  

九 州 大 学 心 理 学 研 究 , 4 , 3 2 5 - 3 3 4 .  

難 波 久 美 子 ( 2 0 0 5 ) .  青 年 に と っ て 仲 間 と は 何 か  :  対 人 関 係 に お け

る 位 置 づ け と 友 だ ち ・ 親 友 と の 比 較 か ら  発 達 心 理 学 研

究 , 1 6 ,  2 7 6 - 2 8 5  

N e w c o m b , T. M . ( 1 9 6 1 ) .  T h e  a c q u a i n t a n c e  p r o c e s s  N e w  

Yo r k : H o l t , R i n e h a r t & Wi n s t o n .   

西 河 正 行・坂 本 真 士 ( 2 0 0 5 ) .  大 学 に お け る 予 防 の 実 践・研 究  坂 本

真 士・丹 野 義 彦・大 野 裕 (編 )  抑 う つ の 臨 床 心 理 学  東 京 大

学 出 版 会 , p p 2 1 3 - 2 3 3 .  

西 村 昭 徳・石 崎 一 記 ( 2 0 0 8 ) .  リ レ ー シ ョ ン を 重 視 し た オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン が 新 入 生 の 大 学 生 活 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響  東 京 成 徳

大 学 人 文 学 部 研 究 紀 要 , 1 5 , 5 1 - 6 0 .   

丹 羽 智 美 ( 2 0 0 5 ) .  青 年 期 に お け る 親 へ の 愛 着 と 環 境 移 行 期 に お け

る 適 応 過 程 ,パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 , 1 3 , 1 5 6 - 1 6 9 .  

落 合 良 行・佐 藤 有 耕 ( 1 9 9 6 ) .  青 年 期 に お け る 友 人 と の つ き あ い 方 の

発 達 的 変 化  教 育 心 理 学 研 究 , 4 4 , 5 5 - 6 5 .   

岡 田 涼 ( 2 0 0 8 a ) .  友 人 関 係 場 面 に お け る 感 情 経 験 と 自 律 的 な 動 機 付

け と の 関 連 － 友 人 関 係 イ ベ ン ト の 分 類 －  パ ー ソ ナ リ テ ィ

研 究 , 1 6 , 2 4 7 - 2 4 9 .  

岡 田 涼 ( 2 0 0 8 b ) .  親 密 な 友 人 関 係 の 形 成 ・ 維 持 過 程 の 動 機 付 け モ デ

ル の 構 築  教 育 心 理 学 研 究 , 5 6 , 5 7 5 - 5 8 8 .  

岡 田 努 ( 1 9 9 3 ) .  現 代 青 年 の 友 人 関 係 に 関 す る 考 察  青 年 心 理 学 研

究 , 5 , 4 3 - 5 5 .  

岡 田 努 ( 1 9 9 5 ) .  現 代 大 学 生 の 友 人 関 係 と 自 己 像・友 人 像 に 関 す る 考

察  教 育 心 理 学 研 究 , 4 3 , 3 5 4 - 3 6 3 .   
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岡 田 努 ( 1 9 9 9 ) .  現 代 大 学 生 の 認 知 さ れ た 友 人 関 係 と 自 己 意 識 の 関

連 に つ い て  教 育 心 理 学 研 究 , 4 7 , 4 3 2 - 4 3 9 .  

岡 田 努 ( 2 0 0 2 ) .  現 代 大 学 生 の「 ふ れ あ い 恐 怖 的 心 性 」と 友 人 関 係 の

関 連 に つ い て の 考 察  性 格 心 理 学 研 究 , 1 0 , 4 9 - 8 4 .  

奥 田 亮・ 川 上 正 浩・ 坂 田 浩 之 ・ 佐 久 田 祐 子 ( 2 0 0 3 ) .  個 人 特 性 が 心 理

学 科 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に 対 す る 態 度 に 及 ぼ す 影 響

( 2 ) - P e r s o n a l i t y と の 関 連 か ら -  大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 人 間 科

学 研 究 紀 要 , 2 , 7 3 - 8 2 .  

奥 田 亮・川 上 正 浩・坂 田 浩 之・佐 久 田 祐 子 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 1 回 生 か ら

4 回 生 ま で の 横 断 お よ び 縦 断 デ ー タ か ら 見 た 大 学 生 活 充 実

度 の 推 移  大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 人 間 科 学 研 究 紀 要 , 9 , 1 - 1 4 .  

及 川 恵・坂 本 真 士 ( 2 0 0 7 ) .  女 子 大 学 生 を 対 象 と し た 抑 う つ 予 防 の た

め の 心 理 教 育 プ ロ グ ラ ム の 検 討 -抑 う つ 対 処 の 自 己 効 力 感 の

変 容 を 目 指 し た 認 知 行 動 的 介 入 - , 教 育 心 理 学 研

究 , 5 5 , 1 0 6 - 111 .  

及 川 恵 ・ 坂 本 真 士 ( 2 0 0 8 ) .  大 学 生 の 精 神 的 不 適 応 に 対 す る 予 防 的 ア

プ ロ ー チ -授 業 の 場 を 活 用 し た 抑 う つ の 一 次 予 防 プ ロ グ ラ ム

の 改 訂 と 効 果 の 検 討 -  京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 ,  

1 4 , 1 4 5 - 1 5 6 .  

大 井 由 莉 菜・宮 本 正 一 ( 2 0 0 9 ) .  青 年 期 に お け る 異 性 と 友 人 関 係 の 発

達  岐 阜 大 学 教 育 学 部 研 究 報 告 人 文 科 学 , 5 8 , 1 7 7 - 1 8 6 .   

大 久 保 智 生 ・ 青 柳 肇 ( 2 0 0 3 ) .  大 学 生 用 適 応 感 尺 度 作 成 の 試 み － 個 人

－ 環 境 の 適 合 性 の 視 点 か ら －  パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 , 1 ,  

3 8 - 3 9 .  

大 久 保 智 生 ( 2 0 0 5 ) .  青 年 の 学 校 へ の 適 応 感 と そ の 規 定 要 因 － 青 年 用

適 応 感 尺 度 の 作 成 と 学 校 別 の 検 討 － 教 育 心 理 学 研

究 , 5 3 , 3 0 7 - 3 1 9 .  

大 久 保 智 生 ・ 青 柳 肇 ( 2 0 0 5 ) .  大 学 新 入 生 の 適 応 に 関 す る 研 究 -社 会

的 ス キ ル は 後 の 適 応 を 予 測 す る の か ？ -  早 稲 田 大 学 人 間 科

学 研 究 , 2 , 2 0 7 - 2 1 3 .  

大 島 啓 利 ( 2 0 0 7 ) .  2 0 0 6 年 度 の 学 生 相 談 界 の 動 向  学 生 相 談 研

究 , 2 8 , 6 2 - 7 2 .  

大 島 啓 利・青 木 健 次・駒 米 勝 利・楡 木 満 生・山 口 正 二 ( 2 0 0 7 ) .  2 0 0 6

年 度 学 生 相 談 機 関 に 関 す る 調 査 報 告  学 生 相 談 研

究 , 2 7 , 2 3 8 - 2 7 2 .  

大 嶽 さ と 子 ( 2 0 0 7 ) .  「 ひ と り ぼ っ ち 回 避 規 範 」が 中 学 女 子 の 対 人 関

係 に 及 ぼ す 影 響 -面 接 デ ー タ に 基 づ く 女 子 グ ル ー プ の 事 例 的

考 察 -  カ ウ ン セ リ ン グ 研 究 , 3 , 6 9 - 7 9 .  

小 塩 真 司 ( 1 9 9 8 ) .  青 年 の 自 己 愛 傾 向 と 自 尊 感 情 、 友 人 関 係 の あ り 方

と の 関 連  教 育 心 理 学 研 究 , 4 6 , 2 8 0 - 2 9 0 .  
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小 塩 真 司 ( 2 0 0 2 ) .  青 年 期 の 自 己 愛 傾 向 と 自 己 -友 人 イ メ ー ジ ,お よ び

友 人 選 択 理 由  中 部 大 学 人 文 学 部 研 究 論 集 , 8 , 1 - 2 2 .  

小 塩 真 司 ( 2 0 0 5 a ) .  自 己 愛 傾 向 と 大 学 生 活 不 安 の 関 連  中 部 大 学 人

文 学 部 研 究 論 集 , 1 2 , 6 7 - 7 8 .  

小 塩 真 司 ( 2 0 0 5 b ) .研 究 事 例 で 学 ぶ S P S S と A m o s に よ る 心 理 ・ 調 査

デ ー タ 解 析  東 京 図 書 , p p 2 0 9 - 2 3 0 .  

小 塩 真 司・桐 山 雅 子・願 興 寺 礼 子 ( 2 0 0 6 ) .  大 学 生 新 入 生 に お け る 悩

み の 有 無 お よ び 悩 み 内 容 の 入 学 年 度 に よ る 変 化  学 生 相 談

研 究 , 2 7 , 1 3 8 - 1 4 8 .  

O s w a l d ,  D . ,  &  C l a r k ,  E . M .  ( 2 0 0 3 ) .   B e s t  f r i e n d s  f o r e v e r ? :  H i g h  

s c h o o l  b e s t  f r i e n d s h i p s  a n d  t h e  t r a n s i t i o n  t o  c o l l e g e .  

P e r s o n a l  R e l a t i o n s h i p s ,  1 0 ,  1 8 7 - 1 9 6 .  

O s w a l d , D . ,  C l a r k . E . M .  &  K e l l y. C . M ( 2 0 0 4 ) .  F r i e n d s h i p  

M a i n t e n a n c e :  A n  a n a l y s i s  o f  i n d i v i d u a l  a n d  d y a d  

b e h a v i o r s   J o u r n a l  o f  s o c i a l  c l i n i c a l  p s y c h o l o g y,  

2 3 , 4 1 3 - 4 4 1 .  

P a u l , E . L . ,  &  B r i e r , S . ( 2 0 0 1 ) .  F r i e n d s i c k n e s s  i n  t h e  t r a n s i t i o n  t o  

c o l l e g e  J o u r n a l  o f  C o u n s e l i n g  a n d  D e v e l o p m e n t ,  

7 9  , 7 7 - 8 9 .  

R a n d s , M . , &  L e v i n g e r, G . ( 1 9 7 9 ) .  I m p l i c i t  t h e o r i e s  o f  r e l a t i o n s h i p  :  

A n  i n t e r g e n e r a t i o n a l  s t u d y  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  

S o c i a l  P s y c h o l o g y, 3 7 , 6 4 5 - 6 6 1 .  

齊 藤 勇 ( 1 9 8 5 ) .  対 人 感 情 と 情 緒 の 人 間 関 係 的 ア プ ロ ー チ  心 理 学

研 究 , 5 6 , 2 2 2 - 2 2 8 .  

齊 藤 勇 ( 1 9 9 0 ) .  対 人 感 情 の 心 理 学  誠 信 書 房   

齊 藤 茉 莉 絵 ・ 藤 井 恭 子 ( 2 0 0 9 ) .  「 内 面 的 関 係 」と「 表 面 的 関 係 」の

2 側 面 に よ る 現 代 青 年 の 友 人 関 係 の 類 型 的 特 徴 -賞 賛 獲 得 欲

求 ・ 拒 否 回 避 欲 求 お よ び 充 実 感 か ら の 検 討 -  愛 知 教 育 大 学

研 究 報 告 , 5 8 , 1 3 3 - 1 3 9．  

坂 本 玲 子・末 木 恵 子・反 町 誠 ( 2 0 0 8 ) .  新 設 大 学 に お け る カ ウ ン セ リ

ン グ 体 制 作 り に つ い て -そ の 3 -  新 入 生 へ の G H Q 2 8 精 神 健

康 調 査 票 を 軸 と し た 展 開  山 梨 県 立 大 学 人 間 福 祉 学 部 紀

要 , 3 , 7 5 - 8 0 .  

坂 田 浩 之・ 佐 久 田 祐 子 ・ 奥 田 亮・ 川 上 正 浩 ( 2 0 0 7 ) .  新 入 生 オ リ エ ン

テ ー シ ョ ン に お け る 獲 得 感 と 大 学 生 活 満 足 感 と の 関 連 性 に

つ い て  大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 人 間 科 学 研 究 紀 要 , 6 , 4 5 - 5 4 .  

佐 久 間 祐 子・柴 原 宜 幸・村 上 千 鶴 子 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 の 学 校 適 応 過 程

に 関 す る 縦 断 的 研 究 ( 1 )‐ 大 学 入 学 時 と 大 学 1 年 前 期 の 精 神

的 健 康 度  日 本 橋 学 館 大 学 紀 要 , 9 , 6 3‐ 7 0 .  

佐 久 田 祐 子・ 奥 田 亮・ 川 上 正 浩 ・ 坂 田 浩 之 ( 2 0 0 3 ) .  個 人 特 性 が 心 理
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学 科 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に 対 す る 態 度 に 及 ぼ す 影 響  ( 1 ) -オ

リ エ ン テ ー シ ョ ン に 対 す る 態 度 の 基 礎 デ ー タ -  大 阪 樟 蔭 女

子 大 学 人 間 科 学 研 究 紀 要 , 2 , 5 9 - 7 1 .  

佐 久 田 祐 子・ 奥 田 亮・ 川 上 正 浩 ・ 坂 田 浩 之 ( 2 0 0 8 ) .  新 入 生 オ リ エ ン

テ ー シ ョ ン に お け る 獲 得 感 と 大 学 生 活 満 足 度 と の 関 連 に つ

い て ( 2 ) -複 数 学 科 の デ ー タ に 基 づ く 分 析 -  大 阪 樟 蔭 女 子 大

学 人 間 科 学 研 究 紀 要 , 7 , 4 7 - 5 6 .  

佐 野 予 理 子 ・ 黒 石 憲 洋 ( 2 0 0 6 ) .現 実 場 面 に お け る 競 争 ( 2 )： 面 接 デ ー

タ に 基 づ く 競 争 概 念 の 再 検 討  国 際 基 督 教 大 学 教 育 学 研

究 , 4 8 , 1 4 3 - 1 4 9 .  

佐 々 木 雅 弘 ( 1 9 9 2 ) .  適 応 の 基 礎  大 貫 敬 一・佐 々 木 雅 弘 編  心 の 健

康 と 適 応  福 村 出 版 , p p 1 2 3 - 1 4 4 .  

佐 藤 静 香・菊 池 奈 緒 子・畑 山 み さ 子 ( 2 0 0 4 ) .  大 学 へ の 適 応 感 に お け

る 友 人 グ ル ー プ の 役 割  宮 城 学 院 女 子 大 学 発 達 科 学 研

究 , 4 , 2 7 - 3 3 .  

嶋 信 弘 ( 1 9 9 1 ) .  大 学 生 の ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク の 測 定

に 関 す る 一 研 究  教 育 心 理 学 研 究 , 3 9 , 4 4 0 - 4 4 7 .  

清 水 裕 士・大 坊 郁 夫 ( 2 0 0 5 ) .  恋 愛 関 係 に お け る 関 係 性 認 知 が 精 神 的

健 康 に 及 ぼ す 影 響  対 人 社 会 心 理 学 研 究 , 5 , 5 9 - 6 5 .  

清 水 裕 士・金 政 祐 司・谷 口 淳 一 ( 2 0 0 6 ) .  友 人 関 係 に お け る 相 互 作 用

が 友 人 と の 関 係 性 や 個 人 の 適 応 性 に 及 ぼ す 影 響 － 大 学 新 入

生 の 孤 独 感 と 精 神 的 健 康 の 変 化 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い

て (３ )－  日 本 グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス 学 会 第 5 3 回 大 会 論

文 集 , 2 2 2 - 2 2 3 .  

下 斗 米 淳 ( 1 9 9 0 ) .  対 人 関 係 の 親 密 化 に 伴 う 自 己 開 示 と 類 似・異 質 性

認 知 の 変 化  学 習 院 大 学 文 学 部 研 究 年 報 , 3 7 , 2 6 9 - 2 8 7 .  

下 斗 米 淳 ( 1 9 9 2 a ) .  相 互 依 存 関 係 の 予 期 と 自 尊 感 情 レ ベ ル が 自 己 開

示 ・ 秘 匿 意 向 に 及 ぼ す 効 果 － 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お け

る 自 己 開 示 機 能 に つ い て －  学 習 院 大 学 文 学 部 研 究 年

報 , 3 9 , 2 8 1 - 3 0 4 .  

下 斗 米 淳 ( 1 9 9 2 b ) .  親 し く な る  松 井 豊 (編 )  対 人 心 理 学 の 最 前 線

サ イ エ ン ス 社  p p 3 0 - 3 9 .  

下 斗 米 淳 ( 1 9 9 6 ) .  「 対 人 関 係 の 親 密 化 」研 究 の 展 望： 理 論 的 枠 組 み

の 検 討  専 修 人 文 論 集 , 5 8 , 2 3 - 4 9 .  

下 斗 米 淳 ( 1 9 9 9 ) .  対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お け る 役 割 行 動 期 待 の

変 化 に 関 す る 研 究  専 修 人 文 論 集 , 6 4 , 1 - 3 2 .   

下 斗 米 淳 ( 2 0 0 0 ) .  友 人 関 係 の 親 密 過 程 に お け る 満 足・不 満 足 感 及 び

葛 藤 の 顕 在 化 に 関 す る 研 究 － 役 割 期 待 と 遂 行 と の ズ レ か ら

の 検 討 －  実 験 社 会 心 理 学 研 究 , 4 0 , 1 - 1 5 .  

鈴 木 素 子・寺 嵜 正 治・金 光 義 弘 ( 1 9 9 8 ) .  青 年 期 に お け る 友 人 関 係 期
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待 と , 現 実 の 友 人 関 係 に 関 す る 研 究  川 崎 医 療 福 祉 学 会

誌 , 8 , 5 5 - 6 4 .  

多 川 則 子・吉 田 俊 和 ( 2 0 0 2 ) .  親 密 な 人 間 関 係 が 対 人 関 係 観 に 及 ぼ す

影 響 － 青 年 期 の 恋 愛 関 係 と 友 人 関 係 － 対 人 社 会 心 理 学 研

究 , 2 , 6 5 - 7 3 .   

多 川 則 子 ( 2 0 0 6 ) .  友 人 関 係 に 対 す る 行 動 的 な 親 密 度 と 役 割 行 動 期

待 遂 行 の 影 響  日 本 社 会 心 理 学 会 第 4 7 回 大 会 論 文

集 , p p 6 9 6 - 6 9 7 .  

田 口 雅 徳・ 森 実 紀・ 大 谷 哲 朗 ( 2 0 0 4 ) .  大 学 生・ 専 門 学 校 生 の 学 校 適

応 状 況 と 学 校 に い る と き の 気 分 ,授 業 態 度 と の 関 連  志 學 館

大 学 人 間 関 係 学 部 研 究 紀 要 , 2 5 , 3 9 - 5 0 .   

高 木 浩 人 ( 2 0 0 6 ) .大 学 生 の 自 己 開 示 と 孤 独 感 の 関 係 -開 示 者 の 性 別 、

開 示 相 手 、 開 示 側 面 の 検 討 -  愛 知 学 院 大 学 心 身 科 学 部 紀

要 , 2 , 5 3 - 5 9 .  

高 木 麻 未 ( 2 0 0 6 ) .  友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お け る 行 動 の 探 索 的 研 究  

関 西 大 学 大 学 院 人 間 科 学：社 会 学・心 理 学 研 究 ,  6 5 ,  2 3 7 - 2 4 8 .  

高 井 範 子 ( 2 0 0 8 ) .  青 年 期 に お け る 人 間 関 係 の 悩 み に 関 す る 検 討  

大 成 学 院 大 学 紀 要 , 1 0 , 8 5 - 9 5 .  

髙 坂 康 雅 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 に お け る 同 性 友 人 ， 異 性 友 人 ， 恋 人 に 対 す

る 期 待 の 比 較  パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 , 1 8 ,  1 4 0 - 1 5 1 .  

高 島 直 子 ・ 五 十 嵐 靖 博 ・ 平 尾 元 尚 ・ 清 水 京 子 ・ 中 村 延 江 ( 2 0 0 4 ) .  美

容 専 門 学 校 生 の 学 校 適 応 感・ゆ と り 感 と 心 身 の 健 康 度  山 野

研 究 紀 要 , 1 2 , 1 - 1 2．  

高 島 直 子 ・ 清 水 京 子 ・ 五 十 嵐 靖 博 ・ 平 尾 元 尚 ・ 中 村 延 江 ( 2 0 0 3 ) .  美

容 専 門 学 校 生 の 学 校 適 応 感・ゆ と り 感 と 心 身 の 健 康 度  山 野

研 究 紀 要 , 11 , 5 5 - 6 4．  

田 中 存・菅 千 索 ( 2 0 0 7 ) .  大 学 生 活 不 安 に 関 す る 心 理 学 か ら の ア プ ロ

ー チ -  和 歌 山 大 学 教 育 学 部 紀 要 教 育 科 学 , 5 7 , 1 5 - 2 2 .  

田 中 存・菅 千 索  ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 の 適 応 に 関 す る 研 究 -自 己 意 識 と 対

人 関 係 の 視 点 か ら -  和 歌 山 大 学 教 育 学 部 紀 要 教 育 科

学 , 5 9 , 1 - 7 .  

谷 井 淳 一・上 地 安 昭 ( 1 9 9 4 ) .  高 校 生 の 学 校 適 応 感 と 彼 ら の 親 の 自 己

評 定 に 基 づ く 親 役 割 行 動 の 関 係  教 育 心 理 学 研

究 , 4 2 , 1 8 5 - 1 9 2 .  

丹 野 宏 昭・松 井 豊 ( 2 0 0 6 ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 機 能 の 探 索 的 検

討  筑 波 心 理 学 研 究 , 3 2 , 2 1 - 3 0 .  

丹 野 宏 昭・下 斗 米 淳・松 井 豊 ( 2 0 0 5 ) .  親 密 化 過 程 に お け る 自 己 開 示

機 能 の 探 索 的 検 討 － 自 己 開 示 に 対 す る 願 望 ・ 義 務 感 の 分 析

か ら － 対 人 社 会 心 理 学 研 究 , 5 , 6 7 - 7 5 .  

丹 野 宏 昭 ( 2 0 0 7 ) .  友 人 と の 接 触 頻 度 別 に み た 大 学 生 の 友 人 関 係 機
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能  パ ー ソ ナ リ テ ィ 研 究 , 1 6 , 11 0 - 11 3．  

遠 矢 幸 子 ( 1 9 9 6 ) .  友 人 関 係 の 特 性 と 展 開  大 坊 郁 夫 ・ 奥 田 秀 宇 (編 )

対 人 行 動 学 研 究 シ リ ー ズ ３  親 密 な 対 人 関 係 の 科 学  誠 信

書 房  p p 8 9 - 11 6 .  

豊 田 秀 樹 ( 2 0 0 3 ) .共 分 散 構 造 分 析 〈 技 術 編 〉 -構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ  

朝 倉 書 店 , p p 1 9 8 - 2 0 0 .  

津 村 俊 充・ 大 坊 郁 夫・ 林 文 俊 ・ 今 川 民 雄 ( 1 9 8 4 ) .  対 人 的 オ リ エ ン テ

ー シ ョ ン の 研 究 ( 4 )－ 対 人 感 情 の 構 造 に つ い て －  日 本 心

理 学 会 第 4 8 回 大 会 発 表 論 文 集 , 6 6 4 .   

津 村 俊 充・ 大 坊 郁 夫・ 林 文 俊 ・ 今 川 民 雄 ( 1 9 8 5 ) .  対 人 的 オ リ エ ン テ

ー シ ョ ン の 研 究 ( 8 )－ S i g n i f i c a n t  o t h e r s に 対 す る 関 係 認 知

を 対 人 感 情 の 対 応 関 係 に つ い て －  日 本 心 理 学 会 第 4 9 回 大

会 発 表 論 文 集 , 2 7 2 .   

鶴 田 和 美 ( 2 0 0 2 ) .  大 学 生 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 の 問 題  特 集  

青 年 期 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ  臨 床 心 理 学 , 2 , 7 2 5 - 7 3 0 .  

植 村 善 太 郎・小 川 一 美・吉 田 敏 和  ( 2 0 0 1 ) .  大 学 生 の 適 応 過 程 に 関

す る 縦 断 的 研 究 （ 2） － 大 学 生 の 学 習 へ の 取 り 組 み 、 お よ

び 大 学 生 活 満 足 感 に 関 連 す る 要 因 の 検 討  名 古 屋 大 学 教 育

学 部 紀 要 （ 心 理 学 ） , 4 8 , 2 9 - 4 3 .  

植 村 善 太 郎 ( 2 0 0 3 ) .  中 高 一 貫 校 へ の 外 部 入 学 者 の 対 人 関 係 と 学 校

適 応 感 － あ る 国 立 大 学 付 属 高 校 に お け る 事 例 的 検 討 －  カ

ウ ン セ リ ン グ 研 究 , 3 6 , 5 7 - 6 7 .  

梅 本 伸 章 ( 1 9 8 8 ) .  友 人 関 係 期 待 と 現 実 の 友 人  盛 岡 大 学 紀 要 , 7 ,  

7 1 - 8 0 .  

梅 本 伸 章 ( 1 9 9 2 ) .  大 学 新 入 生 の 適 応 に つ い て － 自 己 の 大 学 生 活 に

対 す る イ メ ー ジ と 友 人 関 係 と の 関 連 －  盛 岡 大 学 紀

要 , 11 , 2 7 - 3 8 .  

上 野 行 良・ 上 瀬 由 美 子 ・  松 井 豊・  福 富 護 ( 1 9 9 4 ) .  青 年 期 の 交 友 関

係 に お け る 同 調 と 心 理 的 距 離  教 育 心 理 学 研 究 , 4 2 , 2 1 - 2 8 .  

内 田 圭 子 ( 1 9 9 0 ) .  青 年 の 生 活 感 情 に 関 す る 一 研 究  教 育 心 理 学 研

究 , 3 8 , 11 7 - 1 2 5 .  

和 田 実 ( 1 9 9 2 ) .  大 学 新 入 生 の 心 理 的 要 因 に 及 ぼ す ソ ー シ ャ ル サ ポ

ー ト の 影 響  教 育 心 理 学 研 究 , 4 0 , 3 8 6 - 3 9 3 .  

和 田 実 ( 1 9 9 3 ) .  同 性 友 人 関 係：そ の 性 お よ び 性 役 割 タ イ プ に よ る 差

異  社 会 心 理 学 研 究 , 8 , 6 7 - 7 5 .   

和 田 実 ( 1 9 9 6 ) .  同 性 へ の 友 人 関 係 期 待 と 年 齢・性・性 役 割 同 一 性 と

の 関 連   心 理 学 研 究 , 6 7 , 2 3 2 - 2 3 7 .  

和 田 実 ( 1 9 9 8 ) .  大 学 生 の ス ト レ ス へ の 対 処 お よ び ス ト レ ス ,ソ ー シ

ャ ル サ ポ ー ト と 精 神 的 健 康 の 関 係 -性 差 の 検 討 -  実 験 社 会

心 理 学 研 究 , 3 8 , 1 9 3 - 2 0 1 .  
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和 田 実 ( 2 0 0 1 ) .  性 ,物 理 的 距 離 が 新 旧 の 同 性 友 人 関 係 に 及 ぼ す 影 響

心 理 学 研 究 , 7 2 , 1 8 6 - 1 9 4 .   

和 田 実 ・ 林 文 俊 ( 2 0 0 8 ) .  大 学 生 の 同 性 友 人 関 係 -そ の 変 化 と 親 密 度

と の 関 連 -  名 城 大 学 総 合 研 究 所 総 合 学 術 研 究 論 文

集 , 7 , 8 9 - 1 0 1 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 0 7 a ) .  大 学 へ の 進 学 が 友 人 関 係 の 在 り 方 に ど の よ う な 変

化 を 与 え る か ？ － 高 校 3 年 生 と 大 学 1 年 生 の 比 較 か ら ‐  

北 星 学 園 大 学 大 学 院 論 集 , 1 0 , 8 9 - 1 0 3 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 0 7 b ) .  大 学 新 入 生 に お け る 同 性 友 人 の 親 密 化 過 程 に 関 す

る 追 跡 的 研 究  北 星 学 園 大 学 大 学 院 修 士 論 文 ,（ 未 公 刊 ） .  

渡 辺 舞・今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 a ) .  大 学 新 入 生 の 新 旧 友 人 関 係 に 関 す る 追 跡

的 研 究 （ 3） － 新 旧 友 人 の 人 物 選 択 状 況 の 違 い が 親 密 度 得

点 の 推 移 に 及 ぼ す 影 響 －  日 本 心 理 学 会 第 7 2 回 大 会 発 表

論 文 集 , 1 2 6 .  

渡 辺 舞・今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 b ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に

関 す る 研 究（ １ ）－ 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 探 索 的 検 討 －  日

本 社 会 心 理 学 会 第 4 9 回 大 会 発 表 論 文 集 , 5 5 6 - 5 5 7 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 0 9 ) .  新 旧 友 人 へ の 友 人 関 係 期 待 が 友 人 関 係 に 及 ぼ す 影

響  北 星 学 園 大 学 大 学 院 論 集 , 1 2 , 1 2 3 - 1 4 0 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 研 究

－ 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 探 索 的 検 討 －  北 星 学 園 大 学 大 学

院 論 集 , 1（ 通 巻 第 1 3 号 ） , 7 1 - 8 3 .  

渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 に 関 す る 追 跡 的 研 究 －

大 学 生 活 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 は 変 化 す る の か ？ －  北 海

道 心 理 学 会 第 5 6 回 大 会 発 表 論 文 集 , 3 2 .  

山 田 ゆ か り ( 2 0 0 6 ) .  大 学 新 入 生 に お け る 適 応 感 の 検 討  名 古 屋 文

理 大 学 紀 要 , 6 , 2 9 - 3 6 .  

や ま だ よ う こ ( 2 0 0 4 ) .  質 的 心 理 学  :  創 造 的 に 活 用 す る コ ツ  無 藤

隆  や ま だ よ う こ  南 博 文  麻 生 武  サ ト ウ タ ツ ヤ （ 編 ）

第 １ 章 2 質 的 研 究 の 核 心 と は  新 曜 社  p p 8‐ 1 3 .    

山 口 正 二・土 屋 泰 生・藤 本 尚 文 ( 1 9 9 6 ) .  生 徒 と 教 師 の 心 理 的 距 離 の

改 善 に 望 ま し い と 判 断 さ れ る 行 動・態 度 に 関 す る 研 究  カ ウ

ン セ リ ン グ 研 究 , 2 9 , 1 6 9 - 1 7 9 .   

山 本 多 喜 司 ( 1 9 9 2 ) .  人 生 移 行 と は 何 か  山 本 多 喜 司・ S．ワ ッ プ ナ ー

(編 著 )人 生 移 行 の 発 達 心 理 学  北 大 路 書 房  p p 2 - 2 4 .  

山 中 一 英 ( 1 9 9 4 ) .  対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に お け る 関 係 性 の 初 期 分 化

現 象 に 関 す る 検 討  実 験 社 会 心 理 学 研 究 , 3 4 , 1 0 5 - 11 5 .  

山 中 一 英・廣 岡 秀 一 ( 1 9 9 4 ) .  大 学 生 の 対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す

る 研 究 (４ )  日 本 社 会 心 理 学 会 第 3 5 回 大 会 論 文 集 , 3 0 6 - 3 0 7 .  

山 中 一 英  ( 1 9 9 5 ) .  対 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 質 的 デ ー タ に 基
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づ く 一 考 察  名 古 屋 大 学 教 育 学 部 紀 要 ,  4 2 ,  1 2 7 - 1 3 4 .  

山 中 一 英 ( 1 9 9 6 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 及 ぼ す 個 人 差 要

因 の 影 響  名 古 屋 大 学 教 育 学 部 紀 要 , 4 3 , 2 2 1 - 2 2 9 .   

山 中 一 英 ( 1 9 9 8 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 事 例 分 析

的 研 究  社 会 心 理 学 研 究 , 1 3 , 9 3 - 1 0 2 .   

吉 田 俊 和・ 橋 本 剛・ 安 藤 直 樹 ・ 植 村 善 太 郎 ( 1 9 9 9 ) .  大 学 生 の 適 応 過

程 に 関 す る 縦 断 的 研 究 ( 1 )  名 古 屋 大 学 教 育 学 部 紀 要 （ 心 理

学 ） , 4 6 , 7 5 - 9 8 .  

吉 岡 和 子 ( 2 0 0 1 ) .  友 人 関 係 の 理 想 と 現 実 の ズ レ 及 び 自 己 受 容 か ら

捉 え た 友 人 関 係 の 満 足 感  青 年 心 理 学 研 究 , 1 3 , 1 3 - 3 0 .  

泰 彩 子 ( 2 0 0 0 ) .  「 心 の 居 場 所 」と 不 登 校 の 関 連 に つ い て  臨 床 教 育

心 理 学 研 究 , 2 6 , 9 7 - 1 0 6 .  

 

初 出 一 覧 ：  

 

渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 a ) .  大 学 新 入 生 の 新 旧 友 人 関 係 に 関 す る 追

跡 的 研 究 （ 3） － 新 旧 友 人 の 人 物 選 択 状 況 の 違 い が 親 密 度

得 点 の 推 移 に 及 ぼ す 影 響 －  日 本 心 理 学 会 第 7 2 回 大 会 発

表 論 文 集 ， 1 2 6 .  

渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 0 8 b ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程

に 関 す る 研 究 （ １ ） － 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 探 索 的 検 討 －  

日 本 社 会 心 理 学 会 第 4 9 回 大 会 発 表 論 文 集 ， 5 5 6 - 5 5 7 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 0 9 ) .  新 旧 友 人 へ の 友 人 関 係 期 待 が 友 人 関 係 に 及 ぼ す 影

響  北 星 学 園 大 学 大 学 院 論 集 , 1 2 , 1 2 3 - 1 4 0 .  

渡 辺 舞・今 川 民 雄 ( 2 0 0 9 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 に 関 す る 追 跡 的 研 究 －

大 学 生 活 で 「 一 番 親 し い 友 人 」 は 変 化 す る の か ？ －  北 海

道 心 理 学 会 第 5 6 回 大 会 発 表 論 文 集 , 3 2 .  

渡 辺 舞 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 に お け る 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 に 関 す る 研

究 － 回 想 的 調 査 面 接 に よ る 探 索 的 検 討 －  北 星 学 園 大 学 大

学 院 論 集 , 1（ 通 巻 第 1 3 号 ） , 7 1 - 8 3 .  

渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 の 4 年 間 の 友 人 選 択 が 大 学 適 応 感

に 及 ぼ す 影 響 ,日 本 グ ル ー プ ダ イ ナ ミ ッ ク ス 学 会 第 5 7 回 大

会 発 表 論 文 集 , 1 8 2 - 1 8 3 .  

渡 辺 舞 ・ 今 川 民 雄 ( 2 0 1 0 ) .  大 学 生 の 友 人 関 係 の 親 密 化 過 程 が 大 学 適

応 感 に 及 ぼ す 影 響 ,  日 本 社 会 心 理 学 会 第 5 1 回 大 会 発 表 論

文 集 , 5 2 2 - 5 2 3 .  
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本日は調査にご協力いただきありがとうございます。この調査は、大学生の友人

関係のあり方を継続的な調査の中で明らかにすることは目的としております。そ

のため、みなさんには先回に引き続き調査のご協力をお願いいたします。質問に

お答えいただいた内容は統計上の処理を行い、本研究のためにだけ使用しますの

で、記入していただいた内容が直接公表されることはありません。また、個人の

情報については厳重に扱い、研究終了後この質問紙はシュレッダーで処理いたし

ますので、情報が外部に漏れることも一切ありません。質問には率直にお答えい

ただきますようお願いいたします。

大学生の友人関係に関するアンケート

　北星学園大学大学院

社会福祉学研究科　修士課程２年　渡辺　舞
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現在： １．親と同居 ２．一人暮らし ３．寮・下宿

４．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

大学入学前： １．親と同居 ２．一人暮らし ３．寮・下宿

４．その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

▼あなたの現在と大学入学前の生活について、お聞きします。 あなたはどのような形で生活して

いますか。現在と大学入学前についてそれぞれ当てはまる数字に○をつけ、「4．その他」の場合

は具体的に記入してください。

▼まず最初に、あなた自身についてお尋ねします。以下の性別の当てはまるものに○をつけ、学

籍番号・年齢を記入してください。

性別　：　男　・　女

学籍番号　（　　　　　　　　　　）　

年齢　（　　　　　）歳　

 

 

 

・ さん（くん） （例：.北海　太郎さん→H・Tさん）

姓 　名

*

１．同じ人物 ２．違う人物 ３．覚えていない

Ⅰ．次に、あなたが大学に入学してから知り合った人で、一番親しくなった同性の友人を1人あ

げてください。そしてその人物の姓・名のイニシャルを下の　　　　　　　の欄に記入してください。このよう

なお願いをするのは具体的な人物を思い浮かべた上で回答していただきたいからです。あなたがあげた

人物が誰なのか知るためではありません。

以下、上記の大学に入学してから知り合った同性友人を「Aさん（くん）」と呼ばせていただきます。

それでは、次に「Aさん（くん）」とあなたとの関係について順にお答えください。

イ
ニ
シ

ャ
ル

上記で記入していただいた「同性の友人」のイニシャルは先回の調査（4月24日～28日）に記入して
いただいた人と同じ人物でしょうか。以下の以下の１～３の中から「当てはまる」項目に○をつけてく
ださい。

四　角
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1

１．同じ大学の同じ学科 ２．同じ大学のサークル・部活 ３．１、２以外の同大学内
　　　　　　７．５、６以外の高校内　
４．同じアルバイト先　　　　　　　 ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

１．１～2週間未満 ２．２～3週間未満 ３．３週間～１ヶ月未満

4.1ヶ月以上2ヶ月未満 ５．2ヶ月以上3ヶ月未満 ６．3ヶ月以上

3

１．ほとんど毎日 ２．1週間に4日以上 ３．1週間に2・3日以上

４．1週間に1日程度 ５．２週間に１日未満

4

１．ほとんど毎日 ２．1週間に4日以上 ３．1週間に2・3日以上

４．1週間に1日程度 ５．1週間に1日未満 ６．電話やメールはしない

あなたと「Aさん（くん）」は知り合ってからどれくらいですか。以下の1～６の中から「当てはまる」項目

に○をつけてください。。

あなたと「Aさん（くん）」はどれくらいの頻度で会いますか？以下の１～5の中から「当てはまる」項目

に○をつけてください。

あなたと「Aさん（くん）」はどれくらいの頻度で電話で話す、またはメールをしますか？以下の１～6

の中から「当てはまる」項目に○をつけてください。

「Aさん（くん）」と出会ったのはどのようなところですか。以下の１～４の中から「当てはまる」項目に

○をつけてください。「5．その他」の場合はどのような友人なのか具体的に記入してください。

 

 

 

 

5

非常に好感が持てる
1 2 3 4 5 6 7

6

1 2 3 4 5 6 7

7

顔見知り 会えば話を
する関係

ある程度親し
い友人

非常に親し
い友人

1 2 3 4 5 6 7

あなたは「Aさん（くん）」についてどのような関係だと思っていますか。以下の数字でもっとも当てはまる

ものに○をつけてください。

あなたは「Aさん（くん）」についてどの程度好感をもっていますか。以下の数字でもっとも当てはまるもの

に○をつけてください。

あなたは「Aさん（くん）」についてどの程度深く付き合っていますか。以下の数字でもっとも当てはまるも

のに○をつけてください。

非常に浅く付き合っている 非常に深く付き合っている

全く好感が持てない　
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8

1 親しみを感じる 1 2 3 4 5 6 7

2 やさしくしたい 1 2 3 4 5 6 7

3 こわい 1 2 3 4 5 6 7

4 反発を感じる 1 2 3 4 5 6 7

5 甘えたい 1 2 3 4 5 6 7

6 尊敬したい 1 2 3 4 5 6 7

7 優越感を感じる 1 2 3 4 5 6 7

8 一体感がもてる 1 2 3 4 5 6 7

9 励ましたい 1 2 3 4 5 6 7

10 軽べつを感じる 1 2 3 4 5 6 7

11 信頼できる 1 2 3 4 5 6 7

12 かわいい 1 2 3 4 5 6 7

13 助けて欲しい 1 2 3 4 5 6 7

14 負けたくない 1 2 3 4 5 6 7

15 好き 1 2 3 4 5 6 7

16 義理を感じる 1 2 3 4 5 6 7

決してそう感
じない

とても強く感じ
る

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Aさん（くん）」に対してあなたは、次

のような感情をどの程度感じていますか。それぞれの項目について、「1.決してそう感じない」から「7．と

ても強く感じる」のうち最もよく当てはまる番号を決め、数字を○で囲ってください。

 

 

 

 

 

9

1 協同的な 競争的な

2 対等な 対等ではない

3 深い 浅い

4 永続的な 一時的な

5 敵対的な 友好的な

6 冷静な 情熱的な

7 誠意に満ちた 偽りのある

8 気楽な 落ち着かない

9 単純な 複雑な

10 快的な 不快な

11 感情的な 理性的な

12 安定した 不安定な

13 上下関係のある 上下関係のない

14 緊張に満ちた リラックスした

以下の項目は前ページでイニシャルを記入していただいた友人である「Aさん（くん）」とのつきあ

い方についてあなたはどのような関係だと感じていますか。それぞれの項目について、最もよく当

てはまるところをを○で囲ってください。

　　　　　　　　　　　　　非常に　　　　かなり　　　やや　　　　ない　　　　やや　　　　かなり　　　非常に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらでも

※注：縦の目盛りの間には○をつけないでください。
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10

め

っ
た
に
し
な
い

た
ま
に
す
る

時
々
す
る

し
ば
し
ば
す
る

い
つ
も
す
る

1 謝る 1 2 3 4 5

2 自慢する 1 2 3 4 5

3 頼りにする 1 2 3 4 5

4 命令する 1 2 3 4 5

5 不平を言う 1 2 3 4 5

6 他人行儀にふるまう 1 2 3 4 5

7 妥協する 1 2 3 4 5

8 仲良くする 1 2 3 4 5

9 協力する 1 2 3 4 5

10 軽べつする 1 2 3 4 5

11 甘える 1 2 3 4 5

12 忠告する 1 2 3 4 5

13 反抗する 1 2 3 4 5

14 無視する 1 2 3 4 5

15 服従する 1 2 3 4 5

16 一緒に遊ぶ 1 2 3 4 5

17 親切にする 1 2 3 4 5

18 自分のために利用する 1 2 3 4 5

19 助けをもとめる 1 2 3 4 5

20 指導する 1 2 3 4 5

21 意地をはる 1 2 3 4 5

22 避ける 1 2 3 4 5

23 うちとける 1 2 3 4 5

24 援助する 1 2 3 4 5

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Aさん（くん）」に対してあな

たが、次のような行動をどの程度行なっていますか。それぞれの項目について、「1.めったにし

ない」から「5．いつもする」のうち最もよく当てはまる番号を決め、数字を○で囲ってください。
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・ さん（くん） （例：.北海　太郎さん→H・Tさん）

姓 　名

*

１．同じ人物 ２．違う人物 ３．覚えていない

1

１．同じ高校 2．同じ小・中学校 ３．同じアルバイト先
　　　　　　７．５、６以外の高校内　

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2

１．他大学・専門学校にいる 2．同じ大学・同じ学科にいる ３．同じ大学・他学科にいる
　　　　　　７．５、６以外の高校内　

４．就職している（アルバイト含む） ５．浪人している（予備校生）

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記で記入していただいた「同性の友人」のイニシャルは先回の調査（4月24日～28日）に記入し

ていただいた人と同じ人物でしょうか。以下の以下の１～３の中から「当てはまる」項目をひとつ選

びその番号を○で囲ってください。

「Bさん（くん）」と友人になったのはどのようなところですか。以下の1～４の中から「当てはまる」項目に

○をつけてください。「4．その他」の場合はどこで仲良くなったのか具体的に記入してください。

Ⅱ．次に大学に入学する前に知り合った人で、一番親しい同性の友人を1人あげてください。

そしてその人物の姓・名のイニシャルを下の　　　　　　　の欄に記入してください。このようなお願いをす

るのは具体的な人物を思い浮かべた上で回答していただきたいからです。あなたがあげた人物が誰な

のか知るためではありません。

以下、上記の大学に入学する前に知り合った同性友人を「Bさん（くん）」と呼ばせていただきます。

それでは次に「Bさん（くん）」についてお尋ねします。順に質問にお答えください。

「Bさん（くん）」は現在どのような環境で生活をしていますか。以下の1～６の中から「当てはまる」項目

に○をつけてください。「6．その他」の場合は具体的に記入してください。

イ
ニ
シ

ャ
ル

四　角
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3

１．３ヶ月未満 ２．３ヶ月～６ヶ月未満 ３．６ヶ月～１年未満

４．１年から３年未満 ５．３年から６年未満 ６．６年以上

4

１．ほとんど毎日 ２．1週間に4日以上 ３．1週間に2・3日以上

４．1週間に1日程度 ５．２週間に１日程度 ６．１ヶ月に１日程度

７．１年に１日程度 ８．ほとんど会うことはない

5

１．ほとんど毎日 ２．1週間に4日以上 ３．1週間に2・3日以上

４．1週間に1日程度 ５．1週間に1日未満 ６．電話やメールはしない

あなたと「Bさん（くん）」はどれくらいの頻度で電話で話す、またはメールをしますか？以下の１～6の中

から「当てはまる」項目に○をつけてください。

あなたと「Bさん（くん）」は友人となってからどれくらいの期間が経過していますか。以下の1～6の中か

ら「当てはまる」項目に○をつけてください。

あなたと「Bさん（くん）」はどれくらいの頻度で会いますか？以下の１～８の中から「当てはまる」項目に

○つけてください。

 

 

6

非常に好感が持てる
1 2 3 4 5 6 7

7

1 2 3 4 5 6 7

8

顔見知り 会えば話を
する関係

ある程度親し
い友人

非常に親し
い友人

1 2 3 4 5 6 7

あなたは「Bさん（くん）」についてどのような関係だと思っていますか。以下の数字でもっとも当てはまる

ものに○をつけてください。

あなたは「Bさん（くん）」についてどの程度好感をもっていますか。以下の数字でもっとも当てはまるも

のに○をつけてください。

あなたは「Bさん（くん）」についてどの程度深く付き合っていますかをもっていますか。以下の数字で

もっとも当てはまるものに○をつけてください。

全く好感が持てない

非常に浅く付き合っている 非常に深く付き合っている
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9

1 親しみを感じる 1 2 3 4 5 6 7

2 やさしくしたい 1 2 3 4 5 6 7

3 こわい 1 2 3 4 5 6 7

4 反発を感じる 1 2 3 4 5 6 7

5 甘えたい 1 2 3 4 5 6 7

6 尊敬したい 1 2 3 4 5 6 7

7 優越感を感じる 1 2 3 4 5 6 7

8 一体感がもてる 1 2 3 4 5 6 7

9 励ましたい 1 2 3 4 5 6 7

10 軽べつを感じる 1 2 3 4 5 6 7

11 信頼できる 1 2 3 4 5 6 7

12 かわいい 1 2 3 4 5 6 7

13 助けて欲しい 1 2 3 4 5 6 7

14 負けたくない 1 2 3 4 5 6 7

15 好き 1 2 3 4 5 6 7

16 義理を感じる 1 2 3 4 5 6 7

決してそう感じ
ない

とても強く感じる

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Bさん（くん）」に対してあなたは、次

のような感情をどの程度感じていますか。それぞれの項目について、「1.決してそう感じない」から「7．と

ても強く感じる」のうち最もよく当てはまる番号を決め、数字を○で囲ってください。

 

 

 

10

1 協同的な 競争的な

2 対等な 対等ではない

3 深い 浅い

4 永続的な 一時的な

5 敵対的な 友好的な

6 冷静な 情熱的な

7 誠意に満ちた 偽りのある

8 気楽な 落ち着かない

9 単純な 複雑な

10 快的な 不快な

11 感情的な 理性的な

12 安定した 不安定な

13 上下関係のある 上下関係のない

14 緊張に満ちた リラックスした

以下の項目は前ページでイニシャルを記入していただいた友人である「Bさん（くん）」とのつきあ

い方についてあなたはどのような関係だと感じていますか。それぞれの項目について、最もよく当

てはまるところを○で囲ってください。

　　　　　　　　　　　　　非常に　　　　かなり　　　やや　　　　ない　　　　やや　　　　かなり　　　非常に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どちらでも

※注：縦の目盛りの間には○をつけないでください。
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11

め

っ
た
に
し
な
い

た
ま
に
す
る

時
々
す
る

し
ば
し
ば
す
る

い
つ
も
す
る

1 謝る 1 2 3 4 5

2 自慢する 1 2 3 4 5

3 頼りにする 1 2 3 4 5

4 命令する 1 2 3 4 5

5 不平を言う 1 2 3 4 5

6 他人行儀にふるまう 1 2 3 4 5

7 妥協する 1 2 3 4 5

8 仲良くする 1 2 3 4 5

9 協力する 1 2 3 4 5

10 軽べつする 1 2 3 4 5

11 甘える 1 2 3 4 5

12 忠告する 1 2 3 4 5

13 反抗する 1 2 3 4 5

14 無視する 1 2 3 4 5

15 服従する 1 2 3 4 5

16 一緒に遊ぶ 1 2 3 4 5

17 親切にする 1 2 3 4 5

18 自分のために利用する 1 2 3 4 5

19 助けをもとめる 1 2 3 4 5

20 指導する 1 2 3 4 5

21 意地をはる 1 2 3 4 5

22 避ける 1 2 3 4 5

23 うちとける 1 2 3 4 5

24 援助する 1 2 3 4 5

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Bさん（くん）」に対してあな

たが、次のような行動をどの程度行なっていますか。それぞれの項目について、「1.めったにし

ない」から「5．いつもする」のうち最もよく当てはまる番号を決め、数字を○で囲ってください。

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
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対 人 感 情 の 因 子 構 造  

 

 

削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  1  親 し み を 感 じ る  

     3  こ わ い  

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

0 Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .773 -.154 .620
1親しみを感じる .767 -.192 .625
2やさしくしたい .737 -.129 .560
11信頼できる .716 -.192 .549
6尊敬したい .682 -.020 .465
12かわいい .671 -.095 .460
8一体感がもてる .663 .052 .443
5甘えたい .623 .194 .426
9励ましたい .477 .136 .246
13助けて欲しい .444 .114 .210

4反発を感じる -.142 .713 .528
7優越感を感じる -.011 .710 .504
3こわい .041 .520 .272
14負けたくない -.035 .477 .229
10軽べつを感じる .039 .456 .210

因子寄与 4.434 1.914
寄与率（％） 29.558 12.757

α .839 .639

新友人（1回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

12かわいい .769 -.049 .593
15好き .756 -.213 .616
5甘えたい .690 .313 .574
2やさしくしたい .677 -.212 .504
9励ましたい .645 -.069 .421
8一体感がもてる .638 -.101 .417
13助けて欲しい .621 .284 .466
11信頼できる .594 -.297 .441
6尊敬したい .557 -.073 .316

7優越感を感じる -.107 .833 .706
10軽べつを感じる -.232 .764 .637
4反発を感じる -.212 .642 .456
14負けたくない .057 .522 .276
16義理を感じる .039 .442 .197

因子寄与 4.084 2.537
寄与率（％） 29.168 18.123

α .870 .758 　

新友人（2回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .748 -.089 .567
2やさしくしたい .738 -.115 .558
6尊敬したい .726 .006 .527
11信頼できる .681 -.280 .543
12かわいい .674 .052 .456
5甘えたい .611 .352 .498
13助けて欲しい .594 .340 .469
1親しみを感じる .493 -.215 .289
9励ましたい .490 -.054 .243
8一体感がもてる .382 -.219 .194

4反発を感じる -.076 .679 .467
10軽べつを感じる -.054 .565 .322
3こわい -.112 .506 .268
14負けたくない .032 .486 .237
7優越感を感じる -.017 .399 .160

因子寄与 3.928 1.871
寄与率（％） 26.187 12.472

α .839 .639

旧友人（1回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

12かわいい .722 .084 .528
2やさしくしたい .696 -.028 .485
5甘えたい .676 .297 .545
11信頼できる .665 -.302 .534
9励ましたい .651 -.216 .471
6尊敬したい .614 -.136 .396
13助けて欲しい .599 .306 .453
8一体感がもてる .575 -.138 .349
1親しみを感じる .508 -.192 .295

4反発を感じる -.074 .909 .831
10軽べつを感じる -.170 .830 .718
7優越感を感じる -.089 .630 .405
3こわい -.010 .435 .189
14負けたくない .012 .398 .159

因子寄与 4.222 2.663
寄与率（％） 28.145 17.754

α .868 .754

旧友人（2回目調査時点）の対人感情の因子構造
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削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .749 -.291 .645
2やさしくしたい .746 -.259 .623
13助けて欲しい .745 .233 .610
8一体感がもてる .715 -.036 .513
1親しみを感じる .701 -.353 .617
12かわいい .692 -.148 .501
6尊敬したい .682 -.270 .539
5甘えたい .644 .102 .425
9励ましたい .636 .121 .419
11信頼できる .594 -.342 .470

4反発を感じる -.285 .683 .548
7優越感を感じる .017 .664 .441
10軽べつを感じる -.245 .452 .264
14負けたくない -.018 .421 .178
3こわい -.095 .385 .158
16義理を感じる .114 .362 .144

因子寄与 4.955 2.138
寄与率（％） 30.970 13.361

α .897 .632 　

新友人（3回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

2やさしくしたい .797 -.260 .702
1親しみを感じる .767 -.225 .639
8一体感がもてる .764 -.035 .585
15好き .748 -.171 .589
11信頼できる .734 -.366 .672
12かわいい .692 -.036 .480
6尊敬したい .651 -.059 .428
9励ましたい .633 -.074 .406
13助けて欲しい .577 .273 .408
5甘えたい .546 .207 .341

4反発を感じる -.187 .834 .730
10軽べつを感じる -.322 .733 .641
3こわい -.299 .683 .555
14負けたくない -.051 .486 .239
7優越感を感じる .074 .471 .227
16義理を感じる .156 .464 .239

因子寄与 5.100 2.781
寄与率（％） 31.876 17.384

α .896 .679 　

新友人（4回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .810 -.101 .667
11信頼できる .763 -.167 .610
2やさしくしたい .759 -.080 .610
12かわいい .698 -.031 .488
1親しみを感じる .633 -.147 .422
8一体感がもてる .614 .011 .377
9励ましたい .603 .122 .379
5甘えたい .602 .136 .381
13助けて欲しい .559 .323 .417
6尊敬したい .502 -.104 .263

4反発を感じる -.013 .844 .712
3こわい .017 .689 .475
10軽べつを感じる -.217 .563 .365
14負けたくない .039 .456 .210
7優越感を感じる .002 .358 .128

因子寄与 4.419899 2.056
寄与率（％） 29.466 13.709

α .869 .695

旧友人（3回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .758 -.082 .582
9励ましたい .754 .058 .571
2やさしくしたい .744 -.245 .614
12かわいい .710 .025 .504
11信頼できる .671 -.336 .563
6尊敬したい .614 -.177 .408
5甘えたい .600 .111 .372
8一体感がもてる .597 -.117 .370
1親しみを感じる .566 -.417 .494
13助けて欲しい .558 .174 .342

4反発を感じる .012 .849 .721
3こわい .012 .688 .474
10軽べつを感じる -.016 .644 .414
14負けたくない -.039 .487 .239
7優越感を感じる -.113 .432 .200

因子寄与 4.39007 2.478
寄与率（％） 29.267 16.521

α .879 .742

旧友人（4回目調査時点）の対人感情の因子構造
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削 除 項 目  1 6 義 理 を 感 じ る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  1 3 助 け て 欲 し い  

     1 4 負 け た く な い  

     1 6 義 理 を 感 じ る 。  

Ⅰ Ⅱ ｈ2

2やさしくしたい .847 -.210 .761
15好き .777 -.204 .646
9励ましたい .713 .009 .508
11信頼できる .705 -.222 .546
6尊敬したい .703 -.039 .495
8一体感がもてる .665 .169 .470
5甘えたい .643 .178 .445
12かわいい .640 -.130 .427
1親しみを感じる .618 -.326 .488
13助けて欲しい .511 .186 .295

10軽べつを感じる -.172 .768 .619
7優越感を感じる -.066 .679 .466
4反発を感じる -.029 .657 .433
3こわい .077 .440 .199
14負けたくない -.024 .435 .190

因子寄与 4.769 2.220
寄与率（％） 31.795 14.799

α .869 .699 　

新友人（5回目調査時点）の対人感情の因子構造

Ⅰ Ⅱ ｈ2

15好き .809 -.109 .666
11信頼できる .763 -.295 .670
9励ましたい .706 -.033 .500
2やさしくしたい .702 -.166 .521
12かわいい .667 .032 .446
6尊敬したい .664 -.002 .441
1親しみを感じる .612 -.390 .527
5甘えたい .584 .170 .370
8一体感がもてる .584 -.087 .348

4反発を感じる -.033 .808 .653
10軽べつを感じる -.014 .672 .451
3こわい .048 .637 .407
7優越感を感じる -.213 .361 .175

因子寄与 4.219805 1.956
寄与率（％） 32.460 15.045

α .873 .693

旧友人（5回目調査時点）の対人感情の因子構造
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二 者 関 係 認 知 の 因 子 構 造  

 

 

削 除 項 目  11 感 情 的 ‐ 理 性 的  

        1 3 上 下 関 係 の あ る    

‐ 上 下 関 係 の な い  

 

 

 

 

削 除 項 目  9 単 純 な ‐ 複 雑 な    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

11 感 情 的 ‐ 理 性 的  

 

 

 

 

 

削 除 項 目  9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

11 感 情 的 ‐ 理 性 的  

 

 

 

 

 

新友人（1回目調査時点）の二者関係認知の主成分分析

第1主成分
　

10快的な-不快な .808

4永続的な-一時的な .776

3深い-浅い .764

12安定した-不安定な .764

8気楽な-落ち着かない .727

7誠意に満ちた-偽りのある .682

2対等な-対等ではない .664

14緊張に満ちた-リラックスした -.654

1協同的な-競争的な .649

5敵対的な-友好的な -.573

9単純な-複雑な .398

6冷静な-情熱的な -.389

　
累積寄与率（％） 44.539

α .793

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

12安定した-不安定な .867 -.072 -.135

3深い-浅い .862 -.202 .083

10快的な-不快な .841 -.015 .034

4永続的な-一時的な .809 -.057 .129

8気楽な-落ち着かない .614 .272 -.083

1協同的な-競争的な .614 .146 .037

7誠意に満ちた-偽りのある .568 .181 -.112

14緊張に満ちた-リラックスした -.469 -.193 -.163

13上下関係のある-上下関係のない .205 -.896 -.062

5敵対的な-友好的な -.228 -.562 -.124

2対等な-対等ではない .259 .502 -.220

11感情的な-理性的な -.028 -.081 .631

6冷静な-情熱的な -.053 -.114 -.543

因子寄与 5.506 3.826 1.818
α .910 .739 .548

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .654 .427
Ⅱ 　 .244

新友人（2回目調査時点）の二者関係認知の因子構造

旧友人（1回目調査時点）の二者関係認知の主成分分析

第1主成分
　

3深い-浅い .806
8気楽な-落ち着かない .770
10快的な-不快な .767
5敵対的な-友好的な -.724
14緊張に満ちた-リラックスした -.698
2対等な-対等ではない .665
12安定した-不安定な .633
7誠意に満ちた-偽りのある .617
4永続的な-一時的な .614
1協同的な-競争的な .519
13上下関係のある-上下関係のない -.439
6冷静な-情熱的な -.381
　

累積寄与率（％） 42.087
α .856

旧友人（2回目調査時点）の二者関係認知の主成分分析

第1主成分

12安定した-不安定な .781

5敵対的な-友好的な -.780

10快的な-不快な .780

14緊張に満ちた-リラックスした -.768

4永続的な-一時的な .765

2対等な-対等ではない .747

3深い-浅い .743

7誠意に満ちた-偽りのある .674

8気楽な-落ち着かない .612

1協同的な-競争的な .543

13上下関係のある-上下関係のない -.502

6冷静な-情熱的な -.364

　
累積寄与率（％） 46.851

α .881
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削 除 項 目  7 誠 意 に 満 ち た ‐  

        偽 り の あ る  

 

 

 

 

削 除 項 目  9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

     1 協 同 的 な  

‐ 競 争 的 な  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目   9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

1 0 快 的 な ‐ 不 快 な  

 

 

 

 

削 除 項 目   3 深 い ‐ 浅 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

4永続的な-一時的な .966 -.199 -.028

3深い-浅い .830 -.068 .075

5敵対的な-友好的な -.770 -.110 .018

1協同的な-競争的な .669 .110 .086

2対等な-対等ではない .586 .202 -.055

8気楽な-落ち着かない .008 .886 -.064

9単純な-複雑な -.229 .757 .101

14緊張に満ちた-リラックスした -.043 -.703 -.069

10快的な-不快な .113 .692 .081

12安定した-不安定な .308 .531 -.100

13上下関係のある-上下関係のない -.173 -.484 .122

6冷静な-情熱的な -.078 -.029 -.791

11感情的な-理性的な -.040 .025 .462

因子寄与 4.756 4.655 1.013
α .887 .859 .546

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .653 .036
Ⅱ 　 .167

新友人（3回目調査時点）の二者関係認知の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

13上下関係のある-上下関係のない -.826 .334 -.057
5敵対的な-友好的な -.780 -.028 .060
2対等な-対等ではない .755 .037 -.077
10快的な-不快な .618 .179 .158
14緊張に満ちた-リラックスした -.602 -.066 .037
8気楽な-落ち着かない .600 .235 -.022
7誠意に満ちた-偽りのある .558 .292 -.005
12安定した-不安定な .548 .299 .002

4永続的な-一時的な -.122 .990 -.056
3深い-浅い -.023 .847 .077

11感情的な-理性的な -.151 .025 .851
6冷静な-情熱的な -.252 .029 -.496

因子寄与 5.145 4.406 1.563

α .777 .870 .601

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .711 .260
Ⅱ 　 .342

新友人（4回目調査時点）の二者関係認知の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

4永続的な-一時的な .910 -.156 -.115
3深い-浅い .904 -.156 -.092
12安定した-不安定な .713 .113 .211
1協同的な-競争的な .498 .286 .155

13上下関係のある-上下関係のない .309 -.862 .029
2対等な-対等ではない .174 .677 .107
14緊張に満ちた-リラックスした -.204 -.543 .065
5敵対的な-友好的な -.174 -.504 .203
8気楽な-落ち着かない .384 .443 -.041
7誠意に満ちた-偽りのある .272 .358 -.034

6冷静な-情熱的な -.042 -.042 .583
11感情的な-理性的な -.037 .047 -.575

因子寄与 4.172 3.830 .994
α .833 .824 .512

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .659 -.172
Ⅱ 　 -.150

旧友人（3回目調査時点）の二者関係認知の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1協同的な-競争的な .932 -.209 -.067
5敵対的な-友好的な -.854 .137 -.032
2対等な-対等ではない .782 .153 -.191
7誠意に満ちた-偽りのある .555 .141 .231
12安定した-不安定な .403 .320 .045

8気楽な-落ち着かない .092 .711 .008
9単純な-複雑な -.316 .684 .037
10快的な-不快な .231 .600 .038
14緊張に満ちた-リラックスした -.234 -.584 .114
4永続的な-一時的な .217 .451 .303
13上下関係のある-上下関係のない -.240 -.435 .200

6冷静な-情熱的な -.165 .191 -.654
11感情的な-理性的な -.273 .162 .408

因子寄与 4.732 4.381 1.620
α .858 .797 .516

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .710 .357
Ⅱ 　 .385

旧友人（4回目調査時点）の二者関係認知の因子構造
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削 除 項 目  6 冷 静 な ‐ 情 熱 的 な  

9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

11 感 情 的 ‐ 理 性 的  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削 除 項 目  9 単 純 な ‐ 複 雑 な  

 

新友人（5回目調査時点）の二者関係認知の主成分分析

第1主成分

12安定した-不安定な .781
10快的な-不快な .774
4永続的な-一時的な .758
14緊張に満ちた-リラックスした -.754
3深い-浅い .751
7誠意に満ちた-偽りのある .741
8気楽な-落ち着かない .691
1協同的な-競争的な .634
5敵対的な-友好的な -.628
2対等な-対等ではない .624
13上下関係のある-上下関係のない -.516
6冷静な-情熱的な -.360
　

累積寄与率（％） 46.035
α .890

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

4永続的な-一時的な .980 -.205 -.037
3深い-浅い .891 -.181 .094
8気楽な-落ち着かない .852 -.028 .016
12安定した-不安定な .826 .054 -.108
14緊張に満ちた-リラックスした -.618 -.181 -.110
10快的な-不快な .547 .294 -.018
5敵対的な-友好的な -.479 -.356 -.057
7誠意に満ちた-偽りのある .472 .126 .009
1協同的な-競争的な .439 .205 -.054

13上下関係のある-上下関係のない .168 -.850 -.016
2対等な-対等ではない .220 .632 -.052

6冷静な-情熱的な .055 -.062 -.797
11感情的な-理性的な .054 -.074 .630

因子寄与 5.597 3.551 1.997
α .897 .732 .633

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .604 .405
Ⅱ 　 .270

旧友人（5回目調査時点）の二者関係認知の因子構造
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対 人 行 動 の 因 子 構 造  

 

 

削 除 項 目 1 謝 る   1 0 軽 蔑 す る  

    1 1 甘 え る 1 5 服 従 す る  

    1 8 自 分 の た め に 利 用 す る  

 

削 除 項 目  1 謝 る  

     1 5 服 従 す る  

 
削 除 項 目  1 謝 る   

  1 5 服 従 す る  

     1 6 一 緒 に 遊 ぶ  

     1 8 自 分 の た め に 利 用 す る  

 

削 除 項 目  1 6 一 緒 に 遊 ぶ  

     2 4 援 助 す る  

Ⅰ Ⅱ ｈ2

8仲良くする .761 -.102 .590
23うちとける .719 -.081 .523
9協力する .648 .032 .421
3頼りにする .587 -.031 .345
24援助する .562 .323 .420
19助けをもとめる .558 .271 .385
17親切にする .555 .185 .342
16一緒に遊ぶ .462 .307 .308
22避ける -.391 .029 .154

4命令する .142 .766 .607
21意地をはる .074 .610 .378
13反抗する .174 .564 .349
12忠告する .196 .557 .349
6他人行儀にふるまう -.322 .501 .354
2自慢する .121 .492 .256
14無視する .001 .463 .214
20指導する .185 .462 .248
5不平を言う -.078 .431 .191
7妥協する -.180 .327 .139

因子寄与 3.446 3.126
寄与率（％） 18.138 16.454

α .811 .735

新友人（1回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

8仲良くする .705 -.299 .028
17親切にする .689 -.140 .022
9協力する .676 -.152 .060
11甘える .630 .186 .070
19助けをもとめる .577 .223 .054
23うちとける .566 -.127 -.101
24援助する .559 .103 .040
3頼りにする .540 .234 -.126
16一緒に遊ぶ .504 .152 .018

4命令する -.120 .735 -.149
20指導する .050 .719 .002
12忠告する .220 .697 -.103
13反抗する .044 .663 .107
5不平を言う -.173 .581 -.024
21意地をはる .095 .541 .211
2自慢する .059 .504 .100

10軽べつする .074 -.043 .881
14無視する .000 -.178 .826
6他人行儀にふるまう -.183 .110 .595
18自分のために利用する .099 -.011 .553
22避ける -.211 .249 .540
7妥協する .142 .072 .409

因子寄与 3.676 4.282 3.835
α .822 .825 .772

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .133 -.141
Ⅱ 　 .546

新友人（2回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ h2

14無視する .608 -.303 .461
2自慢する .576 .139 .351
13反抗する .569 .157 .348
15服従する .555 -.054 .311
4命令する .538 .104 .301
10軽べつする .535 -.172 .316
21意地をはる .534 .192 .322
20指導する .532 .181 .316
7妥協する .472 -.023 .223
6他人行儀にふるまう .442 -.213 .240
18自分のために利用する .427 .005 .183
5不平を言う .414 .127 .187
12忠告する .412 .235 .225

9協力する -.135 .659 .453
23うちとける .029 .650 .424
17親切にする .026 .644 .415
8仲良くする -.361 .632 .530
19助けをもとめる .284 .535 .367
24援助する .298 .516 .355
3頼りにする .070 .427 .187
11甘える .254 .415 .237
22避ける .251 -.382 .209
16一緒に遊ぶ .059 .320 .106

因子寄与 3.875 3.193
寄与率（％） 20.208 16.227

α .801 .764

旧友人（1回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

13反抗する .824 .073 -.132
12忠告する .716 .206 -.002
20指導する .711 .136 -.229
10軽べつする .654 -.005 .018
4命令する .639 -.110 -.050
7妥協する .538 .192 -.076
2自慢する .529 -.045 .186
14無視する .503 -.234 -.025
5不平を言う .480 .069 .037
21意地をはる .474 -.138 .329
18自分のために利用する .367 -.181 .100
15服従する .357 -.231 .043

8仲良くする .073 .796 -.020
23うちとける .171 .683 .139
9協力する .035 .644 .099
22避ける .249 -.466 .080
17親切にする .111 .418 .301
6他人行儀にふるまう .256 -.414 .126

3頼りにする -.138 .209 .755
19助けをもとめる -.062 .108 .744
11甘える -.039 -.007 .706
1謝る .145 -.162 .456

因子寄与 4.568 2.994 2.831
α .846 .742 .764

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 -.238 .276
Ⅱ 　 .280

旧友人（2回目調査時点）の対人行動の因子構造
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削 除 項 目  1 謝 る    2 自 慢 す る  

7 妥 協 す る  8 仲 よ く す る  

     1 8 自 分 の た め に 利 用 す る  

 

 
削 除 項 目 1 謝 る    7 妥 協 す る  

    1 1 甘 え る  1 3 反 抗 す る  

 

 

削 除 項 目  1 0 軽 蔑 す る  

 

削 除 項 目  7 妥 協 す る  8 仲 よ く す る  

     1 6 遊 び に 行 く  

 2 3 う ち と け る  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

19助けをもとめる .813 .022 .132
17親切にする .733 -.062 -.175
3頼りにする .682 .055 -.141
23うちとける .678 -.138 -.010
9協力する .661 -.011 -.196
11甘える .650 .055 .173
16一緒に遊ぶ .594 .013 .101
24援助する .550 .100 .061

4命令する -.118 .756 -.128
20指導する .060 .699 -.036
21意地をはる .042 .669 .062
5不平を言う -.102 .622 -.031
13反抗する .092 .558 .192
12忠告する .236 .538 -.042

14無視する .028 -.222 .929
10軽べつする .038 -.022 .636
22避ける -.070 .142 .605
6他人行儀にふるまう -.209 .279 .389
15服従する .257 .097 .356

因子寄与 4.296 3.431 2.789
α .864 .802 .710

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .316 -.264
Ⅱ 　 .381

新友人（3回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

14無視する .979 -.002 -.085
22避ける .978 .020 -.150
10軽べつする .670 -.082 .149
15服従する .666 .206 .021
18自分のために利用する .534 .134 .171
6他人行儀にふるまう .512 -.110 .150

17親切にする .227 .882 -.197
23うちとける .026 .729 -.034
9協力する -.084 .704 -.039
8仲良くする -.290 .662 -.039
16一緒に遊ぶ .126 .614 .030
3頼りにする .036 .605 .068
19助けをもとめる -.069 .522 .331
24援助する -.044 .491 .317

12忠告する -.004 .087 .755
21意地をはる -.021 -.004 .680
20指導する .018 -.022 .635
4命令する .366 -.134 .555
2自慢する .066 .118 .489
5不平を言う .269 -.038 .409

因子寄与 4.930 3.932 4.075
α .867 .856 .814

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 -.255 .525
Ⅱ 　 .181

新友人（4回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

12忠告する .848 .090 -.217
20指導する .816 -.146 -.049
13反抗する .748 -.063 .052
5不平を言う .561 -.034 -.017
4命令する .511 -.093 .129
21意地をはる .511 .124 .226
18自分のために利用する .453 .015 .135
2自慢する .397 .154 .114
7妥協する .363 .028 .238

9協力する -.018 .770 -.123
17親切にする -.092 .716 .044
19助けをもとめる .001 .686 .214
3頼りにする -.007 .673 .156
8仲良くする -.010 .627 -.341
11甘える -.051 .551 .274
23うちとける -.095 .534 -.253
24援助する .249 .476 .004
16一緒に遊ぶ .139 .363 -.232

14無視する -.011 -.081 .796
6他人行儀にふるまう .040 .006 .731
22避ける .084 -.089 .662
15服従する .075 .095 .397
1謝る .180 .222 .362

因子寄与 4.619 3.918 3.663
α .830 .826 .717

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .310 .468
Ⅱ 　 -.155

旧友人（3回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

22避ける .838 .004 -.113
14無視する .836 .005 .003
6他人行儀にふるまう .654 .041 -.013
18自分のために利用する .609 -.013 .080
15服従する .556 .061 .003
10軽べつする .555 -.075 .270

19助けをもとめる .164 .761 -.077
3頼りにする -.044 .730 -.140
24援助する -.050 .698 .188
11甘える .171 .695 -.074
17親切にする -.153 .621 .042
9協力する -.189 .577 .100
1謝る .204 .482 .119

12忠告する -.196 .010 .880
4命令する .202 -.143 .607
20指導する -.063 .126 .596
13反抗する .211 -.020 .542
2自慢する -.003 .177 .488
21意地をはる .166 -.072 .430
5不平を言う .127 -.010 .418

因子寄与 4.020 3.422 3.960
α .834 .841 .787

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 -.006 .502
Ⅱ 　 .316

旧友人（4回目調査時点）の対人行動の因子構造
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削 除 項 目 1 謝 る   

    1 5 服 従 す る  

    1 6 一 緒 に 遊 ぶ  

1 8 自 分 の た め に 利 用 す る  

 

Ⅰ Ⅱ ｈ2

23うちとける .754 -.118 .590
17親切にする .710 -.096 .454
19助けをもとめる .677 .268 .486
9協力する .677 -.042 .562
8仲良くする .642 -.199 .556
3頼りにする .632 -.083 .396
16一緒に遊ぶ .548 .200 .165
11甘える .526 .230 .380
24援助する .510 .191 .373
1謝る .385 -.030 .140

13反抗する .005 .701 .348
10軽べつする -.149 .680 .216
18自分のために利用する .110 .606 .133
20指導する .155 .604 .288
21意地をはる .208 .556 .416
4命令する -.039 .555 .378
12忠告する .347 .518 .348
15服従する .061 .507 .083
5不平を言う .240 .460 .201
7妥協する -.115 .413 .163
6他人行儀にふるまう -.302 .412 .299
14無視する -.111 .397 .497
2自慢する .246 .384 .361
22避ける -.212 .355 .534

因子寄与 4.293 4.084
寄与率（％） 17.889 17.015

α .840 .815

新友人（5回目調査時点）の対人行動の因子構造

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

3頼りにする .805 -.162 .225
9協力する .799 -.075 .014
17親切にする .757 -.188 .039
19助けをもとめる .707 .117 .123
23うちとける .629 .044 -.282
11甘える .595 .127 .105
8仲良くする .586 .063 -.293
24援助する .547 .144 -.052

12忠告する .073 .721 -.143
20指導する .041 .650 -.123
21意地をはる -.008 .596 .148
4命令する -.057 .572 .155
13反抗する -.130 .507 .185
5不平を言う .056 .490 -.047
7妥協する -.112 .482 -.025
10軽べつする -.055 .476 .027
2自慢する .245 .464 .043

22避ける .024 .062 .878
14無視する .034 .046 .852
6他人行儀にふるまう .065 -.062 .726

因子寄与 4.149 3.488 3.038
α .862 .793 .834

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 　 .231 -.263
Ⅱ 　 .347

旧友人（5回目調査時点）の対人行動の因子構造
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友 人 関 係 期 待 の 測 定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Aさん（くん）」との関係

において次の10項目がどの程度重要だと考えているかを問うものです。重要だと思う順に

下の空欄に項目番号を記入してください

   互いに協力し合える。困ったとき助けてくれる。

   話題が豊富で楽しい。自分の知らないことを教えてくれる。

   趣味や好みが一致している。性格が似ている。

   悩みをうちあけることができる。何でも話してくれる。

   自分を必要としてくれる。互いの個性を尊重しあえる。

   互いに役に立つことができる。甘えられる。

項
目
番
号

    いろいろな面で刺激を与えてくれる。自分を向上させてくれる。

   よく気がつく。自分の気持ちを察してくれる。

   何かにつけ、一緒に行動できる。いつも一緒にいる。

   言いたいことが言い合える。利害関係なく付き合える。

最も重要

1位 　 2位 3位 4位 5位 6位 7位 ８位 ９位 １０位

12

1    互いに協力し合える。困ったとき助けてくれる。

2    話題が豊富で楽しい。自分の知らないことを教えてくれる。

3    趣味や好みが一致している。性格が似ている。

4    いろいろな面で刺激を与えてくれる。自分を向上させてくれる。

5    よく気がつく。自分の気持ちを察してくれる。

6    何かにつけ、一緒に行動できる。いつも一緒にいる。

7    言いたいことが言い合える。利害関係なく付き合える。

8    悩みをうちあけることができる。何でも話してくれる。

9    自分を必要としてくれる。互いの個性を尊重しあえる。

10    互いに役に立つことができる。甘えられる。

項
目
番
号

以下の項目は前ページでイニシャルを記入いただいた友人である「Bさん（くん）」との関係

において次の10項目がどの程度重要だと考えているかを問うものです。重要だと思う順に

下の空欄に項目番号を記入してください

最も重要

1位 　 2位 3位 4位 5位 6位 7位 ８位 ９位 １０位
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資料F グループ関係維持型（Ⅱ型）の事例　（女性：自宅生）

質問内容 協力者の発話 判定項目

出会いの時期 オリエンテーションの時

友人属性 同学科内

出会った時の出来事・言葉 最初は何も話していません。

出会った時の印象 活発な感じの印象

出会いの直後状況
宿泊オリエンテーションでした。それで、話す機会があって仲良く
なりました。

　

現在の共通友人の有無 私とAさん以外に3人（B/C/D）います。 判定1：共通友人あり

出会い以後（1年生）の共通の友人
関係状況

Aさんに限らず5人で授業を受けるようになりました。
判定2：選択友人と共通友人との
関係が同時期にスタート

Aさんと2人で行動することは？ 5人ですね。誕生日に御飯を食べに行ったりですね。
判定4：選択友人と共通友人との
行動や経験の差異はない。

2年生
レポートなんかはチーム分けがされていて、それでバラバラにな
ることはあるんですが、その前後で実験の情報交換をしたりという
ことがありました。

体育大会・・球技大会に参加したり、学祭も参加し、親睦会という
感じで一泊したことがありました。

3年生
福祉に進んだのが3人、取らなかった人が2人で・・そこで、ちょっ
と別れた感じがあります。

5人の付き合いというのは続いていました。結構、月に1回とかは
必ずみんなで集まって遊ぶ機会をつくっていました。

判定3：関係変化の出来事なし

4年生（現在）

あまり、（変化は）ないですね。3年生からの流れで・・より授業で
顔を合わす機会や学校に来る機会がなくなって、3年生の時は食
堂に集まって、ご飯を食べていましたが、今はそういうことがなく
なりました。

少し頻度は減ってしまっていますが、でも、結構みんなで集まろう
という意識がみんな強いかなと思います。

卒業後の付き合い予測について
バラバラになるかなと思います。今までは、誕生日とか、試験終
わりとか集まっていたけど。これからはみんなが休める時、お盆
とかお正月とかになってしまうのかな

註）親密化過程の分類に関連する発話のみを一部抜粋



資料 G 

226 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料G　二者先行中心グループ関係変動型（Ⅶ型）の事例　（女性：自宅生）

質問内容 協力者の発話 判定項目

出会いの時期 オリエンテーション

新 同学科内

出会った時の出来事・言葉 隣に座ってもいいですかと私から声をかけました。

出会った時の印象 かわいい人

出会いの直後状況
同じ学科の人だということがわかったので、それから移動するとき
も一緒にいるようになりました。そこからすごく仲良くなりました。

　

現在の共通友人 たくさんいます。8人のグループなんです。 判定1：共通友人あり

出会い以後（1年生）の共通の友人

関係状況

Aさんと出会ってから、しばらくは2人でいました。そのうちに英語
で一緒の子だったり、他の授業で一緒だったり、個々につながっ

ていって、各自が仲良くなっていったので、いつのかにか、大きな
グループになった感じで（後略）

判定2：選択友人との二者関係

が先行

1年生

（Aさんと）ほとんどが一緒でした。一緒に履修を考えたりもしたの

で。サークルも一緒に入って、バイトも一緒です。生活も学校生
活も一緒のことが多い。

出会い時以外の共通の友人関係

状況

完全に（グループが）友人関係だなと認識したのは2年生。一緒に

行動するようになったのは2年生以降だと思います、

2年生

Aさんとは、特に変わったことはない。サークルは2年生の時にや
めてしまいましたが、バイトは今でも一緒に続けています。その他

のメンバーとは1年生の時に、共通の授業で一緒だったりというつ

ながりはあったんですが、このメンバーがグループで仲がいいな
と思ったのが、心理の必修や実験演習のレポートを一緒にやった

ことがきっかけかもしれません。みんなで、見せ合ったり、情報交
換をしていたので。

判定3：関係変化の出来事あり

Aさんとの付き合いが中心でしたが、みんなに飲みに行く回数や

みんなの誕生日にお祝いすることも増えました。

3年生

Aさんとはゼミが違う。（中略）Aさんとの付き合いは、バイトが一

緒だったこともあり、バイトもバイトの中で、またとても仲がいい仲
間がいます。だからAさんとの関係はあまり変化がない。一番仲

がいいのはAさん。

判定4：選択友人と共通友人との
行動や経験の差異がある。

4年生（現在）

Aさんと話すことが減ってしまった。Aさんは一般就職なので、就

職活動が忙しかった。なかなか会えなくなったことで、さみしくなっ
たという気持ちはある。でもたまに2人で時間をつくって遊ぶことも

ある。みんなとも基本は会うことはない（後略）。

未来予測

Aさんとはこれからも変わることがないと思っています。今でも、

時間が合わなくて、連絡を取らなくなってしまっていてもつながっ
ているという感覚・・自信がある。Aさんもそう感じてくれているよう

に思う。これからも連絡を取っていく関係だと思います。グループ
は、なかなか会えなくなるのかな・・と思っています。

註）親密化過程の分類に関連する発話のみを一部抜粋
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研究協力への同意書  
 

甲   北 星 学 園 大 学 大 学 院  社 会 福 祉 学 研 究 科  

渡   辺    舞  

 

乙                      

 

甲 は 乙 に 対 し 、 調 査 に つ い て 以 下 の 通 り 約 束 す る も の で あ る 。  

乙 は 下 記 の 内 容 を 十 分 に 理 解 し 、 承 知 し た 上 で 、 本 研 究 に 協 力 す る こ

と を 同 意 す る も の で あ る 。  

 

□ こ の 調 査 は 乙 の 友 人 関 係 に つ い て お 尋 ね す る も の で す 。具 体 的 に 友 人 を 思

い 浮 か べ て も ら い な が ら 回 答 し て い た だ き ま す が 、友 人 の 個 人 を 特 定 す る も

の で は な く 、 友 人 を イ ニ シ ャ ル （ 例 ： A さ ん ） で お 話 し て い た だ き ま す 。  

□ 面 接 の 内 容 は 録 音 い た し ま す が 、甲 以 外 の 人 物 が こ の 録 音 を 聞 く こ と は あ

り ま せ ん 。録 音 の 内 容 は 甲 の 指 導 教 官 、お よ び 共 同 研 究 者 で あ る 大 学 院 生 が

研 究 の た め 確 認 を す る 場 合 が あ り ま す が 、甲 は 乙 の 個 人 情 報 、個 人 名 を 特 定

す る 情 報 は 開 示 し ま せ ん 。  

□ 甲 は 、 乙 の 2 0 0 6 年 及 び 2 0 0 7 年 の 質 問 紙 調 査 の 内 容 に つ い て 質 問 す る こ

と が あ り ま す が 、乙 の 個 人 情 報 ま た は 、乙 の 友 人 を 特 定 す る 内 容 に は 触 れ ま

せ ん 。  

□ こ の 調 査 の 録 音・質 問 紙 は 甲 の 責 任 に お い て 厳 重 に 管 理 し 、乙 の 個 人 情 報

が 外 部 に 漏 れ る こ と は あ り ま せ ん 。ま た 調 査 結 果 は 、論 文 作 成 、及 び 学 会 研

究 活 動 の み 使 用 し 、調 査 終 了 後 は 、甲 の 責 任 に お い て 、録 音 ・ 質 問 紙 を 破 棄

い た し ま す 。  

□ 乙 は 面 接 調 査 前 ま た は 面 接 調 査 中 に 、こ の 調 査 へ の 協 力 を 中 止 し た 場 合 に

は 、そ の 旨 を 甲 に 申 し 出 る こ と が で き ま す 。調 査 は い つ で も 中 止 す る こ と が

で き ま す 。  

以 上  

本 書 は 2 通 作 成 し 甲 乙 １ 通 保 有 す る 。  

平 成 2 1 年      月       日  

 

甲  北 星 学 園 大 学 大 学 院  社 会 福 祉 学 研 究 科  

渡   辺    舞  

連 絡 先  g 0 7 5 0 2 @ h o k u s e i . a c . j p  

携 帯 電 話     0 9 0 - 3 7 7 4 - 5 7 9 1  

 

 

乙                    
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二 者 専 心 型 （ Ⅰ 型 ） の 事 例  

 

NO38 （2009年9月30日）・旧 現在の友人関係図

女性

自宅生

英語の授業

大学1年生

最初は英語の授業でペアになって自己紹介をしたと思う。

おとなしいイメージ。派手な感じはない

なし

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

学外の付き合いはないメアドを交換したのも、後期になってからだと思います。

お互い、べったりという感じではなく、授業の時間だったり、学食を食べたり、その時その時の付き合いです。

英語の中でも、私にも彼女にも別の友達がいて、（常に）一緒に近くに座っていたわけでもない。私は大学では、男の子の
友達といるか、仲良くしていたグループがあったけど、窮屈な感じがしてあわなかった。なので、男の子と一緒にいた。Aと

すぐに仲良くなったわけではなく、（後期になって）別の授業が一緒になって、（その授業が）英語と続いていた時間帯だっ
たので、一緒に移動するようになった。1

年
生

将来予測 忙しくなって、会えなくなって電話をたまにするとか、続いていくと思います。

Aは私という個人の付き合いを大切にしてくれたから、そういう面でとても気が楽。女の子グループ的な縛り方がない。2人
で仲良くてもサバサバしている。私の行動とか付き合い方も理解してくれたから。

Aさんの選択理由

彼女はサークルに入っていて、私は授業が終わったら帰るという生活スタイル。Aは学校までの友達と区切っていた感じ。

2年生になって英語の授業でも一緒に座るようになって。私も福祉の科目を取っていたので、男友達がいればその子と一
緒に受けるし、Aとも時々ですね。

2

年
生

3
年

生

同じ授業はなかったと思います。私は実習もいかなかなかったし。

週に1回とかは学食を食べたと思います。あまり学校で会う頻度が少ないので、メールや交換ノートで近況報告をしてい
る。

2年生の感覚と変わった。3年生の後期には遊ぶようになっていた。（前期から）メールはしていた。Aにも彼氏がいて、それ

が別れて。そこから電話も増えたと思います。Aとの関係では、私が話を聞いてもらえる関係。（より仲良くなったきっかけ
は、）3年生の冬休みくらいでした。映画に行って、ご飯を食べて、そのままうちに連れてきて、そのあとつながりが増えた。

家に遊びに来ることも増えた。

4

年
生

4年になっても彼女は実習に行ってるけど、今だったら実習中でも連絡は取ってる。大学に行く時には、必ず連絡を入れる

ようにしている。

（3-4年生になって）将来の話をする。秋とか冬とかに話し始めて、春になったら、具体的な希望とか、結婚とかそういう話

題も出ている。3年より（4年になっての付き合いが）も増えている。意外と、家が近いということも知ってからは、よく会って
いる。夜ちょっと遊びに来たり、私は実家ですけど、仲良くなった子は実家に連れていくので。

現在の共通の友人関係

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

協 A
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グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ Ⅱ 型 ） の 事 例  

 

NO20（2009年7月25日）・新 現在の友人関係図

男性

一人暮らし

サークルの新歓

大学1年、4月

僕は、同じ学科の人と行動していた。Aさんが一人で歓迎会に参加

してきて、一緒に入れてほしいと言われました。

かっこいい子だと思います。

20人くらいのサークル全体。よく遊ぶのは3人

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

Aさんの選択理由

2年生の夏休みに話を聞いてもらって、そこから助けられたという気持ちがあったこと。正直な気持ち、最初、一番の友人

を選ぶのにAかBか迷いました。決め手はA君の方が人間として尊敬できるということです。自分の話をよくするのはAとB、

学科の友人が少ないので。学科の友人と話すことは勉強のことだけ、卒論のことは相談するけど。プライベートの話をす

るのはサークルの友人。友人といえるのはサークルの人です。

将来予測
期待としては、会える時が会ったら続けていきたい。20名で会えたらいいなと思います。でも最初に連絡するのはAかBだ

と思う。

3

年

生

実習に行っていたので、遊ぶ感じではなかった。Bも実習。夏休みは会っていない。

サークルのメンバーは全員続いていた。B君が役員になって、その愚痴をAと僕でよく聞いていた。

3人でよく遊びます。（サークル全体は）結構減ったと思う。月に2回くらい。忙しかったのもあるし、2年生の時より落ち着い

た。遊び方は変わらない。3年生になって後輩と遊びに行くようになった。仲の良い後輩を連れて、10人くらいで飲む遊び

方が増えた。

4

年

生

ボランティアはやめて、在籍しているだけ。Bも役員をやめた。A君は通っている。（部室には）ほぼ毎日通う。他のメンバー

もいる

やはり3年生と一緒で頻度は減ってる。（3人で遊んだのは）3回くらい、僕は卒論が忙しくて、B君はまだ実習が残ってい

る。予定が合わない。3人で遊ぶよりも、最後の年だから後輩を誘って遊ぼうという意識に変わっている。

現在の共通の友人関係

1

年

生

サークルでの交流は少ない。体育の授業が一緒だったことが、仲良くなった要因だと思う。

サークルは2週間1回、ちょっとした集まりがあって。ボランティア、必ず行くのは2週間に1回にAさんといっている。1年の後

期あたりから部室にいくようになって同期も当時はもっと部員がいたけど、だんだん少なくなってきてから仲良くなってき

た。

飲みに行ったり、カラオケに行ったり。頻度は、1か月に1回くらい。3人の時もあれば、先輩とかも含めて、20人ということも

ある。

2

年

生

1年生よりも部員が減って、顔と名前が一致するようになって、そこから仲良くなった感じがする。2年生になって、20名位

になった。部室でご飯を食べたり、部室の中の付き合いが増えた。毎日通っていました。

2年生の夏休み前。僕が彼女と別れてその時に、AさんとBさんにお世話になった。プライベートな相談に乗ってもらった。

Bも同時期に彼女と別れたということもある。そこで意気投合して。それで夏休みにはよく遊んだ。ほぼ毎日あそんだ。3人

のことが多くなったと思います。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

協
A

その他サーク

ル友人

B
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二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 維 持 型 （ Ⅲ 型 ） の 事 例  

 

NO33（2009年9月24日）・新 現在の友人関係図

男性

自宅生

同じ部活の友人、グランドで練習していた時ですね

大学1年

ぼくの方が先に入部していて、10日後にAさんが入ってきた。

話し方、楽しい、面白い人だったので仲良くなりたいと思った。

部員の仲間・・・マネージャーも含めると13名

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

2

年

生

（部員と）勉強の話はしないですが、自分は、レポートが大変で、みんなと同じ時間で練習できないこともあったから、そう
いう事情は話して、理解してもらっていた。

練習は欠かさず出ていた。夜の付き合いは結構参加していたけど、部活が終わった後の自主練習に参加できないことも

あった。

1年生の方が多いかもしれない。1年生の方が、時間に余裕もあったし、高校から出たばかりで、遊びたいという気持ちも

強かったと思う。2年生の時はどちらかというと、みんな（サークル全体）で遊ぶ方が多かった。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

現在の共通の友人関係

1

年
生

（Aは他学部だけど）同じ授業は1‐2年生の時はあったので、同じ授業なら一緒に受けます。

練習は、週に5日。1年生の時から部室には行く。1‐2年生の時は学科の友達と一緒に食べていたけど、学年が上になる
と、部室でご飯を食べたり、学食でも部活のメンバーと食べていた。Aさんは僕よりも（競技）がうまいんだけど、僕もAさん

もなかなか試合に出してもらえなくて、遠征行ってもメンバーから外されてとても悔しい気持ちを共有していた。なので、練

習が終わっても2人でバットを振ったり、筋力トレーニングをして、なんとかこの状況を打破したいと2人で頑張っていた。

全員というのは、年に数回だけど、特に仲のいい人（自分含めて6人）とはよく焼肉を食べに行ったりする。大体このメン

バーで行く。その中で仲がいいというか、学年が上がるにつれて、辞める人も多くて、今在籍しているのが同期13名で、そ
の中心になっているのが、さっきの6人のメンバー。仲間意識がある。練習にはちゃんと参加するメンバーです。

Aさんの選択理由

競技の話もそうですが、将来的な仕事の話とか、自分の欠点とかを理解してくれる、そういうところを指摘してくれて自分は

変わることができた。他の人の影響もあったけど、Aさんは僕の人生を変えてくれた。他の人とは違うものがある。大学は

人間関係が全て。知り合った友人や先輩は、深い話ができるなと思った。

将来予測
4年間過ごして来て大切な仲間。頻度は減ってしまっても1年に1回は会いたいという話をしている。定期的に会って、関係

を継続させていきたい。

3

年

生

部活の中では3年生が中心。メンバーを決めたり、スケジュールを決めたり。この6人のメンバーが部の中でも結構中心に

なっていた。

（Aと）2人という関係だと3年生以降だと思う。2人で話す機会が増えた。2人で話しているのは楽しいと感じていたので、時

間があるときに2人でご飯を食べるようになった。とにかく話すことが楽しかったので、気が合う。頻度は多くないけど、タイ

ミングが合えば。もちろんグループの遊びもあります。たまに飲み会はあったけど、後半は就職活動がメイン。話の内容も

変わってきたと思う。会社で働くこととか、将来のことも多くなった。

4

年

生

1個だけAさんと同じ授業を取っている。たまたまですが。一緒に受けています。

就職活動は落ち着いて、チームとしては部活の頻度は変わらないけど、就職活動をしている場合には、そちらが優先。僕

も前半は練習に参加できないこともあった。（引退後）Aさんは、これからも野球を続けたいということで部活に参加してい
る。僕は、卒論はあるから練習は行かない。でも、今度の学校祭も4年生で店を出す予定なので時間が会えば会う機会は

ある。部室に行くことはある。昼は部室がいるので。

僕とAさんが内定が出るまで時間がかかった。そのあとから、（6人で）ご飯を食べに行くこともある。4年生になってもAさん

と2人ということはあります。自分は教育実習もあって、卒論もあって、正直部活を辞めようかと考えたこともある。それで

も、Aさんを含めて、この6人メンバーがいて、状況を話してそれでも続けようと言ってもらってきたので、ここまで来れた。

協

A その他サーク

ル7名

サークルで仲が良

い4名
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グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ Ⅳ 型 ） の 事 例  

 

NO９（2009年7月16日）・新 現在の友人関係図

女性

自宅生

英語の授業

大学1年4月

BさんとAさんが隣同士で、英語の授業の時に話していたようです。

それで、2人で話していて、そこに私が加わったような記憶がありま

す。

かわいい女の子

5人です（他：B・C・D）

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

Aさんの選択理由

何だろう。私の中では（一番の友人は）BさんでもCさんでもDさんでもよかった。でもAさんはその中でも一番直接一緒に

会ってるからかな・・Aさんに特別という気持ちはないですね・・会えなくなってメールでやりとりすることが増えたんです

が、メーリングリストで全員に伝わるし、会えなくなって、それを利用することがほとんどなので、Aさんだけに話をすると

か、そういうことはない。大学生活の思い出の大半を占めているのがこの友人関係だった。サークル、勉強、実習全部に

関わっていた。

将来予測 続くと思います。5人で続いていきたい。

3

年

生

3年生が一番多かった。一緒の授業も多かったし。お昼御飯も一緒に食べていた。何かしら一緒に行動していた時期。こ

の5人の中の誰かとは必ず一緒にいた記憶がある。実習の話も多かったし、3年の後半になると、就職の話も多かった。

（サークルは）続けていました。部室に行く頻度も増えた。荷物を部室を置いていたので、ちょくちょく顔を出していた。

5人で遊ぶようになりました。季節ごとに、集まることが多かったんですが、クリスマス会をしたこともあります。3年生のこ

ろからか、全員の誕生日を祝うようになった。それで、誕生日以外の4人が、サプライズでケーキとプレゼントを用意するこ

とを決めていたので、それが5回あるということ。恋愛の話もするし家族の話もする。なんでも話せるメンバーです。ドライ

ブに行ったり、メガスポに行ったり、そういうこともした。

4

年

生

あんまり会えなくなった。授業が減って、みんなが学校に来るタイミングがばらばらになった。就活もあるし、臨床の3人

（A/B/D）は4年生になっても実習もあった。卒論もあって忙しい。一緒にご飯（学食）食べるのが精いっぱい。

サークルも所属はしていますが、サークルで会うことはない。

会えなくなってメールでやりとりすることが増えたんですが、メーリングリストを5人で作っている。1回メールを流せば、全

員に伝わるし、会えなくなって、それを利用することがほとんどなので、Aさんだけに話をするとか、そういうことはない。誕

生日会は続けている。後期になったら福祉士の対策講座があって全員受けるので、そうしたら、また付き合いが増えるか

もしれない。

現在の共通の友人関係

1

年

生

AとBは別学科。英語の授業だけで一緒で。週に4日でしたね。その時は一緒でした。1年生の時は（他の授業は）私は同

学科の友達と一緒にいることが多かった。

（付き合いが）あってもAとBで遊んだのは数回くらい感じだと思います。

2

年

生

英語（の授業）は続いていました。週に2回くらい。同学科の一緒にいた友達は福祉士を目指さなくなったので、それで、資

格関係の授業を一緒に受ける人がいなかったので、Aさんたちと他の授業も一緒に受けるようになった。

その3人（A・B・C）が私の入っていたサークルに入りました。サークルの活動や部室で会うこともあったので、付き合いとし

ては増えたと思います。私は、その当時部長をしていたので、毎日、部室に行きました。活動自体はAさんしか来ていな

かったかな・・BさんやCさんは飲み会には参加していました。Dさんも後期になって一緒のサークルに入りました。

Cさんは（あるアーティスト）が好きで、私も好きなんです。それをAさんがお互いのことを知っていて、紹介をしてくれた。た

ぶん2年生の前半だったかな・・6月くらい。（Dさんとの出会いは）Cさんより後なので2年生の後期だと思う。Dさんは他の

友達と一緒にいたり、転々としていた感じだったと思う。いつの間にか遊ぶようになったのが、2年生の10月くらい私以外の

4人は同じ学科です。たぶんみんな顔見知りだったと思う。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

協 A

CB D
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二 者 中 心 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ Ⅴ 型 ） の 事 例  

 

83（2009年11月5日）・新 現在の友人関係図

女性

一人暮らし

大学（オルアラ）

入学２週間前

最初に出会ったのは大学です。大学に入る前の、オルアラで同じグ

ループになった。その後入学後のオリエンテーションで私は友達が

いなくて、オルアラでのグループに集まることになっていたので、そ

こで話しかけた。Aさんは友達（B）とオルアラも参加していて、オリエ

ンテーションも2人で座っていたので、一緒に座った。

すごい、かわいい子、おとなしそう。

サークルが一緒の5人。学科で授業を受けるAとBとあと2人

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

2

年

生

1年生の最後の方になると、自分と同じ高校で他学科のIさんが自分の学科で、友達ができて、だんだん、自分の学科の友達と一緒にいる

ようになった。Hさんは残った。資格は取っていた。皆、同じ方向。私とAさんは精神を取っていた。授業はすごく忙しかった。2年生になると、

同じ資格は目指していても、自分の興味関心が出てきて、それで授業が重らないことが出てきた。

2年生はサークルの行事の幹事的な存在になった。私たちは1年生の初期からずっと入っているメンバーなので、行事があるたびに5人が

しっかりしなければ意識ができたと思う。5人で相談することがすごく多くなった。充実していた。

学科の友人関係のプライベートはない。サークルは増えましたね。3人というより5人で遊ぶ方が増えたと思う。一人暮らしのAさんとEさんと

の関係は続いていた。けど頻度は減った..あの・・私1年生の時に恋人ができて、2年生になって友達の時間が減った。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

現在の共通の友人関係

1

年

生

CとDは同じ学科で、Eさんは別学科です。CとDと授業は一緒に受けない。授業を受けるメンバーはA、B、F、Gともう2人（H/I）一緒にいて、

そのうちHは同じ学科、Iは別学科だけど私と同じ高校でその関係で、最初は一緒にいた。授業も一緒に受けていた。授業や学食の学校生

活は学科を中心とした7 人で一緒にいて、放課後は、サークルのメンバーと一緒に過ごす。唯一重なっているがAさん。

最初はAとBとでサークルに見学する計画を立てていた。その時に、学科が同じ（F・G）さんが一緒に行くことになって。そういう話をしている

うちに、Aさんとは、やりたいことが一緒で、意見があって、3つのサークルに一緒に入った。最初に入ったサークルは今も続いて共通友人

（C/D/E）がいるサークルを続けている.

学科の方は本当になくて。学校が終わったら別。サークルの方がすごい遊んでいた。サークルの子のうち、別学科のEさんとAさんが同じマ

ンションに住んでいて、一人暮らしの3人で、お互いの家に行ったり、泊りあったり。1年生の時が一番一緒にいた。1年生の時は、自分の中

でAさんと一緒にいるという意識が非常に高かった。

Aさんの選択理由

（Aと）一番一緒にいる時間が多かった。授業を合わせたわけではなかったけど、興味関心が似ていて、結果履修も一緒が多かった。考え

方も似ていた。サークルも学科の友達も共通していたから、悩みも共有できた。恋人のこともお互い相談してきた。Aさんだけに話す内容も

ある。自分の内面というか、コンプレックスというか、理想とか何か似ている部分が多い。考え方が似ている。感じ方が似ているのかな・・Dさ

んとかも考え方は理解できるんだけど、表出の仕方が違うなということがある。

将来予測

学科の方は、何かしらの関わりが残りそう。学内にいる時から頻度が高くなかったけどそういうペースで続きそうな気がする。サークルの方

は、Dさんが結構仕切っていて、Dさん次第だと思う。続くと思う。（Aとは就職の）分野も一緒で、勤務地は離れてしまいそう。分野の共通性

があるので、相談はあるかと思う。

3

年

生

一緒のことがあまりなかった。必修科目位。それからメンバーの一人（H）が休学して仲間から離れた。

サークルの方の友達でDさんが部長になって、立場が変わった。Dさんはサークルの運営に厳しい態度をとるようになって、近寄りがたい存

在になった。友達としてもぎくしゃくすることが合った。Dさんの顔にも機嫌が顔に出るようになって・・付き合いが難しくなった。3対2（協とA）

という形になった。形としては表面的には5人という形だったけど

学科の友達で遊んだことがないということが、みんなの話題になって、それで、3年生になる前に旅行に行った。AとBとFとGと計画して、Aさ

んが実習でいけなくて、Gさんが金銭面でいけなくて、3人とサークルの一人（D）を誘って行きました。

4

年

生

週に1回会うか会わない。偶然に会う感じ

4年生になって、役職から外れて、元に戻ったとは思うけど、やはり３年の時のトラウマみたいな感じでまだ、戸惑いも残っていた。

学科のメンバーで1回皆で、5人で飲みに行った。Aと２人はご飯を食べに行ったりする回数は多いけど、1年生ほどのべっとりな関係ではな

い。お互い恋人もいたし、どのメンバーよりも2人の関係が多い。

協 A

EDC

GF
I

H

B
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二 者 先 行 グ ル ー プ 関 係 変 動 型 （ Ⅵ 型 ） の 事 例  

 

NO32（2009年9月24日）・新 現在の友人関係図

女性

一人暮らし

大学・・教室、1年生の授業

1年、最初の段階

皆で、初めての授業だったので、集団で話していたというか騒いで

いた。

普通に明るい子、ノリがいい。

もう一人います。（B）

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

Aさんの選択理由
今一番時間を共有している人を選びました。Aさんが話やすいからというのもあるし、Bはあまり相談に乗ってもらうタイプ

ではないということもある。Aは面白い。ノリがいい。楽しい。自分よりはしっかりしているし、助けてもらった事もあるから。

将来予測
全員の勤務地がバラバラ。札幌にいれるわけではない。会う頻度は減っていくと思う。私とAさんはつながっているかなと

思います。Bさんは帰ってきて、みんなで飲もうという時には声をかけると思います。

3
年

生

Bさんと同じゼミ・Aは別。授業自体が減った。（授業が）重なっているのは前期は多かった。あわせるということはないけ

ど、履修の相談はしていた。

3年生以降になったら私の一人暮らしの家に（2人が）遊びに来ることもあった。だんだん多くなりました。2年生よりも多い

ですね。3人は不思議なんですが仲はよくて、旅行に行く時は絶対に3人なんだけど、（3人の関係は）べったりしてなくてフ
ワフワした感じ。遊んだのもの1番多いは3年生か今が多い。

4

年
生

Bさんと1回亀裂が入った・・プライベートなことでちょっと、旅行のこと、出発１週間前になっていけないと言いだしたり、そ
れでも、授業が楽になって3年後期以降今までは、3人でかなり遊んでいる。月に1回くらいは飲みに行く。卒業旅行は行く

と思います。そこは3人だと思います。

現在の共通の友人関係

1
年

生

3人が仲良くなったのは結構遅い、2年生くらいなんです。1年生の時に皆、出会っていたけど、友人グループとしては皆、

別だったんです。

3人という組み合わせはない。大勢で遊んだことはあるけれど。AやBと個人的な関係はない。

2

年
生

きっかけはAさんが一緒にいたグループで仲が悪くなって、その時にたまたま私という存在がいたということ。私のグルー

プは6人グループ・・そのうち1人がいなくなり、他の2人とは合わないというか話すけど、それほど仲良くない。それで、私の
グループもなんとなく分かれた感じになった。Aさんと同じ授業の時には一緒に取ったりしているうちに自然に、仲良くなっ

た。これが2年生の前半。Bさんはもともと1年生の時に、個人的には仲が良かった。Bさんは1年生の時のグループが同じ
というわけではないけど・なんとなく近くにはいた。席に近くに座ることが元々多かった。

Aさんと私が一緒にいるようになって・・Bさんがあまり学校に来ない子。たまに来た時に、私たちが座っているところに遅れ

て座るようになってだんだんですね。3人になった感覚がある。

よく飲みに行くようになりましたね。私たち3人ということもあり、3人に誰かが加わることもある。個人的にAとかBとか2人で
遊ぶこともある。1回後期あたりにBさんが離れた感じがする。Bは部活中心の子だった。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

協 A

B
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二 者 先 行 中 心 グ ル ー プ 化 関 係 変 動 型 （ Ⅶ 型 ） の 事 例  

 

NO101 （2009年11月17日）・旧 現在の友人関係図

女性

自宅生

宿泊オリエンテーション

大学1年

お互いで声をかけようと思っていた。私のほうから話かけたと思いま

す。

かわいい・・話が合いそうだと思った。

もう２人（E/F）います

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

講義

学内

学外

2
年

生

Eさんは２年生の後期レポートの時に仲良くなった。私は、資格を取っていなくて、AさんとFさんが資格を取っていた。それ
で３年生で私とE、AとFという関係がそれぞれできた。まだ4人の関係という感じではない。

Aさんと２人はありました。頻度は、学外の趣味活動のメンバーとの付き合いが増えた時期だったので、Aさんとの付き合

いは少し減った。学校の中ではずっと（Aとずっと）一緒。Eさんとプライベートはない。

調査日・一番（新OR旧）

性

居住

友人と初めて会った場所

友人と初めて会った時期

最初の出会い

第1印象

現在の共通の友人関係

1
年

生

１年生の時に授業を一緒に受けていたのは、Aさんだけ、全部（の生活が）２人だった。

サークルにもAさんと入ってます

２人で遊ぶことがありました。Aさんは一人暮らしなので、その家に遊びに行ったりもあります。

Aさんの選択理由
Aとは、一番最初に仲良よくなったこと。ずっと一緒にいたことですね。 最初は友達ができなくて、私は人見知りで。Aさん
とはずっと２人で、もっと大学の友達を作ろうと言うことで、Eさん、Fさんとも仲良くなれた。すごい大学が楽しくなった。

将来予測
これからは、この関係が増えそうかなと思っています。同時期に社会人になるわけだし、なんか共有できるかなと思いま
す。

3

年
生

Eさんとは３年生の時にずっと２人で授業をうけていた。資格の関係で、私とEが一緒で、AとFが一緒の授業を受けるように

なった。ゼミはEとAと一緒になった。

Aさんとの付き合いはお昼を食べるのは誘ったりしてた。それくらいしか会わなくなった

プライベートはなかった。

4

年
生

卒論を一緒にやったりとか、4人でやっている。

卒業が近くて、卒業旅行の話をしていく中で、もう最後の年だから遊ぼうという話になった。もともとAとFがつながりがあっ

たから、だったら４人で遊ぼうという話になった。４年生になって増えたと思う。

協A

FE


